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民俗学 篇 n 民俗の 神 民俗 紀行 


神に 追われる 人  阿満利 麿 

谷川 健 一先 生の 文集に、 「神に 追われて」：. という 一文が ある (谷川 健 一 著作 集 4 「古代史 ノオト」 所収)。 

それ は、 南 島の ユタが、 どのよう にして 神の 妻に なって いくか を 考察した ものである。 それによ ると、 

ユタ は、 決して 自分の 意志で ユタになる ので はない。 平凡な 家庭の 主婦 や 娘が、 ある 日 突然 神の 声 を 

きくので ある。 神 は、 彼女の 一切の 世俗 生活 をす てて 己れ に 服せ よと せまる。 だが、 夫 や 子ども、 家 

庭、 女の さまざまな 楽しみ を どうして 捨てさる ことができ るか。 神に 魅入られた 女 は、 必死になって 

神から 逃げよう とする。 しかし、 不思議な ことに、 どんなに 神から 逃れても、 ついに 神に とらえられ 

てし まう。 そして 壮絶な 神が かりが 襲い、 神の 妻と なって しまう ので ある。 
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ユタの、 このような 誕生 を 紹介しながら、 谷川 先生 は、 信仰と は、 神に 追われ、 逃げお おせる こと 

がで き なくなって、 ついに、 「神に 自分の 魂 を ゆずりわたす」 ことで あると、 力説され ている。 

神 こ 追われる ことなくして、 信仰 は 成立し ない。 このような 考え方 は、 私の みると ころ、 実は、 谷 

川 先生 自身の 求道 を いいあてて いるよう に 思われて ならない。 もちろん、 先生 は、 ユタの ように、 晴 

天の 霹靂の ごとく、 神の 声 をき かれた というの ではない。 まして、 神が 幻に あらわれて、 先生 を 追い 

つづけて いると いうので もない。 しかし、 先生の 心の奥 深く に は、 名状し がたい 「神への 衝動」 がう 

ごめいて いるので ある。 その 一端 は、 別の エツ セ ー、 「成熟への ひとしずく」 (谷 14 一、 著 、作、 f 「柳 田 

学と 折 口 学」 所収) に 詳しい が、 先生 は、 生来、 宗教に 強い 関心 をよ せる、 いわば 宗教 的 人間な ので あ 

る。 幼少の ころ、 乳母の 背に あって、 寺の 夕の 鐘が なると、 きまって 手 を 合わせて、 人 を おどろかせ 

たという 話 も、 直接う かがった ことがある。 ユタの ように、 神の 声 をき くこと はなくても、 先生の 存 

在 自体が、 その はじめから 神に 魅入られて いるので ある。 

私が、 先生に 惹 かれる の は、 まさしく、 先生が、 神に 魅入られ、 神に 追われて いる 人 だからで ある。 

先生 は、 還暦 をす ぎた 今 も、 先 島の 神事 をたず ね、 あるいは、 東北に 白鳥 伝説 を 追って、 旅に つぐ 旅 

の 生活 を 送って おられる。 駅の 改札口から プラット フォ ー ムに むかわれる、 先生の 厳しく も 孤独な 背 

を、 私 も 幾度 見送った ことであろう か。 一体、 これほどまでに、 先生 を 旅に 駆りた てる もの はなに 力 

それ は、 やはり、 先生が、 神に 追われて いる 人 だからで ある。 

たしかに、 現代と いう 時代に おいて は、 科学的 合理主義 や、 テクノロジ ー に 支えられた 快 的な 生活 

を もちだす まで もな く、 宗教に ついて 思い をめ ぐらす ことが むつ かしい。 神が んでク II と.^ --ォ 
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れる。 だが、 神の 存在が 危く なっても、 人間の 「神.、 の 衝動」 は 死なない。 そのこと を、 谷川 先生 は 

信じて 疑わない。 私 もまた 「神への 衝動」 に 従って 生きる のが、 人間の 自然で あると 考えて いる。 神 

を 求める、 やみがたい 思い は、 人間に 生来の ものな の だ。 それ は、 聖 なる 業 (カルマ) といっても よい。 

そして、 時代が 末世に 下れば 下る ほど、 このような 業の 自覚 もまた 深まる。 

では、 このような 業 は、 いつ、 いかにして 尽くされる のであろう か。 神が 人 を とらえる の は、 いつ 

のこと であろう か。 この 問に 答える こと は 容易で はない。 神 は、 ついに 人 を とらえる こと を やめる か 

もしれ ない。 それ は、 現代の 宗教 的 人間の 恐怖で ある。 先生が、 「あるきみ こ」 に 言及して おられる 

の も、 それ を 自覚され ての ことであろう。 「あるきみ こ」 と は、 神に おわれながら、 ついに 神に とら 

えられる ことなく、 永遠に 漂泊の 旅 を 続けねば ならぬ 巫女の ことで ある。 

「神への 衝動」 のみあって、 それが 満たされない 苦しみ。 それ は、 あまりに も 深い 業と いわねば なら 

ぬ。 しかし、 新しい 救済の 誕生の ために、 それ は 誰かが 背お わねば ならぬ 業で ある。 

日本 民俗学 をき りひら いた 柳 田 国 男 や 折 口 信 夫 は、 日本の、 原初の 神の 発見者で あつたが、 自ら 発 

見した 神に、 その 安心 を 託した とはいい きれない。 しかし、 その 学風 をう けつぐ 谷川 民俗学に は、 神 

に 追われる ものの みが もちうる、 救済に 直接す る 要求が にじみ、 私に 深い 共感 を 与えて やまない。 

(NHK チ， -フ ディレクタ I 宗教 研究家) 


谷 w 学と 私  菊 池 敬 


谷川 先生 を 想った だけで 私 は 奇妙な 気分が 湧いて くる。 閉ざされ ていた 自分の 前に 光が さしこんで 

きて、 なんとなく 安心して 進んで いけそう な 一種 憑依 的な 気分で ある。 だから、 常に 先生の 著書 を 傍 

において おく。 

多くの 戦中派の 人が そうであった ように、 私 も 戦場 や 三年に 亙る シべ リャ 抑留 体験で 根 こそぎ 価値 

観が ひっくりかえった。 あらゆる ものに 懐疑 的に なった。 そして、 もう 誰の いう ことに も 耳 を かさず- 

自分で 見、 しらべた こと だけ をた よりに、 自分と は 何で あるか、 東北と は 何であった のか を 見極めよ 

うとした。 そして 戦後 を 生きて きた。 

東北の 思想 や 文化の 源泉 を 追い求め ている うちに、 私 は 壁に 突き 当った。 古代 東北 は 全く 謎に 包ま 

れ ていたの である。 正史な ど は ほとんど 無い こと を 知った。 私 は 当然の ように、 民俗学 的 領域 以外に 

東北の 源流 を さぐる ことができな いと 思うよう になった。 そして、 柳 田 国 男 を 読み、 民話 伝説に のめ 

り 込んで いったの は 十四、 五 年 前からで ある。 

出会いと いう もの は 不思議な ものである。 この 時、 谷川 先生に 出会えた ので ある。 小 峰 書店 千 葉 編 

集 長のお 引き合せ によって お会いした 時の 印象 は 強烈だった。 考古学 • 国文学 等の 蘊蓄の 上に、 鋭い 

感性 を 加えた 谷川 民俗学の 博覧強記 はいわず もがな である。 私の ような 野人に、 真正面から 本気に な 


つ て それ を 話して くださる のが 嬉しかった ので ある。 

谷川 先生って 不思議な 力 を 持って いる 人で ある。 谷川 学と いう 巨峰 を 仰ぎ見て いるう ちに、 いつの 

間に かその 霞の 中に 包み こんで しまう 力 を 持って いる。 その 霞の 中 は、 なにが なし 人間く さく、 そし 

て あたたか いので ある。 電話 一 つで も、 昇華した 谷川 学の 体系の はし はし を 惜しみな くちぎ り 取って 

与えて くださる ように 話される のに 恐縮して いるう ちに、 まるで 百年の 友人で でも あつ たかの ような 

錯覚 をお こさせて しまう。 

三年 前の 夏だった。 前からの 計画が 実現して、 前 沢 町 (岩手県 胆沢 郡) の 白鳥 柵に ご 一緒 させて いた 

だいた。 安倍 白鳥 八郎則 任の 居城だった と 伝えられる 場所で ある。 白鳥 川 を 東に 下り、 かっての 白鳥 

村 を さがした。 段丘が 重なり合い、 農家が 十数 軒 林の 中に 寄せ 合って いた。 頂上の 村の 中に 変哲 もな 

い 白鳥 神社が あった。 裾の 段丘 を 取り巻いて いくつかの 空堀が 大きく 回って いた。 その 空堀が 山道と 

なって 林の 中 をく ぐって いた。 私たち は それ をく ぐり 抜けた 時、 突然 眼前に 大空 間が 現れ、 北上 川が 

渦 を 巻いて 柵の 下 を 洗って いたので ある。 この 時、 谷川 先生 は 声 を あげて 辺り を 歩き まわった。 

「これです よ、 これです よ、 これなん です よ。 土地が 教えて くれ るんで すよ。 地名が 呼んで くれたん 

です よ」 

うろたえ 回る 先生の 大きい 後 姿 をみ つめながら、 私 は 不思議に 涙が にじんで きて ならな か つ た。 

柳 田 学に ひかれて、 ずっと 読んで きた。 しかし それ は 私に は 高く 遠い もの、 という 意識が つきまと 

つた。 しかし 谷川 学に は、 私に は その 一端 を のぞかせて いただい ただけ でも 自分の 血の 騷ぎを 感じる 

ので ある。 生な ましくて いて 美しい 人間の 哀歓 を 感じる ので ある。 


先生が 言われる、 人間、 神、 自然の 生き物、 この 三者の 敵対と 親和力に みちた 世界の 学問と いう そ 

れは、 私に は 民俗学な のか 文学な のか さえ 区別が つかない が、 だから 私 は 好きで ならない ので ある。 

先生の 「海の 群 星」 を 今 私 は 手元から 離さない。 琉球 弧. 先 島 諸島に 売られて 生き 死んで いった 雇い 

ん子、 糸満 漁夫た ちへの 鎮魂の 書 だと 評されて いる。 雇いん 子 は 買い主に 敵対し、 海に 敵対しながら、 

反面 それに 親和して たくましく 育って いく。 そしてつ いに サメに 襲われて 消えて いくこの 物語の 迫力 

はなに なのであろう。 主人公で ある 雇いん 子 ナガ ー が、 おそろしい 声で 吼 える 洞窟の 怪物と なった 海 

に 消える くだり を、 作品 は 次のようにうたい あげる。 

::: あの 海の 眼が 彼 をみ つめていた。 それ は 彼 を 海に 引きずり こみ、 彼 を 一人 まえの 男に 仕立て 

た。 あの 慈悲と 残酷と を かねそなえた 海の 存在であった。 海ャ カラと いう 言葉に こめられた 羨望と 

誇り。 それし かない 彼の 身体 はこれ まで 誰よりも 優美に、 力強く 海 を 征服し、 海と とけあつ ていた。 

それな のに、 今 海が 彼に あらが おうとす るの は なぜだろう。 いな、 彼が 海 を 硬い 物質の ように 抵抗 

力の ある ものと 考える 理由 は 一体 何だろう か。 彼 は 自分の 足の 踵に 全力 を 賭け、 そして まさに 逃げ 

切ろうと した  

作品 はこの 後、 ナガ I の 死 を 彼の 恋人 力 マの 夢で 描く の だが、 その 愛の 不思議が また 凄絶な 詩で あ 

る。 私 はこの 谷川 文学の 中に、 宇宙の 法則と でもい う 敵対と 親和 を 見る ので あるつ そして これ を 描く 

谷川 先生が、 目 をうる ませて こ の 世 をみ つめる 優し さが 重な つ て 私 をう つので ある。 

谷川 学 は、 私に とって は 愛の 宇宙学で ある。  (作家) 


谷川 民俗学と. f 呂 古島  岡 本 恵昭 


宮 古島での 私と 谷川 先生との 最初の 出会い はたし か、 復帰 前の 年であった。 その 頃、 沖繙に は、 民 

俗学の 研究家た ちが ひんぱんに 調査に やって きていた。 先生と 私 は 資料 センタ ー と 呼んで いた 私の 粗 

末な 書斎で 対座した。 民俗学の 柳 田 国 男 や 折 口 信 夫の 残した 仕事の 延長 上に、 日本 民族 渡来の 海上の 

道 を 求め、 南 島の 人び との 魂 をたず ねる こと を 目的に 訪問した、 という 主旨の 挨拶 を 先生 はされ て、 

そこから 会話 は 始まった と 思う。 それが 先生と 私の 出会いの はじまり であり、 私自身の 民俗学の 方法 

を 転換 させた 出会いであった。 私に 民俗学の 指針 を 与えた 先生との 出会い を 思い かえしながら、 今 も 

つて ひそかな 感銘 を あじわつ ており、 誇りに 思って いる。 

先生 は、 狩 俣 村 や 島 尻 村での 旧 十月から 十一 一 月まで おこなわれる 祖神 祭の 五 回目の 祭祀で ある オフ 

ズ. トデ ァゲ (狩 俣) ピン ギゥャ カン (島 尻) の四晚 五日 間に わたる 祭り を、 私と 一緒に 見られた。 祖神 

に扮 した 神 女た ちが 家の 中で 夜 を 徹して うたう 神 歌 を、 屋外から うかがい、 耳 を かたむける という 体 

験 もした。 私たち 男性 は 神 女の いる 家の 中に 入る こと は 許されな いので、 しめ 切った 雨戸の 外に 耳 を 

つけて、 数 時間、 綿々 として つづく 神 歌の 流れ を 聞き 逃すまい としてい ると、 いつの 間に か 夜 は 白々 

と 明けて いた。 

先生 は 祖神祭 をと おして、 南 島の 魂 や 他界 観の 問題の 重要性 を 体得し、 宮 古島の 魅力に とりつかれ 

て、 来 島 をく りかえ して こられた。 それ以来、 島の 人々 でも 充分 気づかなかった、 底辺に 伝承され る 


民俗 事象 や 歴史上の 根深い 問題に 意識的に 執念 を もやし、 取り組んで こられた。 その 一 つが 沖 繩先島 

の 人た ち を 二百 六十 余 年の あいだ 苦しめた 人頭税で、 先生 は 切迫した 想いと、 忍耐 づ よい 行動と、 綿 

密な 調査に よって それ を 明らかにされた。 人頭税 廃止 運動の 先頭に 立った 中 村 十 作の 業績が 先生の 手 

で 紹介され た。 一 九 七 〇 年 十 一 月に、 先生 は 「沖繩 . 辺境の 時間と 空間」 (三 一 書房) を 公に した。 そ 

の 一冊の 書物 は、 私たち 宮 古島に 住む 者た ち、 また 琉球弧 を 自分の 問題と している 人た ちに は、 強烈 

な 感動 を 与え、 その 反応 は 多大な ものであった。 

その後、 先生 はさら に 深く 宮 古島に かかわり を もち、 同一 同質の テ— マ を 避け、 「太陽の 洞窟」 や 

「明るい 冥府」 など、 魂の 再生 原理へ 関心 を 向けられた。 

南 島の 他界 観念 は 「青の 世界」 に シン ボラ イズム される。 それ を宮 古島で はァ ォミュ I または ミュ 

1 と 呼んで いる。 ァ ォミュ I は 青々 とした 海の 深いと ころで あるが、 そこ はまた 天空と つらなつ てい 

る。 南 島の コスモ ロジ ー が 先生の 独自の 視 座で 発掘され た。 また 一老 婆の 語る 宮 古島の 島 建ての 神話 

や 太陽 洞窟の 話から、 南 島に 残存す る 古代 的 世界観に 肉迫され た。 

谷川 先生が 民俗学 をと おして 宮 古島と 関わった こと は、 私自身 を ふくめて、 とも すれば 本土の 文化 

にあ こがれ、 中央への 志向 を もつ 宮 古島の 人た ちに、 島の もつ 価値 を 見直させる ことにな つた。 先生 

は 土着の 魂に 息 を 吹き こみ、 再生 させた 魅力 あ ふるる、 斬新 きわまりなき 民俗学 者で もあった。 先生 

は その 卓越した 野性 的な 旅人と して、 持ち まえの ある 種の カリスマ 的な 情念 を 働かせ、 常世 論 を もつ 

と 強烈に 押し ひろげ 南 島の 宮 古島へ の 永遠の 旅人と して、 語り伝え てい つ て ほしい ものである。 

(民俗 研究家) 
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遠山と 志 • 


日本に は 遠山と か 遠 野と か 高遠と か 「遠」 という 名のつ く 地名が ある。 その 名前から して 旅人の 思い を さそわ 

ないで はすまない 所で ある。 陸 中の 遠 野が 柳 田 国 男の 『遠 野 物語』 によって、 日本 民俗学 発足の 記念すべき 土地 

とされて いるの はいう まで もない が、 花 巻から 東に 向かう 支線の 汽車に 乗る と、 茫漠 とした 山野が 展開し、 その 

風土 はま ぎれ もな く 東北 地方の 北部の 特徴 を 示して いる。 

では、 信 州の 遠山 や 高遠に はどうした 句い がっき まとう か。 

柳 田 国 男 は 

が この 一帯 を 遠山と 呼び 始めた かと 考える と、 海道の 側から ならば、 まだ 幾つ もそう 謂っても よい 谷が あ 

つたに 反して、 北から 入って 来れば 是が 唯一 つの 遠山であった。 恐らく は 最初 は 今の 大鹿 村に かけて、 い 

区域が 遠山で あり、 是を 命名した の は 颥訪の 御社の 奉仕者た ちであった。 一千の 鹿の 頭 を 供えた というの は 

伝説に 過ぎぬ だろう が、 所謂 耳 裂 鹿の 不思議 は此 山地に 属し、 夙く 外 県の 最も 奥の 村と して、 ここの 住民 も 
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亦遥々 と 恭敬の 誠 を 致して 居た かと 思われる。 (「東国 古道 記」 『定本 柳 田 国 男 集』 第二 巻 所収) 

と 述べて いる。 

だが、 私の 考え は いささか ちがって いる。 『東 鑑』 の 文治 二 年 (一 一八 六) に は 「遠山 庄」 の 名が みえる という 

から、 その 呼称 はけつ して 昨今に はじまつ たもので はない。 おそらく 鎌 倉 や 伊豆、 あるいは 天 竜 川の 川口に 近い 

遠 江の 見 付 や 三 河の あたりから、 その 北方の 山国に たいする 関心が あつたの ではない か、 と 私 は 考えて いる。 

もともと 遠山と は 信 濃、 美 濃、 三 河、 遠 江の 国境に またがつ ていた 山中の 総称で あつたが、 今では 天 竜 川の 支 

流で、 その 右岸に 沿う 遠山 川の 流域 一帯 を 指す ようになった という。 遠山と いう 地名 はじつ は 美 濃に も ある。 士ロ 

田 東 伍に よると、 美 濃の 恵那 郡の 岩 村の 西南に ある 馬場 山 田 や 上手 向の あたり を 遠山 村と 呼んだ (『大日 本 地名 辞 

書』)。 そこで 電報な ども 信 州の 遠山に くるべき ものが まちがって 美 濃の 方に 配達され る ことが かってあった、 と 

いう 話 を 私 は 遠山の 和 田で 聞いた ことがある。 すなわち 今の 南 信 濃 村 和 田 を 中心とした 谷 あいだけ を 遠山と 呼ん 

だのではなかった。 そこで 遠山と いう ことばに は、 美 濃 や 三 河 や 遠 江から 信 州の 内陸へ と 入り こんでいく 人た ち 

の 意識が こめられて いると 私 は 思う。 重畳す る 山並みの 彼方に ある 僻遠の 地方と いう 意味で、 こうした 呼称 を も 

つたの が、 その 土地の 名の 起こりと なった のであろう。 すなわち、 高遠と か 遠山に は 南の 方から こめられた 視線 

が 働いて いる。 という こと は これらの 地方と その 南側の 地域との 関連 を 示唆し ないで はすまない。 

事実、 遠山 川に 沿う 谷 は 南北 まっすぐに のびる 天然の 道と なって いる。 かって は 天 竜 川の 岸に は 道ら しい もの 

はなかった。 そこで 中央 構造 線に 沿う 遠山 谷 を 通って 南北への 交流が はかられた。 茅 野から 杖 突 峠を越え て 高遠 

の 町に 入る。 高遠から 南へ 下り ，3^ & 峠を越え ると、 鹿 塩 や 大河 原が ある。 この 大河 原 は 後醍醐 帝の 皇子の 宗良親 

王が 三十 年 もの あいだ 身 を ひそめて いた 所で ある。 
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宗良 親王が この 地 をえ らんだと いうの は、 南アルプスの 赤 石嶽を 眼前に 仰ぐ 所で、 敵方 も 容易に 攻め 人る こと 

のでき ない 要害の 地で ある こと、 付近の 鹿 塩に 濃い 塩分 を 含んだ 水が 出る こと、 また 南朝に 味方す る 土 豪が 住ん 

でいた ことのほかに、 この 大河 原が 南北 双方に 移動す るた めに 便利な 古道であった ことがあ げられ る。 大河 か 

ほどの  なかごう かみ まち きざ わ 

ら 地蔵 峠を越え て 南に 下れば、 程 野、 中郷、 上 町、 木 沢、 和 田と いう 部落が 点々 と ある。 ここが 遠山 谷 一帯で あ 

しもつき 力 く ら  みさく ぼ  あぶく ずれ 

つて、 霜月 神楽の おこなわれる 所で ある。 この 遠山 谷と 南の 水 窪と をつな ぐ 青 崩 峠 は、 遠山の 人た ちが 秋 葉講ゃ 

山住講 をつ くって、 秋 葉 神社 や 水 窪の 山 住 神社に 参詣 するとき のル ー ト であった。 そこで 青 崩 峠 以北の 信 州 遠山 

谷に ある 街道の 部分 を 秋 葉 街道と 呼んで いる。 また 青 崩 峠 以南の 遠 江に 属する 街道 を 信 州 街道と 呼んで いる。 

1 方 遠山 谷と 伊那 谷の 行政の 中心地で ある 飯 田と 交流す るのに、 飯 田 線の 平 岡と 和 田と をむ すぶ 県道 は 昭和 十 

七 年まで 開鑿され ていなかった。 上 町の 北から 小 川路 峠 を 通って 飯 田に 向かう 山道が ただ 一 つ あるきり だった。 

この 飯 田から 小 川路 峠を越え て 遠山 谷の 街道 を 往来す る 駄賃 馬 は、 もっとも さかんな ときには 日に 百 五十 頭から 

二百 頭に のぼり、 出入りの 物資 を はこんだ といわれ るが、 それにしても、 小 川路 峠 は 一 、 六 八 〇 メ ー トル、 青 崩 

峠に したと ころで 一、 〇 八ニメ ー トルの 高所に あるから、 この きびしい 難所 を 越える の は 容易な ことで はな かつ 

た。 

だが、 袋の 中に 閉じ こめられ たような わびしい 遠山 谷に も、 日暮れの はやい 旧暦の 霜月に なると 熱狂 的な 祭が 

訪れた。 この 霜月 祭 は 現在 は 十二月の 初旬から 中旬に かけて、 各部 落 毎に 一 晚 ずつ ずれながら おこなわれ ている。 

この 祭 は どこから はこばれ てきた か、 その 経路 は 不明で あるが、 一見して 三 河の 花祭と 無縁で ない ことが 分る。 

遠山の 領主であった 遠山 土 佐 守が、 元 和 年間 (一 六 一 五— 一 六 二 四) に 百姓 一 撲 のために 殺された ので、 その 死霊の 

たたり を 鎮める ために 祭 を はじめた というの は 後世の 付会に すぎない。 ただこの 霜月 祭に は 遠山 土 佐 守 やその 奥 

方の 面 を かぶ つ た 人物が 登場して、 劇的な 陰影 を 添える 場面 をもう けて ある。 
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霜月 祭 は 夕方に はじまり、 夜 を 徹して、 その あくる 朝に おわる のが 通例で ある。 神社の 拝殿に 粘土で つくった 

かまど をす え、 たぎり 立った 大 釜の 湯の まえで 「湯 立て」 の 神事 をお こなう。 私 は 神 名 帳 をよ みあげる まえにう 

たラ 

冬 来る と 誰が 告げ つら 北国の 

しぐれの 雲に のりて まします 

という 神楽 歌が 好きで ある。 それ は 遠山 谷の 冬の わびし さ を 伝えて いると ともに、 この 歌が 「隠れた る 神」 の存 

在 を 表現して いるから でも ある。 「のりて まします」 という 敬語 は その 主語が 神で ある こと を 物語って いるが、 

しかし 「しぐれの 雲」 に 乗って くるの は 「冬」 でも ある こと を 暗示して いる。 「神」 と 「冬」 と は 切り はなせな 

い。 そこに パスカルの いう 「隠れた る 神」 でありながら、 一方で は 「自然」 でも ある 日本の 神の 独自の 形が たし 

かめら れる。 

また 次の ような 呪詞 もとな えられる。 

蝶 類の こらず 

はう 虫の こらず 

お湯 召せ 

お湯 召す とき は 

雲との ぼれ 
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「鎮めの 湯」 の 神事の ときには 森羅万象に やどる 神の 名 をよ みあげて その 魂 を 鎮め、 さいご こ， 

しずか なれ しずか なれ 精 しずか なれ 

み やま  ももち  せい 

深山の 百 千の 精 もしず かなれ 

と おごそかに 呪文 をと なえて、 签の 上から 湯 木で おさえつける ようにして たたく 所作 をす る。 私たち は 山の 精と 

いう ことば を比喻 として は 使って いるが、 それが 遠山の 霜月 祭で このように 純粋で 端的な ことばと して 表現され 

ている の は 注目に 値する。 

あし ひきの 山の しづくに 妹 待つ とわれ 立ち 濡れぬ 山の しづくに 

という 『万葉集』 の大津 皇子の 歌に は、 山の 精の 感じが いかにもす るが、 霜月 祭の ように 山の 精霊に 向かって 况 

文 を 発する という こと はない。 霜月 祭の ように 自然の 精霊に 呼びかける こと は 日本で はめず らしい。 

かんだ い  ばば 

この あと 神 太夫と その 妻の 姥が 出て くる 頃になる と、 祭 は 最高潮に 向かって たかまつ ていく。 見物人が 神 太夫 

の 袖 を 引く と、 姥は 怒って その 手に もった 小笹の 束で、 見物人 をた たく。 あとで は 誰彼な しにた たいて まわる の 

で、 群集 は 拝殿の 中 を 逃げ まどう。 こうした 場面と 前後して、 白装束に 湯 だすき を かけ、 水 王、 土 王、 火 王、 木 

王の 面 を かぶった 男が 代わる代わる 四 人出て きて、 水 干の 袖 を まくりあげ、 签の 湯が 白 泡 を 立てて 煮えた ぎる 中 

に 素手 を 突つ こみ、 まわりに 湯 を はねとばす。 熱湯が 見物人に も かかる ので、 見物人 は 右往左 住しながら も、 
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「ョ— セ、 ョ ー セ」 と 大声 を あげて 挑発し、 四面の 王た ち をから かう。 王た ち は 拝殿の 隅から 隅 をめ がけて とび 

まわる。 堂 内の むせ 返る 熱気と、 それに 比例す る 屋外の きびしい 寒気との 対照 は 異様で ある。 

霜月 祭で は 烏帽子と 水 干の 装束 をつ けた 人た ちが 釜の 湯の まえで 一晩中 舞う が、 そのな がい 袖 を ひるがえす あ 

りさ まが、 ャマ ドリ ゃム ササビ のよう な 感じ を 与える。 単調な 笛の メロ ディ ー に 乗せられて 

八幡 さま もよ く 舞うよ 山 住さ まもよ く 舞うよ 

と 一 つの 歌 を、 あつまった 老若男女が 合唱しながら、 夜が 更けて いくとき、 神社 を とりまく 杉の 木立ち はいつ そ 

うしん しんと 静まり、 小さな 社殿に 山 も 森 も 重く のしかかって くる 気配が する。 山 住さ まと は 狼 を 御 神体と する 

〕 の 神な ので あるが、 この 霜月 祭に は 狼の 眷属 である 狐の面 も 出て きて、 幻 さながらに 群集の あいだ を さまよう ( 

赤い 上衣 を 着て、 はじめは 手に 鈴と 扇と を もって 舞う が、 あとで は 素手に なって 見物人と 一緒にな つて 舞う。 さ 

いごに は 鬼の 面 をつ けた 天 伯つ まり 天狗が 四方 を 弓で 射、 天蓋の 幣帛 を 弓の 弦で 切り落とし、 祭のお わった こと 

を その 所作で つげる。 この頃に は、 外に はもう 冬の 黎明が 待って いる。 そして 大签の 湯玉と おなじように、 一 晚 

中 拝殿の 中 を とびはねて、 走り まわって さわいで いた 人た ちの 姿 も いつしかみ えなくな つてい る。 一年中の 最大 

の 昂奮 を 集中 させた 祭は噓 のように 消えた の だ。 

精霊に たいする 手 向け は、 天 竜 川 を さしはさんで 遠山 谷と 対 極に ある 信 州 新 野の 盆踊りに もみる ことができる „ 

遠山に いくとき とおな じく 飯 田 線の 平 岡 駅で 下車す るが、 遠山と は 逆の 方向に 道 をと ると、 新 野の 町の ある 盆地 

に 出る。 新 野の 盆踊り は 町の 目抜きに ある 市 神の まえで 輪 をつ くって 踊る もので、 三晚 つづいた 踊りが おわる と- 

盆と いうのに 生魚 を 市 神に 供献 し、 榊と 幣帛 を もった 男 を 先頭に 村 境まで あるく。 そのうし ろに は、 新盆の 家の 
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人た ちが 切 子 灯籠 を もって つづく。 村 境に くると 太子 堂の まえで 次の ことばで はじまる 和讃 をと なえる。 

東西 しずまれ おしずまれ 

しずめて 小唄 をお 出し やれ 

後 は 根 藤で 岩山で 

前に は大 川流れお る 

さても みごとな ご 普請で 

四隅の 柱 くすのきで 

長者の 柱が 南天で 

これ は 「りっぱな 御殿が できた から、 そこへ はやくお 引きと り をね がう」 という 意味の 「精霊 送り」 の 歌で ある。 

この 一節 はふし ぎと 古代 中国の 「楚 辞」 の 中の 招魂 (魂よ ばい) をうた つた 次の 一節と 酷似して いる。 

魂よ 帰り 来 ませ 

君が 心の 好む がま まだ 

大きな 屋敷 は 広々 と 

丹沙 塗りの 堂 は ひときわ 高い (『中国 古典文学 大系』 S 「詩経. 楚辞」 目 加 田 誠 訳) 

このように 魂 もまた 金殿玉楼に 住む という 観念が 中国 南部の 古代 社会に も、 また 日本の 中央 高地の 信 濃の 盆 踊 
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りに も 共通して みられる こと はお どろくべき ことで ある。 ただ 『楚 辞』 では 遠くに 去った 魂 を 招きよ せる ための 

歌 だが、 新 野のば あい は 精霊が 未練な く 去って くれる ようにとの 願望 を こめて いる。 そこで 市 神の まえでの 和讃 

にも 

十四日 や 十五 日 

神 や 仏 を 祭りた まい 

これより 奥の 松 本に 

さても 大層な ことがある 

あしげの 駒に 手づ なつけ 

弥陀の 浄土へ はよ 急げ 

という 歌が うたわれる。 七月の 十四日、 十五 日の 盆に 「神 や 仏 を 祭」 ると 述べて あるの は、 盆が もともと 仏教の 

行事ば かりでなかった こと を 示して いる。 まえに 述べた ように、 新 野で は 市 神に 盆 魚 を 供える。 そうして おいて 

末 を 申さば まだ 長い 来年 七月 はよ おいで 

という 別離 をうな がす 文句 を もって 精霊 を 送る。 

遠山の 霜月 祭の さいごに も 禰宜が 二人して 「神 送り」 の 歌 をうた う。 すると まわりの 人び と は 
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ほんに ほんに 神 は ゆけ ゆけ 守 は 止まれ この 里に 

と 唱和す る。 新 野の 精霊 も 遠山の 神 も そこに 大きな 区別 はない。 遠山の 上 町で は 毎年 二月 八日と 十二月 八日に 

r 異神 送り」 をお こなう が、 その ときには 

ゆくさきに 花の 都 を もちながら なにと てこ こ に 長居し ようずる 

という 神楽 歌 をうた う。 r 異神」 は 厄 病 神で ある。 つまり 自然の 精霊の 中に も 人間に 善意 を もつ 精霊と 悪意 を も 

つ て 害しようと はかる 悪霊と が 交錯し 浮遊して いる こと を 知る ので ある。 

遠山の 霜月 祭の 頃に は 雪が 降る こと も あり、 夜 はとく に 冷え こむ。 そうした 中で 夜 を 徹して 祭と つきあう の は 

苦痛な しとし ない。 それな のにお なじ 舞いの 所作が 二度ず つくり 返される 場面が ある。 なぜ 一度です まされる も 

の を 二度お こなう のか。 わざわざ 倍の 時間 を かける 必要が あるだろう か、 という 疑問が 湧く が、 それに は 明確に 

答えるべき 理由が ある。 最初の 舞い は 神にたい する 願 かけの 所作で あり、 あとの 方のお なじ 舞い は、 願いが 叶え 

られ たこと にたいする 神への 感謝の ための 所作で ある。 それ を 省略す ると 祭の 意味が なくなって しまう。 だから 

一 見 すれば 何気ない 所作の くり 返しの ような もので も、 そこに 確固と した 意味が ある こと を 私たち はみ とめねば 

ならない。 

なぜそう であるか。 それ は 人間と 神の 関係が つねに 相対的な もの だからで ある。 片務 的な もので はなく 双務的 

な もの、 もしくは 相互に 協力 的な もの だからで ある。 

都会の 狩獵 il^^ にと つて は 山 は 鳥獣 を 狩る 場所に すぎず、 山の 神な ど 必要で はない。 同様に 海 は 釣キチ のスボ ー 
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ッの 場で あり、 海の 神な ど は 無用で ある。 だが、 どこの 山村で も 山の 神 を まつらぬ 所 はなく、 どの 漁村で も 海の 

神 を まつらぬ 所 はない。 こうした 人間と 神との 交渉が、 生活 者と 自然環境との 関わり あいの 原則な ので ある。 そ 

れ はすで に 遠山の 霜月 祭に みたところ である。 

私 はまた 志 摩 半島の 安乗と 呼ばれる 海 村 を 何度も 訪れた ことがある。 安乗 は 的 矢 湾の 入口 を扼 する 漁村で あり、 

海女が 海に もぐって は ァヮビ ゃサザ ェを とっている。 また ここに は 古風な 安乗 文楽の 人形芝居が 伝えられ ている „ 

安乗の 正月 元日に は 潮が 八 合 目まで 満ちた 頃 をみ はからって 三 棚 神事が おこなわれる。 安乗の 外洋に 面した 海 

岸に 蜜柑 を 一 杯なら した 木 を もってくる。 その 蜜 W をつ ける 木 は 安乗 神社の 森から 切り出し てきた モチの 木で あ 

る。 その かたわらに 三 段の 棚 をつ くり、 棚の 上に は 八十 一個の 皿 を 置き、 その 皿に 米の 飯 を 供える。 これ を 三 棚 

とも 御棚と も 呼んで いる。 

神主の 視 いがお わると、 神饌の 飯 を 海に 投じて 魚族に ほどこす。 同時に モチの 木 をた おすが、 海の 方に たおれ 

ると 豊漁が あると いう。 木の 枝に つけた 蜜柑が 地面に ころげる とみんな で うばいあう。 これ は 海神に 供進して 大 

漁 を 祈願す る 行事で ある。 能楽の 「玉 井」 はヒコ ホホ デミ ノ ミ コ トが海 神宮に いって トヨタ マヒ メ とめぐり あう 

『記紀』 の 物語 を 素材に した ものであるが、 舞台の 湯津 カツ ラの 木に も モチの 木 を 使う そうで ある。 

さんば そう 

正月 二日に は 安乗 神社に 納めて ある 文楽 人形 をお なじ 浜に 出して きて、 海の 方に 向けて 三番 叟を 舞わせる。 こ 

おきな 

れを翁 祭と 呼んで いる。 「とうとう たらり、 とうたら り」 という 雠 ことば や 笛 や 鼓に あわせて 人形 は 一 さし 舞う 

もとより 海の 向こうに は 波ば かりで そのほか は 何もみ えない。 だが 村人 は 豊漁 を もたらす 海神の 存在 を かたく 信 

じて 毎年 こ の 翁 祭 をお こなう。 そこに も 人間と 神 または 精霊との きずな は 保 たれて いる。 

安乗から、 さらに 南に 下った 所に 立 神と いう 部落が ある。 一般に 立 神と いうの は 海辺から 遠くない 海中に ある 

岩で、 それ を 通して 海の 神 を 礼拝す る。 また 海の 神が 上陸す るば あいの 足が かりにもなる 岩で ある。 立 神と 名の 


つくもの は 南 島に 多い。 奄美 では 名 瀬 港の 入口に ある 小島 を ：！  乂：^ と 呼んで いる。 この 志 摩の l^g 村に も 立 石と 称 

する 岩が ある。 この 立 石が 立 神な ので ある。 そこ は 入江の 海岸の すぐそば にある 岩で シ メナ ヮが 張って ある。 

潮の ときには 岩の まわりに ひた ひたと 波が よせてき て、 何の 奇 もない 風景で ありながら、 昔の 人た ちの 言 仰、 レっ 

豊か さ を 感じさせる ものが そこに は ある。 

さて 立 神 村の 宇気 比 神社で は 正月 三日に 獅子舞い などの 神事が おこなわれる。 神事 は 午後 二 時 頃から はじまり、 

はじめの 五 時間 位 はかなり 退屈な 行事が つづく。 それが 日の とつぷり と 暮れた 午後 八 時 頃から 壮絶で 華麗な 火 祭 

に 変わる。 素 襖 袴の 村の 若者た ちが 藁 をボャ のように 燃やす と、 若衆 連が 藁 火の 所に かけよって、 着て いる ハ ッ 

ピを 脱ぎ、 それ を 打ち ふりながら 火 を 消しに かかる。 火が 消えて しまう と 若衆 連 は 自分の 居場所に 引き あげる。 

すると 一 方の 若者た ち はまた 火 を 燃やす。 これが えんえんと 二 時間 もの あいだく り 広げられる。 

最初の 五 時間の 退屈 さと、 あとの 二 時間の 力 を 尽くしての 争いの 劇 は 私に 多くの こと を 考えさせる。 つまり 祭 

の 熱狂と は その 前座と なる 退屈 さと 不可分な もの だとい うこと だ。 退屈 さ を 抜きに した 熱狂と いう ことよ あり 辱 

ない。 遠山の 霜月 祭に しても そうで ある。 午後から はじまる 祭が 最高潮に 達する の は、 じつに 真夜中の 午前 二 寺 

か 三時 頃で ある。 しかし 一た び 熱狂に 火が 点じられ ると、 その 渦 は 人び とがたん のうす るまで つづけられ、 容易 

に 去らない。 

そうして、 ようやく 祭が おわる と、 熱狂の 満は あとかたもなく 消え、 今し がた の 祭の 昂奮 は 夢の ように さえ 感 

I じられ る。 あと は、 白日の ような 現実 だけが のこる。 なぜで あるの か。 それ は 神が 去った からで ある。 すでにみ 

山 たように 祭が おわる と 人び と は 神 や 精霊 を 追い立てる ような ことば を 口にする。 出雲大社の!^ 5 祭のと きこま 全 

、 国力ら 神々 が あつまって くるが、 祭が おわる と 退散す る。 中には ぐずぐずと 滞留して いる 神 も あるので、 大社の 

I 境内の 右の 奥に ある 客 神 を 泊める 神殿の 扉 をた たいて 「お立ち、 お立ち」 と はやく 立ち去る ようにせ き 立てる。 
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神 は 年中 常住す る もので はない という 考えが ここに みられる。 祭の 昂奮 は 潮の ように ゆっくりと 満ち、 最高潮 

になる のに はなが い 時間が かかる。 しかし 最高潮が おわり を つげる と 神 は その 場から 姿を消して 痕跡 をの こさな 

い。 これが 人間と 神との 基本的な 関係で ある。 昔 は 一年の 折り目と いうの は 収穫と 播種の 時期が もっとも 大き か 

つた。 あるいは また 冬至が すぎ、 これから 日が ながくな ろうとす る 時期 も 折り目に あたって いた。 こうした とき 

訪れて は 祝福 を 与えて また 去って いくとい うのが、 生活 民に とって、 神の あたりまえの 姿であった。 

遠山、 新 野 そして 志 摩の 行事 を 通して、 人間が 神 や 自然の 精霊た ちと 深く 交渉し あってい る こと を 私たち は 知 

る。 生活 民に とって は、 それ を とりまく 環境 世界 は、 けっして 死せ る 自然で はなく 生きた 力 を もつ 自然で ある。 

森羅万象 は 人間 同様の 人格 を もっと 信じられた。 万物に 霊魂が あると いう 考え方 はァ 二 ミズ ムと 呼ばれる もので、 

日本の 古代人 もそう した 世界観 を もってい たこと は 『日本書紀』 の 中の 次の 文章で も 明らかで ある。 

ぁし.1ら0.1.^- っくこ  、リね  この もと くさの かきょ  なおよ  ものい  よる ほほ  もころ おとな  ひる  さ ばえ な ■ わ J  . ^ひ 

葦.. 原. は、 磐 根 • 木 株 • 草葉 も、 猶 能く 言語う。 夜 は 煙火の 若に 喧 響い、 昼 は 五月 蠅 如す 沸き 騰る 

r 随物も 岩石 もよ くことば を 話し、 夜 は 炎の ように ざわめき 立ち、 昼 はまる で蠅が 湧く ように 沸騰す る」 という 

の は、 アニマの さかんな 活動ぶ り を 描破して あまりがない。 古代人 は 夜の 静寂な 世界の 奥に も 螢火の ように 点々 

と 燃える ァニ マの 揺曳 をみ る ことができた。 また 昼の 樹木の ざわめき や 草い きれの 中に も 彼らの 話す ことば を 聞 

くこと がで きた。 

これ はかならず しも 日本の 古代人に 限つ たこと ではない。 アニミズム の 観念 を 具体的に 把握す るた めの 手が か 

りと して、 次に アル セ 二 エフの 『ウス リ ー 探検 記』 の 中に 出て くる デル スゥ • ゥザ ー ラ という 人物 を 紹介して お 

く (満鉄 調査 部 第三 調査 室 訳)。 彼 は ッング ー スの 一 部族に 属する 人間で 五十 三 歳になる まで 一 度 も 家 を もった こと 
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がな く、 常に 野外で 生活し、 冬の あいだ だけ 樹皮で つくった 仮の パォを 使用して いた。 デル スゥは 虎に おそわれ 

て 深 傷 を 受けた にもかかわらず、 虎 は 人間の ために 朝鮮人参 を まもって くれる 神 さま だから、 けっして 撃って は 

ならぬ と 信じて いた。 デル スゥは 猪 を 「人」 と 呼んだ。 アル セニェ フ がその 訳 を 聞く と 「瞞 すでしょう、 怒る で 

しょう、 あちらこちら を 放浪す るでしょう、 人間と おなじじゃありません か」 と 答えた。 デル スゥ にと つて は 鳥 

も 「人」 だ つ た。 

アル セニェ フと デル スゥは 夜、 向かいあって 物語に ふけっていた。 

火の 上に 置 忘れられた 鉄瓶 は、 シン シン 音を立てて、 執拗に その 存在 を 明らかに していた。 デル スゥは それ 

を 少し 傍へ 押し やった が、 それでも 鉄瓶 は 唸りつ づけた。 デル スゥが 更に 遠くへ 押し やった ので、 鉄瓶 は少 

しばかり 五月 蠅ぃ声 を 落した。 

「何 を 喚 くんだ！ 悪人め！」 デル スゥ は、 こう 叫んで 急に 立上り、 湯 を 地上へ あけて しまった。 

「何が 〈悪人〉 なのかい？」 と、 余 (アル セニェ フ) は 変に 思って 訊いた。 

「お湯です よ」 彼 は 簡単に こう 答え、 そして 言った。 「奴 は 喚く こと も、 泣く こと も 出来る し、 また 歌う こ 

とも 出来ます よ」 

この 原始人 は、 自分の 世界観に ついて ながい 間、 物語った。 彼 は 水に 「活 きた 力」 を 認め、 活 きた 力の 静か 

な 流れ を 見、 また 洪水の 時には、 その 啦哮を 聞いた の だ。 

「御覧なさい」 と、 デル スゥは 火 を 指差し 「あれ もやつ ばり 同じく 人です よ」 と、 言った。 

余 は 焚火 を 見つめた。 薪 は 火花 を 上げ パチパチと 音を立てて 燃えて いた。 火 は 長い 舌 を 出したり、 短い 舌 を 

出したり、 赤くな つたり、 暗くな つたり して 燃えて いた。 そして 炭火から 楼閣 や 岩窟が 出来て は 崩れ、 出来 
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て は 崩れた。 デル スゥは 黙々 としていた。 余 はなお 暫く 坐って 「生きた 火」 を 見守った。 

このよう にして 万物 は 善意 または 悪意 を もって 人間 をと りかこんで おり、 その アニマ は 自在に 浮遊して は 他者 

に 付着し、 融合す ると 信じられ てきた。 人間 以外の 万物 を 大別 すれば 祖霊 としての 神と 精霊と しての 自然の 二つ 

に 分かれよう。 そこで 民俗学と は 神と 人間と 自然の 三者の あいだの 交渉の 学で あると 定義す る ことができる。 自 

然に 循環 体系が あるよう に、 アニミズム を 基調と した 世界に も 循環す る 体系が ある。 この アニミズムの 世界の 中 

で 交渉 を とりもつ ものと して シャ ー マンが ある。 シャ ー マン は 神と 人間の あいだ を とりもち、 他方で は 精霊と 人 

間の あいだ を とりもつ。 シャ ー マン は アニマ をく つ つけたり 分離した りする こと を 神の 意志と してお こなう 能力 

を もっと 信じられる。 このような アニミズムと シ ヤマニ ズムの 混淆した 世界が 日本に ながく のこり 得た の は、 そ 

れを 信奉す る 常 民が 歴史の 基 層 を 支えて 今日に いたってい るからで ある。 ここで 常 民に ついて、 一 わたり 眺めて 

みなければ ならない。 
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常 民と は 何 か。 はじめに 例 を もって 示す ことにする。 

昔、 西南の役 のとき 薩軍は 官軍に この 部落 (始良 郡の 北部) まで 追い つめられて しまった。 もちろん ここで 

も 負けい くさで 薩軍 はさら に 南下し なければ ならな か つ た。 

このと き 私の 祖父 もい くさに 参加して いたが、 その 敗走の 途で 祖父 は 異様な 光景に 眼 をと めた。 両軍が 血の 

雨 を 流した その 激戦の 地から ほど 遠から ぬと ころで 畠に 種子 を播 いている 一 人の 百姓の 姿 を とらえた の だ。 

敗走に 敗走 を 重ねて こぼれ 刃に わずかに 命 を 支えて きた 祖父 はしば らく 感動に むせんで、 そこ を 動け なか つ 

たそうで ある。 

「俺た ちが 斬ったり 斬られあった りして いるな かで 百姓 は 種子 を播 くこと を 忘れて はいな か つ た」 と 後日 父 

に 洩らした そうで ある。 そして 更に 祖父の 心 を 深く 動かした もの は、 乱世で も 百姓が 播 くべき 種子 をた くわ 

えていた ことであった。 、> くさが はじまれば、 かならず 飢 にっきお とされる という こ の 原理の ような ものが 
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つきまとつ ている 貧しい 土地で ある。 「種子ず い、 ご つと り (ご つ そり) うつ 喰らい もした」 と 恥 をし の び 

しのび 洩らす のが 常であった 時代の ことで ある。 

これ は 鹿 児 島に 住んで いる 作家 中 村 きい子 氏が かって 同人雑誌 『原点』 に 書いた 文章で あるが、 これに は 生産 

階級で ある 農民と 非 生産 階級で ある 武士との 意識の 差違が はっきり 捉えられ ている。 衣食住に 必要な 物 をみ ず か 

ら つくり 出す 人た ちと、 それ 以外の 人た ちとの あいだの 生活に たいする 姿勢 はき わめて 対照的で ある。 だから 常 

民と いえば、 庶民 または 平民の こと を 指す と 思って おれば、 そう 的外れで はない。 その 中心 をな す もの は、 農民、 

漁民、 山 民で あり、 大工、 石工、 鍛冶屋、 木地 屋 のよう な 渡世の 職人で あり、 民間 芸能に 従事して 渡り あるく も 

の もこれ に 加えられる。 

だがし かし、 明治までの 地方の 下級 武士 を みれば 直ちに 分る ように、 彼らと いえ ども 自給自足に 近い 日常生活 

をい となんで いたのが 大部分であった。 武士の 論理 または 倫理 は その ハ レの 日に おいて 存分に 発揮され たと はい 

え、 日常生活 は 農民と 大差はなかった。 薩摩 藩で は 一日 越しに 農事の 手伝い をして、 農家から 給金 を 貰う まずし 

い 武士の 階層 もあった。 

武士が 戦闘の ために 山野 を 疾駆す るの はき わめて 限られた 日々 にす ぎなかった。 そこで、 とうぜんの ことなが 

ら、 平民の 民間伝承が 武士の 生活に も 影 を 落として いた。 

これ は 武士 だけに 限らない。 貴族 階層 もそう であった。 宮廷の 古風な 儀礼の 中には、 もはや 民間に おなじよう 

な 伝承が あと を 絶った のちに も、 なお つづけられて 今日に 及んで いるものが ある。 とすれば、 常 民の 伝承 はかえ 

つ て 宮廷の 儀礼に みる ことができる ことになる。 そこから して 天皇 もまた 常 民の 一 人で あると いう 考えが 出て く 

る。 天皇に は 統治者と しての 側面が あるが、 一方で は 宮中 儀礼の 主宰者と して 常 民と つながり を もつ 側面が ある • 
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そこが 常 民と しての 天皇に ほかなら ない。 

こうして みれば、 常 民が けっして 実体 概念で ない ことが 分る。 常 民 は 平民 や 庶民 を 中核に すると はいえ、 武士 

も 責族も 僧侶 も 学者 も 常 民の 部分 を 含んで いる。 たとえば ある 知識人が 個人的に 無神論 的 世界観 を 抱いた として、 

彼が 自分の 家の 魂 祭 を 家長と して 執行し、 それ を 子孫に 授受 するとき、 彼 は 常 民の 慣習に したがう。 そのと きそ 

の 知識人 は 常 民で ある。 つまり ョ ー ロッパ では その 人間の 教会に 関係 ある 面 だけ をと りあげて 「教会 者 一と 乎ぶ。 

また 一般に 人間の 経済活動の 部分 だけ をと りあげて 「経済人」 と 呼んで いる。 そのよう に、 常 民と は、 日本人の 

中の 「ある 側面」 を 抽象した 語で ある。 

では 「ある 側面」 と は 何 か。 私 は それ を 日本人と しての 特殊性 を剝 いだ 普遍的な 部分と 考えて いる。 階層の 貴 

賤ゃ 性別 や 教養の 差違 を 越えて、 どれ だけの 生活 意識 を 共有で きる か を 考える ときに、 生まれ、 育ち、 結婚し、 

子供 を 産み、 そして 死にいた る 人間の 一生が 浮かび あがる だろう。 こうした 経過 は 動物 や 植物と も 変わり はない。 

ただ 人間 は それに まつわる 儀礼 や 慣習 を もち、 それら を 伝承して 今日に いたって いる。 それが 国境 や 種族 を 越え 

た 人間と しての 共通 分母で ある。 

人間の 一生 はかくの ごとき ものであるが、 それが 自分の 生命の 延長と して 子孫にまで 及ぶ とき、 種族 や 民族に 

よって 観念に 差違が 生じる の はやむ を 得ない。 すなわち、 創造が あり 終末が あると する 時間 観念と、 創造 はみ と 

める としても、 あとの 時間 は 往復す る 振子 もしくは 循環す る 円の ような ものである とする 時間 観念と では、 その 

世界観 はちがつて くる。 創造と 終末 を 信じる の は 現実の 苦難 をュ ホバ の 救済に 求める ユダヤの 民族な ど 一 部分に 

限られて おり、 そういう 民族の 神 を 別に すれば、 一般の 常 民に は その 生 は 円環 をな すと 考えられ ていた。 では こ 

のよう な 常 民の 世界観 はどうして 生まれた か。 農民に は 昔から 春に 種子 を まけば 秋に は それ を 刈りと ると いう 行 

為の くり 返し を 通して、 死 は 穀物に とって たんなる 死で はなく、 再生と 不可分に つながる もの だと、.' う 認識が 生 
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ま气 る。 穀神 である ォォ ゲッ ヒメが 殺害され て、 その 身に さまざまな 穀物が 生えた というの は 『古事記』 にある 

有名な 神話で あるが、 これ を みれば 分る ように、 穀物 はいつ たん 地中に 埋められて 死に、 そして 再生 するとい う 

循環 をく り 返しつ づけて いる。 

穀霊 または 榖 神が 再生す ると 考えられ るの は、 奄 美大 島に みられる 節 小屋の 行事に もうかが われる。 奄 美の 旧 

弓 はもつ とも 大切な 年の 折り目に あたる。 その 皮切りの 日をァ ラセ ッ (新 節) と 呼ぶ。 その 前日に 片 屋根の 仮 

小屋 をつ くり、 新しい 稲の 藁で 屋根 を ふく。 そうして 新 節の 日 は 朝 はやくから、 村の 男子が この 小屋の 屋根に の 

ぼって、 置 霊が あつまる ように 祈願 をした のち  * 

西から も 揺り ゆり 東から も 揺り ゆり 

西 東の 稲 霊 招き 寄し ろ  - 

とうたいながら 一時間 近く も かかって 小屋 を ゆすぶり たおす。 小屋が 地面に たおれる と、 男た ち はまる い 輪 をつ 

くり、 屋根の 上の 新 稲の 藁 を 踏んで 八月 踊り を 踊る。 この 行事 はもと は 名 瀬 市に も おこなわれ ていたが、 今では 

北部の l』g 村の だけにみ る ことので きる ものである。 この 節 小屋の 行事 は穀霊 をい つたん 小屋に こもらせ、 

その 小屋 をつ ぶす ことによって、 榖 霊の 再生 をうな がすと いう 意味が あると 私 は 理解して いる。 これ は いわゆる 

,  しら やま 

「稲の 産屋」 なの だ。 私が そう 考える の は 次の 理由に よってで ある。 三 河の 花祭で は 近世 末期まで 白山と  <>  う 真 

四角な 建物 を こしらえた。 壁 は 青し ばの 束で ふき、 また 床の 下 もす ベて 青し ば を 敷く が、 その上 は 白い 御幣 や 白 

木綿で 蔽 つたので、 小屋の 外観 も 内部 も 真白な 雰囲気 を呈 する。 この 小屋の 中に 白装束の 男女が こもる。 その 静 

けさ は 明け方の 喚声に よって I られ る。 鬼の 姿 をして 花祭に 参加した 若者た ちが 白山と 呼ばれる 小屋に 乱入し、 
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そこに こもって いる 人た ちの まわり を 乱舞し、 中央から 下がって いる I 凡 天 を 切り落とす。 これが おわって から 人 

びと は 白山 を 出る が、 そこで 生まれ 清ま わって、 再び 赤ん坊に なった と 信じられた。 このと き 白山から 出て 再生 

した 人た ち は 米俵 を 背負い、 両手に 扇子 を もち、 さらに 口に 一本の 扇子 を くわえて 船 を 漕ぐ 真似 をす る。 これに 

ついては 

鳥の 姿 をして、 稲穂 をく わえ、 誕生して きた こと を 表現す る 舞いな ので ある。 こうした 白山の 儀礼が、 人間 

の 誕生と 稲 霊の 再生 を 象徴す る こと は、 ほぼ 間違いな いように 思われる。 

と 宮田登 氏 は 『原初 的 思考』 の 中で 述べて いる。 この 白山の r シラ」 という 語 は 誕生と 深く 関わり を もつ 語で ある。 

南 島で は 穂の ついた ままの 新 稲 を 野積みに した もの を r シラ」 と 呼んで いるが、 人間の 産室 を も 「シ ラ」 と 呼 

んで いる。 これでみ ると 人間と おなじように 稲 もお 産 をす ると 考えた こと は 明らかで ある。 稲の 穂の 孕みの 頃に 

なると、 大声 を 立てない ように、 足 をし のばせて あるく。 これ は 妊婦が 産室に いる ときには 大声 を 立てる ことが 

タブ ー であると いうのと 同様で ある。 こうして みれば、 日本の 常 民 は 穀物の 死と 再生 を 通して、 自分た ちの 生命 

の 循環 を も 知った ので ある。 種 籾 を 中部 地方で は 「ス ジ」 と 呼んで いる。 種极を 代々 管理す るの は 本家 筋で ある 

が、 家筋と か 血筋と かいうの もこの 種 籾の r スジ」 と 関係が あると 柳 田 国 男 はいう。 果たしてそう ならば、 世代 

と 世代と をつな ぐ 時間の 観念 も 稲から 生まれた ので ある。 こ の こと は 南 島に おいても 立証で きる。 

沖 繙 では 「世」 という ことば は 穀物 を 指す。 「世 や 直れ」 といえば 穀物が よくみ のって ほしいと いう 意味で あ 

る。 これ は 「常世」 の 「世」 でもあって、 そこ は 穀物の 常 熟する 場所で ある。 このよう にして 「世」 は 穀物で あ 

りながら 「世代」 でも あると いう 両方の 観念 を もつ。 
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再生の 観念 は 太陽の 運行に ついての 観察から も 生まれた。 太陽 は 東に ある 洞窟の すみか を 出て、 中空 を かけり、 

西の 洞窟に 入る が、 夜中に 大地 または 海の 底 を 通り、 翌朝 は 再び 東の 洞窟に 生まれる という 考え は、 古琉 球の 世 

界観 にみ とめられる もので、 太陽の 洞窟 を 「おもろ さう し」 では 「太陽が 穴」 とうたった。 

て だが 穴の 大主 

明け まも どろ 見れば 

へに の 鳥の 舞 ゆえ 見物 

「太陽の 穴からの ぼって くる 光線 をみ ると、 まるで 鳳凰の 舞いの ようにみ ごとで ある」 という 意味で、 東の 水平 

線 上に 太陽の のぼる 洞窟が あると 考えられ ていた。 

こうした 観念 は 日本 本土に おいても、 大和 盆地に その 痕跡 をの こして いる。 

大和 盆地の 東 を 限る 三輪 山と 西 を 限る 二 上 山と は、 古代人が 春分と 秋分の日の 目安に した 山で あり、 小川 光三 

氏に よると， 春分、 秋分の 太陽 は 三輪 山の ふもとの 檜 原 神社と 二 上 山の 北の 穴 虫 峠と をむ すぶ 線 を 通る という 

あなし  ひょう 

(『大和の 原像』)。 ところで この 檜 原 神社から ほんの わずかば かり 北に いった 所に 穴師 という 所が あり、 そこに 兵 

主神 社が ある。 この 穴師 というの は、 昔 その 背後の 山村から 山人が 祭の 日に 草木の カズ ラを かぶって 出て きた 神 

聖な 場所と されて いる。 つまり、 大和 盆地と 三輪 山の背 後の 山地と をつな ぐ 道が 穴師 である。 また、 穴 虫 峠は大 

和 盆地と 河内 平野 を つ なぐ 重要な 峠で ある。 

したが つ て、 春秋の 彼岸に 太陽 は穴師 から 出て 穴 虫に 沈んだ と 古代人が 考えた としても 差し支えないであろう。 

穴 師と穴 虫と は その 名前 も 似通って いるが、 このばあいの 「穴」 は 太陽の 洞窟 だと 推定す る ことができる。 


29 常 民の 世界観 


古代 大和の 人た ちが 三輪 山と 二 上 山 を 東西の 観念の 根拠に していた と 思われる もう 一 つの 証拠 は、 三輪 山の 北 

の 穴師兵 主神 社に ノミ ノス クネを まつ つてお り、 二 上 山の ふもとの 当 麻に タギマ ノク ェ ハ ャの 碑が ある ことで あ 

る。 この 二人 は 相撲 をと つて ノミ ノス タネの 勝利に 帰した ので あるが、 これ はお そらく 神事と しての 相撲で 東が 

西に 勝つ という 儀礼的な 約束が あった こと を 物語る ものと 考えられる。 というの も 神事と しての 相撲 は 瀬戸 内の 

大三 島に ある 大山 祇 神社の 独り 相撲に みられる からで ある。 そこで は 人間が 神と 相撲 をと つ て 負ける 所作 を 観衆 

のまえ で 独演す る。 また 沖繙 では、 東 組と 西 組が 綱引きして 東 組が 西 組に 勝つ と あらかじめ きめてい る 所 も ある „ 

東 は 神の 側で あり、 西 は 人間の 側 だからで ある。 

こうした こと を 考えれば、 大和 平野 を 主要な 舞台に して 生きた 古代の 人び とが、 三輪 山と 二 上 山、 あるいは 太 

陽の 洞窟で ある 穴 師と穴 虫の 二 つ の 出入り口 によ つ て、 東と 西の 観念 をた えず 意識して きた こと は 否定し がたい „ 

これ は 大和 盆地に 限った ことで はない。 春分 秋分の日に、 午前 は 「日 迎え」 といって 東の 太陽 を 礼拝し、 午後 

は 「日 送り」 といって 太陽と ともに 移動しながら、 落日 をお がむ ために 西の方に あるいて いくとい う 「日 迎え 日 

ひ  とも  につ てん  お とも 

送り」 の 習俗が 各地に ある。 これ を 「日の 伴」 とか 「日 天 さまの 御 伴」 と 呼ぶ 地方 も ある。 

さらに はまた 九州 西海岸の 沖に 浮かぶ 鹿児島県の 甑島 では 次の ような 行事が おこなわれ たと 文政 年間 (一八 一 

八— 一 八 三 〇) に 書かれた 文章に ある (「上の 山 御座 開基 略 縁起」 『日本 庶民 生活 史料 集成』 第 十八 巻 所収)。 

つらつら 往昔 を尋 ぬるに、 辺鄙の 小島 なれば いまだ 法 流 ゆきわたらせ 給わぬ 前 は、 春秋の 彼岸に は 人々 藺落 

の 凹に いたりて 日影の 西 海に 沈み 給う を 拝みけ ると ぞ。 

これらの 例 を みれば 仏教 伝来 以前に、 常 民 は 太陽のう ごき を 注視し、 その 知識 を 農耕 生活に 役立てる とともに- 
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また 太陽 を 神聖な 対象と して 信仰す る 儀礼 もお こなって いたので ある。 それ はとう ぜんの ことながら 循環 的な 世 

界観 へと みちびかれない ではす まなか つ た。 

南 島で は、 生まれた 子供に 戸籍 名 をつ ける の は 義務教育 制度が はじまって 以来の もので、 それ 71； 前によ たんに 

わらびな 

童 名 をつ ける だけです ますこと が 多 か つ た。 童 名と い つ て も 日本 本土の 幼名と はちが つ ており、 一 生 その 名で 呼 

ばれる ものである。 この 童 名 は 祖父から 長男に、 祖母から 長女に と 受け継がれる ものと きまって おり、 次男 次女 

以下 も それぞれ 血縁 者の 童 名 を 受け継ぐ ことが 多かった。 ここに は 生命 は 一代 限りで おわらず、 一代 あいだ をお 

いて 再生し、 子孫に 伝わる という 思想が 裏 づけと なって いる。 こうした 再生の 観念 を %満 の 古老 はシャ ルル • ァ 

グノ ェ ルに 向かって 次のように 表現した (「琉 球に おける 死霊 観念の 性格」 『南 島 研究』 所収)。 

三十 三回忌 をす ぎる と、 魂 は 祖先の 天に いる。 毎朝、 草に は 空から 露が 降り、 家畜 は その 草 をた ベる。 人 は 

家畜 をた ベる。 このよう にして 魂 は 再生す る。 

ここに も 一 種の 循環す る 生命 体の 思想が みられる。 

こうした 時間の 循. 環 体系 は、 円環 的な 宇宙観と 呼応す る ものである。 

ひらら  はりみ ずう たき  、レが ー 

宮 古島の 平良巿 にある 漲 水 御嶽 は宮 古島の 創造 神 を まつって いるが、 そのす ぐ かたわらに、 犬 川と いう 井戸が 

なか そね とよみ や  め ぐろ もり 

ある。 むかし、 宮 古島の 統一 者の 仲 宗根豊 見 親の 先祖に あたる 目 黒 盛豊見 親が 敵と たたかって 苦戦に 陥った とき 

に、 井戸の 底から 犬が とび 出して、 敵 兵 を かみ 殺した と 『宮 古島 旧記』 に 伝えられる ものである。 先頃 この 犬 川 

と 呼ばれる 井戸の ある 場所に 農協の 建物が 建った。 宮 古の カン 力 カリヤと 呼ばれる 民間 巫女た ちが この 由緒 ある 

井戸 をつ ぶす のに 反対した。 というの も宮 古の 人た ち は 子供が 誕生した ときに あびせる 産湯の 水 を この 井一 a から 
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汲む 習慣が あり、 宮 古の 産 井と 呼ばれて いたから である。 

農協 側 は 井戸の 処理に 苦慮して、 井戸の ある 一階 を 駐車場に した。 井戸に 蓋 をし ないで おくと、 子供た ちが そ 

の そばで 遊ぶ ときに 危険な ので、 コンク リ ー トの蓋 をした。 だが よくみ ると その 蓋に 腕が 入る 位の 穴が 開けて あ 

る。 それ は 今 もみる ことができる。 これ はどうした 理由だろう か。 じつはこう したの は宮 古の 人び との 世界観と 

密接な 関係が ある。 

宮 古島で は 井戸に 底 はなく、 そのまま 海に 通じ、 また 海と 空と はつな がって いると 考えられ ている。 これ は 日 

本の 古代に おいて 海と 天と が 同音で ある ことから も 立証され よう。 

そこで、 雨 を もたらす 竜神 は 天空から 井戸に 降り、 井戸の 底 を 通って 海に 出、 海から 天空に のぼると いう 循環 

をく り 返す ことができる。 もし 井戸に 蓋 をして しまう と、 その 通路 を 閉ざす ことになる。 という わけで、 農協 側 

は 犬 川の 井戸に 蓋 をしても、 その 蓋に 小さな 穴を開けて、 宮 古島の 人た ちの 伝統的な 世界観 を 尊重した ので ある „ 

宮 古島で は 虹 を 「天の 蛇」 と 呼ぶ。 竜が 雨雲 や 竜巻 を ともなって 天に のぼる 姿 を、 人び と は 虹の 立つ 光景に み 

たので ある。 もとより 蛇と 虹と を 同一視す る 所 はすこぶ る 多く、 日本 各地に あり、 また 遠く ォ ー ス トラ リアな ど 

にも ある。 虹 = 蛇 は 大空と 大地 をつな ぐ 観念で も ある。 

こうした 円環 的な 宇宙観 は 循環 的な 古代人の 世界観に みあう ものである。 日本の 神話に よると、 ォォ クー 1 ヌシ 

ノミコ トが出 雲の 美 保の 岬に いると きに、 波の 穂に 乗って 海の 彼方からより くる 神が あった。 この 神が スク ナヒ 

コナ で、 ォォ クニ ヌシノ ミコト と 一緒に 国づ くりの 仕事 をお える と、 また 常世の国に 帰って しまったと 『古事 

記』 は 伝えて いる。 これでみ ると 現世と 常世の国の 往き来 は 自在であった。 『日本書紀』 に は スクナ ヒコナ は 「粟 

がら  まじ 

茎に のぼって 弾かれて 常世の国に 渡った」 という 風に なって いる。 このように、 日本の 古代に おいて は 死 は 回帰 

として、 スク ナヒコ ナが 常世の国に 渡る ときに 描いた 抛物線の ように 描かれて いた。 
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現世と 他界 


古代人に とって は 現世と 他界と はまった くお なじ ものと 考えられ ていた。 他界 は 現世の 延長 線に すぎず、 両者 

の あいだに は 断層と いう もの は 存在し ない。 わずかに ふすまで 仕切られた 程度の 境目が あるば かりであった。 年 

の 折り目に はこの ふすま は 開かれ、 他界に 住む 袓霊 たち はこの 世 を 訪れた。 その 折り目の 最大な もの は 今日で い 

えば 正月と 盆で あり、 昔で は 収穫祭な のであった。 

これ を はっきり 伝えて いるの は、 沖繙の 八重 山で 七月の 盆 行事に みられる 「あんが ま」 である。 翁と 嫗の面 を 

つけた 人が、 手拭いで 顔 を 隠した 供 を 引きつれて、 現世の 人た ちの まえに あらわれ、 問答 を かわす という 趣向の 

ぐしょう 

ものである。 後生と は、 「あの世」 のこと を 表現す る 南 島 語で あるが、 後生から やって きた 祖霊は 教訓 を 垂れる。 

その代わりに 現世の 人た ちの 質問 を あびる。 たとえば、 「こちら はたい へんな インフレで 物価高 だが、 あなたの 

住む 後生 はどう か」 という 風に。 現世の 人た ちと 他界の 人た ちが このように 軽口 をた たきながら 親しみ あう とい 

うの は、 現世の 延長と しての 他界の 存在 を 前提と した ものであった はずで ある。 

宮城 文 氏の 『八重 山 生活 誌』 は 「あんが ま」 の 際の 問答 を 次のように 紹介して いる。 ここでい う 衆 は 現世の 人 
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であり、 爺、 婆は祖 霊で ある。 

S 衆 お 爺 様、 何時 刑務所 を 出た のか。 

爺 お前と 同時に 出た ではない か。 

S 衆 お 婆 様、 ただいま 踊って いる 二人 もおば あ 様の 子どもで すか。 

婆 そうと もく、 前の 方が 七 男、 後の方が 十 男です よ。 次 は 二 女と 三女の 番 ですから ねえ。 

衆 お 婆 様、 何人 産んだ の。 

婆 十五 人です。 

衆 後生に 産婆い るんで すか。 

婆 お 爺 様が 産婆 じ や。 お前の 妻 も 臨月に なったら、 うちの 爺に 頼んだら よかろう。 その 節 は 後生に は 車 

がない からお 前が 伴れ て 来る こと だね。 

s 衆 お 婆 様の 裙 (力 カン) は 何 をす る ものです か。 

婆 それ は 婆々 の 体 を 守る ための もので あり、 時には 布団 用、 蚊帳 用に もなる。 このた くさん いる 子供 は 

こ の裙で 育て あげたよ うな もの さ。 

s 衆 お 爺 様 後生 へ 行く に は どんな 心得が 必要だろう か。 

爺 第一に 眼 を 閉じて 息をしな いこと。 

第一 一に は 絶対に もの を 言わない こと。 

第三に 体 をき れいに 洗って 行く こと。 

第 四に 絶対に 後 を ふりむかな いこと。 
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第五に 子 や 孫 を 伴れ ないで 一 人で 行く こと だね。 

:S 衆 爺 様と 婆 様 は 恋愛結婚で すか、 それとも 見合 結婚です か。 

婆 まあ 穢ら わしい、 昔 は あんな ことなん かな かったん だ。 親 一存だった のさ。 

盆に 祖 霊が 精霊の 形 をと つて 訪れる の はすで に 新 野の 盆踊りで みたところ であるが、 もともと 盆 も 正月 も 年の 

折り目と して は 差異の ない ものであった。 今から 半世紀 まえまで は宮 古島で は 正月 元日の 朝 はやく、 女 や 子供た 

ちが 長寿の 老人 を 礼拝に いく 習慣が あった。 これ を 年頭 拝みと いった。 老人 は 盆に のせた 塩 を 一 つまみ ずっとつ 

て、 礼拝に きた ものに 分け与えて 祝福す る。 この 塩 を 黄金 塩と 呼んだ。 この 際の 長寿の 老人 は 常世 神と みなされ 

ていた。 日本の 古代で も 長寿 者 を 常世び とと 考えた の は 『顕 宗紀』 に 述べて ある 「新 室の 宴の 歌」 のさい ごに、 

「わが^ 世た ち」 という ことばが 出て くるので も 分る。 これ を 「永久の 友 だち よ」 と 解す る 向き も あるが、 折 口 

信 夫の ように 長命の 老人 は 現世に あつ て も 常世び ととみ なされた、 と 考える 方が 正しい。 

私 はまえ に 現世と 「あの世」 との 仕切り は 壁で なく、 ふすま 程度の ものであると 述べた が、 宮 古島の 例で は 正 

月に は 老人 はすで に 常世の 住人と して あつかわれた。 現世の 人間が 常世び との 役割 を するとな ると、 現世の 中に 

も 常世の 部分が 突出す る こと も 生じて くる。 それ を 儀礼 化した のが、 二 ライの 大 主が 翁の 姿で 登場して 祝福の こ 

とば を 述べる という 沖繙 芝居の 冒頭の 場面であろう。 竹 富 島の 種と り 祭の 行事のと きに も、 翁の かっこう をした 

二 ライの 大 主が 登場す る。 

ここにい う 二 ライと は 二 ライカ ナイの ことで、 常世に 相当す る 南 島 語で ある。 古代で は 死者の いく 世界 を 「根 

の 国」 「黄泉の国」 r 妣の 国」 「常世の国」 などと 表現した。 これら は 内容 はおな じで も さまざまな 二 ュ アンス を 

もった 語で ある。 「根の 国」 といえば、 沖 II で 草分けの 家 を 根 所と いうよう に、 「本」 になる 所で ある。 他界が 本 
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の 国で あれば、 この 世 は 「末」 となる。 すなわち 「根の 国」 と は スサノ オノ ミコト ならず ともす ベての 人間の 帰 

るべき 原郷 であ つ た。 

ス サノォ はまた 「妣の 国」 にいき たいと 泣き叫ん だと ある。 妣とは 死んだ 母 または その 祖先で あるが、 こうし 

て みれば 「根の 国」 も r 妣の 国」 も 目指す 対象と して は 同 一 物で ある。 

タジマ モリが 「常世の 圍」 に トキ ジクノ カグの 木の実 を 求めに いった、 と 『垂 仁紀』 にある。 この 木の実 はタ 

チバナ で、 今で いう 柑橘類 を 指す。 四季 を 問わず 蜜柑が た わ わになる あたたかい 国 を 「常世」 というの である。 

また、 死後の 世界が 海の 底に あると も 信じられた ことから、 「海 神宮」、 もしくは 「わ だつ みの 宮」 をと きに よ 

つ て は 常世の 代名詞と する ことがある。 

「黄泉の国」 の 「よみ」 に はさま ざまな 解釈が あるが、 奄 美の 方言で 「よも」 といえば 「醜い」 という 意味で あ 

ると する 金久正 氏の 説 をと りたい (『奄 美に 生きる 日本 古代 文化』)。 そうすれば 死後の 世界 は蛆 のた かる 醜い si 所 だ 

という ことになるが、 おそらく これ は 大陸 渡来の 横穴 式 石室に よる 死後の 世界の 観念に 支配され て ハ るので あろ 

せんどう 

う。 それ は 羨 道と 玄 室に 分かれて いるが、 羨 道が 「黄泉の国」 の 通路に あたり、 奥の 玄 室に 棺が 置かれて いる。 

その 中 は 暗く しめって おり、 風 葬の ような 明るさ はない。 

このように 日本 古代に おいて 他界 を あらわす 語 はさま ざま だが、 「黄泉の国」 をの ぞいて、 の 語の 一致す る 

ちと 

ところ は、 そこ は祖 霊の 住む 「本つ 国」 であり、 一年中 果物 や 穀物に こと 欠かない 楽園 だとされ ている こと だ。 

しかも、 神話の 中の 人た ち は 波の 穂 を 踏んで 「常世の国」 「妣の 国」 に 渡って いるから、 それ はとう ぜん 海の 彼 

方に 求めねば ならぬ。 

い つ そう 

装 創 古墳の 壁画に は 船の 絵が 描かれて いる。 屋久 島の 一湊と いう 所では 戦後に なっても、 死者 を 納めた 棺の外 

側に は 汽船の 絵 を 描いて いる (国 分 直 一 『日本 民族 文化の 研究』)。 宮 古の 池 間 島な どで は 棺まサ ベ 二と 呼、 まれる クリ 
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船の 船板で つくる。 棺 はサパ 二の 帆柱で 担いで いく。 これら 一連の 所作 は、 死者の 魂 は 船に よって はこばれ ると 

いう 古代人の 観念から みちびき 出された ものである。 こうして、 他界と は 死後に 人間の 魂の いくべき 時間 的な 世 

界 であると 同時に、 日常の 世界から はなれた 海の 彼方の 空間で もあった。 

かくの ごとく 他界と は 空間 概念で あると ともに 時間 概念で も ある。 この 二重 性 を 私が 強調す るの は、 祖 霊の 住 

む 所で ある 一方で は、 民族 渡来の 原郷の 痕跡が 仄 みえる からで ある。 「あんが ま」 の 例の ように、 祖 霊の 姿が 老 

翁 老嫗で 表現され ると いうの は、 自己の 存在に いたる までの 父祖 伝来の 無数の 記憶 や 体験が 無意識に 積み重ねら 

れ てきた という こと、 ユング 流に いえば 「集合的 無意識」 が 人間の 形 をと つた ものと いう ことができる。 

だが、 他界に 住む 祖霊は 再び この 世に よみがえる。 したがって 「常世」 は 「過去 世」 であると 同時に 「未来 

世」 でも ある。 時間 は 投げた ブ ー メランの ように 再び 手許に もどって くる。 それが 可能な の は、 常 民の 信じる 循 

環 的な 世界観と 呼応す る 円環 的な 宇宙観の 存在が あるから である。 

他界が 現世の 延長であった ように、 現世 は 他界からの 延長で もあった。 両者に 本質的な 相違はなかった。 否む 

しろ、 現世と 他界と はまった くお なじ ものと 考えられ ていた。 この 世で 教師で あり 警察官であった もの は 常世に 

おいても おなじく 教師で あり 警察官で あると 考えられた。 沖 織の 与那国 島で いわれて いるよう に、 この 世で ハ ー 

リ ー 船の 船 漕ぎ 競争が ある ときには、 二 ライカ ナイで も それが おこなわれる 

これ は 日本 だけに 限った ことで はない。 レヴィ • プリ ュ ルは 『未開社会の 思惟』 の 中で 次のように いっている- 

人の 世界の 模写で ある 亡霊の 世界が ある。 そこで は 社会 は、 同じように 組織され、 氏族の 生活が 続けられて 

いる。 各人 はこの 世で 持って いた 位置 を 持ち、 生きて いた 時 持って いた 位 を 保ち、 前と 同じ 儀式 を 以て 祖先 

の 祭儀 を 行う。 死者の 国で も 軍隊 も あれば、 戦争 も あり、 墓 も 葬儀 も ある (山 田吉彦 訳)。 
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このように 現世の 模写と しての 他界 は、 現世と まったき 相似の 世界 を 保って いた。 そこに 何らの 価値の 優劣 は 

なかった。 こうした 常世の 性格 は、 他界から 現世へ と 再生 するとき の 前提条件 となる ものである。 
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産屋と 喪屋 


奄 美大 島で は 生後 一年た つた子 供 を 「ュ ノリが あった」 という。 r ュ ノリ」 は 世 直りの ことで ある。 世 直りと 

いうの はこのば あい、 あの世 からこの 世に 直る こと を 意味す る。 九州から 南で は 「直る」 といえば 移る ことで あ 

る。 逆にい えば 生まれて 一年た たない あいだ は、 まだ 確実に はこの 世に 生まれ 返って ない と 考えられ ていた。 生 

まれる ことが 再生に ほかならぬ ことをこの ように は つ きりと 示す ことば はない。 

そうして あの世 からこの 世に 生まれ 移る ために は、 あの世と こ の 世との 境目に 産屋が もうけられ ねばなら なか 

つ た。 

敦賀 市の 西に 突出した 立 石 半島の 繙間、 常宮、 沓 など は 昔から 産屋の 習俗が ある ことで 注目され てきた 所で あ 

る。 この 習俗 はつい 十 年 あまり まえまで は つづけられ ていた。 原子力発電所が 立 石 半島の 尖端 近い 浦 底に できて、 

た  うら 、， ろよ ま 

はじめて 車の 通れる 陸路が つくられた。 それまで は沓、 手の 浦、 色 浜、 浦 底、 立 石な どの 諸 地区で は 部落 間 をす 

ベて 船 を あやつって 往来して いた。 これらの 地区に それぞれ 共同の 産屋が ながく あつたと いうの は、 それだけ 不 

便であった からで ある。 
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これらの 海 村が どれ だけ 不便で あつたか。 私 は沓に 住む 八十 六 歳の 老婆から 次の 話 を 聞いた ことがある。 

大正の 初め 頃に、 彼女の 子供 は常宮 にある 小学校に 通った が、 当時 陸路 はなく 沓 から 常 宮 まで 海岸の 波打 際 を 

通る ほかはなかった。 南風が 吹いて 海が 荒れ、 大波が 立つ 日に は、 彼女 は 幼い 子供 を 背負って 猪 を 歩いた。 大波 

が やってく ると、 背負われた 子供 は 足 を バタ バタ させて 「母ち やん、 波に さらわれ るよう」 と 叫んだ という。 

常宮 でも 沓 でも 海岸の すぐそばに 産屋が 建って いる。 かっての 産屋 は 今では 物置 小屋に 使われて いてみ る 影 も 

ない。 しかし 産屋の 位置 をた しかめる こと はでき る。 まえに は 海岸線 はもつ と 入り こんでいた というから、 猪 か 

らの 距離 は せいぜい 十数 メ ー トル 位しかない。 日本海 特有の 波の 荒い 日 も あるのに、 なぜ このような 波打 際に 近 

く 産屋が 建てられ たかと いえば、 そこが 常世から もっとも 近い 場所 だ つ たからと 答える ほか はない。 

産屋の 内部で は 砂の 上に 藁 シべを 積み重ね、 その上に ゴザゃ ムシ 口 を 置き、 産婦 は ポロ 布団に もたれながら、 

天井から 垂れ下がる 力 綱 をに ぎって、 すわった まま 子供 を 産む のが ふつうであった。 砂 は 地熱 を もち、 藁 シべは 

あたたか いからと いうの がその 理由で ある。 だが 出産の 場所が 独立した 産屋で なくなって、 母屋の 土間 または そ 

の 一部が 産室に あてられる ようになっても、 この 慣習 は 変わらなかった。 畳が あり、 床板が あっても それ を わざ 

わざ 剝 がして 土間の 上に 藁 を 敷く という 念の 入った こと を なぜす るの か。 産屋に 床板 を 張らない 理由と して は 隙 

間 風が 入らない ようにす るた めだと いう 説明が なされて いる。 果たして それだけだろう か。 

この 疑問に ついて 思い起こされる こと は、 常宮、 沓 などで 産屋の 底に 砂 を 敷いた というので、 他 地区の 人び と 

から、 「西 浦の 子 は 亀の子」 と 呼ばれて いたと いう 事実で ある。 敦賀 湾の 西側に あたる 立 石 半島の 漁村 は、 西 浦 

という 通称 を もっている。 この ことば は、 海亀が 海の 彼方から やって きて は 砂に 穴 を 掘って 卵 を 産みつ け、 砂の 

もつ 地熱で 孵化させる という 習性に 人間の 出産が あやか つ ている こと を 揶揄した ものに ちがいない。 

人間の 出産 を 動物の 産卵と おなじように 見立てて いた こと は 越 中から 東国に かけて、 産屋 を 「巣」 と 呼んで い 


民俗の 神 40 


たこと 力ら もうかが われる。 この 語に 対応す るよう に、 南 島で は 卵が 孵化す る こと を 「巣 出る」 と 呼んで いる。 

孵化した 卵 を 「すで 子」、 孵化し ない 卵 を 「す も 子」 と 呼ぶ 地方 も ある。 それからして 「すでる」 という 語 は 1 

や 蟹 や 蛇が 脱皮す るば あいに も 使用され る。 

奄美 群島の 喜界ケ 島ゃ宮 古の 大神 島で は 一年の 折り目に あたる 節の 日に は 水 を あびる。 これ は 本土の 若水に 相 

当す る 若返りの 水で 「すで 水」 と 呼ばれて いる。 こうした 例から 推して 考える ときに、 鳥が 卵から 雛に かえって 

「巣」 から 出、 または 蛇 や 蟹が 甲羅 を 脱ぐ ことが 生まれ 返りで あり、 人間 も 同様にして 生まれる という 観 きがあ 

つたこと が 分る。 すなわち 産屋 もまた 人間が 再生す るた めの 「巣」 に ほかなら なかった。 そこで 鳥獣の 「巣」 に 

ふさわしく、 砂 や 土の 上に 藁 を 積み重ね、 床板 や 畳が あるば あい は それ を剝 いで、 子供 を 産まねば ならなかった。 

また 「すでる」 行為 を 完全に する ために は 「巣」 である 所の 産屋 を 焼き捨てねば ならなかった。 

私 は 常宮の 老人から 「白木で は、 まえに は 産屋 を 一回 毎に こわして 建て直し たという 話 を 聞いた」 とつ げられ 

て、 何度か 白木に いってみ たが、 八十 歳 以上の 老人 はすで に 死んで しまって おり、 その 事実 を 確認す る ことが で 

きなかった。 しかし この 白木から 山道 を 一里 ほどた どった 若 狭 湾よりの 丹 生と いう 地区で は、 出産の ときには 一 

坪 程度の 藁ぶ き 小屋 をつ くり、 そこで 母と 子が くらし、 初子のば あい は 三十 三日、 次の 子から は 二十 七日 間の 産 

屋の 生活 をお える と、 この 産屋に 火 を かけて 焼き捨て たという 事実 を 突き止める ことができた。 

この 習俗 は 『記紀』 でコノ ハナ サクャ ヒメが 産屋に 火 をつ けて 産んだ という 記事 を 思い起こさせる ものである。 

それが 丹 生で は 明治 末、 大正の はじめ 頃まで つづけられて きたと いうの はお どろく ほか はない。 

これ はまえ にも 述べ たように 奄 美大 島で 年の 折り目で ある 新 節の 前日に 節 小屋 をつ くり、 この 小屋 を ゆすぶり 

つぶして 穀 霊の 再生 をうな がすと いう 「稲の 産屋」 とおな じ 意味 を もつ もの だと 私 は 考える。 産屋 を 焼き捨てる 

ことで 子供の 再生 を 確実に させる の だ。 
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うつむろ  やひろ どの  との 

産屋 は 『日本書紀』 に は 「無 戸室」 と 記され、 『古事記』 に は 「戸 無き 八 尋殿を 作りて、 其の 殿の 内に 入り、 

土を以 ちて 塗り 塞ぎて」 と ある。 これら をみ ると、 古代の 産屋に は 窓と いう もの はなく、 出入り口 も 塞いで 中に 

閉じこもる という 形が とられた らしい。 ヒ コホホ デミが 産屋 を のぞきみし たという かどで、 トヨタ マ ヒメ は 本つ 

国の 「わ だつ みの 宮」 に 帰って しまった。 そのよう に、 今日で もどん な 男 も、 産婦の 夫と いえ ども 産屋 を のぞき 

みする こと は タブ ー とされて いる。 

すなわち 死から 生 へ の 移行に あた つて は 昆虫の メタ モルフ ォ ー ゼ がそう であるよ うに 外部から うかがい 知れな 

い 繭 ごもり を 必要と し、 密室の 作業 をお こなわねば ならなかった。 それ は 外 光に あてる とたち まちに 御破算に な 

る フィルムの ような ものであった。 常宮 のば あいでも 産婦の 散歩で きる の は、 わずかに 砂浜に 限られて いた。 そ 

こ は诸に 近かった から、 他人に みられる こと も 少なかった。 猪の 方に 向かって わずかに 窓が 開いて いた。 また 産 

婦は 産屋から 外に 出て、 陽の 光に あたつ たりす る こと はかた く いましめられ ていた。 

物 を蔽ぅ もの を 「カイ」 というの は 貝、 峡 などに 共通して いるが、 蚕の ほかに、 卵 を も 「カイコ」 と 呼ぶ 例が 

与那国 島な どに ある。 卵 は 「カイ」 に 包まれた 子で あり、 繭の 中に 入る 蚕と おなじで ある。 産屋 を 密閉した の も、 

また 生まれ立ての 赤ん坊に 数日間 は 新しい 産 衣 をつ けさせず、 ボロ 着物で 包んだ というの も、 死の 国から 生の 国 

へと よみがえらせ るに は、 身体 をす つぼり とくる む 儀礼が 必要だった からだ。 

そして それ は 卵の殻 や 鳥の 巣 を 想像 させずに はおかない。 

トヨタ マ ヒメ は その子の ゥ ガヤ フ キア ュズを 真 床 襲 衾と 草に 包んで 猪に 置き去り にした と ある。 「襲 衾」 の 

「襲」 はお そいと いうが、 沖繙 では 「ウス ィ」 という 語で まだ 使用され ている。 仲 松弥秀 氏に よると、 臥して い 

る 子に 着物 を かけて やる こと を 「衣 ウス ィ」 といい、 親鳥が 卵 を 抱いて いるの を 「卵ゥ スト ー ン」 という (「村落 

社会と 祭祀 世界」 『沖耀 の 民族学 的 研究』 所収)。 つまり 卵と 襲との つながりが ここで みられる。 それが 新生児 を 包む 
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ボ 口 きれに あたる もの だと 私 は 思う。 

さて、 産屋が 「巣」 とみな され、 子供の 生まれる のが 「巣 出る」 とおな じで あると すれば、 それに もっとも ふ 

さわし い 出生の 形式 は 卵から 生まれる という ことで ある。 卵生 説話 は宮 古島に 数 例が 報告され ている ほか 日本で 

はみ つかって いない。 しかし、 これが 朝鮮と なると、 その もっとも 古い 史書で ある 『三 国史 記』 とか 『三国 遺 

事』 の 冒頭に 始祖 誕生の 説話と していく つも とりあげられ ている。 たとえば 新羅の 始祖で ある 赫居 世の 出生 を 記 

して、 馬が ひざまず いている 所に 大きな 卵が あって、 そこから 生まれた と ある。 そして その 大卵 はまる で ひさ ご 

(ヒ ヨウ タン) のよう であった と 注記され ている の は、 注目すべき 事柄で ある。 

卵 は 朝鮮語で 「アル」 と 呼ぶ が、 日本語の 生る は それに 由来す ると 国語学 者 は 指摘して いる (大野 晋 『日本語の 

起源』)。 「卵 i 生る」 の 関係が 成立す るなら ば、 おそらく、 日本に も かって は 卵生 説話の あった ことが 推定され る。 

韓国の 民俗学 者の 徐廷範 氏 は、 朝鮮語の 「天 (ハナ ル)」 は 「犬 (ハン) 卵 (アル)」 という 意味で あると してい 

る (「ホルムの 語源 考」 『柳 田 国 男 研究』 第二 号 所収)。 つまり 宇宙 は 大きな 卵であった という 観念が あり、 この 宇宙 卵 

から 人間が 生まれた ことが 考えられる という。 

事実、 朝鮮の 墓 は 新羅の 王 陵から 現在の 庶民の 土まん じゅう 墓まで まるい 形で ある。 墓 は 宇宙 を かたどる とい 

われて いるから、 この 円形 は 卵の かっこう を 摸した もの だと 推測す る ことが 可能で ある。 果たして 近年 慶 州で 発 

掘され た 一 五 五 号墳の 石室から 壺に 入った 卵の殻が 約 二十 個 出て きて 人 を おどろかした。 そこに は 白樺の 皮に 描 

いた 白馬 も あつ た。 白馬が 卵の まえに ひざまずい たという 赫居世 出生の 伝説 を 思い起こさせる ものであった。 

卵生 説話 は インド や 東南アジア や 台湾な どに も あつ て 別にめ ずらしい もので はない。 たとえば 中国 南部の 神話 

に は、 盤 古と いう 人間 は、 宇宙が 混沌と して 「大きな 卵」 のよう であった 頃に、 その 中にはぐ くまれ、 その 殻 を 

破って 踊り 出た。 卵の 中の 軽く すんだ もの は 上昇して 天と なり、 重く にごった もの は 沈下して 地と なった、 と あ 
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る。 これ は 『日本書紀』 の 巻頭に 

古 に 天地 未だ 剖れ ず、 陰陽 分れ ざり しとき、 渾沌れ たる こと 鶴 子の 如くして、 溟^¥にして牙がぉめり。 其 

すみ あきらか  たなび  あめ  おもく  つ つ  つち 

れ清 陽なる もの は、 薄 靡きて 天と 為り、 重、 濁れる もの は、 流 滞いて 地と 為る 

と あるのと おなじ 光景 を あらわし ている。 この 『日本書紀』 の 文章 は 中国の 神話の 影響 を 明らかに 受けて いる。 

一説に よると、 盆で 蓋 をした ひさ ごの 中に 入った 虫が 竜 犬に 変わったと いうので、 盆 (槃) とひさ ご (瓠 )、 

すなわち 藥瓠 (盤 古) と 呼ばれる ようになった という。 また 中国に は 別の 創造 神話 も ある。 大 洪水のと きに 大き 

くぎ 

な ひさ ごの 中に 隠れて レた 二人の 兄妹 だけが 助かって 生きの こった。 そこで 兄 を伏羲 兄と 呼び、 妹 を伏羲 妹と 呼 

んだ。 伏 羲とは ひさ ごの 意味で ある。 この 二人 はやが て 夫婦と なり、 女 は 肉の 球 を 産み落とし たという。 盤 古 も 

伏羲も ひさ ごとい う 意味の 名前 を もっている。 卵が ひさ ごとよ く 似て いると いうの はこ こで も 立証され る。 この 

伏 羲と盤 古の 神話 は 中国の 江 南の 部族の あいだに 生まれた とされて おり、 黒潮に 乗って 東 シナ海 を 北上し、 朝鮮 

半島の 南部 や 九州の 西北 部に も 伝えられて いったと 推定され る。 それ はヒ ヨウ タンの 種子が、 東南アジアから 中 

国の 南部 を 経て、 揚子江の 川口の あたりから 朝鮮 南部 や 日本に 伝来した とする 植物学 者の 見解と も 一 致す る。 

ひさかた  はし だて 

r 瓠 葛の 天の 梯建」 というと きの 「ひさかた」 は ひさ ごの 形 をした と 解釈され るから、 日本で も 古代人 は 天 を ひ 

さ ごと むすびつけて 考えて いたと 思われる。 円墳が 卵の かっこう をして いると すれば、 瓢墳 とか 双 円墳 は ひさ ご 

を模 したと いえよう。 朝鮮で は 死者の 棺を 部屋から 担ぎ出す ときに ひさ ご を 踏んで いく 習俗が ある。 それ は 死者 

が 再生す るよう にとの 願望 を あらわし たものと 理解され る。 また、 朝鮮で は 妊婦の こもる 部屋の 棚に ひさ ご を 置 

き、 安産のお 守りと する 風習が ある。 
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日本で も 産屋の 外に ひさ ご を 吊るして 狐 や 狸な どが 近づかない まじない をす る 所が あつ た。 この まじないの 背 

後に は- 人間が ひさ ごから 生まれる という 思想が 秘められて いると 思われる。 赤ん坊の 護符に ひさ ごの 形 を 桑の 

木で つくって 背中に 下げさせる とか、 臍の緒 を ひさ ごに 入れて とってお いたりす るの も、 それが 魂の 容器 だから 

である。 岩手県の 遠 野で は 新盆 をい となむ 家の人 は 墓に いき、 新 仏の 霊 を ひさ ごに 入れて 墓の かたわらに 置く。 

また それ を 下げて 家に もち 帰る こと もす る。 
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神と 


医学の すすんで いない 時代の 人間に とって は、 死から 生への 継ぎ目 を 無事に 移行で きる かどう かとい うこと は 

大きな 問題であった。 そのために は 産 神の 加護が 何としても 必要であった。 出産の ために 命 を 落とす 産婦 は 多く、 

誕生しても ながく 生きられない 子供の 数 はおび ただし か つ た。 

『産 育 習俗 語彙』 (柳 田 国 男 著) が 伝えて いる 産 神の 記事 は 興味深い。 産 神 は r ゥブ カミ」 と い う 呼称の ほかに 

r オボ ノカ ミ」 とか 「ウノ カミ」 ともいう。 嬰児が 相手 もない のに 笑う の は、 この 「ウノ カミ」 が あやす か らだ 

とされて いる。 r ゥブ カミ」 はすべ て 女性と みなされ ている。 これ は 朝鮮の 産 神で も 同様で ある。 男の 神で あつ 

て は、 何 一 つ 産の 手助け を 果たせない。 産室の 中には 神と いえ ども 男性 を 入れない という タブ ー が ここで もま も 

られ ている。 

平 城 天皇の 大 二 年 (八 〇 七) に 斋部広 成が 著述した 『古語 拾遺』 に は 次の 文章が ある。 


あまつみおや ひこ ほの みこと わたつみ むすめと よた まひめ のみこと  ひこ なぎさの みこと  ひたし まつりた もうと き うみへ た う ふや 

天祖 彦火 尊、 海神 之 女 豊玉姫 命に みあいまして、 彦瀲尊 を あれ ましき。 誕 育之 日、 海浜に 室 をた て 
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かむ もりの むら じがと おつお や あまのお しひとの みこと つか まつ  ははき  はら 

たまいき。 その 時、 掃 守 連 遠 祖、 天 忍 人命、 供え 奉り 侍りし に、 箒 を 作りて 蟹 を 掃いた まいき。 かれ 

しき ..PC  わざ  な  かに もりい  よ  かむ もり い  かのことば 

鋪設を つかさどれり" それ 遂に 職と 為りて、 号 を も 蟹 守と は 曰い き。 (今の 俗に 之 を 掃 守と 謂う は、 彼詞の 

転れ る 也。) 

ほうき 

この 文章に みる 通り、 産屋 を 海辺に 建てた ので、 産屋の 中に 蟹が 入り こんだ。 そこで 箒で 掃った というの は、 

産屋の 床に 砂が 敷いて あった こと を 推定させる。 また 産屋と 箒と が 密接な 関係 を もっている ことが 語られて いる „ 

コズ エバ パ (産婆) が 箒で 産婦の 腹 をな でて、 「はよう 安う もたせて 下さ いまつせ」 と 安産 を 箒 神に 頼む 所が 

九州に あった。 審神を 産 神と みなす 習俗 は 各地に あり、 産室の 隅に 箒 を 立てて 安産の まじない とする 所 は 多い。 

朝鮮に は 産室の 隅に 藁の 束 を 立てる 習俗が あるが、 日本に もお なじよう な 風習が あり、 産 神 さまが これに 腰 を 

かける といって いる。 また 藁の 束 を 産 神 さまと して まつる ばあい も みられる。 これらの こと を 思い あわせて みる 

と、 箒 神 は、 もとは 藁の 束ではなかった かとい う 推測が 成り立つ。 産婦が すわって 産 を するとき に、 藁の 束 をつ 

くって その 腰に あてる 風習 は 敦賀の 立 石 半島に みられる。 あるいは 砂の 上に 積み重ねた 敷 藁 を 束ねて、 それ を 産 

神と みなした かも 知れない。 産屋の 藁 はたんなる 藁で はなく 産婦と その子 供 を まもつ て くれる 神な ので ある。 

それ は 産屋の まわりに 母と 子の 生命 をう かがう 邪神が たえず うろついて いるから であった。 産屋の 生活 は 生と 

死との たたかい であり、 それ は 同時に 産 神と 邪神との たたかいの 場で もあった。 邪神 は 産屋の 中まで 入り こんで 

くるお それが あつたので、 産婦 は 産んだ ばかりの 子供の 枕許に 数 本の ススキ を 束ねて、 X 印に して 置いたり、 あ 

るい はまた 綜 といって + 印の 機 織 具 を 置く こと もあった と 『八重 山 生活 誌』 の 中で 宮城 文 氏 は 述べて いる。 この 

X 印 や +印は 邪 霊の 侵入 を ふせぐ ための まじない であり、 九州の 装飾 古墳の 壁に もみる ことので きる ものである- 

生れた ばかりの 子供が はじめて 外出 するとき にも 鍋墨で X 印 や + 印 を つける。 これ を 「アヤ ッ コ」 とか 「ヤス 
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コ 」 と 呼んで いる。 

金久正 氏は奄 美の 片田舎で おこなわれ ている 習俗 を 次のように 伝えて いる (金久 前掲 書)。 

妊婦が 御 産の 床に つき、 赤子が 生まれて、 やがて 「オギ ャ ー」 と、 うぶ 声 を 発する とまった く 同時に、 誰か 

家の 者が 表 戸口の 所へ けたたましく 走つ て 行つ て r ィャ ン ハ ツヤ、 吾が サ チャド (い 矢の 初 は、 わたしが さ 

した ぞ)」 と、 大きな 荒々 しい 声で 叫びながら、 先の 尖った 棒切れ を 表 戸口の 上の 軒に 揷 すので ある。 (中略) 

なぜ、 こんな 習俗が 生まれた のであろう か。 昔の 人の 心 を 汲んで みると、 赤子が 生まれて 産声 を あげる とき 

に は、 邪神が これ を 聞きつ けて、 せっかくの 可愛い 赤子に、 悪い 運命の r ィ ヤン ハツ」 を さす かも 知れない 

と 恐れ、 その 機先 を 制し、 邪神の つけねらう 余地がない ように 大音声に て 具象の 初 矢 を 立て、 「ィ ヤン ハツ」 

がすで にさされ たこと を宣 して 邪神 を 退散せ しめ、 この 呪術に よって、 やがて、 それに あやかる 善 神の よい 

運命の 「ィ ヤン ハツ」 が、 その 赤子に さされる こと を 祈念す る 親心が 読める ので は あるまい か。 

金久正 氏に よると、 奄美 では 「そうなる 宿命 だ」 という 意味 を あらわす のに 「そんな ィ ヤン ハツ だよ」 という 

いい 方 を するとい う。 「そうなる ようにい 矢の 初 を さされて いるの だ」 という 表現 を さらに 短く した ものである。 

この 「い 矢」 は 斎 矢 または 忌 矢の ことと されて いる。 したがって 「い 矢の 初」 は 真 先に さした 斎 (忌) 矢と いう 

ことになる。 

最初の 矢 を 神が さす か、 魔が さす かによ つて、 その 人間の 運命が 分かれる という 考えが ここに は ある。 この 

「ィ ヤン ハツ」 は 母屋の 表 戸口に さすが、 おそらく、 その まえに は 産屋の 軒、 または 産室の 入口に さした もので 

あったろう と考えられる。 だが、 それだけ では か弱い 赤ん坊 を 邪神から まもるに は 充分ではなかった。 
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奄 美大 島で は 「子供 を 産んだ」 という 表現 を 避けた。 そういうと 邪神が 早速 聞きつ けて 災い をす るから 「子供 

を 探し あてた」 といわねば ならな か つ たと 長 田 須磨氏 は 述べ ている (「奄 美の 女の 生活と 習俗」 『奄美 郷土 研究会 報』 

第 十二 号 所収)。 また 男の子が 生まれる と 「大女が 生まれた」 といって 邪神 を あざむく 風習 は 南 島に 広く 流布して 

いる。 カケロ マ 島で は 「不器量な 子が 生まれた」 という。 きれいな 子 だとい うと 魔物に つけこまれる として 警戒 

する。 これ は 沖 fi も 同様で、 きれいな 子供 を つれて 外出す る ときには わざとき たない 着物 を 着せて いく。 また 子 

供に 犬の 子と か 豚の 子と か 動物の 名前 をつ ける が、 これ も 邪神 を 避けよう とする 心遣いの ためで ある。 動物 名 を 

つけて 邪神の 嫉妬からの がれよう とする の は 朝鮮で も おこなわれ ている 習俗で ある。 奄美 では まえに は 自分の 本 

名 は 母親し か 知らな か つ た。 これ も 邪神が その 名前 を おぼえて 災い を もたらす こと をお それた ので ある。 

このように 時代が さかのぼる ほど、 人び と は 悪い 意志 を も つ た 霊魂に おびやかされて 生きて いると 思い こんで 

いた。 そこでよ き 意志 を もつ 霊魂 を 守護神と して 頼む 気持 も 一し お強い ものが あった。 それが 産 神への 民間 信仰 

である。 この 産 神が 箒 神 または 藁の 束 を 依 代と した ものである こと はすで に 述べた。 産 神 は 子供が 生まれる まえ 

から 訪れて、 産婦 をみ まもり、 安産 を 助ける 女神で ある。 そこで 産 神 は 生まれた 子供 を も 保護す ると はいえ、 母 

と 子の 神であって 子供 だけの 神で はない。 それにた いして r ゥプ スナ」 と 呼ばれる 産屋の 砂が、 やがて ゥ ブス ナ 

神の 信仰へ と 発展して いくの をみ ると きに、 ゥ ブス ナ神は 明らかに 生まれた 子供の 守護神で ある。 それ は 「ゥブ 

スナ」 に 産 土、 生 土、 本 居と いう 字 を あてる ので も わかる。 

ゥ ブス ナ神は 母の 血に つながる 先祖 神で はなく、 また 生まれた 土地と いう だけの 土地 神で もない。 すなわち 

「血」 と 「土」 とが 交錯す る 所に 誕生す る 新しい 生命の 守り神で ある。 したがって それ は 血縁と 地縁の 双方 を 含 

みっつ、 その どちらに 偏す る こと もない。 氏神の ように 血縁 共同体の 神で もなければ、 あるいは 土地 神の ように 

地縁 共同体の 神で もな く、 あくまで 新生児の 一生 をみ まもりつ づける 蹈 人の 守護神が ゥ ブス ナ なので ある。 
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こうした 個人の 守護神 を宮 古島で は マウ 神と 呼んで いる。 マウ 神の 「マウ」 は マ プリ、 すなわち 守り神の 意で 

ある。 したがつ てこの マウ 神 は 一代 限りで ある。 これ を 人格化した ものが 子守で ある。 南 島に おいて は 子守と 背 

負われた 子供の 関係 は 一 生 親密で あり、 子守 は 子供に とつ て 守護神の 役 を 果たした。 

また ャ マト タケルと その ォバ のャ マト ヒ メ との 関係に みるよう に、 母方の ォバ は オイに たいする 守護神の 役目 

を もっていた。 成人の しるしに ォバが オイに フン ドシを 送る 習俗が ある。 これ を r ォ 、、ハク レフ ンド シ」 と 呼し で 

いる。 こうして みると 母方の ォバは 子供の 成長期の 養育 者で あり、 また 成人 期に 性教育 を も ほどこす 役目の あつ 

たこと が 推定され る。 『記紀』 を ひもといて みても、 タマ ヨリ ヒメと ゥ ガヤ フ キア ェズを はじめと して、 母方の 

ォバ と オイが 結婚した 例が 公然と 記されて いる。 

このように 女が 男の 一生 を 守護神と して みちびく という 考え は、 姉 または 妹が、 自分た ちの 男 兄弟の 守り ip. と 

なる 「おなり 神」 において もっとも 顕著で ある。 男 は 旅に いくとき に その 姉妹のお なり 神から 手拭い を もらって 

いく。 おなり 神 は 白鳥と なって 船 を みちびく という 歌が 南 島に はの こって いる。 このばあい は 一応 兄妹の 性 関係 

は 昇華され る。 だが 異母 兄妹のば あいに は、 古代に おいて 結婚に 何らの 支障がなかった こと は、 『記紀』 におい 

てた しかめられる ことで ある。 

子守、 母方の ォバ、 そして 姉妹が 守護神と して 男の 一生と 不可分 密接な 関係 をむ すぶ。 つまり 女性が 守護神と 

なるとい う 点 は 重要で ある。 男 は 現実 生活 を 通して、 力に おいて 女 を 庇護す るが、 女 は その 精神に おいて 男 を 庇 

護して 神と なる。 この 慣習 は 日本 古代に 一般的に みられた 現象で あるが、 南 島に 今日まで のこって いて、 女 は 男 

よりも 霊 威が 高い といわれ ている。 

このように 霊 威の 高い 女で も 神が かりにな つた ときには、 自分の 神が 発見で きる まで は 放浪 を やめないで、 i 

たき 

嶽 から 御嶽 〈と 巡拝して あるく。 そうして ある 拝 所に 立った ときに、 直感的に ここの 神が 自分の 神で ある こと を 
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悟る。 そこで、 拝 所に まつられた その 神の 名前 を しらべて 自分の 「頂の 神」 とする。 「頂」 と は 自分の 頭の 頂上 

のこと であり、 またつ むじ を 辻と も 呼ぶ ところから 「辻の 神」 ともいうが、 いずれにしても、 それ は 自分 だけの 

個人的な 神に ほかならぬ。 奄 美大 島で は 一人前の ユタ (民間 巫女) になる ときには、 白い 馬に 乗って あてど もな 

く あるく。 その 白い 馬が たまたま 人家の 屋敷 内に 入り こむ と、 その 家の ものが 信じて きた 神 を 自分の 親 神と する、 

と 山下欣 一氏 は 報告して いる (『南 島 研究』 第 十五 号)。 ちなみに いうが、 南 島で 神が かりにな つた 女が 一人前の 巫 

女に なろうと する ときには、 一種の 精神 異常の 状態に 陥り、 たえず 神の 声 を 聞き、 その 声に みちびかれて 行動す 

る。 こうした とき 邪神が どこ どこの 神 を 拝みなさい とか、 どんな こと をしなさい とかいった たぐいの こと を 耳許 

でさ さやく。 邪神の ささやき は 甘く、 耳に こころよく、 人間的で 合理的で すら ある。 そこで 神の 声と 邪神の 声 は 

とりちがえ やすい。 首 を 吊って 死んだ 人間の 迷える 霊が 邪神と なる ばあい も ある。 こうした 邪神の 誘惑と たたか 

つて、 試練 を 乗り切った 女 だけが 一 人前の 巫女になる 資格 を もつ。 

私が 守護神に ついて 述べた の は、 常 民の 神 は 共同体の 神と 考えられて いるが、 そのほか にも 個人 だけの、 特定 

の 守り神が ある こと を 強調して おきたい からに ほかならぬ。 

さて、 これまでみ てきた こと は、 人間の 生から 死への 継ぎ目の ばあいに も あてはまる。 そのと きも また 邪 霊が 

跳梁す る。 まかりまちがえば、 死者の 魂 は 無事に 死者の 国に いくこと がで きないと 考えられ ていた。 宮 古島の 狩 

俣で は、 夫が 死ぬ と、 妻が 夫の 死体の かたわらで 「マジ ムン (蠱物 または 魔物) になるな よ」 と 手 を 柏って 叫ぶ 

光景が みられた。 

すなわち 死んで 神になる べき 魂が マジ ムン になる こと をお それた のであった。 南 島で は 通夜の ときには、 戸 を 

閉め、 家の 灯 を 暗く して 死者 は カャの 中に 入れた。 死者の 近親者 も その カャに 入って、 女た ち は、 「魂よ ばい」 

や 「しぬ び ごと」 をして 泣き叫びながら、 死者と ともに 夜 をす ごした。 カャの 中には マジ ムンは 侵入で きないと 


51 神と 魔 


考えられた。 死体 を 安置して カャを 吊る 習俗 は 本土に も みられる。 

迷える 死霊が マジ ムン となって、 新しい 死人の 魂 を 脇道に さそう こと をお それて、 葬式の ときには さまざまな 

まじないが おこなわれた。 その 一 つに 葬列の 通り道になる 家々 で、 門の まえに 灰 を まく。 この 灰に 鳥の 足跡が み 

られ ると、 それ は 死霊が 侵入した しるしで ある。 

宮 古島で は、 神事 を とりしきる 神 女 を ッカサ と 呼ぶ。 その ッカサ の 首長に あたる ゥプッ カサの 老女が 死んだ と 

きに は 棺を村 境まで 送り出し、 そこで ほかの 神 女た ちが 棺に 向かって 花 米と 塩 を 力一杯 投げつ ける という 風習が 

島 尻と いう 部落で おこなわれ ている。 それ は 死者が マジ ムン にお そわれずに 無事に 死者の 国に いくよう にとの 願 

いからで ある。 神 女と いえ ども、 否、 神 女なる が ゆえに、 マジ ムンの 誘惑 はいつ そう 大きい。 

「マジ」 という 語 は 古代から 使用され てきて いる。 奄美 では マジ ムン をたん にムン (物) とも 呼んで いる。 ムン 

は 魔物で あるが、 三輪 山の ォォ モノ ヌシノ カミの 名前 を 想起す る。 これ は ォォク 二 ヌシノ ミコト の 別名と 考えら 

れ ている が、 ォォ クニ ヌシノ ミコト が 名前の 通り 国 を 鎮める 神で あるのに たいして、 ォォ モノ ヌシノ カミは 荒神 

である。 そのよう に 物と いうの は、 荒々 しく 暗い 魂の 発動の 状態 を 指す 語で ある。 「モノ  ノケ」 という ことばが 

盛 行す るよう に、 物の 気が 物の怪、 あるいは 物の 化と なった ので ある。 

という ことで あれば、 神と 魔の けじめが はじめからあった わけで はない。 つまり 「モノ」 は 神で あり、 そして 

魔で も ある。 死後の 魂 も きわどい ところで 神に なり そこねて 魔と なる の だ。 正統な 道 をい けば 神と なり、 米】 える 

道 を さまよう ときに 魔と なる の は、 さきに 述べた 神が かりの 状態の 例で も 理解され るが、 それ は 死者の 霊に も あ 

て はまる。 

ところで 『記紀』 によると、 三輪 山の ォォ モノ ヌシ ノカミ は、 自分の 妻の ャ マト ト トビ モモ ソ ヒメの 所に 昼 は 

姿 を あらわさず、 いつも 夜に やって きたと ある。 この ヒメ は 自分の 夫で ある 神の 正本 を、 朝の 光の 下で みて、 そ 
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れが 小さな 蛇だった ことが 分る と おどろきの あまり、 箸で 下腹部 を 突いて 死ぬ。 三輪 山の ふもとに ある 巨大な 古 

墳は、 箸 墓と 呼ばれ、 ャ マト ト トビ モモ ソ ヒメ を 埋葬した 所と されて いる。 この 墓 をき ずくと きに 「日 は 人 作り、 

夜 は 神 作る」 と 『日本書紀』 は 述べて いる。 魔物が 夜の あいだ は 跳梁し、 暁 方の 鶏鳴 を 合図に して 退散す るよう 

に、 神が 活動す るの はいつ も 夜で あると 古代人 は 信じて いた。 その 点で は 神 も 魔 もちが いはなかった。 

では 「力 ミ」 と は 何であろう か。 「力 ミ」 はお そらく 「こもり」 の 状態と 無関係ではないだろう と 私 は 考えて 

いる。 繭 ごもり した 蚕 を サナギ というが、 鉄鐸 もまた サナギ の 語で 呼ぶ。 サ はサノ ボリと かサォ トメと かサ ツキ 

などの ように 稲の 神 を 指して いる。 ナギは 和める という 意味で あるか どうか は 不明で ある。 「力 ミ」 がこうした 

や そ くま 

幽暗な 場所に こもって いると いうと ころから すれば、 「道の 八十 隈手」 とか， 「くまぐまし」 とか， 道が 曲がった 

り、 川が 淀んだり した 所 を 「クマ」 というのと 関係が あるに ちがいない。 動物の 熊 も 冬に 穴 ごもり する ことから 

起こった 語 かも 知れない が、 この 「クマ」 と 「力 ミ」 と はつな がりが あると 私 は 想像して いる。 神前に 供す る 稲 

のこと を奠 稲と 書いて クマシ ネと よませて いる。 この 「クマ」 という 語 も 「力 ミ」 という 語と 無縁で はあり 得な 

い。 神に 和 魂と 荒 魂と が あるが、 ォォ モノ ヌシノ カミに みられる ように、 荒 魂 は 物と 呼ばれて 人 を 傷害す るに 足 

る 力 を もっと 考えられた のではなかった か。 とすれば 神と いう も 魔と いう も、 森羅万象に みられる 一 つの 面の ち 

がった 機能に つけた 名前で しかない ので ある。 

L こま 

このように 神と 魔と はもと もとは、 浮遊す る 霊の ような ものであった。 そうして その 「タマ」 に は 人 を 助ける 

もの も あれば、 人 を 害する もの もあった。 死後 常世に いって 住む 死者の 霊と いっても かならずしも 人格 を そなえ 

たものと は 限らな か つ た。 
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神と 魔と はもと もと その 区別 は 不分明で、 浮遊す る タマ (霊) のよう な ものであった。 木霊と か 言霊と かのこ 

とばが あるよう に 万物 は それぞれ 「タマ」 を もっている ものと 信じられ ていた。 この 「タマ」 に は 人 を 助ける も 

の も あれば、 人 を 害する もの もあった。 宮 古の 大神島 では 毎年 九月に、 他人の 悪口 をタ ライの 水に あつめ、 この 

タ ライの 水 を 四 辻の 所まで もつ ていつ て 捨てる という 儀礼 を 今でもお こなつ ている， これ は 他人の 悪口が 自分 を 

害する 力 を もっとい う 考え を 前提に している。 これ を みれば 言霊と いうの もけ つして 善意 を もつ ものば かりで な 

く、 呪 詛のカ を も 有して いたので ある。 

死後 身体 を 抜け出る 霊と いえ ども、 はじめから 人格 を そなえて いたわけ ではなく、 漠然とした 輪郭し かもた な 

い 社会が ながく つづいた。 祖 霊が 明確な 人間の 形 をと るの は、 後代に なつてから のこと である。 最初、 他界 は 非 

個性な 魂のより あつまる 所と 考えられ ていた。 西北 方から 吹く 風 を 「タマ カゼ」 と 呼ぶ の は、 魂 も 風の ように 流 

れ うごく ものと 信じられて いたから に 相違ない。 

もとよ こうした 魂 は あまり 遠くまで いかず 埋葬地の あたり を うろつく ものと 考えられた。 若 狭の 大 島に は 二 ソ 
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の杜と 呼ばれる 祖 霊の 祭 地が 点々 と あり、 そこ は シィゃ タブ や ッパキ などの 木が 数 本 かたまつ ている。 人 を 葬つ 

て 埋める 所 は 別に あるが、 もとは ここが 埋葬地であった という 話 も ある。 そうでなかった としても、 埋葬地と 二 

ソの杜 と は 無縁で はない。 これとおなじ ものが、 鹿児島県 下に 集中して みられる 森 殿で ある。 小 野重朗 氏の 調査 

によると、 この モイ ドンに は シィ、 タブ、 クス、 アコ ゥ などの 常緑 広葉樹の ほかに エノ キ、 ムク、 サ クラな どの 

落葉樹の こと も あるが、 かならずと いっていい ほどに 古い 木が ある (『南 九州の 民俗 神』)。 そこで 小 野 氏 は、 モイ 

ドンの 古い 形 は 墓地 または 葬 地であった ので はない か、 あるいは 死んだ 人び との 霊 を 迎えて まつる 埋葬地 近くの 

祭 地だった ろうと 推定して いる。 これ は 二 ソの杜 の 性格 を 想像させる に 足りる。 

ところで モイ ドンの 樹に 触れたり、 枝 を 折ったり すると 腹痛が 起こったり、 皮膚に 炎症が 出る といって、 たた 

り を こわがる 人が 殆どで あると いうが、 この 俗信 は 死霊に たいする おそれと 無縁で はない。 対 馬に は 天道 地と 呼 

ばれる 聖地が 幾つ も あり、 そこ は 古くから 「おそろし ところ」 と 呼ばれて おり、 樹木が 生い しげって ハる。 とく 

つ つ 

に 豆 酸の 天道 地に 踏み こんだら、 話 をす る ことが 許されず、 口に 草 を くわえて いった。 あやまって 物 を 落として 

も、 拾う こと は 許されなかった。 そして 草履 を 頭の 上に のせて 「犬の 子」 といいながら あとず さりして そこから 

出て いかねば ならない。 それ は 自分 は 人間で はない とい つ て 神に 申し開き をす るの だと 三 品 彰英は 説明して いる 

(「対 馬の 天童 伝説」 『日鮮 神話 伝説の 研究』 所収)。 そこ は 天童 法師の 墓と されて いる。 たんなる 伝承と しても この 

「おそろし ところ」 に 死者の 面影が つきまと つてい る こと はみ  の 力し 力た レ 

樹木 は 神の 降る ときの 依 代で あり、 それゆえに 樹木 崇拝が 古くから おこなわれて きたが、 そうした 樹木の 生い 

しげった 所 は 埋葬の 目 じる しとなる 場所で もあった。 神の 森の おごそか さは そこに 死んだ 祖 たちの 霊が やどる せ 

いで ある ことが 少なくなかった。 「たたり」 というの は顕 つ、 すなわち 神の 出現の こと だと 柳 田 国 男 はいって い 

る。 樹木に 触れれば たたりが あると いうの は、 そこに 死霊が あるから であった。 ここから して 神社が 古い 墓；^ の 
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あとに つくられた としても 別に あやしむ に 足りない。 沖繙の 御嶽に は 社殿 も 鳥居 もな く、 ただ 木の 茂みの 中に ィ 

ビと 呼ばれる 神聖な 石が 置かれて いるに すぎない。 ところで この 御嶽 や グスク と 呼ばれる 聖地 はもと 古代人の 葬 

所ではなかった かと、 琉球弧 をく まなく 調査した 仲 松 弥秀氏 はいって いる (「古 層の 村」 『わが 沖 繙』 第 四 巻 所収)。 

沖繙の 御嶽 や グスク は 本土の 神社の 原型と みなして 差し支えない。 

神社と いえば、 社殿 や 鳥居な どの 建造物が つきもの のように 考えが ちで ある。 しかし、 これらの もの は 神社に 

とって 本質的な 何物で もない。 柳 田 国 男 は 「ヤシ 口」 と は ミヤ (御 屋) の 代わりと なる もの、 すなわち 屋代 とい 

う 意味から 出発して いると いっている。 常 磐 木 を もって 祭場 を 画定す るヒ モロ ギ もまた ヤシ 口 であり、 祭に 臨ん 

でつくり、 祭が おわれば 直ちに こわして しまう 仮屋 もまた ヤシ 口 である。 

日本の 神 は 時 を さだめて きたり、 滞留 をお える とまた 帰って いくとい うのが その 特色であった。 そこで 堂々 た 

る 社殿 や 鳥居 を 建てれば そこに 神 は 常住す ると 考える の は 途方もない まちがい である。 どんなに みせかけの 大き 

な 社殿に も、 不時のば あい は 神 は 不在で ある。 

では 神 は どこに 帰る かとい えば、 祖 霊の 住む 原郷 であった。 仏教 渡来 以後、 死穢は 仏者の 専門分野 とされ、 神 

道 はこれ に 触れる こと を 忌み きらった ために、 神社 はたんなる 神 祭の 場と みなされる にいた つたが、 神が もと 祖 

霊で あると すれば、 祖先の 葬られた 土地に おいてみ たま を まつる こと はき わめて 自然な ことで ある。 

しかし 葬 所と 祭場と が 分離され るよう になる と、 神 は 祭のと き 遠くから 訪れねば ならな くな つ た。 

こうした 事情に ついてはもう 一 つの 側面から も 立証で きる。 

すなわち 日本で は 神 は 春に 山から 降りて 田の神と なり、 収穫時が すぎた 秋に はまた 山に 帰る という 信仰が 根強 

い。 神が 山 を 本拠と する の は なぜだろう か。 海 村の 人た ちが 海岸の 砂浜 や 洞窟に 死体 を 葬って きたよう に、 山村 

であれば その 屍 を 山奥に 葬る の はごく あたりまえの ことにち がいない。 山 を 葬 所と する 古代からの 慣習から、 山 


6 の 崇拝 は 生まれた のか も 知れない。 柳 田 国 男 は そのこと を 『山 宮考』 の 中で 立証しょう とした。 彼が 仮説の モデ 

神 ル としたの は、 大胆に も 伊勢神宮の 祠官の 荒木 田、 度ム 15 の 二 氏の 伝えき たった 山宮 神事であった。 祭の あとに 神 

I 人 共 食の 直 会の 儀式が あるの がふつ うで あるが、 山宮 祭で は饗膳 式が 祭の はじめに ある。 これ は 葬儀のと きの 食 

い 別れの 方式と おなじで ある。 しかも この 祭に 参列した 禰宜は 三日間の 潔斎 を 要求され た。 そうしなければ 神宮 

に 奉仕す る こと はでき なかった。 度 会 氏のば あい は、 帰りに はかならず 服 忌路を 通らねば ならなかった。 この. 10^ 

しょくえ  / 

もこの 祭が 触穢に 関係す ると 考えられる ところから、 山宮 祭場 は 荒木 田、 度 会の 一門の 葬 地ではなかった かと 柳 

田 は 推定して いる。 彼 はこの 事実から、 祖霊を その 鎮まる 山の 宮居から 一定の 期日に 里の 方へ 迎え まつり、 新嘗 

のの ちに 山に 送る という ことが 古い 氏神 祭の 形式で はな か つ たかと いう。 

この 柳 田 説 は 多くの 示唆 を 含んで いる。 山宮の 方が 古く 里宮が 新しい となれば、 山の 神が 春に は 田の神と なり、 

また 秋に は 山に 帰って いくとい うの も、 祖 霊の 送迎と ほかならぬ ことになる。 

かむな び 山が 神体 山と して 礼拝され るの も、 山容が 秀麗な ためで はなく、 そこが 古代の 葬 所で あり、 祖 霊のと 

どまる 所と して 遙 拝され たのが 最初で あつたと 私 は 考えて いる。 この 考え は 柳 田の 山宮 についての 考察と 背馳し 

ない。 では なぜ なだらかな 円錐形の 山 をえ らんで 葬った かとい えば、 その 山が 卵 または ひさ ごの 形 をして いると 

みなされた からだと いう 仮説 を 私 は 抱いて いる-、 かむな び 山に は 頂上が 一つに なって いるものと、 二つに 分かれ 

て 鞍の かっこう をして いるものが あり、 単 峯を卵 型、 双峯を ひさ ご 型と みなす ことができる。 「産屋と 喪屋」 の 

所でみ たように、 卵と ひさ ご はと もに 再生の 容器と 考えられ、 朝鮮の 墳墓 も それ を なぞって いる。 とすれば、 円 

錐 形の なだらかな 山 は 人間の 魂が 再生の ために、 帰りい くべき 所であった。 

山宮 と里宮 との 関係、 あるいは 山の 神と 田の神との 関係 は、 葬 所と 祭場が 分裂し、 両者の 距離が 遠ざかつ たこ 

とから 生じた が、 これ は 海上 他界のば あい も あてはまる。 
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沖 織で はもと は 地 先の 小島に 屍 を 運んで 捨てる 風習が あった。 そこ を 「青の 島」 と 呼んだ。 現在で も沖繙 本島 

とその 属島に 奥武の 島と 呼ばれる 小島が 数 力 所の こって いるが、 ここ はもと 「青の 島」 と 呼ばれて いた ことが、 

『おもろ さう し』 などで 立証され ている。 この 眼前に みえる 「青の 島」 こそが かって は 祖先の 霊のと どまる 所で 

あり、 常世であった。 南 島で は 二 ライ 島の 対語と して ァ ロウ 島と いう 語が あり、 双方 同一 の 意味に 使用され る。 

ところで 私が 奄 美の 金久正 氏に 聞いた ところに よると、 昔 老人た ち は- 奄美 本島の 対岸に 浮かぶ カケ ロマ 島をァ 

口 ゥ 島と 呼んだ という。 つまり 二 ライカ ナイと いえ ども かって はけ つ して 架空の 島で はな か つ た。 

しかし 時代 を 経る と 地 先の 小島に 屍 を 捨てる 風習 はす たれ、 その 一方で は 死者の 魂 は 海の はるか 遠方に おもむ 

くと いう 観念が 発達して くる。 死者の 魂 はも はや 生者の 近くに ふだんに 住む こと はなくな つたの だ。 

そこで 祖霊は 年の 折り目 毎に 老翁 老嫗の 形 をと つて 生者の 許に 来訪す るよう になる。 だがし かし、 一一 ライ カナ 

ィ から 訪れる 神 はかならず 青の 島に 一度 立ちよ つて、 そこから 上陸す ると 琉球 王府の 史書に 述べて ある (『球 陽』)。 

このような 二 段が まえの 来訪 はもと もと 「青の 島」 が 常世で あり 他界であった こと を 証拠立てる ものであるが、 

それ は 山宮で まつるべき もの を 里宮に 迎えて まつる という 祭儀の 仕方と 似通って いる。 すなわち、 このばあい 山 

宮と 青の 島と は 葬 所で ある 所の 第一 次 的な 他界で あり、 11 ライカ ナイと 里宮は 第二次 的な 聖地と して、 のちに で 

きた ものである。 

能 登の ァ ェ ノ コ トと 呼ばれる 田の神 送りの ときには、 神にたい する 態度 は 貴人 を もてなす のと すこしも 変わら 

ない。 膳 を 供えて 饗応し、 風呂に 案内して 湯加減 を 問い 丁重 をき わめる。 ここで は祖霊 または 穀霊 としての 神 は 

完全に 人間 化される。 八重 山の ァカマ タク ロマ タを 送る とき も 島民 は 別れ を 惜しんで 涙 を 流す。 それ は 神が 島民 

の 手のと どかない 遠くへ 去って いくとい う 感情が あるから である。 このよう にして 第二次 的な 他界 は 生者と 死者 

の あいだに 「距離の 哀情」 を 生ぜし める。 
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島国で あれば、 海の 彼方に 期待す る 気持 は、 おさえ 切れない ほど 強烈で ある。 島で は 粟 や 稲な どの 穀物の 生産 

はかつ がつ にで きても、 それ以上の 自給自足 は なかなか むずかしい。 鉄が 生産で きないば あい は、 鉄の 農具 は輸 

入に 頼る ほかない。 古代の 日本 もしば しば 朝鮮半島の 南部に 鉄 を 求めた。 沖 織で は 十三 世紀まで は 鉄器 を もた な 

い 時代が つづいた。 そこで 鉄の 導入 は 沖繙の 社会に とって は 甘藷の 将来 以上に 画期的であった にちがいない。 宮 

古に は 鍛冶 神が 御嶽の 神と して まつられ ている 所 も ある。 この 御嶽の 神 は 村の 人た ちの 祖先 を まつつ た 神で はな 

く、 鉄 塊と 鍛冶の 技術 をたず さえて きた 外来 神で ある。 宮 古島と 石垣 島の あいだにある 多 良 間 島で は、 鍛冶の 神 

が 日本から 沖 織 本島 を 経て 宮古 にやつ てきた こと を ほめたたえる 神 歌が のこ つてい る。 

しかし、 島 外から もたらされる もの はよ いものば かりと は 限らなかった。 与那国 島に は 海から 来寇 する 賊を退 

散させる ための 祈願の 行事と して、 大きな わらじ を こしらえて 海に 流す 習俗が かってあった。 海寇は その 大 わら 

じ をみ てこの 島に は 巨人が 住んで いると して、 おそれ をな すに ちがいな いと 島人 は 考えた ので ある。 これと まつ 

だいおうち ような きり 

たくお なじ 行事が 志 摩 半島の 大王 町 波 切に ある。 ここ もまた 九 鬼 海賊の 根拠地であった。 
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こうして みると、 海から やってくる ものに は 自分た ちの 生活 を 助ける ものと、 おびやかす ものと 二つが あった。 

そこで 島民の 切実な 希望 も 恐怖 も 二つながら 海の 彼方に 投影され た。 常世、 あるいは- 1 ライカ ナイ は、 現世の 生 

活に 利益 を 授ける もの も、 また 生命 を 侵略す る もの も、 双方の 原郷 であると 信じられた。 この こと は 四周 を 海に 

かこまれて すごす 人た ちに と つて は、 日々 に 納得で きる 事柄で ある。 

外来者に たいする 警戒の 風 は、 本土で も みられた もので、 そのために 鉄道の 駅 を 村の 中に つくる こと を 反対し、 

今では 困って いる 所 は 多い。 また 村 境に シ メナ ヮを 張って 疫病の 侵入 を ふせぐ まじない をし、 かって、 コレラな 

どが 流行した ときには、 空砲 を はなって 疫病神 をお どかし、 撃退 させようと 試みた 所 も ある。 これ も藏 いの 一 つ 

の やり方で ある。 薩南七 島で は 島 外 者の 上陸 を ことのほかに 気にした。 それ は 旅人が 伝染病 を もたらす おそれが 

あつたから である。 いったん、 それが 蔓延す ると 島 は 全滅の 憂き目に さらされる。 そこで ひどい 伝染病に 罹って 

もはや 助からな いと 判断され たもの は、 島民で あっても 船に 乗せ、 赤い 帆 を かかげて 島の 外に 流し やる というせ 

つばつ まつ た 仕打ち もお こな われた。 

常世と はこうした 島民の 生活と その 心理の 上に 成立した ものであった。 日本 本土と 南 島と を 問わず、 そこに 共 

通して みられる の は、 よき もの も 悪しき もの も 常世から もたらされる という 考えで ある。 その 悪しき もの はネズ 

ミ ゃゥン 力の ような 農作物 を 害する もので あり、 また 猛威 を ふるう 疫病神であった。 そこで これら を 常世に 送り 

返そうと した。 しかし、 そう 簡単に いかない とすれば どうす るか、 だまし、 すかして 御機嫌 をと る ほか はない。 

厄 病 神を大 みそかの 夜 だけ 一晩 泊めて、 新年の 厄の がれ をね がう 所 は 岐阜県 美 濃 市に あった。 ていねい にもて 

なした という 恩 を 厄 病 神に 売ろうと する ものである。 香川県の 小豆 島で は、 大 みそかに 近くの 四 辻に いって 「泡 

瘡の 神さん、 風邪の 神さん、 正月 三 ガ日は 私のう ちへ 神棚 をつ くって お入れす るた めに 迎えに きました が、 常の 

日に はけつ してお 出で 下さい ますな」 といいながら、 背負う かっこう をして 家に 帰り、 庭に 入る と、 こんど は 背 
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中から 下ろす まね をす る。 正月 三日に はおな じょうに して、 もとの 四 辻に つれていく という。 正月に 人の いやが 

る 厄 病 神 を 泊める ことで、 その 禍 をまぬ かれよう とする 魂胆が みえ 透いて いる。 

それにつ けて 思い起こされ るの は、 沖 織で は 天然痘に かかる こと を 「清ら 瘡 お願い」 とか 「清ら 瘡 お迎え」 と 

か 呼んで いた ことで ある。 一命 を須 すか、 それでなくても、 醜い あばた 面になる 天然痘 を なぜ 「清ら 瘡」 という 

ように ほめたたえ たか。 

比嘉春 潮の 『翁 長 旧事 談』 によると、 明治 まえの 琉球 では、 十三 年毎に 痘苗 を 中国の 福 建 省 または 薩摩 藩から 

もらって きて、 わざと 流行 させた という。 琉 球の 医師が 彼の地に 出向いて、 天然痘 患者のう ち、 頑健で 病気の 軽 

いものの 瘡 ぶた をえ らんで もらい 受けて きた。 もってき た瘡 ぶた は 細かい 粉末に して、 竹の 管で 小児の 鼻の 穴に 

吹き こむ。 すると 数日に して 発病した。 二、 三回お なじ やり方 をく り 返す と、 のちに は 首 里、 那覇 からい なかの 

方へ 自然に 伝染した そうで ある。 これ は 天然痘に 一度 は 罹らねば すまない ので、 なるべく 軽く すまそう という 方 

法 をと つた ものである。 

明治 十二 年 (一 八 七 九) の琉球 処分の 頃に 活躍した 政治家 喜 舎 場 朝 賢の 『東 汀 随筆』 によると、 琉球 では 嘉永四 

年 (一八 五一) に はじめて 痘種を 求め、 皮膚に 植える 方法が 採用され た。 しかし 痘勢 がさかん な ときには それでも 

死亡者が 出た。 そこで 鹿 児 島から 牛痘 を もってき て、 それで 種痘す る 術が おこなわれる ようになった という。 

「清ら 瘡」 を 「ねがう」 とか 「迎える」 という 表現 は、 天然痘に かかる こと を 意味す るので あるが、 こうした 表 

現 をと るのに は、 猛威 を ふるう 天然痘への へつらいの 感情が 働いて いる こと をみ のがす こと はでき ない。 それ は 

次の 琉 歌に 端的に あらわれ ている。 琉歌は 本土の 和歌に 相当す る琉 球の 歌で ある。 

歌 や 三味線に 踊り はねし ちゆて 
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清ら 瘡 のお 伽 遊ぶ うれし や 

「歌 や 三味線に つれて 踊ったり はねたり しながら、 痘瘡 神の 御 相手をして あそぶ の は うれしい」 という 意味で あ 

る。 「清ら 瘡」 はこ こで は 痘瘡 神の ことで あるが、 これ は 常識で はは かれない 奇妙な 感じの する 光景で ある。 ま 

た 

ただ 三 粒た ばう ち 今年 清ら 瘡ゃ 

上下 も 仰ぐ 神の 恵み 

という 琉歌も ある。 「今年の 天然痘 はたった 三 粒の 瘡を たまわる だけで 軽く すんだ、 というの も 痘瘡 神のお かげ 

だとい うので、 みんなが 仰ぎみ て 感謝す る」 という 意味で ある。 痘瘡 神に 「清ら」 という 形容詞 を 冠した の は そ 

の 敬愛の あらわれ である。 

日本 本土で もす でに 永禄 (一 五 五八— 一 五 七 〇) の 頃に、 若 狭の 小 浜に ある 船主の 家に 見知らぬ 老人が やって き 

てし ばらく 投宿して いたが、 立ち去る ときに 自分 は抱瘡 神で あると その 身分 を 明かし、 こんどお 世話になった そ 

のお 礼に、 おまえの 一家の 疱瘡 は 軽く すむ ように とりはからって やる といった。 そのと きの 泡瘡 神の 姿 模様 を 描 

いて 画像と して まつり、 それ を 福の 神と して 拝んで いたと いう 話が、 若 狭小 浜の 富裕な 酒造業 者であった 木崎暢 

陽の 『拾椎 雑話』 に 載って いる。 

淡 路には 疫病神 を 人形に 見立てて、 それ を 小さな 木の 船に 乗せて 海に 流す という 習俗が あった。 この 疫病神 を 

常世に 向か つ て驗ぃ 送る 行事に 似た ものが 虫送りで ある。 香川県の 高見 島の ように 虫 をと つ てきて 藁の 船に 入れ 


^ て^に 流す 所が ある。 また 藁人形 をつ くり、 松明 をと ぼしながら 村 境まで 送って いく 行事 は 全国 各地に ある。 こ 

神 れは村 境から さき は 他界で あるから、 虫と な つ て 農作物に 害 を 加える 悪霊 を 他界に 送りと どける 行事で ある。 

& また 『拾椎 雑話』 に は 次の 話が 載って いる。 昔、 若 狭の 名 胡 村に 金 を 貯えて いた 善徳と いう ものが あつたが、 

殺されて しまった。 この 亡魂が 虫と なって 近在 近郷に 害 をした。 そこで 善徳 虫と 呼んだ という ものであるが、 こ 

の 因縁 話 は あとで こしらえ たものに ちがいない。 それよりも 稲 を 害する 虫に 善徳と いう 名 をつ けたと ころが 問題 

である。 そこに は 害虫に たいする ひそ やかな 媚の 心が 働いて いる。 

享 保の 大 飢饉と いえば ゥン 力の 異常発生から 起こった ものである。 そのと き 百姓が 「虫 共への 訴状」 を 書い， こ 

こと を 堀 一 郎は 紹介して いる (『我が国 民間 信仰 史の 研究』 第二 巻 所収)。 

今度 虫 祭 森と 名付け、 役人より 木 一本 宛 出 植え、 虫 飯と して 祭 候 間、 此 森へ 悉く 集り 候え、 後年 作物 を さわ 

り不申 候えば、 ニ季に 両度 祭り 申すべく、 尚又 虫 共 仏縁の ため、 此の度 僧 方 相 頼み、 百万 べんの 御念 仏 執 一 了 

仕 候。 

これ をみ ると、 人間 は 虫 ども を 慰撫す るのに 万全 を 尽くして いる。 これ は 薩南七 島で ネズミ を ネズミ さまと あ 

がめ たてまつる 心理と よく 似て いる。 七 島で は笹の 実が 豊かに みのる 二十 五 年毎 を 狙って、 ネズミ の 大群が 海 を 

渡り 押し よせてき て は、 一 物 もの こさず 食い尽くして 去って いったと いう 恐怖の 物語が 今 もな お語り伝えられて 

いる。 ネズ ミに 敬称 をつ けないで はいられない 島民の 心理 は そこに ある。 

南 島で は 虫送りの 行事のと きに ネズ ミも 一 緒に 海の 彼方に 流す。 私が みたの は宮 古の ぽ 島で おこなわれ たも 

ので あつたが、 ムカデ や バッタ や ネズミ など 農作物 を 害する もの を、 シ ヤコ 貝に 入れて 蓋 をし、 冲ぁハ こ ある 珊 


63 常世の 贈物 


瑚礁の 岩穴まで もっていく。 屈強な 男が それ を もって 泳いで いくの だが、 それが 酉年の 男に 限られる というの は、 

二 ライカ ナイと 鳥との 密接な 関係 を 推測させる に 足りる。 

沖繾 本島から やや はなれた 久米 島で も 四月に 虫送りの 行事が あつたが、 そのと きに となえる 呪 言に は ネズミ に 

たいする ありと あらゆる 悪態が こもって いる。 このお たかべ に は 数 種類が ある。 たとえば その 一つに は 

てん て だ  よばぐ わ  ふ ぐ わ  お  たいくに お  きも くら  あよ くら 

天の 太陽の 夜這い 子の 狂れ 子の 大地に 降れて 大国に 降れて 肝 暗にな たうて 心 暗にな たうて び 

ずうな が  ぼさつ ふ  さつがい  たヒら  きょう 

びき やにな たうて 尾長に なた うて いしき よら (稲) 菩薩の 花 (稲) 殺害し ゆ もの 踏躧 しゅ もの 今日 

とかけ かけのから 大 誓い 世 誓いし めて 常世 かな やに 届けて 給 ふれ 

といった 呪 言が ある。 大意 は 「天の 日 神の、 妾の 子の、 狂った 子が、 大地に 降りて きて、 心が 愚かに なって、 精 

神が 錯乱して、 尾の ながい ネズミ になって、 稲穂 を 踏みに じり 害し、 たたり をす るから、 誓い を 立てて、 二 ライ 

力 ナイに 送りと どけて 下さい」 という 物凄い ものである。 

ほかのお たかべ でも、 悪口雑言が とめど もな く 吐かれる。 たとえば 

てん て だ  あど ぐ わ  び  ぐ わ  おとじち よ わか じちょ  な  やぶ ぐ わ  ぐ わ 

天の 太陽 いきろ 太陽の 徒な 子 不肖な 子の 弟妹の 月 若 月が 生し 敗り 子 ひれ やぶれ 子の 尾長び 

びき やにな り 

という もの も ある。 大意 は 「太陽神の、 やくざな 子、 不肖の 子の 月、 また その 月が 生み 損ねた 子が、 尻尾の なが 

ぃネズ ミ となり …… 」 という 壮絶な ものであるが、 こ の 呪 言に 太陽 や 月と ネズ ミ の 関係が 明示され ている の は 注 
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目され る。 ネズミ はもと もと 下界の もので はなく、 天上から 降りて きた 貴種であった こと を 物語って いる。 これ 

らの呪 言の 一 節に 「干 瀬の 外、 波の 外」 という 表現が あるの は、 干 瀬の 外 はも はや 他界で ある こと を 示して いる。 

さきにみ た 来 間 島の 虫送りで も ネズミ は 干 瀬と 深い 海の 境目に ある 珊瑚礁の 所までと どける。 

こうした 例 は 南 島に のみ みられる のではなかった。 祝.； 詞の 中に も 「たたり 神 を i しぎる」 呪詞が ある。 すな わ 

ち、 たくさんの ごちそう をお 供えす るから、 と 神の 気持 を ひいた 上で 「皇居に いるた たり 神 はこれ 以上た たる こ 

と を やめ、 今よりも つと 眺望 もよ く 清らかな 山川に めぐまれた 場所に 移って 神と して 鎮まります ように」 と 御 機 

嫌 をと りながら お引きと り をね がう 下心が 露骨で ある。 「六月の I りの |< お という 祝詞に も 天つ 罪と 国つ 罪 

と を 「根の 国 底の 国」 に 吹き はなつ こと を 祈る 文章が ある。 ここで 特色が あるの は 「I！ の II の 祭」 の 祝詞で ある。 

別れ道の 所に は、 今日で も石敢 当の 字が みられる ように、 魔神の 侵入 を ふせぐ 神が 立って いる。 その 神 こ， 向かつ 

て 

あら うと  あ、， まじ こ 

根の 国 • 底の 国より 麁び 疎び 来む 物に、 相 率り 相 口 会う 事な くして、 下より 行かば 下 を 守り、 上より 往か， よ 

上 を 守り、 夜の 守り 日の 守りに 守り まつり、 斎い まつれ 

と 呼びかけ ている。 根の 国 や 底の 国から やってくる 荒々 しい、 粗野で、 うとまし いものの 仲間に なって、 口裏 を 

あわせたり 共鳴した りして 自分の 任務 を 忘れる ことがない ようにと 道の 神に 警告 を 与えて いるの だ。 この 兄 一  1 で 

みると、 根の 国 底の 国 は、 疫病 や 害虫の ように 暗く けがれた もののより あつまる 国と 考えられ たらしい。 それ は 

よき もの も 悪しき もの も 常世、 根の 国 を原郷 とすると いう 考え を 下敷きに している こと はまちが いない。 ただこ 

こで は、 はじめに 御機嫌 をと つたり 媚びへ つらったり していた ものが、 あとで は おどしに 転化して いる ことこ 注 
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意すべき である。 人間が 神 を 脅迫す ると は 西洋 流に は 考えに くいこと だが、 神社に も 官位 を 授けたり している と 

ころから みれば、 日本で はかくべ つめず らしい ことで はな かつ た。 

ところで、 日 神 アマ テラスの 弟に あたる スサノ オノ ミコト が、 農作物 を 荒した あげく、 手足の 爪 やひげ を 抜か 

れて 根の 国に 追放され たという 故事 は、 スサ ノォが 粟の 女神の ォ ォゲッ ヒメ を 切り殺し たという 『古事記』 の 話 

とも あわせて 考えて みると、 さきに 述べた 久米 島のお たかべ に、 ネズミ が 爪で 稲 を 引っかけて かみ 破った から そ 

の 故郷の 常世に 流し やる という 行事と 酷似して いる。 

では 所払いに よつ て 共同体から 追放され た 神 はい つ たいどの ような 運命 を もつ ことにな るか。 それ を 次に みて 

みたい。 

『日本書紀』 に 描かれた スサノ オノ ミコト の 追放され ていく 姿 はき わめて 印象的で ある。 スサ ノォは 手足の 爪 を 

抜かれ、 根の 国に 追われて いった。 

ながめ  ゆ  かさみの  もろ かみた ち  いわ  いまし  み しわざ 

時に、 霖 ふる。 素 嗚尊、 青草 を 結束いて、 笠 蓑と して、 宿 を 衆 神に 乞う。 衆 神の 曰く、  r 汝は是 躬の行 

獨 悪しく して、 逐ぃ謫 めら るる 者な り。 如何 ぞ宿を 我に 乞う」 といいて、 遂に 同に 距ぐ。 是を 以て、 風雨 甚 

だ ふき ふると 雖も、 留り 休む こと 得ず して、 辛苦みつつ 降りき。 爾 より 以来、 世、 笠 蓑 を 著て、 他人の 屋の 

内に 入る こと 諱む。 又 束 草 を 負いて、 他人の 屋の 内に 入る こと 諱む。 これ を 犯す こと 有る 者 をば、 必ず 解除 

おお  いにしえ のこれる のり 

を 債す。 此、 太古の 遺 法 なり。 

この 一節 は 追放され た 罪人の 姿 を 描いて あざやか である。 こうした 流浪の 神と いうの は 貴種 流離 譚の 中の 人物 

である こと はうた がい 得ない が、 それ を 証拠立てる 行事 を 現在 も 八重 山の 川 平に 伝わる マ ユン ガナシ にみ る こと 
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がで きる。 私が 南風 野英三 氏から 聞いた ところに よると、 一 年の 折り目で ある 節の 日に 神 は 人間の かつ こう をし 

て、 今晚 だけで よいから 宿 を かして くれ、 と 川 平の 家々 を 頼んで まわった が、 どの 家 も 節 (正月) だから 旅の 人 

は 泊める ことができな いとこと わった。 ただ 南風 野 家 だけが その 旅人 を 泊めた。 旅人 は よろこんで、 「私 はほん 

とうは 人間で なく 神で ある。 ほかの 家 は 宿 を かして くれなかった が、 おまえの 家 は 親切だった から、 ほかの 誰の 

家の 作物よりも みのるよ うにして あげる こと を 約束しょう。 明年 もまた 節の 晚に やってく るから 迎えて くれ」 と 

いって 去った。 それから 南風 野 家の 作物 はよ くで きる ようになった といわれ、 それ を 記念して 村の 若者が クバの 

葉で つくった 笠 蓑 を 着て 家々 をたず ねて まわり 祝詞 を 述べる 行事が つづいて いる。 この 行事 は 雨の しとしと 降る 

暗い 晚を えらんで おこなわれる というが、 スサノ オノ ミコ トの 追放され ていく 姿に そっくり である。 

ところで この 八重 山の 話と 似た 逸話が 『常 陸 国 風土記』 に 載って いる。 新嘗の 祭の 夜に、 旅人の 姿 をして いた 

神が 宿 を 乞う と、 富 土の 山 は 忌み ごもり している という 理由で ことわつ たが、 筑 波の 山 は 泊めた ので、 神 は富士 

山に は 怒って、 いつも 雪が 降って のぼれない ようにし、 親切な 筑 波の 山にたい して は 人び とが あつまって 歌った 

り 飲んだり してた のしく さわぐ ような 山に したと いうので ある。 また 『備後 国 風土記』 に は 蘇 民 将来と いうまず 

しい 男 は スサノ オノ ミコト を 泊めた のに、 金持ちの 弟 は 宿 を ことわった というので、 スサノ オノ ミコト は 茅の 輪 

を 蘇 民 将来の 家族に つける ように 命じた。 そして その 輪 をつ けない ものた ち はすべ て 疫病で ほろぼして しまった 

という。 この 茅の 輪 は 後世で は 疫病 をよ ける まじない とされて いる。 

以上の 故事 や 伝承から 次の ような 要約 を ほどこす ことができ るだろう。 農作物 を 荒した という かどで 所払いの 

刑に 処 せられた 高貴な 血筋の 人間が、 自分の 罪 を 背負った まま、 村々 を 経め ぐる。 そこで 苦難 を 嘗める が、 また 

迎え入れて くれる 家 も ある、 という ものであって、 『竹 取 物語』 のかぐ や 姫の ように 天上で 罪 を 得た 人間が 地上 

で責 種と して 受け入れられる という 型 を 示して いる。 折 口 信 夫の いう 「まれび と」 の 発想 はこ こに あると 私 は 思 
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つてい る。 

折 口 信 夫 は 柳 田 国 男と 対談した ときに 次の ような 言辞 を もらして いる。 

日本の 村々 でい う 村八分み たいな 刑罰に よって、 追放 せられた 者、 そういう 人た ち も、 漂浪して 他の 部落に 

はいって 行く。 

旅 をつ づけて 不可解な 経路 をた どって、 この 村へ 来た。 それが すでに 神秘な 感じ を もたせる ほかに、 その 出 

現の 時期 だと か、 状態 だと か 服装 だと かいろい ろな 神聖 観 を 促す 条件が ある。 (「民俗学に ついて」 『柳 田 国 男 第 

二 対談 集』) 

これ をみ ると、 折 口 は 「まれび と」 の 出現 を 村落共同体の 内法が 生きて いた 時代に あわせて 考えて いたの はた 

しかで ある。 村々 が 孤立して くらし をい となんで いた 時代に は 村 は 宇宙で あり 世界であって、 そこに は 神聖な 捷 

が 共同体 を 維持す るた めに まもられ ていた。 この 按を 破った ものに たいする 制裁の もっとも 重い もの は藏 い、 す 

なわち 村から 永久に 追い払う ことであった。 虫送り を 「畦ば らい」 ともいう ように、 悪霊が 虫 や 人間に つくと い 

う 考えから 払う のが 敏 いの 原義で あるが、 現実に は それら を 追放す る ことになる。 

ところが 「南 島 村 内法」 をみ ると、 沖繙の 村々 では 明治 二十 年代の 捷 として 「他村より 所 払の 者へ 借 宅 致す ま 

じき こと」 の 一項が みられる (奥 野 彦六郎 編著 「南 島 村 内法」 法務 資料 第一 一 一 二 〇 号)。 こうした とりきめ は 新しく はじ 

まった ものと は 思えない。 というの も、 村の もの を 追放の 刑に 処 する 以上、 こんど は 外部からの 来訪者 をき びし 

く 吟味す るの は あたりまえな 話 だからで ある。 このよう にして スサノ オノ ミコ トが あちこちの 村 を まわ つ て も 皮 

に 宿 を かそうと しな か つ たの はとう ぜん だとい える。 
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では スサ ノォが なぜ 神と して 受け入れられ たか、 といえば、 その 土地の 悪しき 霊で ある ヤマタ ノォ ロチを 退治 

したから である。 この 大蛇 は 「可畏 き 神」 であった。 それ を 殺す ことができ たの は、 スサ ノォの もつ 荒ぶ る 力に 

よってで ある。 『記紀』 に は 彼の 濫 行と 記して いるが、 道徳的に よい か 悪い か、 それ は 問う ところではない。 大 

きな 霊の 力に よつ て 小さな 霊 を 圧服す る 資格 を もつ ことが、 その 土地の もの を 心服させる 来訪 神の 条件で ある。 

所払い を させられた スサノ オノ ミ コ トには それだけの 暗く、 烈しい 力が やどって いたの だ。 

ス サノォ はさきに みたよう に 蘇 民 将来の 話に 出て くる 神で ある。 この 故事に もとづいて、 茅の 輪 をく ぐって 疫 

病よ けの まじない とする 神事が おこなわれ ている。 となれば、 スサ ノォは 農作物 を 害する ネズミ に なぞらえられ 

る 一方、 もともと 疫病 を 流行させる 神で もあった ことが 分る。 スサ ノォが 長雨の 降る 中 を 苦しみながら さまよつ 

たという の は、 長雨に よって 疫病 や 害虫が 発生し 流行して、 人び とが 苦しむ こと を 暗示して いる。 中世の 説話に 

は、 しばしば 人語 を ささやいて 村々 を 襲い 戸口 をう かがう 群 行の 疫病神が 考えられて いるが、 中には 赤い 裘 の 

衣 を 着、 冠 をつ けた 姿と か、 女形と か 色 青ざめ 瘦 せた 白 ひげの 老人な ど 種々 に 空想され てきた、 と 伝えられ るが、 

これらの 原型 はスサ ノォの 姿な ので ある (柳 田 国 男 監修 『民俗学 辞典』)。 「道の 饗の 祭」 が 根の 国 底の 国から 荒び く 

るう とましい 疫病神に 食物 を 与えて お引きと りね がう 祭で ある こと はまえ に 述べた。 これが 祇園 信仰と むすびつ 

くと なれば、 牛 頭 大王 または 武塔 神と しての スサ ノォの 役割 もます ます 大きく なること は 争えない。 つまり スサ 

ノォは 平安時代に は 人び とに 疫病 をまぬ かれさせる 最 有力の 神と して 変貌す る。 かって は 疫病 を もたらす 悪霊で 

あり、 農作物 を 荒す 最大の 害虫であった スサ ノォの 役割が、 どうして このように 変貌し 得た か。 

それ はスサ ノォが 大蛇 を 殺して、 人び と を 救った という ことのほかに、 権力闘争に 敗退して 憤死した 死霊の た 

たりに よって、 疫病が はやり、 害虫が はびこる という 御霊 信仰が 流行して、 スサ ノォは 疫病 流行の 元凶で ある 役 

割 を 担う 必要が なくなった ことが 考えられる。 しかし 私が さらに 考えて みた いのは、 媚びへ つらい、 なだめす か 
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して， 禍 神の 御機嫌 をう かがい、 その 果てに、 その 神 を 福 を もたらす 神と して 転化させる という 日本人の 信仰の 

特色に ついて である。 

それ は、 桜 井 徳太郎 氏が 指摘す るよう に、 不遇の 死 をと げた 怨霊の すさまじい たたりの 力 を 利用して、 稲の 害 

虫な ど を 憎 伏させよう とする のとお なじで ある (対談 「常世と 御霊 信仰」 拙著 『民俗 論の 原像』 所収)。 

大きな 霊の 力に よって 小さな 悪霊 をお さえつけ る。 そのこと はまた 反逆罪の レッテル を 貼られて 死罪に 処 せら 

れ た大津 皇子が 奈良 盆地の 西に そびえる 二 上 山の 山頂に なぜ 葬られた かとい う 謎 を 解く ことに もなる。 二 上 山の 

真下に は 日本 最古の 街道で ある 竹 内 街道が 通って おり、 それ は大阪 平野と 奈良 盆地 をつな ぐ 大動脈であった。 ま 

た 二 上 山の 裏側 は 古墳 や 御陵の 集中す る 所で もあった。 そこで 恒みを 呑みながら 死んだ 怨霊の 力 を もって、 奈良 

盆地に 侵入す る 悪霊 を ふせぐ という 役割 を 朝廷 は 与えた ので あると 思われる。 

それと 似て いるの は、 奈良 盆地で も、 あるいは 東北の 津 軽の 農村で も 現在 おこなわれて いるが、 六月 頃に 藁の 

大蛇 をつ くって、 それ を 田んぼ を 見渡す ような 高く 大きな 木に かけて おく 習俗で ある。 すなわち、 それ は 蛇の も 

つ 「邪 視」 の 力 を もって 田んぼ を 荒す 害虫 をお さえつけ よう、 という 念願に もとづく ものである。 「大蛇の 目晴 

がかが や」 けば、 どのような 悪霊 も 1 たまり もない としたの である。 

ところで、 まえに 述べた ように、 青草の 束 を 背負って 笠 蓑の 代わりにした かっこうで 家の 中に 入る ことが 忌み 

きらわれ、 「これ を 犯す こと 有る 者 をば、 必ず 解除 を 債す。 此、 太古の 遺 法 なり」 と 『書 紀』 にある の は なぜ 

だろう か。 そうした 姿 をす る もの は 神に ほかならぬので、 人間が おなじような かっこう をす る こと を きびしく い 

ましめ たのであった ろう。 ここで、 「太古の 遺 法」 というの は、 それが 共同体の 内法であった こと を 知る。 「まれ 

びと」 と 村 内法と を むすびつける 私の 考え はこれ においても たしかめられる。 神の 服装に ついては すでに 笠 蓑 を 

つけた 八重 山川 平の マ ユン ガナシ の 例で もみた ところで あるが、 西 表 島に ある 古 見 部落で も、 毎年 一 1 I ルビ ト、 
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すなわち 一一 ライカ ナイから きた 人と 呼ばれる ァカマ タク ロマ タが 出現す る。 これ は、 『八重 山 島 由来 記』 に 

昔 古 見 邑の三 離 嶽に猛 へう の 御 神、 身に 草木の 葉 を まとい、 頭に 稲穂 を 頂き、 出現の 時 は 豊年に して 出現な 

きとき は 凶年 なれば、 所 中の 人、 世 持 神と 名 づけて 崇べ 来たり 候 

と あるよう に、 全身 草木の 葉で 蔽 われた 神な ので ある。 「世 持 神」 の 「世」 は 穀物 を 指す。 それ は 二 ライカ ナイ 

から 穀物 を もたらす 神で ある。 また 『宮 古島 旧記』 にも 

男 神 は 紅葉 を 以て 荘厳す 故に 木荘 神と 云う、 女神 は 青草 を 以て 身 を 荘厳す 故に 草荘 神と 曰う 

と ある。 このような 例 は 日本 本土で も みられた。 賀 茂の 葵祭のと きに 参加す る 神人た ち は フタ パァ オイの 葉 を 頭 

にさす。 また 神楽 歌に ある 

わぎも こ  あなし  やまびと  やま かずら 

我 妹 子が 穴師の 山の 山人と 人 も 知るべく 山 葛せ よ 山 葛せ よ 

というの は、 本書の 冒頭で 述べた ように 大和の 三輪 山の 北に ある 穴師 に、 その 背後の 山国から 山人が カズ ラをか 

ぶ つ て 祭の 日に 降りて くる さま をうた つ たもので ある。 その 姿 をした 穴師の 山人 は 他界から 訪れる 神と みなされ 

た。 こうした 遠方からの 来訪 神 を 折 口 信 夫 は 「まれび と」 と 呼んだ。 まれび とに は、 翁嫗の 仮面 を かぶった 八重 

山の 「あんが ま」 のよう な 祖霊神 も あれば、 悪 石 島に 出現す るシュ 口の 葉 をつ けた ボゼ や、 蓑 を 着た 秋 田の ナマ 


ハ ゲ のように 妖怪の 姿 をと つ たもの も ある。 

いずれにしても 神の 訪れに あたって、 神に なった 人間が 仮面 を かぶり、 木の葉 を まとって くると いうの は 注意 

すべき 現象で ある。 そうする ことで 日常 的な もの を 脱して、 神聖な 姿に 変貌す る。 

だが、 それば かりで なく、 青い 木の葉 を かぶる の は 日光 を 遮って 忌み ごもる 姿で あり、 他界 を 表現して いる。 

沖繙 にある 「青の 島」 が 人 を 葬った 小島で あるよう に、 青 は 他界の 色な ので ある。 ただ、 こうした 草木に よそお 

われて 出現す る 神 は、 かならずしも 来訪 神に 限定す る 必要 はない。 それ は 次の 例で も 分る ように、 神の 一般的な 

姿な ので ある。 
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宮 古島の 北部に ある 狩 侯と いう 部落 は 原生林 を 背後に 背負い、 まえ は 三方 を 石垣で かこまれた いたって 古風な 

村落で ある。 そこで おこなわれる 祖神 祭の ときには、 毎年 旧の 十月から 十二月までの あいだに 五 回、 ッカサ (神 

女) たち はいずれ も 青い 木の葉で 編んだ 冠 を 頭に かぶり、 白い 神 衣 を 着て 杖 を 突き、 足 はは だしの ままで 山 ごも 

りする。 そうして ススキ の 穂 を 小屋に 敷いて その上に 寝る という 苦行 をお こなう の だが、 さいごの 夜 は 部落の 中 

む ど 

の 元と 呼ばれる 家で 一晩中 神 フサと 呼ばれる 神 歌 をうた つて 夜 を 明かす。 あくる 日の 午後もう 一度 山から 降りて 

きて、 そこで また 長時間 神 フサ をうた つて それでお わる。 

期日 はすこし ずれる が、 祖神祭 は 狩 俣のと なりの 島 尻と 大神 島で も おこなわれる。 島 尻と 大神 島で は その 祭の 

さいごの 夜に、 神 女た ちが 一力 所に あつまって、 長時間 神 歌 をうた つた あと、 はだしの まま 闇の 中 を いっせいに 

走り出す。 山野の 蔓草に からまれ、 木の 枝に 肌 を 傷つけ、 崖 や 岩角に つまずきながら、 たおれる まで 走り やめな 

い。 それ は 祭のと きに 彼女ら の 中に やどった 「神」 が 最高に 達する 瞬間で ある。 しかし、 いったん たおれる と、 

その あと は 死んだ ようにう ごかない。 たおれた とたんに 「神」 は 去って いくから である。 


73 動物 神の 訪れ 


さて、 狩 俣の 祖神 祭に ついては 次の ような 伝承が ある。 

昔、 豊見赤 星て だな ふらと いう 女が、 狩 俣の 御嶽で ある 大城 山に ただ ひとり 住んで いた。 あるとき 若者が 忍ん 

できた という 夢 をみ たら、 彼女に 一 男 一 女が 生まれた。 「て だな ふら」 というの は 「太陽な 子」 が 訛った も の で 

ある。 彼女 は 自分の 産んだ 子供の 父親が 分らない ので、 赤ん坊 を 抱いて 初 外出した ときに いき あう ものが 父親で 

あると 心に きめた。 そうして 家の外に 出て みると 山の まえの 大 岩に 大蛇が 這い かかり、 子供 をみ て 首 を あげ、 尾 

を ふって よろこび 踊る ような 風情が みえる ので、 この 赤子の 父親 は 蛇であった こと を 知った。 男の子 は 狩 俣の 氏 

神と なった。 女の子 は 「山の ふせらい 青す ば (青し ば) の 真 主」 と 呼ばれた。 この 娘 は 十五、 六 歳の 頃に、 髪 を 

ふり 乱し、 白い 神 衣 を 着て、 ッ タカ ズラを 帯に し、 カズ ラを八 巻の 下地の 形に まいた こうつ (カウス ともいう) 

て ふ さ  かみあ や ご 

を かぶり、 高 こばの 筋 を 杖に して 右に 突き、 手 草と 呼ばれる 木の葉 を 左手に もち、 神 綾 語 をうたい、 自分 は 世の 

ためになる といって、 大城 山に とびあがり、 行方 知れずに なった。 そこで 狩 俣の 女た ち は 年に一度 ずつ、 大城山 

にあつ まって、 山の ふせらい の 装束の ようにして、 昼 中 は 野 山に 閉じこもり、 晚 方に は 諸 村の 根 所の 嶽々 にあつ 

まって 神 遊び を するとい う。 これが 祖神 祭の 由来で あるが、 「山の ふせらい」 は 山の 妖怪 を 指し、 「青す ば」 は 神 

女 たちのか ぶる 木の葉の 青い 冠 を 意味す る。 狩 俣の 夏祭のと きに 「綾 語 衆」 という 男た ちに よってうた われる 神 

歌 は 次の ような ことばで はじまる。 

あかぶ し 

天の 走 星よ 

て だ ふわ ま 5- す 

太陽な 子 真 主よ 

山の ふせらい よ 

青す ばの 真 主よ 


民俗の 神 74 


この 荘重な 呼びかけに は 「青す ばの 真 主」、 すなわち 青い 木の葉の 冠 を かぶった 山の 妖怪 を 自分た ちの 先祖と 仰 

ぐ 親愛の 情が こめられ ている。 神 歌で は 大蛇の 子 を 先祖と して、 その子 孫た ちが 狩 俣の 部落 を きずきあげ ていく 

さまが うたわれる。 祖 というの は 男の 先祖で なく、 母親 もしくは 母系の 先祖 を 指す ので ある。 祖神祭 は 文字通り、 

狩 俣の 先祖の 母 神の 祭であって、 神 女た ち は 自分ら の 母 神の かっこう を 演じる。 そこで 狩 俣の 男た ちに は 祖神祭 

の ときには、 妻で あり、 姉妹で あり、 母で も ある 神 女た ち を 土下座して 礼拝す る。 

こ こで 思い出される こと は、 蛇 を 自分た ちの 先祖に 仰ぐ 伝承 はかならず しも 狩 侯に 限つ たこと でない という こ 

とで ある。 宮 古島の 漲 水 御嶽に のこる 伝承で は、 夜な夜な 若い 男が 通って くるので、 娘 は その 男の 片 かしら (ま 

げ) に 麻の 糸 を 通して おき、 あくる 朝 それ をた どって いくと、 大蛇が 片目に 針 を さされて 苦しんで いた。 そこで 

漲 水 御嶽の 神 は 片目 だとい われる。 これ は 三輪 山 そっくりの 説話で ある。 おなじ 説話 は 九州 豊 後の 緖方三 郎の伝 

承に も みられる。 緖 方の 一統に は 代々 脇に 鱗が あったり、 または 尻尾の 型が のこって いて、 そのために 緖 方の 姓 

を もつ ようになった といわれ ている。 祖先 神と しての こうした 動物 は 族 霊の 面影 を やどして いると みられる。 狩 

俣の 神 女た ちが かぶる カウスと いう 木の葉の 冠 は 「青す ば」 とも 呼ばれる。 「青す ばの 真 主」 が 大蛇の 子と して 

生まれた 以上、 それ を 頭に いただく こと は、 じつは 蛇 身と なること を 意味して いると 私 は 思う。 じじつ、 カウス 

の 冠の 裏側 は 蛇が とぐ ろ をまい たような か つ こうに 編まれて いるので ある。 

古代人 は 特定の 動物 を 自分の 先祖と 思い こむ ことが 多 か つ た。 蛇に まつわる 伝承の も つ とも 濃厚な 地域 は 信 濃 

と、 九州の 豊 後の 脊梁 山脈 地帯で あるが、 それに 比して 南 島 はとう ぜん 海の 生物との 深い 関わり あい を もつ。 

サメ  (南 島で は サバ) ゃィ ルカ (南 島で はヒ ー ト)、 海亀 や ジュゴン (南 島で は ザンの 魚) は、 竜宮の 使者と 

みなされて きている。 沖繙 では サバゃ 亀 を 食べない という 人 は 多い。 とくに 女た ち は r サバ はこ わい から 食べな 
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い」 という。 そのお そろ しげな 姿な り 性質に ついては、 南 島の 人た ち は 本土の 人間の 何 倍 もの 実感 を もっている。 

しかし サバ にたいする 畏怖に は 次の ような 感情が 流れて いる こと をみ のがし 得ない。 八重 山で 難船した ある 人が 

サバに 身体の 一部 を 食い ちぎられて 死んだ とき、 その 身内の 老婆 は 神の 罰が あつたと いうので、 死体 を 引きと り 

たがらな か つたと いう。 それ はサバ を 神聖 視 している からに ほかなら ない。 

しかし、 他方で は サパの 背に 乗せられて 溺死 をまぬ かれた という 伝承 を もつ 家が あちこちに のこって いる。 八 

重 山 群島の 黒 島に 伝えられる 多 良 間 真 牛の 話 や、 宮 古の 統一 者の 仲 宗根豊 見 親の 話 はとり わけ 有名で、 両家の 子 

孫 は 今もって サバの 肉 を 食べない。 知らずに 食べた としても 奪 麻疹が できたり する、 という 話 を 私 は 直接 聞いた。 

興味深 いのは 仲 宗根豊 見 親 玄雅が 首 里の 中 山 王府に 伺候しての 帰途に 船が 難破した が、 そのと き、 大きな サバが 

自分の 背に 乗せて、 彼の 生まれた 島に はこんで くれた。 そこで 沖繙の 史書の 『球 陽』 は 彼の こと を 「鯖 祖氏玄 

雅」 と 記して いる。 それ は サバを 先祖と する 玄雅 という 意味で ある。 ちなみに 当時 は 帆船だった から 沖繙 本島 か 

ら宮 古に 帰る のに は 北風 (南 島で は ニシと 呼ぶ) を 必要と した。 そこで、 宮古 本島の 北東に ある 大神 島で は、 旧 

暦 六月 頃に 吹く 北風に 「とよみ やにし」 という 呼称が 今もって 使われて いる。 

サバの 背に 乗せられて 無事 助けられた 話は宮 古に はま だいくつ か ある。 恩返しに と 牛 や 山羊 や 豚 を 屠り、 その 

頭 を 投げて やる と、 サバは うれしげ に それ を くわえて 立ち去った、 という ことで、 今日で も 池 間 島で は 年に 一 回、 

旧の 六 七月の 頃、 海の 神への 感謝の 供物に、 豚の 頭 を 海に 投げる 習慣が つづけられ ている。 これと まったく おな 

じに、 ソロモン 群島の マライタ島 では、 サメを 自分た ちの 先祖と みなして おり、 サメに 豚の 頭 を 与える 習俗 を 今 

日で もみる ことができる。 また カロ リン 群島で は 死者 を 水葬に 付した 時代が あり、 サメに 食われる の をね がった 

という。 そこで、 こうした 一連の 事実から、 かって はサバ (サメ ) を 先祖と する 信仰が わが 沖繙 でもあった ので 

はない かとい う 推測が 成り立つ。 サメに 助けられ たという 話 も、 そうした 信仰から 派生した ものであろう。 
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これ は 南 島に 限った ことで はない。 志 摩 半島の 的 矢 湾の 奥に ある 磯部の 人た ち は、 かって サメに 助けられ たこ 

とが あると して、 今 も サメの 肉 を 口にしない。 磯部に ある 伊 雑宮に は、 船が 難破して 人び と は 船板に すがり、 

たわらで サメ がその 背に 人間 を 乗せて 泳いで いる 絵 を かけて あつたと いう。 伊 雑 宮の御 あと 呼ばれる 御田 植 祭の 

ときには、 竜宮の 使いの 七 本 鮫が 的 矢 湾に 背 びれ をみ せて、 伊 雑宮に 参詣に くると いう 伝承が ある。 そのために 

その 日 は 海女 も 海に 入らない。 伊 雑宮の 近くに は、 志 摩の 漁民が 山ァテ にす る 青の 峯が あり、 それ は、 海上から 

も 望まれる 山で あるが、 その 頂上の 正 福 寺の 本尊に まつられる 十一面観音 は、 鯨の 背に 乗せられて 志 摩の 海岸に 

上陸した という 縁起が 伝わって いる。 この 正 福 寺 は 海難 防止に 霊験の ある 寺で、 本堂に は 難船の 憂き目に あって 

かろうじて 命 助かった 漁民た ちが 感謝の ために 奉献した 絵馬 を ずらり とかけ て ある。 それと みあうよ うに 「ィル 

力の 磯部まい り」 とか、 ィ ルカに おそわれた ときには 「磯部 さまのお 守り を もっている」 といえば よい、 という 

話 も 伊豆 七 島 や 能 登にまで 広が つてい る。 

この 磯部の 地 は 海人 族の 文化が 黒潮に 乗って 南から 伝えられた 濃厚な 痕跡 を もっている。 『倭 姫 命き ，1』 とい 

う 鎌倉時代の 初期に つくられた 書物に は 「伊勢の 斎宮の ャ マト ヒメが 巡行の 途中に 磯部に 立ちよ つたと き、 ある 

日 あまりに 鳥の 声が さわがし いので 使い を やって みさせる と、 芦原で 鶴が 稲穂 を くわえて いた」 という 話が 記さ 

れ ている。 鳥が 五穀の 種子 を はこんだ という 話が 南 島に ある。 また 五穀の 種子が 常世から もたらされる というの 

は、 八重 山の ァカ マ タク 口 マタが 「二 ー ルビ ト」 (二 ライカ ナイの 人) とも 「世 持 神」 (穀物 を もたらす 神) とも 

いわれて いる ことで も 推察が つく。 

南 島で は、 サバの ほかに、 海亀の 背に 乗せられて 命 を 助けられた 人の 話が ある。 『球 陽』 によると、 尚 巴 志の 

時代に 沖繙 から 中国に 通 事と して おもむいた 男が、 途中で 台風に あい、 漂流して いると ころ を 大きな 亀が 出て き 

て、 背中に 背負った。 また 二 匹の サパが 左右からより 添って 助けて くれたと いうので、 通 事 は 感謝して 亀と サパ 
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の 肉 を 食べない こと を 誓い、 子孫 も 代々 これ を まもって いると いう。 宫 古島で は 狩 俣の 四 島の 主が、 あるとき 捕 

えられて 殺されよう とする 亀に 出 あい、 それ を 逃がして やった。 その あと、 四 島の 主が 八重 山に いくとき に 時化 

に 出あって 船が くつがえ つたが、 亀に 助けられ たといい、 宮 古の 古 謡に うたわれて 今日まで 伝えられ ている。 こ 

れは浦 島太郎 そっくりの 話で あるが、 浦 島 物語からの 翻案で あると は 思えな いのは、 宮古、 八重 山 を あるく と、 

こうした 話が 今日で もな お あちこちに つくられて いるから である。 

石垣 港の 突堤の 入口 は、 船の 出入りの ときに 通る のでよ く 目につく 場所で あるが、 そこに 浜 崎 灯台と 呼ばれる 

昔風の 小さな 灯台が 立って いる。 これに は 一 つの 話が あって、 以前 浜 崎と いう 人が、 二、 三 艘の船 を もって、 お 

もに 竹 富 島から 貝 や 海藻の たぐい を 買いつ けて 海産物の 商い をして いた。 あるとき、 石垣 市の 新 川に いる 糸満漁 

夫が 亀 をと つたので、 浜 崎 は それ を 買いと り、 自分の 姓 を 甲に 刻んで 逃がして やった。 それから 数年た つて 台風 

にお そわれ、 ほかの 持ち主の 船 はこと ごとく こわれた が、 浜 崎 丸 だけ は 何の 傷 もな く 干 瀬に 打ち あげられ ていた- 

その 船の 底 をみ ると、 海亀が その 甲で 船の カジ を 支えて いた。 おどろいて 亀 を しらべて みると、 ハ マサキと 書い 

た 文字が はっきり とあった。 亀のお かげで 船が こわれなかった というので、 そのお 礼に 浜 崎 灯台 を 建てた、 とい 

う。 

南 島で は 亀 をと ると 不漁 や 時化に なるとお それ、 亀の 肉 を 食べる の を いやがる 人た ち は 多い。 これらの ことか 

ら、 サメゃ 亀 を 先祖と 考える 信仰が かって は 存在した ので はない かと 推測す る ことが 可能で ある。 とすれば、 こ 

れらの 動物 は、 先祖の 国から 訪れて 姿 を あらわす という 風に 南 島の 人た ちが 思った としても、 すこしも ふしぎで 

はない。 祖 霊の 住む 島、 すなわち 二 ライカ ナイ を宮 古島で は 竜宮と 呼ぶ。 サメを 竜宮の 使者と 呼ぶ の は 『記紀』 

に照らして も 明らかで ある。 海神の 娘の トヨタ マ ヒメ は 大きな ヮ 一一 (サメ ) の 姿と なって お産 をし、 また ヒコホ 

ホデ ミノ ミコト を 自分の 背に 乗せて 陸上に 送りと どけた と ある。 さらに 神武 帝の 兄弟 は、 熊 野灘で 身を投じて サ 
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ヒモチ の 神と な つ たと ある。 サ ヒモチ の 神と は 古代人が 大ザ メ に 与えた 尊称で ある。 

海の 生物の 中で 竜宮の 使者、 あるいは 海神の 乗り物と みなされ たの は サメゃ 亀ば かりではなかった。 

奄美 では、 海神の 迎え 祭のと きに 海岸で 神 女た ちのお こなう 漁りの 儀礼の 中で、 次第に 輪 を ちぢめて 波間に 浮 

き 沈む ィ ルカ をと る 仕草 をす る ものが ある。 沖 縛 本島の 東海岸に ある 久志 村の 汀 間で は、 海 願いのと きに 

ヒ ー トの魚 は 

わが ニレ ー に 

わが カナ ー に 

つなぎお ける よ  ， 

という 古 謡が うたわれる。 ヒ ー ト はまえ に 述べた ように ィ ルカの 南 島 語で あり、 ニレ ー カナ ー は 二 ライカ ナイで 

ある。 つまり 海神が ィ ルカ を 自分の 乗り物と している ことが これで 分る。 これとおなじ ような 歌が ザ ンの魚 (ジ 

ュ ゴン) についても うたわれる。 沖繙 本島の 北部の 大宜味 村で おこなわれる 海神 祭で は、 次の ような 歌 をうた う。 

二 レ I 潮 やさ すら どや 

みなと 潮 やみつら どや 

遊ぶ 吾 身の 

ユレ I 神 や 

ザンの 口 ど 取 ゆる 
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この 歌の 大意 は、 「常世 浪 がさす から、 水門に 潮が 満ちる から、 二 ライの 海の 神の 自分 はもう お 暇乞い をし な 

ければ ならぬ。 はやく 馬 を もってこい」 という 内容の もので ザ ンの魚 を 海神の 乗る 馬に たとえた ものである。 こ 

の ザンの 魚を宮 古の 伊良部 島で はョナ タマと かョ ナイ タマと 呼んで いる。 おそらく 「海 霊」 の 字 を これに あてた 

と 思われる。 この ョナ タマ は 人面 魚 体の よく 物 をい う 魚であって 『宮 古島 旧記』 に は 次の 話が 載って いる。 

漁夫が ある 日ョナ タマと いう 魚 を 釣った。 翌日 それ を 食べようと、 炭 を 起こし、 魚 を あぶろう とした。 すると 

はるか 海の 彼方で r ョナ タマ、 ョナ タマ、 どうしてお そくまで 帰らない か」 という 声が 聞こえた。 ョナ タマ はこ 

れに 答えて 「自分 はい ま 網の 上に のせられ てあぶり 殺されようと している。 はやく サイ (津波の 宮古 方言) を や 

つて 救って くれ」 と 頼んだ。 この 会話 を 聞いた となりの 家の 母親 は 子供 を 背負うよ り はやく 家 を 走り出て、 とな 

りの 島に のがれた。 時 を 置かず 轟然た る 音と ともに 津波が 押し よせてき て、 その 島の 村 は あとかたもなく 洗い 尽 

くされた という。 

この ョナ タマ は、 人魚 だとされ ている。 ザンの 魚の かっこうが 人間の 姿態に よく 似て いると ころから、 糸満人 

など は 人魚と 呼んで いる。 孤島の 夜の 底知れぬ 静寂 さの 中に、 この 話 を 置いて みると きに、 海に も 中心 霊の ある 

ことが 感覚と して 理解で きる。 それが 人の 形 をして いれば その 思い はいつ そう 切実と ならざる を 得ない。 ョナタ 

マ は 海神の 使者で はなく、 海の 霊 そのものであった。 

これまでみ たように サメ、 ィ ルカ、 海亀、 ザンの 魚な どが 神聖な ものと して 南 島民に あつかわれた 一 つの 理由 

は、 それらの 生物の 回遊す る 性質に あった。 サメは ともかく として、 ィ ルカが 沖繙 本島の 名 護 湾に あらわれ、 そ 

こで 毎年 ィ ルカ 狩りが おこなわれ るの は、 旧の 三月 頃で ある。 海亀が 卵 を 産みに 上陸す る 季節、 あるいは ザンの 

魚が 八重 山の 新 城 島に 姿 を あらわす の も 旧 三月から 五月 頃が 多 か つ た。 サ メゃィ ルカの 宮 まいりと いうの もそう 
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した 回遊す る 性質と 無関係で はない。 

では これらの 動物が 一 方に おいて 自分た ちの 先祖と 信じられ、 他方に おいて は 海神の 使者 もしくは 乗り物と し 

てあつ かわれて きたと いう 事実 は どのように 考えたら よいであろう か。 それにつ いて、 折 口 信 夫 は 他界 を 「本つ 

国」 とみな し、 この 世に おける 彼 は、 人間 身 を 持つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 自分の 身 はたと えば 儒艮 身で 

あろう も 知れぬ」 (「民族史 観に おける 他界 観念」 『折 口 信 夫 全集』 第 十六 巻 所収 論文) といって いる。 すなわち、 この 世 

でィ ルカ や ジュゴン とみえる もの は、 じっさい は 人間 身 を もつ 自分た ちの ことで あり、 他界に いけば、 それと 反 

対に 人間 はィ ルカ や ジュゴンの 姿 をと る、 というの であって、 一人称と 三人称の 立場の 交換が 可能な ことが 示唆 

されて いる。 折 口 はさら に 「ただ、 彼ら は 人間 身 を 以て 我等の 前に 現われる ことので きないば かりが、 常世 人、 

訪れ 人と 違う ところで ある」 とも 述べて いる。 折 口 はこうした 動物 を 「常世から のまれび と」 ではない が、 まれ 

びと に 準ずる もの、 すなわち 「前 まれび と」 と 考えて いる ことが 推察で きる。 その 本質 は 変わらないが、 動物の 

属性 はま まに ならない。 しかし これら 「プレ まれび と」 を 受ける 人間の 側に ついていえば、 それら 生類の 姿は祖 

先 神の 姿に ほかなら なかった。 そうして それら 動物と 人間の 結合 は、 現世と 常世との 結合 を 意味す る もので あつ 

た。 

動物 を 祖先と みなす の は、 琉 球の 女た ちが 手に ほどこした ハヅキ (針 突き)、 すなわち 入れ墨の 模様に みる こ 

とがで きる。 そこに はしばしば アマン (ャド カリ) の 意匠が みられる が、 それ は 自分た ちの 先祖 だからと いう。 

しかし 自分た ちが 動物の 子孫で あると 公言す るの は、 外部 社会との 接触が 広く かつ 深くなる につれ て、 羞恥の 情 

を ともなわずに はす まなくなる。 そこで そうした 伝承 や 意識の 痕跡 を できるだけ 払拭しょう とする。 しかし 感覚 

の 方 はなお 生きの びる。 

これ は 南 島から 遠く はなれた 東北 地方の 常 民の 白鳥に たいする 態度に みる ことができる。 北方 シベリアから 秋 
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の 彼岸す ぎに 飛来し、 春の 彼岸す ぎに 再び 北に 去って いく ォォ ハク チョウ は、 明治 二十 年頃まで、 宮城県の 南部 

にも 毎年 姿 をみ せて いた。 それ は その 地方、 つまり 刈 田 郡の 人た ちに とって は、 まことに 神聖な 生物で あり、 た 

とい 白鳥の 羽が 地面に 落ちても、 それ を 素手で 拾うよう な こと は 許されなかった。 箸で つまみ 白紙に 包み、 てい 

ねいに 神社に 奉納 するとい うのが しきたりであった。 今 も 宮城県の 白 石ゃ柴 田に は 白鳥 を まつる 神社が あるが、 

そこに は わざわざ 羽毛 を 納める 箱まで 置いて あった。 青森県の 夏 泊 半島の 小湊 でも 白鳥 を 「産 土 さま」 と 呼んだ。 

つまり 自分た ち 故郷の 守り神で あり、 先祖 神 だとい う 意味で ある。 昔、 女た ちが 歯に 鉄漿 をつ ける のに、 白鳥の 

羽毛 を 使うな どと いうの はもっての ほかの ことであった。 他所者が 白鳥 を 殺した かどで、 それに 仕返しした 血な 

まぐ さい 殺傷 事件 も 何度か 起きて いる。 

白鳥が 霊魂 を はこぶ 常世の 鳥で あり、 また 白鳥に 限らず 燕 や 雁 は 他界から とんで くる 鳥と みなされ たこと は 数 

多くの 例が ある。 それ は これらが 季節 を 定めて 訪れる 候鳥 だからで ある。 人間が 渡り鳥に 彼方の 国の 消息 を 托す 

る の はとう ぜんで ある。 

かくして 波間 をく ぐる サメ ゃィ ルカ、 海草 を 食べ、 海中の 岩に いこう ジュゴン、 空 をと ぶ 白鳥、 これら をみ て、 

人び と は 自分の なつかしい 原郷を 思い出し、 それらの 先祖 神との 一 体感 をお ぼえずに はす まなか つ た。 

こ こで 人間と 動物と が 合体で きる ほどに 密接な 親和 関係 をむ すぶ 方法 を 考えて みると、 それに は 二通り あると 

思われる。 一つ は 人間と 動物との 結婚で あり、 他 は その 動物 を 食べる ことによって 動物の 生命 を 自分の 身体の 中 

に 入れる ことで ある。 動物との 婚姻 は 異類 婚姻 譚の 名で 呼ばれて いるもので、 蛇聱 入り ゃ猿聱 入りが あり、 鶴 女 

房が あり、 白鳥 処女 伝説 や 羽衣 伝説が ある。 東北に は 馬 娘 婚姻 譚が のこって おり、 サ ハリン (樺 太) の アイヌの 

あいだに はァザ ラシと 密通した 人妻の 話が ある。 これら 昔話 や 伝説 はかっての 動物 信仰の 稀釈され た 形で ある。 

すなわち 人間と 鳥獣との あいだの 通 婚譚に は 動物 を 神と し、 先祖と 仰いだ 時代の 記憶の 痕跡が ある。 
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一方、 神 を 食す る こと は カトリック教会の 聖体 拝受の 儀式に もっとも 明瞭で あるが、 先祖 を 食す る こと は沖繙 

では じっさいに おこなわれ ていたと 思われる ふしが ある。 伊波 普猷は 『南 島 古代の 葬 制』 の 中で 次のように いつ 

ている。 

昔 は 死人が あると、 親戚 縁者が 集って、 肉 を 食った。 後世に なって、 この 風習 を 改めて、 人間の 代りに 豚肉 

を 食うよう になった が、 今日で も 近い 親類の こと を 真 肉親 類と いい、 遠い 親類の こと を 脂肪 親類と いうの は- 

こうい うと  ころから きた 

そこで 葬式に いくこと を 南 島で は 「骨 を かじりに いく」 というよ うに 表現した 時代が あつたと いうが、 本土で 

も 葬式 を 「骨 かじり」 とか 「骨が み」 と 呼んで いる 所 はの こって いるから、 それ は 沖繮と 本土に 共通の 風習で あ 

つた かも 知れない。 池 間 島の ある 老人 は、 葬式のと きに 豚肉 を ふるまわれても 死人 を 連想して 食えた もので なか 

つたと 私に 述懐した ことがあ るが、 そうした 感覚の 中に 古代の 風習の 余 映 はま だ 失われて はいない。 では 死人の 

骨 を なぜ 食べた かとい えば、 その 生命 を 自分の 肉体に 受け継いで いくとい う 古代 的な 世界観 や 死生観に もとづく 

もので あり、 孫が 祖父の 童 名 を 継ぐ の も その あらわれ である。 

サ メゃィ ルカの 肉に 油く さい 臭気が ある こと は 南 島の 人 たちのよ くいう ところ だが、 海亀 は 美味で あり、 ジュ 

ゴン にいた つて は、 牛と 豚の 最上 肉の 味 を 混ぜ あわせた ように 無上の 食物 だとい うこと は、 明治 末年 頃まで 池 間 

島に 出没して いた ジ ュ ゴ ンを 食べた 老人た ちの 異口同音に 語る ところで ある。 そこで 琉球王 府もジ ュ ゴ ンの肉 を 

宮廷の 正月に 吸い物に 使った のであろう。 ところが、 あとで は ジュゴンが 姿 をみ せる とき は 不吉な 兆で あると さ 

れ るよう になる。 沖镭 本島で も ジュゴンが よると 時化が くると いい、 漁師た ち は それ を 捕える と 浜で 料理して 食 
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ベ、 家に もち 帰らなかった。 もち 帰ったら、 その 家の 主婦が 死ぬ か、 家族の ものが 海で 不慮の 災難に あう とみな 

された、 と 渡 名 喜 明 氏 は 報告して いる (「唐獅子の 欄」 一九 七 四 年 『沖繙 タイム スヒ。 スク という 小さな 魚 も それが 

よると、 かならず 時化が くると いわれた。 スクは 二 ー ルス クの スク、 すなわち 底の 魚だろう と 私 は 考えて いる。 

つまり 常世からの 「寄り 物」 なの だ。 ジュゴン も スクも 津波 や 時化 を 予知す る 能力 を もっと 考えられ たので あろ 

うが、 のちに は その 予知 能力が かえって 凶兆で あると いう 風に 変化す る。 という ことに なれば、 相手との 合 体感 

は 失われる。 

ここで サメゃ 亀 を 食べな か つ たり、 白鳥 を 神聖な ものと して 手 も 触れようと しないの はい つたい どのような 理 

由に よるの かとい う 疑問が 起こる。 最初 は それ を 食べて 先祖との 合 体感 を あじわつ ていた ものが、 その 動物 を 先 

袓神 として 神聖 視 する ために それ を 不可解な 対象と して あがめる ようになったり、 敬遠す るよう になった のか。 

あるいは もともとから 先祖 神と して それ を 食べない という タブ ー が あ つ て、 それ を 後の世まで かたく まもり つづ 

ける 人た ちがいた のか。 それにつ いての 明確な 手がかり は 今 は 失われて いる。 

いずれにしても、 常世から 訪れる これら 鳥 や 獣 や 魚な ど、 「プレ まれび と」 に 接する ときに、 はじめは 強烈な 

一体感 を おぼえた こと はたし かであった ろうと 思われる。 また その 方が 古代人に とって は 意識の 常態で あり、 そ 

れらが 姿 をみ せない とき は 「常態 を 欠く」 期間な のであった ろう。 しかし、 ジュゴンが 不吉な 兆で あると される 

時代と なると、 その 出現 は 非常 態として 受け とられる ようになる。 そうして 意識の 非常 態 (ハレ) を 迎える ため 

に、 ふだんの 生産 を 中断す る ことになる。 

この こと は 狩獵を 考えて みると 納得が いく。 鹿 や 猪 を 狩る もの は、 獲物が とれた 直後に 鹿 や 猪の 生血 を 飲んで- 

獲物との 一体感 を あじわい、 また その 獲物の 心臓 を 山の 神に ささげて 感謝す る。 これ は 獲物が とれる たびにお こ 

なう ハレの 行事で あるが、 生産 は 中断され る こと はない。 つまり ここで は 生産の ケと 意識の ハレと が 重なり あつ 
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ている。 また ここで はきび しい タブ ー と 狩 獄ゃ漁 機の 行為と はつな がって いる。 「働く こと」 と 「つつしむ こと」 

は 分離し ない。 

しかし、 漁携ゃ 狩狱の 段階から 定着 農耕へ と 移行す ると、 日常の 生活 を 中断して、 祭の まえに 忌み ごもる とか 

潔斎 をす る こと、 つまり 祭の まえから ハレの 意識 を 準備して もつ ことが 必要と なった。 すなわち 農民の 稲の 祭 は 

すべてそう である。 「まれび と」 を 迎える ために 新嘗の 祭の 夜に 忌み ごもる 習慣の ある こと は 『万葉集』 にも 出 

ている。 だが その まえの 「プレ まれび と」 すなわち 先祖 神と しての 動物た ちが 訪れた ときに そのような ことがあ 

つ たか どうか。 狩掀ゃ 漁撈 を 中心に して 生活して いた 時代と 農耕 時代と は その 迎え 方 もちが つ たので はない かと 

私 は 考えて いる。 すなわち それらの 動物 を 追い まわして 捕えて 血 食す る ことが そのまま 祭に つながる 時代が 先行 

したので はなかった ろうか。 

しかし 「まれび と」 は 人間 や 動物の 姿 をと る だけで はない。 折 口 信 夫 はいう。 

或は 時として 定まって ある 一方から 吹く そよ風、 彼等と 約束 ある 如く 照し 来る 方面の 光線、 或は 彼等の 為に 

そ.， よだ 

ばかり 其処に 立ち、 峙 つてい る 様に 見られて いる 樹木 巌石、 移動す ると 移動せ ぬと に 論な く、 人界の 姿と 違 

つた もの を 以て、 彼等に 接して 相貌 を かえる ことがない。 (折 口 前掲 論文) 

この 文章から 私たち は 古代人が 秋のお わりに 西北から 吹く 季節風 を 「タマ カゼ」 と 呼んで いる こと を 想起す る。 

また 太陽の 光線が 虹の ように 陰 を さして 孕んだ という 日光 感 精の 説話 を 思い出す。 さらに は ォォナ モチス クナヒ 

コナ のかつ こう をした 岩が、 常 陸大 洗の 海岸に とつぜん 出現した という 『文徳 実録』 の 記事 を 連想す る。 
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たてまつ  こおり  さき 

斉衡 三年 十二月 戊戌、 常 陸 国より 言 を 上 る。 鹿 島の 郡の 大 洗の 磯の 前に、 神 ありて 新たに 降れり。 初め、 

郡の 民に 海 を 煮て 塩 を 為る 者 あり。 夜半に 海 を 望めば、 光耀 天に 属る。 明日 両の 怪しき 石の 見に 水 次に 在る 

かたち くすな  な  じんかん  ひそか  あやし 

あり。 高さ はおのお の 尺ば かり、 体の 神し き 造り を 於せ る。 人間の 石に あらず。 塩 翁 私に これ を異 みて 去れ 

り。 後一 日 ありて また 廿 余の 小石 あり。 石. U 向かいて 左右に あり。 侍し 坐せ る ごときに 似たり。 彩色 常に あ 

らず、 あるいは 形、 沙門に 像て、 ただ 耳目な し。 時に 神人に 憑り て 云わく、 「われ はこれ 大奈母 知少比 古奈 

命な り。 昔、 この 国 を 造り 訖 えて、 去りて 東海に 往 けり。 今、 民 を 済わん がた めに さらに また 来 帰たり」 と。 

常 陸大 洗の 海岸に 出現した 立 石に 似た 水辺の 岩 は 日本 各地に あり、 それ は、 「立 神」 として 海の 彼方の 常世の 

指標と されて いる。 折 口 はこうした 無生物 あるいは 鉱物で さえ、 それ を 「まれび と」 の 原初の 形と して 捉えて い 

る。 おそらく これ は、 人間が 農耕 生活に 身 を まかせる まえに、 すでに 発現して いた 信仰の 感情な のであった。 そ 

れで これ を 「原 まれび と」 と 呼ぶ ことができよう。 その 中には 南方 熊 楠が 指摘して いるよう に、 彼の 名前の 楠の 

字が 紀 州と 土 佐で 好んで つけられる という ことから 類推して、 ク ス にたいする 特別な 感情が ある こと もみと めね 

ばなら ない (「南 紀 特有の 人名」 『南方 熊 楠 全集』 第三 巻 所収 論文)。 南方 は、 「楠の 樹を 見る ごとに 口にい うべ から ざ 

る 特殊の 感じ を 発する」 と 告白して いる。 すなわち クスも 族 霊と みなされて 「ウル まれび と」 の 中に 含められる。 

これ は 信 濃で 目立って いる 「藤」 にたいする 関心 も 同様で ある。 

「原 まれび と」 から 「前 まれび と」 へ、 そして 「まれび と」 への 発展が 無生物 や 植物な どから、 動物へ 人間へ と 

いう 進化と して あとづけられる。 もとより これ は 論理的な 発展の 系列に 属する のであって、 事実 は 三者が 並行す 

る ことが 少なくない。 

出 雲に おいて は 陰暦の 十月に 西北 方からの 季節風が 吹き荒れる 頃に、 海蛇が 出 雲の 海岸に 流れつ く。 それ を 捕 
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えて うやうやしく 三方に のせて はじめて 神 在 祭が おこなわれる。 神 在 祭の さいご は 神 を 海の 彼方に 送る 行事で あ 

る-^ ここに は 風と 海蛇と 来訪 神との 三者の 組み あわせが みられる。 この 海蛇 は沖繙 産の セグ ロウ ミへビ であって、 

猛毒 を もっとお それられて いるが、 黒潮に 乗って 出 雲の 海岸に たどりつく 頃に は 気息 奄々 として 毒性 は 失われて 

いる。 この セグ ロウ ミへビ をえ らんで 神に まつった の は、 その 背が 黒く 腹が 黄色い という 鮮明で 美麗な 色 を もつ 

ている からで あるが、 - それが 小さい からで も ある。 三輪 山の ォォ モノ ヌシノ 力 ミはャ マト ト トビ モモ ソ ヒメの 櫛 

箱に 入る 位の、 小さな 紐 を 思わせる 蛇で あつ たこと を 想起す る。 

しかし 三方に のせて 神前に たてまつられる 海蛇の 中には ェ ラブ ゥミ へ ビも 混じ つてい る。 ェ ラブ ゥミ へ ビは食 

用に なり、 沖纖 本島の 東海岸の 久高 島で は 神に 仕える ノロに それ をと る 権利が 与えられ ている。 国 分 直 一氏に よ 

ると、 薩南七 島の 小 宝島に ある 温泉の 湧く 珊瑚礁の 洞穴に は 秋になる と ユラ ブゥミ へビが 群集す る (第二 十八 回 

日本 人類学 会 日本 民族学 会 連合 大会 講演 「海上の 道」)。 南 島 漁夫の 集団 は ェ ラブ ゥ ミ へ ビ を 追跡し、 山陰の 隠岐 の 島 

まで や つ てく る ことがある という。 そこで セ グロ ゥミ へ ビを 神と する まえに は、 ェ ラブ ゥミ へ ビを 捕獲して 食し、 

それ を 神と みなして いたので はない かとい う 推測 も 成り立つ。 

さて、 こうした 「まれび と」 r プレ まれび と」 「ウル まれび と」 を 一 括して、 折 口 信 夫 は 「ライフ • イン デック 

ス」 と 呼んだ。 生の 指標と いう 意味で ある。 これ は 精妙な ことばで ある。 なぜなら、 せまい 共同体 社会 を 宇宙と 

して 生活す る 人た ちに とって は、 「まれび と」 によって はじめて 指標が 与えられる。 そうでなければ その 生活 は 

まったくの 反復で しかない からだ。 こうした 円環 的な 宇宙観 を 破る ものと して 「まれび と」 は 指標 を 与える ので 

ある。 しかし 鉱物 はいう まで もな く、 動物 や 植物な どの 「ウル まれび と」 や r プレ まれび と」 は 直接に 指標 を 与 

える ことができない。 それに 代わって 指標 を 与える ものがなければ ならない。 それが 巫女で ある。 巫女が 存在し 

て 森羅万象の 中から 聖 なる もの を えらび 出し、 それ を 衆人に 示す 必要が あるの だ。 
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この こと を ユリア ー デはョ ー 口 ッ パ 人の 立場から 次の ような ことばて 指摘す る C 

近代 西洋人 は聖 なる ものの いろいろな 顕現 様式に 直面して 或る 不安 を 感ずる。 すなわち 或る 種の 人間に とつ 

て聖 なる ものが 石 や 木の 中に 顕われ 得る、 という ことが 理解し 難いので ある。 しかし われわれ は まもなく、 

それが 石 そのものの 崇拝、 あるいは 樹木 そのものの 信仰 を 意味す るので はない こと を 知る であろう。 聖 なる 

石、 聖 なる 木 は、 石と して あるいは 木と して 崇拝され るので はない。 —— それらが 崇拝され るの は、 それが 

聖体 示現で あるから であり、 もはや 石 や 木で はなく、 かの 聖 なる もの、 〈全く 別な もの〉 である 何 か を 示し 

ている からで ある。 (『聖 と 俗』 風 間敏夫 訳) 

この 聖 なる もの を顕 わす 役目 を 果たす のが 巫女で ある。 それ は 何に よって 可能で あるか を 次に みて みたい。 
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巫女の 登場 


「はじめに 巫女が あった。 巫女 は 神と ともに あり、 巫女 は 神であった」 という 表現 をたん なる 比喩に おわらせな 

い 証拠 品が、 織 文中 期の 信 州 八ケ岳 山麓に ある 井戸尻 遺跡から 発見され た。 地上に 姿 を あらわした 土偶の 一 つ は、 

頭に とぐ ろ を まく 蛇 をいた だいた 女人 像であった。 胸に は 二つの 小さな ふくらみが あり、 少女ら しくみえ るが、 

顔 は 常人ば なれした 冷ややかな 表情 をた たえて いると ころ をみ ると、 巫女の 像で はない かとい う 疑いが 濃厚で あ 

る。 

というの も 金久正 氏に よると、 昔奄 美大 島で は ノロ はよ く ハブを 制し、 色 まだらの ある ハブを 自分の 従者で あ 

る 十五 六 歳の 娘の 頭に まきつけ たという (「へび 俗信」 金久 前掲 書 所収 論文)。 それ は ノロが 衆人に 向かって 自分の 威 

力 を 示そうと する 動作に ほかなら なか つ た。 

むれぶ し  - しこ _ 

八重 山の =; 平に ある 群 星摘嶽 では 豊年 祭のと きに おこなわれる 「神 達の 遊び」 の 中で、 まるく 輪 をつ くった 神 

女た ちが ハブを 手のひらに のせて まわし、 心の よし 悪し を 定める 儀礼が ある。 信仰心の あつい 神 女の手の ひらで 

は、 ハブは 眠った ようにお となし くなる が、 心の 悪い 神 女の手に 渡る と ハブは 鎌首 を もたげる。 そうすると 審判 
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長で ある 群 星 御嶽の 神 女が 「ド ケ、 ドケ」 と 蛇に 命令して、 それ を 静かに させた という 話 を 私 は 南風 野 英三氏 か 

ら 聞いた ことがある。 

このように 神に 仕える 女が ハ ブを 飼いなら す 霊 威 を も つ ている こと を ことさらに 強調す るのに は それなりの 理 

由が ある。 『隋書 倭 国 伝』 が 「蛇 を瓮 中に 置きて これ を 取らし め、 云う 曲なる 者 はすな わち 手を蟄 さる」 と 推 古 

帝の 頃の 日本の 民俗 を 伝えて いるよう に、 もし 噓を ついて ごまかし たような 疑いの あるば あい は、 蛇 を 入れた 甕 

に その 被疑者の 手 を 突つ こませて、 事の 潔白 か 否か をき める という 審判 制度が あった。 これ は 蛇毒より は、 蛇の 

背後に ある 神の 審判 をお それる ので ある。 

沖 繙 で 「山 病み」 というの はハブ にか まれる こと をい う。 ハブは 神の 使者と 信じられて いたから、 それに かま 

げっ ちゆ 

れ るの は 神罰で あると 理解され ていた。 また ハブ にか まれた もの を 毒 人と 呼んで、 神にたい する 前科者と してい 

やしめ、 神職の もの も その 職 を 退かねば ならなかった と、 宮城 真 治 氏 は 述べて いる (『古代の 沖繙』 )。 もし ゲ ツチ 

ュが 神の 島と 称される 久高 島に いけば、 神の 怒りに 触れて 風波の 禍 にあう ものと されて いたと いう。 この 神の 怒 

かみあら 

りの こと を沖繙 では 「神 荒び」 といった。 

こうした 背景が あるから こそ、 ハ ブを 手なずける ことが、 どれほど 衆人 を 畏服せ しめる 力 を もつ もので あつ た 

かが 理解され よう。 それ は 神し かなし 得ない わざであった。 それが できる 巫女 はま さしく 神であった。 繙文 中期 

の 井戸尻 遺跡から 出土した 女人 像 も そのこと を 物語って いると 私 は 考える。 

ハ ブゃマ ム シ のよう な 毒蛇で あつ て、 しかも 神の 使者で も ある 動物に たいして 命令 を 下す ことので きる 人物 は、 

神に 代わって 指示す る 力が あると 思われた。 かくして 巫女 は、 指示す る 能力が あると みとめられる。 巫女の 指し 

示す もの は聖 化される。 エリア ー デの 言の ように 「木 や 石が 崇拝され るの は、 それが 聖体 示現で ある」 からで あ 

るが、 その 聖性を あらわす もの は 巫女に ほかならぬの である。 
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沖 織 では 神 女 を サスと 呼ぶ ばあいが あるが、 他人に うしろ 指 を 指される おそれ も、 こうした 宗教 的な 意味から 

起こった。 手の指に そうした 呪 力が ある こと は 苦手と いう ことばの もとの 意味 を 考えて みると 分る。 マ ムシ 指と 

いって 独特な 手 をして いるものが あり、 こうした ものの 手に かかる と マ ムシ もお それて うごか なくなり、 楽々 と 

捕えられる という。 鲤 とりの 名人 もそう した 特殊な 手 を もってお り、 鲤を 金し ばりに するとい われて いる。 

もとより これ は 特殊な 指の 力であって、 それ を 巫女に あてはめる こと はでき ない。 しかし、 指す 力の 一 つの 例 

証に はなる。 シ バサシ とか サカ キサシ というよ うな 木の 枝 を 地面に させば その 土地が 聖 化される の も、 これらの 

木の 指示す る 力が 重んじられて いるから だ。 しかし 巫女の 聖別 能力、 あるいは 指示 能力が 発揮され るの は、 一方 

において は 森羅万象の 中に 精霊が 浮遊して いるから でも ある。 

たとえば 土地に ついた 悪霊、 あるいは 特定の 人間に ついた 悪霊 を 払い やる ことで、 土地な り 人間な り を 聖別す 

る。 あるいは 木 や 竹 を 地面に さして 悪霊が 侵入し ないように する。 こうした 祓い や 祝 別の 儀礼 は 今日 どこの 神社 

でもお こなって いるが、 それ は 職業 化されて しまって いる。 しかし、 もともと は 神に 仕える ものの 特別の 能力と 

考えられ ていた はずで ある。 

巫女に 与えられ たもう 一 つの 権限 は、 セジ をつ ける ことであった。 南 島で はよ く 「女 は 男よりも セジが 高い」 

といわれ ている。 つまり 神に 近い 存在 だとい うので あるが、 セジに は 霊 威と いう 字が あてられる。 セジは スジと 

か イツ (稜 威)、 あるいは サチ という 語と も 関連が あると されて いる。 要するに それ は 「マナ」、 すなわち 森羅万 

象 に やどる 非人 格 的な 超自然 力 に 相当す る もの である。 

仲 原善忠 は、 琉 球の 古 謡 『おもろ さう し』 にあら われる セジを 分析して、 その 中に セジ をうたい こめた ものが 

約 八十 首、 カミ 六十 首、 テダ (太陽) 五十 首、 テル カヮ (太陽) 三十 首の 順で あると いう こと を 報告して いる 

(「セ ヂ (霊 力) の 信仰に ついて」 『仲 原善忠 選集』 下巻 所収 論文)。 テル カヮ とテダ はいずれ も 太陽 を 指す。 信仰の 対象 
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となるとき は 多く テル カヮと 呼び、 国王、 地方の 領主、 貴人な ど は 比喩的に テダと 呼んで いる。 しかし 人間 をテ 

ルカ ヮと 呼ぶ こと はない という。 また カミ という 語の 大部分 は 巫女 を 指して いると、 仲 原 は 注して いる。 

そこで、 セジと テル 力 ヮが南 島人の 主たる 崇拝 物で あり、 とりわけ セジの 信仰が ずば抜け ている ことが 分かる „ 

この セジ というの はふし ぎな 力 を もつ もので、 剣に つけば r セジ まつる ぎ (霊剣)」 となり、 戦 さに つ けば 武力 

を 増す 「イク サ セジ」 という 風になる。 「ィ クサ セジ」 を 王に たてまつ つて、 敵 を 撃退し ようと い う 祈願 祭が 島 

きこえ おおきみ  さい は う たき 

津軍 侵入の 際に おこなわれた。 沖繮の 最高 巫女で ある 聞 得 大君が 新しく 就任す る ときには、 斎場 御嶽に ー晚 こも 

つて 「ユラ イセ ジ」 を 受け、 神 名 を 授かった。 この 一夜が すぎる と、 彼女 はも はや ふつうの 人間で はなく、 セジ 

高き 神 女と なる。 

『日本書紀』 の 敏達帝 十 年 (五八 一) の条に 「天皇 霊」 という 語が あるが、 これ は 天子に ついた 霊 威 を 指す ので あ 

る。 天子 はこの 霊 威 を大嘗 祭で 身に 受けて はじめて 天子と しての 資格 を 得る。 海 幸 山 幸の 話に ある 弓矢 や 釣針 も 

r サチ」 がつ いて 獲物 をと る 呪 力 を 発揮す る。 今日で も 狱師は シャチ 玉と いって 弾丸 を 一発の こして 護符の よう 

にあつ かってい るが、 サチの r サ」 は 神 を あらわし、 「チ」 は 霊 を 意味す るから、 サチの 語源 は 神霊な ので あろ 

う。 ところで、 仲 原善忠 はセジ について 次のように 発言して いる (仲 原 前掲 書)。 神 女が 山 ごもり して 苦行 をす る 

の は、 そこで セジを 受け、 霊感 を 得る ためで ある。 すなわち 山 自体 を 拝む のではなくて、 そこに セジが 降る から 

山に いくの だ。 だが、 あとに なると、 そこ は セジの 常に 存在す る 場所と 考えられ、 セジ 高杜と 呼ばれる。 そうし 

た 神聖な 場所が 成立し、 固定 化する と、 セジが あるから として 忌み 避ける ようになる。 それが 御嶽に ある イビで、 

忌みの 場所 を 後世 イビと 訛り、 威 部と いう 漢字 を あてる ようになった。 セジ 信仰の さかんな 時代に は 信仰の 対象 

ではなく、 たんに その 場所であった 杜ゃ嶽 が、 時代が 下る とともに 崇拝の 対象に 変化した、 という 風に 仲 原 はい 

ラ0 
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これ は 重要な 指摘で ある。 万物 は 非人 格 的な 超自然 力が ついた ときに はじめて 聖 化される。 聖性は 物体に 固有 

の 属性で はない。 そして これ をつ けたり はなした りする の は 巫女の 役割で あると する の は、 私の 考えと も 一致す 

る 0 

ここで、， 本居宣 長が 『古事記伝』 の 中で 触れて いる 日本の 神の 定義 を 紹介して おく。 宣長 はいう。 

迦微と は、 いにしえの 御 典 どもに 見えた る 天地の もろもろの 神た ち を 始めて、 そ を i れる 社に います 歡 M を 

も 申し、 また 人 はさら にも 云わず、 鳥獣 木 草の たぐい 海山な ど、 そのほか 何に まれ、 尋常なら ず すぐれたる 

徳の ありて、 可 畏き物 を 迦微と は 云うな り。 そもそも 迦微 はかくの ごとく 種々 にて、 責 きも あり g しき も あ 

り、 強き も あり 弱き も あり、 善き も あり、 悪しき も ありて、 心 もし わざ も その さまざまに したがいて、 とり 

どり にし あれば、 大 かた ひとむ きに 定めて は ii いがたき 物に なむ ありけ る。 

ここに 注目す ベ きこと は、 宣長 がそれ を さらに 敷衍して 次のように 説明して いる ことで ある。 

すぐれた ると は、 尊き こと 善き こと、 功し きこと などの すぐれたる のみ を 云う にあらず、 悪しき もの 奇 しき 

ものな ども、 よに すぐれて 可畏 きをば、 神と 云うな り。 

宣 長の 考えの 特色 は、 高貴なる もの、 善なる もの だけ を 神と 呼ばず、 いやしき もの、 悪しき もの もまた 神 だと 

すると ころに ある。 善 神で あっても 事の 如何によ つて は、 正しい 理路の ままにば かり はした がわず、 何 かに 触発 

されて 怒る ときには、 荒れる こと も ある。 逆に 悪い 神で あっても 心が なごやかな ときには、 人び とに しあわせ を 
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もたらす こと さえ ある。 こうした 神の 世界の こと は 人間の はからい を 超えて いると 宣長は 力説す る。 宣長 はこう 

して、 神の 存在 を 善悪の 理念に よって 区別す る こと を 拒否して いる。 また 仏と か 菩薩と か 聖人な どの 観念 を 尺度 

として 日本の 神 を はかる こと を きびしく いましめ ている。 さらに は 中国 流の 鬼神と か 精神と かの 理念に みられる 

神の 考え方 もとらない。 そこで 宣長は 宗教と 道徳と を 混同 するとい う あやまりから のがれる ことができた。 また 

宗教 を 人間の 理性に 照らし あわせて 推し測る という 迷妄に 陥る ことが なか つ た。 

宣 長の あげる 神に は、 人間が 神と して まつられる ものの ほかに、 動物、 植物、 鉱物、 あるいは 無生物 も 神と み 

とめられる。 木霊と か 狐な どのように 人 を 化かす 妖怪 や 変化の たぐい も 神の 中に 含まれる。 これ は 今日から みれ 

ば 神の 観念の すべて を 尽くして いない。 たとえば 世界に は 「マナ」 の ごとき 力が あって- それ をつ ければ 物体 は 

聖 化する が、 それ を はなせば 呪 力 を 失う という 考え方 は宣 長に はない。 だがし かし 神に ついての 宣 長の 考えの 大 

筋 は 外れる こと はない。 疫病神 や 害虫 や 悪意 を もった 風の ごとき もの も宣 長の 神の 定義の 中に 含める ことができ 

る。 

では 宣 長が 神と 呼ぶ 「よに すぐれて 可畏 き」 ものと は 具体的に は 何 を 指す ものだろう か。 

スサノ オノ ミコ トが出 雲に 下 つ て簸の 川上で ヤマタ ノォロ チを 退治 するとき に、 まず 八 つ の 甕に 酒 を 一杯つ く 

り、 大蛇に 向かって 「おまえ は 可 畏き神 だから、 饗応し ない わけに はいかない」 といって、 酒 を 飲ませ、 大蛇が 

酒に 酔って 眠った 際に 剣を抜いて 斬り 捨てた、 と 『日本書紀』 は 伝えて いる。 

また 『書 紀』 の r 欽 明紀」 に、 秦大津 父と いう 男が 山路 を 馬で 越えて いたと きに、 二 匹の 狼が 血 まみれに なつ 

てた たかって いたの をみ て、 「おまえ は 貴き 神で、 荒つ ぼい 業 を 好む」 と 狼 を 評した ことばが 載って いる。 狼 は 

大 神に 由来す る 語と され、 また 「大口の 真 神」 とも 呼ばれて いた こと は 『万葉集』 によって 知る ことができる。 

おなじく 「欽 明紀」 の 六 年 (五 四 五) に 次の 話が 載って いる。 ある 男が 百済の 国から 帰って いうに は、 自分の つ 
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れ ていった 子供が 行方不明 になった。 家の まわり を 探す と 雪の 上に 点々 と 虎の 足跡が つづいて いる。 その 足跡 を 

たどって 虎の 居場所 を 突き止めた。 そこで 男 は 虎に 向かって 「おまえ は 威き 神で あるから、 とび 抜けて 自分の 子 

供 を 可愛い がるけ もの だ」 と 呼びかけ たという。 

このように 大蛇 は 「可 畏き 神」、 狼 は 「貴き 神」、 虎 は 「威き 神」 と 呼ばれて いる。 宣長 はこうし たことば を 念 

頭に おいて、 彼の 神の 定義 を 下した ものであった こと は 疑い 得ない。 

鈴木牧 之の 『北 越 雪譜』 は、 かって 越後の 山村で は 熊 を とらない 所が あつたと 報告して いる。 熊 を 数 頭と つた 

り、 一頭で も 年功 を 経た 熊 をと ると、 雪崩が 起こったり 吹雪に みまわれ たりして 山が 荒れる。 それ を 「熊 荒れ」 

と 呼んで いる。 これでみ ると 熊 は 明らかに 山の 霊と 思われて いる。 雪の 降り積もった 中で 穴 ごもり する 熊が 山霊 

とみな された こと は、 自然の 神秘に たいする 常 民の 畏敬 を 抜きに して は 考えられない。 「クマ」 という 語が 「力 

ミ」 と いう ことばと 関連が ある こと はすで に 述べ た 通りで ある。 

このように おそろしい 動物 を 「かしこき 神」 と 呼ぶ ばあい、 そこに は 「賢明な 神」 という 意味 も 含まれて いる 

こと をみ のがす こと はでき ない。 狼が 怜悧な 動物で ある こと は 犬と 同類で あると いう 生物学 的 事実から 推察で き 

る。 また 狼 は 鹿 を 餌 物と して 追う ので、 鹿に よる 農作物の 被害に なやまされ てきた 東北の 農民た ち は、 夜中に 狼 

にあう ときには 「油断な く 鹿 を 追うて 下され」 とていね い に挨 接して 通った と 古川 古松 軒 は 旅行記の 『東 遊 雑 

記』 で 述べて いる。 狼に おとらず 蛇 もまた かしこき 動物であった。 こうした いくつかの 例 を みれば 邪悪 さと 怜悧 

さ を 兼備した 動物に して はじめて 「かしこき 神」 と あがめ たてまつられる 資格 を もった ことが 分る。 これらの 動 

物 は 邪悪 さに よ つ て だけでなく、 むしろ 賢明 さに よ つ て 神で あつ た。 

これらの 神聖な 動物 は 怜悧で 人な つ つ こい 性格 を もつ だけに、 その 人 なれし やすい 性質の ある こと を 巫女が 利 

用して、 狼、 狐、 蛇な どの 霊が 憑いて いると いいふらし、 特定の 人間に 打撃 を 与える ための 世論の 操作 をお こな 
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つた。 狼の 代わりに は 狼と 同類の 犬が 使われる ことが 多かった。 そうした ことから、 狐 や 蛇 や 狼 (犬 神) の 邪悪 

さ だけが 際立つ ように 社会の 価値 意識 は 変化した。 蛇蝎、 豺狼、 虎狼、 狐 狼と いう 熟語 は 邪悪な 人間の 心性の 代 

名詞と なった。 

一方、 巫女のう ごかして いた 呪術の 力 は 時代と ともに 衰弱し、 巫女の 社会的 地位 は 低下した。 それに ともなつ 

て 巫女に 操られる 聖 なる 動物た ち は、 民間 信仰の 底に 沈澱して 生きて いくほ か 道はなかった。 折 口 信 夫 流に いえ 

ば、 巫女の 没落と ともに これら 動物た ちの 「田舎 わたらい」 が はじまつ たので ある。 

巫女 はもと もと 神の 妻であって 特定の 男性に 従属す る 存在ではなかった。 という ことがあ とになる と、 逆な 結 

果を 招く ことにな つた。 神に のみ 属し、 家庭の 女と しての 日常 的 秩序に 属さない ことが、 不特定の 男性との 交渉 

を 寛容に させた 傾向 は 時代と ともに 増大した。 巫女の 社会的 権威が 失墜し、 宗教 的な 制約が ゆるむ と、 巫女から 

巫娼 へ、 巫娼 から 娼婦への 道が 開かれた。 それ は 歴史的 事実で あると ともに、 巫女 は 一人の 男に 従属 しないと い 

う 論理 の 必然的 帰結な ので ある。 

これらの 過程が もっとも 顕著に みられる のは奄 美大 島で あり、 金久正 氏に よると、 奄美 では 神 を よろこばせる 

役の 「神サ カシ」 の 巫女が のちに は 「男 サ カシ」 に 変化した というの である (「天降り 女人」 (金久 前掲 書 所収)。 奄 

美で 美人の こと を r キ ユラ ムン (清ら もの)」 というが、 それ は 清らかな 美人で 「神 サカシ 二 サ カス」 もので あ 

つた。 それが 「男 サ カシ」 に 転ずる と、 その キ ユラ ムンは 「流離の 美」 に 変貌す る。 さすらいの 女に やどる うつ 

くし さが 多くの 男 を ひきつける。 

こうした 女た ちが 奄 美の 村々 を まわって 男た ちの 宴席に はべり、 酒 をつ ぎ 歌舞 を もって もてなし たが、 これら 

の 女た ちが 峠に 休んで いる 姿 はまる で 天から降り てきた 女の ようにみ えた。 そこから 「天降り 乙女」 の 伝説が 生 

まれた。 しかし こうした 女 は 村の 日常 的な 秩序から はみ出し、 さいごに は 娼婦に 転落す る。 これ を 「余れ 乙女」 
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という。 「天降り 乙女」 は、 「余れ 乙女」 たちの 前身な のであった。 「ァ モリオ ナグ」 と 「アマ レオ ナ グーと よた 

ん なる 語呂 あわせで なく、 あがめられる 「天降り」 乙女ら から いやしめられる 「余れ」 乙女へ と 下降す る 必然的 

な 道 を 意味す る ことばな ので あつ た。 

このように 巫女が 娼婦に、 神の 使者の 動物が 憑き ものに、 予祝 神が 乞食に と、 聖 なる ものが 穢 なる ものに 逆転 

する の は 日本の 精神 史 における 著しい 特色であった。 そのこと をもう すこし 次に 眺めて みる こレ- こする。 
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古代人 は 長寿 を 保って 自然死す る こと を 理想と 心得て いた。 そこで 長寿の 老人 は 死ねば すぐ 神と なると 考えら 

れ ただけ でな く、 生きながら 常世 神と して 崇拝され たこと は、 宮 古島の 正月に 老人が 塩 を 与えて 若者 を 祝福す る 

行事の ある ことです でに 知り 得た ところで ある。 こ のば あい は 現世と 常世と がお どろく ほど 近くに 接して 存在し 

ていた。 したが つ て 常世から 祖霊 神が わざわざ 訪れて 生者に 祝福 を 与える 必要 はな か つ た。 

だがし かし、 小 野重朗 氏から 次の ような 話 を 私 は 聞いた ことがある。 鹿児島県 下に は 塩た きの 人た ちが 集落 を 

いとなんで いる 海 村が あり、 彼ら は塩屋 という 名で 呼ばれて いた。 塩屋は 正月 二日の 朝 はやく 遠近の 村々 に 出か 

けて いき、 「塩 受けて くれ」 といいながら もよりの 家々 を まわって あるく。 なじみの 家で 雨戸 をす こ し 開けて、 

そこに 米 やお 金 を 用意して おくと、 塩 屋は塩 を 置いて いく代 わりに それ を 受けと る。 

あとで は 村の 若者 や 子供た ちが 塩屋に 代わって、 家々 を まわって は 塩 を 売りつ け、 小遣い かせぎ をす るよう に 

なる。 家々 では それ を 清めの 塩に 使った。 これ を 若 塩 売りと 呼んだ。 熊 本の 阿蘇の 山国で も 正月に は 一 つまみの 

塩 を 盆に のせて、 「若 塩 を 祝って くれ」 といつ て 家々 をめ ぐる 風習が あった。 農家で は 米 二 合 半 を 出し て、 こ の 


民俗の 神 98 


塩と 換えた。 

こうした 習俗 をなら ベて みると、 はじめは 長老 は 家に すわって 祝福 を 与えれば よかった。 すなわち 長命の 老人 

は 生きな がらの 常世の 神であった。 あとで 常世と 現世の 距離が 開く と、 祖霊神 は 常世から まれに しか 訪れな くな 

つた。 来訪 神の 役 を 塩屋が 引き受けて やる ようにな つたの は、 塩 はめで たい もので 清めに 使う からで あるお、 し 

かしこの とき は 「塩 受けて くれ」 と 相手に 頼む 形 をと る。 それ を はるかに 延長 すれば、 人の 家の 門口 こ. 立つ v^i 

ごと 

言 を 述べる 物乞いと しての 「ほかい 人」 になる。 さいごに は 若者 や 子供が 老人の 代わり をして 祝福して まわる の 

だから、 かっての 祝福 を 授ける 立場と 受ける 立場が 入れ代わつ ており、 相互の 関係 は 逆転して いる。 

ところで、 『遠 野 物語』 に はこの 老人た ちに ついて 次のように 述べて ある。 六十 以上の 老人 はデ ンデラ 野に 追 

いやる 習慣が あった。 老人た ち は そのまま 死んで しまう わけに もい かないので、 日中 は 農作業 をしながら その 日 

ぐらし をした、 という。 この デンデ ラ野は 遠 野 市の 土 淵に ある 佐々 木 喜 善の 家の すぐう しろに あって、 今 は 畑と 

なって いるが、 そこに 捨てられた 老人と 村人と は 毎日 顔 を あわせながら、 しかも それぞれ 現世と 他界と に 分かれ 

て 生活して いた。 これら 不遇の 老人た ち も 価値観 念の 変貌に よって 追われた、 かっての 常世 神の なれの 果てと み 

る ことができる。 

さて、 長生きして 自然死 をと げた 老人が 神で ある 古代 社会に おいて は、 若死にし たもの、 怪我 や 自殺 や 海難 事 

故な どで 不慮の 死 をと げた もの は、 もっとも 忌むべき 死者と して 冷ややかに とりあつかわれた。 それらの 死者 は 

迷える 霊と して 神になる ことができず、 生者に さまざまな 妨害 を するとお それられた。 そこで 変死者 はさ かさま 

にして 穴 を 掘って 埋める とか、 夭死した 子供のば あい は 死体 を 切りき ざむ とか 五寸釘 を 打つ とか、 生き返つ てた 

たり をし ないた めの まじないが ほどこされた。 

山で 足 をす ベ らして 谷に 落ちて 死んだり、 海で 溺死した りした 非業の死 者 を ミサ キと 呼ぶ 習わし は 各 也 こ， ある。 
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こうした 横死 者の 魂 は 人に とりついて なやます ので、 供え物 をしたり、 まつった りする。 そこで 山 や 川 や 海の ほ 

とりに は 小さな 祠 がもう けられて いるの をみ る ことがある。 これ は 小さいながら も 荒ぶ る 神で ある。 それが やが 

て 神社に まつられる ようになっても 『梁 塵 秘抄』 に 「うし とらみ さき (艮 御前) はお そろし や」 とうた われる よ 

うに 人び と を 畏怖させる。 この 「うし とらみ さき」 は吉 備津彦 神社の 本殿の 北東 隅に まつられる 神であって、 今 

日で もみる ことができる。 愛媛で は 非業の死 をと げた 霊 を ミサ キと 呼んで、 盆のと きに 各戸が 軒下に 小さな 棚 を 

もうけ、 芭蕉の 葉 を 敷いて 供物 を するとい われる (『綜合 日本 民俗 語彙』 所収 「ミサ キ」 の 項目)。 また ミサ キ ぎ とか、 

ミサ キがォ サキに 転じて ォサキ 狐と か、 神の 先駆 をな す 動物た ち を 指す ばあい も ある。 これらの 動物 は その 啼き 

声が 神の 訪れ を 告知す ると 信じられ ている。 このように ミサ キには 大きな 神 を 先導す る 小さな 神の 意 も ある。 お 

そらく 日本の 常 民 は 昔から 眼に はみ えない が、 風の ようにう ごき 空気の ように ふるえる ものの 実在 を 身近に 感じ 

とってき た。 それ は 完全に 死者と なり 得ぬ 霊魂と も 考えて よく、 神に なりきれぬ 霊 を 若宮と して まつる 風習と 近 

いもので ある。 

迷える 霊 は 思い を この 世に のこして いるので 生者に 訴える 機会 をう かが つてい るが、 一 歩 すすむと 生者に とり 

つく こと も 出て くる。 これ は 沖繙も 本土 も 共通で ある。 だが、 敵の ために 恨み を 呑んで 死ななければ ならな かつ 

た 霊が 特定の 生者に たたり、 生者 は そのたたり をお それる あまり 死者 を 神に まつる という 風習 は沖繙 になく、 本 

土に 著しい 現象で ある。 これ を 御霊 信仰と 呼ぶ。 その 風習 は 奈良時代の まえから 起こり、 平安時代に もっとも 盛 

ん であり、 江戸時代 にいた るまで 絶えなかった。 それ は なぜであろう か。 その 理由 を 次に みて みたい。 

すでに 何度も 述べた ことで あるが、 かって 現世と 常世と 呼ばれる 他界と は 相似で あり、 それ はまった く 価値 を 

ひとしく していた。 それ はたと えば 『古事記』 の 中の 次の 記事から も 推測す る ことができる。 

雄 略 帝が 紅の 紐 をつ け青摺 りの 衣服 を 着た 百官 を ひきいて 大和の 葛 城 山に のぼ つ たと き、 向こうの 山の 尾根 を 


民俗の 神 IOO 


のぼる 人び と をみ かけた。 その 様相 は 人数 も 服装 も 天皇の 行列 そっくりであった。 そこで 雄 略 帝 は、 「この 大和 

国に 自分 以外に 天皇 はない のに、 どうして こういう ことがあ るか」 と 問いた だすと、 見知らぬ 人が それに 答える 

の も、 また 天皇 そっくりであった。 天皇 は ひどく 怒って 矢 をつ がえ、 百官に も 矢 をつ がえ させた。 すると 向こう 

の 人び とも 矢 をつ がえ た。 天皇 はさら に 質問して 「それなら 名 を 名乗れ、 おのおの 名 を 名乗って 矢 を はなとう」 

というと、 向こうの 人 は 「私 は 悪い こと も 一言、 よい こと も 一言、 いい 分ける 神、 葛 城の ヒ トコ トヌシ ノォォ 力 

ミ である」 と 答えた。 天皇 はお それ かしこんで 「大神 だと は 知りませんでした」 と 礼拝した。 こうして 天皇が 還 

幸 するとき、 ヒ トコ トヌシ ノォォ 力 ミは山 を 降りて 長 谷の 山 口まで 天皇 を 送つ た。 

この ヒ トコ トヌシ ノカミ は 『日本書紀』 に は、 雄 略 帝と 馬の くつ わ をなら ベ、 一 つの 鹿 を 追って 狩獵 をた のし 

あら ひとが み 

ん だと 伝えられて いるが、 天皇の 質問に 答えて 「現 人 神ぞ」 といって いる 神で ある こと は 注目に 値する。 現 人 神 

と は 日頃 は 姿 をみ せない が、 ときには 人間の 姿 をと る 神、 すなわち、 ときたま 人間 身 を 示現す る 常世 神な ので あ 

る。 

これにつ いて 思い起こされる 逸話が ある。 それ はおな じ 雄 略 帝のと きの 話と して 『書 紀』 の 伝える ものである。 

河内の 羽 曳野巿 飛鳥の あたりに 住む 田 辺 伯 孫と いう 男が 娘に 子供が 生まれた というので、 聱の 家に よろこび にい 

つての 帰り道、 その 夜 は 月が 照って いたが、 応神 陵の あたりに さしかかった ときに 赤い 馬に 乗った 人に 出あった。 

その 馬が あまりにす ばらしい 駿馬だった ので、 自分 も 馬 をとば せて 近づいて みた。 そうして 相手に 頼んで その 駿 

馬 を 自分の 馬と とり 換えて、 家に もどった。 もらい 受けた 馬 を 顧に 入れて 秣を 与え、 その あくる 朝、 厩 をの ぞい 

てみ ると、 赤い 馬 は 埴輪の 馬に 変わって いた。 伯 孫 は あやしく 思って、 応神 陵の 所に いってみ ると、 自分の 馬が 

埴輪の 馬た ちの 中に いた。 そこで 再びと り 換えて、 埴輪の 馬 を 陵の 所に もどした、 という ものである。 この 赤い 

馬に 乗った 見知らぬ 人物と いうの は 明らかに 墳墓に 葬られた 死者で あり、 古墳の 主 はたまた まいい 月夜な ので 人 
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間の 姿 を 現わした のであろう。 とすれば これ も 現 人 神、 あるいは 常世 神と 呼んでも 差し支えないの である。 

この 二つの 挿話 は、 自分と おなじような かっこう をした ものが いると いう 点で 共通で ある。 葛 城の 山 は 大和で 

は 他界に 属し、 そこで 天皇の 行列に 寸分たがわず 似て いる 光景が 展開され たの は、 現世と 他界との 相似 を あらわ 

す ものに ほかならぬと 私 は 考える。 おなじく 河内の 応神 陵の ある あたり もまた 死者の 住む 国であった ので、 酷似 

する 光景が 出現した と考えられる。 先に 述べた ように 与那国 島で は、 ハ ー リ ー 船の 競技の おこなわれる 日に は、 

後生 (他界) でも ハ ー リ ー 船の 競技が おこなわれて いると 島民た ち は 思って いたと いう 例 をもう 一度 思い出して 

みる 必要が ある。 

すなわち 現世と 他界と は 相似で あり、 相似で ある 以上、 等価 値であった。 否、 雄 略 帝はヒ トコ トヌシ ノカミ と 

いう 現 人 神にたい して は、 自分の もっている 弓矢 を 投げ捨て、 従者の 着物 を 脱がせて、 礼拝した という。 帝王が 

こうした 恭敬 をいた す 相手 は 「常世 神」 以外に 誰が あろう か。 

『記紀』 の 伝える ところでは、 この 雄 略 帝の 頃 を 境目と して、 帝王の 権力 は 飛躍的と なり、 それ は 時代 を 追って 

増大す る。 そうして それ は 天 智天武 の 頃になる と、 古代 専制君主の 面影 をお びる。 「大君 は 神に しませば …… 」 

という 歌が 宮廷の 御用 歌人に よってつ くられる。 一 方で は 王権の 継嗣 や 政治 権力 をめ ぐって 血で 血 を 洗う 闘争が 

上流社会に 展開す る。 しかし 政敵 を 抹殺しても、 その 葬った 死者の 魂まで も 抹殺す る こと は 不可能で ある。 とい 

うこと から 勝利 を 占めた 生者が 敗れて 死んだ 怨霊の たたり をお それ、 その 怒り を なごめる ために 八方 手 を 尽くす 

ようになつ ていく。 これ はまえ に 述べた ように 御霊 信仰と 呼ばれる ものである。 死者の たたり は 主として 農作物 

を 荒す 害虫の 発生 や 疫病の 流行に 顕著に あらわれる。 それら を 死んだ 悪霊の 仕業と みなして、 鎮魂の ための 法要 

や 祭が いと も 派手 派手し く おこなわれる。 

つまり 虫送り や 疫病神 送りな どの 自然災害と 御霊 信仰の 双方が 癒着して 社会 不安 を かき 立てる。 害虫の 象徴 神 


民俗の 神 102 


でも あり 疫病神で もあった スサノ オノ ミコト が、 こんど は 疫病 を 鎮める 役割 を 担って 登場す る。 こうした 祭が 盛 

大 になる の は 平安 期 以降で ある。 

死者の 怨霊 を なぐさめる といえば、 冒頭に 述べた 信 州 遠山の 霜月 祭 もそう であって、 遠山 土 佐 守と その 一族の 

面 をつ けた 人び との 登場す る 場面が 祭の 中に もうけられて いるの は、 そうした 理由が あるから である。 百姓お 一 

揆の 指導者で 処刑され たもの を 神と まつった 例 は 多い。 しかし この 霜月 祭で まつられる 遠山 土 佐 守 は、 むしろ 苛 

酷な 税を とり 立てた あげく 百姓 一 接 を 招いた 領主であって、 殺されても とうぜん とい つ て も 差し支えない 人物で 

あった。 それが 死後、 怨霊と なる に 及んで 百姓から まつられる という 点に、 日本人の 心理の 独特の 構図が みら，^ 

る。 

それ は、 もっと 有名な 佐倉宗 吾に ついても いわれる ことで ある。 

『地蔵 堂 通夜 物語』 によると 佐 倉 藩の 木 内 宗吾は 処刑の 際に 眼 を かつと 見開いて 「極楽往生に 望みな し、 念仏 供 

養 も 頼み 致さず」 といい 切った というが、 その後 は宗 吾の 亡霊の たたりと 思われる 怪 事が 殿中で しきりに 起こつ 

た。 そのため その 奥方 は 死に、 藩主の 堀 田 正 信 は 乱心した。 宗 吾の 処刑され た 承 応ニ年 二 六 五三) の あくる 年に 

は、 将 門の 社に 宗 吾の 霊 を 合祀して、 ロ宮明 神と いった。 これ は 口にして はならない 神霊と いう 意味の ことら し 

い。 そのの ち、 堀 田 正 信 は 十二 万 石の 佐 倉から 信 州 飯 田の 一万 石へ 改易 を 命じられ 幽閉され、 さいごに は 屠 腹し 

て 死んだ。 

これにた いして 宗 吾の 霊 は 農民に よって まつられた だけでなく、 刑死 後 百年祭、 百 五十年祭が いとなまれ、 と 

きの 佐 倉 藩主から、 徳満院 涼風 道 閑 居士と いう、 いと も 円満です ずしげ な 法名が 与えられた。 これ も宗 吾の 亡霊 

のた たり をお それて、 とり 入ろうと する 下心が 透けて みえる。 それ は 稲の 害虫に 「善徳 虫」 と 名 づけ、 ネズミ 

を 「ネ ズミ がな し (ネ ズミ さま)」 と あがめ、 痘瘡 神 を 「清ら 瘡」 と 呼ぶ 心 里と まったく おなじで ある。 


これ は 御霊 信仰の 一例に すぎない が、 以上の 例から みても、 日本の 常 民の 信仰に とって 死者の 魂 を 慰撫し、 鎮 

める こと は 不可欠の 要素で ある ことが 理解で きる。 沖 織ゃ奄 美で は 神事の みに 従事す る 公認の 神 女 を、 ノ II また 

は ッカサ と 呼び、 死霊 を あっかう の は 民間 巫女の ユタに 限る とされて いる。 これ は 本土で 死者の 霊媒で ある 「口 

よせ 巫女」 と、 「神な ぎの 巫女」 の 二通りに 分ける ことができる のとお なじで ある。 琉球 王府は ユタの 活躍に し 

，よしば 手 を やいて、 死罪 や 流罪に 処す こと もあった。 こうした 弾圧 にもかかわらず ユタ を 根絶で きなかった とい 

う 事実 は、 生者と 死者との 交流 や 交渉 を 抜きに した 神 信仰 は 常 民の 信仰の 一面で しかない こと を 私たちに つげて 

いる。 
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世直しの 神 


日本の 常 民 は 循環す る 世界に 住んで きたから、 神の 訪れ もまた 花環の ように 組まれた 年中行事の 中に 入れられ 

て、 そこから 逸脱す る ことがなかった。 神の 訪れと 季節の 訪れと はつねに 一致して いた。 ところが、 こうした 閉 

じた 時間の 円環 を 切り裂く ようにして、 とつぜん 訪れる 神が 例外と して 存在す る こと を 日本史の 中の 常 民 は 体験 

してきた。 

皇極 天皇の 三年 (六 四 四) 七月、 東国の 富士川の ほとりに いた 大生 部の 多と いう 人物が、 山椒の 木に つく 四寸ば 

力り で 蚕の ような か つ こう をした 虫 を 常世の 神 だとい いふら し、 こ の 神 を まつる もの は 富と 長命が 得られる だろ 

かんなぎ 

うと 主張した。 それに 巫 頸た ちが 便乗して、 常世の 虫 を 清めた 席に 置いて あがめ、 自分た ち はうた つたり 舞った 

りした。 こうした 流言に 人び とが 迷わされ るので、 京都の 葛 野に いた 秦河 勝が 大生 部の 多 を 打ち こらした。 そこ 

で 時の 人び と は 


太秦は 神と も 神と 聞え 来る 常世の 神 を 打ち 懲 ます も 
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という 歌 をつ くって はやらせ たという 記事が 『書 紀』 に 載って レる。 この 記事から いくつかの ことが 分る。 この 

常世 虫と いうの は カラタ チの 木に つく ァゲハ チヨ ゥの 幼虫の ような もので あり、 カラタ チと タチバ ナ は親緣 関係 

にある。 そこで こうした 虫が 常世から 送り こまれた と 考える こと は、 常世が トキ ジクノ カグの 木の実、 すなわち 

柑橘類の た わ わみ のる 所 だとい ぅィメ ー ジを 当時の 人た ちが 抱いて いた 証拠と なる。 次に 常世 神 を 打ち こらした 

というの は、 王権 を とりまき 支える 有力者が、 常世よりも 世俗の 世界の 秩序に 関心 を もってい たこと を 物語る。 

つまり 秤 は 常世の 権威よりも 現世の 権力に 傾いた こと を 示して いる。 だがし かし それ にもかかわらず、 常世 を 

1 種の ュ ー ト ピアと みなして、 それ を 現世に 現出 させよう とする 常 民の 熱狂 的な 渦が 東国から 都まで かけのぼ つ 

たこと を つげて いるの だ。 常世の 神 を 信じれば 富と 長寿が もたらされる という 現世 利益の 信仰が 人び と を 捉えて 

はなさない。 こうした ときの 常 民に やどる 神 はこれ までみ た 神と はちが つてい る。 

孝 謙 天皇の 天平 勝 宝 元年 (七 四 九) に は、 九州から 宇佐 八幡が 奈 良の 都に 乗り こんで きた。 その 神官 は 大神杜 女 

という 女で 紫色の カゴ に 乗って 東大寺 を 拝し 神託 を宣べ た。 このように 巫女が 託宣 を 発して 人心 を 動揺させる こ 

と は、 天 慶五年 (九 四 二) 七月に 京都で 卑賤な アヤ 子と いう 女が 口走って、 「自分 は 菅原道 真の 霊で あるが、 九州 

太宰府で 死んだ とはいえ、 生前よ く 都の 右近の 馬場で あそんだ ので、 そこに 自分 を 慰撫す るた めの 祠を つくれ」 

といった ことで も 分る。 これが 北 野天 神の 起こりと されて いる。 つづいて 天 慶八年 (九 四 五) になる と 京都に 流言 

が ひろがり、 東西の 国から 諸 神が 入京 するとい つて さわがしく なった。 その 神の 名 は 志 多羅 神と も 小藺笠 神と も 

八面 神と もい われた。 果たして その 年の 七月 二十 五日に は摂津 国の 河 辺 郡から 数百 人ば かりが 三つの カゴ を かつ 

ぎ、 御幣 を ささげ 鼓 を 打ち、 うたったり 舞ったり しながら やって きた。 そこで 待ち受けた 群集 も、 老若男女 を 問 

わず、 その 中に 加わって うたったり 舞ったり したと いう。 それから 数日た つた 七月 二十 九日に なると、 数千 また 
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は 数万の 群集に かこまれた 神輿が うごき、 神 は ある 女に 憑って 自分 はは やく 石 清水に まいりた いという 託宣 を述 

ベた。 群集 は 熱狂して 

志 多 良 打てと 神は宣 まう 打つ 我らが 命 千歳し たらめ 

と 歌 をうた つた。 r シ ダラ」 というの は 手を拍 つて 拍子 をと る ことで、 それ は 歌舞の 律動 をつ くる ものに ほかな 

らぬ。 r シ ダラ ナイ」 とか 「フシ ダラ」 も、 ここに 由来 するとい う 説が ある。 志 多羅 神 は 八幡 神と も 関連が ある 

と みられて いるが、 こうした 一 連の 突風 的な 行動に 巫 観の 託宣が 一 役 買って いる こと をみ のがす こと はでき ない。 

その 託宣 は 群集 をう ごかして 社会的な 力と なる。 このように 他界に ュ I ト ピア を 描く というの ではなく、 現世の 

中に 湧 然と 出現す る ュ ー ト ピア をね がう 気持が わが 常 民に なか つ た 訳で はない。 その 代表的な ものが ミ 口 ク 世と 

称せられる ものであった。 土橋 里 木 氏 は 『民間伝承』 十五の 十 一 の 中で 

みろくの 世で は 誰も 働く こと を 知らないで、 木の 枝な どに 一 ばいに 熟った 果実が 自然に 落ちる の を 待って 拾 

つて、 食べて いるの だ 

という 山梨県 西 八 代 郡の 古老の 話 を 紹介して いる。 これ は 枝 もた わ わにな つた 果実が、 南の 風に あえ (落ち) る 

という 常世の ィメ ー ジ とそつ くりで はない か。 タジマ モリが カグ の 木の実 を 求めに い つたと いう 「常世の国」 に 

投影され た 常 民の 願望 を、 この 世に 求める とすると ミ 口 ク世 となる ので ある。 

これにつ いて 宮田登 氏 は 『ミロ ク 信仰の 研究』 の 中で 「飢饉の 年に ミロ クが 出現して 人び と を 救済して くれる 
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こと を 望む 意識が あ」 る こと を 指摘し、 やがて ミロ クの 出現す る 年 は 豊作の 年と いう 伝承に 変化した の だとす る。 

私 はかって 八重 山 群島の 由 布 島で、 竹 富 島 出身者の 種と り 祭の 歌 を 聞いた ことがある。 その 一節 は 

ミルク (ミ 口 ク) 世の 子孫 や 

遊ばん 遊び 踊らばん 踊り 

御 許しで むぬ ささ ー ぐ や あさ さ 

や あらよう お や あらよう お 

という もので、 自分た ちが ミロ クの世 (豊年) に 出あった よろこび を 烈しく うたって いる。 

ミ 口 ク神は 八重 山で は 年毎に 海の 彼方から 来訪して 豊作 を 授ける 神で あるが、 日本 本土で は 江戸時代の 末期に 

次第に 現世の 体制 変革への 待望と むすびつい ていった。 少なくとも、 支配者から 与えられ きめられた 日常の 秩序 

を 否定しょう とする 気運が うごいた。 それの 衝動的な 表現が、 宝 永 二 年 (一七 〇 五)、 明 和 八 年 (一七 七 一)、 文政 

十三 年 二 八 三 〇) と、 ほぼ 六十 年 を 周期と して おこなわれ てきた 大 集団に よる 伊勢 参宮で ある。 それ を 「おかげ 

参り」 と 呼んだ。 

都 も 鄙 も 浮かれ 立って、 人び と は 「おかげで な、 ぬけた とせ」 という 合言葉 をく り 返しながら 伊勢に 向かった。 

御蔭 参と ぬけ 行く 人 をな が むれば、 下駄で ゆく あり はだし あり、 まえだれ たす きも そのままに、 わたし もな、 

ぬけた ぞぇ、 立 子、 いざる 子、 盲 も 犬み なぬ けて、 門徒 坊主 も 浮れ ていで 
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と 『浮世の 有様』 は 伝えて いる。 

安丸 良 夫 氏に よると、 文政の 「おかげ 参り」 に 際して は、 事前に、 明 和の それから 六十 年 目に 「おかげ 参り」 

が 起こる という 風評が 広まって いたと いう (『日本 思想 大系 S8』 「民衆 運動の 思想」 解説)。 さらに 文政の 「おかげ 参 

り」 から ほぽ 六十 年 を 経た 明治 二十 二 年 二 八 八 九) にも、 小規模な 「おかげ 参り」 があった そうで ある。 

このよう にして みれば、 ほぼ 六十 年毎に 何百 万と いう 人の 波が うごく という 事実に 何 かの 意味 をみ いだす こと 

がで きる かも 知れない。 ネズミ は 女 竹の 豊作になる 六十 年 目 毎に、 大挙して 海 を 渡り、 薩南七 島の 島々 をお そい、 

島の 中の ありと あらゆる もの を 食べ尽くした といわれ ている。 また 火山の 噴火 や 大地震が ほぼ 六十 年毎に 起こる 

こと も 今や 常識と して 知られて いる。 そこに は 干支の めぐりと いう 以上に、 自然の 秘密が あるの かも 知れない。 

生物と しての 人間、 群れと しての 常 民に もお なじよう な 衝動が 底 深く 流れて いて、 それが 「おかげ 参り」 の大流 

行と いう 現象 を ともなって あらわれ るの かも 知れない。 文政の 「おかげ 参り」 からして 六十 年 目にあた る 明治の 

二十 二 年に も 「おかげ 参り」 が みられた という こと は、 日本 国家の 支配 体制が 入れ替わっても、 それが 群と して 

の 常 民に は 何の 影響 も 及ぼさなかった という こと を 物語って いるよう に 私に はみ える。 という こと は、 幕末に お 

いて 一 瞬の 閃光の ように 時間の 閉じた 環 を 切り裂いた 「世直しの 神」 としての 自覚 は、 束の間の ことで しかな か 

つたこと を も 意味す る。 たしかに 「世直し 一 撲」、 とくに 慶応 三年 (一八 六 七) の 「え > -ぢ やない か」 に 支配 層と 

の 対決の 意識が あった。 貧富 や 貴賤 や 男女の 差別 さえ も 一 挙 になく してし まおうと いう 衝 迫に みちた もので あり、 

山 ロ吉ー の 「阿波え.. -ぢ やない か」 という 聞 書きに みられる ように 「日本 国の よな おりええ ぢ やない か、 ほうね 

ん おどり はお 目 出たい」 といった 歌 を もって、 浮かれ あるいた ので ある。 

ここに は 世 替わりへの 期待と 豊作への 願望が 併 立して いる。 有名な 三 河 国の 加 茂 一 撲を 述べた 『鴨の 騷立』 に 

よると 
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「世直し 神々 来て 現 罰 を 当て 給う、 観念せ よ」 

「こざかしい、 其 竹鎗は 何に する の ジャ。 世直しの 神に 向って は、 ョモ 働く 事 はなるまい。 此方 共 は 喧嘩 口 

論、 人 を 害する の 所存 かってな し。 願の 筋 叶えば よし。 不承知 なれば、 其 家に 挨拶す る 斗り 也。 世 直の 神 を 

招待に 出た か。 もし 防ぐ 了簡なら ば、 現 罰 を 与えん」 

といった ー撲 勢の ことばが みられる。 これ を 安丸 良 夫 氏 は、 打ち こわし をす る 民衆のう ちに 「世直しの 神」 が 体 

現して いるの だとい う。 それまで 多くの 支配 層が 世直し 神と して あがめられ ていた。 史家の 明らかにする ところ 

によれば、 若年 寄の 田 沼 意知 を 刺殺した 佐 野 善 左 衛門は 「世直し 大明 神」 であった。 また 大塩中 斎 は 「世直し 大 

塩 平 八 郎」、 江川 太 郎左衛 門 は 「世直し 江川 大明 神」、 慶応ニ 年の 世直し 一 接の 指導者 菅野 八郎が 「世直し 八老大 

明 神」 などと 呼ばれた。 それ は 明治 十 年 (一八 七 七) に、 「新政 厚徳」 の 旗 を かかげて たたかった 西郷 隆盛へ よせ 

る 期待にまで つながる と 思われる。 だがし かし 民衆が、 みずから を 「世直しの 神」 と 呼んだ の は 幕末の 混乱 期に 

も つ とも 明瞭に あらわれた。 そこで は ミロ ク の 船が 米 を 一 杯 積んで やつ てく ると いう 常 民の 太古からの 願望が、 

自分た ち を 抑圧す る 支配 階層に 向けられて ほとばしった 一 時期であった。 しかし 欝 屈した 衝動 は 非 日常 的な 破壊 

的な 行動に よって 鎮められる。 切り裂かれ るかに みえた 時間の 環 は 再び 閉じ、 日本の 常 民 は 反復し 循環す る 時間 

の 中に こもる くらし をく り 返して きている ので ある。 

しかし 忘れて ならない こと は、 奈良時代の まえに 常世 虫 を 礼拝した 民衆が、 自分の 家財 を擲 つて 熱狂した よう 

に、 それから 千年 もた つて 「おかげ 参り」 の 中で もお なじ 現象が みられた という ことで ある。 ここに 潮汐の 運動 

のよう な 常 民の 永遠の 姿が ある。 
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民俗学と は， 可 


力 


「民俗学と は 何 か」 という 問いに たいして、 私 は 「神と 人間と 自然の 交渉の 学」 であると いう 私製の 定義 を もつ 

て 答える ことにし ている。 ここにい う 神と は 被 造 物と 一線 を 画する 超越 的な 神で はない。 また 自然と は 科学者の 

対象と する 死せ る 自然で はない。 動物 や 植物 はいう に 及ばず、 石 や 水 や 土まで も 生き物と して あつかわれる 自然 

の 中に 包含され る。 

か つ て 人間 は 神 や 自然の 中に 人間と 同質の 魂 を 発見した。 神人 同 刑 5j 説？ i 人間が 自己 以外に 神聖な ものの 姿 を 描 

こうと するとき の 不可避の 宿命で ある。 この 点で は キリスト教 といえ ども 例外で はない。 だが、 キリスト教 は、 

人間の 魂の 中に 神の かたどり をみ とめても、 動植物 や 木石の 中に 神 をみ とめる こと はしない。 キリスト教に 代表 

される 西欧の 神 観念 は 垂直 神で ある。 神と 人間との あいだに 越えられぬ 一線が あり、 人間と 動物 その他の 被 造 物 

との あいだに もとび 越せない 溝が よこたわる。 

たが 民俗学の あっかう 世界 はそう ではない。 神と 人間と 自然と は 同一 の 平面 上に あって 円環 状の 水平 的な 関 

係 を 形づくる。 こうした 観念の 秩序 は 自然の 循環 体系に みあう ものである。 弱肉強食の 自然界の 底に も 精妙な 平 
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衡 状態が 保 たれて いる。 この ことに 着目す るの は 生物学者の 中で も、 自然の 生態系 を 研究す る 生態学 者た ちで あ 

る。 この 生態学 は、 ギリシア や 口 ー マの 博物 誌 や 自然 誌に その 伝統 を 発する とされて いる。 人間 もまた 自然の 成 

員で ある 以上、 民族 誌 または 民俗 誌 は 博物 誌 や 自然 誌の 中の 一部に 含まれる ものと 考えて よいであろう。 

宮脇昭氏にょると生態^^ の本来の意味は生命集団とその生存環境との相互の関連関係を研究する分野でぁるが、 

このばあい 「環境」 と は 生物 集団が 生存す るた めの あらゆる 生物 的、 無生物 的な 要因の 全体 を 生命と 関係 づけた 

際に 「環境」 という 風に 規定され る という (『現代の ェ ス プリ s』 「二 コ ロジ ー」 解説)。 これ は 「常 民」 すなわち 自 

然的 人間と 風土との 関わり あい を 研究 対象と する 民俗学と、 きわめて 近接した 概念 規定で ある。 

西欧の 経済、 政治、 宗教、 そして 自然の 動植物の 保護 施策 さえ 弱肉強食の 観念の 上に 成立して いると すれば、 

そこから 引き出される 世界観 はべ シ ミズ ム に 駆り立てずに はすまない。 さもなければ 絶対 唯 一 神の 権威 を 礼拝し 

榮光を 讃美 するとい う 以外に 方法 はない かも 知れぬ。 

だが、 自然の 世界 を 仔細に みると、 そこに 循環 的 論理が 働いて いる こと を 発見す るの はさ ほど 困難で はない。 

生物 相互の あいだに 種の 絶滅 を ふせぐ 巧妙な 歯止めが かかって いる。 この 歯止めが 外れる と、 それ は 他方に 影響 

を 及ぼさずに はすまない。 たとえば 明治 初年に 北海道の 鹿が 濫獲と 雪害に よって 絶滅す ると、 鹿 を 主食と してい 

た ェ ゾ狼 もまた 絶滅 するとい う 連鎖反応 を 生んだ ので ある。 

そこで 自然の 生物の あいだに は 絶滅 防止の ための さまざまな 抑止 力が 働いて いる。 それゆえに 自然の 生物 は 弱 

肉 強 食と いう 右 まわりの 循環の 回路 を もってい ると 同時に、 その 底に 共生 共存と いう 左 まわりの 回路 を もってい 

る ことが 確認され る。 

われわれが 自然界 を 見る とき、 敵と 味方との 間にお いても、 食う ものと 食われる ものとの 間にお いても、 さ 


民俗の 神 112 


らに へびと かえるとの ような きびしい 関係に ある ものに おいても、 実は、 生命の 歴史に おいて は 敵 は 味方で 

あり、 味方 は 敵で あり、 互いにが まんしながら 生活の 場 をす みわけて、 共存 させられ ている 多様な 生物 共同 

体の 一 員の わくの 中で しか 生活して いないの である。 

そして 

強調され すぎても 誤りない こと は パランスの とれた 多層 社会 こそ、 最も 強い 自然の 表現力で あり、 そこで は 

持続的な 生命 ある い は 生命 集団 の 存続が 保証され ている とい う 事実 だ。 

と 宮脇昭 氏が いうと き、 それ は 自然 的 人間で ある 常 民の 世界観と 通 底す る もの を もっている (宮脇 前掲 解説 )o た 

だし 自然 的 人間の 抱く 「生物 共同体」 の 観念に は 生き物 だけでなく 石 や 火 や 水 も 含まれる。 流れる 水、 燃える 火、 

吹く 風 も 生物 共同体の 仲間な ので ある。 

太古から 今日まで、 常 民の 生活に とって、 自然 は 死せ る 自然ではなかった。 生きた 力 を もつ 自然であった。 こ 

の 自然の 活力の 中で 自分に 善意 を もち 利益 を 与える もの を 受け入れ、 悪意 を もつ て 自分 を 害する もの を 遠ざける 

ことに 常 民の 関心 は 集中した。 この 自然の 活力 は 物体の 中に こもる だけでなく、 その外へ も 自由に 浮遊して、 他 

者と 付着 融合し やすい 性質 を もっている。 それ は 他者と 結合し やすいが また 分離 や 脱落 もしゃす い。 そこで 相手 

を 自分の 中に とり 入れる ことで 自己の 活力の 増大 を はかる という 観念 は、 自然 的 人間と しての 常 民に とつ て 日常 

的な ものであった。 

相手の 神聖な 力 を 自分の 中に とりこむ に はさま ざまな 方法が あるが、 もっとも 基本的な 考え は 相手 を 食べる こ 
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とに よって 自己の 血肉と 化する ことで ある。 もう 一 つ は 相手と 婚姻し 交合す る ことで、 心身の 結合 を はかる 方法 

である。 これ を 生物 相互 間の 親和 作用と 呼ぶ ことができるならば、 親和力に よって、 神人 交渉、 人 獣 交渉、 神 獣 

交渉と いう 三者の 間柄が 成立す る。 他方、 神 は 自然の 精霊 を 征服しょう とか かるが、 自然の 精霊 は それに 反抗し 

たり、 嘲笑 を 加えたり するとい う 関係 も 成立して いる。 そこで 水平 的な 秩序の 平衡が 保 たれる。 

民俗学に おける 森羅万象の 関係 は 平等で あり、 これら は キリスト教の 説く 神、 天使、 人間、 動植物、 無生物と 

い つ たう ごかし がたい タテの 秩序に しばられて いるので はけつ してない。 キリスト教 のように 超越 神で なく 自然 

に 内在す る 神で ある。 存在の ロゴス はかく もちが つてい る。 

そうした 世界観 を 原始 未開社会に とどまらず、 古代から 中世へ、 そして 近代まで も 引き継い できた のが 日本の 

社会の 特徴であった。 アジアの 中で も、 もっとも 急激な 発展の 歴史 を もち、 社会 停滞 を 打破し つづけた 日本に、 

このような 現象が 後代まで みられる こと は 一見 奇異な 感じが しない わけで はない。 だが 万物に 霊魂が あると する 

ァ 二 ミズ ムと 神が かりの 託宣 者で ある シ ャ，' マ ン との 混 精した 産物で ある わが 原始 神道 は、 後 来の 輸入 イデ ォ 口 

ギ ー と 結合す る 特質 をた くみに そなえて いた。 仏教と いえ ども 日本の 古神 道と 習 合しない では 社会の 底辺に 根 を 

下ろす こと はでき なかった。 仏教と しての よそおい はもちながら、 その内 実は 固有の 民間 信仰で あるば あい はす 

こぶる 多い。 仏教の ほか、 道教 や 儒教 も 古い キリシ タ 二 ズムも 既成の ァ 二 ミズ ムゃシ ャ マ 二 ズ ム の 思想 イデ ォ 口 

ギ ー を 排除し 一 掃す る こと はでき ず、 それらと 手 をむ すぶ ことによ つ て 生きの こ つ た。 

神仏 習 合と 神仏 分離と いう 日本 歴史の 重大な 事件 も、 ァ 一一 マが 容易に 他者と 結合し、 容易に 他者と 分離す ると 

いう 神道に 含まれて いる 事実 を 抜きに して は 理解す る ことができない。 

だが、 固有の 民間 信仰の 方 も、 後 来の 輸入 イデ ォ tr ギ ー の 刺戟 を 受けて、 その 本質 を 変化させる こと はしない 

ままに、 その 本質 を 深化させる ことができ たので ある。 日本の 民俗 現象 は 周辺 諸 民族と 共通の 要素 を もってお り" 
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日本 だけにし かみあ たらない という 民俗 はない。 しかし これらの 民俗 現象が 古代 中世から、 近代へ と 受け継がれ 

ると きに、 仏教 その他の 外来 イデ ォロギ ー から 微妙な 影響 を 受けずに はすまなかった。 従来 民俗 現象 は 空間 的な 

もの、 あるいは 無 時間 的な ものであるが、 生者と 死者、 人間と 自然の 関わり 方が 内面 化される と、 自然の 親和力 

の 確認 は 人間の 連帯 性の 強調へ ととって 代わる。 すなわち 死者 を 思い出し、 過去 を 追体験す る ことが 民俗 行事の 

形 を 通して おこなわれる。 死者の 過去と 生者の 現在との 連帯と は 伝統 意識の 形成に ほかなら ない が、 それ は 日本 

の 常 民の 意識の 内面 化に よって はじめて 可能と なった ので ある。 

日本の 民俗 現象 は こ のように ことごとくが 常 民の 意識の こまかい 襞 をと もな つ て 形成され て い る。 柳 田 国 男 は 

現在の 残存 文化 を 通して 民族の 過去に 遡行 するとい う 方法 をと つ たが、 そこに は 現在 を 起点と して 過去へ さかの 

ぼる こと を 可能に する 常 民の 「記憶の 伝導体」 ともいう 存在が あるから である。 生者が 思い出す ことによっての 

み 過去が 存在 するとい う 考え を 常 民 は 忘れた ことがなかった。 あらゆる 日常の 困難 さ を 乗り越えて、 民間伝承 や 

民俗 行事 を 伝えて きた もの は、 そうした 常 民の ささやかな 決意に ほかなら なかった。 物体が 落下す るよう に 過去 

の 伝承 は 伝わる もので はない。 むしろ 噴水が 物体 を 押し あげる ようにして 過去 は 現在へ とつな がる。 

現在の 日本 文化 は 雑種 文化と いわれる。 デパ ー トの 屋上に 稲荷 社が まつられ、 自動車の 新しい 車に は 神主のお 

赦ぃを 受ける。 しかし それでもって 日本人が チグ ハグな 生活 文化 を もってい ると 指摘す るの は、 たとえて いえば 

絨毯 を 裏返しに したと きの 模様 をみ て 日本の 常 民 文化 を 論じる ことなの である。 その 裏 模様から 民俗の 真の 意味 

をた どる こと はでき な い。 

わが 常 民が 幾千 年と なく かかって 織り あげた 絨毯の 絵 模様 は ひとつ づきの ものである。 そこに は統 一 された 意 

味が ある。 それ を 常 民の 世界観と 呼ぶ ことができる。 その 世界観の 中心に あるの が、 常 民の 信奉す る 民俗 神で あ 

る。 
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日本列島の 中で、 風土が もっとも みごとに デザインされ ている ところ を 探す とすれば、 それ は ほかならぬ 出 雲 

だ。 空と 陸と 水と が 互いに 映え あう この 風土 を 背景に、 出 雲の 神々 は 誕生し、 活動した。 出 雲の 特色 はまず 自然 

の 配置に ある。 地図 を 展げて 北から 見て みょう。 出 雲の 国の 日本海に 面する 部分、 そこ は 『日本書紀』 や 『出 雲 

国 風土記』 に 「北の 海」 と 呼ばれた ところ だ。 そのむ こうに 隠岐 島が ある。 隠岐 島と 出 雲の 国との 間 を 黒潮が 西 

から 東へ と 流れて いる。 冬期に は 朝鮮半島からの 西北の 季節風 を まともに 受ける きびしい 国柄で ありながら、 出 

雲の 風土に やさし さが 宿って いるの は、 黒潮が もたらす 南からの 文化の せいだ。 

古代の 出 雲び との 意識の 奥に は、 隠岐 島の 存在が かくされ ている。 島根 半島の 千 酌から 隠岐への 渡航 船が 通つ 

ていた こと は 『出 雲 国 風土記』 にも 見えて いるが、 隠岐 は 沖で あり、 奥で あり、 また 身 を 隠す ところで も ある。 

だから、 出 雲の 国の 北の 果は、 ただの 荒涼と した 海原で はない。 

さて、 出 雲の 国で もっとも 北に あるの は、 いうまでもなく 島根 半島 だ。 この 半島 は 東西に 長く 伸びて いる。 半 

島の 西の 端に 日 御猗が あり、 そこに 日御硫 神社が まつられ ている。 見の 波 子で 聞いた 話 だが、 そこの 津門 神社 
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は 日 御 it 神社 を遙 拝す る 場所で あると いう。 六十 キロの 海上 をへ だてて なお、 日 御硫は 航行す る 船の 目印と なる 

ところだった。 日御硫 神社が 一名 日沈宮 とも 呼ばれて 古来 夕陽 を はなむけ する 場所だった のに 対して、 島根 半島 

の 東の 端の 美 保 関 は、 朝日 をむ かえるのに ふさわしい 場所で ある。 しかも 日 御硫は その 近くに、 中世に 海外との 

交易 もお こなった 宇 竜 港 を ひかえ、 美 保 関 もまた 漁師に 縁 由の ふかい 美 保 関 港 を もつ。 このように 島根 半島の 東 

西の 端に 二つ の 港と 二つ の 神社の ある こと は、 出 雲の 国柄の 特徴 をよ く 示して いる。 

そのこと は 日御硫 神社の やや 東南に 位置す る 出雲大社に ついても いい 得る。 風土記の 時代 は、 出雲大社の 南側 

を斐 伊川が 流れ、 その 川口 は 周囲が 十九 キロ も ある 神 門 水 海に そそいで いた。 湖 は あとで 埋まって 陸地と なった 

じんざい  その 

が、 その 名残 は 今の 神 西 湖に 見る ことができる。 神 門 水 海の 西側 は 風の あらい 日本海に 面した 砂浜で 菌の長 浜と 

呼ばれる。 したがって 神 門 水 海に 入る と、 どんな 風浪の 難 を もさけ る ことができた。 日本海 を 航行す る 船 は 西方 

の 海 を 向いた 出雲大社に 航海の 無事 を 祈願し、 感謝した。 

はるかな 古代に は、 島根 半島 は 東西に よこたわる 島であった らしい が、 その後し だいに 斐 伊川 やその 支流の 神 

門 川 (神 戸川) の もたらす 土砂が 入り こんで 海 を 埋め立て ていった。 しかし、 風土記の 頃まで は 神 門 水 海が 残さ 

れ ていて、 外海から 自由に 出入で きた。 

神 門 水 海の 東に あたる 宍道湖 は 当時 野 代の 海と いう 別称 を もっていた。 さらに 東の 中 海 は 意 宇 郡の 前面に ある 

海 だから 意 宇の 海と いわれて いた。 この 称呼から も 分かる とおり、 いずれも 入海であった。 今日の 夜 見ケ浜 (弓 

ケ浜) は、 当時 砂嘴が 発達せ ず、 夜 見の 島と して 陸地から 切り離され ていたが、 一方で は 外海と 中 海 をへ だてる 

衝立の 役割 を 果たしていた。 こうした ことから 中 海 や 宍道湖 は、 外海からの 船の 自由な 出入 を 許しながら、 内海 

の 性格 をお びる ことにな つた。 古代に は 外来の 文化が 滞留す るた めに は、 ふくざつな 海岸線に よって かこまれた、 

波 しずかな 内海 を 必要と する。 出 雲の 風土 はま さしく この 条件に 叶って いた。 出 雲に 平和な 神々 の 群が 誕生した 
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の は、 黒潮 文化の 影響 もさる ことながら、 島根 半島の 南に 展開す る 神 門 水 海、 宍道 湖、 中 海な ど をぬ きにして 考 

える こと は 困難 だ。 

これらの 入海の まわりに は 平野が 存在した。 東の 意 宇 平野と 西の 杵築 平野と をむ すぶ 宍道 湖の 南 縁 は 平地に と 

ぼしい。 したが つ て 出 雲 国に は 東西の 両 平野 を それぞれ 拠点とした 熊 野 大社と 出雲大社 とが 併 立す る ことにな つ 

た。 また 松 江 市の 北部に ある 佐 太 神社の 周辺に も 平地が ひろがつ ている。 さらに 東の 方の 飯 梨 川の 流域 も 平坦 地 

で、 安来 市野義 に野義 神社が まつられ ている。 こうして みると 『出 雲 国 風土記』 の 数多くの 神々 のなかで も、 大 

神の 称号 を もつ のが 「熊 野大 神」 「佐 太大 神」 「野 城大 神」 (野 義大 神) 「天下 所造大 神」 (出雲大社に まつる 大国 

主命) である こと も 納得が ゆく。 これらの 神社 は 古代 出 雲の 農業 生産 を 踏まえた 土着 勢力の 象徴的な 表現で ある 

とみて 差支えない。 

出 雲の 風光 を 賞で る 者 は、 島根 半島 や 湖沼 や 平野の 神々 だけ を 相手と する ことが 多い が、 その 背後に よこたわ 

る 深い 山地 を 忘れる こと はでき ない。 この 山地 は 産物に とぼしい。 しかし 良質の 砂鉄 を 産す る。 八岐 大蛇 退治の 

伝承 は、 鉄 穴 流しと 呼ばれる 砂鉄 採集と 関係が ある。 ス サノォ やその 末裔 アジ スキ タカ ヒコの 故事 はそう した 視 

点から 見て いく 必要が ある。 

これまで 述べて きたよう に、 出 雲の 国の 自然 は、 北の方から 半島. 湖沼 • 平野. 山地と いった 具合に 順よ く 配 

置され ていて、 それらが 互いに 照応し あいながら ふくざつな 味 を かもし 出して いる。 これら はいずれ も 東西に 平 

行に 引いた 線で あるが、 その上に 南北の 線 も 引かれる。 その もっとも 顕著な もの は、 宍道湖 を 真中に はさんで、 

杵築 平野と 意 宇 平野が 対立し、 杵築 平野に は 神 門 水 海、 意 宇 平野に は 意 宇の 海と 呼ばれた 中 海が 接して いる こと 

である。 つまり、 古代の 出 雲 は、 西から と 東からの、 海からの 入口 を 二つ もってお り、 東西 双方の 形態 は あざ や 

かであった。 
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しかし それだけに とどまらない。 島根 半島の 地図 をみ ると すぐ 分かる こと だが、 そこに も 南北に たての 線が い 

く 筋 かはいつ ている。 島根 半島に はまた いくつかの 山塊が あって、 その 山塊と 山塊の 間 を 地溝 帯が 走って いる。 

それ を 風土記 時代の 郡 名と 照合して 西から 順に 見て いくこと にす る。 

A 日本海に 面した 平 田 市の 小 律から 宍道 湖畔に いたる 地溝 帯で 出 雲 郡 • 循縫 郡の 境界 をな している。 

え とも  はま さ だ 

B 日本海に 面する 恵 曇と 宍道 湖畔の 浜佐陀 をむ すぶ 佐陀 運河 ぞいの 地溝 帯で、 秋 鹿 郡 • 島根 郡の 境界 をな し 

ている。 

この 二つの 地溝 帯に よって 島根 半島 は 三つに 分 断され、 古く は 三つの 島 を 形成して いたと いわれる。 更に 島根 

郡 を 仔細に みると、 

C 日本海に 面する 稲積 浦と 中 海に 面する 手 角との 間の 地溝 帯に こまかい 南北の 線が 走って いる。 

この ABC の 地溝 帯に よって、 島根 半島 を 四つの ブロックに 分割す る こと は 可能で ある。 それ を 風土記の 郡 名 

に 分けてみ ると、 西から 

B 出 雲 郡 梔縫 郡と 秋 鹿 郡 m 島根 郡の 西 半 部 ：！ 島根 郡の 東半 部と なる。 

このように 島根 半島の 郡の 分界 は 自然の 地勢 を 利用して いる。 古代の 出 雲び とが その 風土 をよ く 知り抜い てい 

たこと は、 『出 雲 国 風土記』 の 冒頭 をかざる 「国 引き」 の 文章に よって、 痛感 させられる。 国 引きの 構図 を 地溝 

帯 や 古代の 郡の 分界 や 神社の 所在と 組合わせながら まとめて 左に 見て いくこと にす る。 

B 新羅の 岬から 引いて きたの は、 小津 (平 田 市) の 切れ目から 杵 築の 岬までの 杵 築の 国 …… A 地溝から 西… 

…出 雲 郡の 一部 …… 杵築 大社 (出雲大社) および 日御硫 神社 

u 北門の 佐 伎の 国から 引いて きたの は、 多久川 (佐陀 運河) の 切れ目から 小 律の 切れ目までの 狭 太の 国 …… 
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A 地溝と B 地溝の 間 …… 楣縫郡 • 秋 鹿 郡 …… 佐 太 神社 

In 北門の 良浪の 国から 引いて きたの は、 闇 見の 国 …… B 地溝と C 地溝の 間 …… 島根 郡の 西 半 部 …… 久良弥 社、 

くらみ 

掠 見 社 (本庄 に 鎮座) 

© 越の 珠洲の 岬から 引いて きたの は、 美 保の 国 …… C 地溝から 東 …… 島根 郡の 東半 部 …… 美 保 神社 

このように、 古代の 出 雲び とが 風土の 性質 を 見抜いて、 その上に、 政治的 境界線 を さだめ、 さらに は 信仰の 領 

域まで も それに 合わせて 伝承 を 作り あげていた ことに おどろかされる。 自然、 政治、 宗教、 伝承の 四つの 区域が 

みごとに 一 致し、 風土の 構造と 意識の 構造と が 反映し あってい る 土地 を 出 雲の ほかに は 知らない。 

出 雲び とが その 風土 を デザインす るのに たくみで あつ たという こと は、 国 引きの 伝承の 中の 次の すぐれた 比喩 

によって いっそうた しかめられる。 すなわち、 国 引きの ための 綱 は、 神 門 水 海の 西が わの 蘭の 長 浜で あると され 

る。 そうして 引いて きた 国 を 動かない ように つなぎとめた 杭 は、 三 瓶 山 (佐 比 売 山) であると いう。 これ は 西側 

のば あいだが、 東側で は、 引綱に たとえられ たの は 夜 見 島で あり、 その 引いて きた 国 をつな ぎと める の は 大山 

(火 神 岳) である。 東西 相称と なる ように、 蘭の 長 浜と 夜 見 島、 三 瓶 山と 大山と が 対照的に とりあつかわれて い 

る。 それ は 文章の 技法と しても みごとで あるが、 しかし それだけに 終る もので はない。 これまでみ たように、 菌 

の 長 浜 も 夜 見 島 も、 外側の 海に 開いた 出 雲の 人た ちの 意識 を、 内面 化する のに 重要な 役割 を 果たして いる。 外側 

の 海の 彼方に は 西に は 新羅が あり、 東に は 越の 国が あった。 出 雲び と は それらの 文化 をと り 入れながら も、 自分 

たちの 独自の 文化 を そだてる こと を 知っていた。 彼ら は 海 彼の 文化 を ひきよせて、 それ をに がさない ようにつな 

ぎと めた。 こうして 古代の 出 雲び との 意識 は 風土の 枠組 を 土台に して 形成され た。 

出 雲の 風土の 枠組 は 東西の 線 を 基調と して、 半島、 湖沼、 平野、 山地と 重層 化して いた。 それに加えて 南北の 

線が いくす じ も 走って いろ。 これらに 着目した ときに、 出 雲び との 想像力 は それに 応じて 大きく 飛躍した。 出 雲 
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の 神々 も 例外ではなかった。 なぜなら、 造化の妙 ともいうべき 出 雲の 風土の デザイン はまた 神々 の デザイン でも 

あつたから である。  ， 
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四月の 出 雲 は 繭の ように 包まれ、 透明に 光って いた。 岬 も 湖 も 平野 も 冬の まどろみから 醒め かけて はいるが、 

その 透きと お つ て ゆく 外被 を やぶる までに はいたらない の だ つ た。 この 四月 初めの 半 覚醒の 状態に ある 出 雲のう 

つくし さはた とえよう がない。 存在と 意識と が 分かれる まえの 古代人の 生 を 風土の 中に たどる ような 気がして く 

る。 島根 半島の 枕木 山 (四 五六 メ ー トル) から 見晴らす と、 眼下に は 中 海に 浮かぶ 大根 島、 その さきに は 夜 見ケ浜 

が、 水面 を はう 霧の 中から 身 を 起こし かけて いる。 こうした 風土の なかに あって、 いちはやく 身づくろい を 始め 

ている のが、 島根 半島の 東端に ある 美 保 関で ある。 

毎年、 四月 七日に 美 保 関 町の 美 保 神社で は 青 柴垣の 神事が おこなわれる。 そのために 港の 周辺 は、 祭の 一週間 

もまえ から 活 気づいて いる。 雪 を かぶつ た伯耆 大山が 真向いに みえる 美 保 湾 ぞいの 道で は この 町 出身の 漁師た ち 

の 船が 祭に 参加す るた めに 大漁 旗 を かかげて ぞくぞく 帰って くる 光景に 出会う。 波の 面すれ すれに 餌 を 拾う 鷗た 

ち もど こ か 生き生きして いるよう に 見える。 

港内の 光景 を とりわけ 彩って いるの は、 四そう を 二そう ずつ くくり あわせた、 二 組の 神事 用の 船の 上に、 赤、 


出 雲の 神々 124 


里 一、 白、 黄と あざやかに ひるがえつ ている のぼりで ある。 この 神事 用の 船に は 板 を わたした 上に 四角に 天幕 を は 

さかき 

りめ ぐらし、 その 天幕の 四隅の 柱に 柳の 青い 枝葉 を 束に して むすびつけて ある。 青 柴垣と いうの はこ こに 由来し 

ている の だが、 それが この 祭事の 名称と な つ たのに は それなりの 理由が ある。 

『古事記』 によると、 次の 話が 伝わって いる。 アマ テラスと タカギの 命令 を 受けて、 タケ ミカ ヅチが 国 ゆずりの 

交渉に 出 雲に やつ てきた。 それに 対して ォォク 一一 ヌ シは 即答 を 避け、 自分の 子の コ トシ ロヌシ に 判断 を 一 任した。 

コ トシ 口 ヌシ はちょう ど 美 保 (『古事記』 では 御大) の 崎に いってお り、 そこで 鳥 を 狩ったり、 魚 を 取ったり し 

ている 最中で あつたが、 出 雲の 国 を アマ テラスの 子孫に 差 出す 決心 をした。 そして 「天の 逆手」 を もって、 自分 

の 乗って いる 船 を 青 柴垣に 変貌 させ、 その 中に 姿 を かくして しまった、 と ある。 

ここにい う 「天の 逆手」 と は 何 か。 本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で、 左右の 手のひら を 外側に むけ、 また 逆さ 

まに 打ち あわせる 呪術であって、 その 呪術の 力で 船 を 青 柴垣に 変えた と 説明して いる。 そして この こと は、 コト 

シロヌ シが 海の 底に 入つ てながく 隠れた こと を 意味す ると も 述べて いる。 というの は 要するに コ トシ ロヌ シが水 

死した という ことで ある。 では 青 柴垣 は 何の 比喩であろう か。 沖繙 ではむ かし 人が 死ぬ と、 青木の 枝葉 を 折りと 

つて その 死体の 上に かぶせた という。 つまり それ は 日本の 古代で いう 殯に 相当す る ものだった。 こうして みると、 

青 柴垣の 神事 は、 コ トシ 口 ヌシの 入水の 故事 を 後代に 儀礼 化し、 模倣した ことになる。 

こ の こと はたんなる 伝承と 受けと るべき であろう か。 それとも 古代に は 水の ほとりの 葬礼の あった こと を 物語 

る ものであろう か。 それ をつ きとめる 術 はも はやない。 だが、 江戸時代に 書かれた 『銜 橘談』 という 書物に、 大 

昔、 出 雲 国 造が 死ぬ と、 現在の 出 雲 市の 東南に ある 菱 根の 池に、 国 造の 死体 を 赤い 牛に むすびつけて、 沈めた と 

記されて いる。 これ は 平安 期 初頭の 弘仁 年間の ころまでの ことで、 それから あと は 土葬に 変った と ある。 しかし、 

その 伝承 はずつ となが く つづいた。 出 雲 国 造の 末裔で 出雲大社の 宮司の 千家 尊統 氏に よると、 大社 町の 界隈で は、 
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重詣 ^ の 病、 が 回復 しないと 見き わめが つくと 「あの人 もとうと う 赤 牛 だ」 と 現在で もい うそうで ある この 赤 牛 

は、 宮 古島の 神 歌に は 冥府の 王の 従者と して 扱われて いる。 また 竜宮の 使いと もい われて いる。 

さて、 山陰の 海岸に は 砂丘 葬が 顕著に みられる。 まず 弥生 人骨が 百 体 以上 も 出た 山口県の 土井ケ 浜が あげられ 

る。 そのほか 鳥取県の 東郷 池に 面する 浅津 では、 火葬の 1^ を 池の 中に まいた という。 鳥 取 市の 西に ある 湖山 池で 

は、 江戸時代に 水が 汚なくなる からと いうので 水葬 を 禁止した という 話 を 私 は 現地で 聞いた。 さらに、 鳥取県の 

東 伯 郡北条 町の 西 園で も、 家に 死人が 出る と、 その 死体 を北条 砂丘に 埋める。 参り 墓の ほう は 部落の 中に ある。 

これらの 葬 制 を 水葬の 痕跡と 容易に むすびつける ことに は 問題が あると しても、 まったく 無縁と 断ず る こと はで 

きない。  も" り 

表向き は ともかく、 地元の 古老の 間で は 青 柴垣の 神事 は、 船中に おいて 殯を 象徴して おこなわれる ものと、 信 

じられ 伝承され てきて いる。 とすれば、 コ トシ 口 ヌシの 水葬 儀礼 を 年 ごとに 模倣す る この 神事 は、 ふしぎな 祭の 

ひとつに かぞえて よいであろう。 神の 死が 人間の 祝祭になる ために は、 海 坂すな わち、 水平線の 彼方に たいする 

あこがれが 前提と ならずに は 叶うまい。 今 は 美 保 神社の 祭神 は、 土地の 漁師 や 船乗りに は、 豊漁 を もたらす えび 

す 神と して 信奉され ている。 えびす 神 を まつる 漁村 は 多い が、 漁師に とって は、 水死 人 もまた えびす 神で めでた 

いものと される。 

ォォ クニ ヌシの 国土 経営の 協力者で ある スクナ ヒコナ は、 ォォ クニ ヌシが 美 保の 岬に いたと き、 波の 穂に 乗つ 

て 海の 彼方から 寄りく る 神であった。 そうして 国 造りが 終る と、 また 常世 国に かえって しまった、 と 『古事記』 

よ 云える。 コ トシ 口 ヌシの 死に は 常世 神で ある スクナ ヒコナ に 見る ように、 古代人の 常世への 憧憬 力 影 を 落と 1 

ている。 


^ コ トシ 口 ヌシの 死の 前夜祭 は 四月 六日の 夜 おこなわれる。 神社の 境内に わ が 焚かれ、 質朴な 拝殿 を 闇の 中に 

々 浮き立た せる。 本殿に はつぎつ ぎと 御供 物が はこばれる。 多く は 児童が その 運び 役に なって いるが、 口に 榊の 葉 

W を くわえて いるの は、 供物に 人間の 息が かからぬ ようにす るた めと、 厳粛な 沈黙 を 自他に 示す ためで ある。 供物 

§ の 奉献が 終わる と、 未通女が 白と 赤の 衣裳 をつ けて、 拝殿の 中で 巫女 舞 を はじめる。 太鼓が なり、 笛の 音が とつ 

ぜん ものがなしく 乱調に なると、 拝殿の 天井 や 軒に つるされた 神燈が ほのかに 照らす 宵闇の 中で、 未通女の もつ 

た 鈴が 高く ひびき、 その 舞 も あやしく 烈し さ をます。 未通女に は 神し かなく、 神に は 未通女し かない 雰囲気が、 

拝殿の 闇 を ひくく おさえつける。 切迫した 死が、 その 生の 息づ かい を するどい ものにする。 そう 私が おもった の 

はコ トシ 口 ヌシの 死へ の 愛惜の ためな のであろう か。 それとも 庭に 焚かれた 松明の 炎が はじけと ぶ 音 を 聞いた か 

ら であった か。 

あくる 日、 青 柴垣の 神事で もっとも 重要な 役割 を 果たす の は、 コ トシ 口 ヌシの 代りと なって 青 柴垣の 神 船に の 

りこむ 頭 家 神主で ある。 一 の 頭 家、 二の 頭 家の 二人の 頭 家 神主 は 美 保 神社の 氏子の なかで も 重立った 「頭 筋」 の 

家から えらばれる。 この 頭 筋 は 十六の 流れが あると いわれる が、 頭 筋の 長男で、 十五 歳 以上の ものが 頭 家 神主の 

資格 を もつ。 昔 は 妻帯者に かぎられ ていたが、 今 は 独身者 も 許される。 そのば あい は、 頭 家の 妻の： 心：：！ < 役 を、 

頭 家の 妹と か 近い 親戚が 代わって つとめる ことになる。 頭 家 神主 は 一年の 間、 毎日 海に 入って 潮 かき 

をす る。 その 烈しい 苦行の 最終日が 祭の 当日な ので ある。 

四月 七日の 朝、 さまざまな 儀式 をお えた あと、 二人の 頭 家 神主 は 美 保 神社の 境内の 会所で、 鏡板 を 背に し、 扇 

を 手に して、 羽織袴に 威儀 を 正して 坐る。 頰には 化粧 をし 小さな 紅 を さしてい る。 それ は 神に なった しるし だ。 

数日 前から 絶食 状態に あっても はや 神が かった と おもわれる。 二人の 頭 家 神主の かたわらに、 それぞれ、 裾模様 

の 晴着 を 着、 前 帯 をし めた 妻女と、 赤い 着物の 娘と が 坐る。 それが 小 忌 人と 供人の 役で ある。 この 裾 模泰と 前 帯 
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すがた は、 伊豆 大 島での 葬式のと きの 女が つける 礼装 そのまま である。 大島 では 頭に 紫の 鉢巻 を 巻く が、 美 保 利 

社のば あい は 白い 鉢巻 をつ ける。 前 帯 は 葬式のと きつける ものと は 限らない が、 いずれにしても、 南との つなが 

りが ここで 想定で き るの は 見過ご しがたい 点 だ。 

その 妻女が 白い i が を 頭からす つぼり かぶった まま 背負われ、 船 着 場の 向う 岸に とまって いる 二そう の 神 船へ、 

見物人の あいだ を かけ 抜ける ようにして 移る。 頭 家 神主 も 神が かりして 一人で 立って おれず、 左右から 扶 けられ 

て、 神 船に しつらえた 青 柴垣の 幕の内に 入る。 お供の 者 や、 美 保 神社の 神職 も つづいて 乗る。 神 船に 二人の 頭 家 

神主が 分乗し 終る と、 すでに 乗り こんでいた 漁師 や 若者の 手で 港に 張り わたされた 曳綱 がた ぐられ、 いきおいよ 

く 競， が おこなわれる。 船の 上の のぼりが 春 さきの 風に ひるがえる。 その 間、 神 船の 幕の内 部で は、 頭 家 神主の 

化粧直しが おこなわれる。 

二そう の 神 船が 神社に 近い 船 着 場に つくと、 サル タヒコ とァメ  ノウ ズメ の 面 を かぶ つ た 役の 出迎え を 受けて、 

頭 家 神主お よび 小 忌 人と その 供人の 一行 は、 神社に むかう。 行列の 前 を 払う の は、 飛び交う ような 動作 をして サ 

サラを 鳴らす 子どもたち である。 このと き、 群集 は 神 船の 飾りつ け を うばいあう。 また、 祭の 振舞 酒に 酔った 町 

の 人た ちが 行列の まえにと び 出しそう になって、 交通整理の 巡査から たしなめられ ている。 もと 美 保 神社 はずつ 

と 海岸 近くに あって、 現在地に 移った の は 昭和に なつてから だから、 この 行列が ねりあるく 距離 はもつ と 短く、 

参詣人 もさら に 混雑したと 思われる が、 それだけに 神社と 海との つながり は、 いっそう 密接に 感じられ たにち が 

いない。 さて、 頭 家 神主 は 神社の 拝殿に つくと、 鉢 をと つて 奉幣の 礼 をお こない、 来年の 頭 家 をく じで きめる 儀 

式 をお こなって、 それで 青 柴垣の 神事 は 終わる。 

四月 八日、 青 柴垣 神事の やが おこなわれ るが、 そこに 出席す るの はも はや 新しい 頭 家 神主で ある。 そして こ 

の 日に、 一年 神主が えらばれる。 


一年 神主 は、 青 柴垣の 神事で は 宮司の 補佐役と して 目立たない 存在 だが、 美 保 神社の 祭祀 組織の 中で は、 頭 家 

神主に 劣らず、 いや それ 以上に 重要な 役割 を 果たす と 見なされ ている。 その 名 ごり は 今でも みられる。 青 柴垣の 

祭の 当日に 天候が 悪い と、 それ は 一年 神主が 精進 不足だった せいとされ ている。 

一 年 神主と なる 資格 はすで に 頭 家 神主 をつ とめた 体験 者で なければ ならない。 しかも 年齢 は 三十 三 歳から 六十 

歳までに 限られる。 しかし、 くじ 運が 悪くて いつまでも 候補者の ままい る 者 も ある。 またえ らばれ たと しても、 

すぐに 一 年 神主になる わけに はいかない。 ォォク -ー ヌ シを まつる 美 保 神社の 客人 神社が 港の 対岸の 小山の 上に あ 

る。 最初の 一年間 は、 客人 頭 家と して、 この 客人 神社の 頭 家 をつ とめる ことにな つてい る。 客人 頭 家の 次の 二 年 

間 は休番 といって、 仕える 神 はない が、 潔斎と か 物 忌と か は 欠かさず おこなう。 そうして やっと 四 年 目に 一年 神 

主と なる。 

一年 神主 は、 頭 家 神主、 客人 頭 家、 休番 などと おなじように、 毎日 一度 は、 夜明けに 「潮 かき」 つまり 海の 潮 

を かぶる 行 を 果たす。 それ は 一年 神主になる までの 三年 間、 つまり 千日の 行 を ひきつづいて 果たす ことで ある。 
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そのほか にもう 一 度 「ねつ 参り」 (子の 参り) とい つ て、 深夜に 潮 かき をし なければ ならない。 こう して、 一年 

神主 は 深夜と 夜明けの 二度、 雨が 降ろう が 雪が 降ろう が 海中の みそぎ を 毎日く りかえ すの だ。 「ねつ 参り」 のと 

き は、 まず 海水で 身 をき よめ、 白い 緒の 白木の 下駄 を はき、 蛇の目の 大本に 身 を かくすよ うにして、 神社に 参詣 

する。 もし その 姿 を 他人に 見られた と 思ったら、 また 引き かえして 再び 潮 かきして 神社に 参る。 この 「ねつ 参り」 

の ときには、 美 保 神社の 本殿の 向って 左 (右 殿) に まつる コ トシ 口 ヌシに 参詣す るので ある。 それ を 二の 御前と 

いい、 向って 右 (左 殿) に まつる ミホ ッ ヒメ を大 御前と 呼びなら わして いる。 

一年 神主 は 「ねつ 参り」 のとき、 二の 御前で 神託 や 神 示 を 受ける が、 以前 は そのと き 神が かりして 種々 の 予言 

もしたら しい。 コ トシ 口 ヌ シのコ トシ 口と いうの は 神の 言葉の 依 代と いう 意味な ので、 このばあい 一年 神主が コ 

トシ 口 ヌシの 立場 をつ とめる 役割に あると 考える ことができる。 こうした ことがあ るので、 氏子の 一部 は、 かつ 

て は 一年 神主 こそが 美 保 神社の 正式の 神主であった とかたく 信じて いると、 和歌 森 太郎は 『美 保 神社の 研究』 の 

中で も 記して いる。 

同書に よると、 春の 節分 当日に 湯 立 神託と いって、 白衣 烏帽子 を まとった 一年 神主が 本社の 神 門前に 設けた 煮 

えた 湯 釜の 中に ぶちこまれる。 息が 絶える ばかりに なった 大 神主 を 荒む しろの 上に 寝させ、 息 を ふきかえ すと 拝 

殿まで 担ぎ出し、 神主に 幣帛 を もたせて 一同 は 平伏す る。 すると 彼 は幣を 振りながら、 その 年の 作の 善悪 や 疫病 

のこと、 年 占な ど を 口走る。 このよう にして 美 保 関 港の 賑 いや 不賑も 一年 神主の せいに される。 

では、 一年 神主ではなくて 頭 家 神主が 青 柴垣の 祭の 主宰者で ある 事実 は どのように 理解 すれば よい か。 それに 

ついて、 和歌 森 は 次のように 述べて いる。 まず 神が かる ものと して は 頭 家 神主の 妻の 小 忌 人が あり、 神が からせ 

る 司祭 者と して 頭 家 神主が あつたの ではない か。 この 小 忌 人の もっていた 性格が のちに 一 年 神主に 移った ので は 

ないか。 すなわち 司祭 権 は 一年 神主の 存在す る 以前に、 頭 家の人に 属して いたので はない か、 と 推測して いる。 
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たしかに、 夫が 司祭 役で 妻が 神が かりになる 巫女の 役 をつ とめる という 例 は 古い 時代から あり、 現在 も 各地に 

見られる。 和歌 森 はこの こと をお そらく 念頭に 置いて いるに ちがいない。 としても この 仮説 は 憶測の 域 を 出ない 

の だから、 そのまま 信ずる わけに はいかない。 ただ、 美 保 神社の 神事に つらなる 巫女の 家す じが 美 保 関に はあり 一 

それ は 奥 市 家と か宮市 家と か、 イチの 名が ついた 苗字 を もっている。 イチ は 市子と か イタ コ とか、 巫女 を あらわ 

す 言葉で ある。 

では 祭神 はどうであろう か。 本殿の 向って 左に は、 二の 御前の コ トシ ロヌシ がま つられ、 本殿の 向って 右に は 

ミホ ッ ヒメが まつ られ る。 この ミホ ッ ヒメ は、 タカ ミム スビ の 娘で ォォク 二 ヌ シ の妃 とな つ たと 『日本書紀』 に 

記された 女性で ある。 したがって ォォク 二 ヌ シの 子供の コ トシ ロヌ シには 義母に あたる。 一 方、 『風土記』 に は、 

ォォ クニ ヌ シが高 志の ヌ ナガ ヮヒ メを娶 つ て 生んだ 子が ミホ スズ ミ であり、 ミホ スズ ミが 坐す ので 美 保の 崎と い 

う、 と ある。 ミホ ッ ヒメと ミホ スズミ と は まぎらわしい 名前で あるが、 要するに その 祭神 は 美 保と いう 土地の 神 

であった と 考えれば よい。 ただ、 国 引きの 話で も 見る とおり、 越の 珠洲の 崎から 余った 土地 を 引っぱって きたの 

が、 美 保の 国と いうの だから、 美 保 関と 越の 国との 交通 はあった と 思われる。 コ トシ 口 ヌシを 並び まつった の は 

おそらく 『記紀』 の 影響に よる もので、 『記紀』 成立の あとの ことと 考えられる。 

青 柴垣と ならぶ 美 保 神社の 行事 は、 十二月 三日の 諸手 船 神事で ある。 この 神事 は タケ ミカ ヅチの 伴 をして、 コ 

トシ ロヌ シと国 ゆずりに つ いて 掛け合つ たァ メ  ノ トリ フネの 故事に もとづき、 それに あやか つ たものと され て い 

る。 ァメノ トリ フネ は 鳥の ように 速く 走る 船に ほかなら ず、 『日本書紀』 では この 船 を 「熊 野の 諸手 船」 と 記し 

ている。 諸手 船と は、 諸手で 漕ぐ 船の 意で ある。 もとは クスの 丸木 をえ ぐって こしらえた クリ 舟であった らしい 

が、 今 は モミの 材を 使って いる。 しかし その 船の かっこう は、 中 海の ソ リコ 舟に 似て、 古代 船の おもかげ を 残し 


131 美 保 神社の 祭祀 組織 


ている。 

諸手 船の 神事の 前日に、 一の 頭 家、 二の 頭 家が この 船 を 彩色す る。 神事の 当日に は、 まず 美 保 神社の 拝殿で、 

檄子 (漕 手) の 抽籤 をお こなう。 船の 舳に 飾りと して マッカ を 立てる の は 二人の 頭 家の 役目で ある。 マッカ は 一 

般に 木の マタ のこと とされて いるが、 ァメノ トリ フネの 象徴で ある 鳥の 翅を型 どり、 それに 剣 を 配して 美化した 

もの だと いう 説 も ある。 

諸手 船に 乗り込む 人た ち は、 これらの 頭 家の ほか、 一年 神主 を 終えた 人た ちの 中から 梶 とりの 役目の 大 櫂が 二 

人、 また 客人 頭 神主 をお えた 休 香の 中から 大櫂を 補佐す る大 脇が 二人え らばれ る。 糟手 である t: 子 十二 人 は、 頭 

家 神主 をつ とめた 者が えらばれる ことにな つてい る。 とはいえ、 くじに 当った 人が 老人 だったり、 事故に 会った 

りした 人のば あい は 代りが みとめられる。 そうした 規定の ある ことから、 当り 籤 をう ばいあって 殺気立ち、 以前 

は 手渡される 櫬子服 を 吾 も 人 も 取り合い、 袴 や 梓が ずたずたに 千切れる という 光景 も 始終 見られた。 

さて これらの 頭 家、 大櫂、 大脇、 櫞子 あわせて 十八 人 は、 二そう の 諸手 船に 九 人ず つ 分乗す る。 そうして 烏帽 

子 を 頭に いただき、 白衣の 袖 を ワラで くくりから げた 男た ちが、 同時に 船 を こぎ 出し、 港の 対岸の 客人 山の 下に 

つくと、 ォォ クニ ヌシを まつる 客人 神社 を 礼拝し、 また 出発点に 漕ぎ もどる。 これ を 三度く りかえ すが、 二そう 

の 船が たがいに 近づく と 櫂で 水 を かけあう。 この ころ は 天候 も 悪く、 あられ まじりの 風が 吹きつけたり、 雪が 降 

つたり する ことがあ るが、 船に 乗った 男た ち は 海水の しぶき を かぶり、 ずぶぬれ になって 港内 を 漕ぎ まわる。 見 

物 人が 岸から 寒そう に 見守るな か を、 こうした 勇壮な 光景が しばし くりひろげられる。 

この 諸手 船の 神事 は、 紀州熊 野の 新宮に 鎮座す る 速 玉 神社の 秋 祭 を 思い出さずに はすまない。 その 祭のと きに、 

もろと 

諸手 船が 神 幸 船を曳 いて、 熊 野 川の 御舟 島 を まわる。 諸手 船に は 諸人と 呼ばれる 漕 手 二十 名の ほか、 赤い 衣裳に 

黒い 帯と 黒いた すき をし めた 赤頭巾 姿の 女装の 男が、 櫂 を もって 舳 先に 立ち、 「ハ リハ リセ ー」 とくり かえしと 
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なえながら、 櫂 を もって 軽く 水面 をた たく。 この ハリハ リセ ー の 「ハ リ」 という 語 は 帆走る という 意味の 琉球語 

である。 沖 織 でさかん に おこなわれる ハ ー リ ー 船の 競漕のと きに も、 「走い 船」 という 言葉の まじる 歌が うたわ 

れる。 このように 見る と、 熊 野 速 玉 神社の 秋 祭の 神事 は 意外に 沖 織と 近い 起源 を もつ ように 思われる。 それ は 出 

雲 美 保 神社の 諸手 船の 神事に もい い 得る ことであろう。 これまで 出 雲と 紀 州との 類似 性に ついては いろいろと 論 

じられ てきた。 その 一 つ はこの 諸手 船 神事で ある。 『日本書紀』 の 出 雲の 記事の 中に 「熊 野の 諸手 船」 と 述べて 

あるの も ふしぎで ある。 さらに 三重県の 熊 野 市 二 木 島に は、 頭 家の 厳重な 物 忌 や 競 舟な ど、 青 柴垣に 酷似す る 祭 

事が 十 一 月 二日に おこなわれ ている こと も 注目す ベ き だ。 

さて、 この 諸手 船 はふ だん は 美 保 神社の 境内に もうけられた 舟 庫に おさめて ある。 舟 庫の 奥に はこの ほか 隠岐 

で 古くから 使用され たト モド 船 ゃ沖摁 の糸満 漁夫が 乗る サパ 二、 それに ラワン 材の 南方 系の クリ 舟が 陳列して あ 

る。 諸手 船と、 中 海の ソ リコ 舟 や 隠岐の ト モド はおな じ 型 をして いる。 という ことから 諸手 船が 古代の 丸木舟に 

その 源流 を もつ ことが 理解で きる。 また ラワン 材のク リ舟ゃ 沖 織の サバ 二 は 島根 半島の 海岸に 流れつ いた もので、 

それ を はこんだ のが 黒潮で ある こと は 誰も 察しが つく。 

舟 庫の 屋根に は 「神 光照 海」 と 書いた 扁額が かかって いる。 この 語 は 『日本書紀』 からと つた もの だ。 「神 光 

照 海 忽然 有 二 浮 来者匚 という 記事が それで 「神し き 光海に 照らして」 と 読ませて いる。 「忽然に 浮かび 来る 者」 

はォォ ナム チの iril^ み i で、 大和の 三輪 山に 住みたい という 希望 を 述べた。 三輪 山の 神の ォォ モノ ヌシが 蛇 神 

である こと は、 『記紀』 に 語られて いる。  て 

『古事記』 に は、 ォォ クニ ヌシが 独力で 国 造り をす る ことが 困難で あると 歎いて いると 「この 時に 海 を 光らして 

依り 来る 神」 があった、 その 神が ォォ クニ ヌシの 国 造りに 協力す るか わりに、 自分 を 大和の 三輪 山に いっき まつ 

れと 言った、 となって いる。 
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いずれにしても 「海 を 照らして 依り 来る 神」 の 実態 はいった い 何者で あつたか。 それ は 次の 章で 答えられる は 

ずで ある。 
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佐 太 神社の 神 在 祭 


島根 半島の 日本海に 面した 海岸 は、 浦と 呼ばれて いる。 

断崖の 岬 を まわる ごとに、 小さな 漁師 部落の 光沢 を もった 赤い 石 見 瓦が、 群れ かたまった 赤い 蟹の ように 現わ 

れて くる。 あとで 述べる 古 浦 や 加 賀の潜 戸 も 浦に ある。 晴れた 日に は 隠岐 を 遠望で きる 浦の ながめ はすば らしい。 

だが、 毎年 十 1 月の 中旬 ころに なると、 それまで 夏の かがやき を 残して いた 出 雲の 海 は 急に 暗くなる。 ァ ナジと 

呼ぶ 北西の 風が 烈しく 吹きつ のり、 海面 は 荒れて 泡立つ。 このような 天候の 急変 現象 を 出 雲の 人た ち は 「お忌み 

荒れ」 といいなら わして きている。 「お忌み 荒れで ございま すね。 竜 蛇さん が あがりました か」 といった 会話が 

挨 接が わりに 取 交わされ るの も その 頃の ことで ある。 

お忌み 荒れの こと を 佐 太 神社の あたりで は、 サダ サン 風と かサダ サン 荒れと も 呼んで いる。 佐 太 神社お よび 出 

かみあり 

雲 大社の 神 在 祭 は、 お忌み 祭と も 呼ばれる。 鳴 物 もなら さずに 忌み ごもる 期間と ちょうど 符合す るよう に 海が シ 

ケる。 すると、 出 雲の 海岸の 沖 を 流れる 黒潮の 流れから 南方産の セグ ロウ ミへビ が 押し出されて、 岸に 近づいて 

くる。 この セグ ロウ ミへビ は 背が 黒い から その 名 を もつ が、 腹 は 黄色で、 たいそうう つくしい 姿 をして いる。 ま 


た 船の 躍に 似た 平べ つたい 尾に は、 黄色な 地に 黒の 斑点が あって、 人目 を ひく。 ふつう 六、 七十 センチ 程度で、 

わさな 蛇 だが、 眼 も 歯 も するどく、 おのずから 威厳 を そなえて いる。 

南方産の セグ ロウ ミへ ビが毎 i4. きまった ころに 季節 をた がえず やってく るので、 出 雲の 人た ち は 竜神の 使者と 

いなさ  かりみや  かみの みや 

考えて ふかく 信仰した。 出雲大社 では、 江戸時代まで は その 神職が、 稲佐 浜に 近い 仮宮 (今の 上宮) に 忌み 籠つ 

て 竜 蛇の 到来 を 待った もの だとい う。 稲佐 浜に 竜 蛇が あがる と、 それ を 玉藻 (ホンダ ワラ) の 上に のせ、 これ を 

大社の 拝設 にお さめる。 稲佐 浜の 竜 蛇 神 迎えの 行事 をお えない と、 神 在 祭 は はじまらない。 現在 は、 剝 製の 竜 蛇 

を あらかじめ 用意して 使う が、 それでも、 稲佐 浜の 行事が、 毎年、 西北 風の 吹く 暗い 海に むかって おこなわれて 

いる。 

佐 太 神せ でよ、 古来、 竜 蛇 は 恵 曇の 古 浦から 上がる とされて いた。 古 浦と そのと なりの 江 角 浦と を 合せて 神 在 

浜と 呼ぶ が、 そこに は 板 橋と いう 佐 太 神社の 社 人が 居住して、 松 江 藩から 食禄を 受け、 竜 蛇 上げの 職 を 奉じて い 

たとい われる。 佐 太の 竜 蛇の 上がる 浜 は 今 は 変って きていて、 神社の 東北に あたる 笠 浦が 主で ある。 

私が 笠 浦の 漁師に 会って 聞いた 話で は、 一九 六 七 年に 笠 浦の 多 古 鼻 灯台の 沖合で、 集魚灯 をと もして イカ 釣り 

をして いたと ころ、 船ば たの 近くの 波の 上に 何やら 光る ものが 浮いて いた。 他の 海蛇 は 光らない のです ぐセ グロ 

ゥミ へビと 分かった。 そこで、 さっそく たも 網です くいあげ たという。 この 竜 蛇 は 佐 太 神社に 奉献され た。 佐 太 

M 神社の 朝 山 宮司の 話で も、 夜に 海蛇が 海の 上 を わたって くると き は 金色の 火の玉に みえる ので、 漁師た ち は その 

g 火の玉 を 網です くって 海蛇 を 捕える という。 動物学者の 上田 常 一によ ると、 佐 太 神社の 古い 木版の 御札に 印され 

お た竜它 神の 姿 はセグ ロウ ミへビ ではなく、 エラ プゥミ へビに 酷似して いるそう だ。 これ は エラ ブゥ ミへビ をセグ 

佐 ロウ ミへビ のか わりに 三方に のせて 神と して まつった 例が ある こと を 意味す る。 沖 縛の 宮古 群島の 池 間 島で は、 

I 発光す る 種類の ェ ラブ ゥミ へ ビが あると いう 話 を 聞いた。 
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ここにお いて 私 はさきに 美 保 神社の 境内の 舟 庫で みた 「神 光照 海」 の 扁額 を 思い出さずに はす まな い。 「海 を 

光らして 依り 来る 神」 はセグ ロウ ミへビ あるいは ェ ラブ ゥミ へビ ではなかった か。 『古事記』 によると、 畫仁天 

皇の 皇子の ホムチ ヮケは 出 雲に ゆき 「檳榔 の 長 穂宮」 に 住んだ。 ある 夜、 ヒ ナガ ヒメと むすばれ たが、 その 姫 を 

そっと 見る と 蛇であった ので ホムチ ヮケは 逃げ出した。 ヒ ナガ ヒメ は 「海原 を おらして」 船で 追い かけて きた、 

と ある。 ここで はヒ ナガ ヒメが 蛇であった ことが 力説され ている。 ナガの 語源 はもと もと サンスクリットの ナ ー 

ガ からき たもので 蛇 を さすと されて いる。 そこで 「海原 を 光らして」 という 表現 はけつ してたん なる 形容で よな 

いこと がわ かる。 しかも r 檳榔の 長 穂宮」 の アジ マサ は ピロウ 樹、 南 島で いう クバの 木で ある。 クバ は 南 島で は 

もっとも 神聖な 木で、 しかも 日常生活に 不可欠な もので あり、 平安時代の 宮廷で も アジ マサの 扇と いわれて 珍重 

された。 こうして みると 海原 を 照らして くる 蛇 神が セグ ロウ ミへ ビ であつ たこと よま， ま 5^ 塞 いない。 

佐 太 神社の 神 在 祭 は 最後の 夜の 十 一 月 二十 五日に、 神社から ニキ 口 はなれた gSn の 山の頂に ある 小さな 池に 小 

舟 をう かべて、 それ を 西北 方の 海に むかって 送り出す 儀式 をす る。 佐 太 神社 はこの ように 海との むすびつきが 大 

きかった。 そして それ はき わめて 古くから であった ことが 推定され る。 たとえば さきに 佐 太 神社へ 奉献す る 海蛇 

が 上陸す ると 述べ た 恵 曇 湾の 古 浦で は 一 九 六 三年に 弥生 前期の 人骨が 発掘され たが、 その 中には 額に 銅製の 円 板 

の痕の 残った 呪術 師と 推定され る 男の 骨 や、 鹿の 卜 骨 もま じっていた ことが 報告され ている。 これらの 人骨、 卜 

骨； 2 その 地方の 漁民の 信仰 形態 を まざまざと あらわし ており、 それら は 何が しか、 眼に 見えない 糸で 佐 太 神社 

の 前段 階と むすばれる ものであった ろうと 私 は 推測す る。 こうした 先史 古代の 漁民の 信仰が やがて 佐 太の 国に 佐 

太 神社 を 作り出す 土台と な つたに 違いない。 

佐太大 神に ついては 『出 雲 国 風土記』 にいく つかの 記載が ある。 一 つ は 佐太大 神の 生まれた 加 賀郷の 名の 起り 


137 佐 太 神社の 神 在 祭 


を 説いた もので、 御 祖のカ ミムス ビの 子の キサカ ヒメが 「くらき 岩屋なる かも」 といって 金の 弓で 射た とき、 光 

かがやい たから 加 加と いうと ある。 加賀 では 今 も 力 力と 呼ぶ。 それ は 『風土記』 以来の 伝統 をつ ぐ もので、 他所 

者が カガと 濁つ て 発音す ると、 加賀の 人た ち は 機嫌が よくない。 

この 加 賀には 通りぬ ける ことので きる 洞穴が あって、 今日で は 加 賀の潜 戸の 名で 呼ばれて いる。 『風土記』 の 

もう 一 つの 記載に よると、 この 洞穴 こそ 佐太大 神の 生まれた場所で、 この 神が 生まれよ うとい うとき、 歡 ^ の 力 

ミムス ビの 弓矢が なくなった。 そこで 力 ミムス ビの 子どもの キサカ ヒメが、 私の 生んだ 子が まさしく 夫の 麻須羅 

神の 子で あるの なら、 失くな つた 弓矢よ 出て こい、 と 祈願した。 そうすると、 角の 弓矢が 水の まに まに 流れて き 

た。 そこで キサカ ヒメ は、 これ をと つて、 生まれた ばかりの 佐太大 神に 示しながら 「これ は 失くな つた 弓矢で は 

ない」 といって 投げ捨てて しまった。 すると こんど は 金の 弓矢が 流れ出て きた。 それ を 待ち受けて 取り 「暗い 岩 

屋 である ことよ」 といって、 金の 弓に 金の 矢 をつ がえ て、 洞穴 を 射と おした、 という ことで、 キサカ ヒメの 社 は 

この 洞穴に ある。 この 洞穴の あたり をと おりす ぎる 船 はかならず 大声 を あげてい く。 もし、 だまって いくと、 突 

風が 起って かならず 船 はくつ がえ る、 と 述べて いる。 

加 賀の潜 戸の あたりの 海 は、 今日で も 風浪の 高い、 危険な 場所で ある。 洞穴の 西が わの 入口に 船 を よせてな か 

を 見る と、 洞穴の 西の 入口と 洞穴の 東の 入口と は 一直線に なって いるの が 分かる。 ところが、 その 東の 入口の さ 

らに むこうに、 もう 一 つ の 小さい 島が みえる。 的 島と 呼ぶ その 小さな 島に も 東西に 一 直線の 洞穴が 開いて いる。 こ 

のようにして、 加 賀の潜 戸と 的 島の 二つ の 洞穴が 東西に 一 直線に 並んで 見 透され ると いう 自然の 奇跡が 見られる。 

ここにお いて、 加 賀の潜 戸 を つらぬく 黄金の 矢と は、 的 島の 東から 射し こむ 太陽の 光線に ほかなら ない こと を 

私 は 理解す る。 黄金の 矢 を もつ 太陽神が、 暗い 洞穴に 矢 を 放っと は、 太陽神と それ を まつる 巫女の 交合の 儀式 を 

意味す る ものと 考えて よいだろう。 丹 塗 矢 を もって 女 陰 をつ くと いう 類似の 話 は 他に も あるが、 この 加 賀の潜 戸 
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の 説話で 特徴が 見られる の は、 母 神の キサカ ヒメ  (支 佐 加 比 売) はキサ カイ ヒメ  (蚶貝 比 売)、 つまり 赤貝の 女 

神 だとい うこと だ。 これ は 造化の妙に 鋭敏な 関心 を よせてき た 出 雲の 海辺の 人た ちが、 加 賀の潜 戸と いう 自然の 

めずらしい 舞台 を 前にして、 想像力 を はばたかせ、 それに ふさわしい 壮大な 説話 を 誕生 させた こと を 示して いる。 

ただ 『出 雲 国 風土記』 の 国 引きの 章に みられる 狭 田の 国に は、 加 賀の潜 戸の 属する 島根 郡 は 含まれて いない。 

という ことから さまざまな 推定が 成立す る。 一 つ は、 佐 太大神 はかって 出 雲の 北の 海に 面する 「浦」 の 支配者で 

あった。 その 名残 は 今 も 見られる ものの、 あとで は 「狭 田」 の 支配者に 化した。 つまり 漁業の 神から 農耕 神へ と 

転じた という ものである。 もう 一 つ は、 もともと 加 賀の潜 戸の 話 は、 漁民の 伝える 貝の 母 神から 生まれた 御子神 

の 神話に すぎなかった ものが、 あとで 佐 太の 勢力が 進出して、 佐太大 神の 名 を その 神話に とり 入れた とする もの 

である。 前者 は 水 野祐氏 説、 後者 は 鳥 越 憲三郎 氏 説で ある。 この 両 説の いずれ かにしても、 出 雲の 漁民 や 農民た 

ちが 佐太大 神に 深く かかわり あっていた こと はたし か だ。 

その 一例が 佐陀 運河で ある。 この 運河 は 江戸時代 末の 天明 七 年に 改修され て、 宍道 湖と 日本海と を 結びつける 

ことにな つたの だが、 その 開鑿 工事 は 天平 時代に すでに 手が 着けられ ている。 島根 郡大領 である 社 部臣訓 麻呂の 

親の 波 蘇が、 稲田に 溜る 悪水 を 排水す るた めに、 恵 曇 湾 近くの 岩壁 を くりぬいて 佐 太 川の 流れの 一 つ を 恵 曇 湾に 

流した ことが 『出 雲 国 風土記』 に 見える。 ここに 古代人の 農業 生産への 強い 関心が うかがえる。 

さて 佐 太 神社 は 神 名 火山の ふもとに あると 『出 雲 国 風土記』 は 伝える。 神 名 火山 は 神社から 六 キロ はなれた 今 

の 朝日 山 (三 四 ニメ  — トル) を あてる のが ふつう だ。 この 朝日 山の ふもと (鹿 島 町 志 谷 奥) から 一九 七 四 年に 銅鐸 

が 出土した。 出 雲の 銅鐸で 出土 地が 明確な の は、 このほか 八 束 郡 八 雲 村の 熊 野から 出た とされる もの だけ だ。 出 

雲の 銅鐸が 佐 太 神社 や 熊 野 神社の 付近から 出土して いる こと は、 これらの 神社の 周辺に はやくから 農耕が めばえ 

ていた こと を 示唆す る。 
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加 賀の潜 戸 を 西へ たどる。 目指す 猪 目 洞穴への 道 は、 島根 半島の なかで もとり わけ 人気ない 海 ぞいの 断崖 をと 

おってい く。 右手に は 出 雲の 海が 開ける だけの 道で、 行け ども 行け ども 目指す 部落ら しい もの は あらわれ てこな 

、 0 

やっと 猪 目 部落の く すんだ 屋根が 眼下に 見えて くる。 『出 雲 国 風土記』 に 「磯の 西の ほうに 岩穴が ある。 この 

洞窟の なかには 人の 出入り はでき ない。 どの位の 深さが あるか も 知られて いない。 この 磯の 岩穴の あたりに いつ 

た、 と 夢に 見る とその 人 はかならず 死ぬ。 それで 世人 は 昔から ここ を 黄泉の 坂と いい、 また 岩穴 を 黄泉の 穴と 名 

付けて いる」 と ある。 この 文章に 記された 黄泉の 穴 は 部落 はずれの 曲り角に なった 海ぎ わの 東向きの 山 かげに あ 

る。 『風土記』 はこの あたり は、 脳 磯と 呼ぶ と 記して いるが、 脳髄が むき 出しに なった ように、 でこぼこした 

海岸の 風景 だから、 そういうので あろうと いう 説が ある。 たしかな こと はもと より、 分からな いが、 脳 磯と いう 

言葉 は どこかぶ きみ だ。 それ はさき ほどの 夢の 話が あるから だろう か。 

洞穴 は 高さ 十二 メ ー トル、 幅 三十 六メ ー トルの 右 を 斜辺と した 直角三角形で、 奥へ しだいに 小さくな つて 三十 
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七メ ー トルに もお よぶ。 その 先 はとな り 部落の 鷺 浦に つづく と 思われて いる。 一九 四 八 年に この 奥から、 織 文、 

弥生、 古墳 期の 遺物と 共に、 人骨 十数 体が 出土し、 黄泉の 穴が たんなる 伝承の 場所ではなかった ことが 判明した * 

母の 胎 から 出た もの は 母の 胎に かえると いう ことから、 沖繙 では、 墓 は 女 陰 を かたどつ たものと されて いる。 三 

角 形 はふつ う 女 陰の 象徴で ある。 そういえば、 いま は 舟 庫と なって いる この 黄泉の 穴の まわりに も、 打ち消しが 

たい 陰気 さが ただよい、 日蝕のと きに 吹き 起る ような 薄 気味 わるい 冷 風が とりまい ている。 『万葉集』 の 中の 「袖 

の 下 をつ かませる から 黄泉の国の 使者よ、 背負って いって くれ」 とか、 「金 を 出す から ちゃんと、 黄泉の国へ の 

道 を 知らせて くれ」 とかいつ た 歌の 実感が ひしひしと 迫る ところ だ。 

この 黄泉への 通い路 は どこに つづく のだろう か。 古代人が 信じた ように、 私たち もまた 信ずる とすれば、 それ 

は 海の 彼方の 国に つうじる ので ある。 古代人 は 太陽 は 海ぎ わの 東の 洞穴から 出て、 やはり 海ぎ わに ある 西の 洞穴 

に 沈む と 考えて いた。 沖繙 本島の 斎場 御嶽 は 太陽の 生まれる 洞穴と されて いるが、 やはり 母の 胎 に似て 直角 三角 

形 だ。 太陽神の 子で ある 佐 太 大神も 海岸の 洞穴で 誕生した。 そして コ トシ 口 ヌシが 青 柴垣の 船に のって 海の むこ 

うへ 身 を かくした ように、 この 黄泉の 穴 も 水平線の 彼方の 常世に たいする 出 雲び との 関心 を 物語って いる。 

西の 黄泉の 穴にたい して、 東の 夜 見 島 もとう ぜん 死者の 国に 縁 由が あると しなければ ならない。 夜 見 島 はお そ 

らく 太古に おいて は 黄泉 島、 すなわち 死者の ゆく 島ではなかった かと 加 藤 義成氏 は 推定して いるが、 それ はさき 

に 私が 述べた ように、 山陰 海岸に は 砂丘 葬 あるいは 水葬の 痕跡が あると いう 事実と 一致す る。 また 夜 見 島が 死者 

の 島であった という 推測 は、 その 島の すぐ 近くに 粟島と いう 小さな 島が あって、 スクナ ヒコナ は そこから、 粟が 

らに 乗って、 常世の国に 弾かれ 渡った という 『伯耆 国 風土記』 や 『日本書紀』 の 文章に よっても 裏書され る。 当 

時 は、 常世の国 はそう 遠くに 想定され ていたと も 思えない から、 スクナ ヒコナ は 粟島から 夜 見 島へ 渡った と 考え 

られ なく もない。 さて、 天平 時^の あと、 日 野 川の 押し出す 土砂の ため 砂嘴が のびて、 夜 見 島が 半島と なると、 
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粟島 も 半島の 一 部と なって しまった。 

くら よもつ ひら  いふ や 

出 雲に はこの ほかに も、 闇 見の 国と か、 また 『古事記』 の 神代 巻で 黄泉 津比良 坂に 比定 されて いる 伊賦夜 坂が 

ある。 吉田東 伍 は、 この 伊賦夜 坂は楫 夜. 神社 (伊 布 夜 神社) の 北東に あたる 意東 鼻と いう 突き出た 岬に ある 山 坂 

のこと で、 そこ は 夜 見 島へ 渡る 場所だった としてい るが、 これ もまた 推量に すぎない。 しかし 伊賦夜 坂が 伊 布 夜 

神社の 丘く と 考えられ ていた こと だけ はまちが いない。 というの も、 『日本書紀』 の斉明 天皇 五 年の 条に、 犬が 

死人の 腕 を msM の 社に ぎい 置いた 事件 を 伝え、 これ は 天子が 亡くなる 前兆 だ、 と 憂慮した 記事が 見える からだ。 

これによ つ て 伊 布 夜 神社が 死者の 世界に 縁 由 ある 神社で ある ことが 推測され る。 

いずれにしても 出 雲の 国に は、 黄泉の 坂、 黄泉の 穴、 夜 見 島、 闇 見の 国、 伊賦夜 坂、 伊 布 夜 神社と いう 風に 死 

者の 国 を 思わせる 場所が 多い。 これ は 他国の 『風土記』 に 見られない 特色 だ。 そこで 大和から 見る と、 出 雲 は 暗 

い 影の 国と 見なされた。 出 雲の 国に、 水葬の 伝承 や 洞穴 葬、 砂丘 葬の 痕跡が 見られる からに もよ るが、 それだけ 

ではない。 出 雲が 根の 国と みなされ たの は、 西北の 方角 は 死者の 魂が あつまる ところと いう 古代人の 考えに よつ 

て、 いっそう 拍車 を かけられた にちがいない。 西北から 吹く 風 を タマ カゼと いってお それる 地方 は あちこちに 見 

られ る。 この タマ カゼの タマが 祖霊、 または 事故 死の 悪霊が 吹かす 風と 思われて いたらし いこと は、 柳 田 国 男 も 

『風位 考』 の 中で 力説して いる。 丹 波の 国 は 大和から 西北 方に あたる ので、 そうした 名前 をつ けたの だろうと い つ 

^ ている。 こうした ことから、 都から 見て おなじ 西北 方に あたる 出 雲が 死霊の 住む 国と 考えられ たこと はとう ぜん 

^ 想像され る。 いわゆる 神無月に おこなわれる 出 雲の 神 在 祭が、 西北 風の 吹きつける 頃に おこなわれ、 諸国の 神々 

W がその 神 在 祭に 参加す るた めに 出 雲に あつまる という 根強い 民間伝承 も、 この こと を 抜きに して は 考えられない 

M だ、：^、 西北 方から 吹く はたんなる 悪風だった のだろう か。 その 方向に 祖 霊の 住居の ある こと を 信じた 人び と 
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は、 西北 風に 祖 霊の めぐみ を 感じないで はすまなかった はずで はない か。  ， 

神 在 祭に なくて はならない 海蛇の 漂着 も その 証拠の 一 つで ある。 また 海の 彼方の 常世の国から 到来す る 小さき 

神 もそう である。 スクナ ヒコナ が 出 雲の 海岸に やって きた 話 は 『記紀』 に 述べられて いるが、 スク ナヒコ ナはォ 

ォ クニ ヌシと 協力して 国 造りに 大きな 実績 を あげた 神 だ。 その スクナ ヒコナ の 伝承 は 民間に も 残留して いる。 そ 

れ によると、 スクナ ヒコナ は 島根 半島の 日本海に のぞむ 坂 浦に 上陸した ことにな つてい る。 そうして この 坂 浦の 

すぐ 北に ある 赤 浦で は、 寛 平 六 年 (八 九 四) に 薬師如来が、 漁師に よって 発見され たという 伝承が のこって いる。 

江戸時代の 出 雲の 地誌 『雲 陽 誌』 によると、 その 漁師 は 海上の 小島で 木仏の 薬師如来 を 見付けた が、 薬師の 霊験 

は あらた かで、 酒 を 作って 大 もうけした。 木仏 はの ち 一畑 山に まつる ことにした。 それが 今日の 一畑 薬師の 本尊 

であると いう。 スク ナヒコ ナと 薬師 仏の 二 つ の 伝承が となりあわせの 海岸に のこ つ ている こと は 興味深い こと だ。 

常世の 神の スクナ ヒコナ は、 『古事記』 の 仲 哀帝の 条に 見られる ように、 「酒の 司」 とされて いる。 この 酒 はまた 

薬と も 考えられて いたから、 スクナ ヒコナ は 酒の 神で あると 共に、 薬の 神と も 見なされ てきた。 さきの 揷話 はお 

そらく そのこと を 物語って いると 思われる。 つまり スクナ ヒコナ の 信仰 は、 仏教が 渡来して のち、 薬師如来の 信 

仰へ 変貌した と 見られる。 一畑 山の 薬師 もそう だった かもしれ ない。 この 一畑 薬師 は 眼病の 神で ある。 むかし は、 

眼の 悪い 人た ちが 出 雲の 四十 二 浦 をめ ぐって、 潮 を 汲んで は 竹筒に 入れ、 それ を 急な坂 道 や 石段 もい とわずに 一 

畑 薬師に 奉納して は 眼病 平癒 を 祈 つ た。 私 は こ こ に 古い 信仰が 変化 を とげながら 持続され ている 姿 を 見る。 

スクナ ヒコナ について は 『記紀』 に 興味 ある 挿話が 伝えられ ている。 海の 彼方から やって きた スクナ ヒコナ を、 

ォォ クニ ヌシ がての ひらにの せても て あそんで いると、 この 小さい 神 はいきな り とびあがって ォォク 二 ヌ シの頰 

にかみ ついた。 それ をみ た 力 ミムス ビ (『日本書紀』 では タカ ミムス ビ) が この 子 は 「わが 手 俣より 久岐斯 子ぞ」 

といった と ある。 ク キルと いうの は 漏れる という 古語で、 自分の 手の 俣の 間から こぼれ 落ちた 子 だ、 という 意で 
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ある。 ところが ゅ繙 では、 大正時代まで は、 ひじょうに すばしこくて 腕白な 子 を 「わがた なまた より ふき ゆる 童」 

といった という。 フキュ ルはク キルと おなじ 言葉 だ。 『古事記』 とまった く 同一の 比喩が 沖 織で 半世紀 前まで 使 

われて いた ことに おどろかされる。 『記紀』 の 表現 を そのまま、 出 雲の 国の 古代の 方言と 受けと る こと はでき な 

いか もしれ ない が、 すくなくとも その 舞台が 出 雲の 海岸で ある ことに 注目したい。 

一畑 薬師の 近くの 平 田 市 小 境 町に ある 松 尾 神社 は、 佐 加の 社の 名で、 『出 雲 国 風土記』 にも 載って いる 由緒 あ 

る 神社 だ。 『風土記』 によると、 佐 香の 河内に 多くの 神々 が あつまって、 煮炊きす る 場所 を こしらえて、 酒 を 作 

つた。 そして ながいあいだ、 酒盛り をし 酒び たりに なって たのしみ、 のち 別れた。 そこで 佐 香と いう、 と ある。 

そこの 佐 香の ^ は 現在 は 松 尾 神社 を 名乗って いるが、 佐 香 神社 ともいう そうだ。 土地に 残る 言い伝え では、 百 八 

十 神が あつまって 酒盛り をした の は 最初の 出雲大社 造営に あた つ て 棟上げ をした ときと いう ことにな つてい る。 

今日で も 神社から 真向いに みえる 松の木の 生えた 小山の あたり を壺 (坪) の 内と 呼んで いる。 そこが 酒盛りの 場 

所と されて いる。 それに ふさわしく、 松 尾 神社で は 今日で も 神酒 用と して 毎年 一石までの 造酒 を 酒税 局から みと 

めら れ ている。 祭神は^<期の神、 すなわち スクナ ヒコナ の 神の ほかに 大山 昨 命、 天津 彦火 瓊瓊杵 尊、 木 花咲 ¥ 

が i 如 命、 百 八十 神な ど を まつって いる。 ここに も スクナ ヒコナ と ゆかりの ある 酒 作りの 伝説が 出て くるの は 奇妙 

だ。 

さて、 さきに 述べた 猪 目 洞穴から 南へ、 山中の 道 をつつ きる と、 出雲大社の 鎮座 地に 出る。 出雲大社の 祭神の 

ォォ クニ ヌシ は、 スクナ ヒコナ の 協力 をえ て 出 雲の 国 造り をした 神で あり、 それゆえに 往々 にして、 スク ナヒコ 

ナと 一対の 神と 考えられ、 ときには 一 柱の 神と もみな されて きた。 そして ォォ クニ ヌシ もまた、 酒の 神、 あるい 

よ 医 寮の！ p- として あがめられ てきた。 万人に 心身の やすらぎ を 与える 平和な 出 雲の 神の 側面 を ここに 見る ことが 

でぎ る。 


出 雲の 神々 144 


出雲大社の 雄姿 


出 雲の 国の 神話の 立 役者 はなん といっても ォォ クニ ヌシ だ。 ォォ クニ ヌシは ァシハ ラシ コォ、 ォォナ モチ、 ャ 

チ ホコノ カミ、 ゥッシ クニ タマな ど さまざまな 別称 を もって、 政治 や 宗教の 舞台で 活躍して いる。 それば かりで 

なく、 この 神 はすこぶ る 多感な 一面 を もっていて プレイ ボ ー ィの名 を ほしいままに している。 『出 雲 国 風土記』 

あめ したつく  さと 

によると、 「天の下 造らし し大 神」 である ォォナ モチの 神 は、 宇賀の 郷、 つまり、 さきの 黄泉の 穴の ある 猪 目 も 

含めた 出 雲郷の 東半 部で 力 ミムス ビの 子の アヤト ヒメに 求婚した が、 今日の 神 戸川の 上流の 朝 山 あたりで も、 力 

ミムス ビの 子の マタ マック タマノ ムラ ヒメに 妻 問いして 朝 ごとに 通って いる。 このほか、 ォォナ モチは 神 戸川の 

中流に あたる 高 松 付近の 八 野で はスサ ノォの 子の ャヌ ワカ ヒメに、 また 神 西 湖の 周辺の 滑 狭の 郷 では ス サノォ の 

子の ワカ スセリ ヒメに 求婚して いる。 ワカ スセリ ヒメ は ォォナ モチの 正妻と して 出雲大社に 配祀 されて いる。 ォ 

つまま 

ォナモ チの妻 求ぎ は、 土地の 豪族の 娘た ちと 婚を 通じる ことで、 自分の 勢力 を 植えつ けて いった こと を 物語る も 

の だが、 それが 出 雲の 国の 中で は 西が わの 出 雲 郡と 神 門 郡に かぎられて いると いう 特色 を もつ ている。 

しかしお なじく ォォ クニ ヌシの 別称で ある ャチ ホコ ノカミ は、 わざわざ 越の 国まで 妻 問いに 遠征して いる。 そ 


れは 越と 出 雲との 密接な 交流 を、 男女 相 聞の 物語の 形で 伝えて いるもの だ。 『古事記』 によると、 越の 国の ヌナ 

カヮヒ メを婚 いに い つた ャチ ホコ ノカミ は、 ヌ ナカ ヮヒ メ から 直ぐ 家の 戸 を 開けて もらえず、 一 晚中 戸外に 立た 

あわゆき  たく づの  ただむ き  ま 

された ことにな つてい る。 その 翌日 は、 r 沬 雪の 若 やる 胸 を 拷 綱の 白き 腕 そだた き たたき まなが り 真 

玉 手 玉 手 さし 枕き もも 長に」 寝る という 官能的な 夜になる ので あるが。 

ヌ ナカ ヮ ヒメ のヌ ナカ ヮは 今の 新潟県 糸魚 川 市 や 青 海 町 あたり を さす 古代 地名で、 越の 沼 川郷と 呼ばれて いた 

地帯 だ。 沼 川郷を 流れて いる 姫 川 や 青 海 川の 上流に は ヒス ィの 玉の 原石 を 産した。 濃い 緑色 をした ヒス ィの 原石 

のとれ ると ころ は、 日本で は 姫 川と 青 海 川の 二つの 川に かぎられて いるから、 それ を瓊の 川、 つまり 玉の 河と 呼 

ん だの はとう ぜんの ことで、 それが 沼 川の 名の 起り となった こと はまちが いない。 ヒス ィの 原石の 所在地が 姫 川 

の 上流の 小滝 川 を さかのぼ つ た 明星 山の 大 岩壁の 真下 だとい うこと がっき とめられ たの はや つ と 昭和 十 年代に な 

つてで あるが、 洪水な どで 押し流された ヒス ィの 原石の 破片 はは やくから 下流で も 拾う ことができた。 すでに 幾 

千年 まえの 繙 文中 期、 糸魚 川 や 青 海で はヒ スィを 磨いた 工房の あった ことが 判明して いる。 

ヒス ィ はわが 国の 古代人が もっとも 愛好した 玉 だ。 濃い 緑色の 玉 を 陽の 光に かざす と、 とろける ように 明るく 

透きと おって かがやく。 ャチ ホコノ カミが 好色な 眼 をむ けた ヌ ナカ ヮ ヒメ は、 その 名の 示す とおり、 いう なれば 

ヒス ィの精 だ。 つまり ヒス ィを 求めて 越の 国まで はるばる 出かけて いった 出 雲の 旅び との 切実な 欲望が、 『古事 

f 記』 の 中で は ロマンスの 形 をと つてい ると 見て 差支えな かろう。 そう 私が 思う の は、 今日の 玉 造 温泉の 周辺に 古 

I 代の 忌 部の 玉 造りが 居住して、 碧玉 ゃメ ノウ を 加工して 勾玉 を こしらえ ていた 伝統が あるので も 分かる ように、 

雲 出 雲 人 はとり わけ 玉の 愛好者だった からだ。 また 出雲大社と 目と 鼻の 間にある 摂 社の 命 主 社の 境内から、 江戸 時 

代の 寛 文 年間に 弥生 後期と 見られる 銅 戈と 一 緒に 勾玉が 出土した という 事実 も ある。 ヒ スィは 朝鮮半島 にも 産し- 

I 古 新羅の 王冠な どに ふんだんに 使われて いるから、 かならずしも 越の 国の ものと はか ぎらない ともい える。 しか 
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し 弥生 後期の 出 雲の 土器の なかには、 北陸の 土器と 酷似した ものが あると されて いるの を 見ても、 越の 勾玉と 推 

察される 確率 はき わめて 大きい。 

越と 出 雲との あいだに 古くから 交渉の あった こと は、 『出 雲 国 風土記』 の 中で しばしば 語られて いる。 まず 国 

引きに よっても つてき たのが 越の 珠洲 (都々) の 崎と いう ことがある。 それが 島根 半島の 東部の 美 保の 崎に あた 

るの だが、 そこに 鎮座す る ミホ スズミ の 神 は、 ォォナ モチと 越の ヌ ナカ ヮ ヒメとの 間にで きた 子と 記されて いる。 

また 意 宇 郡の 母 1- や 拝 志で は、 ォォナ モチが 越の 八 口 を 平らげて かえった ことが 述べられ ている。 越の 八 口が ど 

こか は 明確で はない が、 越の 国で ある こと はまちが いない。 さらに、 神 門 郡の 古志の 郷の条 では、 越の くにの 人 

びと が やって きて、 池の 堤防 を 築造す るた めに、 宿営した から 古. H 心と いう、 と ある。 現在で も 神 戸川の 流域に 古 

志と いう 地名が 残って いる。 池の 堤 をき ずくのに 越の 国の 技術者が やって きたの は 興味ぶ かい。 それ は 物資の 交 

易に かぎらず、 人間の 交流 も 物語って いる。 

でよ、 さきに 述べた 命 主 社の ヒス ィの 勾玉と 共に 出土した 銅 戈に ついては どうか。 この 銅 戈 は 九州に 見られる 

むな かた 

ものと 同型で あると ころから して、 とうぜん 九州との 交流が 考えられる。 『古事記』 は、 ォォ クニ ヌシ が宗 像の 

沖 津宮に 鎮座す るタ キリ ヒメ をめ とって 生んだ 子が アジ スキ タカ ヒ コネで あると している が、 アジ スキ タカ ヒ コ 

ネが まぎれ もな く 金属 神で ある 以上、 そこに は 金属 器が 九州から 出 雲に 移入され た 事実が、 かくされて いるの 力 

も 知れない。 もっとも、 アジ スキ タカ ヒ コネ は 大和から 出 雲に 輸入され た 神で ある。 

宗像 大社の 寛 喜 三年 二  二三 一) の 文書に は、 筑 前の 新宮 浜から 声屋 浜までの 難船の 破片 を 本社 末社の 修理の 材 

料に あてて いた ことが 記されて いるが、 これと 同様な ことが 出雲大社に もあった。 『懐 橘談』 の 紹介す る 記事に 

よると、 天 仁 三年 二 一 一  〇) に 大きな 木が 百 本 海上から 稲佐 浜に 流れつ いた。 神託が あつたので、 この 流木で 出 
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雲 大社の 正殿 を 造営した。 これ を 寄 木の 造営と いったと ある。 寄 木で 神社 や 民家 を 作る こと は 海辺で はめず らし 

くないが、 出雲大社が 寄 木 ゃセグ ロウ ミへビ の 流れつ く 稲佐の 浜 を ひかえて いる こと は、 海と 縁 由の 深い こと を 

端的に 物語って いる。 『出 雲 国 風土記』 の 神 門 郡の 条に は、 神 門臣の 伊加 曾 然とい う 人物が、 神 門、 つまり 鳥居 

のよう な もの を 出雲大社に 奉献した ので 神 門と いう 名が つけられ たと 説明され ている。 この 伝承 は あとに なって 

生まれた もので あり、 神 門 水 海が 風浪の 難 を 避ける ことので きる 安全な 入海であった から、 神の 水門、 すなわち 

神 門と 呼ばれて いたのであろう といわれて いる。 『万葉集』 の 巻 十六に も 「神の 門 渡る」 という 表現が あって、 

水門 や 瀬戸に は 神が いまし、 その 神に 祈願して 船が 通行す るなら わしの あつ たこと を 告げて いる。 

出雲大社の 神 座が 西向きで あると いうの も、 海 を 航行す る 船に こたえる 姿勢で あり、 神 門 水 海に 出入す る 船 は 

出雲大社の 威容 を あおぎながら、 目の あたりに 神の 守り を 感じた にちがいない。 大きな 柱に 支えられた 屋根の 上 

に 空 高く 千木が 並んで いる 堂々 たる 姿 は、 今日の 出雲大社から も 傲ぶ ことができ るが、 その 雄姿 はすで に 古代に 

あつたと 思われる。 『記紀』 や 『出 雲 国 風土記』 楣縫 郡の 条に は、 国 ゆずりの あとの ォォ クニ ヌシの 新居で ある 

天日 栖宮 についての 説明が ある。 その 描写から して、 目 を 見張る ように 豪華な 建築であった ことが 推測され る 一 

方で は、 さほど 古い 時代の 創建で はなかろう という 察し もつ く。 

多くの 学者が 一致して 指摘して いるよう に、 出 雲の 国で は、 東の 意 宇 平野に 比べる と、 西の 杵築 平野 は あとに 

なって 開けた ところ だ。 まず 古墳 前期の 方墳ゃ 前方 後方 墳は意 宇 平野に かたまつ ている。 西 出 雲で は 円墳 や 前方 

後 円墳が みられる が、 それら は 古墳 中期 以降に 見られ、 とくに 後期に 出現して いる。 当時の 斐 伊川 や 神 戸川 はし 

ばし ば 氾濫 をく りかえ した あばれ 川で、 川す じ も 変り 一定して いなかった。 そうした 不毛の地 方に 文化が 移植 さ 

れ たの は、 開拓の 技術が 進んだ 後で ある。 越の 国から 池 をつ くる 技術者が やって きたと いうの もそう した 時代で 

あろう。 
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それ を うらがき する 記録 文書 も 残されて いる。 天平 五 年 (七三 三) に 撰 上された 『出 雲 国 風土記』 の 編者 は， 出 

雲 国 造と 意 宇 郡の 大領を 兼ねていた 出 雲臣広 島で あるが、 『出 雲 国 造 世 系譜』 をみ ると、 広 島の 先代に あたる 二 

十六 4^ 目の 国 造 のとき に、 始祖 ァメ  ノホヒ によって 意 宇郡大 庭に 開かれた 斎場 を杵 築の 地に 移す、 と 記され 

ている。 この 系図の 伝承 を そのまま 信じて よい かどう か は 別にして、 『類聚 三代 格』 に 掲載され た 太 政 官符に は、 

慶雲 三年 (七 〇 六) に 出 雲 国 造 は 意 宇 郡 大領を 兼任した が、 国 造が 神事に かこつけて、 ややもすれば 公務 をな お ざ 

りに する 弊害が 大きくな つたた めに 延暦 十七 年 (七 九 八) に その 兼職 を 解く と 記されて いる。 それにしても、 九十 

年 もの 間、 自分 は杵 築の 出雲大社 にあって、 意 宇 郡の 政治 を 見る というの は 異常で ある。 答え は 一 つし かない。 

国 造で ある 出 雲臣の 本拠 はは じめ 意 宇 郡に あって、 それが あとに なって、 西 出 雲に 移転した ので ある。 この 国 造 

と 意 宇 郡 大領を 兼職す る ことにした 慶雲 三年に 国 造で あつたの は果 安の 先代の 第二 十五 代 兼 連で ある。 それから 

ざっと 一世紀の ちの 延暦十 年に、 国 造 は 意 宇 郡の 兼職 を 解かれた。 そこで 国 造 は 意 宇 郡に 関する 行政 職から しり 

ぞいて、 もつ ばら 神事に つとめる ことにな つたと 見られる。 ただし、 そのの ち も 意 宇 郡に 足が かり を もっていた 

こと は、 あとで 述べ る 出雲大社の 古伝 新 嘗祭ゃ 国 造 新任の 火 継 式に も はっきり 見る ことができる。 

しかし、 意 宇 郡に 勢力 を もっていた 出 雲 臣が国 造と して 杵築 にある 出雲大社の 神主 を 兼任す るよう になった の 

は なぜか、 という 疑問 は 残ろう。 歴史学 者の 井上 光貞 は その 背後に、 東の 意 宇 勢力と 西の 杵築 勢力の 対立 抗争が 

あつたと 見て いる。 熊 野犬 神 を 氏神と あおぐ 意 宇 勢力 はャ マト 朝廷に 服した が、 大国 主命 を 祭神と する 杵築は 反 

杭した ので ほろぼされた。 そして、 ャ マト 朝廷 方に 立って 杵築を 平定した 意 宇の 首長に 出 雲 国 造の 職が 与えられ _ 

それが 意 宇から 杵 築への 進出の 機縁と なった と 説く。 しかし また 異説 も ある。 
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ここで 出雲大社に とっても 出 雲 国 造に とっても、 もっとも 重要な 火继 式に ふれて おく 必要が ある。 火 継 式と に 

国 造に 新しく 就任 するとき の 神火 相続の 儀で ある。 

ひ きりう す ひ きりき お 

その 儀式 は あらまし 次の 順序で おこなわれ てきた。 国 造が 亡くなる とその 嗣子 は火鎮 臼と 火 鑽杵と を もってた 

だち に 国 造の 居 館 を 裏門から 出、 夜 を 日に 継いで はるばる 熊 野 大社に 参向す る。 そして 熊 野 大社の 鍵 火 殿で 神火 

を i り 出し、 その 火で たいた 御飯 を 神前に 献じ、 あと 歯固めの 儀 をお こなう。 そこで はじめて 国 造と しての 性格 

を 得る。 この 神火 相続の 儀が 無事に 終了した という 報ら せが 到着す ると、 前 国 造の 葬儀の 準備が はじまる。 前 国 

造の 喪 は それまで 公表され ず、 前 国 造 はまる で 生きて いるよう に 衣冠 を 正しくして 坐ら せ、 その まえに は 膳咨を 

たてまつって おいてあった。 報ら せ を 受けて ようやく 前 国 造の 遺体 を 居 館の 裏門から 目立たない ように はこびだ 

す。 平安 初期まで は 赤 牛に のせて、 菱 根の 池に 沈めた が、 その あと 土葬に 変った こと はまえ に 述べた。 

新 国 造 は それと 入れ かわりに 居 館の 正門から はいつ て 就任の 祝宴 を 張る。 ひとたび 熊 野 大社で 讚り 出した 神火 

よ、 国 造 館内のお が 所? -、 国 造の 生きる 限りた やさぬ ように 守りつ がれる。 この 神火で 飯 を 炊く の は 国 造 ひとり 
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に かぎられた。 このように 死の 忌 を はさむ ことなく、 前 国 造と 新 国 造の 生命が あたかも 連続す るかの ようにと り 

おこなう の は、 顯訪 神社の 大 祝の 死去のば あいな どに も みられる。 『誕訪 大明神 絵詞』 に 「我に おいて 鉢な し、 

祝 を 以て 鉢と なすと 神勅 ありけ り」 と 記されて いるよう に、 大祝は 古くから 生き神と して 尊崇され たが、 この 大 

祝が 亡くなる と、 そっと 裏門から はこび 去って 人目に 触れさせ なか つたと いう。 

この 火 継 式に 酷似す るの が、 出雲大社で おこなわれる 古伝 新嘗 祭で ある。 明治 四 年まで は 旧の 十月の 卯の 日に 

おこなわれた。 古代に は 国 造が 熊 野 大社まで 参向した が、 中世 以降 は、 熊 野 神社への 道のりが 遠い という こと も 

手伝って、 総社の 神 魂 神社で おこなわれる ようになった。 これ は 火 継 式のば あい も 同様で ある。 古伝 新嘗 祭の 前 

日に は、 国 造 は 杵築を 出発して 簸川 郡に ある 別邸に 泊り、 祭の 当日に は 意 宇 郡の 大 庭の 国 造の 別館に ついた。 大 

庭 はもと 出 雲 国 造の 祖の ァメ  ノホヒ の 寄 場の あつ たと ころと 伝承され ている から、 いわば 出 雲 国 造の 本拠の 中心 

である。 神事 は 別館の 上手の 丘に ある 神 魂 神社で おこなわれた。 それが 明治に なつてから 出雲大社で 執行す るよ 

うにな り、 現在 は 祭日の 方 も 十一月 二十 三日と 定められ ている。 それでも 十月 十五 日に は 熊 野 大社に おもむいて- 

きりび 

新嘗 祭に 必要な 神火 を火鑽 臼と 火鑽杵 で鑽り 出して 受けて かえる 行事が 残されて いる。 これ を 熊 野の 鑽火 祭と 呼 

んで いる。 

熊 野 大社 あるいは 神 魂 神社に 参向す る 理由 は、 意 宇 郡が 出 雲 国 造の 本拠であった からにち がいない が、 その 祖 

神の 熊 野犬 神が 穀霊 である ことに もよ る。 『出 雲 国 風土記』 の 意 宇 郡の 出 雲 神 戸の 条に は、 熊 野犬 神はィ ザナギ 

の 愛児の タマノ カム 口と なって おり、 出 雲 国 造 神 賀詞に は、 ィザ ナギの 尊い 愛児で ある カブ ロギ クマ ノォ ォカミ 

クシ ミケヌ となって いる。 カム 口 も カブ 口 ギも男 神 を 指す 語で ある。 したがって 熊 野 大神は クシ ミケヌ と 見れば 

よい。 クシ ミケヌ の クシと ミは 美称で あり、 ヌは 主の 意で あるから、 実体 は、 ケ、 つまり 食物 を 司る 神と 解され 

み け  あさく み 

る。 いわゆる 御飯つ 神で ある。 『出 雲 国 風土記』 の 島根 郡の 朝 酌 郷の条 に は、 熊野大 神の 仰せに よって、 大 神の 
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朝夕の 神饌に 奉仕す る 人た ちの 土地と 定めた と ある。 こうした ことから、 熊野大 神が 新穀 感謝の 祭で ある 新嘗の 

儀式に 関与す る こと はとう ぜんで あり、 また 新穀 を 炊く 火 はもつ とも 清浄な 火 を 必要と する ことから、 国 造 交替 

のとき、 国 造が 熊 野 大社に おもむいた のであった。 

このように、 火 継 式 は 神聖な 火 を あらたに 生む 行事で あり、 それに あやかって 国 造 を 再生させる ための 厳重な 

儀礼で あつたが、 出 雲 国 造 は 火 継 式 だけで は 正式な 就任と いう ことに はならない。 都に のぼって 朝廷から 国 造と 

しての 認知 をして 貰う 必要が あった。 それ も 一度で はすまなかった。 いったん 帰国して、 一年間の 厳重な 潔杳を 

おえた のち、 再度 都に のぼり、 貝詞を 奏上す る 義務が あった。 それが はじめられ たの は、 『出 雲 国 風土記』 を 

撰 進した 出 雲臣広 島の 先代 果安 のとき、 霊 亀 二 年 (七 一六) のこと とされて いるが、 確かで はない。 

『出 雲 国 風土記』 は 意 宇 郡の 忌 部 神 戸の 条に、 そこ は 国 造が 神 賀詞 を 奏する ために 朝廷に 参向 するとき、 ミソギ 

をした ところと 述べて いる。 この 忌 部 神 戸 は 松 江 市の 西南から 玉 造 温泉 あたりに かけて とされて いるが、 忌 部と 

いう 地名 は 今 も 残って いる。 あるいは 温泉の 湯が ミソギ 用に 用いられた かも 分からない。 ところで 『出 雲 国風 土 

記』 に はもう 一 力 所 神 賀詞に 触れて いる 場所が ある。 それ は 仁 多 郡の 三 沢 郷の条 で、 ォォナ モチの 子の アジ スキ 

タカ ヒコが 成長しても 啞 のままで 夜昼と なく 泣いて いたので、 泉の 水で ミソギ をした ところ、 心身 は 健やかに な 

つ，， こ。 こうした ことで、 今でも 出 雲 国 造が 神 賀詞 を 奏上す るた めに 都に のぼると き は、 ここの 水 を もち 出して ミ 

ソギ 初めの 水と して 使用す る ことにな つてい る、 と 述べて ある。 ところで この 三 沢と いう 地名に ついては、 はじ 

め そこが 「& li」 と 呼ばれた と 記されて いると ころから して、 水 あるいは 泉 を 意味す る 「みつ」 が、 泉の 神 ある 

いは 水神 を 示す 「みつは」 となり、 さらに 「みづ は」 (水 葉) と 変化し、 さいごに 「み ざ は」 (三 沢) に 落着いた 

と 加藤義 4^ 氏よ 見て、， 'る。 この 指摘 は 興味ぶ かい。 というの も、 神 賀詞の なかに 次の ような 一節が あるから だ 


出 雲の 神々 I52 


しらみ どり いきみ づき もて あそび もの  しづ  をち  ふるかわ ぎし こち  お  み な ま 

一白 鵠の生 御調の 玩 物と、 侯文の 大御心 もた しに、 彼方の 古川 岸、 此方の 古川 岸に 生 ひ 立つ 若水 沼 間の、 い 

や 若え に 御 若え まし、 すすぎ 振る を どみ の 水の、 いや をち に 御 をち まし …… 」 

この 箇所 を 折 口 信 夫 は 次のように 口 訳して いる。 

「白い 鵠の 生けた 供へ 物 をお 慰み ものが 持ち 来たす 霊 力と して、 御 心の いつまでも 確かに 入らつ しゃる 様に、 

この 奉る 倭 文 布の たしかな 様に たしかに おいでな され、 この 古川の 向う 岸 • こちらの 岸に 生え 育って いるみ ぬ 

まという 植物の 若い 様に 益々 お若返り なされ、 体 を浄め 振る 淀の 水の 発音 を かりて 言えば、 益々 若返った 上に 

お若返り なされ …… 」 

折 口 はこ こで は 若水 沼 間 を 植物の ように 訳して いるが、 それ は 当時の 理解に したがった までで、 それ 以前 は 

「みぬ ま」 は 「み づは」 すなわち 水の 神で あつたと 述べて いる。 『出 雲 国 風土記』 にも 出 雲 郡に みぬ は 神 を まつ 

る 神社が 二 社 ある ことから して、 出 雲び とが 古く は それ を 植物と 考えた はず はない。 という ことから 折 口 は 「み 

ぬま」 を 水の 呪術 を つかさどる 神 女 だとし、 宗教 的な 女性が、 水の 呪術 を 奉仕した の だと 解して いる。 そうする 

ことで、 国 造の 魂 は 若返る。 神 賀詞で は それが 天皇に 向けられ ている。 

しらみ どり いきみ づき もて あそび もの 

また 神 賀詞の なかに 「白 鵠の生 御調の 玩 物」 と あるの も 重要で ある。 『古事記』 によ ると、 垂仁 帝の 皇子の 

ホム チヮケ は、 成長しても 啞 であった が、 空 を 高く 飛んで いく 鵠、 の 声 を 聞いて はじめて 物 を 言った。 そこで 越の 

国まで いって 鵠を とらえて 献上した が、 ホムチ ヮケは それ を 見ても 充分に 物 を 言う ことができなかった。 そのう 

ち 出 雲の 大 神の たたり だとい うこと が 分か つたので ホムチ ヮケは 出 雲まで 出かけて い つ て、 出 雲の 大 神の ァシ ハ 

ラ シ コ ォを 拝んだ。 そこでよ く 物 を 言うよう になつ たと ある。 

この 揷話 はさきに 述べた アジ スキ タカ ヒコの 話と 酷似して いる。 アジ スキ タカ ヒコは ミソギ によって、 ホムチ 

ヮケは 白鳥 を 見る ことと 出 雲 大神を 拝す る ことによって、 口が 利け るよう になった。 ミソギ と 白 島と この 二つの 
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ことが 神 賀詞の 中に 出て くる。 新 国 造の 朝廷への 献上の 中には、 二つが いの 生きた 白鵠 もま じっていた。 それが 

「白 鵠の生 御調の 玩物」 に ほかなら ない。 鵠を 身近に 置いて 愛玩す る ことで 鎮魂の 効験が あると する 古代の 呪術 

が ここに 見られる。 白鳥の もたらす たましいが 人間の 中に 移り 住む と 折 口 は 述べて いるが、 出 雲 は 白鳥の 飛来す 

る 土地柄で も ある。 それ を 出 雲 国 造 は 鎮魂の 呪術に 使った のだろう。 

神 賀詞の なかで 注目され るの は、 ァメノ ホヒ、 つまり 出 雲 国 造の 遠祖と あおぐ 神に ついての 解釈が 『記紀』 と 

ちがって いる ことで ある。 『記紀』 によると ァメノ ホヒは 高天原の 神 使と して 出 雲に 降った が、 ォォク 二 ヌシに 

こびて、 三年 間も復 奏しなかった。 ところが 神 賀詞で はちゃん と復 奏し、 さらに 自分の 子の ァメノ ヒナ ドリに フ 

ッヌシ を 添えて 荒ぶ る 神 ども を 平定 させ、 ォォナ モチを もな だめ 鎮めた という ことにな つてい る。 このような 解 

釈 のちが いは 明らかに 出 雲 国 造が 『記紀』 を 意識して いる ことによ る。 出 雲 国 造 は 自分の 袓 神が ャ マト 朝廷の 命 

令した 仕事 を 充分に 果たさなかった という 『記紀』 の 説明 を そのまま 受け入れる こと はでき なかった。 しかしい 

ずれに しても、 出 雲 国 造が 神 賀詞 を 奏上す るの は 天皇の 心身の 健康 を 祈る ためで あり、 それに ふさわしい 白玉、 

赤 玉、 青玉、 刀、 鏡、 白馬、 白鵠、 倭 文な ど を 運んだ。 これら はたんなる 献上 物ではなかった。 天皇の 鎮魂の た 

めの 品物ば かりであった という ことができる。 こうした ことが おこなわれ たの は、 出 雲 国 造に それなりの 呪術の 

技法と 霊 力と がそな わって いたから にちがいない。 つまり 自分の 霊 力 を 天皇に 移し 奉る ことができなければ、 そ 

れらの 品物 を 献上しても 効験 はない。 とすれば、 出 雲 国 造が 就任 するとき に はるばる 朝廷に 出かけて いったと い 

うこと はたんなる 服属の 儀礼ではなかった。 むしろ 自分の 霊 力 を 天皇に つける ための 上京であった。 このように 

して、 出 雲 H 造に は 一年に わたる 長い 潔斎の 期間が 要請され た ので ある。 しかし 出 雲 国 造の 神 賀詞 奏上 は、 仁 

明 天皇の 天 長 十 年 (八 三 三) まで おこなわれ ていた ことが 記録され たのち、 ふつつ りと 絶えて いる。 それが 復活し 

たの は 第 七十 九 代の 国 造 千家 尊 澄のと き だとい う。 


出 雲の 神々 1ぅ4 


神 魂 神社と 八重垣 神社 


熊 野 大社の 元 宮は意 宇川の 水源の 熊 野 山 (天狗 山) にあった といわれる。 その あと 天狗 山の ふもとの 市場に 転 

じたの が、 さらに 現在地の 宮 内に 移った とされて いる。 熊 野 山 は 六 一 〇 メ ー トルの 高峰で いわゆる 隈ぐ ましき 場 

所で ある。 そこに こもる 神 だから 熊野大 神と 名付けられた。 熊 野 大社から 意 宇川 ぞいに 細な がい 谷 を 下る と、 意 

宇 平野が 開ける。 東西 五 キロ、 南北  一 • 五 キロの せまい 平野 だが、 ここが 東 出 雲 文化の 中心地であった。 意 宇 平 

野の かなめの 位置に あるの が 『風土記』 の 中の 神 名 樋 野、 今の 茶臼 山 (一七  一 メ  I トル) だ。 佐 太 神社の 鎮座 地 も 

秋 鹿 郡の 神 名 火山の ふもとで ある こと は 前に 触れた が、 出 雲に はさら に 二 力 所、 合計 四 力 所の かむな び 山が ある。 

この 意 宇 郡の かむな びの 南 麓に ある 真 名 井 社 は 『風土記』 にも 名 を 出して いる 古社 だが、 もとは 間 内の 滝の 近く 

にあった とされ、 この 滝の 水が 出 雲 国 造の 火 継 式 ゃ新嘗 祭のと きに 使用され てきた。 臆測 を 加えれば、 この 滝の 

水 は 国 造 家が 杵 築に 移る まえ は、 その 一族の 産湯に 用いられた ものではなかった か。 いずれにしても、 かむな び 

の 山 を 神の 隠れい ますと ころと 朝な 夕な 仰ぎみながら、 その 山 ふところの 聖水を 身に つけた 古代人の くらしの さ 

まがしの ばれる。 


1 55 神 魂 神社と 八重垣 神社 


この 真 名 井 社から とうぜん 思い出され るの は、 出 雲 国 造の 居 館 跡の すぐ 近くに ある 神 魂 神社 だ。 石段 を あがつ 

ていく と、 ひときわ 高く 社殿の そそり 立つ のがみ える。 そしてみ ごとな 杉の 木立に かこまれた 拝殿の 奥から 朗々 

たる 声が 聞こえる。 耳を澄ま すと 宮司の 祝詞 だ。 そうした 光景に 私 はなん どか 出会った。 このような 気品の ある 

神社 を ほかに 知らない。 四月の 冷たい 雨が 石段の 両 がわの 桜 並木の 花 を 散らすな か を、 日本の 神に 出会う 歓喜に 

ふるえながら 降りて いった こと も ある。 王者の ように 堂々 とした 熊 野 大社、 神秘の 気み なぎる 神 魂 神社、 そして 

哀婉な 八重垣 神社。 

八重垣 神社の 奥の 小径 をた どると、 佐久佐 女の 森と 呼ばれる 一角に、 清水の 湧き出る 池が ある。 その 池 は 小さ 

いが、 うす 青い 透明 さ を もっている。 小 泉 八 雲 はこ こ を 「神秘の 森」 と 称揚した。 池の そばに 天 鏡 社が 祀 つて あ 

る。 伝説に よると、 八重垣 姬 はこの 池 を 水鏡と して、 自分の 姿 を 映した という。 そこで 娘が 死んだ のち も、 たま 

しい は 池に 残った。 姫の 面影 は 沈み、 ここ を おとずれる 人た ちに、 水の 底から 親しげ に 話しかけ ている 思いが す 

る。 古代に 自分の 影 を 水に 映して 占い をした。 その 水 占いの 名 ごり がこうした 形と なった のであろう。 そして、 

この 「鏡の 池」 の 底から さまざまな 古代の 遺物が 掘り出され たこと も あると ころから、 ここ はもと 住居 あとで は 

なかった かと 推定され る。 

^重 垣 神社の 宝物殿に、 イナ ダ ヒメと その 夫の スサ ノォ、 アマ テラスと イチ キシマ ヒメ、 ァシナ ヅチと テナ ヅ 

チを 描いた 板 絵が 納めて ある。 もともと 本殿の 板壁の 内側に 描かれた もの だ。 ャ リガン ナを 使って 板の 面 をけ ず 

り、 白地の 珪藻土 を 塗った 上に 六 人の 姿が 描いて ある。 イナ ダ ヒメの 唇 は、 雞 結石 を 用いて 赤く 塗って あり、 な 

がく 垂らした 髪 は 唐墨で くろぐろと 描かれて いる。 頰は 植物の 根 をつ ぶした 汁で うす 紅色に 染めて ある。 眉 は そ 

り あ ザ、 かわりに 額の 上部に 黒い つけ 眉 を 大きく ほどこして ある。 イナ ダ ヒメに 配す るス サノォ も、 うすい 口 ひ 

げ、 つけ 眉と いった 顔で、 威あって 猛 からず、 といった 感じの 偉丈夫に 描かれて いる。 関 羽 ひげな ど 生やして い 
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ない ところが 好ましい。 イナ ダ ヒメ は 匂う ばかりの 若草の 妻の おもむき をみ せ、 スサノ ォも姫 をし つかり 守って 

いる 男に ふさわしい 描き 方 をして いる。 こ の 神社 はもと は 『出 雲 国 風土記』 の 佐久佐 社であった のが、 中世に スサ 

ノォと クシ イナ ダ ヒメ を まつる 八重垣 神社 を合祠 しての ち、 その 社名が 使われる ようになった という。 むしろ 相 

殿の 神と される スサ ノォの 子の ァォ ハ タサ クサ ヒ コが、 もとは 意 宇 郡の 大草郷 の 地つ きの 神であった のであろう- 

大草郷 は 日吉、 岩 坂、 大庭、 佐 草から なり 立って いる。 その 中で も、 今日の 松 江 巿大庭 町、 山 代 町、 大草 町の 

区域 内に これまで あげた 神社 や 国 造の 旧居 館 は 集中す る。 国 引きの あと、 ャッカ ミズ ォ ミズ ヌが やれやれ 疲れた 

といって、 杖 をつ き 立てた という 意 宇の 杜も六 所 神社 や 出 雲 国 庁 跡の すぐ 近くに あつたと 推定され ている。 その 

中で もとく に 重要な 大庭 という 土地の 名の 由来に ついて、 『風土記』 は 何も 語らない が、 『古事記』 に は 出 雲に 出 

かけて いつ た垂仁 帝の 皇子の ホムチ ヮケが 肥の 河 下に 飾り立てた 青葉の 山 をみ て、 これ はァシ ハ ラシ コォを まつ 

ほうり  おおに わ  おおば 

る 祝の 祭場 (祝の 大廷) であるの か、 と 言った ことが 記されて いる。 また 宮中の 紫宸殿の 前面の 庭を大 庭と 呼ん 

でい る こと も 注意され る。 要するに この 大 庭が 古い 斎場の 地 を 意味した こと はまちが いない。 

ここで 出 雲の 著名な 神社の 祭神に ついて 一 言して おく。 熊野大 神が クシ ミケヌ である こと は 述べた が、 クシ ミ 

ケヌは スサノ ォの御 魂と 見なされ、 両者 は 一体と して 取扱 われる ような ことが 起った。 そして スサ ノォは 熊野大 

社の 祭神と あおがれる ようになった。 それ はスサ ノォと 関わりの ある 熊 成 峰 を 熊 野 山 (天狗 山) に比定 する こと 

からみち びき 出された 考えで ある。 熊 野 大社ば かりで はない。 

出雲大社 でもい つの 頃から か、 祭神 はォォ ナモチ でな く、 ス サノォ とみな された 時代が 長く つづいた。 神 魂 神 

社のば あい もそう で、 もとの 社 地 は神納 山に あつたと 伝えられ るが、 その 神納山 をィザ ナミが 身 まかって 葬られ 

た 比 婆 山に あてる 説が 生まれた ことから、 神 魂 神社 は 女神の ィザ ナミ を 主神と して、 男 神の ィザ ナギを それに 配 
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祀 している。 しかし、 一方で は 力 ミムス ビの 名が 力 モスと 転訛した という 説が ある。 そして 神 魂 神社の 古い 祭神 

は 力 ミムス ビ ではなかった かと 推測す る 向き も ある。 ィザ ナギは 淡路島の 島 神 だから、 出 雲と は あまり 縁が なさ 

そうだが、 『出 雲 国 風土記』 も、 熊野大 神の クマ ノ カム 口 はィザ ナギの 愛児と いう 風に 仕立てて いる。 

こうした こと はどうして 起こった か。 さまざまな 理由が あるが、 その 最大の もの は、 出 雲の 国に 根づく 神々 が 

『記紀』 の 叙述に 引きずられ、 また それに 迎合す る 形で 変貌して いったと いう こと だ。 しかし 『記紀』 の 内容 は 

一定して いない。 たとえば 『古事記』 によると、 ィザ ナミ は 火の 神 を 産んだ ために、 産の 熱で 死んだ ので、 出 雲 

国と 伯耆 国の 境に ある 比 婆 山に 葬った と ある。 ところが 『日本書紀』 に は、 紀伊 国の 熊 野の 有 馬 村に 葬り、 地元 

の 人た ちに よって この 神の 魂 祭が おこなわれ てきた、 と 記されて いる。 また 『日本書紀』 の 一書に は、 ス サノォ 

が 韓国に おもむい たのち、 その子の ィ タケル を紀伊 国に 移した と あり、 その あと スサノ ォは熊 成 峰に いて、 とう 

とう 根の 国に 入った と 記されて いる。 本 居宣長 は、 熊 成 を クマ ナスと 訓ん で、 ナス はヌの 音便で 熊 野と おなじ だ 

としてい る。 こうした ことから 出 雲の 熊 野 山、 すなわち 天狗 山に あてる 説が ある。 しかし 『書 紀』 の 文章が 紀伊 

国の こと を 叙述した あと、 出 雲 国と いう 断わり もな く 熊 成 峰 を もち 出して いるの だから、 それ を 出 雲の 熊 成 峰と 

する の はお かしい。 熊 成 峰 はきつ と紀伊 国の 熊 野の 山の ことにち がいない と、 出 雲 説に 反対して 紀伊国 を 主張す 

る 説が ある。 スサ ノォの 子の イタ ゲルに ついても 延喜 式の 神 名 を 見る と、 韓国 伊太 g 神社が 出 雲 国の 各 郡に 幾 所 

も 見られる。 イタ デはィ タケルが 縮まった もの だ。 ところが 紀伊 国名 草 郡の 伊太 杵曾 神社 もィ タケル を まつる。 

この 神社の 所在す る 伊太 &曾郷 と 隣接して 須佐郷 が あり、 そこに は須佐 神社が 鎮座す る。 他方、 『出 雲 国 風土記』 

に は、 航 郡の 須佐郷 にスサ ノォを まつる 須佐 社の ある ことが 記されて いる。 紀 伊と 出 雲に 共通な 神社 はこの ほ 

かに も ある。 延喜 式に は、 出 雲の 熊 野 大社 は、 熊 野 坐 神社と 記されて いるが、 紀伊 国牟婁 郡に も 熊 野 坐 神社の 名 

が 見える。 そこ は 今日で は 熊 野 本宮と 呼ばれて いる。 また 熊 野犬 神の 神 名で ある クシ ミケヌ が 食べ物 を 司る 神で 
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あるよう に、 神武 東征の 途中、 熊 野灘で 投身した 神武の 兄た ち、 イナ ヒ (稲飯) とミケ イリ ヌ (三毛 入 野) の 名 

も 穀物 霊 を あらわし ている。 ミケ イリ ヌのミ ケは御 食と 解され る。 そして 入水 自殺した 神武の 兄た ちの 死体が 漂 

着した という 伝承 を もつ 熊 野の 二 木 島で は、 出 雲の 美 保 神社の 青 柴垣 神事と 酷似す る 祭 を 今日で もお こなって い 

る こと は 前に も 述べた。 

このように 神話に からむ 地名 や 神社 名 や 伝承で、 出 雲と 紀 伊と は 奇妙な 一致 を 見せて いる。 これ は 偶然と もお 

も われない から、 この 事実が 何 を 物語る かにつ いて、 さまざまな 臆測が なされて きた。 出 雲の 勢力が 南下して 紀 

伊に 到った とか、 あるいは また その 逆 だと か。 しかし、 決め手 は 見つからない。 いずれにしても、 出 雲と 紀 伊が 

常世に もっとも 近い 国 だと 思われて いた こと はたし か だ。 だから こそ、 ィザ ナミの 黄泉 国、 スサ ノォの 根の 国の 

話が、 出 雲と 紀伊を 舞台に えらんで 展開した、 と 見る のが もっとも 妥当で ある。 

このように 『記紀』 の 叙述に すでに 異同が あるの だから、 したがって 比 婆 山 や 熊 成 峰 を 出 雲の どこかに あると 

きめてし まう の は 無理で ある。 それ を わが 田に 水 を 引く ように 強引に 特定の 場所と むすびつけた ところから 祭神 

の 混乱が 起こった の だ。 たとえば、 『出 雲 国 風土記』 の大原 郡の 佐 世 郷の条 では、 古老の 言い伝え として、 スサ 

ノォが 佐 世の 木の葉 を 頭に かざして おど つ たが、 そのと き 頭に 挿した 佐 世の 木の葉が 地に 落ちた から 佐 世と いう 

話が 紹介され ている。 ここで はスサ ノォは 土地の人 たちに 恩恵 を ほどこす 外来の 文化 英雄で はなく、  土地の人た 

ちと 一緒にお どり たのしむ 存在と して、 生き生きと 描かれて いる。 私たち は 『記紀』 によって 粉飾され た 神々 の 

姿 を、 出 雲 国本 来の 素朴な 姿に 還して みる 必要が あるので はなかろう か。 

しかし そのこと は 『記紀』 に 語りった えられた 神々 の 姿が すべて 虚像で あると して 否定し 去る こと を 意味す る 

もので はない。 なぜなら 神話 や 伝承 はかず 多くの 曲折 をへ て、 なお、 なにがし かの 事実 を 反映して いるから だ。 

それ は 次に 述べ ようとす る スサノ ォのャ マ タノ ォロ チ 退治の 話に ついても い い 得る。 
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スサ ノォは 高天原 を 追放され、 出 雲 国の 肥の 河 上の 鳥 髪と いう 地に 降った と 『古事記』 は 伝える。 『日本書紀』 

の 一書 は、 スサ ノォは 長雨の 降るな か を ミノ カサ 姿で さまよい あるいた が、 どこの 家で も 泊めて くれる ところ は 

なかった と、 その 辛苦 難渋の さま を ややく わしく 描いて いる。 

こうした 流浪の 神の 話 は、 『備後 風土記 逸文』 では 蘇 民 将来の 物語と して 出て くる。 おどろいた ことに、 沖 織 

の 八重 山に もこれ と 似た 話が あって、 節、 つまり 正月 だから 見知らぬ 旅人 を 泊める ことができな いと、 どの 家 も 

ことわつ たが、 一軒の 家 だけが 宿 を 貸した。 そこで その 家 は、 旅人の 祝福 を 受けて、 毎年 作物が みのるよ うにな 

つたと いわれる。 この こと を 記念して、 今日で も 石垣 島の 川 平で は マ ユン ガナシ のとき、 若者が クバの 葉で つく 

つ た ミノ を 着て 家 を まわり 祝詞 を 述べ る。 この 行事 は 雨の しとしと 降る 暗い 晚を えらんで おこなわれる というが、 

スサ ノォが 追放され て 彷徨す る 姿に そっくり である。 

スサ ノォの 性格 はふく ざつで ある。 しかしい ずれに しても この 神 は 出 雲の 斐 伊川の 川上に 降った。 ただ 『日本 

書紀』 に は 異説 も仅録 されて いて、 安芸の 可愛の 川上に くだった と あり、 また まえに 述べた ように 熊 成 峰と いう 
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説 も ある。 したがって 一 力 所に 固定す る こと はで きないが、 斐 伊川の 川上の 鳥 髪に やって きたと いうの は それな 

りの 理由が あると 私 は 考える。 それ は ヤマタ ノォ ロチの 退治と も からんで くるが、 鳥 髪、 すなわち 今日の 船 通 山 

(一 一四 三メ ー トル) の 周辺 は大 砂鉄 地帯 だから だ。 

この こと はすで に 『出 雲 国 風土記』 にも 記されて いて、 仁 多 郡の 三処、 布 勢、 三 沢、 横 田の 各郷 から 出る 鉄 は、 

たいそう 堅くて いろいろな 道具 を 作る ことができる、 と ある。 このうち 横田郷 というの は 今日の 仁 多 郡 横 田 町の 

中心部から、 鳥 上、 八 川 を 含めた あたりで ある。 郷庁は 鳥 上の 大呂 あたりに あつたので あろうと されて いるが、 

この 横 田 町 大呂の 地に 属する 船 通 山の 六合 目に は、 現在で も 鳥 上 木炭 銑 工場が あって、 砂鉄 を 木炭で とかし、 銑 

鉄 をつ くって いる。 砂鉄 を 採取す る 方法 は、 一九 七三 年から 磁力 選鉱 機に よってい るが、 公害問題が やかましく 

なり 水質汚濁 防止法で 規制され る 以前 は、 鉄 穴 流しの やり方 をと つていた。 鉄 穴 流し は 砂鉄 を ふくむ 山 を 切りく 

ずして、 それの 土砂 を 谷川の 水 を 利用して 下流に ながす 方法で、 稲作に 害の ない 秋の 彼岸から 春の 彼岸まで、 農 

閑 期の 百姓た ちが その 仕事に あたった。 これらの 人た ち は 鉄 穴師と 呼ばれて いた。 この 鉄 穴 流しの ために、 水路 

とつな がる 川の 水 は 湾り、 魚 も 棲まない ことが すくなくなかった。 また 木炭 を 作る ために 木 を 伐ったり、 砂鉄の 

採取で 上流の 山 を ほりく ずしたり する ので、 川 はしばしば 洪水に 見舞われた。 

『古事記』 に ヤマタ ノォロ チを 形容して、 その 目 は 赤い ホ オズ キ のよう で、 胴体 は 一 つ だが、 八 つ の 頭と 八 つ の 

尻尾 を もってお り、 背中に はコ ケゃヒ ノキ、 スギ などが 生えて いる。 長さ は 八つの 谷 や 八つの 丘に わたって おり、 

その 腹 をみ ると 血が ただれて いる、 と 描写して いる。 これ は 見方によっては、 鉄 穴 流しに よって 水が 濁った 斐伊 

川上 流の 渓谷の 景観 を 叙した ものと 受け とれな くもない。 それ はスサ ノォが 大蛇 を ずたずたに 斬る と、 斐 伊川が 

血で 真 赤に なって 流れた と 『古事記』 が 伝える 箇所と 照応す る。 そして さいごに 得た のが ツム ガリの 太刀で あつ 
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たと すれば なおさら である。 ツム ガリの カリ は 朝鮮語の カルに 由来す る もので、 刃物 を 意味す る。 

この こと は スサノ ォが出 雲の 鳥 髪 (鳥 上) の 峰に くるまえ に、 新羅の ソシ モリと いう 地に いたと いう 『日本 書 

紀』 の 一書の 記事 を 思い出させる。 ス サノォ という 名前に ついては 古来 幾多の 解釈が なされて いる。 たとえば 

『出 雲 国 風土記』 の 飯 石 郡 須佐郷 の 説明と して、 ス サノォ が、 この 国 は 小さい 国 だが よい 国 だから、 自分の 名 は 

石 や 木に 留める ような こと はしないで、 この 土地に 名 を 留めようと 言った ことから 須佐 という 説明が ある。 そこ 

で須 佐の 土地の 男と いう 意味で ス サノォ という 名前が 誕生した という 説 をな す ものが ある。 また スサ ノォ のスサ 

は 荒れす さぶ 男と いう 意味 を こめて いると 解す る宣 長な どの 説が ある。 これにた いして 水 野 祐氏は スサは 朝鮮語 

で 巫、 つまり シャ ー マン を あらわす スス ングに 由来 するとい う 説 を 立てて いる。 そして スス ングが スサヲ となる 

という。 つまり、 スサ ノォは 朝鮮半島 方面から 渡来した 新羅 系の 外来 神で あり、 飯 石郡須 佐が その 神の 出 雲に お 

ける 本 貫 地であった。 そこ を 中心に して、 この 祖を祖 神と する 集団の いきおいが 大原郡 や 神 門 郡に 及び、 一部 は 

意 宇 郡 や 島根 郡に も 及んだ というの である。 

須 佐の 地の 男、 あるいは 荒れす さぶ 神と いう 説と 同様に この ススン グ説も 捨てが たい。 もし 砂鉄 を 原料に たた 

ら炉で 製鉄 をお こなう 技術者が きたと すれば それ は 朝鮮半島 からにき まっている。 朝鮮から 出 雲へ は 海流 を 利用 

すれば たやすく 航海が できる。 したがって ス サノォ の ヤマタ ノ ォロチ 退治の 物語 は、 朝鮮 渡来の 技術者が 砂鉄に 

めぐまれた 鳥 上 山の ふもとで 鉄 穴 流しの 方法で 砂鉄 をと り、 それ を もって 鉄 をき たえた 説と 考える のが もっとも 

つじつまが あう。 

それに 「鍛冶屋 はシャ ー マンの 巣」 という ことわざが 外国に ある。 鍛冶屋が 呪 力 を もっとして 恐れられた 例証 

は 日本の 各地に 見出される。 スサ ノォの 名が スス ング (巫) に 由来す るなら ば、 偉大な 破壊力と 建設 力 を 同時に 

そなえた 神の 一面 を 示す ことになるだろう。 スサ ノォが 木の葉 を 頭に 挿して おどった という 『出 雲 国 風土記』 の 
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ェ ピ ソ ー ドも そのよう にして 理解され るだろう。 

しかし まえに もこと わった ように スサ ノォの 性格 はふく ざつで、 一 筋 織 ではい かない。 スサ ノォの 犯した 罪 は 

古代 法の 主題 を ふくむ。 それに 霖 雨のと きに 忌み ごもる 農民の タブ ー や、 罪人と しての 追放 刑に 処 せられた もの 

が 他所で 救い主と して 迎えられる という 伝承の パ タ ー ンも みられる。 災いと なる もの を 根の 国に 追い はらう とい 

うの は 今日で も 南 島民の 習俗に のこ つてい る。 スサ ノォの 人格 は 朝鮮 渡来の 鉄の 神と 規定す る だけで は 不充分な 

複合 体 を 形成して いる。 

ただ ヤマタ ノ ォロチ 退治で 肝心な の は 大蛇の 尾から 利 剣 を 得た という ことの 意味で ある。 鳥 上 山 (船 通 山) の 

付近の 砂鉄から、 日本刀 を 作る のに 必要な 玉 鋼 をと るた めに、 昔ながら のた たら 炉が横 田 町に きずかれ たの はつ 

い 最近の 一九 七 七 年の こと だが、 それ も 長い 伝統 を ふまえた ものである。 こうして ヤマタ ノ ォロチ 退治の 説 は、 

斐 伊川の 上流 を 舞台と した 鉄 穴 流しの 方法に よる 古代の 製鉄 工業と むすびつかざる を 得ない。 

しかし 次のように 解す る こと もで きる。 斐 伊川が ひじょうに あばれ、 氾濫 をく りかえ すので、 水の 神で ある 竜 

神に 人 注の いけにえ を ささげて いた。 ヤマタ ノ ォロチ はこの 竜神で ある。 ところが 土木 事業に たくみな 人が やつ 

てきて、 河川 を 治め、 水神に いけにえ をた てる 必要が なくなった。 その あげく スサ ノォが 結婚した クシ イナ ダヒ 

メ というの は、 治水に よって 沃土と 化した 農地に ゆたかな 稲の 実の りが もたらされ たこと を 意味す ると も 受けと 

られ る。 ただこの 説 は、 悪 竜の 尾から 宝剣 を 得た という 箇所の 解釈が つきに くいこと が 難点 だ。 

製鉄と 関連の ある 話 は 『出 雲 国 風土記』 に はま だいくつ か ある。 

『出 雲 国 風土記』 の 大原郡 阿 用 郷の条 に は、 古老の 言い伝え として、 昔、 目 一 つの 鬼が やって きて、 そこの 山 田 

を 作って いる 男 を 食べた。 男 は 「動 動」 と 言った ので 阿 用と いうと 述べて いる。 一 つ 目の 鬼と いうの は 『記紀』 

に 出て くる ァメ  ノマヒ トツ (天 目 一箇 神) すなわち 金属 精鍊に 関係の ある 神 を 指す と 思われる。 たたら 炉の炎 を 
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ホド 穴から 片目で ながく 見つめる 仕事 をして いる 村 下 (棟梁) は 一眼 を 失する ことが ひじょうに 多い というの は 

確かな事実 だ。 飯 石 郡の 吉 田で たたら 炉の村 下 を 長年つ とめて いた 老人 は、 六十 歳になる ころ はたいて い 片方の 

眼が 見え なくなつ たと 証言して いる。 

今日の 大原 郡大東 町の 阿 用から けわしい 山道 を 越えて まっすぐに 南下す ると、 仁 多 郡 仁 多 町に 出る。 そこに 三 

沢と いう 地名が ある。 風土記に はこの 三 沢郷に ふれて、 そこ は アジ スキ タカ ヒコが 留まった ところな ので、 今 も 

産婦 はこの 村の 稲 を 食べない。 食べる と、 生んだ 子 は アジ スキ タカ ヒコ のように 物言わぬ 啞 となる、 と ある。 ァ 

ジス キ タカ ヒコの スキは 田 を たがやす 鋤と 考えられ ている。 つまり この 神 は 金属 神 だ。 三 沢の あたりで も 砂鉄で 

鉄製の 農具 をつ くる ことが おこなわれ ていた こと は、 『出 雲 国 風土記』 の 注記で 裏書き される。 そうした ことの 

ため、 産婦が この 村の 稲 を 食わなかった というの は、 鉱毒に よって 不具の 子が 生まれる という 伝承 を、 この 神が 

背負って 大和から 出 雲へ 移って きたから ではない か。 つまり 『出 雲 国 風土記』 に 出て くる 目 一 つの 鬼 も 物言わぬ 

神 も、 職業病に なやまされ たたたら 師 たちの こと を 暗示して いると 私 は 考える。 

仁 多 郡 横 田 町と 安来 市 をつな ぐ 道の 中途に、 能義 郡の 広 瀬 町 比 田が ある。 この 比 田 は 『出 雲 国 風土記』 の 頃に 

は 仁 多 郡の 三 処郷に 属して いたから、 その 時代から 砂鉄 をと つ て 野 だたら で 鉄 を 吹く 作業 は おこなわれ ていた は 

ずで ある。 その 西 比 田の 黒 田に が屋子 神社が 鎮座す る。 この 金屋子 神社 は、 中国 山地で たたら 製鉄 や 鍛冶 をい と 

なむ 人た ちの 信仰の 中心地であった。 『鉄山 秘書』 によると、 そこに 祀る金 屋子神 はもと は 兵庫県 宍粟郡 千 種 町 

の 岩 野辺 (岩 鍋) というと ころから 白鷺に 乗って やって きたと いう (千 種 町 は 千 種 鋼の 名で 天下に 知られた とこ 

ろ だ)。 そうして 非 田の 山林の 桂の 木に とまって、 安部 正 重と いう 者に、 自分 は 金 屋子神 だが、 ここでた たら を 

こしらえ 鉄 を 吹く 術 を 始める つもり だと 託宣した。 そこで 神社 を 建てて まつる ことにし たといい、 そういう 伝承 

を もつ 神主の 安部 家 は、 連綿と して 今日まで つづいて いる。 
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神々 の やさし さ 


スサ ノォは ヤマタ ノォ 口 チを 退治した のち、 宮居 を こしらえる 場所 を 出 雲の 国に さがし、 須賀 という 地に やつ 

てきて、 ここ は 自分の 心が すがすがしくなる 土地 だと 言って、 そこに 須賀 の宮を こしらえた。 そのと き、 雲が 立 

ちの ぼった ので、 

八 雲 立つ 出 雲 八重垣 妻 籠み に 八重垣 作る その 八重垣 を 

という 歌 をうた つた、 と 『古事記』 は 伝えて いる。 有名な 歌 だ。 

一方、 『出 雲 国 風土記』 の 総 記に は、 ャッカ ミヅォ ミヅノ  (八 束 水臣津 野) が 「八 雲 立つ」 と 言った から 「八 

雲 立つ 出 雲」 という、 と 述べて いる。 これらの ことから、 「八 雲 立つ」 が 出 雲の 枕詞で ある こと は 分かる が、 ス 

サノォ の 歌の 形式の 新しい こと は 従来 指摘され ている。 そこで、 「八 雲 立つ」 の 意味 を 探ろうと すれば、 ャッカ 

ミヅォ ミヅノ を 手がかり とする ほか はない。 この 神 は 国 引きの 主人公で ある。 ャッ カミヅ というの はおび ただし 
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い 水、 ォミ ヅノは 大水 主と 解され ている。 こうして 大水 を 司る 神と いう 意味が そのまま 神 名に なって いる ことが 

分かる。 ャッカ ミヅを 省略して たんに ォミ ヅノと 呼ばれても いる この 神 は、 まさしく 大水の 神で あるが、 『出 雲 

国 風土記』 によると、 意 宇 郡と 島根 郡の 郡 名の 命名 者で もあった。 

では 出 雲と はどうい う 意味 か。 『風土記』 に は 出 雲 郡に は 出 雲郷の 名が 見える。 今日の 簸川 郡斐川 町の 西部、 

斐 伊川が 大きく 湾曲す ると ころが そこに 相当す る。 八 束 郡の 東 出 雲 町に も 出 雲郷が あるが、 これ は 出 雲 国 庁が そ 

あまる ベ 

こに できてから、 余 戸を郷 にして 平安時代 以後に つけた 名前で、 本来の 出雲郷 はや はり 斐 伊川の 下流 を 指した。 

古代の 国名と いうの は、 もともと は 一 国内の 小 地域の 名であった ものが、 しだいに 大きくな つて 国名に なるとい 

う 経過 をた どつ てで きた ものである。 出 雲の 場合 もそう である。 

今日の 仏経 山 (三 六六メ ー トル)、 つまり 『出 雲 国 風土記』 の 時代の 神 名 火山の ふもとに 出雲郷 のあった こと は、 

そこが 出 雲 国の 西の 中心であった こと を 示唆して いる。 ところで 大社 町の 方から 南 を 望む と、 今日の 出 雲 市の 上 

塩 冶 町の あたりに 三 谷と 呼ばれる 小さい 谷す じがあって、 そこから 霧が むくむ くと 湧き出て 雲が 立つ。 その 様子 

をみ て、 今日は 天気 だと か 雨 だと かいう。 その あたりの 人 は 三 谷 霧と 呼んで いる。 霧が のぼり だすと、 それがず 

つと ひろがって 雲と なること から、 この 出雲郷 やその 近く を 「八 雲 立つ 出 雲」 というよう になった ので はない か- 

と 加 藤 義成氏 は 言う。  つまり、 出 雲 は 雲の 湧く のがき わめて 印象的な 国 だとい うこと になる。 ォミ ヅノが 「八 雲 

立つ」 と 言った というの も、 斐 伊川の 水害 を 克服して、 豊饒 を 約束す る 平野に 立つ 神の 感慨と いった ものが 感じ 

られ る。 

しかし 出 雲に 大和と 対立し 得る ほどの 生産力が あつ たと はとうて い 考えられない。 意 宇 平野 はせ まい 平野で あ 

り、 杵築 平野 は 開発が おくれた。 古代に さほど 大きな 農業 生産 を 見 こめなかった 出 雲 国に とって 重要な 役割 を 占 

めて いたの は 砂鉄に よる 鉄 生産で あつたが、 それ とても 限度が ある。 むしろ 大和の 意識の 中に 重く わ だか まって 
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いた 出 雲と は、 そこが 根の 国であった という ことであろう。 これ は 大和 政権の 支配者 だけでなく、 古代の 常 民に 

もあった 意識 だから、 支配者 もた やすく 無視す る こと はでき なかった にちがいない。 『日本書紀』 にも 出 雲の 神 

宝 をめ ぐる 記事が 二度 出て くる。 そして その あと、 八 世紀に も 出 雲 国 造の 神 賀詞 奏上と いう 異例の ことが 許され 

る。 大和の 方に こそ 出 雲にたい する 対立 意識が あった。 とすれば、 それ は 政治的 次元に 属する もので なく、 魂の 

領域に かかわる ものであった。 これらの ことが 理解され るなら ば、 『記紀』 の 出 雲 観に わずらわされな いための 

努力が 求められよう。 出 雲の 文化と その 神々 の 原像に いかに 肉迫で きる かとい う 試みに は、 『記紀』 を はなれて 

『出 雲 国 風土記』 の 立場に 立って 見る ことが 肝心で も ある。 もちろん 『出 雲 国 風土記』 も 『記紀』 の 影響な しと 

はしない。 しかし、 出 雲の 神々 の やさし さは その 素朴な 叙述の 中に 充分 汲みと る ことができる。 

出 雲の 神々 は 征服者 や 加害者で はない。 覇者の 面影 を もたない。 出 雲の 風土と しっくり 合った 魂が、 そのまま 

人格 神と なった と考えられる。 しかも 出 雲の 神々 の 住居 は、 ひとつひとつが きわ 立った 個性 を そなえて いる。 私 

はこの 十 年余、 日本 各地の 神社 をたず ね 歩いて いるが、 出 雲 ほど、 個性 ゆたかな 神社の あると ころ を 知らない。 

そうした 個性 ある 神社 を 作り あげる ために 出 雲の 人た ちが 長い間 かかつ て 積み重ねた 努力、 それ を 出 雲の 文化と 

私 は 呼ぶ ので ある。 

出 雲 は 水と 陸と がた がいに 映 発する 風土で ある。 この 風土 は、 『出 雲 国 風土記』 の その 前から、 出 雲び とがつ 

ちかい そだてて きた もの だ。 したがって たんなる 自然で はない。 神々 の 息吹と 人間の 汗に まみれた 風土で あり、 

文化的 風土で ある。 では この 風土 を 守ろうと する 努力が 今日 充分に なされて いるだろう か。 遠祖の 残した 出 雲の 

山河 を 後世に 伝えよう とする 明確な 姿勢の 必要 を 強く 感じる。 
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呵 波 —— 粟の 信仰と 海人 族の 足音 


波 

阿 


ォ ォゲッ ヒメ は 粟の 女神で あり、 同時に 月の 女神で もあった。 沖繙の 海人に とって 潮の干満 を 左右す る 月の 存 

在 は、 片時 も 忘れる ことので きない ものである。 その 南方の 人び とが 黒潮に 乗って 土 佐 沖 を かすめ、 紀 州に むか 

うとき、 黒潮の 支流 は紀伊 水道に 入り こみ、 鳴門 海峡の 近くまで 北上し、 そこで 反転して 徳 島の 海岸 を 洗う。 お 

そらく このよう にして 南方の 人た ちの 文化が 徳島 (阿波) の 東海岸と 淡路の 西海岸の あいだに 滞留した。 そして 

そこに 日本で もっとも 古い 神話が 生まれた。 それが ォ ォゲッ ヒメの 神話であった。 

徳島県 は、 大 化の 改新 (六 四 五 年) で 阿波の 呼称に 統一され たが、 もともと 粟と 長の 二 国に 分かれて いた。 粟の 

国 は吉野 川の 流域 を 中心に、 長の S は 那賀川 以南の 地方 を 指す。 南方から やって きた 海人 族 は、 この あたりで 焼 

畑に 粟 を まきながら くらして いたのだった。 その 生活の 習俗 は、 稲作の 渡来の のち もこの 地方に 伝えられ たので 

ある。 

粟の 農耕 儀礼に ともなう ォ ォゲッ ヒメの 神話 は、 『古事記』 の 一 ぺ ー ジの 中に まぎれこんで 残って い る。 ォォ 

、ゲッ ヒメ は スサノ オノ ミコト に 咬み 殺された。 そうして その 屍体から 粟 や 麦 や 稲 や 小豆 や 蚕 を 生み出した。 地 母 
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神で あるに せよ、 穀母 神で あるに せよ、 殺されて 人び とに 寄与し 貢献 するとい うの は 女性の 宿命の 大きさ を 私に 

感じさせる。 

ふしぎな ことに、 ォ ォゲッ ヒメの 屍体から 生まれた 穀物の 名と 一致す る 地名が 徳島県の 周辺に ある。 蚕 は 児 島 

半島で あり、 小豆 は 小豆 島で ある。 粟 は 阿波で ある。 麦 は 徳島県の 南部に ある 牟岐 である。 

これ は 自然の いたずらと はお もえない。 とすれば、 南方から 渡来した 古代の 海人 族 は、 粟 (阿波) の 国 を 中心 

として、 ォ ォゲッ ヒメの 身体 を 描いて みたの だろう か。 すなわち 頭 は 児 島 半島に、 下腹部 は 徳島県の 南部に ひろ 

がって いる。 ォ ォゲッ ヒメの 肉体の 輪郭の 中に 阿波の 国 はつつ まれる。 粟 は 五穀の 総称で もあった。 

だが やがて、 月と 粟の 女神で ある ォォ ゲッ ヒメに とってかわって、 日と 稲の 女神で ある アマ テラスが 登場す る。 

日つ ぎの 皇子で あり、 稲の 首長で も ある 天皇 を聖 化する 朝廷の 物語の 中で は、 日と 稲の 神話が 強調され、 月と 粟 

の 神話 はかげが うすれる。 それ は、 昼間の 月の ように かすかな 爪跡 を 残して いる だけ だ。 

淡路は 阿波への 道で ある。 淡路 から 阿波へ 渡る に は、 粟の 水門と 古く 呼ばれた 鳴門 海峡 を 横切らねば ならない。 

私が この 海峡 をと おった とき、 汽船 はかな しげに 汽笛 を 鳴らし、 卓上の 瓶の 液体 は 波立った。 そして 冬の 荒れた 

海の 果てに、 桃色の 夕焼けが 凝って いた。 私 は 今 も 二 千年 まえ も 変わらぬ 自然の 中に、 粟の 女神で ある ォォ ゲッ 

ヒメの ほのか に 大きな 肉体 を 感じ た。 

阿波への 旅 は 私自身に 宿る はかり 知れない ほど 古い 記憶 を 遡行す る ことであった。 

たとえば ィザ ナギが 黄泉の国の ィザ ナミ を 訪問し、 ィザ ナミの 屍体 を のぞき 見した という かどで、 ィザ ナミ か 

ら 追われて、 黄泉の国 を 逃げ出した あと、 ミソギ をす る 話が ある。 このく だり は 『日本書紀』 の 中の 『一 書』 十 

1 では 次のように なって いる。 


「すなわち 往 きて & わの J: および いお i: をみ そなわす。 しかるに この 二つの 門、 潮す でに はなはだ はやし。 故、 

橘 の 小 門に 還 向り たまいて、 払いす すぎた まう。」 

この 中の 粟の 門 は 鳴門 海峡 を 指して いると いわれる。 速 吸 名門 はふつ ぅ豊予 海峡の こと だとされ ている が、 明 

石 海峡 を 指す ばあい も ある。 そして 『古事記』 と 『日本書紀』 の 『一書』 六に 「筑 紫の 日向の 小 門の 橘の 檍原」 

となって いると ころから、 橘の 小 門を筑 前の i 肥 郡に 比定 したり、 あるいは 日向の 国に なぞらえた りする ことが 

少なくない。 

しかし、 前に あげた 『書 紀』 の 『一書』 十一 に は、 筑前 とも 日向と も 書いて いないの だから、 力ならず しも ブ 

州と は 考えなくても よさそう である。 

それに ィザ ナギ、 ィザ ナミの 国 生みの 神話が 淡路を 中心とした 島 生みの 神話に ほかなら なかった こと を 考える 

と、 州 は 遠す ぎる。 『古事記』 や 『日本書紀』 の 作者が できるだけ 神話の 舞台 を ひろく 見せる ため に、 九州 や 

g& を さかんに 登場させる ことがあっても、 ィザ ナギ、 ィザ ナミの 神話 は淡路 をそう 遠く はなれて はならぬ。 む 

しろ、 鳴門 海峡 や 明 石 海峡が 出て くるの だから、 阿波の 国 を 考える のが 一番 自然で ある。 

徳島県の 南部に i5 &岬ゃ if^ 島 を はじめと する 島々 にか こまれた 橘 湾が 見付かる ので ある。 橘 湾 を 一望に 見 

渡す Mi 神社に のぼって みれば 直ちに 分かる ように、 徳島県 随一 の 天然の 良港で ある。 『阿波 国 風土記』 による 

と、 ト松 島が 「中の みなと I、 この 橘 湾 は r 关 のみな と」 とよ ばれて いた。 古代から 上 貢の 港と して 知られ、 和 

>  7  つばき どまり 

歌 山 県の 湯 浅 あたりと 海上の 交通路が ひらかれ ていた。 橘 湾の 突端に ある 椿 泊に 多い 湯 浅の 姓 は、 紀州 力ら の 移 

波 住 者 を 物語る。 

阿 この 橘 湾 は、 潮の ながれが ゆるやかで、 しかも 深いので、 湾内に ながれこむ 福 井川の 川口に は 今でも 二 畳 敷 ほ 

^ どに も 大きい 魚の エイが 卵 を 生みに くる。 また 以前に は 海亀 や 鮫が どんどん はいって きた もの だ、 と 漁師に きい 
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た。 それ はとお く 海神の 宮 につな がる 場所で もあった の だ。 

そして 現に 津峰 神社の ふもとに は 青木と いう 地名が 見付かる。 この 青木が 津 峰の ふもとの 樹海の 様相から 生ま 

れた 名で あるか、 それとも 檍 (阿波 岐) から 由来す る ものである かたし かめる すべ はない が、 いずれにしても、 

今より 湾が 深く 入り こんでいた 古代に は、 そこ はィザ ナギが ミソギ をす るのに ふさわしい 場所の ように 私 こ， よお 

も われて ならない。 つまり、 「橘の 小 門の 檍原」 という 『記紀』 の 文章に なぞらえ るのに かっこうな 土地柄な の だ。 

橘 湾の 南が わの 岬 は 椿 泊で ある。 阿波 水 軍の 根拠地と して 知られる この 漁港 は、 一風変わった 町の 体裁 を もつ 

ている。 岬に そった わずかば かりの 平地に 二なら びの 家並が あり、 そのまん なか を、 ほそい 道路が とおって いる。 

道路の 左右の 家々 に はもち ろん 門 も 庭 もない。 小型自動車 は その 道路 を やっと 通れる が、 むこうからくる 車 を わ 

きに 避ける こと はでき ない。 どちら かが 無限に 後退 をつ づける ほかない。 

ひうち ざき 

椿 泊の 突端で ある 燧 崎に 弁財天が まつられ、 そこから、 潮が 引けば とおれ そうな 海中に 舞子 島が ある。 その 島 

は 周囲が 断崖に なって いて、 とりつくし まがない。 

しかも その 舞子 島に、 大正 十一 年に 横穴 式 古墳が 発見され た。 それらの 古墳 は 息切れ をし ないで はの ぼる こと 

がで きない 島の 頂上の 断崖に 面した ところに あった。 古墳 はつごう 十三 基あった。 とても 人が 住めそう に はない 

この 島の 頂上に どうして 古墳 を 作った のか。 

古墳の 天井 を 蔽ぅ蓋 石 は 三、 四 尺 (ーメ ー トル 強) の ものであって、 他所から わざわざ はこんだ ものに まちがい 

ない。 蒲 生 田 岬 や 椿 泊に は 石棺 を こしらえる 材料に は 事欠かないのに、 それ を 捨てて、 何のた めに この 不便な 島 

を 墳墓の 地に えらんだ のか。 それに はとく べつの 理由がなければ ならない。 つまり 古代の 海人 族が、 その 首長 を 

葬る ために、 この 島 を 海上 他界と したと 考える ほかにない。 


舞子 島から は 弥生 式 土器 も 発見され ている ので、 その 信仰 習俗 は 古墳時代に 限定す るより は、 はるかに さかの 

ぼる 起源 を もつ ものである。 

しかも 椿 泊の 老人から 聞いた ところに よると、 この 舞子 島 は 明治 十 年頃まで、 死人 を 捨てる 島と して 使用され 

ていたと いう。 他所の 港で 伝染病に 罹って 死んだ 者の 死体 は、 椿 泊の 町に 入れずに、 この 地 先の 島に 捨てた。 そ 

れは 伝染病が 蔓延し ないた めの 賢明な 措置であった。 それに、 椿 泊の 手のひら ほどの 墓地に はこれ 以上 墓石 を ふ 

やす 余裕 はない。 しかし それだけの 理由であった ろうか。 

老人 は 次の ような うた を おぼえて いると、 私に 語った。 

竹の たん は 

どこ へいった 

舞子の 浜へ 

金 掘りに  一 

「たん」 は 「おた つさん」 ともい い、 この 地方で 母親 を 呼ぶ ときの 語で ある。 つまり、 竹と よばれる 子供の 母 さ 

んは 舞子の 島の 浜に 屍骸 を 埋めに いった、 という こと を 指して いる。 舞子 島 こそ は 海上 他界で ある。 その 島の 砂 

嘴に 死体 を さらす 風習 はとお く 古代の 海 島 古墳にまで さかのぼれる こと を 物語って いるので ある。 海中に そそり 

波 立つ 奇怪な 死人の 島の すがた は、 私 を 神話の 世界にまで つれ 去って ゆく。 

舞子 島が 死者 を ほうむる 島 だからと い つ て 私 はなに も それ を、 ィザ ナミの 葬られた 黄泉の国に 比定 している の 

I でよ な、，。 ただ 橘 を 橘の 小 門と 考える とき、 その 神話の 構図の 視野の 中に 舞子 島が とうぜん はいって くる こと 
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をい いたいの て ある e 

ィザ ナギは 橘の 小 門で ミソギ をした のち 淡路で 死んだ。 淡路の 一 の宮に まつられて いるの はィ ザナギ である。 

りち ゆう 

ところで 仁徳 帝の 子どもで ある 履 中 天皇 は 淡 路に狩 をして、 島 神で ある ィザ ナギの 機嫌 を 損じた と、 『日本書紀』 

にある。 しかも その 履 中 天皇が、 徳島県の 最南 端で 高知県の 甲の 浦まで はわず か 四 キロと いう 町に 関係が ある。 

履 中 天皇に 姉妹で 仕えて いた ある 女官の 兄 は、 阿波の 国の 脚 昨の 里に かくれ 住んだ、 と 『日本書紀』 にある が、 

この 脚 昨の 里 はい まの 宍喰 だとい われて いる。 また、 『風土記』 に は、 履 中 天皇が 阿波の 国の 和那 散で シジミ 貝 

をた ベた、 と あるが、 和那散 は、 この 宍喰 町の 那佐 である。 

この 那 佐に は 和奈佐 意富 曾 神社が 祀られ ていた。 ヮ ナサの ナサ は 波の音が やむ ことがない、 という 意味で、 ォ 

フ ソは大 礎と いう 語から 由来 するとい われて いるから、 海人 族の 祀 つた 神社であった にちがいない。 この 神社 は 

現在、 宍喰 町の 北の 海 南 町の 大里 公園の 中に 移って いるが、 海 部 郡 唯一の 式 内 社と して、 この 地方 二十 一 力 村の 

人び との 尊崇 を あつめて いる 氏神で ある。 

ところで ふしぎな ことに、 出 雲に もァ ハキへ • ヮ ナサ ヒ コ という 神が あった。 この ァハキ へ は 阿波から 来 経た 

 つまり 阿波から 出 雲に 移住した ヮ ナサ ヒ コ だとい う 意味 だ、 と 折 口 信 夫 は 解釈して いる。 

『丹 1^ 国 風土記』 に は 次のように いう。 丹 後の 比 治の 里に 真奈？ ^という 井戸が あって、 そこに 八 人の 天女が 降って 

は 水浴び をして たのしん でいた。 ところが その 村に ヮ ナサ ォ キナ、 ヮ ナサ ォゥナ という 老翁、 老嫗 がいて、 天女 

のなかの ひとりの 着物 を かくして しまった。 天女 は 仕方なく 老夫婦の いいなりに その子 どもと なり、 十数 年 をす 

ごした。 翁と 嫗は 天女のお かげで 富み 栄えた が、 それ にもかかわらず 邪慳に も 天女 を 追い出して しまった。 天女 

はなげき かなしんで 老夫婦の もと を 去り、 奈 具の 村の 社に とどまった。 これが ト ヨウ カノ メノミ コト である、 と。 


羽衣 伝説 は奄 美、 沖 織な どに ひろく 分布して いる。 ト ヨウ カノ メノミ コトは 穀物 女神で ォ ォゲッ ヒメと 同一 で 

ある。 しかも ここに はヮ ナサ ォキ ナ、 ヮ ナサ ォゥナ という 二人の 老夫婦が 出て くる。 とすれば、 これ は 阿波の 和 

那 佐と 関係が ふかい こ と は 誰し も 想像が つ く。 

ヮ ナサの 信仰 は、 責 人の 赤ん ぼう を 潮水に 漬けて 産湯 を 使わせたり、 みそぎの 儀式の 手引 をす る 海女の 役割と 

つながりが ある、 と 折 口 信 夫 は 考えて いるよう である。 さきに あげた 羽衣 伝説に も、 真奈 井と いう 井戸が 出て く 

る。 水の 信仰 を 方々 に 持ち歩く 集団が あって、 それが 自分た ちの 出身地で ある 宍 喰の 和那佐 を聖 化する ために、 

履 中 天皇の 故事 を 作り上げ、 むすびつけて 語った のか も 知れぬ。 

私 は それ を宍喚 浦から 北へ 牟岐、 木岐、 由岐、 志 和岐、 阿部な どの 浦々 にた どって みる ことができる とおもう 

の だ C これらの 浦々 はい まも 海士 海女が 生業 を 立てて いる。 

由岐 町から 蒲 生 田 岬の 方へ 道 をと ると、 にわかに 海 を 見下す けわしい 山 坂と なる。 曲がりくねった 山の 中腹の 

道から、 はるかむ こうの 断崖絶壁に 太平洋の 怒濤が 押し よせてい るの がみえ る。 そして 山からの 展望が ひらける 

とわず かば かりの 平地に とつぜん 集落が あらわれる。 この あたり は 陸路の 交通 は 以前 は 不可能に 近 か つたこと が 

想像され る。 漁村 どうしの 交通に は 海上から 近づく 以外に はない。 だから 海が シケ ると これらの 村々 は 暗澹と し 

た 日々 を 送らねば ならな か つ た。 私が ぞ つ とする 山道 を 車で 越えて 阿部の 村に 立ち寄つ たと き、 冬季の ことで モ 

ダリの すがた は 見られなかった。 自動車 道路が できてから は、 頭に 海産物 をのせ て 売り あるく 「阿部の イタ ダ 

キ」 のす がた も 消えて しまった という 話であった。 

波 戦前に は 信 州 や 日本海の 海岸 はおろ か、 満洲まで 行商 をした という 阿部の 女た ちの たくましい 活動ぶ りから、 

う 私 はかって ヮ ナサの 水の 信仰 を 持ち歩いた 古代の 阿波の 海人 族の 遍歴の 足 あと を^んだ。 

I 私の 推測に よれば、 そのような 海人 族の 信仰 や 芸能に まつわる 伝承 は、 宍 唤の那 佐に はじまって、 阿波の 東南 
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岸に 孤立した 海 角で ある 牟岐、 木岐、 由岐、 志和岐 とふし ぎに も 語尾に 岐を もつ 地名 をた どって はこばれ たの だ 

つた。 漂 海 民で ある 海人 族の 生活 習俗 は、 定着した 農耕 民と は ほどとおく、 丹 後 や 出 雲に もお よぶ 陸上の 移動 を 

少しも 苦にしなかった にちがいない。 

私が 徳島県と 高知県の 県境に ある 宍 喚の 町に ついた 夜、 めずらしく 冬の 雷が とどろいて、 私 は 紫色の 華麗な 稲 

妻に 襲われた。 それ は、 これから 幻想の 神話の 世界に むかって 旅立とう とする 私への かっこうの 贈物で はな かつ 
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大和 盆地の 東南 部に ある 三輪 山の ふもと 笠 縫邑に 立つ と、 その 小高い 丘の まえに 箸 墓 古墳が あり、 箸 墓の 真西 

に 大和 盆地の 西が わの 山並みの 中で も ひときわ 目立つ 二 上 山が そびえて いる。 『日本書紀』 に は、 この 箸 墓 は、 

昼 は 人が 作り、 夜 は 神が 作った、 といわれ ている。 

古墳 をき ずく 石 は、 大坂 山から 墓のと ころまで 人び とが 手渡しに 渡しながら 運んだ という。 大坂山 は 二 上 山の 

すぐ 北に あって 大和 盆地から 西に 越える 交通の 要路であった。 

当時の 人 は、 


大 坂に 継ぎ 登れる ？ 9 群 を 手 ごしに 越さば 越し かてむ かも 

(大坂 山に 下から 上まで つづいて いる 石 を 手渡しで 渡して ゆけば、 渡せる だろう か) 

とうたつ たという ことが 『書 紀』 に 述べて あるが、 このうた は 墓 をき ずく 労働に 駆り 出された 庶民の 労働歌で 
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あつたの かも 知れない。 

箸 墓に ついては 『日本書紀』 につぎ の 話が ある。 

むかし 大和の国の 三輪 山の ふもとに、 昼 は さっぱり 姿 を 見せず、 夜になる とせつ せと 女の 許に 通って くる 神が 

いた。 女 は その 神の すがた を 見たい と 切に ねがった。 神 は そのね がい をき き 入れて、 私 は 明朝、 おまえの 櫛 営の 

中にはい つてい るから 開けて みよ、 と 言った。 女が 言われた とおりに すると、 宮の 中には 小 蛇が 一匹 はいって い 

た。 女 は おどろきの あまり 声 を あげた。 すると 神 は 恥じて 人の 姿に なり、 大空 を 踏んで 三輪 山に のぼって しまつ 

た。 女 はかなし みく やんで、 箸で 下腹部 をつ いて 死んだ。 女 を 葬った 墓 を 箸 墓と 呼ぶ の は そのため である。 女の 

名ュャ マト トトヒ モモ ソ ヒメ、 そして 神 は 三輪 山の 蛇 神で ある ォォモ ノヌシ であった。 

この 話 も 夜のと ばりが 降りる と、 大和 盆地 は 湖水の 底に 沈んだ ようになり、 神々 の 跳梁す る 舞台に 一変す る こ 

と を 告げて いる。 

蛇 神が 男の すがた をして、 女の 許に 通う というの は、 異類 求婚 譚の 類型の ひとつで あるが、 沖 織で は 蛇が 御嶽 

と 呼ばれる 聖地の 神で あると ころがい くつ も ある。 また 三輪の 神の 御 神体 は 山 そのもの であるが、 これ は 何ら 本 

殿 をもう けず、 山 を 聖地と する 沖 II の 信仰と きわめて 似通って いる。 

おおみ わ 

今年の 二月に、 私 は 三輪 山 を まつる 大神 神社 をお とずれ た。 

この 神社 は 大和 国の 一 の宮 であって、 国つ 神に ふさわしく、  土地の人 たちの 信仰が すこぶる 篤い こと は、 その 

参詣人の 多い ことで もうかが い 知られた。 この 三輪の 神 は、 くすりの 神で あり、 酒の 神で あり、 方 除け の 神で あ 

り、 また 農業の 神で あり、 土地の 神で ある。 文字通り、 大和 国原の 国 魂 を まつった 神社で ある。 

伊勢神宮の ような きびしい 敬虔な 雰囲気 を もつ 天つ 神 を ま つ つ た 神社と ちが つ て、 そこに は ゆ つ たりと した 土 


の 匂いが 感じられる。 国 魂と いう ものの 存在 を この 境内の 空気の 中にはつ きりと 指摘す る ことができ るの は、 大 

神神 社が、 この 土地の人 びとの 生活に ふかく かかわりあって きたから であろう。 

大神 神社の 一角 をと おって 摂社 である 狭 井 神社の ほうに ゆく 途中に、 三輪 名物の 甘 酒屋が ある。 狭 井と いう 言 

葉から 私 は 狭 井河 をよ みこんだ、 

狭 井河よ 雲 起ち わたり 畝 火山 木の葉 さやぎ ぬ 風 吹かむ とす 

という 『古事記』 の 中の 有名な 歌 を 思い出した。 

そこで 甘 酒屋の 婆さんに、 この あたりに 狭 井河 はない か、 と 聞く と、 その 先に ある 小川が そうです、 という。 

右の 歌 は 反乱 を 諷刺し 暗示した 歌で あると 言われて いるが、 その 山 雨 まさに 至らん として 風 楼に満 つ、 といった 

たぐいの 壮大な 無気味 さ を 想像して きた 私に と つ て、 その 読み こまれた 狭 井河の あまりの 小さ さに 啞 然とした。 

大和 を あるいて いると、 『記紀』 や 万 葉で 想像して いた ものが、 たとえば t 雷 山に せよ、 飛鳥 川に せよ、 意外 

に 小さい のにと まどう ことが 多い。 この 実際の 事物と、 それの 喚起す るィメ ー ジ との 誤差 は どこから 由来す るの 

であろう か。 

当時の 人た ち は ひとつに は 中国の 史書 や 文物に 接して、 それに 近づけた 形で 大和の 山河 をうた おうとし たとい 

う ことがあつ たと おもう。 

I しかし それだけ ではなく、 古代の 大和 貴族と それにつ ながる 人び とに とって は、 大和 国原 は 宇宙、 または 世界 

9 なのであった。 その 世界 は、 たとい 空間 的に はせ まくと も、 その 想像力の 中で は、 他の どの 地方の 人た ちの 世界 

I にも 劣らぬ 広大 さ を 有して いたので ある。 したがって 世界の 映像が 確立して いれば、 そこに 存在す る 事物 も、 世 
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界大の ものと して 取り扱われる という ことがあつ たと 私 はおもう。 

狭 井 神社 は 三輪 社の 荒 御 魂 を まつった 神社で あるが、 そこの 脇から 三輪 山への 登山口が ある。 私 は 社務所で 許 

可 を 得、 急坂 をの ぼって、 定められた 山道 を あるいた。 冬の せいで あるが、 うっそうと しげった 山な のに 鳥の 声 

ひとつき こえない。 深い 沈黙が この 御 神体の 山 全体 を 占領して いる。 ォォ モノ ヌシ はくらい 闇の 神で あり、 沈黙 

の 神で ある。 それ は 夜に なって 跳梁す る 神で あり、 昼 は、 音 を 消しす がた をみ せぬ 神で ある。 

三輪 山 はやが て 辺津磐 座の 場所 をと おりす ぎて、 岩石の 多い 急坂に さしかかる。 途中で、 杖 をつ きながら たく 

みに 降りて くる 小柄な 老婆に 会う。 その 話で は 老婆 は 毎月 一回、 この 三輪 山に のぼり、 それ を 数十 年間 もつ づけ 

ている という。 その 坂 を ひとしきり のぼると、 ほそい 滝の 水が 落ちて いると ころが ある。 

私 は そこから 引き返して、 「山の 辺の 道」 を 歩いて みた。 しばらく ゆく と 檜 原 (日 原と も 書く) 台地に 出る。 

そこ は 笠縫邑 とよ ばれて 崇神 帝の 時代に ァ マ テ ラスの 神霊 をト ヨス キイ リ ヒメ に 命じて まつ つ たと ころと されて 

いる。 笠 を 縫う 職業 集団の 笠 縫 部が ここにあった ともいう。 

笠 は 古代から 神の 依 代と 考えられ ていた。 九州の 竹 原 古墳の 壁画に は サシパ (碧) が 描かれて いるが、 それ は 

貴人に さしかける もので あり、 しかも 祭の 日に 使用す る ものであった。 沖繙 では 神 は 笠の 上に 降りる として、 祭 

場に は& 傘が 立てられた。 

この 笠 縫邑で まつった アマ テラス、 つまり 日の 神 は、 欽明 帝の 頃 (六 世紀 中葉) から 東方の 伊勢が 政治的に 重視 

される ようにな ると、 伊勢の 地に 移された。 それが いつの 時代で あつたか は 諸説が あるが、 三輪 山の 南 麓 をと お 

る 竹 内 街 ¥ よ，、 東 は 伊勢に 通じ、 西 は 二 上 山の ふもと をよ ぎって 竹 内 峠を越え て 河内に つうじる 古道で ある。 大 

和 国原 を 東西に 横断す る この 古代 幹線道路 をぬ きにして 大和 貴族の 意識 を 考える こと はでき ない。 

しかし 東方の 尹 勢が 問題に される の は、 欽明帝 以降の ことで、 三輪 山麓の 人び と は 最初 はもつ ばら 二 上 山の 方 


をむ いてく らして いた。 春分の日に 笠縫邑 から 二 上 山頂に 沈む 夕陽 を ながめる の はとく に 印象的で あつたに ちが 

ひない。 二 上 山 は 大和 国原 を ひとつの 世界と 考える 人び とに とって、 この 世界と あの世の 境目の 山な のであった。 

箸 墓が 二 上 山 をむ いている の は、 そのこと を 物語る。 ォォ モノ ヌシ が崇神 天皇の 御代に ャ マト トトヒ モモ ソヒ 

メに 神が かりした という 話 を 『日本書紀』 は 伝えて いるが、 これから みると 彼女 は 三輪 山の 神に 仕える 巫女で あ 

つた かも 知れない。 そして 彼女 は 太陽神に 奉仕す る 神 女で ある 日の 妻の 役割 を 一 方で 果たしてい たこと も 想像で 

ぎる。 

なぜなら、 三輪 山 を 御 神体と するとい うこと は、 笠 縫 邑の檜 原 神社の 鳥居が 東の ほう、 三輪 山 をむ いて 立って 

いるので も わかる とおり、 この 神聖な 山からの ぼる 太陽 をお がむ ことに 他なら なか つたから である。 

ただ、 崇神陵 ゃ景行 陵な ど 北に 隣接す る 古墳に 匹敵す る 巨大な 箸 墓の 主 はたんなる 巫女で はあり 得なかった。 

そこで 歴史家の 林屋 辰三郎 氏はャ マト トトヒ モモ ソ ヒメ を 邪 馬 台 国の ヒ ミ コ に なぞらえ ている。 氏 は 次のように 

言う。 

ヒミコ の 男 弟 は 開化 天皇で ある。 邪 馬 台 国中に 大乱が あり、 三輪 山 を 中心とした 三輪 系 勢力が 政権 をに ぎり、 

あ-. こらしい 三輪 王朝 を 樹立す る。 ャ マト トトヒ モモ ソ ヒメが ォォ モノ ヌシの 妻で あり、 彼女が 死んだ とき 箸 墓 を 

神人 共 作で 造成した という 話 は、 ヒミコ 女王の 「鬼 道」 を 三輪 系の 権力者が うけつごう とした 意図 を 示す もので 

ある。 その上に 立って あらたに その 宗女 として トヨが 登場した。 それが 崇 神の 皇女の トヨ スキ イリ ヒメであった „ 

林屋 氏の 説 は、 私たちの 古代に たいする 想像力 を 充分に 誘発し 得る 推理で ある。 

笠縫邑 のように 元 伊勢と 地元で 呼んで いると ころ は ほかに も ある。 天の 香具 (久) 山の 登り口の 畑の 中に 「湯 

笹の 森」 とよ ばれる 小さな 竹やぶが あるの が、 そうで ある。 
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明治 初年まで は 伊勢で 毎年の 大祭が あるとき は、 いつも この やぶの 竹 を もらって、 神 祭に 使うなら わしが あつ 

たという。 それが 毎度の ことで わずらわ しいので、 竹の 根 株 を わけて 伊勢に もって かえった と言われ るから、 ァ 

メ ノウ ズメが 天の 香具 山の 真 サカキ を 手に してお どった という 故事 を 思い出す まで もな く、 伊勢の 神事 も 天の 香 

具 山の 笹を 切って 使わねば、 はじまらなかった。 

神武 帝 は 天の 香具 山の 赤土 をと つて、 それで 土器 をつ くって 神 を まつり、 かろうじて 敵 を 退散させる ことが で 

きた。 また 崇神 帝のと き、 ャ マト トトヒ モモ ソ ヒメ は、 予言して、 r 武埴 安彦の 妻が、 そっと 天の 香具 山の 土 を 

布に つつんで もって かえった にちがいない。 天の 香具 山の 土 は 大和の国の 象徴と なる もの だから、 それ を とられ 

ると 大変な ことになる」 と 警告した ので、 崇神帝 は武埴 安彦と その 妻が 都 をお そう まえに 先手を打つ てこれ を ほ 

ろぼした。 

これらの 挿話の 意味す るの は、 政治的 危機の ときには 天の 香具 山が 登場して くると いう ことで ある。 香具 山の 

土が それほどに 呪 力 を もっとい うこと は、 天の 香具 山が 当時の 貴族 社会の 意識の 中で いかに 重要な 位置 を 占めて 

いたか を 物語って いる。 この 山 は 天から 降って きた 山、 すなわち 「天 山」 とみな されて いた ことが 『風土記』 に 

よ つ て 知られる。 

私が 天の 香具 山に のぼった 日 は、 雨 あがりで もあった せいか、 ひどく すべり やすかつた。 土 はすこし 青 味 を 帯 

びた 粘土 性の ものであった。 この 粘土 はむかし、 埴と よばれて、 土器 を 作る のに 使用され たもので ある。 

香具 山の頂 上 は樹が 生い しげって 眺望が 利かない が、 当時 は 頂上 は 灌木 地帯で 見通しが よかった と おもわれて 

いる。 舒明 天皇が 天の 香具 山に のぼ つてうた つ たという 有名な 国 見の 歌、 

くに はら 

大和に は 群 山 あれ ど とりよ ろ ふ 天の 香具 山登りた ち 国 見 を すれば 国原 は 煙 立ち 立つ …… 


は、 天皇が 自分の 統治す る 国 を ながめる のに もっとも ふさわしい 場所と して、 天の 香具 山 をえ らんだ こと を 告げ 

る ものに ほかならぬ。 天の 香具 山と ともに 大和 三 山と よばれる 耳 成 山 や 畝 傍 山が 近くに 見え、 南 は 藤 原 京から 飛 

鳥の 地へ とつな がって、 土地が 開けて いる。 

三輪 山の 東に のぼる 太陽 は、 この 大和 盆地の 南 をめ ぐって、 河内との 境目に ある 山並みに 沈む のであった。 藤 

原 京に 都した 持統帝 は、 天武 帝の 死の 直後、 大津 皇子 を 処刑した。 大津 皇子の 辞世の 漠詩 である 「金 烏 西 舎に 臨 

み、 鼓 声 短命 を 催す、 泉路賓 主な く、 この 夕 家 を 離れて 向かう」 の 一章 は、 太陽が 二 上 山頂に 沈む こと を 思わせ 

るが、 皇子の 姉で ある 大来 皇女 はこのと き、 伊勢神宮の 斎宮で 二十 六 歳であった。 

彼女 は 処刑 後 二 上 山頂に 埋葬され た 二つ 違いの 弟 をし のんで、 雌 岳と 雄 岳との 二つから 成る ゆえに、 二 上の 呼 

称 を もつ この 山 を 飛鳥 京の 地から 望見した。 そして、 

うつ そみ の 人なる われ や 明日より は 二 上 山 を 同 母 弟と わが 見む 

という 皇女の 歌 は、 この 二つの 山頂が まるで 姉弟の ように あざやかに 映 じた こと を 伝えて いる。 

飛鳥時代、 貴人の 葬列 は、 三輪 山麓と 二 上 山麓 をむ すぶ 竹 内 街道 を 西へ すすんだ。 二 上 山の 西が わに は敏 達、 

用 明、 推 古 天皇な どの 陵が 密集して いる。 そこ は 田 中日 佐 夫 氏が 言うよう にも はや 他界な のであった。 

和 二 上 山の ふもとに は i ま 寺が あって 中将 娘の 伝説で 名高い。 この 中将 姫 は 藤 原 南 家の 娘 子と いう ことにな つて 

大 いるが、 その 薄幸な 生涯 は 落日の かがやきの ような 美し さ を もって、 私たちに 迫る。 三輪 山の ふもとに は、 箸で 

^ わが 身 をつ いて 死んだ ャ マト トトヒ モモ ソ ヒメが 巨大な 古墳に 眠り、 二 上 山の ふもとの 中将 姬の 説話と むかい 合 
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つ て 対してい る ことに、 私 はふし ぎな 緣由 をお ぼえずに はいられない。 

東方の 太陽神 を つかさどる 巫女と、 西方の 落日に 浄土 を 観ずる 尼僧との かく も あざやかな コントラスト は、 古 

代の 大和の 貴族が、 のぼる 日と しずむ 日の 両方へ の 思い を 人間の 物語に 託して 描いた のか もしれ ない ので ある ゥ 

そして 大和 国原に 国家 や 都 を 建設す る 作業 は、 この 国原の 四囲 を 青 垣の ように とりまく 山々 の 神の 協力な しに 

はなしと げられ ない こと も、 古代人 はよ く 知っていた。 神と 人間の 共同作業の 物語、 それが 『記紀』 の 説話に ほ 

かならぬ。 


出 雲 -—— 常世への 憧れ 


四月の 出 雲 は 繭の ように 包まれ、 透明に 光って いた。 岬 も 湖 も 平野 も 冬の まどろみから 醒め かけて はいるが、 

その 透きと お つ て ゆく 外被 を やぶる までに はいたらない の だ つ た。 この 四月 初めの 半 覚醒の 状態に ある 出 雲のう 

つくし さはた とえよう がない。 存在と 意識と が 分かれる まえの 古代人の 生 を 風土の 中に たどる ような 気がして く 

る。 

その 中で 島根 半島の 東の はしの 美 保 関 港 は、 美 保 神社の 青 柴垣の 神事 をむ かえよう として 活 気づいて いた。 こ 

の 町 出身の 船乗りた ちが 祭りに 参加す るた めに、 大漁 旗 を かかげて、 ぞくぞく かえってくる。 波の 面すれ すれに 

餌 を 拾う 鷗 たち も 何 か 生き生きして いるよう に 見える。 

湾内の 光景 を とりわけ いろどって いるの は、 四そう を 二そう ずつ くくり あわせた 二 組の 神事 用の 舟の 上に、 赤、 

里 r 白、 黄と あざやかに ひるがえつ ている のぼりであった。 

この 神事 用の 舟に は 板 を わたした 上に 四角に 天幕 を はりめぐらし、 その 天幕の 四隅の 柱に 榊の 青い 枝葉 を 束に 

して むすびつけて ある。 青 柴垣と いうの はこ こに 由来して いるので あるが、 この 天幕の 中で、 美 保 神社の 祭神 コ 
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トシ ロヌ シの 死の 儀式が おこなわれ るので ある。 

コ トシ 口 ヌシ はォォ クニ ヌシの 子で ある。 アマ テラスの 使者が 高天原から 出 雲に やって きて、 国 ゆずり を 迫つ 

たと き、 コ トシ 口 ヌシ は、 ちょうど 美 保の 岬で 魚 をと つて 遊んで いる 最中であった。 ォォ クニ ヌシ から 「おまえ 

の 意見 はどう か」 と 聞かれて、 「この 圍は 天つ 神の 子孫に 献上し ましょう」 と 答える と、 コ トシ ロヌシ は、 海中 

に 八重の 青 柴垣 を 作り、 その 中に かくれて しまった、 と 『記紀』 にある。 

コ トシ ロヌシ というの は 神の 言葉 をと りつぐ 役目の 者で、 同時に 呪術 家で もあった。 奇妙な 手付きで 拍子 をう 

つと、 舟 はたち まち 青 柴垣に かわった。 それに 乗って、 コ トシ ロヌシ はすが た を 消した。 

コ トシ 口 ヌシの 水葬 儀礼 を 年 ごとに 模倣す る 美 保 神社の 青 柴垣 神事 は、 ふしぎな 祭りの ひとつに かぞえて よい 

であろう。 神の 死が 人間の 祝祭になる ために は、 海 坂すな わち、 水平線の 彼方に たいする あこがれが 前提と なら 

ずに は 叶うまい。 今 は 美 保 神社の 祭神 は 土地の 漁師 や 船乗りに は、 豊漁 を もたらす えびす 神と して 信奉され ている。 

ォォク -1 ヌシの 国土 経営の 協力者で ある スクナ ヒコナ は、 ォォ クニ ヌシが 美 保の 岬に いたと き、 波の 穂に 乗つ 

て 海の 彼方から 寄り 来る 神であった。 そうして 国 造りが 終わる と、 また 常世 国に かえって しまった。 コ トシ 口 ヌ 

シの 死に は 常世 神で ある スクナ ヒコナ にみ るよう に、 古代人の 常世への 憧憬が 影 を 落として いる。 ここで は 死 は 

勝利で はない。 さりと て 敗北で もない。 

日本の 古代で は 死 は 回帰と して、 水平線に かかる 抛物線の 虹の ように 描かれて いるの だ。 

コ トシ 口 ヌシの 死の 前夜祭が 四月 六日の 夜 おこなわれた。 神社の 境内に 庭燎が 焚かれ、 質樸な 拝殿 を 闇の 中に 

浮き立た せた。 本殿に はつぎつ ぎと 御供 物が はこばれた。 多く は 児童が その 運び 役に なった。 口に 榊の 葉 をく 

わえ ている の は、 供物に 人間の 息が かからぬ ようにす るた めと、 厳粛な 沈黙 を 自他に 示す ためで ある。 供物の 奉 

献が 終わる と、 未通女が 白と 赤の 衣裳 をつ けて 拝殿の 中で 巫女 舞 を はじめた。 太鼓が なり、 笛の 音が とつぜん も 


のがな しく 乱調に なると、 拝殿の 天井 や 軒に つるされた 神燈が ほのかに 照らす 宵闇の 中で、 未通女の もった 鈴が 

高く ひびき、 その 舞 も あやしく 烈し さ をます。 未通女に は 神し かなく、 神に は 未通女し かない 雰囲気が、 拝殿の 

闇 を ひくく おさえつける。 

切迫した 死が、 その 生の 息づ かい を するどい ものにする。 そう 私が おもった のはコ トシ 口 ヌシの 死への 愛惜の 

ためな のであろう か。 それとも 庭に 焚かれた 松明の 炎が はじけと ぶ 音 を 聞いた からで あつたか。 

あくる 朝、 祭神の コ トシ 口 ヌシの 代りと なって、 青 柴垣の 神 船に のりこむ 二人の 頭屋 神主 は、 境内の 中の 家で、 

羽織袴に 威儀 を 正して 坐った。 冠 をいた だき、 類に は 化粧 をし 小さな 紅 を さしてい る。 それ は 神に なった しるし 

である。 もはや 絶食 状態に あって、 神が かった と おもわれる。 この 二人の 頭屋 神主 は 一年の あいだ、 毎日 海に 入 

つて 潮 かき (ijsi) をす る。 その 烈しい 苦行の 最終日が 祭りの 当日な ので ある。 精進に 不足 すれば、 祭りの 日 は 

雨 か 風 かになる と言われて いるので、 頭屋の 周辺 はもち ろん、 町の 人び とも 天候に は 気 を 使う。 この頃の 出 雲 は 

天気が 悪い ことが 多い の だが、 小雨の ばらつ く 空 を 見上げて、 

「なに、 この 分で は 大丈夫 だ」 

と 強気な 会話 を 交す。 

ようやく 午後の 二 時 頃に なって、 それまで ながく 準備 を 重ねていた 祭り はやつ とうごき 出した。 境内の 家の な 

かで は、 二人の 頭屋 神主の かたわらに、 それぞれ、 裾模様の 晴着 を 着、 前 帯 をした 妻女と、 赤い 着物の 娘と が 坐 

つていた。 この 裾模様と 前 帯す がた は、 伊豆 大 島での 葬式のと きの 女が つける 礼装 そのまま である。 大島 では 頭 

雲 に 紫の 鉢巻 を まくが、 美&^神社のばぁぃは白ぃ鉢巻をっける。 いずれにしても、 南との つながりが ここで 想定で 

7 きる の は 重要で ある。 

I その 妻女が 白い 被 衣 を 頭からす つぼり かぶった まま 背負われ、 船 着 場の 向う 岸に とまって いる 神 船へ、 見物人 
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の あいだ を かけぬける ようにして 移る。 頭屋 神主 も 神が かりして 一人で 立って おれず、 左右から 扶 けられて、 神 

船に しつらえた 青 柴垣の 内に 入る。 お供の 者 や、 美 保 神社の 神職 も つづいて 乗る。 祭りの 有志に まぎれこんで 私 

も 一番う しろから 乗った。 二そう の 神 船に 二人の 頭屋 神主が 分乗し 終わる と、 二 組の 神 船に 乗り こんだ 漁師 や 若 

者の 手で、 曳網が たぐられ、 いきおいよく 湾内の 競曳が おこなわれた。 

神 船が 神社に 近い 船 着 場に つくと、 サル タヒコ とァメ ノウ ズメの 面 を かぶった 役の 出迎え を 受けて、 頭屋 神主 

とその 供人の 一行 は 行列 をつ くって、 ふたたび 神社に むかう。 

このと き 参詣人 は ひしめきあって、 身動き もなら ない 位 だ。 祭りの 振舞 酒に 酔った 町の 人た ちが 行列の まえに 

とび 出しそう になって、 交通整理の 巡査から たえず とめられ ている。 

神殿で は 来年の 頭屋 をく じで きめる 儀式 をお こなって、 それで 青 柴垣の 神事 は 終わる。 この頃に なると、 波 止 

場の 近くの 簡易食堂 では、 十 人 程の 船の 船長が 店の 給仕 女 を 相手に 昼 酒 をのみながら、 「関の 五本松」 や 「安来 

節」 をつ きる ともなく 唱 つてい る。 

それにしても 祭神 コ トシ 口 ヌシの 水葬 儀礼が にぎやか なかけ 声 や 笛、 太鼓の はやしと 共に 競曳の 形で おこなわ 

れ るの は 奇妙な 気がする。 競 舟 は 美 保で は 十二月 三日の 諸手 船 神事の 主要 行事で あるが、 長 崎 や 九州 西海岸の ぺ 

1 ロン 競争 や 沖 繙のハ ー リ ー 船の 競技に みられる ように、 南 シナの 民間 習俗の 色合いが 濃い。 それ は 三重県 熊 野 

市 二 木 島の 頭屋 祭に おこなわれる 競漕の ように、 日本 各地の 祭り 行事に も 見られる ものである。 

だから 問題 は 青 柴垣に ある。 沖 11 では 以前に は、 人が 死ぬ と 青木の 枝葉 を 折りと つて その 死体の 上に かぶせた 

という。 つまり それ は 日本の 古代で いう 嬪に 相当す る ものだった。 殯 はいう まで もな く 仮の 墓で、 死人 はま だ 生 

き 返る かも 知れない と 信じられる 期間であった。 だから 近親者 や 知人が 死者の かたわらで 音楽 を 奏で 踊って 死者 

を なぐさめる とともに、 あるいは 息 を 吹き かえす こと を 期待した の だ つ た。 


おそらく 青 柴垣の 神事 は、 船中に おいて 殯を 象徴して おこなわれる ものである。 そして 神の 死と 再生 は、 新旧 

の頭屋 神主の 交替に よって、 年々 くりかえされ、 引きつ がれて ゆく ので ある。 

美 保 関はコ トシ ロヌシ がすな どり をし、 スクナ ヒコナ が やって きた 岬に ふさわしく、 海と 空と 雲と がお たがい 

に 映し あう 場所な のであった。 

美 保 関 町に かぎらず、 島根 半島の 日本海に 面した 海岸 は —— 地元で は 浦と よばれる —— 古代人の 悠久 さ を 思い 

えがく のに ふさわしい ところな ので ある。 この あたりの 海岸 町 は、 光沢 を もった 赤い 石 男 瓦で 屋根が 葺 いて ある 

ので、 遠くから は 赤い 蟹が 群れ かたまって いるよう にみ える。 切り立った 断崖と、 岬 を まわる ごとに あらわれて 

くる 漁師町と そこに 打ちよ せる 大波との 取合せ が、 典型的な 「浦」 の 構図で ある。 その 中に 佐太大 神が 生まれた 

という 伝説 を もつ 加 賀の潜 戸が ある。 『出 雲 国 風土記』 に は、 

「この 神が 生まれよ うとい うとき、 親 神の 弓矢が 失くな つた。 そこで 母 神で ある キサ カイ ヒメ は、 

『私の 生んだ この 御子が まさしく、 夫の 麻須羅 神の 御子であるなら ば、 失くな つた 弓矢よ 出て こい』 

と 祈願した。 そうすると 角の 弓矢が 水の まに まに 流れ出て きた。 そこで 母 神 は、 これ をと つて 生まれた ばか 

りの 佐太大 神に 示しながら、 

『これ は 失くな つた 弓矢で はない』 

と 言って 投げ捨てて しまった。 すると 今度 は 金の 弓矢が 流れ出て きた。 それ を 待ち受け てとり、 

雲  『暗い 岩屋で ある ことよ』 

と 言って、 金の 弓に 金の 矢 をつ がえ て、 洞穴 を 射と おした。 そのと き 光 かがやいた。 だから 加賀 という。 … 

9 

8 

I …」 
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とのべて あり、 昔から 神秘な 場所と してお それられ てきた ところ だ。 

この 加 賀の潜 戸 を 見ようと、 私が 加賀 という さびれた 漁師町 をお とずれ たの は、 青 柴垣 神事 を 見て まもなくの 

風の あらい 日だった。 海岸の 波止場 近くの 日 だまりで、 網 をつ くろって いる 漁師た ち は 危険 だと 言って、 頭 を 横 

に ふるば かりで、 たやすく 舟 を 出そうと はしなかった が、 やっと、 その 中の 一人に たのみこんだ。 

傭った 小舟が 波に 舟 底 をつ よく 打ちながら 進んで いったと き、 岬の 突端に 洞窟が あらわれた。 洞窟の 近くまで 

小舟 を 近づけて もらった が、 その 中には 入る ことができない。 潮流が 烈しく うず を 巻いて 流れて いるの が 見える。 

それに 巻き こまれたら、 小舟 は 岩壁に 打ちつ けて 砕かれる。 老練な 船頭 もお それて、 それ 以上 は 近づこう としな 

いどころ か、 できるならば 一刻 もはやく 引き返したい 態度 さえみ える。 こちらの 洞窟の 西の 入口 は 東の ほうに 抜 

けられる ようになつ ている。 東の 入口 は、 こちらから よくみ える。 ところが その 東の 入口の さらにむ こうに、 も 

う 一 つの 小さい 島が みえる。 的 島と 呼ぶ その 小さな 島に もまた 洞窟が 開いて いる。 

ここにお いて、 加 賀の潜 戸 を つらぬく 黄金の 矢と は、 的 島の 東から 射し こむ 太陽の 光線に ほかなら ない こと を、 

私 は 理解した。 黄金の 矢 を もつ 太陽神が、 暗い 洞穴に 矢 を はなつ、 と は 太陽神と、 それ を まつる 巫女の 交合の 儀 

式 を 意味す るので ある。 そうした 伝承 を もとにした 祭式が おそらく ここに 生まれた。 それに は、 加 賀の潜 戸と 的 

島の 二つの 洞窟の 穴が 東西に 一 直線に 並んで 見透かされる という 自然の 舞台 を 必要と したのに 違いない。 それ は 

私が 沖繩で 見た 「太陽の 洞窟」 の ひとつに ほかなら なかった。 

>  ,  て だ あな 

力って 沖繙 では、 「太陽が 穴」 を 守る 巫女が 祭りの 終りの 日に、 洞窟 内の 鍾乳石 (石筍) に 向かって 自分の 下 

腹部 を こすりつけ、 それで 神との 交合の 儀式 をお こなった というが、 それ は 太陽神の 子 を 生む ための 儀礼に ほか 

ならなかった。 こうして 誕生した 太陽神の 子 は、 東に ある その 洞窟から のぼって、 西の 洞窟に 沈む と 考えられた 

ので ある。 


,s 賀の潜 ーコを さらに 西へ と 海岸の 道 をた どると、 猪 目と いう 海岸の 部落に 洞穴が ある。 『出 雲 国 風土記』 に、 

「齢の 西の ほうに 岩穴が ある。 この 洞穴の なかには 人の 出入 はでき ない。 どの位の 深さが あるか 知る こと はでき 

ない。 この 磯の 岩穴の あたりに いった、 と、 夢に 見る と、 その 人 はかならず 死ぬ。 それで 世人 は 昔から ここ を 黄 

の 坂と いい、 また 岩穴 を 黄泉の 穴と 名付けて いる」 と あるが、 この 文章に ふさわしく、 猪 目 洞穴へ の 道 は、 島 

根 半島の なかで もとり わけ 人気ない 海 ぞいの 断崖 をと お つ て ゆく。 右手に は 出 雲の 海が 開ける だけの でこぼこ 道 

で、 ゆけ ども ゆけ ども 目指す 部落ら しい もの は あらわれて こない。 

やっと 陰気な 猪 目 部落の 屋根が 眼下に 見えて きた。 黄泉の 穴 はこの 部落 はずれに ある 曲り角の 海ぎ わで、 東 向 

きになった 山 かげに あった。 心なし かわび しくみえ る その 洞穴 は、 奥へ 次第に 小さくな つて 三十 七メ ー トルに も 

及び、 その さき はとな り 部落の 鷺 浦に つづく と 思われて いる。 戦後に なって この 奥から 繙文、 弥生、 古墳 期の 遺 

物と ともに 人骨 十数 体が 出土し、 たんなる 伝承の 場所で なか つ たこと が 判明した。 

こ の 黄泉へ の 通い路 は どこに つづく のだろう か。 古代人が 信じた ように 私たち もまた 信ずる とすれば それ は 

海の g 方の 常世の国に つうじる ので ある。 古代人 は 太陽 は 海ぎ わの 東の 洞穴から 出て、 やはり 海ぎ わに ある 西の 

洞穴に 沈む と 考えて いた。 太陽神の 子で ある 佐 太 大神も 海岸の 洞穴で 誕生した。 そして コ トシ 口 ヌシが 青 柴垣の 

船に のって 海の むこうへ 身 を かくした ように、 この 黄泉の 穴 も、 水平線の 彼方の 常世に たいする 出 雲び との 関心 

を 物語って いる。 

そうした 思いに ふけっている うちに、 日 は 傾き、 にわかに 風が 冷たくな つてき た。 日 触のと きに 吹き 起こる 薄 

雲 気味 わるい 風が、 洞穴の まわり をと りまい た。 『万葉集』 の 中の 「袖の 下 をつ かませる から、 黄泉の国の 使者よ、 

出 背負って いって くれ」 とか 「金 を 出す から、 ちゃんと 黄泉の国への 道 を 知らせて くれ」 とかいった 歌の 実感が 私 

I に ひしと 迫って きた。  - 
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丄心 摩 11 海女の 口笛 


私 は、 志 摩の 石 鏡の 海で、 海女た ちの するどい 口笛 を 聞いた。 

私が 小舟 を やとって、 波止場から は 眼 を 凝らさねば 見えない 青い 波の 間に 近づいて いったと き、 目指す 現場に 

は 幾 十せ きもの 小舟の まわりに、 百 人 を はるかに 越える 海女の 群れが ただよ つ て いた。 

海女た ち は 一様に 黒い 防水 着 をつ け、 ほんの わずかの 間、 浮袋に 身 を もたせて 休んで いるかと おもうと、 ゴム 

の 足 ビレを 垂直に 波間に 突き立てて しずみ、 やがて 浮上す ると 船べ りに 手 を かけて、 海底の ァヮビ を かごに 入れ 

ると い う 作業 を 間断な く つ づけた。 

海底に 一秒で もな がくいよ うとす るた めか、 口が 真 先に 浮き上がる ように 見えた。 七 ひろ 八 ひろ もぐる に は、 

かるく 口の 中に 潮水 を ふくんで、 それ をのんだり 吐いたり しないと 作業 をな がくつ づける のが むずかしい。 それ 

で 海面に 浮上す ると、 息 をと とのえ るた めに、 できるだけ 細く、 ながく、 じんわりと 潮 を 吹く。 ひといきに 吹く 

と、 心臓が 麻痺す るお それが ある。 そこで、 口 をす ぼめ 下唇 を 曲げ こんで、 徐々 に 潮 を 吹く。 私が 聞いた ヒ ヨウ 

ヒ ヨウと いう 口笛 は、 海女が 身 をよ じって 吐き出す、 潮に まじった 吐息だった の だ。 


以前 は、 舟の 上から ながい 引き 竿 を 海中に おろして 海女 を 引き あげる 役の 男 は、 けっして 菅笠 を かぶらな かつ 

た。 引き 竿の 上端が まちがって 自分の 笠につつ かえたり したら、 それだけ 引き揚げる のがお くれる。 舟の 上の 男 

は 鉢巻 もしなかった。 もしもの ときに 飛び込んで すぐに 助ける 用意に と、 身なり は できるだけ 簡単で なければ な 

ら なかった。 一 呼吸お くれたた めに、 海女 は 水中で 確実に 死なねば ならぬ。 

私が かって は 陸の 孤島と 言われて いた 石 鏡の 海 村 を おとずれた 日 は、 たまたま ァヮビ の 口明けの 日に あた つ て 

いた。 その 朝 はやく 潮に 合わせて 石 鏡の 人た ち は 港口から いっせいに 舟 を 出した。 真東の 海上に は 石 鏡 島と 上ノ 

島の 岩石が 並んで みえる。 その 北が わの 海域で ァヮビ をと る ことが きめられて いたのだった。 石 鏡で は どの 家で 

も 一人 や 二人 は 出ない もの はない というく らい、 若い 嫁から 年よりに いたる まで、 この 口明けの 行事に 参加す る 

の だ。 

饊形 花の ような 太陽の 下、 青海原に、 とつぜん 生きた 人間の 環礁が 出現した 一瞬 を、 私 は 茫然と ながめて いた ( 

たえず 重力と たたかい、 重力 を 利用しながら、 浮かび、 ただよい、 もぐる 海女の とりどりの 姿態 は、 黒い 防水 服 

にもかかわらず、 うつくしかった。 

陸上から は 推察す る こと も、 望見す る こと もで きない 海上での、 このような 活気の あるい となみが、 男女 あわ 

せて 二百 人 もの 大勢で 展開され ている 光景 は、 私 を まるで 白日夢 をみ ている ような 思いに さそいこんだ。 性に よ 

る 分業が、 かく もみ ごとに おこなわれ るの を 私 は 知らない。 

ヒ ヨウ ヒョ ゥと 波間の あちこちから たえまなく 湧き上がる 口笛が 切なく 私の 耳を剌 した。 陸上の あらゆる 労働 

摩 が 私に はう とましく おもわれ てなら なか つ た。 

土の 上に 足 をつ けて くらして いる 私たち は、 部落 ぜんたいが ひとつの 環と なって 海上に 浮かんで いるすが た を 

^  とば 

I 想像す る こと はたやす く はない。 だが、 志 摩の 海 村に は、 石 鏡に かぎらず、 鳥 羽から 南の 浜 島まで、 いたる とこ 
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ろに 海女 部落が あり、 部落の はじまりから 海上の 労働 は 日常の 仕事と なって きた。 そこで 海女た ちが、 陸上より 

は 海底の 消息に つうじて いたの もとう ぜんであった。 

まと や  あのり 

的 矢 湾の 入口に ある 安乗の 村で は、 ある 老婆が 海女に 入った まま 海から 出て こなかった。 一週間しても もどら 

ない ので あきらめ ていたと ころに、 その 老婆が とつぜん 手に は 小さい 桐 箱 を もって かえって きた。 話 を 聞く と、 

老婆 は 安乗 崎の 北西に あたる 一町 ほどの 海中に ある 岩礁から、 四十 間 ほどの 底の 石の 鳥居 をく ぐって、 g ぎの!， 

雑宮 にいった ところが、 開けて はならぬ とかたく いましめられ てこの 小箱 を もらった、 と 語った。 誰かが この 禁 

を 破る と、 なかから 大きな 蛟 帳が 出て きて、 部屋 一杯に ひろがり、 もとの 小箱に おさまら なくなった。 そこで 仕 

方な く、 機 部の 伊 雑宮に 納める ことにした、 という ものである。 これと 似た 話に、 海中の 竜宮に いって 小箱 を も 

らい、 それ を 開けて やはり 蚊帳が でて きたので 伊雑宮 にもって い つ て 納めた というの も ある。 

これらの 話で 注目して よいの は、 海底が 伊 雑宮に 通じてい る こと を、 海女た ちが 信じて いる ことで ある。 的 矢 

湾の 入口の 海底の 深い 所に は 神代の むかしから 石の 鳥居が あると 信じられ ていた ことが 『伊 雑宮 旧記』 という 本 

に 出て いる。 だから 的 矢 湾の 奥に 位置す る 伊 雑宮は 竜宮と おなじ ものと 考えられて いた。 

それ を 裏書きす るの は 伊 雑宮で おこなわれる 六月 二十四日 (むかし は 旧) の 神事に まつわる 伝承で ある。 

このお 祭りの 日に は、 七 本の サメが 背 ビレを 見せ、 大波 を 立てながら、 沖の 海から 的 矢 湾 をと おって、 伊雑宮 

の 前の 川まで、 ぉ詣 りに のぼって くる、 といわれ ている。 これ を 七 本 ザメの 磯部 参宮と いう。 磯部 をな がれる 神 

路川 は、 大正 年間まで は 伊雑宮 のす ぐ 近く をな がれて いたので ある。 

出 雲で は 今でも サ メをヮ 二と 呼んで いる。 『古事記』 に は豊玉 姫が ヮ 二の 背に のって 竜宮に かよった と あるが、 

この ヮニ はサメ である。 沖 織の 八重 山に は 漂流 民が サメの 背に 乗って 助かった という 話が 伝わって いて、 それ を 


描いた 絵 も 残って いる。 その子 孫の 一族で はサメ をた ベない の だが、 おもしろい ことに、 磯部で ももと サメの 肉 

をた べるの は タブ ー とされて いた。 サメ がふる くから 海神の 使者と 考えられ ていた ことが、 これで わかる。 

サメ とおなじように、 ィ ルカ も 宮詣り をす る 神聖な 動物な のであった。 伊豆 大島 では 「ィ ルカの イソべ サマ詣 

り」 という 伝説が のこって いる。 ィ ルカ は 旧 二月 中に イソべ 様へ 詣 ると 信じられ ている。 また ィ ルカに 追い かけ 

られ たと き 「おれ は イソべ サマ のお 守り を も つてい る」 といえば よいと いう。 伊 雑宮が 竜宮と つなが つてい ると 

いう だけでなく、 竜宮 そのものと みなされ ていた ことが、 これで 分かる。 

伊 雑 宮が志 摩に かぎらず 海人の ひろい 信仰 を あつめて きたの は、 それが 海人の 宮 であった こと を 示す。 むかし 

ャ マト ヒメが アマ テラス 大 神の 鎮座 地 を 求めて 諸国 を 巡幸して いたと きに、 夢枕に アマ テラスが たって 「明朝 は 

やく 七 本の サメが この 沖 を とおるから、 その あとに ついて ゆけば、 ゆきついた ところに よい 宮 所が あるだろう」 

という 託宣 をした。 ャ マト ヒ メは そのお 告げのと おり を 実行して 伊 雑 宮にァ マ テ ラス を祀 つ た、 という 言い伝え 

がの こって いる。 

この 話の ほか、 ャ マト ヒメが 磯部の 地に 巡幸した とき、 芦原の 中に かまびすしく 鶴が 鳴く の を 聞き、 人 を やつ 

て 見させた ところ、 一羽の 鶴が 稲の 穂 を 嘴に くわえて いた。 そこで ャ マト ヒメ はこの 地に 宮を つくった。 これが 

伊勢神宮の 別宮 である 伊 雑宮の 起り であると する 説が ある。 今の 伊 雑宮の 外宮と されて いる 大歳宮 は 鶴の 「穂 落 

し」 から その 名が 生まれた という。 

こうした 説話 は 沖 織に も ある。 沖繙の 文化の 発祥地と される 久高 島に つたわる 神話 は、 久 高の 浜に 五穀の 種子 

摩 が 白い 壺に 入れられて 漂着した とき、 その 中に 稲の 種子 ははい つてい なかった。 そこで 沖 織 人の 先祖と されて い 

. るァ マミ キヨが ヮシを 使者に 仕立てて、 二 ライカ ナイ (竜宮) から 稲穂 を 三本 もって こさせた という。 これと 似 

I た 話 は奄美 群島の 沖 永 良 部 島に も ある。 とすれば 磯部と つながる 鶴が 稲穂 を くわえて いたと いう 伝承 も 南 島から 
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北上す る 海人た ちの 手で 磯部まで はこばれ たと 考える ことができる。 

こうした 縁 由が あるた めか、 磯部 は 伊勢神宮にたい しても、 むしろ 本家 は 自分の 方 だと 公言す る 誇り を もちつ 

づけて いる。 

それ はたと えば 磯部で うたわれる 次の 俗謡に 端的に あらわれ ている。 

馬が ものいうた 内宮の 馬が 

もとの 磯部へ かえりたい 

それよりも つ と 本家 意識 を 露骨に した ものに、 

志 摩の 要は 伊 雑の 宮ょ 

お 伊勢 さま へ と 末 開き 

磯部 伊 雑宮が 神宮に なると 

磯の 松風 音ば かり 

というの が ある。 神宮 はいう まで もな く 伊勢 を 指す。 こうした 磯部の 地 だけに 伊雑宮 への 信頼 は 絶大で ある。 

六月 二十四日の その 祭りの 朝、 伊雑宮 のお 田植 神事 をお こなう 場所の 近くで 景気よ く 花火が あがった。 それが 

祭り 気分 を かき 立て、 自家用車が 街道の まわりに ならび、 参道の 両脇に もうけられた 屋台店 をの ぞく もの は 引き 
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も きらない。 そのうちに 神 田で 祭りが はじまった。 神主た ちの ならぶ 正面の 真向いに は九メ ー トルに およぶ 青竹 

が 杭に むすびつけて あり、 その上 端に は 宝 舟の 絵 を 描いた 大きな うちわが ゆわえて ある。 天帝 を 意味す る 太 一と 

いう 語が 大 うちわの 中央に 書かれて いる。 この 太 一は 伊勢神宮の 神紋 でもあった。 うちわの 最上 部 を いろどる の 

は、 日と 月の 絵であった。 

こうした 図柄 をみ ると 山中 農耕の 民と は どこかち がう 海辺の 民の はこんだ 磯く さい 文化の 句が 感じられ るので 

ある。 筑紫申 真 はこれ が 太陽 船の 信仰 を あらわす と 述べて いるが、 たしかに そうした 趣が ある。 そして 泥 田の な 

かで は、 全身 泥 だらけに なった 男た ちが、 おた がい 泥 をぶ つつけ たり 追い まわしたり している。 

もう 一 方の 田に は、 お 白粉 をぬ つ た 白衣 すがたの 六 人の 早乙女の ほかに 田 舟に のつ た 太鼓 打のお かっぱの 女装 

した 少年 や ササラ を もち 平 菅笠 を かぶった 少年た ちが 控えて いる。 やがて 神事が はじまる と、 まず 青竹の 上の 大 

うちわが 引きずり おろされ、 それに 泥んこに なった 男た ちが おそいかかって うちわの 紙 を ひきむ しる。 そしてな 

がい 青竹 を かついで 神 田の 外に 出る。 志 摩の 漁村で はこの 青竹 を 切っても ちかえり 船霊に まつる という。 一方の 

苗代 田で は 一 列に なった 早乙女た ちが 苗 をう えながら 下がって ゆく。 それに つれて 田 舟 も 太鼓 を 打つ 女装の 少年 

をのせ ながら ゆっくりと 下がって ゆく。 横笛 ゃササ ラス リも 悠長な 身ぶ り をと もない ながら それに あわせる。 こ 

の 間うた われる 歌 は 鳥刺しの 歌 だ。 

一 つ 雲雀 や 山 雀 小雀 

二つ 日の出に 飛び立つ 鳥 

三つ 富貴と いう 鳥 や 

四つ 古巣へ 来て 鳴く 燕 
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へ さき 

というた ぐいの ものである。 そして 田 舟の 舳 先の 下に は、 赤い 丸の なかに 白い 鶴の すがたが 描いて ある。 田植行 

事が 鳥に つながりの あるの は、 鶴の 穂 落しに 由来す る 意味 を もつ ものな のであろう か。 

さて、 神事が おわる と 祝盃を あげて 赤い 顔 をした 男た ち を 先頭に、 「ェ ー ィく シャン トセ」 と 祝いの 歌 をう 

たいながら 早乙女 や 小童た ち は 伊雑宮 まで、 わずか 一 キロに みたぬ ところ を 一 時間 も かけて ゆっくり 行進す るの 

である。 まわりの 見物人に もみく ちゃに されながら、 それでも さいごまで 声 を はりあげる こと を やめない。 その 

歌の 一つに、 

饑部伊 雑宮は 竜宮 様よ 

八重の 汐路 をサメ がくる 

というよ うに 伝承 をよ みこんだ の も あれば、 すこぶる 猥雑な 歌詞の もの も ある。 また、 

伊勢で 三 社 は 磯部と 宇治と 

とようけ 

月の 豊受の 三 柱 や 

という 歌 も あると おり、 伊灘宮 は、 内宮、 外宮と 共に 伊勢三 宮と よばれ、 崇敬 を あつめた。 むしろ 磯部の 人た ち 

は はじめに 宮 造りが あつたの は磯宮 (伊 雑宮) で そのの ち 渡 会 (内宮) に 移り、 また 大 神の 御 託宣に 依って 外宮 

を 勧 請され たと 考えて いたよう である。 


私 は 磯部の 北西に ある 青 峰 山に のぼって おどろいた。 頂上の 正 福 寺の 本堂に は、 日本 各地から 奉納され た 絵馬 

が 掲げて ある。 絵馬と いう 呼び 方 はお かしい けれども、 この 寺に 参拝 するとき は 柏手 を 打って おがむ という ふし 

ぎな お 寺な ので ある。 この 絵馬 は 日本画 や 油絵で おもいおもいに 描かれて いるが、 共通な 特徴 は、 絵の 左上 隅の 

方に 御幣が あって、 そこから 光が 射し、 難破船 を 照らし 出して いる ことで ある。 なかには 青ケ 島の 南の 明 神礁で 

難破し かけて 助か つ た 船員た ちの 奉献した 絵 もあった。 正 福 寺のお 祭りに は 北 は 北海道から 南 は 九州まで 漁民が 

あつまる と 聞いた が、 こ こ に 掲げられた 奉納の 絵馬 はま さしく それ を 証拠立て ていた。 

青の 峰 は 地図 を 開けば すぐ わかる ように、 志 摩の 漁師た ちが 海に 出て、 まず 頼りに する 山で ある。 青の 峰に は 

燈明 石と 呼ばれる 大 石が ある。 それが 沖から みて 目立つ こと はまちが いない。 しかし、 青の 峰が 漁師の 目 じる し 

こなった という こと は、 正 福 寺の 本尊で ある 十一面観音が、 補陀 落から クジラ の 背に のって やって きたと いう 縁 

起に も 見られる とおり、 たんなる 地形 上の 特徴 を 示す もので はない。 しけの ときには 青の 峰の 燈 明が 光る という 

が、 それ は 後世の 信仰の なす わざとしても、 もっと ふるく 海の 彼方からより くる 神 はまず 青の 峰に 降り 立った と 

いう 信卬の ある こと を 示す ものな のであった。 青の 峰 はもと 天 跡 山と も 呼ばれた ことが それ を 物語って いる。 

そして 青の 峰 は 今 は 松 尾 村と 磯部 町の 両方から のぼれる が、 磯部からの ほうが 表 参道に なって おり、 山門 はこ 

の 方の 登山道の 頂上に ある。 磯部 町の 登山口の すぐ 近くに 磯部 町の 字 「青」 という 場所が ある。 青の 峰と 共通の 

名 を もつ この 青に、 かって は 伊雑宮 があった らしい ので ある。 とすれば、 そもそも は 神殿な どはなくて、 青の 峰 

が 神体 山であった 時代が あった。 豊玉姬 がサメ にの つて 竜宮に かえるの も、 観音が 補陀 落から クジラ にの つてく 

摩 るの も、 所詮 はおな じことの ちがった 表現であった。 

南海の 彼方に 故郷 を もつ 漁民た ちが 志 摩 半島の 一角に たどりついた。 そして そこ を 漁場と して 海に もぐり 生計 

^ をた て、 また その 本拠で ある 的 矢 湾の 奥深く の 磯部 を、 信仰の 土地と 考えた のであった。 
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信 濃 11 井戸尻. 新 野 


パケ 岳と 赤 石山 脈の 両 がわに はさまれた 山 ふところ をく ぐ つ て 信 濃に K- りこむ ところに ijj  一口 濃 樣、； A ある。 そこの 

い ど じり 

井戸尻と いう 部落 は、 野 芹が 水底に 透けて みえる ほどに 清 列な 泉が 湧く ので、 つけられた 名 まえで あると いう。 

井戸と はこの 地の 言葉で 泉の ことで ある。 

私が 井戸尻の 遺跡 を 最初に おとずれ たの はちょう ど 田植の 候で あつたが、 まなかい にあお ぐ 甲斐 駒に はま だ 雪 

が 厚く かがやい ていた。 段丘の 田 を 植え 終わ つ て 昼飯 をと る 農家の 一 族が 一 本の 大きな 樹の 蔭に 休憩して いた。 

そして 年間の 平均 温度が 十 度で あると いう その 泉の ほとりに は、 小学校の 四、 五 年の 女の子が 二人、 赤い 花模様 

の 着物 を 着て 野 芹 を 摘んで いた。 この 平和な 風景の かげに、 井戸尻 遺跡の 復元した 掘 立 小屋の 茅葺 きの 屋根が の 

ぞいて いたが、 すこしも 不調和ではなかった。 そこに は 何千 年と 通じて かわらぬい となみが あった。 泉の 便に も 

野 山の幸に もめぐ まれた 絶好な 場所 だとい うこと は 一 目で 分かる。 

この 遺跡から 蛇体 装飾 土器 を はじめと する きわめて 技巧的な 土器が 出土して いる。 今から 四、 五 千年 もまえ の 

女た ちが 手の こんだ 土器 作りに 飽かずに いたさ まが 思い やられる。 


井戸尻の 遺跡から 出土した の は 蛇の 意匠 を もつ た 土器 だけで はない。 とぐ ろ を まく 蛇 を 頭に のせた 女人 土偶 も 

発掘され ている。 この 土偶 は、 蛇が たんなる 装飾の 域 を こえて 人間の 生活の 深奥に 入り こんでいる こと を 物語つ 

て い る。 蛇 を 頭 にの せる の は あきらか に 日常 的な 仕草で はない。 

この 女人 像 をたん なる 地 母 神と して 片付ける こと はでき ない。 とすれば、 メデュ ー サの 髪に 似た この 女人の 頭 

こ い つたい どのような 意味が こめられて いるだろう か。 こ の 異常な 行為に どんな 解釈が 成り立つ か。 

昔、 奄 美の 力 女 は、 ハブを 這わせる といって、 その 侍女で ある 十五、 六 歳の 少女の 頭に ハブを まきつけた。 ま 

ヒ中鼠  1 八重 山で は 神 女た ちが あつまって、 身の 潔白の 証 をた てるた めに、 ハブを 順々 に 手渡して、 ハブが 危害 を 

加えない こと を 試した。 

こうした 例から して、 この 土偶 は 人間の 女と 蛇との 交渉 を 物語って いる、 と 私 は 考える。 女 は 巫女で あり、 蛇 

よ マ ムシで ある。 巫女 は マ ムシ を 頭に のせ、 それが 自分に は 従順で ある こと を、 衆人に むかって 誇示して いる 状 

態な ので ある。 そういえば、 その 女の 顔 は 冷やかで、 無気味な 表情 をた たえて いる。 埴輪の 人物と 比べれば すぐ 

分かる。 

ッング I ス のシャ ー マン は カラ マツ の 葉 をい ぶす ときの くすぶる 煙 を 吸 つ て 昏睡状態に おちいり、 神が かりと 

なると 聞く が、 八ケ 岳の ふもと は カラ マツに 蔽 われて いる。 また ャマブ ドウ は 秋に 黒く みのり、 自然 醱酵 して 人 

を 酩^に さそいこむ。 こうして 瞬間の 巫女が 誕生す る 条件 はととの つてい る。 

あるいは また、 泉の ほとりに 棲む マ ムシに 嚙 まれて あらぬ こと を 口走った 女が、 やがて その 毒に も 免疫に なつ 

i てし ま、，、 マ ムンを 手なずけて、 衆人 を 恐怖に おとしいれる こと も あり 得る" 人の 畏怖す る マ ムシ を 自分の 侍者 

信 

として したがえた とすれば、 巫女 は 神で ある。 

2 蛇よ 『記紀』 の 神話の 中で は、 しばしば きらきら しい 人間の 衣裳 を まとう 神で あるが、 それ をぬ ぎ 捨てれば、 
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純粋な 裸身が あらわれる。 揺れる 樹木の 下 や 岩 蔭に うずくまって 再生 を くりかえす 蛇の すがた は、 その 強烈な 毒 

と共に 人び との 注目 を 引かずに いられな か つ た。 蛇と それ を 手なずけた 巫女との ただならぬ 関係 はやが て 蛇と 女 

との 婚姻の 神話 を 作り出す ことにな つた。 井戸尻の 博物館に 陳列され ている 女人 土偶 は、 硝子 戸越し に、 繙 文中 

期に すでに 巫女が 存在した こと を 私たちに 告げて いるの だ。 井戸尻から 出土す る 土器の 意匠が 完成 度に 達して い 

る ことから も、 あるいは また 井戸尻の すぐ 近くの 遺跡から パ ン 状の 食物の かたまりが 出て きた ことと 思い あわせ 

て も、 そこに は 巫女 を 中心に した ゆとりの あるく らしが 展開して いただろ うこと はうな ずけ る。 

こうして 八ケ 岳の 西南 麓に もっとも 古い 神々 は 誕生した。 その 起伏の 多い 原野に は、 信 濃 境から 北へ 十数 キロ 

の 尖 石の 遺跡が あり、 そこから は 井戸尻 同様に、 蛇体 装飾 土器が 出土して いる。 尖 石から 霧ケ峰 をた どると、 調 

訪 信仰と 密接な 関係 を もつ 御射山が あり、 その さき は 黒曜石の 産地で 名高い 和 田 峠に つなが つ て いる。 

この 一 帯 は狩獄 文化に とって は その 獲物と それ をと る 武器の 供給地と して、 もっとも 豊富な ところであった。 

けものが いない 時には 木の実 を 貯蔵す る ことができた。 そうした 女た ち は 土器 づ くりに 競いあった。 とうぜん、 

巫女が 登場して 集落の 人び との 生と 死、 昼と 夜 を 支配した。 その まぎれ もない 証拠が 蛇 を 頭に いただいた 井戸尻 

の 女人 土偶な ので ある。 

新 野と いう 土地の 名に は 何 か 精霊の 句が する。 それ は 天 竜 川の 右岸で、 三 河との 境に ある 盆地で ある。 新 野に 

ゆく に は 飯 田 線の 温 田 駅 か 平 岡 駅から 入る のが ふつう だが、 どちらも バスで 一時間 半く らい。 それ も 一日に 何 本 

かし か 通って いない。 交通の 要衝で ありながら 袋小路の おもむき を も かねそなえ ている。 新 野 峠を越え て 流入し 

た 民俗 文化が ここに 滞留した の は 不便な 土地柄の ためで ある。 新 野の 雪祭りと 盆踊りと は 天下に 有名で ある。 と 

もに、 精霊 を 相手 どった 祭りな ので ある。 


新 野の 盆踊りの 起源 は 室町 時代の 末期で、 三 河 国の 振 草 下田の 人が やって きて、 踊り を 伝えた。 それが 「おさ 

ま 踊り」 であると いう。 

私が 新 野 をお とずれ たの は、 盆の 十六 日の 午後 十 時す ぎであった。 車の 前方に 照らし 出されて 真暗な 夜道の は 

てに とつぜん 新 野の 町が ひらけて きたと き、 町な かに あたる 通りに こしらえられた やぐらが 目についた。 やぐら 

のま わりに は 切 子 灯籠が かざられ、 その 中には 数人の 音頭 をと る 人た ちがいた。 やぐら を 中心に した 町の 通りに 

は、 数百 人が 輪 をつ くって いた。 太鼓 も 笛 もな く、 踊り手が めいめい 扇 一 つ を もって 踊る だけで ある。 それが か 

え つ て 古風な 雰囲気 を さそ つ た。 

女 はたいて い 和服で、 扇の 手 さばき もしつ かりして いる。 男 は シャツに ズボンす がた もま じってい たが、 新し 

い カスリの 単衣と 下駄 を はいている 若者が 多い のが 目立った。 新 野 は 信 州で はもつ とも はやく 大学 村 を 開いた と 

ころ だから、 都会から きた 学生た ち もま じって、 この 夜 をた のしんで いるに ちがいなかった。 

はじめは 踊りの 輪の そとに いて、 見て いる 人た ちが 多かった が、 夜が ふけて いくと、 人垣 はし だいにく ずれた ( 

人び と は 昼間の 暑熱から 解放され た 大地で、 音頭に こたえる うた をうたい ながら、 無心に 踊って いる。 夜の 二 時 

をす ぎる と、 踊りの 輪 はます ます ふくれあがり、 何 町と いう 幅に ひろがった。 二 千 人 を 下らない 人た ちが 参加し 

ている。 

踊りの 型に は 七 種類あって、 それが 時折、 音頭と ともに 変わって ゆく。 踊りの 輪 は、 しぼり 模様の 大輪の 朝顔 

を おもわせ るが、 その 色 だけが 変わって ゆく 感じが する。 なかには 哀しい 節 まわしの もの もあった。 

蟬の 声、 蟬の 声、 みやまな らしの 蟬の 声、 

それ、 それよう いとせ、 とこし よ 
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とうたい、 踊り手 は 道の 両側に ならび、 対面した 相手に むかって、 ふりかざした 扇 を 腰まで さげて ゆっくりと 会 

釈を する。 その 動作 はまる で 桃 山 期の 屛風 絵の 中の 盆踊りの 図 を 見て いるよう であった。 そこで は 相手が 誰か 知 

る こと はでき ない。 日頃 見知って いる 人た ちで も、 踊って いる あいだ は 名前 を剝 がれて 無名の 男女に 還元す る。 

男 か 女 かの しるしが みとめられる ばかりで ある。 しかも そこに は 一定のへ だたり が ある。 いわば 「^離の 哀青」 

がそ こに 設けられ ている。 

「すくい さ」 という 踊り もあった。 

ひだる け りやこ そ、 すくい さに 来たに、 

たんと たもれ り や ひとす く い 

という 歌で ある。 この 「すくい さ」 は 飢饉のと きの 救助 小屋で あると 柳 田 国 男 は 解して いる。 すなわち 天明 や 天 

保の 飢饉のと きに 餓死した 人た ち を なぐさめ かねて、 生き残りの 人た ち は 不安 を 感じ、 こうした 歌詞の 盆踊り を 

はじめた というの である。 

新 野の 北の 地方で は 飢饉のと き ワラ をた ベた が、 その 中で はいろ りば たの ムシ 口がうまい、 とりわけ 主婦の す 

わる 場所の ムシ 口が 一番うまい とされた。 というの も 主婦の 座 は 毎日 煮炊き をす る 場所で、 しぜんに 塩気 ゃ味嗜 

汁の 味が しみついて いるから だ、 という 哀れな 話が つたわ つてい る。 

夜の 三時 を まわった。 夏と はいえ 冷気が 町中に みちた。 しかし 踊りの 輪 はます ます 熱狂し、 歌の ことばと 足音 

とが しんと 澄んで きこえる ばかりで ある。 まるで 澄んだ 独楽の ようなしず かさが 支配す る。 


そして 白夜の ような 夏の 夜明けが 新 野の 盆地に 降り 立 つ たと き、 それまで ひとつ の 輪に な つ て 踊 つ ていた 踊り 

手 は、 しだいに 精霊の すがたに 変わって いった。 いわゆる 化物の 退場に ふさわしい、 あっとい う 幕切れで はなく、 

人び と は 白い 精霊に 変化した まま、 なお 踊りつ づけて いるよう に 私に は 見える の だ つ た。 

やがて 歌の 調子が 変わった。 さいごの 踊りで ある 「能 登」 が はじまつ たの だ。 その 烈し さはた とえる ものが な 

い。 音頭 取， こちよ やぐらから 降りた。 そうして やぐらの すぐ 下に 祀られ ている 市 神 さまの まえに 勢ぞ ろい すると、 

生魚 や 大根な ど を 盛った 三方 を そなえ、 そこで 音頭 取が うたうよ うな 節 まわしで、 「和讚」 をと なえた。 

その 儀式が 終わる と、 やぐらの まわりに たらした 切 子 灯籠 はとり はずされて、 新盆に あたる 家の人た ちがめ い 

めい 手に もって 行列 をつ くり、 幣帛 をつ けた 柳の 枝 を もつ 男 を 先頭に 立てて、 砂 田と いう 部落の 太子 堂へ ゆく。 

それ はみ ごとな 神仏 混 清で ある。 盆と いうのに 生魚 を 市 神に 供献 し、 榊 を もって あるく。 これから みても、 もと 

もと 忿の 行事が 仏教の 行事で はなく、 仏教 はむしろ 外被に とどまつ ている ことが 分かる。 祖霊、 それ は 彼方から 

一定の 期間 を きめてお とずれ、 生きた 子孫に 祝福 をさず ける 神と おなじ ものであった。 そうして 盆 はちょう ど 一 

年の 折り目に あたって いたので ある。 親しい 祖 霊と 子孫の 対面の 日が 盆な のであった。 生きた 子孫 ははる ばる や 

つてき た 祖霊を ねぎらう ために 踊り をお どらずに はいられ ようか。 それが 熱狂 的で ある ほど 袓霊を よろこばす こ 

と を 信ぜずに いられよ うか。 

太子 堂の まえで はまた 「和 讃」 がと なえられた。 

濃 東西 しずまれ おしずまれ 

しずめて 小唄 をお 出し やれ 
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さても みごとな ご 普請で 

四隅の 柱 くすのきで 

長者の 柱が 南天で 


末 を 申さば まだまだ 長い 

来年 七月 はよ おいで 

おいと ま 申して いざかえ る 

なんまい だん ぼ 

なんまい だん ぼ 

これ は 精霊 をし ずめ、 りっぱな 御殿が できた から、 そこへ はやくお 引きと りね がう という 意味の 歌で ある。 そ 

れ をうた う 節-まわし は、 なんとも いえない ほどに 哀しく あまい。 私 は それ を 聞いて いるう ちに、 飯 田 線 を はさん 

で 新 野と 対 極に ある 信 州の 遠山 地方で みた 暮の 十二月の 霜月 祭 をお もい 出して いた。 そこで は、 

せし  み やま ももち 

精 しずか なれ 精 しずか なれ 深山の 百 千の 精 もしず かなれ 

という 精霊 しずめの 神楽 歌が うたわれる。 そして 新 野のば あい も 踊り 神で あると 同時に 亡くな つ た 家の 祖 霊で 

も あり、 かつ はまた 自然の 精霊で も ある ものに たいして、 別れ を 告げる ので ある。 

盆の 三日間、 毎夜 踊り狂って 死者の 霊 を なぐさめた 儀式 は 終わった。 心 おきなく 精霊の 国へ もどって、 また 来 


年会おう、 という 和讚が 終わる か 終わらな いうちに、 狱銃を 空に むけて 老人が 空砲 を 放つ。 

それから 行列 は 引き かえして、 反対の 方向の 村 境に ゆく ために、 町な かの 通りで 踊りの 輪 をく ずして いない 人 

たちの 渦の あいだ をつ きぬける。 それまで 烈しく 「能 登」 の 踊り をお どって いた 連中 は、 一行 をと おすまい とし 

て、 道の まんなかに 立ち ふさがり、 踊りの 小さい 輪 をつ くって さえぎる。 立ち去って ゆく 精霊た ちに むかって、 

1 刻 もな がく 引きと めようと する 気持 を こめた 仕草な の だ。 

一行 は、 名残 を 惜しむ 数千 人の 人た ちの あいだ を、 宇 寺 山の ふもとまで ゆく。 禅寺の 山門の まえまで、 踊り手 

たち は 妨害して とおす まいと 道 一杯の 踊り をお どるが、 そこで やっと あきらめる。 山門の まえの 広場で、 持って 

きた 切 子 灯籠が 焼かれた。 そこ は 村 境に なって いて、 踊り 神、 あるいは 精霊が ふたたび かえって こない ようにと 

念ずる。 東の 方向の 道 を あけて、 また 鉄砲が 放 たれて、 朝霧の 湧く 新 野の 盆地に こだました。 

秋が きた そで、 シカ さえな くに、 なぜに もみじが 色づ かぬ 

という 「秋の 歌」 をうた う 音頭 取 を 先頭に して、 それまで 大挙して ついて きた 踊り手た ち はかえ り路 をた どって 

いった。 

熱狂の あとの 空白が あった。 踊りの あった 町な かの 通りに 人影 はなく、 死んだ 精霊 をお くった 生きた 精霊た ち 

は、 今までの 夜 どお しの 踊りの つかれ をい やすため に、 家で 眠り 呆けて いるの だった。 忿が 終わった 十七 日朝の 

濃 新 野 はすで に 秋であった。 
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若 狭 11 暖流の 運んだ 文化 


若 狭と 越 前と は敦賀 半島 を 境目に して わかれる。 その 敦賀 半島の 東が わに あたる 海岸 は、 敦賀 からみる と 西に 

あたる ので 西 浦と 呼んで いる。 この 半島 はもと は 海岸 沿いに 道路がない 陸の 孤島であった。 西 浦で は沓 まで は 陸 

路 があった が、 その 先 は 舟で 往来す るより 仕方がなかった。 子供 を 生む にも 産婆 もな く、 まして 産院 もなかった。 

そこで 部落 共同の 産 小屋に 入って 子供 を 産む 風習が ながく つづいた。 各部 落に とりあげば あさんが いて、 私 は ゆ 

く さきざきで その 話 を 聞いた。 突端の 立 石 部落 は 二十 七 戸 あまりの 寒村であった。 私が そこ を おとずれた 日 は 波 

は 荒れて、 日本海の 冬が 真近に 迫って いた。 そうして 海岸に は 海 鵜が 羽 を やすめて いた。 ここに は 西 国 八十 八 力 

所の 一 つで ある 海 安寺が ある。 巡礼が、 ここまで やってくる 労苦 を 私 はし のんだ。 

この 部落の 女た ちがお 産 をす る ときには、 産 小屋の 天井から 垂れた 力 綱 をし つかりに ぎりし め、 産土神の ほう 

を 向いて 産んだ という。 出産が 信仰と かかわり ある 行事と 思って いるの は 立 石 部落の 女た ちば かりで はな か つ た。 

この 半島の 入口に ある 沓の 部落の 女た ち は、 海ぎ わに ある 産 小屋で 出産 するとき に、 東 をむ いて、 海上に 昇る 太 

陽 を 拝んだ という。 


その 話 をした 沓の 八十になる 老婆 は、 眠られない 夜に、 自分のと りあげた 子 を かぞえたてて みるが、 百 十 人 ま 

では かぞえられる、 と 言った。 彼女の 頭に は 生まれた 子の 顔立ちと その 名前と が 結びつけられ、 はっきりと 刻み 

こまれて いるの だった。 そして 産婦 は 出産 後お よそ 一 力 月 を 産 小屋です ごすき まりだった が、 その 間 産婦の 夫 は 

小屋に 足 を 入れる こと はもと より、 窓から のぞき 見す る こと も 許されな いので あつ た。 

これ は トヨタ マ ヒメが 産屋で 出産す る 光景 を、 その 夫の ヒコ ホホ デミが のぞき 見した ので、 ヒメ は 怒って 海神 

宮 にかえ つ てし ま つ たという 神話 を そのまま 民俗 的 習慣と して 伝える ものである。 また 立 石 岬 を まわ つ た 白木と 

いう 海 角に 孤立した 部落で は、 産 小屋 は 粗末な ワラ 葺 きの 小屋で、 お産した あと、 その 産 小屋 を 燃やして しまつ 

たという 話で あつ た。 こ の 話 は コノ ハナ サクャ ヒメが 二  ニギ ノミコ ト との 間の子 ども を、 産屋に 火 を 放つ て 生ん 

だとい う 一節 を ただちに 思い起こさせる。 ここに 古代 神話と 現代の 民俗との おどろくべき 類似が ある。 しかも 部 

落の 女た ち はすべ てこの 産 小屋に 入って お産 を するとい う 慣習が、 立 石 部落で は、 七、 八 年 まえまで おこなわれ 

たという。 

その 数年 後に この 立 石 岬に 原子力発電所が できる という ことで、 自動車の とおる 陸路が つけられた。 そこで 産 

婦 は敦賀 市の 産院で 出産す る ことにな り、 産 小屋の 風習 は 杜絶した。 半島の 根に ある 常宮 では、 四畳半と 三 畳の 

二 間し かない 産 小屋が 今 は 物置 小屋に 変わって しまって いたが、 力 綱 だけが 残って いた。 そうして 近くの 常宮神 

社で は、 若い 夫婦が 拝殿の まえに 海風に 吹かれて かしこまり、 本殿から は 神主の 祝詞 を あげる 声が きこえて いた „ 

この 常宮 神社 は 安産の 神と して ひろい 信仰 を あつめて いる。 それ は 周囲の 古来から ある 産 小屋の 風習 を 背景に 成 

狭 立した ものであろう。 とすれば、 トヨタ マ ヒメに つなが りのある 若 狭 一の宮 (若 狭彦 神社) に 近い 神社な ので あ 

若 

9 つた。 

2 だが、 社 伝に よると、 常 宮は神 功 皇后が 敦賀巿 にある 越 前 一 の 宮の気 比 神宮で 「三韓 征伐」 を 祈願した のち、 
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ここ へ わた つ て 常の 宮居と したから 起こ つ た 名前と されて いる。 そこで 祭神 は 気 比 神宮と おなじく 仲哀 天皇と 神 

功 皇后で ある。 この 常宮 神社と まぎらわしい 名前の 神社が、 敦賀 半島の 西が わに ある 常 神 岬 半島の 常 神社で ある。 

そして 常 宮は越 前で あるが、 常 神 はも はや 若 狭な ので ある。 だが、 この 二つの 半島の 間 は 古くから 注目され てき 

た。 

つぬ が  た  ぬた のみな と  さわ 

『日本書紀』 に は、 神 功 皇后が、 「角 鹿より 発ちて いでまして、 淳田 門に いたりて、 船 上に 食す。 時に 鯛、 多に 

船の 傍に あつまれり。 皇后、 酒 を 以て 鯛に そそぎた もう。 鯛すな わち 酔いて 浮かびぬ」 と ある。 この 淳田 門が ど 

こで あるか をつ きとめた の は、 江戸時代の 小 浜の 人であった。 その 人 は わざわざ 常 神 浦まで 出かけて いって、 土 

地の 古老に 聞いて まわった。 すると ある 老人 は、 むかし はこの 常 神と 丹 生 浦 (立 石 岬の 先端) との あいだ を 「の 

たのと」 と 言って いたと 答えた。 のた はまたぬ たと も 言う。 「ぬた くる」 とか 「のた うつ」 という 言葉で も わか 

るよう に、 波が 起って ふとくう ねる さま を 表現した ものである。 そして 『日本書紀』 の 記事に も あるよう に、 若 

狭の 鯛 は 今でも 全国に 知られる ほどに 美味で 有名で ある。 

この 常 神までの 道路 も 立 石 岬に いたる 陸路と 変わらない ほどに けわしい。 今 は 舗装され ている が、 それでも 烈 

しい 力 ー ブを くりかえして 常 神に 近づく と 行 手に、 御 神 島が あらわれた。 その 名の 示す ように 島に は 人気が なく、 

神秘的な 影 を 水面に 映して、 しずまりかえつ ている。 今の 常 神社 は 部落の 手前の 山上に あるが、 もとは 御 神 島に 

あった もの を 明治に なつてから 移した もの だとい う。 御 神霊 を 移した 日 は 海が ひどく 荒れた ので、 常 神の 人び と 

は 神 さま は 移る の を いやがって おられる と、 おそれ かしこん だと、 老婆 は 私に 語った。 この あたり は 最近 釣 客が 

おびただしく 入り こんでい るが、 御 神 島に 上陸す る こと は ゆるされ ていない。 

古い 記録に は、 敦賀の 常宮の 神官が この 御 神 島に やって きて、 祭事 をい となんだ、 と あるが、 むしろ 敦賀の 常 

宮 はこの 常 神社 を 移した もの だとい う 説が ある。 とすれば、 この 「ぬた のみな と」 一帯 は、 古代の 海上 交通の ル 


1 トで 船び と は 航海の 安全 を 祈願して 御 神 島に 奉幣して いたの かも 知れない。 神 功 皇后が 角 鹿 を 出発して、 「ぬ 

たのみな と」 をと おった というの は 旧の 六月で あつたと 『書 紀』 に 述べて あるが、 それ は 波の おだやかな 季節 を 

選んだ ものに ちがいない。 

私が 小 浜で 聞いた 話で は 戦前に は、 夏になる とき まって 沖繙 から 糸満の 漁師が やって きて、 海浜に 寝 泊り し、 

海面 を 棒で 叩く ような 原始的 漁法で 魚 をと つた もの だとい う。 そこで 小 浜の 人び と は、 糸満の 漁夫の すがたが あ 

ら われる と 「ああ、 夏が 来た」 という 実感 を もった、 という 話であった。 彼ら は 黒潮と 南風に 乗って 北上し、 ま 

た 秋の 北風 を 利用して かえってい つたので ある。 若 狭 湾に は 蒼 島 や 鷹 島の ように 熱帯 樹を 繁ら せて いる 小島 も あ 

る。 若 狭と 南方の 関係 は 思いの ほかに ふかい。 

若 狭の 一 の 宮はヒ コホホ デミと トヨタ マヒ メを祀 つてい るが、 山 幸の ヒ コ ホホ デミに いじわる をして、 その あ 

げく ひどく こらしめられた 海 幸の ホス セリ は、 隼 人の 先祖で あると されて いるから、 この 説話 も 南方 系の もので 

ある。 鎌倉時代の ものと されて いる その 神社の 絵巻に は、 本殿の 前に 熱帯 樹の クバと 見 まがう 木が、 描いて ある „ 

この 一 の 宮のニ 柱の 神 は、 遠 敷 川 を さかのぼった 鵜の 瀬と いう 淵に 白馬に 乗って 降臨した という 伝承 を もって 

いる。 神が 白い 馬に 乗って 出現 するとい うの は、 沖 織で は 久高島 や 慶良間 島で 伝えられ ている 降臨 説話と まった 

く 同じで ある。 

私が 鵜の 瀬 を おとずれた 日に は、 近 江の 木 谷に つうじる せまい 街道に 秋色が 深かった。 そして 鵜の 瀬の 淵 は 

狭 青く よどみ、 河原の 石 はいた ずらに 白かった。 そこから 少し 歩いて いくと 古い 木 橋が 架かって いる。 木 橋 を 渡つ 

若  み 

た 対岸に 白 石神 社の 祠が あり、 その 境内 は 三 抱え も ある 椿の 樹林で うっそうと していた。 このみ ごとな 椿 林 は 実 

2 生の もので はなく、 だれかが 植えた にちがいない とされて いる。 そこに 樹齢 数百 年の 椿と おなじく らいに 長生 を 
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保った という 八 百 比丘尼の すがたが、 ちらちら 見えが くれす るの はやむ を 得まい。 八 百 比丘尼 は 人魚 を 食って 八 

百 歳の 長寿 を 保った 比丘尼の ことで、 足跡 は 諸国に ちらばって いるが、 本場 は 若 狭に ある。 

若 狭の 八 百 比丘尼の 話 はいくつ も あるが 同工異曲である。 その 一 つ を 紹介して おく。 

—— 若 狭に 高 橋と いう 長者が あって、 外国 貿易で 巨富 をた くわえて いた。 あるとき、 海外に 渡航す ると 洋上 

に 島が あった。 そこの 王様に うつくしい 娘が いて 歓待 を 受けた が、 長者 は 故郷の 妻子の こと を 思い出して 別れ 

を 告げた。 王様 は 送別の 宴 を ひらいて くれた。 その 御馳走の 中に 人魚の 肉が 出て いて、 王様 は それ は 長寿の 薬 

だから 食べよ と 言った。 高 橋 長者 は 気味 わるが つて 食べない でもって かえった が、 しかし 誰も 箸 をつ ける もの 

がなかった。 長者の 娘が 食べた ところ、 すこぶる うまく、 とろける 味が した。 娘 は そのと き 十六、 七 歳だった 

が、 それから すこしも 年を取ら なくなった。 …… 

鵜の 瀬から 五町ば かり 奥の 椿 詰と いう 集落に、 八 百 比丘尼の 屋敷 跡と 言い伝える ところが ある。 また 比丘尼の 

父 を 道満と 言い、 道満は 鵜の 瀬の ほとりに 住んで いた 者 だとい う 伝承が ある。 この 道満は 陰陽師の 声 屋道満 のこ 

とで ある。 諸国 を 放浪す る 八 百 比丘尼に 呪術の かげが まといつ くの は、 こうした 説話から もうかが われる。 そし 

お  よりし ろ 

て 八 百 比丘尼が つねに 手から はなさない 椿の 枝 は、 水辺に 生いて 神の 依 代と 考えられ ていた。 とすれば、 椿 林と 

鵜の 瀬が 目と 鼻の 近 さに あるの はけつ して 偶然で はな か つたので ある。 

人魚 は ジュゴンと 呼ばれる 哺乳動物 であるが、 沖 耀 から 奄 美に かけて は ザンの 魚と 呼ばれ、 その 肉 は 珍重され 

た。 琉球 王府は その ザンを 獲って 納める こと を 命じた。 肉 は 乾し かため、 カツ ォブシ のように 削って は 吸物に 入 

れて 客に 出したり、 薬用に した。 人魚の 肉 は 不老 長寿の 妙薬と おもわれて いたから である。 ザ ンは干 瀬と よばれ 

る 珊瑚礁の 間に 出没す る。 それで 漁師た ち は 昔 は山ブ ドウの 蔓で 作った 漁網 を 珊瑚礁の 海に 入れて、 幾日も 海上 

う たき  あらぐ すく 

で 見張る。 獲った ザンの 頭骨 を 神に ささげて 祀る 御嶽が、 琉球 列島の 南に ある 新 城 島に はかって あった。 私 は 新 


城 島の さきの 西 表 島で、 その 西部の さびしい 岬に は 今でも 人魚が 出没 するとい う 話 を 聞いた ことがある。 人が 近 

づ くと 人魚 は 海中に 没して みえなくなる という。 シン ガボ ー ル あたりで は、 人魚の ながす 涙が、 凝り かたまって 

真珠になる という 言いった えが あるが、 人魚の 肉 を 食って いつまでも 若さ を 保つ というのに は、 人間の 欲望が か 

くされて いるの かも 知れぬ。 

八 百 比丘尼が 入定した とった えられる 跡 は、 小 浜 市 青 井の 空 印 寺 や 神^ 社に あるが、 もとより 寺社の 縁起に か 

けた 伝説で ある。 神明 社に は 次の 社 伝が のこされ ている。 むかし 九州のと ある 貴人の 娘が、 夢に お告げ をこう む 

つて 伊勢 参宮に 出かけた が、 同じ 霊夢 を 日向の 菊 池 某と いう 者が 見て、 姫君のお 供 をす る ことにな つた。 姫 は 伊 

勢 大神宮に 七日 間 籠り、 その あとで、 船に て 出発し、 たどりついた ところに 宮を たてよ という 託宣 を 受けた。 そ 

のとお り 実行して 漂着した のが 小 浜 市の 青 井であった。 そこで 菊 池 某と その子 孫 は 姫君 をい つき 祀 つて、 代々 神 

官の役 をつ とめる ことにな つたと いう ものである。 これ をみ ると、 人魚に かぎらず 若 狭の 伝承に は 南の 国が 色 こ 

く 影 をお としてい る。 若 狭の 西方の 海岸で ある 大飯 郡の 音 海に は 人魚が あがった、 と 史書に みえて いるが、 さて 

その 人魚 は どんな か つ こう をして いたであろう か。 

小 浜から 西へ むけて 海岸 沿いの 道 を 走る と、 小 浜 湾が 大島 半島 を 大きな 防波堤に して、 出 雲と おなじように 天 

然の 良港で ある ことが 理解で きる。 しばらく すると 道路の 行 手に 若 狭 富士の 呼称 を もつ 青葉 山の 孤立した 山容が 

みえて くる。 小 浜の 西に 住む もの はこの 青葉 山の すがた を 朝夕 仰いで 生活す る。 そこで この 山にたい する 信仰 は 

狭 大昔から あつたに ちがいない。 

若 

私の 目 ざす 青の 郷は そのす ぐ ふもとに あった。 ここ は 若 狭で も 六 世紀 後半の 古墳が 集中して いると ころで、 近 

2 年 もこ こから みごとな 石 剣と 石 戈が 重なり合って 出土した。 その 刃先 は 意味 あり 気に 青葉 山の頂 上 を 目指して い 
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たという。 青に は 古代の 人び とが とりわけ 集まって 生活し、 青葉 山の 信仰 集団 を 形作って いたと 想像され る。 

若 狭 は 日本海 沿岸の なかで も、 最大の 古代 製塩 遺跡の あると ころで あるが、 平城京 址 から 発見され た： のな 

かで は、 若 狭の 他の 地方 は もっぱら 塩 を 調進して いるのに、 この 青の 郷 だけ は イワシ や タイ や 貝類な ど 海産物、：， こ 

けを贄 物と している。 青に 住んだ 人た ち はとく ベ つな 海人の 集団に ちがいなかった。 

そこで 青の 郷 にある 青 海神 社 を 伴 信 友が、 「青」 にいます 海の 神社で あると 解説して いるの もうなず かれる。 

青 海神 社 はま ぎれ もな く、 わ だつ みの 神 を祀る 神社で ある。 そこ は 日 置 川と 関屋 川の 二つの 小川が 合流す る 地 占" 

にあって、 私が 訪れた とき 紅葉が うつくしく 小川に 映えて いた。 本殿のう しろに まわる と 石が こいの 中に 水が、 留 

まっていた。 そこ はかって 履 中 天皇の 娘で ある イイ トヨの 青の 皇女が ミソギ をした と 伝えられる 池で ある。 この 

池の 水 は 近くの 海岸 にもつう じている というから、 海 潮で ミソギ した 古代の 習慣と 関連 づけて 考える ことができ 

る。 

イイ トヨの 青の 皇女 は、 ヒミコ や 神 功 皇后と おなじように、 巫女 王であった。 『書 紀』 によると、 皇女 は 神に 

仕えて 独身で あつたが、 あるとき、 一度 だけ 男と 通じた。 それが 知れて 世間の 非難が 集中す ると、 もうこうした 

こと は 二度と しない、 と 言った という。 彼女 は 大和 国の 忍 海の 角剌宮 にいた の だが、 なぜ、 その 名に 「青」 とい 

う 文字が 冠せられ たの か。 

江戸時代に 書かれた 若 狭の 歴史 書 『稚 狭考』 によると、 青の 郷の青 海神 社 は イイ トヨの 青の 皇女 を祀 ると 誌 さ 

れ ている。 イイ トヨの 「青」 は 地名 を あらわして いるから、 皇女 はこの 若 狭の 青の 海人 を 乳母と して、 海 潮で 産 

湯 を 使い そだった ので はない か。 青の 郷の 古墳から は 金の 腕輪 や 耳飾りが 出土した ことがある という。 とすれば 

そこに は 高貴な 女性 を はぐくみ 育てる だけの 有力な 海人の 首長が いたと 考えても おかしくない。 

私 は、 青 海神 社のう しろに 迫る 青葉 山 を 仰ぎ 望んだ。 この 山 を 今な お礼 拝す る ものが いるら しく、 大きな 石の 


上に 賽銭が 投げられて 散らばつ ていた。 青葉 山 は 青 羽 山と も 言われ、 多くの 歌に よまれて いる。 その 山容が 季節 

と共に 変わる からであろう。 私 は 青葉 山の ふもとの 青の 郷が、 幻の 皇女の ゆかりの 地に いかにも ふさわし いとお 

もえて くるの だ つ た。 
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対 馬 —— 寂寥の 島 


島々 もまた 人間の 顔の ように 独特の 貌を もっている。 その 貌の 輪郭 を 形成す る もの は 島の 風土で あるが、 それ 

に 陰影 を そえる の は 島の 歴史で ある。 私 はこん ど、 玄界灘 の 荒波に もまれる こと 五 時間 あまり、 日本 本土より は 

朝鮮に はるかに 近い 対 馬に 渡って、 対 馬の 表情に 間近に 接する こと を 得た。 

『魏志 倭人 伝』 に 「居る 所 絶島、 方 四百 余 里ば かり。 土地 は 山け わしく、 深 林 多く、 道路 は禽 鹿の 径の ごとし」 

と 描かれて いるが、 この 描写が きわめて 的確で ある こと を、 私 は 悪路に なやまされながら 実感した。 r 禽 鹿の 径」 

は 二 年 位 まえから 自動車の 通る 道路に 整備され たが、 それでも 山の 中腹 をぬ うように 走って いる。 対 馬 名物の ト 

ビゃ カラス は 道路の 上に うずくまり、 車が 近づく まで は 逃げよう としない。 そうして 飛び立つ とき もけ つして あ 

わて ようとし ない。 集落 は 道路の はるか 下方、 海岸線に 数十 戸ず つ 身 をよ せあって かたまつ ている。 地図で みる 

とすぐ に ゆけ そうな となりの 部落で も、 その 間に かならず けわしい 山 坂が ある。 そして この 山 坂 を 歩きと おす こ 

と は 並み大抵 ではない。 

事実、 対 馬の 西海岸の 木 坂 や 青 海で 聞いた ところでは、 他 部落へ いくこと を、 それが となり 部落で あっても 


「世の中へ いく」 とか 「旅に いく」 という 言い方で 表現して いる。 部落 を ひと た び 出て サ ェ の 神 (対 馬で は セン 

カミと 呼ぶ) を まつる 山 坂 を 越える と、 そこ はも はや 他郷で あり 他界で あると いう 実感 は、 ゆきずりの 旅人の 胸 

にも 湧く 感慨で ある。 対 馬の 結婚の 風習 は ほとんどが 部落の 中 だけで おこなわれ、 他 部落との 嫁の やりとり は卑 

しまれて きた。 

こうして 「絶島」 対 馬の 中で、 さらに それぞれの 集落 は 分 断 孤立し、 二重の 寂寥 を ほしいままに している。 こ 

のこと が 対 馬の 集落に 独特の 雰囲気 を 与えずに はおかなかった。 どの 集落に 足 を 踏み入れても、 そこに は 異様な 

ほどの 静けさが 支配して いる。 しかも それ は 辺境の 風土の きびしさと は、 陰影 を どこか 異にして いて、 歴史的な 

静けさと でもい うべき ものに 支配され ている ように 私の 眼に は 映つ た。 

対 馬の 運命 はすで に 『魏志 倭人 伝』 が 告げて いる。 すなわち 「良田な く、 海 物 を 食して 自活し、 船に 乗りて 南 

し てき 

北に 市糴 す」 と あるよう に、 対 馬 は 古来 自給自足の 不可能な 島であった。 食糧 は 島の 外に 頼らざる を 得ず、 頼れ 

ば 外来者に 支配され ると いう 矛盾の 連続で あり、 この 矛盾に はさまれて 対 馬 は、 ある 種の 感受性 を 殺さねば 生き 

られ ない 道 をえ らんだ。 

対 馬 は 米 を 九州 本土 あるいは 朝鮮から 輸入し、 また 交易に よって 利 を 得ようと した。 しかしそう なれば 外来者 

の 渡 島 を 許す ほかない。 江戸時代の 初期に は 厳 原 や 田舎に 居住す る 上方 商人 はじつ に 八 千 人に のぼり、 それ は 全 

島人 口の 約 三 割に 及んだ。 ところが 鎮 国が おこなわれ ると 朝鮮 貿易 はふる わなくなる。 そこで 他国者 を かかえて 

馬 おくた めの 食糧の 余裕 はなくな り、 上方 者 を 内地に 送還せ ざる を 得なくなる。 さらに 対 馬 藩 は 厳 原の 城下町 以外 

で 問屋 をい となむ こと を 禁止し、 一 切の 商人 を 厳 原に くぎつ けにした。 しかし 貿易 または 交易 を 藩の 手で 統制し、 

2 他国の 者の 入国 を 制限す ると、 対 馬の 経済 はにわ かに 衰退し、 貨幣経済 はき わめて 円滑 さ を 欠く ようになった。 
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島民 は 食糧の 自給 体制 をと とのえ るた めに 焼 畑に たよらざる を 得ず、 それが 対 馬の 山 を 荒れさせる ことにな つ た。 

また 土地 は 藩の 手に よって 公領に させられ、 百姓 は その 耕作 権 だけ を 与えられた。 対 馬 農民の 地 割 制度に よる 年 

貢 供出 はこの ようにして 実行され たが、 自分の 土地で なく、 大半が 年貢に とられる という ことで あれば、 生産 意 

欲が 起らない の はとう ぜんで ある。 

文化 年間に な つ て 内地から 漁民が やつ てく るよう になつ たが、 外来 漁民 は 対 馬 藩の 厳重な 統制の 下に 置かれた。 

彼ら は もっぱら 厳 原の 町人 をと おして 活動す るよう に 仕向けられ ており、 土地 を 所有す る こと はおろ か、 村の 共 

有 地の利 用 や 地 先 漁業の 権利 も 与えられなかった。 これ は 入漁者に とって 大変な 苦痛で あつたが、 一方 対 馬の 浦 

にも 外来者に よってうる おうとい うこと がな か つ た。 こうして 厳 原と 対 馬の 田舎の 生活の 格差 は 開く ばかりで あ 

つた。 

以上 は 宮本常 一 の 『日本の 離島』 によって 得た 知識で あるが、 私の みた 対 馬の 田舎の 集落の 異様な 静けさ も、 

こうした 歴史 を 背負って いる ことが 感じられる。 部落に 一軒の 雑貨 屋 しかない ところ も あれば、 それが まったく 

見当らない 部落 も ある。 泊ろう にも 旅館の ない 部落 はすくな くない。 しかも、 どの 部落に も、 瓦屋根の 前面 をせ 

り 出して 玄関 をつ くり、 石垣と 現と 門 を かまえて いる 家々 が あり、 村の 中心と なった 郷士の 家で ある ことが 一 見 

して わかる。 こうした 家々 と、 特権 を もたなかった 家々 と は 外見に よってす でに 区別され ている。 

対 馬に とっての 悪条件 は、 近代に なつてから も 引きつ づき 解消され なかった ばかり か、 さらに 付加され た。 ひ 

とつ は 対 馬が 軍事上の 最 重要な 島と して、 要塞が めぐらされ たこと である。 対 馬 沖の 日本海 海戦 はいう まで もな 

いこと であるが、 戦後の 朝鮮戦争 のとき でも、 北端の 鰐 浦で は 砲声が 聞え たという。 軍事上の 秘密 を まもるた め 


に 立入禁止 になつ たと ころ は 多く、 それが 対 馬と 外部との 接触 を さまたげた。 

もう 一 つ は 対 馬が 交通の 上で も径済 的で も 博 多に むすび ついてい るのに 行政区 域と して は 長崎県に 属して いる 

ことで ある。 長 崎 市に いくのに はいつ たん 博 多に 出てから 長 崎に まわらねば ならない。 こうした ことから くる 不 

便 さは 日常の すみずみまで ゆきわたつ ている。 対 馬に くる 新聞 も 博 多 経由で ある。 そこで 朝日、 毎日、 読売 紙の 

まか 西日本 新聞であって、 長崎県の 新聞 はすくない。 おそらく 対 馬の ように 藩 や 国家の 政策に ふりまわされ、 無 

視 されて きた 島 はめず らしい ので はない か。 そうして その 事実 は ほとんど 本土に は 知られて いない。 対 馬の 表情 

がいった いに 沈潜して いると 受け とられる の も これらの 事情に 由来す ると 思われた。 

この こと は 対 馬の 神々 と 人間との 関係に も 影響を及ぼした のではないだろう か。 私 は 沖繙を 数百 日 あるいて い 

るが、 南 島で は どの 島に いっても 女た ちが 神に 祈る すがた を 見かけた。 祭り はたえず おこなわれ ていた。 それに 

たいして 対 馬で は 神社で 参詣人に 会つ たという こと は 一 度 もない。 これ はどうした ことだろう かとい う 疑問 はい 

つもつ いて まわった。 対 馬の 神社 ゃ祠は 江戸 中期に あたる 十七 世紀の 後半で 四百 五十 社 を 越えて いる。 現在の 人 

口 は 五 万 幾千 かで あるから、 人口 比で 考えて みても 神社 数 は 全国の 中で も 第一で は あるまい か。 それに 匹敵す る 

ところと いえば、 沖 織が あるに とどまる であろう。 もっとも 沖繮で 神社に 相当す る もの は 御嶽と 呼ばれる 拝 所で 

あって、 鳥居 も 拝殿 もな く、 樹木の 茂りあった 空地に 神聖な 石が おいて あるば かりで ある。 対 馬に も 御嶽 を 思わ 

せる ものが ある。 それ は 天道 地、 ャ ボサ、 シゲ 地な どの 名で 呼ばれる。 これらの 多く は 足 を 踏み入れる とたたり 

が あると されて おそれられ ている。 沖繙の 御嶽が 親愛の 対象と なって いるのに たいして、 対 馬で は それが 畏敬 さ 

馬 れ ている というち がいが みとめられる。 この 差違 は 一体 何に 由る もの か。 その 理由の 一 つ はこれ まで 述べた よう 

に、 本土から 隔絶され、 外来者との 交際が ゆるされず、 しかも 島の 中に あって 各部 落が 風土に 阻害され、 部落の 

9 

2 中で は 郷士  (袷 人) と 一般 庶民の 格差が あると いう 対 馬の 歴史に あると 考えられる。 そこで は 人と 人と が あつま 
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つて 感情 を 湧き 立た せる 自由な 場がなかった。 分割と 疎外に 馴れた 島民 は、 人間 どうしで なく、 神にたい して さ 

え も 親愛より は 畏敬の 情 を 抱く のが あたりまえ とされた にちがいない。 もちろん これ だけで、 琉 球と 対 馬の 神道 

の 差違が はっきり する わけで はない。 また 対 馬に つよく 発達して いる 聖と 禁忌の 観念 は、 はたして 原初 的な もの 

かどう か、 はっきりした 断定 は むずかしい。 というの は 対 馬の 神道 は 中世から 近世に かけて 修験道の 影響 もつ よ 

く 受けて いるから である。 

しかし 対 馬に みられる 両墓 制に は ひとつの 部落が そのまま 宇宙であった 時代の 名残が あると おもう。 宇宙で あ 

るから に は、 現世と 他界と を 含まなくて はならない。 木 坂の 北と なりの 青 海と いう 部落で は、 詣り墓 は 寺の 裏山 

にある が、 いわゆる 捨て 墓と なって いる 埋葬 所 は、 部落の 前の 海ぎ わに ある。 そこに 立つ と、 一望の 下に 収めら 

れる 荒涼と した 水平線 は、 つねに 死者た ちの 眼で 眺められ ている こと を 知る。 

私が 対 馬の 神社で 感動した の は、 神の 住居が 昔 どおりに ある ことであった。 私 は 旅行 中に 鈴 木棠三 氏の 『対 馬 

の 神道』 という 書物 をた えず もって あるいた が、 その 書に 収められた 「対 州 神社 誌」 に 記載され た 神社が その ま 

ま 正確な 形での こって いる ことにお どろいた。 それ はいう まで もな く、 対 馬の 部落に 変化がなかった こと を 物語 

つてい る。 堂々 とした 鳥居 や 拝殿 を しつらえた 木 坂の 海神 神社 を 唯一 の 例外と して、 ほかの 神社 は 細い 丸木 を 打 

ちつけ て 作った 鳥居が なかばた おれ、 腐れ かかって いるよう な ものが 多かった。 みずから を 自然の 時間の 推移に 

ゆだねて いる 対 馬の 神社 を 見る と、 痛まし さとな つかし さが 湧く。 神社への 参道と いっても 湖の ように 静かな 内 

海の なぎさ 道 をた どると、 その ゆきどまりに 手の平 ほどの 境内が あり、 人気の ない 入江の 海中に 鳥居が 立って い 

る 神社 も いくつか 見た。 

烈しい風 雨を衝 いて、 紫 瀬戸の 水道の 口に 立って いる 住吉 神社 をたず ねた こと も 忘れが たい。 横 なぐりの 雨の 

中に 立って いる その 神社 は、 嵐の 水道 を 見守る 守護神の ように 見えた。 


対 馬の 北端に ある 豊 という 部落の 岬の 果には 島 大国 魂 神社と 呼ばれる 対 馬の 国 魂 を まつる 神社が 立って いる。 

この 重要な 神社が なぜそう した 辺鄙な ところに あるか 分らない が、 そこへ 渡る 浜 は 「とおらず が 浜」 とよ ばれて 

足 を 踏み入れる ことが ゆるされない。 禁忌 をお かせば、 付近 を 航行 中の 船が くつがえ ると いましめられ ている。 

そこで その 神社に は 船から 近づく ほかない が、 その あたり は 対 馬で もとく に 波の 荒い 海の 難所で ある。 

他国の 若者と 恋に おちた 土地の 娘が、 去って いく 若者 を 何としても 引きと めたい と 「とおらず が 浜」 を わざと 

走った という 話が ある。 果して 娘の 願い どおり、 若者の 乗った 船が くつがえつ たか、 そして 若者 はふた たび 娘の 

許に かえった か、 話の 結末が どうな つた か 私 は 知らない。 
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五 島 11 常世への 出発 


バスが 福 江 島の 岐 宿から 峠を越え て 下り坂に かかる と、 瞳の ように 静かな 入江の 風景が あらわれた。 夏の 夕方 

のかが やきに 染められて、 落着いた 弧を描く 砂浜の むこうに、 低く かたまった 海岸 町 をみ たと き、 私の 胸 はしめ 

つけられた。 三 井 楽 は、 私が たずねて みたい と 久しく 念願して いた 場所であった。 そこ は 日本の もっとも 西の 果 

にある ところから、 現世と 他界の 接点と 信じられ、 そこにい けば 死者に 会う ことができる、 と 遠い昔から 伝えら 

れ てきた。 

三 井 楽の 浜 は 福 江 島で もも つ とも 大きい 砂浜で、 そこに は 町び とが 死したならば 葬られる 海辺の 墓地が ある。 

墓地の まえ はさえ ぎる ものの ない 海で、 ときたま 水平線の 彼方から この 砂浜の 入江 をめ がけて ィ ルカの 大群が 押 

しょせ る ことがある という。 町び とはィ ルカ を 捕える と 保存 肉に する ため、 肉片 をシュ 口の 葉に とおして 軒下に 

つるし 乾燥させる。 用が あれば それ を 取り こんで 焼いて 食べる の だが、 その 焼く ときの 句い が、 死者 を 焼く とき 

の 匂い に似ていて 閉口した と、 バスで 席 をと なり 合せた 三 井 楽の 良 水 寺の 住職 は 語った。 坊さんが 閉口す る 話が 

なんとなく おもしろかった。 昔 はこの 砂浜の 岩の 上に、 癩 のために 死んだ 者の 死体 を 置いて 藝 につい ば ませる よ 


うな こと も あ つたと いう。 

とこよ びと み かげ 

三 井 楽 はこの ように 隔絶した 風景 を 所有して いた。 それ は 常世 人の 御影に 会う ことので きる 場所へ の 思い をつ 

のらせて いる 私の 心境に ふさわしかった。 私 は 八 年 まえに 父 を、 二 年 まえに 母 を 亡くして いた。 

三 井 楽 は 中世に はみ みら くの 島と いう 呼称で 知られて いたが、 そこ は 日本の 国の 内に あるか どうか もお ぼっか 

ない、 さいはての 島と みなされ ていた。 十一 世紀 初頭の 源 俊 頼の 家集に は、 

み みら く の わが 日の もとの 島なら ば 

け ふ も 御影に あは まし もの を 

という 歌が のって いる。 また その まえに さかのぼる 『蜻鈴 日記』 に は 作者が 母 を 失った ときに、 僧侶から みみら 

くの 島に いくと、 死んだ 人が 現われて きて、 近づく と 消える という 話 を 聞かされた ことが 記されて いる。 能 因 法 

師の 『坤元 儀』 にも 「そこに は 夜 ともなれば 死た る 人 あら はれて 父子 相 見る」 と 述べて ある。 

私 は 三 井 楽に 着く と、 タ クシ ー に 乗り かえて 折からの 夕陽 を 西へ と 追った。 三 井 楽の 西北 端に ある 柏 港 は、 そ 

のむ かし 遣唐使の 船が さいごに 寄港して 水 を 積み こんだ ところで あり、 あと は漫々 たる 東シ ナ 海の 波に 命 を 托す 

ほかなかった ところで ある。 柏 港の さきに 灯台が 立って いる。 その 付近 は 漆黒の 熔岩 状の 岩が なだれ 固まって い 

る。 海底に ある 火山の 火口から 噴き出した ものであろう か。 その まえに ある 海の 彼方に 日 は 沈みつ つあった。 

島 「日の 端、 月の 端」 という 冲韆の 海神 祭で うたう 古 謡の 対句が 思い出された。 私に は 遣唐使の 昔からの 心情が 回 

3 顧され た。 私 は 落日に むかって 手 を 合せて いた。 

2 こ の 柏 倚の 更に 西に 嵯峨ノ 島が ある。 そこに は 今 も 旧盆に あたる 旧の 七月 十四日の 夜に 月影 を 踏んで 死者 をと 
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むらう ォ ー モ ンデの 祭りが おこなわれる。 踊りの 最中に ォ ー モン デと 唱える からこ の 名が 起こ つ たので あるが、 

意味 は 不明で ある。 腰 みのをつ け、 犬の 皮で 張った 太鼓 を 首に かけて、 はだしで 踊る 南方 的な 色の 濃い 踊り だ。 

家々 の 仏壇の まえで 踊った あと は、 墓地に いって 踊る。 精霊 踊り または 念仏 踊りの 一種と されて いる。 

私 は その 旧盆の 日に は 間に合わなかった が、 ともかくも 嵯峨ノ 島 をお とずれ てみ た。 この 島の まわり を 烈しい 

潮流が 流れて いる。 十 トン 足らずの 舟に のって、 更に 嵯峨ノ 島の 西が わの 海に まわって みた。 つよい 南風と 潮流 

とがぶ つかって 烈しい 三角波が 立ち、 舟 は 木の葉の ように ゆれ、 いまにも くつがえ るかと 思われた。 さえぎる も 

のの ない 海の さきに は 中国大陸 しかない。 私の 心細 さの 何十 倍 もの 不安 を 背負いながら、 遣唐使の 人び と はこの 

島 を 見納めと おもい、 旅立って いった。 とすれば その さき は 常世と 呼ぶ に ふさわしかったろう。 島の 裏側に は、 

旧 火山の 火口が 真 赤に やけた だれた まま、 崖と なって 海に おちこんで いると ころがあった。 私 は その 異状な 光景 

に、 何 かこの 世の 裏側 を 見た ような 気がした。 

五島です ごした 旅の 日々、 私 は 光が 音を立てて 積み重なる 気配 を 感じた。 島の いたるところに 浜 木綿の 花が 見 

受けられ、 福 江 町の 街路に も それが 草花の 代りに 植えて あった。 私が もっとも 感動した のは岐 宿に ある 巌立 神社 

を 訪れ、 神社の 背後に ある 原生林に 足 を ふみ 入れた ときであった。 

シィゃ タブ や ハマ セン ダン、 ャマザ クラ、 モク タチ 、、ハナ、 ト ベラ、 ャブ ツバ キ、 ャ プニッ ゲイ、 ヒメ ュズ リハ 

などのう つそうと しげる 林 叢が あった。 こうした 植物 名 を 羅列した だけで は、 ィメ ー ジを 喚起す る こと は 困難で 

あるが、 光沢の ある さまざまな 木の葉が、 強烈な 天日 を さえぎつ ており、 それが あたかも 光 を 吸いす ぎて 暗くな 

つてい ると 思われる 光景に 接した とき、 私 は 『金 枝篇』 の 一 ぺ I ジ目を 開いた ときの 印象と 似て いるもの をお ぼ 

えた。 


タブ は 神の 依 代と いわれる 木で あるが、 幹の まわりが 数メ ー トル も あるの が 自生して いた。 また ナタォ レノキ 

が 五十 本 あまり もあった。 その 高さ は 十五 メ ー トルになる ものが あると いう。 これ は モク セィ 科の 常緑樹で あり、 

材質が きわめて 堅く、 ナタが 折れる ほどで あるので その 名 を もっている。 花と その 香 は モク セィ とおな じで ある 

とされて いる。 五島の ナタォ レノキ から 私 は 対 馬で 見た ナタォ ラシと 呼ぶ 木の こと を 思い出した。 対 馬の 北端の 

鰐 浦と いうと ころの 海岸に、 ナタォ ラシの 大樹が ある。 それ を 土地の人 は ゥミテ ラシと 名付けて いる。 この 木が 

白く 香の よい 花 をふさ ふさと つける と、 それが あたかも 海 を 照す ような 感じが する からだと いう。 あるいは 月の 

光に 白い 花が まぶしく かがやく 夜の こと を 言った のか も 知れない。 いずれにしても、 その 花の 咲く 頃 を 想像した 

だけで 落ち着かなくなる ほどに、 美しす ぎる 名前 を もっている 木であった。 対 馬の ナタォ ラシ は 学名 をヒ トツ パ 

タゴと 呼び、 五島の ナタォ レノキ 同様に モク セィ 科に 属する。 若 狭の 小 浜から 宮津 にむ かう 国道 ぞいに、 蒼 島と 

いう 地 先の 小島が ある。 そこに も ナタォ レノキ が 自生して いる。 ここにお いて、 五島、 対 馬、 若 狭と 南方から 北 

に奔り の ぼる 黒潮 の はこ ぶ 文化が 想定され る。 

暖地 性の 常緑樹が 昼な お 暗く 空 を さえぎり、 大きな シダ 類ゃォ オタ 一一 ヮ タリ、 浜 木綿な どが 地を蔽 つてい る そ 

の 奥から 現われる 神 は、 草の 冠 をいた だき、 木の葉 を 全身に まといつ ける のが 一番 ふさわしい だろうと おもわれ 

る。 事実、 沖 纖ゃ奄 美の 神々 はそう した かっこうで 人前に すがた を あらわした。 その 一例が 西 表 島の 三 離 御嶽に 

出現す るァカ マタの 神で ある。 そこ は、 潮が 引けば 大きな 蟹の 一尺 あまり も ある 巣が 地面に 立つ 海岸 ぞいに ある 

、： A、 物す ごい 熱帯 樹林で その 奥から 草木で 装われた 猛貌の 神が 出現す る。 また 宮 古島の 狩 俣の 祖神 も大城 御嶽と 

や しろ 

島 よばれる 原生林から 木の葉の かんむり を かぶって 出て くる。 それら は 若 狭の 矢 代と いう 海辺の 部落で 十 幾 枚 もの 

大きな シダの 葉 を かぶった 男た ち 三人が 出て くる 祭りと も 無縁で はない。 これ を  一 口に 照 葉 樹林の 神と 呼ぶ こと 

2 がで きる だろう。 ちなみに 巌立 神社の 名の 由来 は、 立 岩に 神が 降臨す る ことに あると 思われる。 この 神社の 近く 
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に は岐宿 貝塚と よばれる 先住民の 居住地の 痕跡が みられる。 

五島と 南方の つながりの 中で 私の 注目 を 引いた の は 「骨が み」 の 風習が のこって いる ことであった。 沖繙 では 

とむらいに いくの を 骨が みに いくとい う。 これにつ いて 伊波 普猷 はもと もと 死者の 骨 を かじり、 肉 を くらった 風 

習が 沖 織 にあった と 推定して いる。 すなわち 死者 を 自分の 身体に 入れる という 意味が あつたと いうので ある。 と 

ころが これ を 証拠立てる 習俗が 五島に のこ つていた。 たとえば 五十 回忌な どで 祖父の 骨が 掘り出された ときに、 

それに 砂糖 ゃ醬油 をつ け、 火に 焙 つて、 夜泣きしたり 外出した りする の を こわがる 子どもに 食べさせる 習俗が 前 

代まで あった。 それ を 沖 If とおなじように 骨が みと 呼んで いる。 これ も 祖父の 身体の 一部 を たべさせて 子供た ち 

の 活力 を 増大させる という 意味 を もつ ものと 思われる。 また 祖父が 死んだ ときに 墓地に 一週間 位、 昼も夜も つめ 

て 死者 を なぐさめ たという 話 も 五島で 聞いた が、 これ は沖鏞 では 前代まで おこなわれ ていた 習俗で ある。 歌 垣 も 

以前 は 五島の 七つ 岳の 神社に あった。 その 神社の 祭り は 夜通し つづく が、 その 夜、 神社の 境内で むすばれた 男乂 

も— あしゅ 

があった。 これ は 『肥 前 国 風土記』 当時の 杵島 岳な どに も みられた が、 沖繮 では 終戦まで 毛 遊びと 呼ばれる 男女 

のかけ あい 歌と 踊りが 野原で 毎晚 のように おこなわれ ていた。 五島と 南 島との 間の こうした 一 連の 共通 性 は 探せ 

ば まだかず 多く 見付かる かも 知れない。 

ここで 想起され るの は 『肥 前 国 風土記』 の 中の 次の 文章で ある。 「この 島の 海人 (白水 郎) は、 容貌、 隼 人に 

似て、 つねに 騎射 を 好み、 その 言語 は 俗人に 異なり」、 つまり 五島の 漁民が 隼 人 に似てい ると いうので ある。 お 

そらく それ は薩 摩と 五島との 間の 交流 を 物語る ものな のであろう。 五島の 平均 気温 は 黒潮の 影響が あって、 薩摩 

半島と 同じで ある。 また 五島の 海人の ことば は 日本 本土と はちが うと 『肥 前 国 風土記』 は 述べて いるが、 現在、 

五島の 方言と 薩 摩の 方言と では 共通の 語彙が すくなくない。 近世に なっても、 五島 藩と 薩摩 藩と は その 往来 は ひ 

ん ばんで、 両者の 関係 は 親密であった。 五島の 福 江 島の 南に 住む 黄 島の 人た ち は 南方 系の 顔立ち をして いると 福 


江 市の 開業医 は 私に 教えた が、 おどろいた ことに は、 抜歯の 風俗 さえ 前代まで はあった。 福 江 市の 崎 山と いうと 

ころで は、 歯 を 抜けば リュ ー マチが なおる という ことで 歯 を 抜いた 祖母の 話 をして くれた 人が あった。 この 風習 

は 長崎県の 家 船 部落に も 伝わって いた。 

五島に は 秀麗な 火山が 多い。 さほど 高く はない が、 みごとな 稜線 を もつ 山が あちこち あり、 しかも 裾野 は 平坦 

なので 北海道の 原野 を あるいて いるよう な 錯覚に おそわれ たと きも あつ た。 牧野と して 馬 を 飼う のに 適して おり- 

五島の 海人が 隼 人と おなじく 騎射 をよ くした というの も、 何 か 分かる ような 気がした。 こうした 裾野に 立つ と、 

海の 彼方が とおくみ える。 とくに 福 江 島の 南 辺に ある 富 江で は 水平線の 彼方への 憧憬 を かきたてる。 富 江に は 海 

辺に るいるいと 石垣の 積んで あると ころが あり、 倭寇の 防 塁と も 呼ばれ、 またはる か 後世の ものと いわれて さ だ 

かで はない が、 それ を 見て 私は宮 古島の 上比屋 という 土地の 防 塁 を 思い出した。 そこ も 海ぎ わに 石垣が あって 倭 

宼の砦 だと 言われて いる。 

福 江 島に 倭寇の 巨魁で ある 王 直が 住んで いた こと は 知られて いる。 王 直 は 五島 を 出発して 一 挙に 揚子江の 川口 

の 舟 山 列島 を衝 いた。 五島と 揚子江と は、 ほぼ 東西 線 上に ある。 遣唐使の 目指した の は 揚子江 川口であった。 熊 

野ゃ肥後の北部から舟出した補陀^！渡海も舟山列島の普陀山を目標としたとぃぅ。 五島の 倭寇 は 四月 初旬の 清明 

祭の 頃に 吹く 東北 風 を 利用して、 東 シナ海 を 横断した。 彼ら は 気象に ついての 知識 を もちあわせ ていた。 それに 

ひきかえて、 冬の 海に のり 出して いった 補陀落 渡海 は 暴挙であった。 とはいえ それ を 自殺 行と きめつける ことが 

できな いのは、 観音の 净 土だった 普陀 山の ある 舟 山 列島 こそ は、 日本と 中国大陸と をむ すぶ 古来からの 海の 道の 

島 目印だった からで ある。 常世へ 出発した 補陀落 渡海 は、 民族 渡来の 際の 海人の 道 をた どり 直した にす ぎなかった „ 

五 
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大王 崎 紀行 


1 

志 摩 半島の 東端に 突出す る 大王 崎 は、 柳 田 国 男と 並んで 日本 民俗学の 指導者であった 折 口 信 夫の 発想の 起点と 

なった 記念すべき 場所で ある。 折 口 信 夫 は 彼の 主 著 『古代 研究』 の 中で 次の ような 思い出 を 語って いる。 

「十 年 前、 熊 野に 旅して、 光り 充っ 真昼の 海に 突き出た 大王が 崎の 尽 端に 立った 時、 遥かな 波路の 果に、 わが 

魂の ふるさとの あるよう な 気がして ならなかった。 これ を はかない 詩人 気どりの 感傷と 卑下す る 気に は、 今 も 

つて なれない。 これ はこれ、 かって は祖々 の 胸 を 爆り 立てた 懐郷 心 (のす たる じい) の、 間歇 遺伝 (あたいず 

む) として、 現われた もので はなかろう か。」 

折 口が この 文章 を 書いた ときから 十 年 前と は、 大正 元年、 彼の 二十 六 歳のと きであった。 折 口が この 大王 崎の 

上で 眼 を 青海原に 凝らした ときの 直感が、 海の 彼方から おとずれる まれび と 説と なって 発展し 折 口 学の 礎石と な 

な きり 

つた。 私が 大王 崎の 突端に 立った 日から 六十 年 近く もまえ のこと に 属する が、 現に 今でも 大王 町の 波 切で は、 家 
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家の 仏嗜 一は 海の ほうに あたる 南 または 東に むかって おり、 盆に 先立つ 七月 七日に は、 海の 彼方から くる 精霊 迎え 

む 行事 をお こなって いる。 

大王 崎 は 地の果て である。 波 切の 町から 魚市場の ある 波止場へ ぬけ、 箱に 入れた フカの ヒレが 乾して ある 突堤 

のか ヒ わら をと おって、 波 切 神社の 石段 を のぼりつめ ると、 そこが 大王 崎 だ。 まえに はこの あたり はう つそうと 

茂った 樹海に おおわれ、 千 羽 を こえる おびただしい カラスの すみかであった という けれども、 先年の 伊勢 湾 台風 

で 根 こそぎ やられ、 むき 出しの 地肌に 枯死した 裸 木が あちこち 立って いるば かりで ある。 それが あたりに 奇妙な 

明るさ を まきちら している。 

&に 立って 前方 左 をみ ると 近くに 安乗の 岬の 灯台が みえ、 さらにと おく 知 多 半島と 渥美 半島が みえる。 あと は 

さえぎる ものの ない 青 一色で ある。 秋の 深まる 十一月の 天気の よい 朝なら ば 富士山が 望見で きる ときいて、 私 は 

おどろいた。 だが 考えて みると、 志 摩の 突端と 駿 河の あいだ をむ すぶ 海上の 直線 コ ー スは、 陸上の 曲がった 道 を 

二 辺と する 不等辺 三角形の 底辺に 相当す る。 その 距離 は 陸上の 道と は 比較に ならぬ ほど 近い。 志 摩と 渥美 半島の 

あいだ も 同様で ある。 私たち は あまりに も 陸上の 距離 観念に なじみす ぎている。 この 海上の 道 を 船乗りた ちは季 

節 風と 黒潮 を 利用しながら、 おどろく ほどの はやさで 往き来し たので ある。 かって 波 切の 町に は 「みぎ 遠 州灘、 

ひだり 熊 野灘」 という 石の 道標が 立って いたと いう。 大王 崎 は 遠 州 灘と熊 野 灘とを わける 岬であった。 大王 崎の 

沖合 をす ぎれば、 ちがった 灘に 入って いく。 大王 崎の 名 は 船乗りに とって 忘れが たい ものであった。 

だが 大王 崎にたい する 私の 興味 は それで 尽きる もので はない。 大王 崎から 指呼の間に みえる 三 河の 伊良湖 岬が、 

柳 田 国 男の 晩年の 大作 『海上の 道』 の 着想の 発端と なった ところで ある ことに、 両者の ふしぎな 縁 由 をお ぼえず 

に はすまない ので ある。 『海上の 道』 の はじめの 方に 次の 文章が 載って いる。 長い けれども 引用して みたい 

「私 ま 明治 三十 年の 夏、 まだ 大学の 二年生の 休みに、 三 河の 伊良湖 崎の 突端に 一月 余り 遊んで いて …… 今でも 
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明らかに 記憶す るの は、 この 小山の 岬 を 東へ まわって、 東お もての 小 松原の 外に、 舟の 出入りに は あまり 使わ 

れ ない 四、 五町 ほどの 砂浜が、 東 やや 南に 面して 開けて いたが、 そこに は 風の やや 強かった 次の 朝な どに、 椰 

子の 実の 流れ 寄って いたの を、 三度まで 見た ことがある。 一度 は 割れて 真白な 果肉の 露われ ている もの、 他の 

二つ は 皮に 包まれた もので、 どの辺の 沖の 小島から 海に 泛ん だもの か は 今でも 判らぬ が、 ともかくも 遥かな 波 

路を 越えて、 まだ 新しい 姿で こんな 浜辺まで、 渡って きている ことが 私に は 大きな 驚きであった。」 

柳 田 はこの 時の 話 を 東京に かえって 藤 村に した。 それが 藤 村の 有名な 「椰子の 実」 の 歌 を 誕生させる 機縁 をつ 

くった とや や 得意気に 述べて いるが、 私 は 最近 この 稿 を 書く ために、 鳥 羽から 伊良湖 岬に わたって みた。 柳 田の 

描写した 東南の 浜 は、 海の 彼方から 朝日が 出る 時刻で、 あいかわらず 太古 さながらの 波が 人気の ない 砂浜に 打ち 

よせていた。 柳 田が 見た ように 椰子の 実が この 浜に たどりつ くまでの 旅の わびし さが 身に^みた。 私 は、 かって 

読んだ 史書の 中に、 崑崙 人が 三 河に 流れつ いて、 いつも 悲しい 調べで、 意味 不明の 異国の 歌 をうた つていた、 と 

いう 記事が あつ たの をお もい 出した。 その 崑崙人 もお そらく 伊良湖 岬の あたりに 漂着した にちがいない。 

それ はさて おき、 折 口の 大王 崎と、 柳 田の 伊良湖 岬と はまった く 対照的で ある。 両者と も そのと き 強烈な 印象 

を 体験し、 両者と も 大正 十 年頃に 前後して 沖繙 にわたり、 直感 を 実証す る。 この 点で は 二人 は 一致して いる。 柳 

田 学と 折 口 学 は あざやかな 対立 をみ せながら 相互 補完の 役 わり を はたして いる。 大王 崎が 東の ほうに 指向し、 伊 

良 湖 岬が 西に むかって のびる 半島の 尖端に あって、 この 二つの 地点 はむ きあい、 延長 上の 一点で 交錯す る。 それ 

が 柳 田 学と 折 口 学の 性格の 上の 関係 を 象徴して いるよう に、 私 はふし ぎな 暗合 を おぼえる の だ。 

二 

風の あらい 志 摩の 漁村 は 低い 家並が 吹きよ せられた ように かたまつ ている。 海の 難 風はィ ナサ (東南 風) で、 


それが 吹く と、 船 は 鋸の 歯の ような 暗礁に 打ちつ けられて 砕けて しまう。 それが 志 摩 半島の 東海岸に はとく に 多 

かった。 「伊勢の m 崎、 ii 崎の 鎧、 波 切 大王が なけり やよい」 と 歌に うたわれ、 船び とに 畏れられた。 神 崎 も、 

国 崎の 鎧 も 大王の 北に あたる 地名で あるが、 大王と ともに 暗礁の 多い 箇所であった。 なかで も 大王が もっともお 

それられ たこと は 大王の 沖で 難破しても 船主 は 船頭に 罪 を 問わない、 という 諒解が あつたと いわれる ほどで ある。 

大王 崎の すぐ 北に ある 安 あの 灯台が 明治 初年に 建てられて いるのに、 海の 難所で 聞こえた 大王 崎に 灯台の 完成 

したの が 昭和に 入って からと いうの はふし ぎな 気がする が、 大王 崎の 眼下に ある 大王 島と いう 小島に 大正 七 年、 

f 洋艦音 羽が 衝突 坐礁し、 船体が 真二つに 折れる という 惨事が 起きて それが 大王 崎 灯台の 建設に 拍車 を かける こ 

とに なった そうで ある。 

現在 大王 崎の 灯台が 建って いるの は 九 鬼 氏の 城址で ある。 九 鬼 水 軍の 名 を ほしいまま にした 九 鬼嘉隆 はこ この 

波 切 城砦に 拠った ので ある。 波 切 は 風が あらく、 また 海賊の 血 を ひいて 漁民の 気 も あらい。 その 気風 は 今 も 残つ 

ている。 行きずりの 旅人に すぎない 私に も それが はっきり 感じられた。 

ほかに これと いって 娯楽の 設備の ない 波 切で は、 漁師た ち は 酒 をのむ しかない。 それで 以前 は喧 唾の たえまが 

なかつ たという 話 も 聞いた。 

波 切 大王の 土地柄と 住民 気質 を もっとも 端的に あらわし たのが 「波 切騷 動」 と 呼ばれる 事件で ある。 これ は 天 

保 元年 九月、 大王 崎 沖合で 難破した 幕府の 御城 米 廻船から 約 八 百 俵の 年貢米 を 波 切 村が 拾いと り、 庄屋の 決断で 

^ 村 全体に 配分した という 事件で 『かわら 版 天 保 太平 記』 で 流布され、 また、 『浮世の 有様』 にも 記されて い る。 

波 切の 大王 崎 はまえ にものべ たように 海の 難所で、 毎年 五、 六十そう の 難破船が あるの だが、 その 大部分 は 船頭 

大 となれ あいの 難船であって、 もし 船頭が 承知 しないと 残らず 殺して しまった という ことで ある。 したがって、 そ 

^ れが 擬装 難^で あるか どうか をた しかめる の は むずかしかった。 ところが こんど は 御城 米で 公儀に 納める もので 


ジ ある 力ら 露見した ばあいの 危険が あった。 庄屋の 中 井久 右衛門 は そのこと を 考えて 制止した が 村人 は 聞き入れず、 

亍 米 をう ばいと ると、 船に 石 を 積んで 沈めて しまった。 折 柄、 波 切 は 飢えに おそわれて いたので 久 右衛門 はついに 

I 決断して その 米 を 村人に 分配した という 説 も ある。 

民 いずれにしても 難船 だから 届け出ねば ならない。 この 村 は 近 江 信 あの 多羅 尾 氏が 代官と して 支配して いたが、 

この 難破船の 一 件を大 坂の 奉行所に まわして とりしらべた ところ、 はしなくも 船頭の 口から 擬装 難船で ある こと 

が 露見した。 この 話 を 聞いて 早速 伊勢の 悪党 どもが 十 人ば かり 武士に 化けて 波 切への りこんで きて 吟味 を はじめ 

た。 村 中の 者 は 陳弁 これつ とめた が 許さず、 内密にす るから とだ まし、 百両 ほど を まきあげて 立ち去った。 それ 

で 安堵した の も 束の間、 またもや 伊勢の 悪党が、 こんど は 顔ぶれ を かえて やって きた。 そして、 これまで 公儀の 

役ノ をつ かわした こと はない。 それ はきつ と 偽者に ちがいな いから 召し捕って やる とだ まし、 また 金 を まきあげ 

た。 

ゎノカ それです つ かり 済んだ かとお もうと そうで はな か つ た。 三度 目に こんど は 本物の 役人が のりこん できた 

ので ある。 すなわち 多羅 尾 氏の 部下 六 人が 夜中に 波 切に 到着し、 庄屋の 家へ 案内 をた のんだ が、 みんな 相手に し 

ない。 それば かり かこれ まで 二度 も だまされて いたので 腹 を 立て、 役人 二人 を 殺し、 一人に 深 傷 を 負わせて しま 

つ た。 

この ことが 信 楽 陣屋の 出張所の ある 四日 市に 注進され 三千 人の 武士が 波 切 村 を とりまき、 中 井久 右衛門 以下、 

十四 名の 責任者が 江戸 表へ ひき 立てられ、 約 二 年間の 評定 裁判の 結果、 天 保 三年の 秋に、 全員が 千 住 小 塚 原 刑場 

で 処刑され た。 村民 四百 七十 五名 も 処罰 を 受けた。 海辺の 小 村に は 天地が ひっくりかえる ほどの 大事 件であった。 

私が 波 切で 会った 郷土史 家 岡 賢 氏の 曾祖父 も獄 につな がれた 一人で、 手 かせ 足 かせの ひどい 拷問 を 受けた、 と 

いう 話 を 岡 氏 は 父祖から 伝え聞い ている。 当時、 大王 崎に 巣くう 烏が 夜鳴きす ると、 「今日 も 波 切の ものが 死ん 
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だの じ やろう」 とさ さやき あつたと いう。 事件の 後、 村人が 息 を ひそめ、 声 を 殺して 生きて いた 有様が 想像され 

る。 今、 波 切の 堂の 山に ある 小 堂に は、 頰杖 をつ いて 小 首をかしげた 思案 地蔵が あり、 その 台座に 中 井久 右衛門 

以下 十四 名の 犠牲者の 戒名が 刻まれて いる。 幕府の 判決が きびしす ぎる ことへ の それと ない ささやかな 抗議な の 

であろう か。 

ところで 幕府の 取調べが このよう にきびし か つ た 背後に は大 塩の 乱との つながり を 疑われた ことがあつ たから 

だと 岡 賢 氏 は 説明す る。 大 塩が 佐 藤 一斎と 共に 伊勢松 阪市 にきて 講義 をして いるが、 それからして 大 塩が 蹶起に 

そなえて 食糧 米 を 確保す るた めに やつ た 事件で はない かと 幕府が 嫌疑 を もつ たらしい というの である。 

波 切 騒動 は 後世に 残る 大事 件で あつたが、 難船 は 大王 だけに かぎらなかった。 伊良湖 岬 も 難破船の 多い ところ 

で、 とくに 常 滑 焼の ような 陶器 を 積んだ もの は 荷の 重さの ために 難破 率が 高かった。 そうした 陶器 は 波に 打ちよ 

せられて 砂浜に 埋もれて いる ことがあつ たので、 土地の人 は それ を 砂 中から 掘り出し てきて は 売った。 

伊良湖 岬 は 陶器 を 製造した ことのない 土地であった けれども、 人び と はこうして 砂 中から 掘り出して 売る もの 

を 伊良湖 焼と 呼んだ という。 

帆船 時代、 熊野灘 から 遠州灘 へむ かう 船 は、 大王 崎の 鼻 さき をと おりす ぎる と、 的 矢 湾 を 風よ けの 船 泊り に 利 

用した が、 安 崎 は 的 矢 湾の 入口で ある。 だから 安乗 は 船び とに 知られた 土地であった にちがいない。 しかし 九 

州の 西 端に 生まれ そだった 私の ような 者で も、 安乗の 名 を おぼえて いるの は、 少年の 日に 愛誦した 伊良子清白の 

詩のお かげで ある。 

彼の 詩集 『孔雀 船』 (明治 三十 九 年刊) の 中に 「安乗の 稚児」 と 題す る 詩が 収められ ている。 
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志 摩の 果 安乗の 小 村 

早 手 風 岩 をと よもし 

柳 道 木々 を 根 こじて 

虚空 飛ぶ 断れの 細 葉 

み なぞ こ  さか あ 

水底の 泥 を 逆上げ 

かきに ごす 海の 病 

そ X り 立つ 波の 大鋸 

過げ とこ そ 船 を まつらめ 

と ある 家に 飯 蒸かへ り 

男 も あらず 女 も 出で 行きて 

ち ご  こ かご すわ 

稚子 ひとり 小 籠に 坐り 

ほ X ゑみて 海に 対 へ り 

こ いへ ひとむら 

荒壁の 小 家 一村 + 

反響す る 心と 心 

稚子 ひとり 恐怖 を しらず 
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ほ，. - ゑみて 海に 対へ り 

いみ じく も 貴き 景色 

今 もな ほ 胸に ぞ 跳る 

少 くして 人と 行きた る 

こ むら 

志 摩の はて 安乗の 小 村 

私 は 波 切の 町に 別れ を 告げ、 車で 弓な りの 海岸 ぞいに 安乗の 岬に むかった が、 今日の 安乗 部落 はこの 詩から 受 

けと る 風景と なにほど も 変わ つ ていない。 ここに は 志 摩の 海岸 町に みられる 土産 品 を 売る 店 は どこに も 見当たら 

ない。 学校が えりの 子どもたちが バスから 降りて くる。 さびれた 漁村な のに、 子どもの 服装 は 清潔で さつば りし 

ている のが 気に入った。 かっての 安乗の 稚児の 曾孫ぐ らいに あたる のだろう。 私 は 一軒し かない 小さい 飲食店に 

つて、 すし を 注文した。 そのす し は、 おそらく これまで 食べた どのす しょりもう まかった。 

岬の 突端に ある 安乗 灯台 は 「喜び も 悲しみ も 幾 歳月」 という 映画に 出た とタ クシ ー の 運転手に 聞いた が、 四角 

な 灯台で あるの がめ ずらしかった。 灯台からの 眺望 はじつ にす ばらしかった。 右手に 大王 岬が みえた。 私 は 車 を 

反 j して 灯台の ほとりに とりのこされた。 海面から 暮色が 這い あがって きて、 霧の ような 闇が 傍らの 浜 木綿 を 包ん 

だ。 そのと き 大王 崎の 灯台の 燈が 突然 輝き はじめた。 
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流浪の 皇子 


我 を 世に あり やと 問 はば 信 濃なる 伊那と こたへ ょ嶺の 松風 

宗良 親王 

天 竜 川 右岸と 三 河の 国境に ある 坂 部の 村に 『熊 谷 家伝 記』 というめ ずらしい 書物が あるの は 以前から 聞き 知つ 

ていた。 そこに 一度 出向きた いという 念願が 叶って、 私 は 今年の 八月、 地熱の ために、 物象が ゆらめいて みえる 

ような 日の 午後に、 坂 部 をめ ざした。 飯 田 線の 中 井 侍 どい う 無人 駅から、 天 竜 川に かけた あやうい つり 橋 を わた 

る 道 をた どると、 坂 部の 部落の ふもとに 出る。 坂 部 は 見上げる ばかりの 山の頂 上 近くに かたまって みえる。 村人 

たち は 汗と りの 手拭の 上に 帽子 を かぶり みんな 手に 杖 をつ いている。 郵便配達 夫 も 例外で はない。 新聞 はみ な郵 

便で 配られる。 だから 手紙の ない 日で も 郵便配達 夫 は 家々 に 立ち寄らねば ならない の だ。 

部落の ふもとの 坂の下から 山の 上の 部落まで、 片道 一時間 近く かかる。 天 竜 川 を 越した 反対側の 山の頂に ぼつ 

んと 一軒 立って いる 家 もみえ る。 なぜ こんなと ころにまで 部落が あり、 家が 作られねば ならなかった か。 切り立 

つ 坂 を あえぎの ぼりながら、 私の 疑問 ははず む 息と ともに 胸中に ふくらんだ。 目 ざす 熊 谷 家 は 急傾斜に 立てられ 
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た 大きな 昔づ くりの 家で、 柱 も 天井 も 煤で 黒く 光って いた。 いくつもの 世代が この 一 つ 家で 共同生活 をして いた 

私 は 八十 をす ぎた 老翁に むかって、 馬に たかる 虻が 私の 足 を 靴下 ごしに 剌 すの を こらえながら、 さっきの 疑問 を 

出して みた。 イロ リに むかう 老翁 はだ まって 微笑して いた。 老人と して は 先祖が 住んだ ところ だから、 自分た ち 

もこ こに 住んで いると いう 以外に 答える すべ はない のだろう 

ただ 私 は 南北朝時代の 開墾の 歴史が いかなる 動機に 始まる のか 知りたかった ので ある。 

『熊 谷 家伝 記』 によると、 熊 谷 家の 先祖 は 武蔵国 熊 谷 党の 首領 直 実で ある。 直 実の 曾孫が 直 重で 三 河に 移り 住ん 

だ。 その子 孫に 貞 直とい う ものが いた。 この 貞 直が 井伊 政道から 高貴な 皇子 を あずかり、 遠 州に 落ちた。 この 皇 

子 は 後醍醐 帝の 皇子 fl 勤 親王と も その子の 尹 良 親王と も、 あるいは 他の 皇子と も 考えられて いるが、 『熊 谷 家伝 

己』 よ 江 一 n 寺 代の 為 乍で あり、 史実 を 忠実に たどった もので はない。 おそらく 熊 谷 家で は 先祖と 皇室との 関係が 

ある ことにして おきたかった のだろう。 貞直 は、 「信 濃 国 伊奈 郡の 分に て 候へ ども、 下へ 四、 五 里程の 内に は 民 

家 もなければ、 信 濃と も 三 河と もさら に 知りが たし」 といった ところに わけ 入って 山 を 開き、 焼 畑 をして くらし 

をた てた。 そこ は 現在の 坂 部から 少し はなれた が i 口で ある。 貞 直の 孫の 代に なって 居 を 坂 部に 移した。 元禄 年間 

にで きた 『下条 由来 記』 によると、 この あたり は 深山幽谷で、 はじめは 民家が  一、 二 軒 ある 程度で、 侍な ども 住 

まず、 隣家との 通い も 不自由で、 村の 名 も はっきり せず、 小さな 部落の 名 だけが あった。 『太平 記』 に 記される 

大乱の ころ、 諸国の 浪人 や 土民 や 男女、 僧侶と 俗人との 区別な く、 あちこちから やって きて は、 名 まえ を かくし 

て 変名で 住んだ。 統率す る 頭と いう ものがなくて、 郷村の 秩序が 安定 しないので、 浪人が きたなら、 どこでもよ 

ろ こんで 受け入れた —— とな つてい る。 

つまり 浪人た ちが 南北朝時代から 室町 時代に かけて この 信 濃と 三 河の 国境に 入り こんで きた。 また 他の 浪人が 

やってくれ、 ま 村落の 自衛の ために 歓迎した。 独立 自衛 農民で ある これら 開発 地主が、 連合して 郷頭 をた てた。 郷 
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頭に は 総本家が なる のが ふつうだった らしい。 そして あとから きて、 開墾地 主と なった もの は、 親 村に 金 をお さ 

め、 枝 郷の形 をと つた、 といわれ ている。 自分の くらし さえ 立てば よく、 そのために 自力で 必要な： の 平和 を 

守ろうと した。 自分た ちで 自分 を 守る ほかなかった 時代で ある。 他の 集団との あいだの 小ぜり あい も おこなわれ 

た。 しかし それ は 戦国 武士の 野心と は 次元 を 異にする ものであった。 

たとえば 三代 目の 熊 谷 直吉は 浪人 あがりと いう 新 野の 関 氏に 隸 属する こと を 求められた とき、 それ を 断固 拒否 

した。 せっかく 祖父が 身 を 落ちつけ たと ころ を だまって 退去 すれば、 ながく 子孫の 恥辱と なるとい う 理由に よつ 

てで ある。 直吉 とその 一族 は 日頃から 伊吹と いう 兵法 者 を かかえ、 男女と なく、 昼 は 耕作に はげみ、 夜 は 武道の 

稽古 を 怠りなく やって いた。 そこで 関 氏が 攻めて くるば あい 一戦 を まじえる ことに 覚悟 をき め、 道に 石弓 を 仕掛 

け けわしい 沢に 橋 を かけ、 関 氏の 徒党が それ を 渡る とき、 石弓 を 放って 橋 もろとも 谷底に 落す ような こと を 計 

画した。 住居 を 捨て 要害に 立て こもれば、 そこにい たる 道 は ひとすじし かなく、  二 五 〇 張り もの 弓で 狙った がさ 

レこ関 氏の 軍勢 は 勝利 はおろ か、 生きて かえる こと は むずかしい、 とお それられ、 直吉の 代に は 関 氏に 屈従す る 

こと はなく すぎた。 そこで 山稼ぎの 者た ち は、 

左 閑 辺 (坂 部) に 居て は 直吉、 往ては 地獄、 関 手 落るな、 死 怖ば しわたら ば 命なん よへ 

と 謡った という。 

そこに は 日常の 苛酷な 労働 や 不便な くらしと 見合う、 いや 上 まわる 誇りが のぞいて いる。 かって は 武士の 流れ 

であり、 しかも 高貴な 血筋の 方 を 保護しつつ 放浪 を 重ねた という ことがなければ、 山間の 不便 きわまる 辺地に 住 

む 理由 を 子孫に 伝える こと は むずかし か つ たのであろう。 
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初代の 貞 直が、 「おも ひき や 千里の 浦 を 廻り 来て この 山陰に 打ち 果 ると は」 という 辞世 をの こして 死んだ とき. 

嫡子で ある 二 代 目の 直 常 はつぎの ように 記す。 

「さすが 桜の & なれ ども、 花咲く 時節 もな く、 ついに は 深山の 埋れ 木と なり 朽ち はて 玉い ぬる こそ あさましけ 

れ」 

こ こ に は 落人と しての 誇りが ある。 

『熊 谷 家伝 記』 に 良 親王の ことが たびたび 出て くるの も、 自分ら 一個の 歴史が もっと 大きな 歴史に くみこまれ 

ている こと を 証明したい 衝動が あつたた めで ある。 ただ 尹 良 親王が 浪合 村で 自害した の は 応永四 年 (一三 九 七) だ 

と 書き、 そのの ち は応永 三十 一年 (一四 二 四) の 八月と 二度に わた つ て つじつまの 合わぬ こと を 平気で 記して いる。 

さらに 別の 箇所で は 尹 良 親王が 自害した のちに その子 良 王 は 尾 州 海 東 郡 大橋定 省の 居城で ある 奴 野の 城に 身 をお 

いたと な つてい る。 これ は あとでの ベる ことになる 尾 張の 津 島の 社家の 大橋 家と つながりが あるので あろう。 

『熊 谷 家伝 記』 五ノ 巻に はふし ぎな 記事が のって いる。 それ は、 かって 応永 年中に 知久 五郎が 後醍醐 帝の 孫の 尹 

良 親王 を i つて 保護した という ことで、 後世の 子孫が 秀吉の 勘気 を 蒙って 自分自身の 罪科で はない が、 先祖のお 

かした あやまり は 申し わけない とい つ て駿 河の 方へ 退去して いつ た、 という 記事で ある。 

南北朝時代に 知久 五郎が 尹 良 親王 を もてなし たという かどで、 その子 孫が 疑惑 を もたれて 追放の 憂目に あった 

という こと は 何とも 理解の ゆかぬ 話で ある。 秀吉の いいがかり だとしても、 それ をみ とめた 末裔の 態度 も 奇異で 

ある。 ただ 高貴の 皇子 を かくまう ことが 時の 権力者 を 逆撫です るよう な 行為であった ことが 推測され るの みで あ 

る。 権力者の もたない もの、 それ は 血す じで ある。 高貴な 血す じに よせる 日本人の 思慕 • 係 恋 は 外国に は みられ 

ない ほどに 強かった という ことができる。 流浪の 皇子た ち を 守って 権力者 を 向う に まわした たかう という ことが 

南北朝時^に おこなわれた。 秀吉は 幾 世代 もまえ のそう した 事実 を 嫉視した のか。 では この 尹 良 親王と いうの は 
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そもそも 何者な のか。 確実な 史料 はまった く 残されて いない。 伝説 を 手がかり とすれば、 尹 良 親王 は宗良 親王の 

子どもと いう ことにな つてい る。 そこで 宗良 親王と は どんな 人物で あつたか、 それから 確かめて ゆかねば ならな 

ヽ 0 

二 

南アルプスの 赤 石 岳 を まなかい に 仰ぐ 山ぎ わ、 羚羊が 渓谷 を こえた 向い側の 岩角に 跳り、 ムサ サビが 小屋の 屋 

根 裏 をね ぐらと すると ころに ひとりの 皇子が 住んで いた。 御所平と いう 地名が そこにの こって いるから、 いう ま 

でもな く 朝廷に 縁 由の ある 場所と わかる が、 その 皇子の 名 は 後醍醐 天皇の 五番 目の 子どもで ある 宗良 親王で あつ 

た (八 番目の 皇子 ともいう)。 御所平までの 道 はけ わしい。 今の 大鹿村 大河 原に 属する 上 蔵 部落から その 奥の 釜 

沢 部落へ は 一里 半、 釜 沢から さらに その 奥の 御所平まで は 一里。 大鹿 村の 大河 原 は 飯 田から バスで 二 時間 近く か 

かる 山奥な のに、 そこから また 二 里 半 も 奥に なぜ 宗良 親王 は 住んで いたの か。 

現在で も、 上 蔵 部落から、 签沢 部落 をへ て、 御所平に むかう 道 は 車 一台が やっとと おれる だけの、 谷底 を 右の 

眼下に 見お ろす か ぼ そい 山道で ある。 道の むこうに は 立の ような 山が 幾重に も 重なり合って 立ち ふさがる。 山 

道の 下の 斜面に わずか 数軒の 人家が よりあつ ている 签沢 部落 をす ぎる と、 もう 人家 はない。 人間の 臭い を 脱した 

自然の 寂寥が せまって きて、 けもの 恋し さ を 思わせる ところ、 わずか 五町ば かりの 山の 斜面に 御所平の 名が つい 

ている。 このての ひら ほどのと ころに ァヮゃ ヒェを 植えて、 山 樵 か 隠者の ように 皇子 は 住んで いた。 ァケビ や 山 

葡萄の 黒い 実が 熟れる ように、 三十 年 を こえる 歳月が そこで 熟れた。 南北朝の むかしで さえ、 それほどに 追いつ 

めら れ なければ 生き 難かった のであろう か。 信 州 大王 または 信 濃宮の 尊称が 宗良 親王に 奉られた の は、 皮肉な 献 

辞であった のか。 
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これら はだれ しも 湧く 当然の 疑問で あるが、 私 はこの 疑問 をめ ぐって 南 信 濃 を あるきまわった。 大河 原の 上 蔵 

に 住む 小島 尊 雄と いう 八十の 老人 は、 この 上 蔵 部落の 高みに ある 信濃宮 (宗良 親王 を祀る 神社) に 奉仕す るの を 

自分の 余生の 仕事と している 人で あるが その 老人の 話で は、 宗良 親王 は 御所平から 上 蔵の 部落の 背後に ある 鳥 倉 

山 (二 〇 二三 メ ー トル) の 稜線 をと おって 大鹿 村の 鹿 塩へ ぬけた という。 これらの 道 は 今ではす つかり あれはてて、 

道ら しい もの もない が、 豊 口山と 鳥 倉 山の 鞍部で ある 越路 (標高 一 八 〇〇 メ —トル) を こえて 北面の 谷 を まっすぐに 

降りる と、 鹿 塩に 出る。 御所平から 鹿 塩へ ぬける この 最短距離 をと おって、 おつきの 者が 鹿 塩に 湧く 塩水 を はこ 

ん では、 宗良 親王の 御用に 供した ものであると いわれて いる。 

鹿 塩 は その 名の 示す とおり 今でも 岩塩の 層に つながる 井戸から 塩水 を 汲み あげる。 一 斗の 水 を 煮つめる と 四 合 

の 塩が とれる というから、 濃い 塩水で ある。 海水 を 汲んで は 朝の 味噌汁が わりの 塩 汁 をす すった 戦時中に は、 山 

間の 大河 原 部落の 人び と は 一 日が かりで 桶 を かついで 鹿 塩への 道 を 往復した。 だから 鹿 塩 はこの 付近の 人び とに 

と つ て 古来 不可欠な 塩の 供給地で あつ たので ある。 けもの も 塩 を 求めて 慕いよ る 鹿 塩の 近くに 牛馬 を やしなう 牧 

が あり、 宗良 親王 も そこ を 根拠地と した こと は 首肯で きる。 

しかし、 もう 一 つの 大きな 理由が ある。 天 竜 川の 東が わ、 伊那 山脈と 赤 石山 脈に はさまれた 南北に のびる ほそ 

ながい 平地 は、 信 濃と 遠 州、 信 濃と 甲 州、 信 濃と 上 毛 をむ すぶ ふるい 道す じに あたって おり、 しかし その 道す じ 

に は 南朝 方に 味方す る 豪族た ちが 割拠して いた。 そこで ここ を 勤王 街道な どと 呼ぶ 人 もい る。 南北朝の 時代 だけ 

でな く、 大河 や 鹿 塩 部落の 人た ち もつ い 先頃まで、 利用して きた 道な ので ある。 大河 原と 鹿 塩 をむ すぶ 線 を さ 

らに 北へ 延長 すれば 高遠へ いたり、 杖 突 峠 をへ て籠訪 盆地へ 出る。 そこから 上 毛、 または 甲 州へ 出る こと もで き 

よう。 一方、 大河 原から 地蔵 峠 を こえて 遠山 地方へ、 そこから さらに 青 崩 峠 を こえて、 三 河の 水 窪に いたる 路線 

が 引かれる。 地図の 上の 直線距離 にして 二十 五 里の この 古道 を 利用して 宗良 親王 は 誠訪の ほうへ、 また 三 河の ほ 
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うへ とぬ ける こと 力で きたので あった。 こうして みれば 今 は 赤 石 岳 や 三 伏 峠の 登山口と しての み 有名な 鹿 塩ゃ大 

河原 も、 もとは 有名な 道の 要衝に あたって いたので ある。 

三 

それば かりで はない。 大河 原 城 は 香 坂 高宗の 拠る ところで、 親王 を 守護し、 朝夕 供奉す る ものた ちに 衛られ て、 

宗良 親王 は 大河 原 を 根拠地と する ことができ たので ある。 宗良 親王が 大河 原に すごす ことにな つたの は、 一 三 四 

三年 か 四 年 以来で 当時 三十 三、 四 歳であった。 大河 原に たどりつ くまでの 経路 は、 三 河の から をへ て、 

たみ あい すが あらの 

浪合、 菅の 荒野 (今の 下 伊那 郡大下 村) をと おりぬ けて、 遠山から 北へ むかい 香 坂高宗 をた よってい つたの だと 

推論す る 向き も ある。 その まえ は 親王 はどうして いたか。 遠 州の llfe^ 城に いた。 そこ は 浜 名 湖の 北に ある^^ 

郡に あって、 井伊 道 政の 拠る 城で ある。 親王 は 北 畠 親 房の 勢力下に ある 南 伊勢から この 井伊谷 城に 移った。 その 

あいだ 一度 はこの 城 を 出て、 畿内 各地に 転戦した が、 北畠顕 家が 泉 州 石 律で 戦死す ると、 ふたたび 遠 州に かえろ 

うとした。 東北に ゆく 義良 親王 や 北 畠 親 房と その子 顕 信と 一緒に 伊勢の 大湊を 出帆した ところ、 遠 州灘で 暴風に 

遭った。 親 房 は 常 陸の 内 浦に、 親王 は 浜 松 市の 東南に あたる 遠 州： JS は 羽の 港に 漂着、 そこから 再び 井伊谷 城に 入つ 

た。 そして その 滞在中、 後醍醐 帝の 訃報 を 聞いた。 井伊谷 城での たたかい は 苦しく、 親王 は 信 濃に 入った。 大河 

原に 居 を 定めた あと は、 そこ を 拠点として 各地に 漂泊と 滞留 を 重ね、 四十 二 歳のと き は 碓氷峠 を 越えて、 上野 か 

ら武 蔵に 打って出、 いまの 所 沢地 方に あたる 小手 指 原で 尊 氏の 八 万の 軍と 激戦 を まじえた が 敗戦に おわった。 ま 

た 四十 五 歳のと き は 塩 尻 峠 を こえた 桔梗が 原で、 小 笠 原 長亮の 軍と たたかつ たが、 これ もや ぶれた。 

これから 親王が 亡くなる までの あいだに 特筆すべき ことと いえば、 宗良 親王が 七十 を 越えて 三度 目の 吉野 入り 

をした とき、 河内の 山 田の 里で 『新 葉 和歌 集』 を 撰した ことで ある。 流離 漂泊の 生涯が 親王の 感受性 を するどく 
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した こと は 否めない。 歌人と しての 親王 は 大河 原に ついても、 

「信 濃 国大 川原と 申 侍け る 深山の 中に、 心う つくしく 庵  一 二ば かりして すみ 侍け る」 とか 「信 濃 国大 河原と いふ 

深山に 籠て、 年月 をのみ 送 侍しに、 さらにい つとまつべき 期 もなければ …… 」 とか 「大河 原と 申 侍し、 山の 奥 を 

も 又いで 侍しに、 行末 もい か \ なと 申て、 香 坂高宗 などし きりに とどめ 侍し を …… 」 とかいった 詞 書の 歌 を よん 

でい る。 これ を みれば、 山峡に 湧く 霧の ような わびずまいの すがたが 彷彿と してく る。 

宗良 親王の 没年 も 場所 も はっきり しない。 大河 原の ほかに 井伊谷 城、 浪合 村、 河内 国 山 田な ど 諸説が あって さ 

だめが たい。 ただ 浪合 村で 死んだ という ことに なれば、 そこに 史実の 波紋が 生まれて くる。 というの も 一説に は、 

ゆきよ し 

浪合 村で 戦死した 宮は、 宗良 親王で はなく、 その子と 称せられる 尹 良 親王で あると いわれ、 現在、 浪合 村に は 尹 

良 親王 を ま つ る 神社と 御陵が あるから である。 

四 

私が 浪合村 をたず ねて 興味 を 抱いた こと は、 この 村に も 大河 原 や 御所平と いう 地名が ある ことで ある。 御所平 

で 尹 良 親王が 籠居して いたと き、 ある 老婆が 宮に 親切 をつ くした ので、 尹 良 親王 は浪 合の 猫に はこれ から ノミが 

いないよ うにして あげようと 約束し、 はたして、 その 言の ごとくな つたと いう 伝説が あると 語った。 ところが、 

この 話と おなじような もの を 私 は大鹿 村の 大河 原で も 聞いた。 そこで は大鹿 村の 七不思議 があって、 その 一 つ は 

「この 村の 猫に はノミ がいない」 という ことであった。 浪合 村の ような 因縁 話 はついて いないが、 これら は 偶然 

の 符合と 私に はお もえな か つ た。 

浪合 村に は宗良 親王の 遺跡 はない が、 大鹿 村の 大河 原に は、 签沢 部落に 応神 天皇と 尹 良 親王 を 主神と する 宇佐 

八幡 社が 建って いる。 八幡 社 は 俗に 尹 良 八幡と 呼ばれて いる。 尹 良 親王 は宗良 親王と 井伊 道 政の 娘の 間に 井伊谷 
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城で 生まれた という ことにな つてお り、 また その 母で ある 道 政の むすめ は 「紀 伊の 妃」 と 呼ばれた とされて いる- 

大河 原签 沢に は r 紀伊 のきさきの ひょう 所」 と 彫った 石碑 も ある。 ひょう 所 は、 廟所 である。 つまり 尹 良 親王と 

その 母の 伝説 は 大河 原にまで 入り こんでいる。 一方、 宗良 親王に は それが な いのは なぜで あるの か。 

御所と か 御所平と 名のつ くこと は浪 合に かぎって いない。 たとえば 甲 州から 富 士見峠 を のぼりつめた ところに 

御所 島が ある。 ここ を 越える と 籠 訪領に 入る。 御射山 神 戸の 御所平 をの ぼり、 入 笠 山から 御所平 峠 を こえ、 少し 

下って 御所平と いうと ころ をす ぎ、 山 室、 非 持 を 経て、 分 杭 峠 を こえ、 鹿 塩から 大河 原に 達する の は 甲 州から 伊 

那に 入る 近路で あるが、 ここに 御所平の 名が いくつもの こって いるの は、 宗良 親王が 大河 原に 出入す るのに この 

道 を しばしば 利用した からで ある。 と 巿村咸 人 は 推測して いる。 つまり 宗良 親王の 伝説 は 実際の 足跡に ついて ま 

わって いるよう なと ころが ある。 ところが 尹 良 親王のば あい は それが ふたしか なので ある。 これ は 何にも とづく 

ものであろう か。 

まえにの ベた ように 宗良 親王 はす ぐれた 歌人で あり、 漂泊 覇旅を 詠んだ ものが 多い。 

身 をい かに 駿 河の 海の 沖の 浪 よるべな しとて 立ち 離れな ば 

へだて ゆく 伊那 野の 原の 夕霧に 宿 あり とてもた れか訪 ふべき 

かたしき のと ふの 菅薦 冴え わびて 霜 こそ 結べ 夢 は 結ばず 

わが 袖の露より 霜と なる までに 払 はでき つる 旅 衣 かな 

を ざ さ 

霜 寒き 小篠か 原の かり 枕 ひとよ を だに も 明かし かねつつ 

老の浪 また 立ち 別れい な 舟の のぼれば くだる 旅の 苦し さ 

はるばると 木 曾の かけはし 君 ゆ ゑ や あや ふき 老の身 を 忘れけ む 
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これら は それなりに 実感の こもった 歌で あり、 四十 年の 流離 生活の 体験の 重さ は 否定すべく もない。 流浪の 皇 

子で ある 宗良 親王に 子ども を 想定して、 それに 放浪の 伝説 を むすびつ けたくな るの は 人情の 当然で ある。 宗良親 

王に ついては、 史実が かなり はっきり している けれども、 尹 良 親王 は 史実の 裏付 を もたない 伝説 中の 人物で ある 

というの も、 この間の 消息 をった えてい る。 たとえば 『浪合 記』 にみ える 尹 良 親王が 浪合 村の 大河 原で 自決す る 

ときの 辞世 

思 ひき や 幾 瀬の 淵 を遁れ 来て 此浪 合に しづむ べしと は 

という 歌 は 真実味に とぼしい 作為の 露骨な ものな ので ある。 

ただ 尹 良 親王の 伝説 も 漠然と ひろがつ たもので はない。 もともと 宗良 親王が 信 濃 を 根拠地に したの は、 たたな 

わる 高山が 自然の 要塞に ふさわし かつ たことの ほかに 信 濃に 皇室 所有の 荘園 ゃ皇 大神宮 領の 御厨が あって、 これ 

らの 事務 を つかさどる 武士との あいだに 精神的、 物質的 紐帯が あつたから である。 しかし、 一方で は吉 野の 南朝 

の 本営との 連絡 をつ ける に 便利で もあった からだ。 その 経路 は 「南 信 濃より 三 河の 足 助 をへ て 尾 張の 知 多 半島の 

南端 羽 豆 崎に いたり、 または 遠 江の 浜 名 湖より 海上 を吉野 朝廷 唯一の 軍港 伊勢の 大湊に 船 を 寄せ、 それから は 櫛 

田 川の 谷 を 山越しに、 吉 野へ 出る 路 によった もの」 と 市 村 咸人は 想像して いる。 

これにた いして、 尹 良 親王に まつわる 伝承の ほう をみ ると、 信 濃 を はじめ、 尾 張、 三 河、 駿河、 上野、 下野の 

諸国に 及んで いる。 奥 三 河で ある 北設楽 郡の 豊根 村と 稲武 町、 また 南 設楽郡 作 手 村と 額 田 郡 額 田 町、 そのほか 名 

古屋の 西に ある 津島 にもの こって いる。 豊根 村の 「ゆきよ し 様」 の 祭 は 盛大 をき わめる といわれ、 御所平の 地名 
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はこ こに もの こって いる (『尹 良 親王の 伝説』 南朝 史学 会)。 

ここで 宗良 親王が 利用した 道す じと 尹 良 親王の 伝説の 分布 は 重なり あう かどう かが 問題で ある。 鹿 塩、 大河 原 

から 北 は 高遠へ 南 は 遠山から 水 窪へ ぬける 街道 は 塩 を はこぶ 道と して 古来 利用され ていたと 思われる が、 一 方、 

三 河 岡 崎から 足 助、 根 羽、 浪合 などの 三 州 街道、 あるいは 豊 崎から 新 城 経由の 伊那 街道で 根 羽に 入り、 そこから 

浪合 をと おって、 飯 田に おくられる 塩 も 多かった。 このほう は 中 馬の 利用 もあって、 街道の 繁栄 は 天 竜 川の 東が 

わから 西が わへ 移った。 そして 浪合は その 街道の 要衝で 左右から 山に せばめられた ところに 関所が もうけられて 

いた。 したがって 尹 良 親王の 伝承が 浪 合から 奥 三 河な どに 波及す る 機会 は 多かった と おもわれ るが、 尾 張の 津島 

にまで あるの はどうし たわけ か。 ここ は宗良 親王と はま つ たく 関係の ない ところで ある。 

五 

よしゆき  なみ あいき 

尹 良 親王の 子ども は 良 王で ある。 『浪合 記』 に は 「永 享七年 十二月 廿 九日 良 王 津島天 王の 神主が 家に 渡御、 同 

八 年 正月 元旦 雑煮 を 良 王に 上る、 魚な し、 伊勢 給を羹 とす、 御飯 は 半白 米 也、 汁 は 尾 張 大根の 輪 切、 鰌 は 小 鰯の 

干た るに 大根の 削 候 を 入て 奉る。 此 年より 御 流 労な し」 と ある。 この 文章の スタイルから 推して みても 『浪合 記』 

が 後代の 偽書で ある こと は 否定すべく もない。 その こまごまとした 日常 描写 は、 尹 良 親王の 子と 目され る 良 王が、 

口碑 中の 人物で ある こと を かえって 察する に 足る。 津島天 王の 祭礼 は その 祭の にぎわいに まぎれて 良 王の 謦敵を 

十艘 でと りかこんで 殺した という ことから、 後世 は そのと きの 難 言葉 を まじえる ことにな つ たという 言いった え 

が ある。 『浪合 記』 の 一本に は 「永享 八 年に 尹 良 親王 を津 島の 天 王の 社 地に 神に 祭り 若宮と 号し 奉る。 時に 六月 

十四日より 十五 日に 至りて 祭な り。 十一 党の 者 船 十 一艘 を 各 其 家の 紋を 以て 飾り 名字 を 書 験す。 此 祭りの 始まる 

事 は、 同国 佐 野 村に 台尻 大隅 守と いう 敵 あり、 此船を もって 謀り 討たり、 此 時より 今に 至る まで 台尻 討と 猿すな 
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り" 良 王 自ら 神主と 成 給いて 天主の 社内に 住し 給う」 と あり、 尹 良 親王 や 良 王 は よくよく 津 島に 関係が ある こと 

が 力説され ている。 これにた いして 宗良 親王 は津 島と はなん の ゆかり もない。 この こと は 何 を 意味す るか。 

柳 田 国 男 は 『東国 古道 記』 の 中で この 疑問に ひとつの 回答 を 与えて いる。 柳 田の 解釈に したがえば、 尹 良 親王 

が浪 合で 戦死され たと (『浪 合 記』 などで) なって いる 応永 三十 一 年 (一 四 二 四) より はかなり 後代の ことになるが、 

信 農 や 三 河な どの 往還の ほとり、 峠の 口 ゃ路の 辻、 または 浪 合な どのように 両 山の 迫った ところに 「ゆきよ し 

様」 という 神様の 塚、 もしくは 霊地が 祀られ ていた。 そして それ は 旅人の 保護者と なって いた。 —— というので 

ある。 紙の 御幣 を 切って、 災い を しずめる ような 祭り をした のちに、 村 境 や 峠まで 送って いって、 災厄 を 村から 

ま 放す る。 そのための 霊地 を ユキ ヨシ サマ とよぶ ことにな つていた ので はない か、 という 柳 田の 推論 は 示唆に 富 

んで いる。 津 島の 御師 たちが 各地へ めぐって 天 王 信仰 を ひろめた が、 神 送り は 天 王 信仰の 特徴の ひとつであった。 

尹 良 親王の 伝説が 各地に 残 在す るの は、 こうした 理由から である、 と 柳 田 は 言う。 津 島の 御 師の廻 国に よって ュ 

キヨシ サ マの 信仰が、 中部 丁 帯に ひろげられた。 それが 宗良 親王の 御子で あるよう に 信じられ たの は、 高貴な 血 

筋の 人た ちの 来訪 を こいね がう 民衆 心理が あずかって 力が あつたか、 または 御師 たちが そのような 伝承の 運搬 者 

となつ たためで あつたか。 

しかし 市村咸 人の 『宗良 親王』 をよ むと、 それだけ でもない 気がする。 彼 は大鹿 村の 御所平に ふれて 次の よう 

にいう。 「寺 屋敷 は、 御所平から 北に 登る こと 更に 十二、 三 町、 豊 口山の 麓 を 流れる 寺 沢 川の 南 崖 上に ある 小 平 

地で、 (宗 良) 親王の 行 法 をな された 長 谷 庵の 跡 だとい われて いる。 左右 は 絶壁で、 うしろの 山に 沿うた 一郭 は 

江戸時代に § 轤師 (木地 屋) の 住んだ 屋敷 跡で、 今 は 石垣 だけが 残って いる。 そこに は 菊花 御 紋章の ついた 木地 

屋の 墓石 も あつ たそう だが、 ある 時の 山崩れに 埋没して しもうた という ことで ある。」 

また 柳 田 も 『史料と しての 伝説』 のなかで 「信 州 伊那の 大河 原 村 は、 宗良 親王 御 経過の 地で あり、 吉 野に 劣ら 
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ざる 南朝 方の 根挝 地であった だけに、 郷人 思慕の 情 を 基礎に して、 その 口碑に 注意して 見る と、 浪合記 一流の 無 

理な 伝説が 幾ら も 出来て 居る。 小椋 一族が これに 参与した 確かな 痕跡 はない が、 この辺 も 亦 彼等 活動の 舞台で あ 

つた。」 

と 述べ て 木地 屋が 大河 原 一 帯に 宗良 親王 や 尹 良 親王の 伝説 を 植えつ ける のに 一 役 買った こと を 仄めかし ている。 

柳 田に よると、 御所平と いう 地名 は 会 律との 国境に ある 新潟県の 東 蒲 原 郡の 中 山と いう 村に もの こって いる。 

そこに は 古塚が あって 高 倉 天皇の 御陵 だと 伝えて いた。 塚の 傍に 御所車の 形 をした 石の 工作物が あって、 この 石 

の 左右に 十六 本の を もった 車の 輪が 彫り 添えて あって、 菊花の 御 紋章に まぎらわし いという。 ここ は 小 倉嶺と 

もよ ばれて いるから 小 椋姓を 称する 木地 屋の 住みつ いたと ころ かも 知れぬ。 柳 田 はこれ を 特殊な 刃物 を もった 器 

用な 木地 屋が 彫った ので はない かと 考えて いる。 十六 本の 放射線 を もった 円盤 紋様 は、 たぶん 木地 屋の もってい 

た 口 クロ を 使った のだろう と 言って いる。 これにし たがえば、 大鹿村 大河 原の 御所平の 奥に ある 菊花 御 紋章の 墓 

石 は、 あるいは 御所車の 墓石だった かも 知れず、 そのために、 御所平と いう 地名が 宗良 親王の 没後に つけられた 

のか も わからない。 木地 屋が あるいは 宗良 親王の 遺跡に ついての 伝承 をつ くりあげた ことが 推定され るので ある _ 

一方、 浪 合の 村 はい ま は 見る 影 もな くさびれ て 過疎の 村と なって いる。 かって は 中 馬で にぎわつ たこの 街道す 

じ を、 飯 田と 名 古屋と をむ すぶ 国道が つらぬき、 トラックが 土け むり を あげてい る。 寒さの きびしい 冬の 季節に 

は、 きまって 十五、 六 台の 車が 転落 事故 をお こすと いう。 浪合 では、 大河 原と いう 地名と 御所平 はごく 接近した 

距離に ある。 親王 を まつる 神社 は宮の 原と いう 高台に ある。 御陵 は 扉に 打ちつ けた 菊花の 紋章 こそい かめし いが、 

土 を 盛った だけの ものである。 天 竜 川の 東が わ は 父君の 宗良 親王の 伝承 や 遺跡が 大河 原 を 中心に して ある。 そし 

て 西が わに あたる ここ 浪合 村で は 御子の 尹 良 親王の 伝承 遺跡が 守られて いる。 それ は あたかも 天 竜 川 を 軸に して 

左右相称の 感じ を 私に 与える。 伝説 は 史実の 周辺 部、 つまり 史実が 明白に すぎず、 さりと て 皆無で もない ところ 
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に 発生し やすいの かも 知れない。 

『浪合 記』 が 元禄 頃の 偽書で あると しても、 浪合 では 尹 良 親王の 実在 を 否定す る こと は 勇気 を 要する。 そして そ 

の 周辺に も いくつかの 伝承 を 生んで いるので ある。 

たとえば、 尹 良 親王が 浪合 村の 大河 原で 敵方の 小 笠 原 一党の ために 自害に 追い こまれた という ことから、 小 笠 

原 家で は 不吉な ことが つづく と、 これ は 尹 良 親王の たたりと いう ことで、 親王 を 氏神 様と して 祀る ようになった 

といい、 また 尹 良 親王が 三 河の ほうへ ゆく 道す がら、 松 尾 村 寺 所 を 通った とき、 草鞋 を 所望した ところ、 ある 家 

で 言う こと を 聞かなかった ので、 その 家の 総領の 子の 足に たたって、 代々 片足が なえる ようになった という。 こ 

うした 伝承 は 太子 伝説 を 思い 浮べずに はすまない。 

ここで 私 は 柳 田 国 男の 次の 一 文 を 抄出す る ことにする。 

「長野県 南 境の 山村 こ.、 昔 ユキ ヨシ 様と いう 貴と い 御 方が、 ここで 悪者に 攻められて 御 果てな された の を、 御 

祭り 申して 居る という 伝説な ど は、 後に 南朝の 皇孫、 信濃宮 とも 申 上げる 御 方の ことかと いう 説が 出た 為に、 

次第に 遠慮 をして 引 込めた 口碑 も 少なくない。 たとえば 或 部落で は 草鞋 を くれと ュ キ ョ シ 様が 所望な された の 

を、 すげ なく 御 断り 申した 罰に、 今でも 或 旧家で は 代々 に 足の 病 を 煩う 者が あると いう ことな ど は、 事 は 小さ 

いが 注意すべき 手掛 りで あり、 土地の 誇りで も 無い こと を 記憶して いるの だから、 簡単な 作り ごとで は ある ま 

い。 又 m おという 村で は 不思議と 家の 猫に 蚤が いない。 是も ユキ ヨシ 様が 御 滞在の 頃に、 猫 を憐ん でそう いう 

御 誓い をな された からと 謂う ので、 例 は 秋 田の 七 座 山麓の 里 を 始め、 随分 各地で 信じて 居る 神の 奇瑞の 一 つで 

あった。 ところが 現在 歴史の ように 見られて いる 浪合 記な どの 記録で は、 宮は 僅かな 日数で あわただしく ここ 
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を 通過せられ、 そうした 静かな 日 は 無かった ようになって いるから、 今 はごく 愚直な 者し かこれ を 誠と する こ 

とが 出来ない ので ある。 それよりも もっと 重大な 否認 は此 地方の 人 は 永い 間、 口と 耳に よって、 只 ユキ ヨシ 様 

の 名 を 記憶して 居た。 それ を 二百 年ば かり 前から 誰が 始めた もの か、 尹 良 親王と 字に は 書いて 居た が、 土地で 

の 称え 方 はま だ 元の ままであった。 然るに 歴史の 知識の 進む と共に、 是を どうしても タダ ナガ 親王と 言わねば 

ならぬ ことにな つて、 伝説 はすつ かり 真二つに 割れて しまったので ある。」 (『伝説』 五八— 五 九 頁) 

長い 引用に なった が、 これ は 私が これまで 書いた 文章の 総括で ある。 

大詰の ュ キヨ シ 親王に まつわる いくつかの 伝説 はすで に 私が 掲げた ところで あるが、 柳 田 は 尹 良 親王の 遺跡 や 

没年 や 場所 や 辞世の 歌 を あれこれと せんさくして、 他の もの を 贋作と する ような 真偽の あらそい 方 を やめ、 眼 を 

他に むける こと を 人び とに うながして いるの だ。 

柳 田 は、 伝説 を 頭から 無視して かえりみず、 せいぜい 矛盾 撞着す る 伝承の 中から、 一、 二 をと りあげて 史実と 

する ような 史家に 反対す ると 共に、 伝説の 史実 的な 価値に だけ 固執す る 地元の 人た ちに も 組し ない。 また 伝説 を 

放恣な 空想の 所産と 考える 人た ち を も、 伝説の 扱い方、 伝説の 見方 を まちがって いると 指摘す る。 尹 良 親王に か 

ぎらず、 日本に は 平家の 公達の 落ちて いったと ころ や 天皇 廻 国の みぎり 足 をと めた ところ、 あるいは 皇子が 土地 

の 娘と ねんごろ になり 一子 をもう けたと ころな どが かぎりなく ある。 柳 田 は 「必要なる は 唯 日本の 国民が よその 

民族よりも 遥かに 立ち まさって、 帝王 巡 国の 伝説 を 信じ やすい 習性 を 具えて 居た 事実 を、 注意して もらう ことで 

ある」 と 言って いる。 この 帝王 は、 王 または 王子な ど 高貴な 血す じ を 引く ものの 総称で ある。 

もと をた だせば、 あきつ 神と しての 賓客、 折 口 信 夫の いう 「まれび と」 (まろう ど) としての 神で ある。 この 

神の すがた は、 万 葉 や 風土記 や 記録に 投影して いるが、 それ は 日本 民族の 起り とともに ふるい 習俗で あり、 心情 

なので ある。 はじめは どこの ものと も 知れぬ 高貴な 神 や 王子が、 後世に は 固有名詞 を ともなって あらわれる こと 


になった。 したがって その 伝承 も 史実の すがた を 衣裳と して まとい、 特定の 土地と むすびつけられた。 

こうして 仮装 人物で ある 神 や 王子の 伝承の 真の 意味 は 忘れられた。 源平の 合戦 や 南北朝の 動乱が その 飛躍的な 

展開 をうな がした。 ただ 平家 谷の 伝説 は、 平家が 天皇 を 擁し、 平家の 一族が 教養 ふかい 公達と みなされ ていた こ 

と を 抜きに する こと はでき ない。 山間 僻地に 住む 人た ち は 高貴な 血す じに 自分た ち も あやかろうと したので ある- 

武辺 一点張りの 源氏に は それ を もとめる こと はでき ない。 南北朝の 動乱が おとずれた とき、 後醍醐 帝の 皇子た 

ち は 使命 を 受けて 諸国に 潜入した。 オルグ 活動と ゲリラ戦に 生涯 をつ いやし、 悲劇的な さいご をと げた もの も少 

なくない。 

流浪の 皇子すな わち 貴種 流離の 伝説 はふた たびよ みがえ つた。 
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1 

一九 六 九 年の 三月な かば、 金印の 出た 土地と して 知られて いる 福岡県の 志 賀島を 訪れた ことがあった。 東京が 

時なら ぬ 大雪に 見舞われた 日で、 志 賀島も 玄海灘 の 向う から 吹きつける 風が つめた か つ た。 

志賀 海神 社 はこの 志賀 島に あり、 急な 石段 をの ぼって いくと、 右手の 下方 は 漁村の 風景が ひろがつ ている。 拝 

殿 は大内 義隆の 寄進に かかわる と 聞いた。 ずいぶん 古い 神社で ある。 丁度、 春の 大祭の 朝で、 社務所で 出された 

手焙りに 身をかがめながら、 硝子 窓越しに 外 を 眺めて いると、 白い 装束の 男た ちが 白木の 三方に 神酒 や 大根 や 野 

みや ざ 

菜 をのせ てうろう ろして いる。 ここに は宮 座が あって、 村び とが 臨時の 神主 役 を はたす という。 今にも 霰が 降り 

出しそう な 空模様の 下 を、 漁師 や 百姓 づら をした 男た ちが 水 干 直 衣 を 着て 祭りの 準備に 追われて いるの をみ てい 

ると、 私 はまる で 室町 時代に かえった ような 錯覚に 捉 われた。 

しかし 私が それよりも おどろい たの は、 この 神社の 神職が 今 も 安曇 氏 を 名のって いる ことであった。 安曇 氏 は 
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阿曇 氏と も 書く が、 日本で もっとも ふるい 海人 族で あり、 それ は 北 九州から 瀬戸内海へ ぬけ、 近 江の 安曇川 や 三 

河の Isk 半島、 信 州の 南北 安曇 郡に その 名 を 残し、 はて は 穂 高 神社にまで その 刻印 をつ けて いる。 「安曇の 宿禰 

は 海神 綿 積 豊玉彦 命の 子、 i 古 i 見 命の 後な り」 と 『新撰 姓氏 録』 にある。 その 安曇 氏の 末裔が 今な お 祖先 を祀っ 

ている という 事実に 私 は 日本の 国土の 悠久 を 思いみ る 気がする の だ つ た。 

『魏志 倭人 伝』 に は 北 九州で 朝鮮と もっとも 近い 対 馬の 海人の 記事が 出て くるが、 朝鮮の 済 州 島の 海女が 今日で 

も 優秀な こと は、 戦前 は 伊豆 七 島まで 遠征して いた ことで わかる。 政治的な 国境線が まだ 明確ではなかった 大和 

政権 以前に、 北 九州と 南 朝鮮の 多島海と がー 体の 生活圏 を 形成し、 その 中で 海人 族が 活躍して いる さま を 想像す 

る こと はけつ して 不自然で はない。 

『古事記』 に は スサノ ォは妣 の 国へ ゆきたい と 泣いた と 述べて あって、 妣の国 は 朝鮮の ことで あると 一般に は 信 

じられ ている。 じっさい 志賀 島の 尖端まで いって 北方の 海 をみ ると、 すぐそばに 朝鮮半島が あるよう な 気がして、 

私の 血 は あやしく さわいだ。 この 血の さわぎ は、 理屈 を こえた 妣の 国への 親愛の しるしでなくて なんであろう か。 

二 

いるま  こ ま ほんごう 

私が 連綿と した 家系に 驚嘆した の は 安曇 氏ば かりで はない。 埼玉県の 入 間 郡の 高麗 本郷 というと ころで 高麗 神 

社を祀 つ て い る 高麗 氏が ある。 五十八 代 目と 称する 当代の 高麗 明 津氏は 七十 七 歳の 高齢で あるが、 会 つ たと き、 そ 

の 柔和な 面 ざしに 朝鮮の 血が ながれて いると、 私 は 思わずに はいられなかった。 もっとも このうち 十代 は 兄弟が 

こうく り  じゃくこう 

継いだ の だから、 じっさい は 四十 八 代と いう 説明だった けれども、 それにしても その 祖先の 高句麗 亡命 人 若 光 

が この 地に 移住した のが、 「諸国の 高 句 麗人 を あつめ、 武蔵 国に 高麗 郡 をお く」 と ある 元 正 天皇の 七 一 六 年で あ 

るから、 奈良時代の 初め ごろの 話で ある。 
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高句麗 (前 三 七 I 六 六 八) は 高麗と も 呼ばれた。 高麗 人 千 八 百 人 を あつめ 高麗 郡 をつ くった が、 その 首長が 若 光 

であった。 

この 若 光 は 高麗 郡に 移る まえに 神奈川県の 大磯 にいた という 伝承が ある。 大 磯に は 高麗 山の 地名が のこり、 ま 

た 高 来 神社の 下の 宮は 高麗 王 若 光 を 祭って いる。 高 来 神社 はいう まで もな く、 高麗 神社の 呼び 方 を 変えた もの だ。 

この 神社の 一 年越しに おこなわれる 夏の 大祭で 舟 子た ちがと なえる 祝 歌の 一部に、 「俄に 海上 騒がしく、 浦の 者 

共 怪しみて、 遥かに 沖 を 見て あれば、 唐 船 急ぎ 八の 帆 を 上げ …… かの 船の 中よりも、 翁 一 人立ち 出で て、 櫓に 登 

り 声 を あげ、 汝ら それにて よく 聞け よ、 われ は 日本の 者に あらず、 諸 越の 高麗 国の 守護なる が、 邪慳な 国 を 逃れ 

来て、 大日 本に 志し、 汝等 帰依す る 者 なれば、 大磯 浦の 守護と なり、 子孫 繁昌と 守るべし」 と ある。 この 翁が 若 

光であった ので ある。 

こうした 歌が 今日まで 歌いつ がれる こと 自体 ふしぎと 思わざる を 得ない。 しかも 埼 玉の 高麗 郷に 本拠 をす えた 

若 光の 子孫 は 代々 高麗 氏 を 名のり、 鎌 倉 幕府の 執権 北条泰 時の ころまで は、 親族 や 重臣とば かり 縁組して きたと 

いう ことが 高麗 神社 伝来の 系図に 明記され ており、 高麗 本郷 一 帯の 帰化人の あいだで 高麗 氏の 血が 保 たれて きた 

ことが はっきり する。 この 系図 は 正 元元 年 (一二 五 九) に 火災で 焼けた が、 そのと き 一族 老臣な ど 高麗 百 苗が 

あつまつ て 諸家の 故 記録 をと りしら ベ、 高麗 氏の 系図 を あたらしく 書きの こす ことにし たと 記して あるの をみ る 

と、 鎌倉時代の 中期まで は 同族 意識 はき わめて 鞏固であった ことが うかがえる。 じっさい この 高麗 本郷に は、 若 

光の 墓と 称する 朝鮮 式の 多重 塔が あり、 付近に 高麗 川が 流れて いて、 日本の なかの、 朝鮮 特別区と いう 趣が ある。 

そうした 雰囲気 を 奈良時代 このかた 途切れる ことなく 持ちった えてき たのが この 一 帯であった にちがいない。 高 

麗郷の 近くの 飯 能 は 朝鮮語の ハンナ ラ、 つまり 「韓の 国」 という 意味 だそう だ。 東京都 下にば 江が ある こと は 誰 

でも 知っている。 
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私 は 泊 江、 調 布、 八 王子と 多摩川 ぞいに 引かれる ライン を 北上 させて、 八 王子と 高 崎 をむ すぶ 八 高 線の 沿線に 

朝鮮 文化 を 想定して みた。 つまり 関東 平野の 西部 ぞいに 古代の 朝鮮人が 定着し、 開拓 をお こない、 養蚕 を ひろめ、 

ひいては 機織り を さかんに したと 考えて みた。 すると、 あきらかに 高 句麗系 文様の 金 銅 飾 板 を 出す 泊 江の 古墳 群 

のま わりに 当時の 一大 集落が 浮かび あがる。 そこ は 多摩川と つい 眼と 鼻の あいだで ある。 多摩川 は 『万葉集』 に 

多 麻と 書き、 麻に 関係が あると 思われる。 

しろたえ  きぬた きぬいた 

『和名 抄』 に は 多 婆と 書いて あるから 白 栲の栲 を 意味す る タパ かも 分からない。 そして 近くに 調 布ゃ砧 (布 板の 

つづ まった 語) などの 部落が あると ころ を みれば、 多摩川に 布 を さらし、 それ を 木 や 石の 上に おいて 叩いて やわ 

ら かにして いた 当時の 光景が 眼前に 出現す る。 それ は 高麗 本郷を 流れる 高麗 川で も みられた 風景だった にち がい 

ない。 

三 

私 は 八 高 線の 高麗 川の 駅から 北へ 向かった。 そこから 高 崎に いたる 間 は、 三月 下旬と いうのに ほとんど 緑の み 

えない 畑が つづいて いる。 わずかに 麦が 伸びて いるが、 あと は 桑畑 だけで、 桑の 木 はま だ 葉 をつ けて いない。 こ 

の 火山灰 地帯 を 開拓した 大陸 渡来の 人た ち は、 現在と 同様に 養蚕 や 機織りに 精 を 出した と 思われる。 

私が 目 ざした の は、 埼玉県の 大里 郡の 本 田に ある 百済 木と いう 部落で ある。 これ はもと は 百済 来と 呼ばれて い 

たもので あろう。 私の 故郷で ある 熊本県の 南部に 久多良 木と いう 地名が あるが、 ここ ももと は 百済 来と いわれて 

いた。 そして 埼玉県の 百済 木から は 数年 まえに 金 銅の 百済 仏が 発見され、 また この 付近に は 奈良時代の 瓦 窯址が 

あり、 国分寺に あげた 瓦 もこ こで 焼かれた、 と 韮 塚 一三郎 氏 は 述べて いる。 土 ぼ こり を あげながら その 部落 近く 

まで タク シ ー でい つ て 話を閬 いた。 
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そこの 住民 は 家の 入口 を 泥で 固めて ふさぐ ようにして、 冬で も 家の 中が あたたかな 住居 をつ くって いたと いう 

ことで ある。 つまり オン ドル 式の 住居の 形が みられた という。 また 別の 人から 朝鮮人参 を 栽培して いたらし いと 

も 仄聞した。 もしそう だったら そこ は 高麗 本郷 以上に 故国の 慣習 を もちつづけ ていたと ころに ちがいない。 しか 

しそ この 住民 はい ま 百済 木から 他の 地に 移り 自分た ちの 出自に 触れた がらない、 と 聞いて 私 は そこの 集落に ゆく 

こと を 断念した。 

ながい 間 差別され たという 屈辱の 意識が 消えない 以上 は、 住民の 意識 を 尊重し ない わけに はいかない。 私 は 夕 

陽の 残照 を ながめながら、 名残惜しい 気持で 引き返した。 この 百済 木の 近くの 荒 川に は葳屋 といって、 機の 蔑 を 

商いす る 家が あつたと 聞いた が、 百済 木の ある 大里郡 はもと 幡羅 郡と 呼ばれ、 上秦、 下秦 のニ郷 があって、 秦氏 

が 住んで いたと いわれる。 機織りに 関係の ある 秦 氏の 伝説が 今もって つづいて いる、 というべき であろう か。 

しらぎ 

関東 地方に は 高麗 郡の ほかに 新羅 郡 も 置かれた ことがある。 それ は 奈良時代の 淳仁 天皇のと き、 七 五八 年に、 

東京都と 埼玉県と が膚 接する 一帯、 すなわち 東上 線の 沿線の 大和 町 や i 心 木 (志羅 木の 略) から、 保 谷 町に およぶ 

あたりに 置かれた ようで ある。 

かんら  .^'ら 

また 群馬県の 高 崎の 南西に あたる 地方に 甘 楽 (甘 良) 郡が 設けられた。 これが 韓の 転訛した ものである こと は 

誰でも 察しが つく。 韓 というの は 高麗、 新羅の 集団 を 指す。 この 甘 良 郡の 一部と 他 地方 を 割いて 和 銅 四 年 (七 一 

一) に は、 多 胡 郡が 作られた。 これ も 胡 人が 多い こと を 意味す る 語で ある。 現在の 吉 井町 を 中心とした 地域に 当 

たる。 同町に あの 有名な 多 胡 碑が 建立され たの も 多 胡 郡の 創立と 同年で ある。 そして この 吉 井町の 神 保と いうと 

からしな  からしな 

ころに は、 辛 科 神社が ある。 もとこ こは韓 級と 呼ばれて いた。 神社 名 は あとで 変更した ものである。 この 神社の 

創立 も 社務所で 聞く と、 和 銅 年間と いうから きわめて ふるい。 渡来した 帰化人た ちの 尊崇 を あつめた もので あつ 

たろう。 注目すべき は スサノ ォを祀 つて ある こと だ。 これで 朝鮮との 関係が わかる。 
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それと 同時に 多 胡 碑の 近くに 大宮 神社が ある こと も 見逃せない。 なぜなら これ は 高麗 神社の 住所が 椅玉県 入 間 

郡 日 高 町 (旧 高麗 村) 大字 新 堀大宮 となって いる ことと ふかくつ ながって いるから だ。 新 堀と いうの は、 朝鮮語 

で 新しい 村と いう 意味、 また 大宮と は 大国と いう 意味 だそう である。 つまり 新 堀 大宮と は、 新しい 村邑 で、 一 つ 

の 国の 中心と いう 意味 だと 解釈され ている。 これが 真実で あると すれば 高麗 本郷の 歴史的 位置の 重要 さがよ くわ 

かる。 しかも 高麗 神社が 大宮 神社の 名前で 帰化人の ゆく さきざきに ひろまつ ていった 経路が たどれる の だ。 多 胡 

碑の すぐそばに 大宮 神社が あるの はけつ して 偶然で はない。 高 崎 市の 東に 新 堀と いう 部落 名が あるの は、 帰化人 

の 住んだ 新しい 村 だ つたこと が 知られる。 

まえにの ベた 韓級 神社に 隣り合わせて 織 裳と いう 地名が あつたの も、 そこが 朝鮮 風の 衣裳の 産地であった こと 

を 思わせずに はおかない。 ここで は 上野に きた 服 織 部の 秦 氏が 住んで いた。 秦氏は 新羅 系の 帰化人で あるが、 こ 

の 地方に 秦 氏が どれほど 勢力 を もってい たかを 示す ものに、 伊勢崎 市の 赤 城 神社に 遺って いる 多 宝塔が ある。 境 

内に ある 立札の 説明に よると、 この 塔 は 全国 唯一の めずらしい 型式の ものと されて いるが、 その 台座の 横に 絹 織 

物 や 養蚕に ゆかりの 深い 秦姓四 名の 文字が 刻まれて いる。 この 貞治五 年 (一三 六 六) につ くられた 多 宝塔の 献納 

者の 中に 秦 氏が 四 人 も 名 を 連ねて みえる こと は、 古代 以来の 秦 氏の 力の 根強 さ を 思わせないで はすまない。 

ぬぎ さぎ 

甘 楽 郡 一 の宮 町に ある 有名な 貫 前 神社で は 十二月 十 一 日に、 氏子の なかから 一 人の 少女 をえ らんで 翌日の 御 戸 

開 祭に そなえる 神 衣 を 織らせる。 上 州 一の宮と して 由緒の ある この 神社が、 この 地に 織物の 技術 を 伝えた とみら 

れる 帰化人 を祀 つた ものと 考えて 差支えないだろう。 甘 楽、 多 胡の 南に は 児 玉 郡が あるが、 児 玉 は 蚕 玉の 意と い 

われて この 地方に 養蚕の さかんだ つたこと をし のばせる。 

帰化人た ちが 養蚕 や 織物の 技術に 長 じていた こと は、 奈良時代の 貴人の 服装 をみ ると、 現在の 朝鮮 舞踊 装束と 

酷似して いるので も 明瞭で ある。 私たちの 文化の 最大の 恩恵 者が これら 朝鮮の 人た ちであった こと を 否定す る こ 
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と はでき ない。 私たち は、 関東 地方の いたるところに 朝鮮の 渡来 者の 文化の 跡 を さぐる ことができる。 おびた だ 

しい 地名が それ を 物語って いる。 帰化人の 本拠であった 関西 も それ は 著しい。 埋もれた 日本 地図 は、 辺境に だけ 

残って いるので はない。 関東 平野 や 近畿 平野の どまんなかに、 千年 を こえる 歳月の 風化 作用に 耐えながら ひつ そ 

りと 息づ いて いるので ある。 

関東 平野に 渡来し 拓植 した 帰化人た ち は、 大陸 系の 人に そなわ つ た 特色と して 馬 を 調練す る 技術に 長 じていた。 

群馬県と いう 名前から して、 ここに 馬が 多い こと は 分かる が、 沼田 市の 近くの 片品 川の 流域 や 沼田 市の 西側に あ 

る 吾妻 郡の 高山、 あるいは 高 崎 市の 南に あたる 藤 岡 市 付近で、 帰化人が 牧場 を 支配した こと はたし かで ある。 こ 

うした 伝統 は、 関東 武士に 受けつ がれて いった。 武蔵七 党の 中に 高麗 氏の 名 まえが 見られる。 高麗すな わち 高 句 

麗は 北朝鮮の 平壌に 都し、 騎馬民族の 血と 性格 を もってい たから、 武蔵野 を 開拓した 帰化人が 馬術に たくみで あ 

つたこと は 疑うべく もない。 

司 馬 遼太郎 氏 は、 彼ら こそ 関東 武士の 原型であった とし、 面白い 説 を 展開して いる。 日本人の 中の 論理的な 思 

考 方法 は 朝鮮人から 受けつ いだので はない かとい う。 その 例と して 薩 摩よりも 長 州が はるかに 理 詰な 性格 を もつ 

ている。 それ は 長 州 人に 朝鮮 系の 血が 多く まじって いるから だと 考える ので ある。 司 馬 氏の 説 は 関東 的な 思考 方 

法に も あてはま るので はない か。 鎌 倉 武士の 考え は、 あいまいな 粉飾 をき らい、 率直で 論理的で ある。 『東 鑑』 

の 文体 を 考えてみれば よい。 

こうした 論理的な 性格 は、 関西 方言に 比較して 陰影の すくない 関東 方言に もみる ことができる。 江戸 幕府の 官 

僚 制度 や 明治 新 政府の 欧化 政策が その 論理 性に 拍車 を かけて、 今日の 関東 人 や 東京 人にまで 及んで いる。 しかし 
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その 母胎 は 鎌 倉 期に あり、 さらに は 関東 地方に 渡来した 帰化人にまで さかのぼれる。 

その 帰化人の 子孫た ちがし だいに 土着 混血して 関東 人の 骨格 を 形成した と 考える とき、 古代の 武蔵野 (武 蔵の 

.f- 、力 は 朝鮮語の 焼 畑) に 火 を 放って 農耕に 従事した 朝鮮の 亡命者た ちが、 私たちの 先祖で ある こと を 確認し ない 

わけに はいかな いので ある。 
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八丈島に 数日 滞在して いたと きのこと だ。 八 丈 高校に つとめて いる 浅 沼 良 次 先生に 会った。 『八丈島の 民話』 

(未来 社刊) を 書いて いる 人で ある。 話の 序に 八丈島の 外来 人 歓待の 風習に 触れた。 あとで 説明す るよう に、 八 丈 

島に は 女 国 伝説が 伝わ つてい る。 

—— そういえば、 八 丈 高校の 女生徒た ち を みても、 クニ  (内地) の 人た ちに は あこがれ を もっている ようです 

ね。 でも、 夏休みに よそから やって きた 若者と 間違い を 起す ような 風紀の 乱れた ところ はまった くありません。 

それだけ プライド を もってい るので すね。 

浅 沼 先生 は 外来者の つまらない 好奇心に 釘 を 刺した。 

11 内地の 田舎の 方に 修学旅行で 女生徒 を つれてい くと、 都から やって きた 人 たちだと 思われ るんで す。 それ 

に比べる と、 たまたま 修学旅行で 一緒になる 他 校の 女生徒た ち は 芋の 煮 ころがしの ような ものば かりで、 …… 

浅 沼 先生 は 得意気に なって 過激な 言い方 をした。 

八丈島の 北、 御蔵島との 間 を 黒 瀬 川と 呼ぶ 黒潮が 流れて いる。 この 黒 瀬 川 を 越える こと は 帆船 時代に はき わめ 


26l 流されび と 


て むずかしかった。 それゆえに 八丈島の 文化 は、 北に つらなる 伊豆 諸島の 文化と 一線 を 画して いる。 私 は 八丈島 

の 515 口の 海岸から、 はるか 南方に うつ すらと 青が 島の 影 を 見た が、 八丈島と 青が 島の 関係 は 緊密で ある。 

南風 だよ みな 出て おいやれ 

むかえ 草履の 紅 鼻緒 

この 歌 は 八丈島で は 今でもよ く 歌われる。 昔、 一 年に一度、 南風の 吹く 日に 青が 島から 男た ちが やって きて、 

港に 並べて ある 草履 を はいた。 男た ち は その 草履の 作り 主で ある 女と 一 夜 を 共に するなら わしであった という。 

『南 島 探 験』 を 書いた 笹森儀 助 も 与那国 島に 上陸す ると、 旅人の 接待の ため に 「与 那 国の 名産 美少婦 数十 人魚 貫 

シテ 来ル」 と 記して いる。 与 那国島 は 八丈島と 共に 女 国と 考えられ ている。 この 二つの 島に は 女酋の 伝説が 共通 

している。 与那 H 島に は サン アイ • イソ バの伝 承が ある。 サン アイと は 土地の 方言で ガジュ マルの 樹 のこと であ 

る。 これにた いして 八丈島で は、 丹 那婆を 島の 創立者と している。 すなわち 八丈島に 大 津波が おとずれて、 島人 

がすべ て 死んだ とき、 たった 一人、 子供 を 孕んだ 女が 命 を 助かった。 この 女 はやが て 男子 を 生んだ が、 男子が 成 

長す ると、 母子が 交 会して 子孫 を ふやした。 その 末裔が 今日の 八丈島 民 だとい う。 洪水 説話と それに つづく 母子 

相姦の 伝承が 南中 国 や 東南アジア などに は 類縁の ものである こと は 疑うべく もない。 しかし、 日本 本土に はそう 

した 伝承 は 探しても 見当らない。 

I； &赛と 呼ばれて いた この 女の 墓と 称する ものが 末吉 部落 や 大賀郷 に 今 も 残されて いる。 伝説 中の 人物で ある 

から、 その 墓の 残って いる ほうがお かしい ので あるが、 八丈島の 名所 旧蹟の 一つと なって いる。 

現在、 大賀 郷の大 里に は 式 内 社の 優 婆 夷 宝 明 神社が ある。 事 代 主命の 妃 および その 王女 を祀 ると されて いる。 
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もとより 後世の 付会に よる もので、 この 優 婆 夷は姥 神の なまった ものである ことが 推測で きる。 要するに 島の 守 

り 神と して 姥神を まつった ので あり、 丹那婆 もまた 姥 神の 一人で あると 私 は 思う。 

ダ丈島 民 力 夕に あおぐ 八 丈富士 もまた 女の 神で あると 伝えられる。 頂上の 大穴の 中に 镇座 する。 女の： P 'でら 

るから、 女人が 登山す る こと を 忌む といわれ ている。 

八丈島で は 家庭の 実権 は 女の手に にぎられ、 また 家の 跡目 は 女子が 継ぐ というの が 実状であった。 黄八丈の 名 

で 知られて いる 絹織物 は、 この 島で は 丹 後と 呼ばれて いる。 丹 後 織に 習った という 意味で あろうが、 その 丹 後 を 

江戸 表へ 年貢と して 出す 一方で は、 それで 穀物と 交換して、 島の 経済 を 支えた。 男の 方 は、 わずかな 島の 耕地 を 

たがやし 船が 出入 するとき、 公用 をつ とめる という 程度の ことし かで きなかった。 そこで 女 を 娘 こもつ と、 親 

は よろこんで、 家財 一切 を 娘に ゆずりわたし、 家 を 継がせる が、 男の子が 生まれる と、 捨て もの 同様に あっかつ 

て、 他家へ 入聲 にす るより ほかはなかった。 子供がない とき は、 その 養子 は 妻の 縁者から もらう のが ふつうで あ 

つた、 と 諸 書に 述べて いる。 ここに は 明らかに 母系制が 尾を引い ている。 

このように 女権の つよい 島で あるから 外来者 もまる で聲 のようにして、 島の 家庭に はいりこむ ことができた。 

すなわち 異人 歓待と 母系制と は 不可分で あるよう に 思われる。 ちなみに 「異人 歓待」 を 八丈島で は rl,Msg み」 

という 独特な 言い方 をして いる。 

『八 丈 実記』 の 著者で 知られる 近 藤 富 蔵 は、 次のように 述べて いる。 

文政 年度まで は 島人の 心すな おに、 婦女の 心 やさしく、 姿け だかき こと、 ほぼ 昔が たりに 似たり。 また 国卞 

といい し 言葉の 名 ごり、 中之郷 にて は 流人 を 今 も クン ヌと 呼ぶ。 即ち 国人な り。 この 土地、 外に たのしみな 

ければ、 渡海 船の 出入、 国 船の 漂着 を 見物す る を 第一 の 壮観と す。 新 島、 三 宅の 入船 あれば、 其の 宿 二見し 
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りの 家より 婦女、 食糧、 竹筒 を 頭に ささぎ て 出む かい、 港に 群ら がり 岸に よぼうて、 己々 が 宅に 連れ ゆき 

濁り酒の もてなし にぎやか なり。 また 漂着の 舟人 等、 止宿す る 村々 は、 美女 小娘つ どい あつまり、 此家 あの 

宅と 呼びむ かえて 饗応す。 

なんとも うらやまし いような 光景で あるが、 富 蔵 もこと わって いるよう に 文政 年度までの 状態で ある。 富 蔵 は 

文政 十 年に 二十 三 歳で、 幾人 もの 者 を 殺した かどで 八丈島に 島 送りに あった。 彼の 父 は 蝦夷 地 探検で 有名な 近 藤 

重 蔵で ある。 

八丈島に 配流の あくる 年、 富 蔵 は 大賀郷 の 百姓 栄 右衛門の 長女で ある 逸と 結婚して いる。 そして 二人の 間に ま 

もな く 子供が 生まれて いる。 富 蔵が 島で くらし はじめて 八 年 目の 天 保 五 年、 島 は 凶作に 見舞われた。 八丈島と そ 

の 属島の 八 丈 小島 を あわせる と 八 百 人 を 越える 餓死 者が 出た。 当時 八丈島に は 七 千 六 百 人ば かり 住んで いたから、 

一割 以上が 餓死した ことになる。 富 蔵 もこの 年 は 飢えた。 毎日、 芋 がら を 潮水で 煮て たべ、 昼食に は 麦 こがし を 

口にする という ありさまで 六月 頃に は 十 町に 足らぬ 道 を 歩く のに 半日が かりだ つ たと 記して いる。 七月に なって 

サ ツマ 芋 を 1 つ 二つ もらって 食べ たと き は 天の 甘露と いうの はこうし たもの をい うの かと よろこんだ とも 述べ て 

いる。 

翌々 年の 天 保 七 年の 飢饉 はなお さら ひどかった。 そのと き 家に は 五 歳と 二 歳の 子供が いた。 富 蔵の 妻 はこの 子 

供た ちに 食物 を 与えよう として 山野 を かけめぐ つたが、 食べられる 物 は 一 つも 見付からなかった。 わずかに 二 里 

ばかりの 山奥で、 タブの 木の実 を 二、 三 合 拾って きて、 これ を 餅に して 子供に 与えた という 

守 真が 水汲み は 勇気た くまし く、 杖に もす がらず 大賀郷 に 歩き 行き、 島桝 五合の 大麦 を 得たり。 大いに 喜ん 
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で、 稀 有の 命 を 秋まで つなぎし は、 今 ここに 書す る さえ、 胸せ まり、 涙 落つ。 

と 富 蔵 は 記して いる。 守 真 は 富 蔵の 諱、 自分の ことで ある。 水汲み は 富 蔵の 妻と なった 逸 を 指す。 流人の 妻 を 水 

汲み 女と 呼んだ。 水汲み 女の 境涯 は、 流人が 島に いるかぎ りの 現地 妻で しかなかった。 が、 右の 文章に 見る よう 

に 流人に 心から 仕えた。 流人た ちが 共謀して 脱 島の 計画 を するとき も、 仲間割れして 密告す る 者 はあった が、 流 

人の 妻で ある 水汲み 女の 口から 洩れる ことはなかった といわれる。 

しかも 富 蔵 は 自分の 家系の 説明の 中で 

妻、 佐 藤ソニ 名パ カリ。 水 汲ミ、 逸女、 八丈島 ニテ 

と 記して いる。 富 蔵に は 彼が まだ 二十歳に ならない 頃、 思い を 懸けた 女が いた。 いったん は 娘の 母の 許し を 得て、 

行末 は 夫婦と なる 約束 をした が、 その 恋 は 実 を 結ばなかった。 しかし 富 蔵 は、 初恋の 女、 佐 藤 ソェを 名ば かりで 

あるが、 自分の 妻と きめこんで、 八丈島に 流された のち も、 幻 を 空しく 追い求め ている。 一緒にく らして いる 逸 

という 女 は、 妻で なく、 ただの 水汲みで しかない の だ。 しかし その 逸 は 富 蔵 や 自分の 二人の 子供た ちに 食べさせ 

る 食物 を 探す ために、 山野に 熟れた 木の実 を 探して、 なりふり かまわず 走り まわって いる。 そのい じらしい 努力 

に 富 蔵 は 感謝しながら、 しかも 彼の 幻 は 八丈島に はない。 生存の ための たたかい をしながら、 極限 状況で も 幻 を 

捨てる ことができなかった 富 蔵に、 私 は 人間 心理の 奇怪 さ を 見せつ けられる 心持ちが する。 富 蔵が 連れ添った 逸 

という 女の 実家 は、 八丈島の 最初の 流人で ある 宇喜多秀家の 末流に あたって いる。 秀 家の 一族 は 「浮 田 流人」 と 

称して、 他の 流人より はてい ねいに 扱われた。 秀 家の 妻 は加賀 藩主の 前 田 利 家の 娘であった という 縁故の よしみ 


265 流されび と 


で、 前 田家 は 浮 田 流人に たいして、 一年 置きに 白米 七十 俵と 金子 三十 五両、 それに 衣類 や 薬品な ど を 送りと どけ 

て、 それ は 明治 二 年 流人に 赦免 状が 届く まで つづいた。 また 明治 三年に 浮 田 流人 一族の ものが 八丈島 を 出帆して 

東京に 着く と、 前 田 侯の はからいで、 板 橋の 平 尾に ある 前 田 侯の 外 邸に 一棟 七 戸の 長屋 をた てて、 これに 入居 さ 

せ、 炊 飯な どの 面倒 一 切 を 前 田 侯で みた。 明治 六 年、 あらためて 板 橋に 居住す る ことにな つたが、 このと きも 前 

田家から 一 千両が 贈られた という。 じつに 二百 六十 七 年の 間、 前 田家 は、 八丈島の 浮 田 一 族にたい して 支援 を惜 

しまなかった。 おそらく ここに、 封建時代の 深い 秘密が かくされて いるよう に 私に は 思われる。 すなわち 血縁 や 

地縁と いう もの は、 今日で は 想像 を 絶す る 意味 を 帯びて いたので ある。 

こうした 封建社会の 中に あって 八丈島 は 流人の 島と しての 役割 を ふりあてられた。 それで あれば こそ、 そこに 

は 絶海の 孤島の 明確な 像が あった。 しかし 江戸時代、 春秋 二回の 帆船に 思い を 託する ほかなかった この 島 は、 今 

日で は 毎日 定期便が 東京との 間 を 飛んで いて、 日帰りで 往復で きる 島で ある。 飢饉のと きの 救荒 植物と して 珍重 

された ァシ タパ は、 八丈島の 民宿で は 夕食の 膳に 姿 をみ せる。 旅行 客 はこれ が 島民の 飢え を 救った 食物な のかと 

いう 感慨 もな く、 箸 をつ ける。 島の 周囲 は そぎ 立つ 断崖に なって 海に 落ちて おり、 八 丈 富士は 秀麗な 山肌 を もつ 

て そびえて いる。 こうした 風景 は 流人た ちに は 絶望の 表現に ほかなら なかった が、 今では 新婚旅行の 若者た ち を 

よろこばせる。 

近 藤 富 蔵が 赦免に あった 明治 十三 年 は、 今から ざっと 百年 まえに あたる が、 当時 誰が 八丈島の 今日 を 想像し 得 

ただろう か。 時代が 移る と共に、 意味 も 価値 もまた すっかり 変って しまう 例 を ここにみ る ことができる。 ひとつ 

の 土地、 一人の 人間に 託せられた 意味 や 価値、 それらの もつ 時代 的な 役割 はたえず 変動す る。 そして それ を 何人 

も あらかじめ 予測す る こと はでき ない。 なぜなら、 その 時代 時代の 意味 や 価値 を 与える の は 後世の 人 たちだから 

である。 という 思い は、 流人 墓地で さえ 観光資源 となって いる 八丈島で 私の 胸 をた えず 去来した。 しかし それで 
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もな お. 天候が わるくて、 飛行機が 飛ばず 二日 間 足 どめ をく つたと き、 私 はわず かに 孤島の 感情 を あじわって、 

あてど もな く 島の なか を 歩き まわ つ た。 
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追分 宿の 女た ち 


明治 十九 年に イギリス 人の 宣教師が 旧 軽 井沢 を 避暑地に えらんで 以来、 今日に いたる まで、 軽 井沢 や 追分の 名 

は 広く 知れ わたって いる。 けれども この 浅 間 山麓 一帯の 別荘 地に、 およそ 別荘 人種と は 関係の ないもう 一 つの 歴 

史 がかって つづいた こと を、 軽 井沢 や 沓掛ゃ 追分 を おとずれる 人が どれ だけ 知ってい るだろう か。 

追分と いうの は 追分節で 名高い が、 この 歌 はもと 碓氷峠 を 上下す る 馬子 唄から 起こった といわれ ている。 追分 

の 西の はしの 分 去れ は、 北国 街道と 中 山道の 分岐点に あたって いる。 京都 九 三り 半、 新 潟 六 六り、 江戸 三 八り と 

里程 をし るす 道 しるべが 立って いるので も わかる ように、 これ を 目 じる しにして、 旅人 は 東西に あるいは 北へ と 

散って いった。 人馬の 往来 は ひんぱんで、 日に 五、 六十 駄、 多い ときには 二百 駄を かぞえた という。 沓掛 という 

の も、 わらじ を かける 慣習に ちなん だ 名で ある。 

碓氷峠 を こえて 東の ほう 坂 本に ぬける までの 旅人 や 馬子の 苦労 は 並大抵でなかった。 馬の のぼらぬ 山 坂 は、 荷 
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物 を 人の 背で 運んで 越す ほかなかった。 荷物 を 背負う こと を 「かるう」 と 九州 方言で は 言う が、 軽 井沢の 名 は そ 

こから 起こった のだろう と 柳 田 国 男 は 述べて いる。 追分 や 軽 井沢 は、 難所で ある 碓氷峠 を 越える ための の 宿と 

して さかえ、 当然の ことながら そこに は 女た ちがいて、 旅人 を もてなした。 

めしもり おんな 

俗に 宿場 女郎と 呼ばれる もので、 食 売女の 名 を もちながら、 旅人の 食事の 給仕 をす る 役 だけではなかった こと 

は 言うまでもない。 

かけあん どん 

追分 油屋の 掛行燈 に 

ひやかし や 御免と 書いて ある 

この 掛行燈 というの は 路傍の 大 柱に かけて ある ものである。 油 屋の名 は 今 もの こ つてい る。 

昭和 十二 年 十一月に、 となり 家から 出た 火の ために 類焼し- 昔の 旅籠の おもかげ はみ る こと はでき なくなった。 

だが この 油屋 は、 天 保 十三 年に は 三 二人の、 慶応四 年に は 四 二人の 女 を 抱えて、 旅人 を 泊め もす るし、 もてなし 

もして いた。 

長野県 佐久 市に 在住の 岩 井 伝 重 氏の 著 『食 売女』 は、 軽 井沢、 沓掛、 追分の 三 宿 を 中心に 宿場 女郎の 生態 を 研 

究 した 貴重な 資料で あるが、 以下 岩 井 氏の 著書 を 中心に、 旅人に 春 を ひさいだ 名 もな き 女 たちのす がた を 紹介す 

る。 

二 

三 宿の 宿場 女郎 は、 どれほどいた であろう か。 宝 暦年度の 軽 井沢の 人口 は、 一、 四 四 二人 (戸数 一 六 九) で、 


269 追分 宿の 女た ち 


そのうち 男が 五 九 五 人、 女が 八 四 七 人で ある。 男女の 差 二 五 〇 人 あまり は どこから 生じた 力と いえ^ 旅籠 屋が 

食 売女すな わち 宿場 女郎 をお いていた からだ。 天 保 八 年に は 宿場 女郎 は 九九 人、 嘉 永に は 一 一八 人で ある。 沓掛 

はもつ とも すくなく 寛 政 年間で 四 三人いた。 追分が もっとも 多い。 元禄の ころに は 旅籠が 七 〇 軒から 五 〇 軒。 そ 

のうち 宿場 女郎 は 五三 四 人と 最盛期で あり、 天 保の 終りから 明治の 初めまで は、 二 五 〇 人から 二 〇〇 人までの 間 

こと どまって いるが、 軽 井沢 ゃ沓掛 より は 多い。 明治 五 年の 記録に よると、 二 〇〇 名の 宿屋 女郎のう ち 半分 近く 

が 二十歳 未満、 また 残りが 三十 歳から 二十歳までと 半々 になって いて、 三十 歳 を こえた もの はわず か 一三 名で あ 

る。 

このうち 年期 別にみ ると 五 年 以下が 百 余 名、 十 年まで が 五十 余 名で 二十 年 以上の つとめ は 一 一名で ある- これ 

らの 女た ちの 生家 を 職業 別にみ ると、 一七 七 戸が 農家、 手工業 関係が 一九 戸、 商家が 四 戸で ある。 出身地 はどう 

いう わけ か 愛知県が 一番 多く、 約半分の 九 八 名 を 占め、 岐阜 二 四 名、 長 崎 一九 名、 新 潟 一六 名、 富 山 一三 名 …… 

となって いる。 いずれにしても、 親が 困って 借金の かたに した ものが ほとんど である。 

十 歳 以下の 幼児 二 五 人の 例で みると、 最高 五両 から 低 いのは 五 百 文で 売って いる。 「進上」 という もの さえ あ 

る。 年季 は 十 年から 二十 年 未満が いちばん 多い。 そして このばあい 出身地 は 地元の 信 州が いちばん 多い。 マ マ 

「小 玉 新田 村長 右ュ門 女子く にと 申す 者 当年 拾武 歳に 罷り 成り 候、 当 亥 之 八月 弍 日より 廿年之 かいたせ けに 進 

上申 処実正 一一 御座 候。 因って ここに 金子 有 両武分 借用 申 候。 武拾年 過ぎ 未 之 八月 弍 日に 御 ひま 下さるべく 矿 

その 節に 右 借用 申 候、 金子 有 両武分 返し 進 じ 申すべく 候。 その 儀 まかり ならず 候 はば いくひさしくお つかいな 

さるべく 候。 御 奉公の 品 は 何 用に もお つかい 下さるべく 候」 

といった 誓文が のこって いる。 十二 歳の.^ i という 女の子 はこうして 一両 二分の 金で 二十 年間の 期限^きで 売ら 

. ^たので ある。 そのと きに もし 金 を 返さなかったら 永代 使っても かまわぬ といい、 しかも 「御 奉公の 品」 は どん 
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な 用に でも 使って くれと 言って いる。 このような 証文 は ほかに も 残って いるが、 いずれも 哀れ を そそらずに すま 

ない。 

しかし こうした 貧し さの 犠牲と なって 売られた 宿場 女郎に も、 胸に 燃える 火 はあり、 情死 や g おちが 絶えな か 

つた。 そのために 女 をお いている 旅籠で 申し あわせ をし、 組合 を 作って、 女 十 人 以上 を もっている 家 を 年 行事、 

女 三人 以上い る 家 を 月 行事に きめた。 そして 女が 紙お ちしたら、 その 家で 三分の 一、 仲間から 三分の 二 を 出金し 

て、 たずね 出す ことな どの 規約 をつ くって 防止した。 

次に あげる 宿場 女郎の 恋物語 は、 追分の 女郎の 歴史で 一際 目立つ ものである。 

化 政 期の 追分 は 旅籠 屋六ニ 軒、 茶屋が 一九 軒あって にぎやかな 時期であった。 軽 井沢、 沓掛 合わせて 遊女の 数 

も 四、 五 〇〇 人いた と 思われる から、 江戸 下りの 歌舞伎 も そこで 興行が なりたつ わけであった。 たまたま 大和 屋 

という 歌舞伎の 一座が 追分で 興行した が、 その 一座の 花形で ある 岩 井 条三郎 は、 伊勢屋に あそびに ゆき、 そこの 

宿場 女郎の 林 助と 親しくな つた。 林 助 は 条三郎 の 宿で 母親に も 会う というまで になった。 興行が おわる と 一座 は 

江戸に ひきあげ たが、 林 助 は 条三郎 が 忘れられずに その あと を 追った。 

し 力し 江戸まで あと 一九 里と いう 深 谷の 宿まで きたと きに 発病し、 そこで 静養す る ことにな つた。 しま かせ 

身の上で は あるが、 条三郎 恋し さに たまらず、 ながい 恋文 を 書いた。 ニメ ー トル あまりの 巻紙に、 変体仮名 をた 

くさん 使って したためて あるが、 文意 は 平明で ある。 

まず 時候の 挨拶 をした 上で、 自分 は 現在、 陽気 当りで 深 谷 宿のと きわ 星に 療養して いるが、 全快したら 江戸へ 

いって 色々 御 相談した く 考えて いる けれども、 御存知の とおり 銭の ない 私の ことです。 御 心 変り をされ て 一の宮 

町の 平さん やその 他へ お出かけな さらない よう。 心 変り がない ようにと 神 かけて 祈る だけで ある こと。 先日 は あ 

なた の 上さ まに お 目に かかり、 色々 話したい ことが 山 ほどあった けれど、 、じが 急ぐ ままに 可の あいそ も，. よく、 
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かえって 後悔して いるが、 江戸へ いって 母上 を 実の 母親と も 仕へ、 あなたと もせめ て 三日な りとくら してみ たレ 

II という 文面で ある。 手紙の 内容 は 素朴で 真実味に あふれて いるので、 長い 引用で あるが 原文 を 掲げて みたい。 

1 節しめ しもう しあげ まいらせ 候。 まづ まづ、 時 じ (季) と はもう しながら 日 ましに あたたかに あいなり も 

うし そ ろう。 おんまえ さま おん かわりもの ふおんく らし あそばし かけし も 目出度 ぞんじ まいらせ 候。 つぎ 

にわた くし 事 もなん の かわりもの ふくらし そふろうと はも ふしながら、 五月 四日より より、 じこう (時候) 

あ，. こり こてよ (i? よ (.? てつだい、 ふか やしく  (深 谷 宿) ときわ (常 磐) やにて、 いまだに 江戸へ もま いらず、 

•/  ！ -  、、)  (い)  (う)  (う) 

やすみ をり そ" P) ろう ゆ ノ びよ ふき ぜんかいし だえまい り、 おんめ もじ ゑた し、 いろく 德そ ふだん も ふ L 

たく そ (：^ ら (1) ども、 あさゆ (：^) おんま (1) さま 御 事？^) すれ やらず くらし そふら へど も、 御 ぞんじの ぜ ねなしの は 

たくし 事 ゆ (h、 御 心 か"： おりなされて  一 ノ宮町 平さん かたへ お ゑで なされます か。 又々 ほか さまな り ともおん 

でな されます よ".? なら、 さの おんむ きをし らし、 又々 どのむ き にても おん へんじ を ふか や 宿と き はや 惣左 

衛 門まで 御つ か (は) せ 下され かし。  ： (， 

(う)  (う)  (い)  (う) (え)  (う)  ( ) フ 

おん へんじし：. こ、， まいり そふろう て、 おんそ ふだん ゑた したく そふら へど も、 なに を ゆ ふに もび よふき ゆ 

、d  <  ノノ.  ( )  (う) (え) 

(1) わが 身に て わが 身 を うらみ そふら へど も、 一り 二り なら ひび (日々) たよりも きかれ そふら へど も、 御ぞ 

んじ のみちに てかせの たよりも なし。 おんまい さまの おん 事の みあん じくら しまいら せ 候。 御 心 かわりな き 

ように 神 かけねん じあげ まいらせ 候。 どぞ やど ぞゃ ほかのう わき を おん やめ 下され、 われ 心のお ちつく よう 

にく (xiu- く ともねん じあげ まいらせ 候。 又々 も ふし あげたき 事 は 山々 に 御座 そふら へど も、 まわらぬ ふで ゆ 

い、 よ ふじのみ あら./^ かしこ。 

恋しき  こがれる 
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おんかた 様  林より 

御 もとへ 

かへ す/^ もせん し (日) はおりよ くおん は，^ さまに おんめ もじ ゑた し、 いろいろ おん はなし (し) たき 

(う) (え)  (え)  (う) 、え》 

(事) .11 々そふら へど も、 心の せく ま  なんの あいそ もな くた ちか ゑり、 こうかいに そふら へど も、 なに を 

(う)  (う) (え)  (お)  (お)  (う】 

ゆ ふに も あと やさきに そふら へば、 江戸へ まいりて みぎの おん は  さま を じつの を やと を もい くらし そふら 

(え)  マ マ  (う) (え) 

〈は、 せび，/ \ おんまえ さまと せめて 三日な りと もく らした くそ ふらへば、 なにとぞ/ \ おん 見す てな きょ 

ふに ねんじ あげ まいらせ 候 

めでたく かしこ 

達筆で 書かれて いるから あるいは 代筆で はない かと 疑い もす るが、 しかし 内容 は 本人の 真情 そのもの を 訴えて 

虚飾 はない。 岩 井 伝 重 氏 は、 この 林 助と いう 追分の 女郎 は、 きっと 抱え 主に 無断で 家出した にちがいないから、 

抱え 主 やまえ にの ベた 宿 組合の ものた ちが 四方 を 探して、 深 谷 宿 常 磐屋に 居る ことが 知れた か、 常磐屋 から 追分 

の 伊勢屋へ 知らせた かして 連れ もどされて、 江戸まで は ゆけ なくなり、 二人の 仲 は 裂かれて しまったと 推測して 

いる。 

三 

追分 宿の 大きな 事件 は、 相 楽 総 三の 部下で ある 一隊が、 官軍の 先鋒と して はいって きた こと だ。 長 谷川 伸の 

『相 楽 総 三と その 同志』 によると、 追分 は、 近在の ものから 「追分 ヅク 無し」 と 呼ばれて、 辛抱 も 克己 も 精励 も 


ない と、 悪口 をい われて いたそう だ。 というの も 宿場 女郎で 生計 をた てて いたから である。 

こり 追分の 中で 油屋と  一、 二 を あらそう 旅籠が 大黒 屋で あった。 大黒 屋は 官軍び いきで あり、 大黒 屋の 商売が 

たきの 油屋 よ^ ii 藩と つうじていた。 そうした ところへ 金 原 忠蔵を 大将と する 連中が のりこん できた。 慶応四 年 

二月 十七 日の ことで ある。 

この  一 i 間 まえの 二月 十日に は 東 山道 総督府から 信 州 諸 藩へ 「偽 官軍」 の 布告が 出されて いた。 そのこと を 知 

るよ しもな く 金原忠 蔵た ち は 大黒 屋へ 上がり こんで、 女郎 を 相手に 豪遊して いた。 そうして いるう ちに 小 諸 藩士 

二 〇〇 名 は 大黒 屋の まわり をと りかこむ。 そして 「御上 意」 の 高声と ともに 家の 内に ふみこんだ。 こうして 大黒 

屋は血 なまぐさい 修羅の巷と 化した が、 結局 「偽 官軍」 たちの 敗戦と なって おわった。 小 諸 藩 は それだけで 事足 

れり として 引き あげ、 そのす きを 狙って 「偽 官軍」 の 一味で ある 桜 井 常 五郎た ちが、 生 けどりに されて いる 味方 

をす くい 出す という 一 幕 も あつ た。 

この 桜 井 常 五郎と いうの は 北 佐 久郡春 日 村の 出身で、 上京して いるう ちに、 相 楽の 手下と なり、 信 濃路の 先手 

役と なって 幅 をき かせて いた。 彼 は m 村 田 宿泊り で 追分 宿に きた もの だが、 当時の 模様 を 『北 佐久 口碑 伝説 集』 

は 次のように つたえて いる。 

「その 中に 先払いの 声と 共に きびしい 従者に 守られた ピカピ 力 光る 金鎮を 打った 美しい 駕籠が 一 つ 谷 部落 をぬ 

^ け 出る 頃、 ふと 顔 を 上げた おみん さん は 急に 頓狂な 声で 『ナァ ー ンダ。 勅使 だなん て。 あんな 勅使が ある もん 

^ か。 あり や あ ー、 市 村に いた 常 五郎の 野郎 だに。 それ、 あの 樽 拾いの さあ …… 』 としゃべ つた。 それ を 聞いた 

I 人達 はみ な はら はらして、 聞こえる と 大変 だから …… と 言って 押しと どめた。 当時 こんな 小唄が 女 童にまで 唄 

自 I 

3 われて いた。 

2  『桜 井 常 五郎 馬方 やめて 
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急に お 公卿と なり 上り 

首 を 斬られて 晒し もの』 

常 五郎 は 春 日 村に 生まれ、 塚 原 村の 某 家に 養子に きて 一男 一女 を 挙げた。 百姓 を 嫌って 巿 村の 中 村と いう 酒 

屋に 住み込んで、 撙 拾いな どして いたので、 近郷 近在に 相当 顔 を 知られて いた。 その後 其処 も 飛び出して、 飄 

然と 京 は 名高い さるお 方の 庭 掃きに 住み込んだ という 噂であった。」 

これにた いして 最近 『維新 史の 再発 掘』 を 書いた 高木 俊 輔氏は 異説 をと なえて いる。 桜 井 常 五郎た ちが 年貢 半 

減から 貧民 改めに すす/: た その 革新的 行為が、 佐久 地方の 農民の 中に 神格化され るの を 徹底的に 防ぐ ために、 桜 

井の 死刑 後 も 故意に 悪評が ながされた というの である。 つまり、 桜 井た ちの 行動 は 「世直し」 につな がる もので、 

それ を 支配者 は ひどく おそれた の だと 指摘して いる。 

それにしても、 浅 間 山麓の 三 宿の 宿場 女郎た ち はどうな つた か。 明治 五 年 四月の 廃止 令で 旅籠 屋に 抱えられて 

いた 追分の 二 〇〇 名の 女た ちのうち、 五 二 名 は 国元に かえった が、 身請け または 貰われた ものが ニニ 人、 抱 主の 

籍に はいった ものが 一 一人で ある。 死亡者 は 一 〇 人。 逃亡者 七 名。 残留の 勤続者が 九 八 名 あると ころから みれば、 

宿場 女郎の 生活 はしば らく つづいて いたと おもわれる。 

しかし その後の 彼女ら の 様子 は、 庶民の 運命と して、 当然の ことながら、 知るべく もない。 
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庶民の 感情が 今 も 昔 もお なじ こと を 示す のに、 次の ような 文章が ある。 奈 良の 興 福 寺の 東 金堂の 天井裏から、 

何百 点と いう 古い 絵馬が 出た ことがある。 戦国時代から 江戸時代の 初期の 百 二、 三十 年間に あたる その 絵馬の 背 

面に、 恋の 願文が 書かれて いるそう だ。 その  一、 二 を 紹介しょう。 

あらあら 御床し の 八 良 様 や、 寛 永 十七 年 ノト シふナ ヘンケ ヰ (船 弁慶) 被 成、 ハシッ か (橋 塚 某 か) モ、 八 

良 様 ほど ハ、 ある まじく と、 ぞんじ 候。 

これ は 八 良と いう 男性へ の 女の 思い を 懸けた ものである。 船 弁慶の すがたが すばらしく 忘れられない というの 

だ。 
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あら/ \- 御 つらにくの 

□ 蔵め やくく。 

このなん とか 蔵 も、 おなじく、 女の 思い こがれる 男性の 名で ある。 

ひこさん  く，  ほて 

大和 盆地から 離れる が、 九州の 豊 前の 英彦 山に 近い 所に、 求 菩提 山と いう 修 験の 山が ある。 ここから は 晴れた 

くにさき 

日に は 国 東半 島 や 瀬戸 内 をみ る ことができる。 

ここで は修 験の 山伏た ちと、 山麓の 娘た ちとの あいだに しばしば 交渉が もたれた 様子で、 山伏に あてた 多くの 

手紙が、 求 菩提の 山伏の 家に 残されて いる。 

猶々 御 出の ほど 待 居 参らせ 候 且 あまり あまり 君の 御 事 をのみ あんじ 候て 夜 も 寝られず うつつの 間 

にも 淋し さに もしゃ 夢 かとお も ふその 枕に なりつ る あかつきの 鐘 めでたく かしく 

1 筆染し 参らせ 候 さて 今日は 雨 志げ く婦 里つ づき 誠に 宇津と おしく 候えば お前 さまに は いかが 御 

暮し阿 まり 淋しく 御座 候 今 晚御出 下され 度 候 なに か 与論し き 楽しみい たし 参らせ 候 何事 も 何事 も 御 

出 之 上 万々 申 上 奉り 候 目出度 かしく 

おはず かしながら 思いに たえかね 一 筆 染め 参らせ 候 

さて 先夜 は わざわざ おたずね 下され まことに ありがたく 存じ 上 候 毎度の ことなれ ど ちと 差 上 度 品 も 御 

座 候 ほどに 夕方 七ッ 時分よ 里 御 出の 程 をた のみ 申 上た く 事の 数々 口に も 筆に も 尽くしが たく 御 出の 上 
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申し 残しお き 候お しき 筆 をと め あらあら 目出度 かしく。 

これら は 紙の 漉き 方から みて 江戸 中期ら しいと 言われる。 それだけに 恋文の 書き方 も 型に はまって いる。 しか 

しその 型に はま つ た 文章の 中に 女の 気持が 噴き出し ている 箇所 を 指摘す るの は、 さほど むずかしくない。 

鳥渡 申 上 候 先程 之お 手紙 は お出と も わかり 申し かね 是 たび はいな やの ご 返事 御 送 被 下 度 

正月 三日  小町より 

床しき 花の 保昌 さま 

早々 おしらせ 早々 御 出 を 

というの も ある。 自分 を 「小町」 に なぞらえる 女が、 脂粉の 香 を ただよわせる 売女の たぐいで はない かと 思わせ 

るふし は ある。 それにしても、 この 文章に にじむ 女の 素朴な 真情 を 否定す る こと はでき にくい。 それ は 前章で 述 

ベた 信 濃 追分 宿の 「食 売女」 の 手紙と 同様で ある。 

江戸 幕府 は 寛 永年間、 紅毛人の 男と 日本人の 女との 間に 生まれた 混血児 を、 国外 追放の 刑に 処 した。 ボルト ガ 

ル人は マカオに、 オランダ 人と イギリス 人の 方 は ジャカルタに 退去 させた。 ジャカルタから は 年に 一回 オランダ 

商館の 定期船が 往来した ので、 それに 便 を 託する 手紙が 故郷に よせられた。 これが いわゆる 「じ やが たら 文」 で 

ある。 
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松かさ、 この 手が しわの たね、 杉の たね、 はう きぐ さの たね、 御ゐん しん (音信) たのみ まいらせ そろ、 か 

えす がえ す 涙に くれて 書き まいらせ そうら えば、 しどろ もどろ にて 読み かね 申すべく そうろう まま、 よ やよ 

や 夏の むし たのみいり そろ、 わが 身 こと、 今まで は 異国の 衣裳 一日 もいた し 申さず そろ、 異国に 流されそう 

ろう も、 なにし にあら えびすと はなれ 申すべし や、 あら 日本 恋し や、 ゆかし や、 見た や/ \。 

じ やが たら 

はるより 

日本に て 

お たっさ ま 参る 

この 文章 は 後世の 文人の 筆になる もので はない かと 疑われて いる。 なにしろ 追放され たと き、 混血児 「はる」 

は 十五 歳で あるから、 国 を 出て 三年 目 は 十八 歳で あり 「はや はや 夏の むし たのみいり そろ」 というよ うな 達意の 

文が 書け そうに は 思われない。 けれども 「松かさ、 この 手が しわの たね、 杉の たね、 はう きぐ さの たね、 御ゐん 

しんた のみ まいらせ そろ」 と 述べた 箇所に は、 哀愁が ただよつ ていて その 真率な 心根 をうた がうべく もない。 だ 

からこれ を、 おはる の 文章と 考えて いる 歴史家 も ある。 

柳 田 国 男に よると、 昔 は 恋の 体験 もない 少女が r 忍 恋」 という 題で 作歌の 練習 をした もの だとい う。 したがつ 

て その 歌の かたちと 年齢と はくいち が つていても さほど 不自然に はみ えな か つたので ある。 つまり 歌に も 文章に 

も 定型が あった。 たとえば 次の 「じ やが たら 文」 がそう である。 

日本 恋し や/^ かりそめに たちいで >- 又と か へらぬ ふるさと > "おもへば 心 もこ ころなら ず、 なみだに むせび、 


め も くれ、 ゆめう つ. - ともさら にわき まへ そふら へど も、 あまりの 事に ちゃつつ み (茶 包) 一 つ 進し 候。 あ 

ら にほん これし や- 


うば  さま 参る 

というの が あり、 これ も 茶 包に 託して こしょろ という 外国 名の 混血児が 母の 国への 思慕 を 吐露した もの だ。 

室町 時代の はじめ ころに、 大和 地方で 活躍した 瓦 師に寿 三 郎橘吉 重と いう ものが いた。 老後 は ユウ アミと 号し 

ている から、 時宗の 徒であった かも 知れない。 

この 寿三郎 は、 地上に ある ものが 小さく みえる 大 寺の 屋根の 上に のぼって 仕事 をす るの がなら わしであった 力 

瓦 目 手の 孤 虫な 仕事の ひまひまに、 自分の つぶやき を 当の 瓦に ヘラ 書きした 文章が 残されて いる。 高 田 十 良の 記 

すと ころに よると、 応永 十二 年 (一 四 〇 五) の 丸瓦に 

大工 ノト シヮ、 コ ノト キヮ、 廿八 ニナ ルナ リ 

瓦 大工 ヒコ 次郎 

文 

I、 と 青年 棟梁の 意気 を ほこら かに 示した ものが 残って いる 

0  ふすま 

あくる 年の 衾 瓦に 

9 

7 
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衾 瓦 百 八十 枚 

大工 彦次郎 

ナヲ カエテ 

寿 王 三 郎トナ ノル 

トシ ヮ、 廿九 ニナ ル 

と 書いて、 改名した こと をのべ ている。 

瑞花 院の銘 瓦に は嘉吉 元年 (一四 四 一) の ものが いくつか ある。 

五月 一 日 ノサル ノト キー 一 

トク リホト ナル、 ァラリ 

フル ナリ。 ヒッ シサル ヨリ 

ゥシノ ハウ ェ、 フリ イク ナリ 

五月 一日 は 今日の 五月 三十日に あたる。 その 日の 午後 四時に、 ドング リ 位の ァ ラレが、 未 申 (南西) の 方から 

丑 (北北東) の 方へ 降って いった。 そのと き 寿三郎 は、 屋外に いて 瓦 を 製造して いた。 それで 彼 は 

コ クチナ ルヮ 

五月 1 日ノ、 ァ ラリノ アト 
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と ヽラで 書きつ けて いる。 きり 口の キズは そのと きの ァ ラレの あとだ、 というの である。 焼き あがらない 粘土 板 

の 表面に ドング リ 程の ァ ラレが キズ あと をつ けた。 この 霰 は 雹に ほかなら ない ので あるが、 雹が 瓦 を 叩いて すぎ 

て ゆく 爽快な 情景 を、 この 文章から 思い浮かべる ことが 可能で ある。 

寿 三郎は 率直な 人柄で あり、 自分の 気持 を 瓦に むか つ て 伝える の を はばから なか つ た。 

ヒン lul ゥシ  

ァラ ヒナ カャ 

ヒ タル ャ 

 シャ 

これ は 次のように 読む の だとい う。 

貧乏し …… 

ァラ、 日永 や 

ひだる や 

…… しゃ 

働いても なお 貧乏から 抜けられない 瓦 職人の 四 行 詩で ある。 腹が へる ので、 よけい 時の 経つ のがな がく 感じら 

れる 春の 日の けだる さ を 伝えて いる。 
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その 寿三郎 もつ いに 老いる ときが きた。 ュ ゥ アミと 号した 彼の 

ユウ アミ、 トシ 

七十 一 一一 マ カリ ナル 

ファン 五 年 十月 廿日 

ノ チノ ョニ、 ミ タラン 

スル 人ヮ、 子ン フッヲ 

申テ クルへ シ 

という 瓦銘 をよ む もの は、 昔 も 今 も 変わらぬ 人間の 生涯の 移り ゆきを 感じない わけに はすまない。 後世、 このへ 

ラ書 をみ た 人 はどう か、 目 分の 為に 念仏 をと なえて ほしいと ねが つ ている。 

ファン 五 年 は 文 安五 年 二 四 四 八) で、 最初 紹介した 銘文から ちょうど 四十 三年 目で ある。 今日から 五 百年 ま 

えに 生きた 無名の 一 職人の 気持が こうして 残って いるの は、 奇蹟に ひとしい。 

しかし 私たち はこれ によって、 いわゆる 「常 民」 の 名 を 以てよ ばれる 庶民の 感情に、 五 百年の 歳月が いささか 

の 変化 を も 及ぼし 得ない ことにい つ そうのお どろき を おぼえる。 

昭和 九 年、 京都 醍醐 寺の 末寺で ある 東 山の 普賢 院の 五重の塔の 上に 落 書が 発見され、 それに は 次の 文字が 彫つ 

てあつた。 

於 京都 三条 セン バゃ与 助の 娘、 天下 第一 美人 也、 新 申 者 盤、 ふけん ゐん 三位 昌深、 天 正 十四 口 年 十月 吉日 
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これと ほぼ 同様の 文句 を 釘で 彫った 落 書が こんど は 醍醐 寺の 本山の 五重の塔の 上で 見出された。 昭和 二十 九 年 

のこと である。 そこで は 「セン パ屋与 助 娘、 藤 様」 と 名前が 明記して ある。 昌深は 三位と いうから 庶民の 出と は 

いいがたい。 しかし 自分の 気持 を、 二つの 寺の 塔の てっぺんに 書きつ けて おくと いう 所為に は、 瓦 師の寿 三郎と 

共通 の 情念が なが れ ている ので ある。 

日本 を 恋い慕いながら も 異国に 死なねば ならな か つ た 庶民の 文章が 他に も 残って いる。 

天 保 五 年、 肥 後の 寿 三郎、 庄蔵、 熊 太郎、 力 松た ち は、 天草から 長 崎に ゆく 途中で 遭難し、 三十 五日 間 漂流、 

その 間 十三 日間 は 飲まず 食わず の あげく、 ルソン島に 漂流した。 そこから マカオに 送られ、 外国 船の モリソン 号 

で 日本に おくりかえされる ことにな つた。 天 保 八 年 (一八 三 八) のこと である。 

当時 は、 高 野 長英が この モリソン 号 渡来の 風評 を きっかけに 警世の 書 『夢物語』 を 書き、 それが ために 幕府に 

罰せられ たように、 幕府 は 外国 船が 日本の 沿海に 出没す る ことに ひどく 神経 をと がらして いた。 

モリソン 号に のった 寿三郎 たち は、 船首から 熱心に 故国の 山河 をな がめ、 歓呼の 声 を あげた。 そして 彼らに 応 

えたの は、 幕府の 「異国 船 打 払 令」 によって、 浦賀の 砲台から 打ち出された 無情な 砲弾であった。 漂流者た ち は 

涙 をのんで、 マカオに 引き かえして いく。 

そこで 寿三郎 は、 長 崎の 役人に つぎの ような 手紙 を 書いた。 

寸ホソ レナ ガラ、 ヒ トフ デ ネガ ヒア ゲタテ マツリ ソロ。 シ カレ パ、 ヮタ クシ ドモ、 天 保 六 年 十一月、 ォホ 
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カゼ 二 テナ ガレ、 異国 人 ヨリ タス ケ ラレ、 マタ 異国 船 ヨリ、 セン ネン 日本へ 力へ リケレ ドモ、 オン ゥケ トリ 

ク ダサ レズ 二 ヨリ テ、 ゼ ヒナ クマ タ 外国 ユカ ヘリ ソロ。 シ カルニ、 ヮタ クシ、 チ チハハ キヤウ ダイ 二 ハナ ハ 

ダァヒ タイケ レ ドモ、 ァヮレ ヌニョ ッテ、 コ ノヮタ クシ ノテガ ミヲ、 オリ ョク ハイ (慮外) ナガ ラオ ンヲク 

リク ダサ レ、 ネガ ヒタテ マツリ ソロ。 イジ ヨウ。 

また 故郷の 父と 兄に 宛てて は 次のように 書く。 

ヮガ クニエ、 力 エリ タク コト、 ゥミ ヤマニ モ、 タト ヘラ レズ ソゥラ へ ドモ、 力へ ッテ ハマ タ、 テン カサマ、 

ナ ラビ ニヮガ クニ  ノト ノサマ 二、 ゴ ナン ダイ ニナ ルコ トニ ォソ レ、 力 ヘリ タク ハナ ク、 ヮガ クニ  ノコ トヲォ 

モイ、 カナシ キバ カリ 

ヮガク 二 と は 故郷 肥 後 を 指す のであろう。 無力で 欲の 少ない 庶民 をして このような 哀切に みちた 手紙 を 書かせ 

る もの は 何 か。 いうまでもなく 鎖国 を 至上と する 為政者の 方針であった。 しかし これら 漂流 民の 知識 は 幕府が 外 

交 方針 をた てる 上に 大いに 役立 つ た。 

このような きびしい 鎖国 令 にもかかわらず、 庶民 は 国境 を 超えて 流出した。 たとえば 文久ニ 年、 上海に 渡航し 

た ある 久留米 藩士 は、 十日 間ば かりの 滞在期間 中に、 数人の 日本人の 女が 往来 を あるいて いるの を、 二度 も 見 か 

けて いる。 いずれも 洋装 をして いたと 記して いる。 

これで みれば 鎖国 下に も 多くの 庶民が 国外に 出て おり、 そこに はまった く 庶民の くらしの 悲し さと 背中 合せの 

気楽 さがあった ので ある。 


彼らの 生涯 は 砂の 上の 足 あとのよ うに 残らない。 けれども そのかず 少ない 文章から、 私たち はま ぎれ もな く 生 

きてきた 庶民の すがた をつ かみ 出す ことができる。 
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白鳥 伝説 を 訪ねて 


宮城県 白 石の 町 は 明治 戊辰の 年に 奥 羽 二十 五 藩の 代表が あつまり、 奥 羽 列藩 同盟 をむ すんだ ので 知られて いる 

ところで ある。 今でも 白 石 城址の ある 丘の まわり をめ ぐる 内 ぼり —— と いっても 三 メ ー トル 立の 幅し かないが、 

い つも 水 は淙々 とな がれて いる —— の 内が わに 白 石 城主 片倉小 十郎の 末孫が しずかに 住んで いる。 

当主 は 片倉信 光 氏で あるが、 城主の 末裔が 住んで いる 城下町の よさ を、 私 は 白 石 を 訪れる たびにお もう。 片倉 

家 は 仙 台 藩主 伊達 家のと くに 親任の 厚かった 領主で ある。 その 昔、 この 片倉 家の 客分と なった のが 阿子島と いう 

家で ある。 阿子島 はもと 会津の 芦名 氏の 武将であった というが、 この 白 石に 住みつ いたので ある。 大坂 夏の陣に 

は 出陣して 目 ざまし い 働き をみ せた が、 あとで 武士の 身分 を 捨てて、 宿屋 を はじめた。 片倉 家から は 御免 屋敷 を 

もらって 大切に 扱われた。 この 阿子島 家 は 今日で も 旅館業 をい となんで いる。 そして そこに 「無名 実徳 大徳」 と 

いう 奇妙な 戒名の ある 位牌が のこ つてい る。 
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この 「無名 実徳 大徳」 の 文字 を 刻んだ 自然 石の 石碑が、 白 石の 本 町に ある 当 信 寺の 境内に も 見られる。 そこに 

は 「元禄 六 年 二月 十八 日」 「道心 老翁 年数 不知」 「卒于 阿古 箇嶋 氏彦惣 所」 という 碑 名 もき ざんで ある。 これでみ 

ると、 無名 翁 は 元禄の 頃に 阿子島 家で 死んで いるが、 名前 も 年齢 も わからない。 死んだ 年が わからない、 という 

の はふつ うの 意味で 使われて いるので はない。 長生きす ぎて、 知る ことができな いという 意味で ある。 

この 無名 翁 は どこの 生まれ か 分からず、 ただ 言葉に は 京都より 東で 江戸より 西の 言葉が まじ つていた。 武家 風 

の 言葉であった。 誰にたい しても 「せがれ」 と 呼んで、 それ 以外の 呼称 を 用いる ことがなかった。 身長 はふつ う 

の 人よりも 二、 三寸た かく、 骨が 太く、 するどい 眼つ きをして いた。 髪 やひげ はのば し 放題で、 使い ふるしの 麻 

や 木綿 や 紙 衣の 着物 を 身に つけ、 また 自分で 作 つ た 渋紙の 帽子 を かぶ つていた。 

食物に 好き嫌い はなく、 人から 出される もので 満足し、 酒 も 煙草 ものまなかった。 無口で 人の 話す るの を だま 

つて 聞いて おり、 その 話が 善い 話なら ば、 自分の ひざ を拍 いて よろこび、 悪い 話なら 眉 を ひそめて いってし まう 

か、 あるいは その 人が 聴こう が 聴くまい がか まわず、 びしつと 叱りつ けた。 山 や 野に 泊まったり、 木の実 や 草の 

実 をた ベて 何日 も 煮た きした 物 をた ベない こと もあった。 また 春 や 秋に は 月 花 をめ で、 農夫 や 土地の人と 交わり、 

女子 どもと あそんだ。 人が すすめても きらいな こと はせ ず、 人が とめても 好きな こと はした。 

いつも 反古 紙 を 拾って 何 か 書いて いた。 その 書いた もの を くれと いうと くれなかった が、 黙って 取って いって 

も 可 も 言わなかった。 ときには 歌 をうたい、 ときには 戦 さの こと を 語った。 学問 を よろこび、 武芸 をす すめ、 何 

もしない 人間に は あき 足りな か つ た。 

この 老人 は どこから きた かわからない が、 角 田の 百姓、 林村惣 右衛門の 許に きたの は、 明 暦 二 年 二 六 五六) 

の 九月 二十日だった と はっきり している。 当時 六十 歳ば かりの 様に みえた というから、 それで 勘定 すれば 死んだ 

元禄 六 年 二 六 九 三) に は 百 七 歳と なる が、 元禄 三年に 百 七 歳で 死んだ、 角 田の 長 泉 寺の 住職 天鑑 和尚と 親交が 
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あって、 この 和尚 を もせ がれと 呼んで いたと いう 話 を 合わせ 考える と、 もっと 年が いってい たと 思われる。 それ 

が 延宝八 年 二 六 八 〇) の 頃に 白 石の 阿子島 彦惣 家に 寄寓す る ことにな つた。 常々、 病気 はなく、 薬 も 飲まず、 

神 や 仏の こと も 口にせず、 何 か 事 を 質問 すれば、 全然 答えない か、 また 知らないと 言った。 

角 田の 領主の 石 川 大和 宗弘ゃ 白 石 城主の 片倉小 十郎重 長が 翁 を 見たい と 望んだ ので、 阿子島の 主人が 翁に こ つ 

そり その 意向 を 聞いた ところ、 翁 は 「用がない」 といって ついに 会う ことができなかった。 

そのお どろくべき 長寿と くらしぶ りから、 『義経 記』 の 常 陸坊海 尊の 再来 かとい う 人 も あり、 また 武田 信玄の 

子孫で ある 山 県 三 郎兵衛 ではない か、 とうたが う もの もいた。 

この 無名 翁が 実在だった らしい こと は、 『仙 台 叢書』 にある 遊 佐 木 斎の 年紀 にも 記載され、 あるいは 『奥 羽 永 

慶 軍記』 にも その 記事の 見える ところから ほぼ 信じても いい かと 思う。 私の 関心 はむしろ、 こうした 無用 者 を 生 

かす ことので きた 白 石の 風土、 そのな かで は、 年齢 も わからない ほどの 長寿 者 を、 何者かの 再来と 呼んでも す こ 

しも あやしくない 風土に むけられる。 

常 陸 坊海尊 や 人魚の 肉 を 食って 不死 を 得た 八 百 比丘尼 やその ほか さまざまな 人物が、 五 百年と か 何百 年と かの 

単位で 時 を 得て 再来 するとい うの は、 直接的な 時間より は 時間の 循環 を 思想と して 信ずる ことに ほかならぬ。 東 

北 は、 たとえば 安藤昌益 や 菅江真 澄の ように 謎につつ まれた 生涯 を 生きる に 適した 風土で あり、 また 死者が 生者 

のす がた を 借りる のに ふさわしい 場所な のにち がいない。 

白 石と いえば だれでも 和紙 を 想像す る ほど、 両者 は 切っても 切れない 縁 を もつ。 前記の 無名 実徳 大徳 翁が g だ 

を 着、 渋紙の 帽子 を かぶり、 いつも 反故 紙に 何 か 書いて いたと いうの も、 それ を 物語って いる。 
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この 白 石で は、 女児が 生まれる と 男女 一対の 紙 雛 を 障子紙な どで 作り、 氏神へ おさめたり、 家に よって は 閑 所 

(便所の 方言) へ 持って いってお さめて おく。 家に よって は、 閑 所の 中に お 雛 を 納める 箱が あった。 ある 老人 は 

小さい 頃に 紙がなかった ので、 窮余の 一策、 お 雛 箱の 中の 紙 を 使って、 ば あさまから こつび どく 叱られた 11 と 

いう 話 を 片倉信 光 氏 は 記して いる。 

私 は片倉 氏に 教えられて、 白 石の 町の 荒物 店 をお とずれ た。 そこで はお 雛 箱 を 今でも 売って いる。 その内 味 は、 

男女の 紙 雛が 二 体の ほかに、 女の 持物で ある 鏡、 櫛、 こうがい、 かみそり、 かも じ、 鉄、 毛 抜の 七 品、 それに 扇 

子と 麻 緒が 添えて ある。 もとより 形ば かりの 粗末な ものであるが、 片倉 氏の 話で は、 このお 雛 箱 は、 白 石で 売る 

ほか、 仙 台へ 出し、 塩 签へは 月々 二、 三百 体 も 出る という。 

塩签 では 漁船が 出港 するとき にこれ を 船に のせて ゆき、 漁がない ときには 海へ 捨てて 帰って くるの だ、 という 

ことで ある。 要するに 船 魂 さまに する ので ある。 白 石 や 仙 台で はこれ を 家の 新築のと きの 棟 上に 使う。 古い 家 を 

とりこわす とき、 大工 や 手伝いの 人々 はよ く 「お 雛 箱あった か …… 」 と 気にして 聞く 風が あると いう。 以上 は片 

倉 氏の 「雛の 仲間」 という 文章に 依った ので あるが、 私自身、 このお 雛 箱 を 買って、 なか を 開いて みて うす 気味 

わるい 思いが した。 

ひとが た 

船 も 家の 棟 もまた 閑 所 (便所) も、 こうした 人形が 必要 だとい うの は、 暗がりに ひそむ 魂の 所在 を 暗示す る。 

もともと それが 人間 を 縮小した ものである だけに、 い つ そう 人間の 魂の 本質 を かたちで 示して いるので あろう か。 

とすれば 人形 は 人間の 代理と いうより は、 神の 代理、 すなわち 人間よりも もっと 神に 近い 存在で はない かとお も 

われる。 

不漁のと きに お 雛 箱 を 海に 投げ捨てて くると いうの は、 『魏志 倭人 伝』 に 記して ある 持衰と 呼ばれる 神主 風の 

人物 を 船に のせて、 もし 波風が あらく 船が くつがえる ような ときには、 持衰を 海に 投げ こんだ という 叙述 を 思わ 
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せる。 

三 

私が 白 石 を 訪れる 機縁に なった の は、 そこに 残る 白鳥 伝説 を しらべる ためであった。 白い 鳥 を 霊魂の かたどり 

だとす る 考え は、 古代に さかのぼる ことができる。 九州の 装飾 古墳に は 鳥が 舟のへ さきにと まった 姿 を 描いた 天 

とり ふね 

の 鳥 舟の 絵が いくつ も 壁に 描かれて いる。 死者の 霊魂が 鳥と なって 死後の 世界 をと ぶと いう 思想が そこに みられ 

る。 また 沖繙 では、 姉 や 妹 や 叔母が、 弟 や 兄 や 甥の 守護神と して、 航海の 安全 を 見守る という 考えが 現在 も 強烈 

にの こって いる。 

この 守護神 は、 血縁の 男性の 航海 中、 白い 鳥と なって 船の あとさきに とんで いくとい う。 これ は 沖 繙の古 謡の 

『おもろ』 にもうた われて いるから 古くから つたわつ たもの だ。 そして 沖繙の 男た ちが 航海 するとき 守護神の 女 

は 自分の 髪の毛 を 切つ てわたす というの は、 さきにの ベ たお 雛 箱の 中に かも じが はい つ ている の を 思い出させる 

ではない か。 

船霊に 女の 髪 毛が 入って いるの は、 昔、 本土で も 髪 毛 を 切って 手渡した 習慣 を 暗示させる。 

霊魂が 白い 鳥になる というの は、 広い 地域に 昔から ある 信仰であった。 しかし それ は カモメ でも ウダ イスで も- 

カラスで も スズメ でもなんでも よかった。 ャ マト タケルが 東国の ュゾ 征伐に 出かける とき、 伊勢神宮の 斎宮 をし 

ている 叔母の ャ マト ヒメから 祝福 を 受ける の は、 叔母が 甥の 守護神で ある こと を 意味して いる。 そして ャ マト タ 

はくちょう 

ゲルが 死んだ とき 白い 鳥に なった という 有名な 話が あるが、 それ はかならず しも 白鳥 (スワン) と はか ぎらない- 

しかし 東北のば あい は、 ャ マト タケルに つきまとう 伝説 は、 かならずと いってよ いほ ど 白鳥な ので ある。 それ 

は 何 を 物語る か。 白鳥が 東北に は 毎年 寒い 季節に とんで きた、 そして その 幻の ような うつくし さに、 東北の 人た 
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ち は 神 をみ たという こと だ。 そして その 東北の 中で も、 白 石 地方に その もっとも 純粋な 信仰が つたえられ ている 

ので ある。 

私 は 白鳥の 飛来す る 青森県の 小湊 付近 や 十三 湖、 岩手県 南部と 宮城県の 北部の 北上 川 流域、 やはり 宮城県 北部 

にあって 近年 白鳥が くるよう になった 伊豆 沼な ど を しらべて みた。 その 調査の 手がかり は、 東北 地方の 白鳥 神社 

を片 つばし からたず ねて みて 話 をき くこと であった。 

しかし 宮城県の 南部、 すなわち 白 石 川の 流域に ある 刈 田 郡と 柴田郡 以上に 強烈で 純粋な 白鳥に たいする 信仰 を 

さがす こと はでき なかった。 もうこの 地方に 白鳥の すがた をみ る こと はでき ない。 明治 二十 年代まで はやって き 

たという が、 沼が 埋められたり、 白鳥の 餌になる ものが 少なくな つたり して、 白鳥の すがた をみ る こと はでき な 

くな つた。 したがって、 純粋な 白鳥 信仰と いっても、 それ は 昔からの 語り伝え や、 書物 をと おして さぐる ほか は 

ない。 

白 石の 町から みえる 青 麻 山、 その 下 をな がれる 白 石 川 は 白 石の 人た ちに とって は 日常生活の 額縁の ような もの 

である。 つまり 白 石に くらす かぎり、 この 二つの 風景 を 切り はなす こと はでき ない。 青 麻 山 は 大刈田 山と も 呼ば 

れ、 そこに 昔はャ マト タケル を まつる 父の 宮 があった。 ふもとに はャ マト タケルと 土地の 豪族の 娘との 間に 生ま 

れた 子の 宮が ある。 

ャ マト タケルが ェゾを 征伐して 都に かえると きに、 その あと を 追う 娘 は、 生まれた ばかりの 子 を つれてい くの 

が むずかしく、 —— 白鳥に なって 都に 飛び立て よと 言いながら その子 を 泣く 泣く 川に 投じた、 という 伝説が 残つ 

ている。 その 川が 児捨 川の 名で よばれる 白 石 川の 支流で ある。 生まれた 子の 胞が ながかった ので、 長 袋と 名付け 

た 地名 も ある。 

青 麻 山に あった 父の 宮は、 今は宮 という 部落の 刈田嶺 神社に 移されて いる。 この 神社の 境内のう しろに、 白鳥 
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の 姿 を 浮彫に した 石碑が 五つ 立って いる。 私 は片倉 氏に 案内され て その 石碑 をみ た。 白鳥の 墓碑が 二つ、 奉納 碑 

が 三つ。 いずれも 江戸時代の ものである。 その 白鳥の 浮彫 はなん ともい えない 優雅な 形 をして いる。 私 は それ を 

ながめながら、 当時の 人た ちの 白鳥に よせる 心情 を なぞる ことができ ると おも つ た。 

この 地方で は 白鳥 を まるで 神 さま 扱いに して 「しろと りさ ま」 とか、 その 鳴 声から 「け ー こさ ま」 と 呼んだ。 

白 石 領の人 は、 白鳥が 死ぬ と、 白鳥 塚 を こしらえて それ を 埋め、 また この 刈田嶺 神社に もってき て、 手厚く 葬る 

こと を 忘れなかった。 白鳥の 死、 それ はこの 地方の 人た ちに とって は、 神の 子の 死に ほかなら なかった。 

白鳥の 墓碑に は、 白 石 城の 西の 外 ぼり である 米倉 沼で 死んだ もの を 葬った として ある。 一 つ は 元 文 元年 (一七 

三 六)、 他 は 元 文 四 年 (一七 三 九) である。 これら 外 ぼり、 内 ぼり は 白 石 川の 水 を 引いた もので、 白鳥 はよ くそ こ 

に 群れ あそんだ。 奉納 碑の ほう は、 最も 古いの は 寛 文で あり、 次 は 元禄、 新し いのは 文政の もの だ。 白鳥に よせ 

る 絶対的な 信仰 はなが く つづいた。 

仙 台 藩の 中で も 白石領 とその 北の 船 岡領が もっとも 純粋 強烈であった ので、 この 地方の 「国 病」 と 批判され、 

揶揄され る ほどで あつ た。 

そう 言われる に ふさわしい 事件が、 明治 十四 年に 起こった。 白 石の 南に あたる 越 河五賀 付近の 沼で、 福 島の 方 

から やって きた 二人の 狱師が 白鳥 を 撃った。 この 付近の 白鳥 は 保護され て 人お じしない のでた やすく 撃 たれた の 

であろう。 その 白鳥 を 荷車に つんで、 はこび 出した というから、 かなりの 白鳥 を 仕と めた にちがいない。 これ を 

みた 人た ち は 激怒して、 荷車 を 追い かけ、 棒で なぐって 一 人 を 昏倒 させた。 もう 一人 は 身の 危険 を 感じて 白 石の 

警察 分署に 救い を もとめて とびこんだ。 

地図 を 開いて みていた だけば よく 分かる が、 この 越 河五賀 から 白 石まで は 直線 コ ー ス にして 三 里 は ある。 じつ 

さい は 四 里 位の 道のりであった ろう。 その 道のり を 群集 は 追い かけた ので ある。 署長 は 押しよ せる 殺気立った 群 
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集 をみ て、 ひそかに 大河 原 本署に 待避 させようと、 人力車 三 台 を 用意し、 先頭に 署長、 後ろに 巡査、 中に 職師を 

はさんで 護衛した が、 白 石 川に かかつ た大 橋の 上で 群集に つかまった。 

巡査 は 抜剣して ふせいだ が効杲 なく、 獵師は 人力車の 上から 橋の 下に 転落 させられた。 このため 数人が 処罰 さ 

れ たという。 

しかし 私に は、 この 事件 は、 白鳥 を 食った 青年た ちの 行為 をめ ぐって 是非の 論議が かわされる という 昨今の 風 

潮と 比較して みて、 はるかに 高尚な 事件 だと おもわれる。 
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みちの くの 哀愁 


柳 田 国 男が 陸 中の 遠 野 をお とずれ たの は、 明治 四十 二 年の 夏、 旧盆の 頃で、 それが 旅の 感傷 を ひときわ 誘った 

らしい こと は 『遠 野 物語』 の 序文の 一 節に うかがわれる。 

「天神の 山に は 祭 ありて 獅子 踊 あり。 玆 にの みは 軽く 塵た ち 紅き 物 聊か ひらめきて 一村の 緑に 映 じたり。 師子 

踊と 云 ふ は 鹿の 舞な り。 鹿の角 を附 けたる 面 を 被り 童子 五六 人 剣を抜きて 之と 共に 舞 ふなり。 笛の 調子 高く 歌 

は 低く して 側に あれ ども 聞き 難し。 日 は 傾きて 風 吹き 酔 ひて 人 呼ぶ 者の 声 も 淋しく 女 は 笑 ひ 児 は 走れ ども 猶旅 

愁を 奈何と もす る 能 は ざり き。 盂蘭 1^ に 新しき 仏 ある 家 は 紅白の 旗 を 高く 掲げて 魂 を 招く 風 あり。 峠の 馬上に 

於て 東西 を 指 点す るに 此旗 十数 ケ所 あり。 村人の 永住の 地 を 去らん とする 者と かりそめに 入り込み たる 旅人と 

又 かの 悠々 たる 霊山と を 黄昏 は徐に 来りて 包容し 尽 したり。」 

この 文章に は 旅人の 哀愁と いう ほかに、 みちの くの 哀愁と いうべき ものが こめられ ている。 みちの くと は 一般 

に は 東北 地方 全体 を 指す が、 道の 口と 呼ばれる 東北 地方の 玄関 口より は、 その 奥座敷の 方に 中心部 分が あるの は 

言うまでもない。 およその 見当で 言えば、 仙 台 市と 秋 田 市と をむ すぶ 線より 以北の 東北が それに あたる。 この 線 
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に 沿って、 八 世紀 頃で は 蝦夷に 対応す るた めの 城 や 柵が もうけられ ている ところ をみ ると， その 北 は 蝦夷の 曾 長 

の繮 張りに 属して いたと 考えて まちがいない。 『日本書紀』 の景行 天皇の 条に は、 蝦夷 は 穴居し、 毛皮の 着物 を 

身に つけ、 山に のぼるに も、 野 を 走る にも 鳥 や 獣の ように すばしこ いと 描写され ている。 これ は 誇張した 表現の 

ように も 受け取られ るが、 今日、 秋 田の 阿仁 地方 や、 下 北半 島な どに 残る マ タギの 人た ち を 想起 すれば、 かなら 

ずし も 不自然で はない。 

さきに 挙げた 柳 田の 文章の 生地に は、 こうした 蝦夷 以来の 生活の 伝承が 塗られて いると みるの は、 すぎた 想像 

であろう か。 蝦夷と いう 言葉に 違和感が あると すれば、 みちの くの 昔からの 常 民の 生活の 伝統と 言い換えて もよ 

い。 私 は 幾度 も 遠 野の 土 を 踏んだ が、 花 巻から 遠 野に むかう 鉄道の 沿線 風景 は、 仙 台 以南と はちがつて、 人家 も 

まばらで あり、 川が 野原 を 流れる さま も 悠長で ある。 こうした 風景 は 下 北半 島まで つづいて いる。 いな、 海峡 を 

越えて 北海道の 南部の 風景と も 同質で ある。 

私 は 遠 野の 秋祭りの 日に 行き あわせた ことがあった。 鹿の 面 を 被った 若者た ち は、 昼間の 烈しい 踊り だけで は 

なお 満足で きなかった のであろう。 夜 ざむ の 遠 野の 町角で は、 うす 暗がりで、 少数の 見物人 を 相手に、 今にも 倒 

れ よしない かと 思う ほどに 精根 を尽 して 狂おしい 鹿 踊り を 披露して いた。 傍の 伴奏者の 笛 声が 澄んだ 夜気 を ゆる 

がして ことさらに 耳に 訴え かけて くるの は、 それが 発情期に 入った 秋の 鹿 を 鹿 笛で おびき よせる 所作の 意が こめ 

られ ている からであろう か。 秋祭りが 終る と、 遠 野 は 冬の 季節に 入る。 とすれば それが 最後の ひととき を 惜しむ 

求愛の 光景の ように 見える の も、 けつ して 附 会の 印象で はな か つ た。 

柳 田 国 男 は 遠 野への 旅行と は 別の 機会に、 九 戸の 小 子 内と いうと ころで、 盆踊りに 出会って いる。 そのと きの 

浜の 月夜の 影 を ふんで 踊って いた 女た ちの 口から 洩れた の は/なに ャ とや ー れ Z なに ャ となされ のう Z という 歌 

の 言葉であった。 それ は 可な りと もせよ かし、 どうな りと なさる がよ いと、 男に 向って 呼びかけた 恋の 歌で ある- 
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「忘れても 忘れ きれない 常の 日の さまざまの 実験、 遣 瀬 無い 生存の 痛苦、 どんなに 働いても なほ 追って 来る 災 

厄、 如何に 愛しても 忽ち 催す 別離、 斯うい ふ 数 限り も 無い 明朝の 不安が あれば こそ、 

はァ どし よ ぞいな 

と 謂って 見ても、 

ぁァ 何でもせ い 

と 歌って 見ても、 依然として 踊の 歌の 調 は 悲しい のであった。」 

と 柳 田 は 『雪国の 春』 の 中で 詠嘆して いる。 

みちの くの 哀愁 は 蝦夷の 哀愁で も ある。 中尊 寺 を 建立した ときの 藤 原 清衡の 願文に は 「鐘声の 地 を 動かす ごと 

に宪 |ー| をして 浄 刹に 導かし めん」 という 言葉が 見られる。 これによ ると、 前 九 年、 後三年の 役で、 朝廷に 弓 を 引 

く 賊名 を 負って 命 をお とした 人た ちの 無実の罪 をす すぐた めに 中尊 寺 を 建てた ことが 分かる。 中尊 寺の 鐘の音が 

レ まだに 成仏で きないで いる 死者の 大地 を ゆりうごかし、 彼ら を 安らかな眠りに みちびく こと を 願う というの こ 

は、 みちの くの 大地に 渗 みとおる 悲しみが こめられ ている。 

藤 原清衡 はこの 願文の 中で 自分 を 「東夷の 遠酋」 とか 「俘 囚の上 頭」 とか 呼んで いる。 北方の 王者で ある 彼の 

この 謙遜 は 異様で ある。 奥州の 藤 原 氏 は 安倍 氏の 血脈に つながる とされて いるが、 蝦夷の 悲哀が これらの 言葉に 

は 螺鈿の ように 鏤められ ている。 

中央の 責族 たちが ながい 間 かかつ て 作り あげた 蝦夷への 蔑視、 それ は 国定 教科書に 受けつ がれて 抜きが たい 偏 

Hk; を 国民に 植えつ けたが、 みちの くの 常 民 は- それと はちがつた 眼で、 東夷の 遠酋 をみ つめて きた。 

明治 初年 ごろ 秋 田の 田 沢 湖の 近くの 生保 内に 伝えられ ていた 黒百合 姫の 祭文 は 次の ようこ 言う。 
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「 …… 昔々 奥州 衣河の 御館、 安倍の 貞任 殿と 申す は、 身の 丈 七 尺 五寸、 百人力の 力 者で 御座つ たれ ど、 お 心 や 

さしくお 情深き によって、 出 羽 奥州の 民 百姓、 仰ぎな つかぬ もの はなく、 吹く 風 枝 を 鳴らさず、 御代 静謐に 治 

まった ゲナ。 然ると ころ 貞任 殿、 ふとした ことによって 八幡 太郎 殿と 御 仲 違 ひに なって、 三々 が 九 年の 合戦、 

国中 踏み 轟かさぬ 隈も なく、 万民の 嘆き 申すべき ようない ケニ、 貞任 殿、 炎の やうな 息をつき、 ィャく 我 一 

人の ために 万民 を 泣かせる 道理 はない ぞ、 いざや 我 死して 民 百姓 を 助けようと、 我と 我 手に 首 を 刎ねて、 御厨 

川の 川辺の 露と ぞ消 えらる- - …… 。」 

これ をみ ると、 安倍 貞任は 「吹く 風 枝 を 鳴らさぬ」 太平の 世 をみ ちの くに 実現した 聖君 なのであった。 東北の 

民衆が どうしてむ ざむ ざ 彼の 跡 を 途絶 やす ことがあ るだろう。 安倍 貞 任が 厨 川の 合戦で 敗 死す ると、 貞 任の 二 男 

の 高 星 丸 は、 乳母の ふところに 抱かれて 津 軽の 藤 崎に のがれた と 伝えられる。 この 伝承が 果して 事実 かどう か。 

おそらく 東北の 常 民の やむ にや まれぬ 心理から 生まれた 創作に すぎない としても、 自分た ちの 主人の 血筋 を 大切 

にしよう とする 気持 を 推し はかる こと はでき る。 

高 星 丸 は 成長して 安東 氏 を 名乗った と 安東 氏の 家伝に ある。 源 頼 朝が 平 泉の 藤 原 氏 を ほろぼした とき、 泰衡の 

弟に あたる 頼 衡が藤 崎に 居 を かまえる 安東 氏 を 頼って ゆき、 かくまわれ たという 伝承 も 別にあって、 安倍 氏と 藤 

原 氏と 安東 氏の 三者の 関係の 濃密 さ を 物語って いる。 

安東 氏 藤 倚から 岩 木 川の 川口の ゲ三湊 にも 勢力 をのば した。 十三 湊は 鎌倉時代に 繁栄 を ほこった。 大 津波に 

し うら 

見舞われて 一時 壊滅した が、 安東 氏が 福 島 城に 居 を かまえる と、 昔日の にぎわい を とりもどした。 今日、 市 浦 町 

にある 福 島 城址の 突端に 立つ と、 十三 湖 を 一望に 収める ことができる。 頻繁に 出入した 船舶 はこの 城の 真下に 着 

いたと おもわれる。 さらに 岩 木 川の 舟運 はこの 拠点と 津軽 平野と を むすびつけ るに 役立 つ た。 

永 享七年 (一四 三 五) といえば 安東 氏の 勢威の 衰えた 時代で あるが、 それでも 後花園 天皇の 依頼 を 受けて、 安 
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東 康季が 若 狭小 浜の 羽賀 寺の 再建に 協力して い る。 「十三 湊日 下捋軍 安倍 康季」 という 名が 羽賀 寺の 過去帳に の 

こって いると いう。 日 下 将軍と いう 称号 を 自分に 与えて いるの は津 軽に ひろがる 太陽の 光芒の ように 君臨す る 豪 

族の 自負な のであろう。 康季は 羽 賀寺を 再建す るた めに、 数年に わたって ヒバの 良材 を 十三 湊 から 海路 輸送し、 

十八 棟の 大 伽藍 を 寄進す る ほどの 力 を もっていた。 しかし 現在の 羽賀 寺の 本堂 は、 ほとんど 櫸材を 使用して ある 

そうだ。 ヒバ 材云々 は あるいは 伝承に すぎぬ のか も 知れない。 

私が 小 浜 市に ある 羽賀寺 をお とずれ てお どろいた の は、 寺の 背後の 空地に 安倍の 姓 を もつ 墓石が いくつ もみら 

れ、 それらが いずれも 江戸時代の 初期の ものであった ことで ある。 奥州の 安東 氏 はこの ころまで、 若 狭の 羽賀寺 

を 菩提寺と してつな がり をた やさなかった ので ある。 蝦夷の 頭目で ある 安倍 氏の 血が、 江戸時代に なっても なお 

このように 連綿と とだえる ことなく 確認で きる ことに、 私 は 歴史の 縁 由の ふしぎ さ を 感じないで はいられ なか つ 

た。 

しかし 今、 十三 湊は 見る 影 もない。 湖の 面に はし じみ 貝 をと る 船が 動いて いるば かりで、 空虚と 言える ほど 長 

閑す ぎる 風景で ある。 七 里 長 浜の 尽きる ところ、 湖の 入口に あたる あたり は、 西北の 冬の 季節風 を 避ける ために 

民家 は 竹 や 板で 外囲い をして おり、 荒涼と している。 かって 青磁の 破片が たくさんで てきて、 往時の 栄光 をわず 

かば かり 示した ことがあ つたが \ 十三の 砂山 米なら よかろ \ 西の 弁 財 衆に や ただ 積まし よ \ という 民謡の よ 

うに、 いたずらに 砂が 風に 飛ぶ ばかりで、 ベン ザィ 船に 乗って 活躍した 船頭 衆の 面影 は どこに も 捉える ことが で 

きない。 ここ を 訪れた 柳 田 国 男 も 「十三の 浦で は、 今に あの やうな 寒さうな 暮し方 をして 居る とい ふの は、 或は 

とくの 昔に 春の 季節 を 費し 尽 したので は 無から うかと、 考 へて 見た ことであった」 と 今昔の 感に 堪えない 文章 を 

のこして いる。 

さて、 十三 湊に 拠った 安東 氏 は 南部 氏に 攻めた てられ、 福 島 城 を 捨てて 小 泊に 奔 つた。 小 泊 港の 左手に ある 山 
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道 を 二十 分 も あるく と、 柴畸 拔址が ある。 そこ は 安東 氏の 最後の 拠点であった。 そこから は 北海道の 島山 は 指呼 

の あいだに みえる。 朝夕 眼の まえに 確め られる 島に は、 渡って みょうと いう 気持が 自然にう ごく。 私 はこの こと 

を 小 泊の 旅行に かぎらず、 津軽 半島の 尖端の 竜 飛 崎で も、 下 北半 島の 大間 崎で も 感じた。 安東 氏が 小 泊の 柴崎城 

を もちこたえられなくなる と、 蝦夷松 前に 遁走した ときに も、 さした る 決意 は 不要だった にちがいない。 

東北に は 白鳥の 訪れる 場所が いくつか ある。 十三 湖 も その 一 つで ある。 陸 奥 湾の 中央に つき出し ている 夏 泊 半 

島の 小湊 にある 浅 所 海岸に も 白鳥の 姿が みられる。 そのほか 宮城県の 伊豆 沼に も 飛来す る。 かって は 宮城県の 刈 

田 郡 や 柴田郡 一帯、 今の 白 石ゃ柴 田な どに もかず 多くの 白鳥が とんで きた。 そうして これらの 白鳥 飛来の 地に 共 

通す る こと は、 住民が 白鳥に たいして 熱烈な 信仰 を 抱き、 さながら 神と あがめて いたと いう 事実で ある。 

しらと り 

ところで 宮城県の 伊豆 沼に 近い 栗 原 郡の 瀬 峰 町の 大里宇 富 桃 生 田に 白鳥 を 名乗る 一 族が あって、 その 系図 を さ 

か のぼると、 安倍 頼 時の 八 男で、 安倍 貞任 *宗 任 兄弟の 更に 弟で ある 則 任に ゆきつく。 この 安倍 則 任なる 人物 は 

r 胆沢郡 白鳥に 住み、 庚 平 五 年 刈 田郡宮 村に 死す。 白鳥 八郎 太夫と 号す」 とされて いる。 胆沢郡 白鳥と いうの は、 

現在の 岩手県 前 沢 町 字 白鳥で、 平 泉の 中尊 寺 や 衣川の すぐ 近くに あり、 まえに は 白鳥 村、 更に その まえ は 白鳥 郷 

と 称して いた。 ここに は 白鳥 館が あって、 その 城主の 先祖 は 白鳥 八郎 であり、 そのの ち 白鳥 治 部少輔 という 者が 

天 正 年中まで 住んで いたと いう 記録が ある。 また そこに は 白鳥 明 神 を祀る 神社が あって、 その 神社の 勧 請 文に. は 

白鳥 をと る こと を かたくいましめ、 刈 田 郡 鎮守の 本社の 由 申し 伝える 旨 を 述べて いる。 

しらと り 

刈 田 郡の 鎮守と は 白 石の 北に ある 宮 という 村落の 刈田嶺 神社 を 指す と おもわれる。 そこ は 俗に 白鳥 明 神と 呼ん 

でい る。 また 宮の さらに 北に 位置す る柴田 郡の 村 田に も、 白鳥 八 郎の霊 を まつる 白鳥 神社が ある。 その 本社 は胆 

沢 郡 白鳥 村 の 白鳥 明 神 だ というの である。 


民俗 紀行 300 


私が ふしぎにお もうの は、 この 白鳥 八郎 なる ものの 住居が 安倍 氏の 本拠の 岩手県 胆沢 郡に あった だけでなく、 

その 死んだ 場所と いうの が、 白鳥 信仰の 本場 ともいうべき 宮城県 刈 田 郡の 宮 であると いう 伝承 を も つてい る こと 

である。 さらに その 白鳥 八郎の 子孫と 称する 一族が、 白鳥の 渡来 地で ある 伊豆 沼の 近くに 居 を かまえて 今日に い 

た つてい ると いう 事実で ある。 

かって 東北の 野 づらに は 白鳥と 同居しながら 生活す る 蝦夷た ちがいて、 彼ら は 年々 きま つ て 飛来す る 白鳥に 自 

分の 先祖の 姿 をみ とめた ので はなかろう か。 そうした 篤い信仰が はしなくも 安倍 氏の 一 族の ひとつの 流れに 白鳥 

の 姓 を あたえ、 その 人物 は 白鳥の 飛来 地に まつられた のではなかった か。 もとより、 その 真偽 を 問いた だすに は、 

東北の 歴史 は茫々 として、 私の 空想 を 満たす に は 足りない。 しかし、 それでも なお、 私 は 東夷の 遠酋 であった 安 

倍 氏と 白鳥 信仰との 間にな にがし かの 関連が あるので はない かとい う 想像 を 自分に 禁ずる ことができない。 

白鳥の 飛来 地と して 知られる 陸 奥 湾の 夏 泊 半島 はまた、 椿の 自生の 北限 地と しても 知られて いる。 私 は 夏 泊 半 

島 を 一周した とき、 半島の 突端に ある 椿 崎の 椿 山 をみ る 機会が あった。 ちょうど 花が すぎた 頃で あつたが、 全山 

椿の 木で あるのに おどろかされた。 寛 政 七 年 (一七 九 五) の 旧の 三月 末に ここ を 訪れた 菅江真 澄 は 「花 はな かほ 

どに 咲いて いるが、 紅色 を 深く 含んだ 花 は 稀な ようで、 それが 朝日の 光に まば ゆく 映え、 におい は 潮と ともに 満 

ち あふれて いる」 (『津 軽の 奥』) とその 光景 を 叙して いる。 

真 澄 は 東北 を 旅行して 椿に 関心 を そそいで いる。 秋 田の 男 鹿 半島の 椿の 浦と いうと ころに 中 山と いうちい さな 

磯山が あって、 そこに は 椿ば かり 生い 繁 つていた。 さらに 津 軽の 深 浦の 港に 近い 艫 作の 崎の 寺 島の 付近に も 椿 崎 

といって 大 岩の 高く たつ 荒磯の 岩山が あり、 椿 権現と いって 神が 祀 つて ある。 そこ もむ かし、 椿が 多かった が、 

ある 雪の 深い 年に 鹿の 群が、 この 椿の 葉 を 食い あらして 枯らして しまい、 年 を 経た 木の わずか 七、 八本が 波の よ 
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せる 岩の 間に 生えて いて、 あと はさ さやかな 椿が 多い と 述べて いる。 さらに 深 浦と 能 代の 中間に ある 出 羽の 八 森 

山に 近い 浦 を 椿と よび、 むかし は 磯山の かげに 椿が びっしりと 生い茂つ ていたと いう。 また 秋 田の 由 利 郡の 最南 

こ 三 崎 山が あって、 そこに は 椿の 群生が みられる。 こうして みると、 椿 は 海辺に 生える もので あろうかと 真 澄 は 

疑問 を呈 している。 (『男 鹿の 秋風』) 

菅江真 澄が 東北の 日本海 岸に 点在す る 椿と いう 地名と 椿の 群落と に 着目して いる こと はさす がと おもわれ るが、 

柳 田 国 男 は その 疑問 を 引きついで 次の ような 意味の 解釈 を 下して いる。 

日本海に 面した 寒い 地方、 たとえば 越 中 能 登な どの 椿 原 は、 若 狭の 八 百 比丘尼と いう 非常に 長命の 婦人が、 廻 

国して 来て 栽え たという 話に なって いるものが 少なくない。 信仰 を 持ち はこぶ この類の 女性の 旅人 は、 丹念に 処 

処に 実を播 き、 枝を揷 し、 それが 風土に 合して 成長す るの をみ て、 神霊の 意 を 卜する 風が あつたかと 思われる。 

柳 や 桜 もこの 目的に 用いられ たという 例 はたく さん あるが、 北の 雪国に むかって は、 椿が もっとも 適して いたの 

ではない か。 それと いうの も、 この 木が 霜雪 を 耐え忍んで、 春の 歓びを 伝える ことに 鋭敏であった ためで、 古代 

の 朝廷で は 正月の 卯 杖 ゃ卯槌 にかなら ず 椿の 木 を 用いた というの も、 それなりの 意味が こめられ ていた。 ツバ キ 

の 漢名 は 山 茶 または 海 石榴 だが、 木 偏に 春と いう 字 を あてて 椿の 文字 を 作った の は、 飛鳥の 朝廷の 頃で、 すでに 

万葉集の 中に も 使用され ている。 云々。 (『椿 は 春の 木』) 

柳 田の 説 をなる ほどと 思った の は、 かって 若 狭の 一の宮に 参詣した ついでに、 その 奥の 鶴の 瀬まで 足 をのば し、 

そこに 幾 抱え も ある 椿の 大樹が 群生して いるの をみ たと きであった。 この 椿 林の すぐ 近くに 八 百 比丘尼の 住居 あ 

とと 伝える ところが ある。 椿と 八 百 比丘尼との むすびつ きを 眼の あたりに みた 気がした。 東北の 椿が 果して これ 

ら 神に 仕える 女の手で 南から 北へ と 海岸 沿いに はこばれ たかは 断定で きないに しても、 柳 田の 説 を 首肯した くな 

るの よ、 雪 深く 音い 東北に、 春の まば ゆい 光 を もたらす 一群が いた こと を 想定す る ことが 東北 文化 を 解き明かす 
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鍵の 一 つになる と 思われる からで ある。 椿の 木が 南から 北へ と はこばれて いったのと 方向 を 逆にして 白鳥 は 北 か 

ら南 へと 飛来す る。 その 交錯す ると ころが 夏 泊 半島であって、 しかも、 陸 奥 湾の 両側、 すなわち 下 北半 島の 西側 

と、 津軽 半島の 東側と はかって アイヌの 住んで いた 地方であった。 

大坂 冬の 陣には 下 北半 島の アイヌが 多く 参加して いる。 また 寛 文 年間に シャ クシ ャ インが 蜂起した とき、 津軽 

藩の 探索 方に 津軽 半島の 宇鉄の アイヌが 通弁と して 同行して いる。 これらの 記録から みても 東北の 尖端 部に アイ 

ヌが 住んで いた こと はま ぎれ もない。 宝 暦 六 年 二 七 五六) に、 津軽 藩の 乳 井 貢が 外ケ 浜の アイヌ を 平民に 編入 

したので、 彼 は そこの アイヌから 神仏の ように あがめられた というが、 これらの アイヌ は 和 人と 同化して、 菅江 

真 澄が 宇鉄 を 旅行した ときには 言葉 も 風俗 も 和 人と 見分けが つかな くな つていた という 印象 を 記して いる。 

椿が 東北の 北辺に 根 を 下した ように、 蝦夷 や アイヌの 文化 も 東北の 大地に とけこんで いった。 しかし 東北の 人 

たちの 歓喜と 悲哀との 源泉 を さぐろう とすれば、 私たち は 東北の 大地の 表層 を はがして みなければ ならない。 そ 

のとき 私たち は 更に 遠くの 世界に 連れ去られる。 
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1 

本州の 最北端で ある 下 北半 島の 大間 崎から は函館 行きの フ H リ ー 船が 二 時間お きに 出て いる。 灯台の 置いて あ 

る わ 島の 近くで 海 i 干で 二人の 女が 石 を 拾って いた。 何 をす るの かと 聞く と コンブ を 乾かす のに、 その 石 を 並べて 

台と する の だとい う。 

女た ち は 日帰りで 函 館に 買物に いくとい う。 そうした 気 やす さが、 この 大間を 地の果て だと 思わせない。 そこ 

に は 孤立 感 はない。 しかしお なじ 青森県で ありながら 県庁が ある 青 森 市まで は 六 時間 かかる。 

下 北半 島の 北向きの 海岸から みると、 北海道 は 眼の あたりに 横たわつ ている。 島影が みえない ときに そこに 渡 

つてみ ようとす るの は、 ある 決意が 必要 だが、 島が まむかいに みえる とき、 その 島 を 自分の 生活 領域に 含めて 考 

える の は、 ごく 自然で ある。 

これ は 対岸の 北海道 南部から 下 北半 島 を 望む ときに も 言われる ことで ある。 
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下 北の 部落 は、 目 名 あたりの 農家 をの ぞいて、 北海道の 農村に みるよう な 北方 風の 建物が ほとんど だ。 家並が 

整然として いるの も、 内地の 農村と はちがつた 合理性が 感じられる。 そして 建物の かたわらに は、 きたるべき 冬 

を 越す ための 薪が 積み重ねて ある。 これな ども 六月に 石炭の 手配 をす る 北海道と おなじ 生活 風景 だ。 

下 北の 歴史に 南部 ゃ津 軽の 影響が 大きかった の は 事実で あるが、 しかし その 基 層に、 北海道 南部と 下 北半 島と 

が もともと 一 体と なった 生活 文化圏 を もってい たこと は 忘れて ならない。 

大 間から 西の 海岸のへ り を 南に 下った 佐 井の 人た ちが 函館を 開いた という 伝承が ある。 佐 井で 会った ある 青年 

は、 私たち は アイヌの 子孫です、 と 答えて こだわりがなかった。 自分が アイヌの 血 を 受けて いる こと を 隠さねば 

ならな かつ た 悲劇 を 数多く 聞き 知 つてい る 私 はこの 青年の 言葉に 感動し た。 

旧藩 時代、 アイヌ は 名前の 最後に 犬と いう 字 をつ けられた。 津軽 藩が 江戸時代に 幕府の 命で ケ島 (北海 

道) に 出兵した とき つれていった 津軽 半島の マ タギに は、 名前の 最後が 犬と いう 字で 終わって いるものが 多い。 

また、 狩獵 生活 者の マ タギは 奴 (又 鬼) という 字 を 宛てて いやしんだ。 この 二つの 事実から みても アイヌと マ 

タギ のつな がり を 想定で きる が、 マ タギの 使う 独特の マ タギ 言葉に 多くの アイヌ 語が 混じって いる こと は、 アイ 

ヌ 出身の 言語学者 知 里 真 志 保が 指摘す ると ころ だ。 

しかし 私が 下 北半 島の 東端の 尻屋 崎の 宿屋に 泊った とき 鉄砲と いう 姓 を もつ そこの 家の 主婦 は、 私の 家の 先祖 

は マタギ だった と、 これ もさつ ばりした 顔 をして いた。 

私は異 族の 系譜に つながる こと を 恥じる ことなく 口にする の をみ て、 下 北半 島の 風土の 特異 さに 思い及ばない 

わけに はいかなかった。 ここで は 人の 眼 を 気づかう こと は 不要で ある。 

この 尻屋の 宿屋の 鉄砲と いう 珍しい 姓 を もつ 家 は、 南部の 五戸から きた もの だとい う。 かって この あたり は 鹿 

や 熊 や 狼が 出没し、 その 被害 はすくな くなかった ので、 獵師は 必要だった。 


305 下 北半 島 紀行 


二 

往時 下 北半 島 はう つそうと した 大樹 林で 蔽 われて 野獣の 天国であった。 マ タギの 活躍す る 舞台 は 充分に あった。 

この 半島の 中央部に ある 畑と いう 部落 は、 かって マ タギの 部落で あり、 今 は 農耕が 主で あるが、 それでも 一九 六 

九 年 だけで 熊 四 頭 を 仕 止めた と 聞いた。 この 部落の 家並 も 整然として、 道路に は 塵 ひとつ 落ちて いなかった。 農 

村の 乱雑 さが 見当たらな いこと を、 私 は狩獵 民の もつ 潔癖 さと 重ね合わせて 考えて みた。 熊 を 相手と する 部落民 

なのに、 祭りの 酒に 酔って 口論す る ことな どまった くない、 と 部落の 男 は 言った。 おそらく そこに は 内地の 農村 

に みられる 絡みつ く 因習がない のであろう。 

この 部落が 生活 共同体で ある こと を 自覚して いるの は、 狩狱 が大ぜ いの 人た ちの 統制 を 必要と する からで ある 

と 思われる が、 これ は 畑に かぎらず、 私が 下 北半 島の 多くの 部落で たしかめた ものである。 

佐 井の 更に 南の 牛 滝と いう 漁村で は、 一月 あまり もこお なごと いう 小魚の 豊漁が つづいて いたが、 それ は 共同 

出荷され ていた。 

下 北の 漁村 は、 タコ、 イカ、 ヒ ラメな どの ほか、 磯の 産物 をと る ことが 多い。 フ ノリ、 ゥニ、 コ ンブ、 ワカメ- 

ァヮビ などが それ だ。 こうした ものに は 口 開けの 日が きまって おり、 それの 採取 期間 は かぎられる。 産卵 や 繁殖 

期 は 部落の 申し 合せで とる の を 控える。 

こうした 生産の 協同が もっとも 徹底して 実行され ている の は 尻屋の 部落で ある。 ここで は 今年 (一九 七 〇 年) の 

ワカメと りの 口 開け は 六月 十日であった。 尻屋の 夜明け はは やい。 私が 尻屋に 泊った 日 は 朝 三時 半になる ともう 

夜が 白み、 まもなく 太陽 は 海の 果てから 上って きた。 ワカメと り は 部落 総出 だ。 老女 は 藤蔓で 作った 籠 を 腰に 畑 

に 出かける。 おどろいた ことに それ は 四時 頃で ある。 これが 毎日の 日課 だ。 そのうちに 部落の 有線放送で、 XX 
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さん は どこ どこに あつまって ください —— と 呼び出しが かかる。 牧草地の 草刈り を 輪番で やる というので、 その 

当番の 名が 呼ばれて いるの だ つ た。 

尻屋 崎の 灯台の 近くに 牛の 放牧地が ある。 それ は 牧野 組合が 経営して いる。 山 も 部落の もので、 これ は 保全会 

が 運営して いる。 ワカメ や コンブ や ァヮビ をと るのに も 漁業 組合に 加入して いなければ ならない が、 部落で は 漁 

業 権 を もつ 家 を ふやさない ようにし ている。 権利 を 分割 すれば、 それだけ 零細 化する からだ。 

次 三男が 分家しても、 それに 漁業権 を あたえる こと はしない。 そこで 次男 三男 は 他所の 土地に 出て いくほ かな 

い。 現在 尻屋 崎に は 五十 数 戸 あるが、 漁業権 を もつ もの は 四十 戸 だけに かぎられ ている。 

享保六 年に 二十 五戸の ものが 昭和 四 年に 三十 三 戸に ふえて、 現在 四十 戸と いうの は、 その ふえ かたがい かに 遅 

遅と している か 分かる が、 それ は 漁業権 を 分割す る こと を 極度に おそれた からに ほかなら ない。 このような 規制 

は 共同体 的な もの だ。 つまり 共同体 は 最少 不可欠の 条件 を 守る ために 成立した もので あり、 そのために 分割 不可 

能な ので ある。 

尻屋 では ァヮビ 一つ、 拾い コ ンブ 一 つで も 総代の 命に したがわないで 私有す る こと はでき なかつ た。 このき び 

しさ は 今日 も 生きて いる。 他所から 尻屋 崎の 海岸に 密漁し にきた もの を とりしまる ために、 部落民が 夜昼と なく 

交代で パト 口，" ル する。 

だから 尻屋は 怠け ものの 住めない ところ だ。 その 全 生活が 共同体の 規制に したがわねば ならない とすれば、 身 

勝手な 行動 は ゆるされない。 共同体の 保護の 下に その 特権 を 享受す るか わりに、 その 義務 を 果たす ことが 求めら 

れ るの だ。 共同体 は 幻想 を ともなわない きびしい ものである ことが、 尻屋 部落の 例で よく わかる。 

三 
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尻屋崎 はまた 難破船の 多い ところ だ。 灯台 付近の 海に はまる で 力 ミソリ のように するどい 暗礁が あって、 そこ 

を 通行す る 船をコ ッパミ ジンに かみくだく。 こうして かず 知れない 船が 波に 呑まれた。 岬の 突端に 墓石が 立って 

いる。 それにき ざまれ ている の は、 戦後の、 それ も 昭和 三十 年代の ものであるが、 それでも 四隻の 船の 乗組員た 

ちの 名で ある。 難破船が あると 夜半で も 半鐘 を 鳴らし、 村人 を あつめ 救助に たずさわる。 水死 人が 海岸に 打ち 揚 

げられ る こと も 多い。 釧路 からの 潮流が ここにな がれて いて、 釧路 での 投身 者 は 尻屋の 海岸に ながれつく という ( 

佐 井で は青函 連絡船で 投身した ものの 死体が 一 昼夜す ると、 佐 井の 海岸に 流れつ くと 聞いた。 

下 北の 海岸 を まわって いると、 漁村の いたるところで、 捨て 舟と 同時に、 海岸に のりあげた 大難 破船の 残骸 を 

みた。 つまり 下 北の 海岸 一帯 は 潮流と 暗礁と 風 を 考慮に 入れない では 航行で きないと ころで あり、 また この 潮流 

と ャマセ の 風 を 利用して 北海道との 交流が はるかな 昔から つづけられて きたと ころで ある。 

おおみな と 

それ を 確認させる ものに、 アイヌの 砦で ある チ ヤシが 下 北半 島に かず 多く 残って いると いう 事実が ある。 大湊 

にも 大 畑に もまた 目 名に も アイヌ の チヤ シが ある ことが は つ きりして おり、 それ 以外に もチ ャ シ の 痕跡 を さぐる 

こと は むずかしくない。 たとえば 佐 井の 海 をみ 下ろす 小高い 丘に は 箭根森 八幡宮が ある。 この 八幡宮 は、 前 九 年 

の 役に 佐 井 を 中心とする 宇 曾 利の 蝦夷の 加勢 を 得た ので、 その 戦いが 終わった 康平五 年 二 〇 六 二) に 源 頼義が 

勧 請した ものと 伝えられ ている。 

宇 曾 利と いうの は アイヌ 語で 下 北半 島の 総称で あるが、 佐 井 付近に 強力な アイヌが 集結して いた。 箭根森 八幡 

宮の 名が 起こった の は、 この 丘の 付近から 矢の 根 石 (石の ャ ジリ) をた くさん 出土す るからで あろう。 この 丘 を 

アイヌの チヤ シ とみる こと はさして 不自然ではないだろう と 私に は 思われる。 

大 畑と 大 間の あいだの 海岸に ある I 国 間 はもと 異 s 間と 書いた。 昔ァシ タカと 呼ぶ 酋長が 住んで、 その 土地 を 

ェ コンク マと 1 一一 一 11 つた ともいう。 それが 異国 間の 宛字と なり、 更に 文化 年間に 南部 藩主が 下 北 を 巡回した ときに、 
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異の 文字 をけ ずつ て、 易国間と 改めさせた というい きさつが ある。 

尻屋の 南の 漁村、 尻 労 は、 北海道の 静 狩と 同 語源に 属する。 つまり アイヌ 語の シッ *ド カリの つづ まり 訛った 

もので、 山の手 前 または 山の 突き当た るの 意 だとい う。 なるほど、 尻 労 をお とずれ ると、 部落 は 大きな 山に 遮ら 

れて 行き どまり の 下に ある。 尻屋 崎に 出る に は その 山 を 越さねば ならない。 

下 北半 島に アイヌの チ ヤシ (砦) や アイヌ 語の 地名の 多く 残る ところから みても、 もともと 下 北 は アイヌの 土 

地であった こと はうた がいない。 

アイヌの 鶴の 舞 は 有名で あるが、 田 名 部 (現在む つ 市) の 僧 は、 寛 永 十九 年に 京都で 「蝦夷の 鶴 舞」 を 演じて、 

貴族の 賞讃を 得た といわれる。 それから みても 当時、 田 名 部に は アイヌが 群居して いた ことが 推察で きる。 

津軽 海峡 を 鹿が 渡った 話が ある。 北海道で 明治 初年に 開拓が おこなわれ ると、 斧の 音に おどろいた 鹿 は 下 北半 

島め ざして 海に とびこんだ。 鹿 は 物音に 敏感な 動物で ある。 海 を わたると き は 順にな り、 前の 鹿の 背に 自分の 首 

を もたせて 泳ぐ。 先頭の 鹿 は 疲れる と 一番 さいごに まわる。 そして たどりつ いたの は、 大 間の 崎 や 佐 井の 付近 だ 

つたと いう。 人々 は 上陸して きた 鹿 を おどろかして はか わい そうだと、 できるだけ 物 かげに かくれて いたと いう 

優しい 話が 残って いる。 この 鹿 は 下 北半 島で 繁， 殖 したが、 濫獲の ためにつ いに 絶滅した。 

私 は 下 北半 島 を 旅行して いると きに、 自分の 方向 感覚が 狂って いる ことに 気がついた。 その まえに、 津軽 半島 

を 歩いた ときには、 東京 を 起点と して その 延長 上の 果てに あると いう 気がして いた。 しかし 下 北 はそう ではない。 

北から 押しよ せた 文化の なかに まきこまれ ている 気がする の だ。 だから 眼 は 北から 南 をみ る 視線に いつしか 変わ 

ろうとす る。 
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そして 歴史 も その 眼で 見ようと する。 たとえば、 安倍 貞 任の 血を引く と言われ ている 安東 氏が、 津軽 半島の 十 

f 一一  M や 小 泊から 南部 氏に 追われて 暇夷ケ 島に 渡った の は、 安東 氏 は 蝦夷 ケ島を 先祖の ふるさとと 考え、 そこに 郷 

愁を おぼえて いたた めで はない かと 想像され る。 

下 北半 島のば あい も、 蠣 崎に 居 iU する 南部 氏の 家来の 武田 氏が、 南部 氏に 攻められて 大 畑から 北海道に わたつ 

て 安東 氏の 代官と なり、 のち 安東 氏 をた おして 松 前 氏の 先祖と なった という 伝承 を もっている。 この 武田 氏の 出 

自は 不明で ある。 南部 氏の 一族の ように 書いて ある 書物 も あるが、 果してそう であろうかと いう 疑問 を 否定で き 

ない。 臆測 を 逞しく すれば、 この 武田氏 も その実 は 蝦夷の 酋長に 近い 存在ではなかった か。 

いずれにしても 北海道 南部と 下 北、 津軽両 半島の 関係 は 太古から きわめて 密接で あり、 だから こそ、 津 軽の 安 

東 氏 や 下 北の 武田氏 を 受け入れる 余地が 北海道 南部に あつたの である。 

こうして みれば 地域 や 風土 はつねに 二重の 意味 を もつ ことに 読者 は 気がつく だろう。 地域 感覚 は 京都 や 東京な 

どの 首都から はかる 距離感 だけで 終わる もので はない。 

かって 長 崎の 人た ち は 日和下駄 をつつ かけて、 船で 上海に 買物に 出かけた。 そこで 長崎県 上海 市と 呼ばれた。 

対 馬の 人た ち は 急病人が 出る と、 船 を 仕立てて 釜 山の 病院に つれていった。 その 方が 福 岡に 行く より 近く、 便利 

だった からだ。 これ は 沖 織の 与那 国の 人た ちが 台湾の 学校に 行った ことと も 関わりが あるが、 こうした ところで 

はつねに 二重の 文化 現象が 見られる の だ。 下 北半 島 を 理解す るのに も そのこと を 考えねば ならないだろう。 じじ 

つ 野辺 地から 大湊 までの 下 北の 首に あたる 部分 は 人家 は 鉄道 沿線 以外に はまれで ある。 南から きた 文化 は 一 度 そ 

こで 切れて いる。 

しかし 下 北半 島が 本州に めずらしい 荒涼と した 自然 を もつ ものである こと も 否定で きない。 とりわけ 大 間から 

佐 井に かかる 道 はわび しい。 
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その 道 傍に、 この 地方で 代用教員 をして いた 時代の 鳴 海 要吉の 詩碑が 立って いる。 

あそこに も みち は あるの だ 

頭 垂れ ひと ひとり ゆく 

猿が なく 浜 

この 言葉が 実感と して 迫って くると おりの わびしい 道が 海と 半島 を わけて つづいて いた。 
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ここ 数年の 間、 私 は 毎月の ように 旅に 出て いる。 一年のう ち、 三 力 月 か 四 力 月 は 旅先で 日 をす ごして いる 勘定 

こなる。 今日の 旅 は 旅の 名で 呼ばれる に 値する もの か、 私 はすこぶ る 疑問に 思って いる。 なぜなら 汽車 や 自動車 

などの 乗物 を 使い、 宿屋から 宿屋へ と、 点 をた どって いくのが 今日の 旅行で ある。 そこで は 土地の 世態 人情に ゆ 

つくり 触れて いる 暇がない。 仮り に 触れる 機会が あつたに しても、 地方の 生活が 中央 化して 規格品 じみて きてい 

る。 そこで 土地の人との 会話から まなぶ こと は 少なくな つてい る。 テレビ 小説の 内容が 共通の 話題と なること が 

しばしば だ。 

それでも なお、 私 は なぜ 旅に 出る か。 といえば、 どこか 得る ところが あるから だ。 金と 時間 を かけて、 物見 遊 

U の 旅行で ない 旅 一 了 をつ づけて いく 根気 はしょ せんそ こに ある。 昔 はあり ふれた こと も、 今では 旅の 貴重な 体験 

である。 つまり 私 はたかい 授業料 を 払って 旅 を 体験して いる ことになる。 しかし 一回の 旅に 一 つや 二つ は、 家に 

、 てよ 考える こと はもち ろん、 気が付く こと もぜ つたいに ない こと を 旅さき で 見たり 聞いたり する ことがある。 

この 人 EET 中旬 (一九 七 四 年) に、 私 は 新 潟から 東北への 旅に 出た。 新 潟の 北に ある 村 上 市に 立ちよ つたと きに、 


みおもて 

に 村 上 市の 上流に ある 奥 三面の 部落に 足 をのば してみ たいとお もった。 そこで その 部落の ある 朝日 村の 役場に 電話 

一 を 入れて みると、 村 上 市から バスで 一時間ば かりい つたと ころに 三面 川 ダムが あり、 そこで 待って いる 村 営の 川 

I 船に のりかえて、 一時間 近く (あるいは 一時間 半だった か) 上流に さかのぼり、 船 を 下りて 五 キロの 山 みちを あ 

民 るかねば ならぬ、 という 返事で、 なかなか 不便な ところの ようで ある。 

村 営の 定期船と いっても、 日に 二 往復し かないので、 とうぜん 部落に 一泊し なければ ならない の だが、 部落に 

つくまで、 草い きれの する 炎暑 下の 山道 を 五 キロ も あるく の は 相当の 覚悟が いる。 それでもき めかね ている と、 

私と 電話で 応 待して いる 朝日 村役場の 吏員 は、 重ねて 次のように 言った。 

11 今 は 虻が います。 この 小さな 虻 は 旧盆の 前後に 大量に 発生す るので す。 この 虻の ことをこの 土地で は メジ 

口と いいます が、 今の 季節に は 山道 や 沢 を あるく と、 この 虻が 襲って くるので す。 水の 上で もそう で、 その，. こめ 

に 村 営の 川 船に は 虻よ けの こまかい 網 を 張 つ ています。 こ の 虻 は 秋になる と 姿を消します。 

吏員の 話 は 決心の つき かねていた 私 を 即座に 断念させる のに 効果が あった。 幼年時代、 山道 や 野道で， 船の^に 

襲われた 経験 は 誰し ももって いる。 そいつの 群 はさり 気ない 風に 無関心 を よそおって いるが、 こちらが 足 を はや 

める と、 どこまでも 追ってく る。 逃げる のに 疲れ はてて 歩調 を ゆるめる と、 あいかわらず、 身体の まわりで もつ 

れ ている。 しかし、 これが 虻 だったら 蚋よりも つと 凶悪な 敵で ある。 そいつに 山道で たかられたら たまらな いと 

いう 思いが 先に 立った。 蛭で 難渋す る 旅人の 話 は 書物に も 書かれて いる。 虻 とてもお なじであろう。 

やはり 幼時の 話 だが、 農家が どこでも 馬 を 飼って いた 頃に、 馬が しっぽで 自分の 身体 を 刺す 虻 を 追つ ばらって 

いるの をよ く 見かけた。 それ は 田舎で はあり ふれた 風景だった。 馬の しつ ぼが 禅宗の 坊さんの もっ^?^ の 材料に 

なること は あとで 知った こと だが、 幼児の 私 は 馬の しつ ぼが それだけで 生きて いるかの ように 自在な うごき 方 を 

して、 虻 を 的確に 払って いるの を ふしぎそう になが めた もの だ つ た。 
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虻に 刺された 経験 は、 数年 まえに 信 濃と 三 河の 境に あって 天 竜 川の 岸からの ぼ つ ていく 坂 部 を 訪れた ときに も、 

1 度あった。 この 坂 部の 熊 谷 家と いう 旧家で 老翁と 話して いると きに も、 靴下 ごしに 大きな 虻が 私の 皮膚 を 刺し 

た。 熊 谷 家に は 厩が あって、 そこで 馬 を 飼って いたから であった。 そのと きも 八月 下旬の ことで、 私 は あえぎな 

がら 坂 部の 坂 をの ぼって 部落に たどりついた のだった。 しかし、 奥 三面の ような 話 を 聞いた の は はじめて であつ 

た。 私 はこの 虻の 一 件 だけで 村の 生活が 分かる ような 気がした。 

—— 紅葉の 頃 はすば らしいです。 

と 電話口の むこうで、 朝日 村の 役場の 吏員 は 付け足した。 それ は 私 を なぐさめる ためだつ たか、 村の 印象 を 擁護 

する ためだつ たか。 おそらく その どちらで もあった ろう。 あるいは その どちらで もなかった かも 知れない。 とい 

うの も、 後で 他の 人に 聞いた 話 だが、 奥 三面 村の 部落 はやが て ダム 工事の ために 水没す る 運命に あると いう こと 

であった。 幾 十 戸 かの 家々 が 水底に 消え、 ダムの 水面に は 秋の 紅葉が うつくしく 映える であろう。 だがし かし、 

この ものすごい 虻に なやまされ つづけた 村人の ながい 苦闘の 歴史 は、 もはや 伝わらなくなる ので ある。 

どうも この 虻と か 蚋と かの 虫類が 大量に 発生す るの は、 初夏から 夏に かけて 急に 温度が 上昇し、 湿度 も あわせ 

て 高くなる 北国の 地方に みられる ようで ある。 明治の 頃の 北海道の 開拓地で、 入植 者が 小さい 昆虫に なやまされ 

たの は 今 も 語り草と なって いる。 アイヌが 蓬 を 悪霊 を 払う ものと 考えて いるの は、 それと 関係が あると 私 はお も 

う。 アイヌに かぎらず、 蓬 は その 臭気の ために 邪気 払いに 効果が ある ものと されて いた。 

私 は 村 上 市から 奥 三面に 入る の を 断念して 北上した。 そうして 秋 田 市の 北東に あたる 阿仁 地方に 入った。 ここ 

は 江戸時代、 阿仁 銅山で 有名な ところな ので あるが、 今でも ほそぼそと 銅 を 採掘して いる。 この あたり はまた 有 

名な 秋 田 マ タギの 本場であって、 そのな かで も 根子 部落 は 有名で ある。 私 は 阿仁合 線の 終点で 根子よりも 南に あ 

ひ たちない 

る 比 立 内に 宿 をと つた。 
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東北の 田舎 は どこでも 一月お くれの 盆の 最中であった。 八月 十四日の 夜、 私 は 根子の 古老に 熊 狩の 話 を 聞きに 

いったつ いでに、 そのお なじ 夜に 根子 小学校の 講堂で おこなわれた 根子 番ぁを 見た。 若者た ちが 大ぜぃ 押し かけ 

て 見に きていた。 盆で 帰省 中の 者 も 多く 見受けられた。 私の 傍に は 講堂の 壁に 背 を もたせ、 足 を ゆかに 投げ出し 

ている 若者が いた。 番楽 をみ ている と、 窓の 外から 真白い 蛾が とびこん できた。 すると 若者 は、 なげ 出した で、 

その 蛾 を 追い、 いきなり かかとで 蛾の 羽 を ふみつぶした。 私が 引きと める 間 もなかった。 私に 引きと める つもり 

があった とも 言えない。 しかし、 私に は その 蛾が なに か 自分のと ころに 飛んで きたよう で 印象的だった。 盆の 十 

四日の 夜 だとい うこと もあった かも 知れない。 それ を 若者が かかとで ゆか を 叩く ようにして ふみつぶし たという 

ことで、 それから 先 は、 舞台で 演じられる 番 楽が 興 ざめ たものに 眼に 映った。 傍の 若者にたい しても、 そら ぞら 

しい 気持が うごめく の を 否定で きなかった。 

私 は 中途で タ クシ ー を 呼び、 さびしい 夜の 山道 を 比 立 内の 宿に 帰った。 私の 部屋 は 二階の 奥の間で、 そのむ か 

し 寺 崎 広 業が この 山峡 をお とずれ てこの 宿に とまった とき、 書きの こして いったと いう 墨 一色の 梅の 古木が、 次 

の 間と を 仕切る 四 枚の 板戸に 描かれて いた。 そして 私の 部屋に は、 何 匹 もの 虻が 外から とびこん できた。 この 虻 

はしつ こく 人 を 攻撃す るので、 そのまま にしておく わけに はいかな かつ た。 

しばらく は 部屋に おいて ある 古い 週刊誌で 虻 を 払って いたが、 性 こり もな くやって くるので、 虻 を 退治しょう 

という 気になった。 そして 見る 間に、 十 匹 近い 虻 を 殺した。 畳に ころがった 虻 を そのまま にして 私 は 寝た。 

私 は 先 亥 若者が 白い 蛾 を ふみつぶした ことに 怒り を おぼえて いた はずな のに、 宿に かえりつ くと すぐ 虻 退治 

に 夢中に なった。 それで、 私 は 二重に 白々 しい 気持に 陥った。 虻 は 人間に 害 を 与える 生き物 だから、 と 考えて み 

ようとし たが、 若者の やり 口 を 心の中で 咎め立てした 直後 だけに、 なかなか うまく ゆかなかった。 

あくる 朝、 外 をみ ると、 山峡の せまい 空 を 虻が 自在に とんで おり、 すこしも 速力 を ゆるめずに、 部屋に とびこ 
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んで くる。 かえりぎ わに、 玄関の 三 和 土で 靴 を 穿いて いる 私に、 宿の 主人 は、 

—— ここの 紅葉 は 十 和 田よりも、 きれいです。 毎年、 十月 十五 日頃が その さかりです。 

と 言 つ た。 

 では、 紅葉のと きに またき ましょう。 

と 答えて 私 は 外に 出た。 

阿仁 川の 流れる 峡谷 を 去って、 私 は 秋田県の 南部に ある 湯 沢に むかった。 湯 沢から 十 キロ ほど 西に むかった と 

ころに 今 は 羽 後町の 中に 含まれて いるが、 西 馬 音 内と いう 部落が あり、 西 馬 音 内で は 八月 十六 日の 夜から 三日間、 

盆踊りが 催される の だが、 この 盆踊り は 秋田県で 第一 の ものと 喧伝され ている。 私 は それが 観たかった の だ。 

夜 八 時 頃に タク シ ー で 西 馬 音 内に つくと、 町の 大通りに は、 あちこちに かがり 火が 焚かれ、 ャ ダラの 上から 音 

頭と りの 歌 や 笛 太鼓の 音が 降って きた。 踊る 人た ち は 打ち つれて やって きて は、 輪の 中に 加わる。 輪 は 次第に ふ 

くれて、 十 時 近くに なると 数百 名に なった。 この 盆踊りの 特徴 は 男 も 女 も 編 笠 を かぶる か、 黒い 覆面 をす るか ど 

ちらかで、 しかも 派手な 長 襦袢 を 着て いる。 白 足袋に 草履の そうした 姿が いかにも 優美で、 秘密め いた 雰囲気 を 

かもし 出して いる。 

だが この 盆踊りに はいきな り 加わる という わけに はいかない。 踊り手と 見物人と が 截然と 分かれて いる。 そこ 

が 信 州の 新 野の すばらしい 盆踊りと ちがう ところ だ。 閉鎖 的で、 しかも どこか 見物人 を 意識して いる。 盆踊りに 

ふさわしい 開放 感が 不足して いる。 それに カメラが あつまつ てきて、 フラッシュが 格好の よい 女に 集中す るの も 

憂欝な 気がした。 私 は 西 馬 音 内の 盆踊りに 失望した。 とすれば 今度の 旅行の 収穫 は、 虻に なやまされる 山村 民の 

生活が あると いう 事実 を 知った ことで はな か つ たか。 
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女中と 一 枚の 葉書 


二十 数年 まえの こと だが、 私 は 九州から 東京まで 鈍行 列車に のって 十日 間ば かり 旅 をした ことがあった。 下 関 

力ら は 山陰の 方 をと おり、 北陸 線で 糸魚 川まで ゆき、 信 州 を 経て 東京に 着く という コ— スを とった。 もちろん は 

じめ から 目 あてがあった わけで はない。 信 州の 滅， 捨の 近くの 麻績 という 部落で は、 駅前で 桃の 花、 桜の 花、 李の 

花が いっせいに 咲いて いるの を 見た。 そこで 一泊しょう としたが、 木賃宿し かない。 それで 仕方なく 覚悟 をき め 

て 泊る ことにした。 宿帳の 記名 を 見る と ほとんどが 行商人であった。 垢で ぴかぴか光った 布団 を かぶる と、 「ぞ 

つ」 とする ような 垢 ずれの 感覚が あった。 夕飯 を もってき たが、 おどろいた ことに は、 塗りの 剝 げた 箸が そえて 

あった。 飯 は 冷たい。 そして 清、 物の ほかに は、 煮魚が 一匹つ いている だけ だ。 食べて みると 石油く さい。 しかし 

私 はこの 魚 はきつ とこの 付近の 湖で とれた もの だろうと 勝手に 空想して いた。 鱒 かなに かの たぐいだ ろうと 思い 

こんで、 いい 気になつ ていた。 

ところが 宿の 主婦に 聞く と、 ホッケと いう 魚 だとい う。 つまり、 東京湾な どで とれる 船だった ので I 私の 

魚にたい する 無知 もさる ことながら 11 がっかりした。 汚ない 宿で も、 どこか ましな ところ を 探そうと する 旅ん 
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の 心理が、 働いて いるので ある C 

また 冬に 富 山から 飛驛の 高山へ ぬけた ことがあった。 高山の 宿 も 木賃宿な みであった。 私の 部屋と 隣り の 部屋 

と は 障子で 仕切られて いたので、 となりの 部屋の 家族連れの 気配 は 手に とる ように 分った。 その 小さな 子どもが、 

障子の 破れ目から こちら をの ぞいて いる。 私 はうる さくな つて、 夜に 入って いたが その 宿 を 出て、 また 汽車に の 

つた。 高山 線 は、 飛驛 川の 上流に そって はしる。 夜汽車の 私の 箱の 中には、 私の ほかに はたった 一人の 客し かい 

ない。 ゲ ー トル をつ けた 鉱 山師ら しい 風体の 男が はなれた 席から こちら をみ ている。 私 は 「ここで 殺されても 分 

らな いな」 とお もった。 そのうちに 旅の 疲れが でて きて、 うとうとして いると、 飛驛 川の 激流の 音と、 ところ ど 

ころの ダムに ある 水力発電所の 灯火の 炎の 色が、 交替して 私の まえに 立ち あらわれる。 そのたび に 眠りから さめ、 

また 民り に 沈み こみ、 炎の 色に まぶたの 裏を灼 かれる という こと をく りかえ している うちに、 私 はし だいに 何 か 

超現実的な 幻 境 を さまよつ ている 気になった。 それ を 縫いと つてい るの は、 あいかわらず 私の 方 をみ ている 鉱山 

師 らしい 男の するどい 視線で ある。 

高山 線の 車中で 夜 明し する に は 中途半端 なので、 下呂 という 駅で 降りた。 そこ は 名 だた る 温泉郷で 不夜城の よ 

うに 大厦 高楼が 軒 を 並べて 目 を あざむく ばかりだった。 しかし、 困った ことに は、 私の 囊中を もってして は、 ど 

の 旅館に も 泊る こと はでき ない。 東京までの 普通 乗車券の ほか は、 普通の 旅館に は 一泊す るに 足りない 銭が ある 

ばかり。 高山の 安宿 を 飛び出し たのが ひびいて いるので ある。 私 は 根気よ く 下 呂の町 を まわった。 もうかな りお 

そく、 夜の 十一 時 をす ぎていた。 一軒、 門と 玄関 を 開け放した 家が あるので 入って いくと、 玄関に は 中年の 女が 

手焙り をお いてき ちんと 坐って いた。 私 は そこが 女郎屋で、 坐って いるの は 女郎屋の おかみで ある ことが 判った „ 

どこか 安い 宿屋 はない か、 と 聞く と、 おかみ は 親切に も、 さっそく 電話 を かけて くれた。 そこで 私 は 官庁の 研修 

所の 施設の ような ところで、 やっと 一 晚 すごす ことができた。 たしか 二百 円の 宿料だった とお もっている。 下呂 
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の 旅館で は 八 百 円と いわれて、 それで あきらめ ていたの だから、 六 百 円の 差が どうしょう もなかつ たの だ。 

また、 東北の 秋 田に 旅行した ときだった。 宿屋の 若く、 背の たかい 女中が、 私の 部屋の 蚊帳 をつ りながら、 

11 このと き は 夏だった の だ 11 「お客さん、 途中から 葉書 を 下さい」 といった。 私 は その 言葉に 怪訝な 顔 をし 

たと おもう。 そこで 女中 は 語 を 継いだ。 「私たち は、 一刻の 暇 もない のです。 終列車の 客 を 迎えてから 寝、 始発 

の 客 を 送り出す まえに は 起きて いなければ なりません。 朝 は 布団 を 片付けて 朝食 を 出し、 その あと は 掃除、 洗濯 

と 追い まくられます。 休み も 月に 一度 もありません。 それでお 客さん たちから いただいた 手紙 をよ むの が 唯一の 

なぐさめです」 私 は それで 旅の 途中から 女中に 一 度 葉書 を 出した。 

今日で は 旅館の 待遇 はいち じる しく 改善され ている。 それでも 重労働で ある ことに は 変り はない。 しかし、 そ 

れとは 別の 意味で、 東北の 宿屋の 女中の 言葉 は 清 列な ひびきで 今以て 耳に のこって いる。 二十 数年 まえ、 日本の 

田舎の 若い 女性の 凛 然とした 苦しみ は、 腔 中の 薄荷の ような 感独を まだ 私に 残して いる。 
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原子力船 「むつ」 の 騒ぎ は 単に 未知の 文明に たいする 時代遅れの 反応と いい 捨てる に はすまない もの を もって 

いる。 辺境が クロ ー ズ アップされ るの はき まって 不幸な ことから だ。 今日、 辺境に 眼 を 向ける の は 民俗学 者 だけ 

ではない。 国家権力 も 大企業 もや はり 辺境への 進出 を ねらって いるので ある。 

敦賀 湾の すぐ 西に つき 出た 敦賀 半島に は、 その 先端 部の 両 がわに 二つの 原子力発電所が 作られて いる。 このた 

めに 敦賀 半島の 東が わの 先端 部に 道が できてから 十 年 そこそこにし かならない。 それまで は 古来 道ら しい 道が な 

く、 常宮 からさき の 往来 はすべ て 船で おこなわれた。 そこで 戦後に なつてから も かなりお そくまで、 この 一帯で 

は 共同の 産屋で 出産す る 風習が つづけられ ていた。 

私 は 幾度 かこの 半島 を まわって みた。 西 浦 七郷と 呼ばれる 立 石、 浦 底、 色 浜、 手ノ 浦、 沓、 常宮、 繙 間に それ 

ぞれ 産屋が あり、 今 は 見る 影 もな く 荒れて、 物置 小屋に なって いると ころが 多かった。 が、 かって はこの 小屋の 

土間に ワラ をお き、 その上に ゴザを 敷き、 産婦 は 天井から 垂れる 力 綱 を 握って、 坐って 産む のが 普通であった。 

産婦と その子が 水入らずで 産屋に こもって いる 数十 日 は、 男た ち は 一切 産屋に 近づいたり、 のぞき 見す る こと は 
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できなかった。 

注目すべき こと は、 常宮、 沓、 ii 間の 三つの 地区で は、 産屋に は、 赤土の かわりに 海の 砂 を 敷いた という 事実 

である。 産が すむ と、 この 砂 は 産婦が 敷いて いた ワラと 一緒に 取り かえた。 私 はこの 産屋の 底に 敷く 砂をゥ ブス 

ナと 呼んで いた こと を、 常 宮と繙 間の 古老から 聞く に 及んで、 これまで 民俗学で 不明と されて いた ゥ ブス ナの語 

源が はじめて 分かった。 古来、 ゥ ブス ナには 産 土と か 生 土と か 本 居と かいう 漢字 を あてて いるが、 それが 産屋の 

砂で あると すれば、 一切が 氷解す るので ある。 

私 はまた 敦賀 半島の 先端に ある 白木と いう 地区 を 二度お とずれ た ことがある。 ここ は 海 角に 孤立した 陸の 孤島 

である。 白木の 産屋 は 今な お 機能 を 果していた。 以前 は 二十四日の 間、 産屋に こもる 慣習で あつたが、 今 はたい 

てい 敦賀の 産院で 産む。 しかし 産院での 入院 生活が 十日と すれば、 白木に もどった 母と 子 は、 のこりの 二週間 を 

産屋です ごすので ある。 

白木から 四 キロの 山道 を 越える と、 越 前と 若 狭の 境 をと おって 丹 生に 入る。 ここ は 古い 漁港で あるが、 入江 を 

扼 する 岬に は、 原子力発電所への 入り口で ある 丹生大 橋が かかって いる。 丹 生に は 地区 共同の 産屋はなかった。 

その代りに、 それぞれの 家で は 出産の たび ごとに、 屋根 も 壁 も ワラ 葺 きの 一 坪 ほどの 小さな 産屋 をた てた。 砂 ま 

じりの 土の 上に ワラ をお き、 さらに その上に ゴザを 敷く というの は、 他所と おなじであった。 初子の ときには 実 

家に かえって 産む という 習慣 も 他の 地区と 変わり はない。 

ただち がう の は、 初子のば あい は 三十 三日、 次の 子から は 二十 七日の 産屋ぐ らしが 終わる と、 丹 生で はこの ヮ 

ラ葺 きの 小屋 は 火 を かけて 焼き、 こわして 海に 流した という。 『古事記』 や 『日本書紀』 に は コノハ ナサ クャヒ 

メが 産屋に 火 をつ けて 産んだ という 火中 出生の 物語が あるが、 出産の たびに 産屋に 火 を 放って 焼き、 あたらしく 

たてかえる という 風習が、 丹 生で はじつ に 明治の 末、 大正の 初め ごろまで つづけられて きていた のであった。 
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私が 歙賀 半島で 産屋の 話 を 聞いた 数多くの 老女た ち は、 その ほとんどが、 産屋の 生活 は 姑 に 気が ね をし ない 

です み、 家事 労働から 解放され ると いう 点で 結構な ものだった と 語った。 しかし、 これが 丹 後半 島の 伊根の あた 

りになる と、 母屋の 土間に ワラ を 敷き、 まわり を 垂れ ムシ 口 やび ようぶで かこんで お産 をした。 伊根の 女た ち は 

「犬の 子の ような」 お産が はずかしかった、 とかっての 屈辱の 日 を 語った。 産後の 心身 を 休める ための ありがた 

い 産屋の 制度 も、 その 場所と 形式が 変わる につれ て 産婦の 感情 も 社会的な 意味 も 変わらずに はすまない。 

産屋 は そのよう に 感謝され るべき 社会保障の 一 面 を そなえて いたと はいえ、 女た ちの 昔が 今よりも よかった と 

いう ことに はならない。 丹 生で 聞いた 話 だが、 そこで は 魚 をと つても 発動機 船の なかった ころに は、 海上 を 運ぶ 

手段がない。 そこで 丹 生の 女た ち は、 敦賀の 魚市場が 開かれる 朝 八 時に 間に合わせる ために、 午前 三時に 丹 生 を 

出発した。 魚 を いれた 肩に 食い込む 荷 かご を 背負って、 敦賀 半島の 真ん中に ある 峠 を こえて、 繙 間に 出、 そこ か 

ら敦賀 を 目指した。 十六 キロの 道のり を ものともせずに。 だが、 しかし、 冬場に は 膝 を 埋める 峠の 雪の ために 身 

動きなら ず 難渋した こと も 再三であった。 敦賀 半島の 老女た ち は 異口同音に 「昔 は 苦しく つらかった」 といった- 

おそらく それ は、 彼女ら の 愚痴と いうので はなかろう。 昔の 女た ちの 労苦の 意味 を 正しく 解す る こと もせず、 

受けと ろうと も、 生かそうと もしない 現代 日本への 無言の 抗議 を こめて いるので あろう。 近代と は 過去の 衣装 を 

一枚ず つ ^ いだと ころに あると いう 考え は、 今 は 革新に も 保守に も 共通して いる。 だが、 常 民の 過去の 経験の 総 

力 を あげて、 近代の 意味 を 問い 直そうと する もの は ひとり 柳 田 国 男 をの ぞいて ほとんどない。 

かって は、 生命 を 産む 大事 業の 場と しての みすぼらしい ワラ 小屋が あった。 そして 今、 まかりまちがえば、 大 

量 死に みちびく 原子炉が 産屋の あった 場所に 立って いる。 燃える ワラの 産屋と 原子炉と、 その 双方の エネ ルギ ー 

が 2 境の 海 を かがやか している。 産屋の 彼方、 常 民の 生と 死の 何千 年 もの 伝統が 私たちに 問いつ づけて いる。 
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うぶすな 


うぶすな が 産 小屋の 内部に 敷いた 砂 を 指す こと は 私 はたびた び 書いて いる。 それ にもかかわらず、 民俗学 者の 

中から それにつ いての 意見が まったく 表明され ない。 果して それに 賛同して いるの か、 それとも 故意の 沈黙 を 守 

つてい るの か 私に は 分からない。 宮城県の 考古学 研究家が 従来 狩獵 のた めの 鋁 とされて いたの を 海獣 をと る漁獵 

用の 離頭銘 として 自説 を 発表した とき も、 その 説が 考古学 界に みとめられ るのに 十数 年 を 要した というから、 私 

もそう いそがないで いきたい とおもう。 

私が うぶすな と は 産 小屋の 砂の こと を 指す という 話 を 聞いた の は敦賀 市の 常宮に 住む 河 端 亀次郎 氏からで ある。 

私 は 一度 聞いた が、 それでも あきたり ず、 それから 半年 経って からもう 一度たず ねて いって、 それ を 確かめた。 

河 端 老人 は 明治 三十 七 年生 まれで あるが、 自分の 若い ときに 聞いた 話に、 この 常宮の 北の 白木と いう 部落で は、 

産 づ屋を 昔 は 焼いて いたと いう ことがあった という。 常宮 では 砂 を 敷いた 上に ワラ を 敷き、 その上に 更に ムシ 口 

や 布団 を 置く。 そこでお 産が おわる と 産 小屋の 砂の 一部 をと りかえ、 敷き ワラ を 出して 焼いた が、 白木で は 産 小 

屋 ごと 焼いた から もっと 衛生的で あると いう 話 を 聞いた ことがある という。 常宮 のば あい は 共同の 産 小屋で ある 
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が、 白木で は 出産 ごとに 個人の 小屋が 建てられた ものであった ろう。 現在で は 白木に は 共同の 産 小屋が のこって 

いるが、 それ を 焼いた という 話 はもう 誰も 知らなかった。 しかし 隣の 部落の 丹 生で は、 明治の 終わり頃まで、 一 

坪 位の ワラ 葺 きの 屋根 や 壁の 小屋 を 建てて 産んだ。 そうして 子供 を 産む と、 小屋 をく ずしても やし、 海に 流した 

という 話 を 私 は 確かめた。 ただ 柱 は 次の 出産 者の ためにと つてお いたよう である。 

このように、 『記紀』 のコノ ハナ サクャ ヒメが 産 小屋に 火 を かけて 産んだ という 話と おなじ 習俗が 日本海の 海 

村に のこって いるのに おどろかされる。 産 小屋の 内部の 盛り砂 を 安産のお 守りと すると ころが ある こと は、 高 取 

正 男の 『宗教 以前』 にも 書かれて いる。 そこ は 京都府 天 田 郡 三 和 町の 大原 という 部落で ある。 私 もこの たび そこ 

を 訪れて みたが、 産屋が まだ 大切に 保存され ていた。 それ はまった くの 天地 根元 造りで、 ワラ 屋根が 地面まで 垂 

れ 下がって おり、 出入り口の 壁 も ワラで 編んで ある。 ここで 私 は 百 歳 近い 片山 トメと いう 老女に 話 を 聞く ことが 

できた。 その 話で は、 この 産 小屋 はまえ に は 力 ャブキ であって、 明治 末まで は 産 小屋で 子ども を 産み、 そのたび 

に 産屋 を たてかえ たと 聞いて いると 言った。 また そのつど ャネを ふきかえた。 あとで は 家の 土間に ワラ を 敷いて 

そこでお 産 をす ると、 翌朝す ぐに この 産 小屋に いき、 三日三夜 こもった という。 もちろん、 この 一 坪 半の せまい 

産 小屋に は 川 砂 を 散き、 その上に ワラ を 敷いて 床 は 張らなかった。 床 を 張ったら 難産、 床 をと つたら 安産と いわ 

れ たという。 

青森県の むつ 小川 原で は、 自宅の ネベ ャを 産室に する 風習が あつたが、 もとは 畳 をと つて 灰 を まき、 ヮ ラシべ 

を 敷いた 上に 坐って 産んだ という。 なぜに わざわざ ネベ ャの畳 を はがし、 灰 をまい て その上に ヮ ラシべ を 重ねた 

か。 それ は 常宮で みられた ように 砂の 上に ヮ ラシべ をお くと いう 習慣 を、 その 理由 も 分からず、 しかし 忠実に 模 

倣して いるので ある。 これでみ ると 産 小屋の 砂が いかに 重大な 意味 を もっかが うかがわれる。 

産室 をスと 呼んで いると ころ は 多い。 人間 も 動物の スの 真似 をす る 必要が あつたの かも 知れぬ。 むつ 小川 原で 
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は 難産のと きに 熊の 腸 を 乾燥した もの や、 小石 を 中に くわえ こんだ 子持ち 石 を 産婦の 腹帯に しまいこむ 風習 も あ 

る a 

このように 私の 知見 だけで も、 従来の 民俗学に 付け加える いくらかの もの を 確実に もっている。 民俗学の あた 

らしい 地平と は 日本人の 世界観 や 死生観 を 明確に する ことに ほかならぬ。 それが 民俗学の 究極の 課題で あると 私 

は 考える。 
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白峯 紀行 


『雨 月 物語』 の 名 は 私の 少年の 日の 思い出と つながつ ている。 たしか 私が 手に したの は、 春陽 堂 版の 変形 本で、 

恩 地 孝四郎 の装幢 であった とおもう。 彼の 版画の カットが 各篇の 冒頭に 入って いて、 私の 心を捉えて はなさな か 

つた。 空想 癖の 強い 幼少 時 をす ごした 私 は、 文学 や 宗教に たいする 偏向に 身 を まかせて いたが、 私の 中の 口 マネ 

スクな もの は 敗戦と ともに 切断され て、 それらに たいする 嗜好 は 敗戦 幾年 目 かに、 民俗学への 関心に とってかわ 

つた。 しかし、 私の 民俗学に たいする 興味 はいたって 宗教 的 かつ 文学的な ものであって、 少年の 日の 偏愛 は 形 を 

変えて 今な おうけつがれ ている。 

私が 日本人の 心の底に ながれる 無意識の 情 動 を 「魔」 という ことばで 表現し、 魔の 系譜の 第一人者 として 崇徳 

天皇 をと りあげた ときに、 それまで 心の 片隅に おしやられ ていた 三十 数年 まえの 記憶が あざやかに よみがえって 

きた。 

あき  もみじ  なるみ  ふじ 

「あ ふ 坂の 関守に ゆるされ てより、 ^こし 山の 黄葉 見過しが たく、 浜 千鳥の 跡 ふみつ くる 鳴 海が た、 不盡の 高嶺 

の gil …… I に 始まる 「白 峯」 の 冒頭の ことば は 忘れよう にも 忘れる ことので きない ものだった からで ある。 私 は 
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こ の 文章 を はじめて よんだ ときの 心の 波立ち を 今 も は つ きり おぼえて いる。 そして 現在 もこ の 文章に. ffi? 感動で よ 

いられない。 

それ は 何故だろう か。 この 冒頭が 日本人の 旅の 心 を 活写して いるから である。 「ぁふ坂の関守に.^'^^^;,^\^ゎ 

ゝ  あき  もみじ ゝゝヽ ゝゝゝ 

り」 とか r 秌 こし 山の 黄葉 見過しが たく」 という 受身の 行為 または 感情が のべられて いるが、 さて、 その 主体 は 

誰かと いう こと は 不明で ある。 そこで、 その 人間 は 一般的な 日本人と 考えられ、 また 読者 自身の 首と すげ かえる 

こと も 可能な ので ある。 

ここに のべられる 東国の 地名 は 歌枕で あるから、 日本人の 美意識に は 旧知の ものである。 固有名詞 をなら ベた 

だけで、 美意識 を 刺戟す るのに、 それらの 章句 はおお むね、 五、 七の 調 を ふみ、 多少の 字 あまり や 字 足らず を そ 

の 中に まじえて いるの だから、 散文と しての 快感が ともなわずに はすまない。 浄瑠璃 や 浪花節の 道行 文の ような 

思い入れた つ ぶりの 韻文 調で ない ところが、 かえって このまし いので ある。 

つまり 「白 峯」 の 冒頭の 一節 は、 自然が 大きく、 そこ を さまよう 人間 は 小さい こと を 巧まず して 告げて いる。 

しかも 誰 力 分らない が、 烟 霞の 間 を さまよう 人のう ごき ははつ きりとら えられて、 読者の 視線 を ひきつ ナる。 そ 

の 視線 は、 東海道から みちの くにいたり、 また 中 仙 道に 下る という ふうに 東 日本一 帯 を 大きく うごきまわる。 

その 次に 「猶 西の 国の 哥枕見 まほし とて、 仁 安三 年の 秋 は、 葭 がちる 難 波 を 経て …… 」 と、 読者の 視点 は 強引 

に 西に 移される。 東国の 旅の 叙景 はい わば 序詞に すぎなかった ことが これで 知らされる。 また 仁 安三 年と いう 年 

号が 出て、 それ は 日本人 一般の 旅で もな く、 また 読者 自身が 首な し 人間の 首にすげ かえた 旅で もない ことが はつ 

きりして くる。 物語の 霧が ようやく はれて くるので ある。 

この あたりの 文章 は 日本人に 独特な 美意識の 伝統 を 喚起す る ものであって、 おそらく 外国人に は 諒解 不能の 名 

文で ある。 内容 的に は ほとんど 意味がない が、 旅への いざない の あまく、 ものがなしい 感情 を このように， 螢き立 
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てる 文章 はめず らしい。 これに 比べる と 芭蕉の 『奥の 細道』 の 冒頭の 文章 は 醜悪に 気取った 文章と いわざる を 得 

ない。 

「仁 安三 年」 とか 「観念 修行の 便せ し 庵」 とかいう 言葉が 出て くるので、 正体 不明の 旅人が 諸国 一見の 僧の よう 

な ものである こと は 分る。 だが、 その 僧が 西 行で ある こと を 読者が 知らされ るの は、 崇徳 帝の 亡霊が その 僧に 

「円 位々々」 とよび かけてから のこと である。 こうした 間のと り 方 は、 上田 秋 成の 小説の 特色 を 示して いると 私 

に は おもわれる。 

『雨 月 物語』 は 「蛇 性の 娌」 にしろ 「夢 応の鯉 魚」 にしろ、 たとえば 異類 婚姻 譚 とか 再生の 問題 だと か、 日本人 

の 意識の なかに くりかえし あらわれる 主題に そって 描かれた ものである。 素材 を 中国に 求めた 怪異 譚の 形式 をと 

りながら、 日本人の 深層 意識に 深く くいこむ ことに この 物語 は 成功して いる。 そうして その 深層 意識 を ひとつの 

舞台と して あつらえ るの は、 それなりに 準備が いるので あり、 それが 私の いう 『雨 月 物語』 の 「間」 なので ある。 

中学 三年の 私が 「白 峯」 の 冒頭の 部分に 魅せられた というの は、 名状し がたいな つかし さや ものがなし さが、 

その 一見 単純な 文体から 触発され て 起る の を 感じた からであろう。 そして それ は つづめて いえば、 日本人の 深層 

意識の 部分との ふれあい という ことにな ろう。 だから 白峯 にの ぼった の は 西 行で あつたが、 それまで 山河 雲烟の 

地 を さまよつ ていた 読者の 心に は、 白峯 もまた まるっきり 無縁の 土地と は 映らない。 白峯は ひとたび その 名が 刻 

まれる と、 もはや 消し 去る ことので きない 強烈な 印象 をの こす。 

たとえば 我が国に は あちこちに 祖 霊の あつまる 山と いうの が ある。 そこ に ゆけば 亡き人に 会える という 伝承が 

あるが、 私 は白峯 にいって 少年 時代の 思い出に 会おうと おもった。 それ は 無理から ぬ ことであった。 

いわば それ は 一種の センチメンタル • ジャ ー 二 ー なのであった。 今から 数年 まえ 四国 旅行の ついでに、 私 は 香 

川 県の 坂 出 市に 降りて 白峯 をめ ざした。 頂上まで 道路が 開発され ている と 聞いた ので、 ハイ ャ ー を やとった。 白 
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峯の もとまで きたと きに、 前方に 「血の 宮」 という 文字の 彫って ある 石柱が 否応なしに 眼に ついた。 石 まのう 

しろに 鳥居が あり、 奥に 神社が ある。 私 はこれ まで、 「血の 宮」 というよ うなお そろ しげな 名前の 宮を 聞いた こ 

とがなかった。 神社の 名前と して それ は 異様であった。 しかし、 私の 心の 一方で は、 白峯 ともあれば、 そのよう 

な 名前の 宮 があった ところで あたりまえ だとい う 感じ も 湧いた。 いずれに しろ 白峯 がた だのと ころで はない とい 

うこと は、 すでに その 麓に おいて わかった ので ある。 

「血の 宮」 のい われ は 次のと おりで ある。 

崇徳 帝が 亡くなった ときに、 その 知らせ は 京都に 伝えねば ならなかった。 京都からの 命が あるまで 勝手に 処置 

する こと は ゆるされなかった ので、 野 沢 井と いうと ころの 清水に 崇徳 帝の 遺体 をつ けて、 腐敗 を 防いで いた。 一 

一六 四 年 (長 寛 二) の 八月 二十 六日 (太陽暦で は 九月 二十 一日) のこと で、 暑気 はま だ 充分に 去らず、 死体 は 腐 

敗し やすい 季節であった。 それから 二十日 ほどして、 白峯 山に 葬れと いう 京都からの 宣下が あった。 そこで 遺体 

を柩 にお さめて、 当時 高屋の 阿気と 呼んで いた 白峯 山麓まで はこんで くると、 急に 空が かきくもって 雷鳴が 烈し 

く、 驟雨が おそって きた。 一行 は柩を 石の 上に おろして 雨の 通りす ぎる の を 待った が、 雨が あがった ので、 ふた 

たび 白峯 にの ぼろうと して 柩を かつぎあげ ると、 六角形の 石の 上に 遺骸の 血が ながれ 出して いた。 そこで、 崇徳 

帝の 御霊 を 高 家 神社に 奉祀し、 血の かかった 石 を 社内に 納めて 「血の 宮」 と 呼ぶ ことにな つたと いう。 

崇徳院 の 屍体から 血が 流れ出した というの は、 冷たい 清水に 二十日 も 漬けて あつたの だから、 あるいは とうぜ 

んな ことだった かも 知れない が、 それに 立 会った 人た ちに は、 崇徳院 のうら みが まだ 生ま 生まし いものに おもわ 

れ たので ある。 

私の のった 車 は 山の 中腹の 道 をの ぼって ゆく。 すると、 こんど は 左手の 谷 あいに 「煙の 宮」 という 標識の 柱が 

ある。 これ もなん となく 無気味 だ。 『源平 盛衰 記』 の 一節 「白 峯 という 山寺に 送り 奉り 焼 上 奉りけ るが、 折節 北 
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風 はげしく 吹き けれども、 余りに 都 を 恋悲み 御座し ける にや、 烟は 都へ 靡きけ ると ぞ、 御 骨 をば 必ず 高 野へ 送れ 

との 御 遺言 有け ると かや。」 と ある。 このように、 崇徳 帝の 遺骸 を白峯 山頂の 西北の 石巌の 上で 荼毘に 付した の 

だが、 その 荼毘の 煙 はたな びいて、 児』 が嶽の ふもとに 落ちた。 里人 はこれ を 大いに 畏敬して、 煙の 落ちた ところ 

に 「湮の 一呂」 をた てた、 というの である。 

！  ちご  ちご  け. ぶ  みねう しろ そば 

「煙の 宮」 のす ぐうしろ に 児が 嶽は そそり 立って いる。 白峯の 一節に 「児が 嶽 とい ふ嶮 しき 嶽 背に聳 だち て、 千 

伍の 谷底より Sii おひの ぼれば、 ^尺 を も 欝挹こ 地 せらる。」 と 述べて あるの も. 荒 唐な 形容で はない こと 

がよく わかる。 

山頂に のぼる 途中、 展望台に なって いる 場所が 山道の かたわらに もうけて ある。 そこから 坂 出 市 はもち ろん、 

瀬戸 内の 海が みわたせる というので、 私 は はじめて 車 を 降りた。 

すると、 車 を 降りた とたんに、 私の 右の 耳 はつよ い 衝撃 をう けて ガァ ー ンと 鳴った。 私 は ほとんど 反射的に 

「来たな I とお もった。 来た、 というの はもち ろん 崇徳 帝で ある。 高山 や トンネルの 中で 耳に 変調 を おぼえて、 

1 時 聞え なくなる とき は ある。 だが 白峯は 二百 八十 五メ， ー トルの 山頂であって、 展望台 は それより はるかに 低く 

二百 メ ー トル 位のと ころに ある。 気圧の 関係で 私の 鼓膜が 衝撃 を 受けた と はお もえない。 とすれば、 崇徳 帝が 彼 

みずからの 現存 を 私に 知らせる ために、 私の 近くに やって きて、 餌 物に むかって 急降下す る 猛禽の ように、 私に 

信号 をお くった としか 考えられ なか つたので ある。 

『雨 月 物語』 の 一節に は 「空に むかひて 『相模 く』 と 叫ばせ 給 ふ。 『あ』 と 答へ て、 蔦の ごとくの 化 鳥 翔け 来 

り、 前に 伏してみ i の So まつ」 と あるが、 この 相模 天狗 は崇徳 帝の 忠実な 眷属 である。 相 模が鳶 のかた ち をして 白 

峯の まわりの 空で 見張り をお こたらないで いるの かも 知れない。 それ は 眼に 見えない ものた ちが、 眼に 見える も 

のこ 与えた 警告であった。 私 は 痛む 耳 をお さえて、 展望台から 坂 出 市 や 瀬戸 内の 海 を ながめて いた。 
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崇徳 帝が 血書した 经巻を しずめた という 支度の 海が みえる。 それ は 私に はき わめて なつかし いものに みえる の 

だった。 それ は ホテルの 真 あたらしい シ ー ッ のように、 あらあらしく、 エキゾチックな 風景ではなかった。 私 こ 

訪れた の は、 どこかで みた ことの ある、 馴れ 親しんだ 風景の 感情な ので ある。 その 理由 はよ くわから なかった。 

配流の 日々 に崇徳 帝が ながめく らした 支度の 海 を、 私 は崇徳 帝の 眼 をと おしてみ ている のであった ろうか。 その 

海 や 海に 浮かぶ 島々 とともに 私の 心 は 沈んで いつ た。 

頂上 は 四国 巡礼 八十 一 番の 札所と な つてい る。 そこから すこし はなれた 坂道 をた どって い つ たと ころに 崇徳帝 

の 御陵が ある。 坂道に は 大きな 木が 横 だお しにな つてお り、 一 つ 葉の ような 羊歯の たぐいが 行 手 を さえぎる。 白 

峯 山の 住職の 話で は、 御陵への 道 は 昼な お 暗い ほどに、 うっそうと 木が 茂りあって いたが、 数年 前の 大雪で 木が 

たおれ、 いくらか 空 は 明かる くな つたと いう ことであった。 もちろん、 そこ は 死者の 霊し か 通らない 道で ある。 

空気 はつめ たく、 心身 は ひきしまる。 私 は崇徳 帝と 対面し にやって きたので あった。 御陵 は 児が 嶽の 頂上に ある。 

御陵の 背後 は 切り立った 崖で ある。 『雨 月 物語』 の 白峯の 描写 は 「木立 ゎづ かに 間た る 所に、 土」 ^  く 積た るが 上 

う ばら かづら  み よ、 

に、 石 を 三 かさねに 畳みな したる が、 荊 蘇 薛蘿に うづ もれて うらが なしき を、 これならん御^！にゃと心もかきく 

らまされ て、 さらに 夢現 を も わきがた し。」 と あるが、 今 は コンク リ ー トの 陵墓と 変って いる。 しかし 雰囲気 は 

暗い。 

「白 峯寺 縁起」 をみ ると、 西 行が 山頂に 建てられた 御廟に 詣 でた ときに、 御廟が 震動して 

杉 山 やなみに ながれて こし ふねの 届かで むなしくなり にけ るかな 

という 御製が あつたので、 西 行 は 涙 をな がして 
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よしや 君む かしの 玉の ゆか とても かからん のち はなに にか はせん 

と 答えた と ある。 この 崇徳 帝の 歌 は 『山家 集』 にある 西 行の 歌の 一部分 を かえた ものである。 すなわち 上の句 は 

おなじで あるが、 下の句 は 「やがてむ なしくな りに ける かな」 となって いる。 それが 「白峯 寺 縁起」 では 死んだ 

崇徳院 が 歌 を 詠んだ ものと 変えられて いると ころに、 御霊と しての 崇徳 帝にたい する 畏敬の 伝統 をみ る ことが で 

きる。 民間の 伝承 はこの ようにして 成立す るので あるが、 それ はけつ して 古典の たんなる 改ざんと みるべき もの 

ではない。 

山頂に は白峯 御陵の すぐ 近くに 御白 河 上皇が 寄進して 建立した 頓証 寺が ある。 この 寺の 本堂の 入口の 左右に、 

天狗の 相 模の名 まえと、 保 元の 乱に 崇徳 帝に 味方した 為義、 為朝の 名 まえが 掲げて あるの を 見出した ときの 私の 

おどろき は 大きかった。 崇徳帝 は 自分に 味方した もの は 死後 も 身辺から はなさない のであった。 敵 味方の 意識が 

かく も 明確で あり、 日本人ば なれして 徹底して 強烈で ある ことに 私 は 敬意 を 表した のであった。 

山頂 は 樹木が しげって いるので 展望 は 利かない が、 空気が 澄んで いるせ いか、 空地の 風景 は 微細な もの もよ く 

みえた。 建物 だけでなく、 葉 をお とした 梢の 網目 模様 も あざやかだった。 それな のに、 透明な 風景の 中に 煙霧の 

ような 不 確な ものが 立ち こめて、 私 は 何 か 暗 さ を おぼえる のだった。 という こと は どんな こと を 意味して いるか- 

それ は 「雨 月 物語 序」 の 「雨 は 霽れて 月 は 朦朧の 夜」 とか 「菊花の 約」 の 「銀河 影き えぐに、 氷輪 我の み を 照 

して 淋しき に …… た M 看。 おぼろなる 黒影の 中に 人 ありて」 という 言葉と どこか 通じる ものが あるだろう か 白 

峯 山頂の 明晳な 風景の 中の 幻 暈 を 私 は あれこれ 考えて みるの だった。 
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五月 待つ 花 橘の 香 を かげば 昔の 人の 袖の 香ぞ する 

これ は 『古今 集』 の 有名な 歌で ある。 なぜ 袖と タ チバナ とが 関係が あるの だろう か。 それ は 『万葉集』 の大伴 

家 持の 歌に 述べて あるよう に、 タチバ ナの花 を 袖に 入れて その 匂い をた のしんだ という こと も あるだろう が、 私 

はまた 別の 解釈 をして いる。 沖繙 では 昔はシ ー 力 ー サと 呼ばれる 柑橘類の 実 を 輪切りに して、 それ をす りつぶ し、 

糊に まぜて 芭蕉 布の 着物に つけた。 そこで 着物 はしゃん となる だけでなく、 よい 香が した。 また 衣裳たん すに シ 

1 力 ー サの実 を 入れて 虫除けに もしたら しい。 戦争 中の 石驗 不足の 折に も 蜜柑の 皮で 衣類 を 洗った 経験 を もつ 人 

は ある はずで ある。 これ は 日本の 古代 中世に は、 日常の 生活で おこなわれた ことであった ろう。 

今年 (一九 七 五 年) の 夏、 五島に 旅行して 島内に 橘と いう 地名が 多い のにお どろいた。 『五島 編年史』 によると 

福 江 島 だけで 十 力 所 あるが、 しらべて みると それ 以上 ある。 そのほか、 北の 中 通 島に も 二 力 所、 宇久 島に 一 力 所 

ある。 これほど 橘の 地名が 集中して いると ころ はめず らしい。 福 江 島の 玉の 浦に ある 隔 浦の 白鳥 神社の 境内に、 
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天然記念物の タチ バナの 大木が あつたが、 今 は 枯死した。 私が 訪れた ときには 別に も タチ. 、ハナら しき 樹が のこつ 

ていた。 

福 江 市の 上大津 にある 五所 神社の 背後に も 橘と いう 字 名が ある。 ここから は 弥生 以来の 遺跡が 発掘され て、 住 

居址 であった ことが 分かった。 ここ を 橘 遺跡と 呼んで いる。 この 発掘に 従事した 松 崎 久磨治 氏の 話で は、 そのす 

ぐ そばに 日向 頭と 書いて ヒ ヨウ ガ シと よませる 地名が ある。 こ こに は 弥生 以来の 貝塚の あたりに 橘と 日向 頭の 二 

つの 地名が 組み合わ さって いる。 これ は 偶然だろう か。 

福 江 市の 西に ある 岐宿 町に も 橘の 地名 は 三 力 所 ある。 その 一 つが 河務 にある 橘と いう 地名で ある。 この 河務か 

ら三 キロ はなれた ところに 日向 頭と 書いて ヒ ヨウ ガ シと よませる 場所が のこ つてい る。 しかも そこに は 貝塚が あ 

るの だ。 これ は 有名な 寄 神 貝塚と は 別の ものである。 

これ を もってお どろく の はま だは やい。 福 江 島に は 小 戸と 呼ぶ 場所が 点々 と ある。 ここにお いて 『記紀』 にい 

ぅィザ ナギの ミソギ した 「筑 紫の 日向の 橘の 小 戸」 の 地名が 福 江 島に 集中して 見出される こと を 否定で きない。 

五島の 地名が 神話に なぞらえて つけられ たと は 考えに くい。 むしろ その 逆で ある。 五島に は 点々 と タチバ ナの木 

が 山野に 自生して いる。 その 自生の タチ パナの 所在地と 橘の 地名と は 一致して いる。 福 江 島 だけでなく、 上 五島 

の 青 方に 近い 三日の 浦に も タチバ ナの 大樹が あつたと いう。 三日の 浦 はもと ミ カン の 浦 だ つ たと 地元で は 説明し 

ている。 済 州 島からの 漂着 はこの 青 方 付近が もっとも 多い。 

その 済 州 島に もタチ バナは 自生して いる。 『東国 輿地 勝覧』 という 十五 世紀末の 朝鮮の 地誌 をみ てみ ると、 済 

州 島 だけが 土地の 産物と して タチ バナを あげてい る。 ほかに は どこもない。 しかも そこに は、 金 橘、 山 橘、 洞 庭 

橘、 倭 橘、 青 橘の 五 種類 もの タチ バナが 記載され ている。 済 州 島の 柑橘類 は 現在で も 有名で あり、 ひろく 知られ 

ている。 朝鮮の 学者の 中には、 垂仁 帝のと き タジマ モリ を 常世 国に つかわして 求めさせ たという トキ ジク ノカグ 
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の 木の実 は 済 # 島の タチバ ナ であると いう 説 をと なえる 人 もい る。 それ は 病の 床に ある 垂仁 帝に たべさ *1 て 長命 

を 念ずる もので あつたから 食用に 供し 得る もの だ つ たろう。 

私 はとき どき 旅先で、 果して どういう 品種 か 知らないが、 小さい がき わめて 香の たかい、 美味な 柑 橘に 出会う 

ことがある。 一 度 は奄美 群島の 喜界 島で 花 良 治 蜜柑 を 食べ た。 もう 一 度 は 対 馬の 南端の fsf の 髙御魂 神社の 境内 

で それ を 見、 かつ あじわった。 これら は、 地元の 人の 話 ごは、 いずれも 秋 十月から 春 四月までの ながい 間 果実が 

熟して いる。 四季 を 問わず 実が なるとい う トキ ジクノ カグの 木の実 はこうした 種類の 柑橘類だろう、 と 私 まひと 

り 合点した。 
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なぎ 私が その 島に ゆこうと したの か、 今 考えても よく わからない。 父の 患 家が その 島に たくさんい たこと はた 

しかで ある。 入院した 經 験の ある もの も 少なくなかった。 その 中で とくべつ 親しくし ている 家 もあった。 ぜひ 島 

に 遊びに きて くれと 父 や 私 を さそう 男がない ではな か つ た。 その 島 は 今 水 俣 病で さわがれ ている 水 俣の 町の 港 か 

ら わさな 汽船で 二 時間ば かりの 獅子 島で あり、 船 は 一日置きに 出る ので、 最低 三日間 は 滞在し なければ ならな か 

つた。 そうした 不便な 島に なぜ 渡って みる 気になつ たか。 それ は 今もって 私に も 謎で ある。 私が 今日な お 辺境に 

心が 引かれて いると いう 事実から 推測す る ほかない。 

ともかく 私 は その 島に わたる 決心 をした。 

私よ ある 日、 小さな 定期船に 乗り こんだ。 蠅が朝 陽 を 受けて 虻 色に たかって いる 甲板の 隅から、 背 を こごめて 

船室に 入る と、 中で は 二、 三の 魚 売りの 女た ちが 喋って いた。 女た ち は 帯の 間から 取り出した 売上げ の 紙幣 を 勘 
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定 しながら、 あらわな 齒 茎に 算盤 玉の ような 鉄 漿の歯 をみ せて、 卑猥な こと を 言い あう と、 あたり かまわず 笑つ 

た。 破れた 畳の 上に は 『焼 玉 機関の 知識』 という うすっぺらな 本が 油に 染んで 表紙の 破れた まま ほうり 出され、 

黄色い 光 を ひき 入れて いる 丸窓から 冷たい 海水の 飛沫が 本 を 濡らして いた。 かたわらの びくの 飛散す る 臭気で 顔 

が 上気し、 海水の 冷気が 膝に くい 入って いる 中で、 するどい 機関の 音が 私の 上衣 を つらぬき つづけた。 数 時間た 

つたと き、 船 はとつ ぜん 鈍い ショック とともに 停った。 甲板に 出る と、 船 は 自分の 影 を 湾内の 波に 乱しな がらし 

ず かに 上下に 揺れて いた。 

汽船から 脬に 移って 波止場に おりる と、 私 は 海に ころげおちな いように 空地に しがみつ いている 家々 のわき を 

とおりぬけた。 どの 家 も 掌 ほどの 土地に 台所と 便所と 牛小屋と 風呂場と が ごちゃごちゃ かたまつ ていて、 異様な 

I 分 囲 気 を かもし 出して いた。 せまい 家の 中から 出て くる 幼児た ち をみ ると、 片眼 だったり、 济癬 がいつ ぱいで き 

ていたり、 変に 長い 着物 を ひきずる ようにしたり していた。 

私 はまつ すぐに、 その 島の 最高の インテリ である 小学校 長 をたず ねた。 人の よさそう な 校長 は、 会った その 日 

から 私 を 職員の なかまの ひとりの ように 遇する のだった。 朝の 職員 朝礼が おわる と、 男子の 教頭と 三人の 臨時の 

女 教師 は 教室で 複式 授業 をお こなった が、 校長と 私 は 小さな 職員室で いつも だまって 海の ほう を ながめて いた。 

校長 は 手巻きの 煙草 をた えず ふかして いた。 そうして 終業の 鐘が なると 校長 は、 「手 巻の 煙草 はどう も 頭 を 痛く 

する」 とぐち を こぼす のがつ ねだった。 それで その 一日が おわる のだった。 私 は 退屈な ので、 学校の 子どもたち 

に 眼の 治療 をして やる こと を 申し出た。 私の 家 は 水 俣で 眼科医 を 開業して いた。 その 長子で ある 私 は、 父の 診療 

室で トラ ホ ー ムと 結膜炎の 見分け 方ぐ らい は 教わって 知っていた。 それで 島に わたると き、 父が 往診 するとき に 

使って いた 携帯 用の 薬箱 を ぶらさげて きていた。 電灯の ない 島 だから、 眼底 を 検査 するとき 暗室で 使用して いた 

古い ランプ を ザ ッ クに 入れた。 
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宿 は 小学校の すぐ 近くの 家の 離れ を 借りる ことにした 

私 はこうして 一本の 榕樹の 枝の ように 錯綜した 血族 や 姻戚 関係が、 唯一 の 年代記で ある 離れ島の 住民た ちに ま 

じる ことにな つ た。 

真黒な 海鳥り を 背に した 硝子 窓に ランプ の 芯が 揺れ 映る 夜、 溝 酒の ふきた ぎる 鍋を搔 きま わしながら 宿の 老婆 

と 話 をす るの は 私 を なぐさめた。 いろりから やや 離れた 畳の 上で、 宿の 老婆 は 老眼鏡 を かけ、 なに か つくろいに 

専念して いた。 かたわらの 白い が 蝸牛の 吐き出す 粘液 を 思わせた。 耳の 遠そう な 彼女 は、 私の 話 を まった 

く 聞いて いないよ うだった が、 中途で 問われた 村の 風習な どに は、 それ はこうだった、 と 権威 ある ものの 口調で 

答える のだった。 私 は 老婆が 全身の 注意 を あつめて、 遠くから やって きた 私 を 縁者の ひとりの ように 歓迎し、 私 

の もたらした 空気の なかに 幸福 を 感じて いるの を 知った。 そして 不漁の 日の 用意に と 灰に 串 刺に した 魚が ジジジ 

と 鈍い音と ともに 炎 を 引いて 煙 を あげ、 夜の 更けた こと を 告げる と、 老婆の 話す 人間関係の 鎖が やわらか になり、 

結び目 を 一 つず つ 消して ゆき、 私 は 眠りに 落ちる ために 手！： をと つて 離れの 自分の 部屋に 戻って ゆく のだった。 

私 は 暇 さえ あれば せまい 島の 中 を 歩き まわり、 いたるところに 11 岩の 上に 落ちた 海鳥の 白い 糞に、 また 引潮 

の 残した 岩 窪の？ J> 、み.^、 か いに、 こころよい 孤独 を 見出した。 冬になる と 海岸の 石垣の 上で 葉 鶏頭が 真 赤に 燃えた- 

私 は それ をみ ると ほかに 何の 欲望 も 必要で ない 気がして くるの だった。 

二月 末のと ある 日、 数日 来 f んで いた 北風が 激しい 東風に 変って 吹き出した。 それ は 三角波の 片面が きらきら 

光 を 反射して いる 湾内に 侵入して、 突堤に つないだ 船 を ゆすり、 庭先の 紐に 吊して 干した イカ をい くつ も 地面に 

落した。 風に 磨き 砕かれて、 不安定に きらめく 陽の 光が あたり 一面 を 青く していた。 洗った 白い 布 を 張り 板に 乾 

かそうと していた 老婆が、 それの 飛ばされ るの をお さえながら 眩しそう に 東の 方 を 見上げて 言った。 

「東風が 吹き出した ぞぉ ー」 
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それ はこの 東風 を 合図に、 漁船 も、 とれる 魚の 種類 も、 それに 使用す る 網 や 竿 も —— 村の 行事の 一切が 変って 

ゆく の だと 知らせる 声 だつ た。 私 はこの 島に ながく いすぎた こと を覚っ た。 

二 

島で は 時間 はき わめて 緩慢に ながれて いた。 海が 荒れる と 海の 交通が とだえて しまう この 島の 人た ち は、 活字 

を 媒介と した 外が わの 生活に はまった く 無関心だった。 新聞 は、 鹿 児 島 市で 発行され ている 南 日本 新聞が、 十日 

ばかりお くれて、 学校と 役場と それから 網元の 家に 郵送され てく ると いう ありさまで、 島人の 殆ど は 新聞に は 縁 

がなかった。 

夜になる と、 島 はまつ 暗にな り、 海鳴り だけが きこえた。 線香の 火の ように 心 ぼ そい 蟹ん 眼と よばれる 蟹の 眼に 

そっくりの、 小さく 赤い 光芒 を 出す ランプが 家々 に 点々 とと もった。 その 光で 活字 をよ むこと はとても できない。 

ときたま 村の 若者た ち は 海 を わたって 対岸の 水 俣の 町で、 時代劇の 映画 をみ る ことがあ つたが、 テンポが はや 

すぎて 眼 まぐ るし い、 と ある 若者 は 私に 訴えた。 

年に一度 この 島 を おとずれる 旅 まわりの 田舎芝居が、 島の 人た ちに はかつ こうな たのしみだった。 村に は 碁盤 

や 将棋盤 も 見あたらなかった。 それで は 若者た ち は、 ふだん 何に たのしみ を 見出して 生きる か。 

私が 島に わたって、 まもなくの 頃で ある。 宿で 寝て いると、 夜 十一 時 頃、 窓の 下 をと おりす ぎる 草履の あしお 

とが ひとしきり つづく。 それ は 明け方の 四時 頃もう 一度 聞こえる。 私 はやが て それが 宿の 近くの 青年 小屋から 出 

ている ことに 気が付いた。 知合いの 若者に 話す と、 青年た ちはいつ たん 青年 小屋に あつまり、 それから めいめい 

娘の 家に かよう ことが わかった。 私が 聞いた の は そのと きの、 草履の 音だった ので ある。 

今で 言う フリ ー セックス や 婚前交渉 は、 日本に は 古来から あった。 民俗学 者た ちの 調査に よると、 その 風習 は 
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かって 全国的に みられ、 数十 回の 結婚と 離婚の 経験 を もつ 老婆 もいた と 報告され ている。 数回の 結婚と 離婚の 体 

験 者 は ざら であった。 そして この 婚姻が 法律 的に 正式に 届け出た もので あつたので はお そらくなかった はずで あ 

る。 つまり それ は 正式に 結婚す るた めの 試験的な 交渉 または 同棲であった。 

ある 夜、 私 は 宿の 離れに ある 自分の 居間から 海の ほう を ながめて いた。 すると 波打ぎ わの 提灯の 火が 三つう ご 

いていく。 あくる 朝、 知合いの 若者に その 話 をす ると、 先頭に 立って、 提灯 を もつ もの は 区長 (島に は 当時 まだ 

区長 制度が のこされ ていた)、 次に 乙と いう 青年の 父親、 最後 は 乙 青年で、 この 三人 は 娘の 家に 示談に いくと こ 

ろだった の だ、 とその 青年 は 教えて くれた。 

話の いきさつ はこう だ。 最初に 甲と いう 青年と その 娘と が 懇意に なった。 そして 次に 乙と いう 青年と 恋愛関係 

になった。 ところで 娘 は 妊娠した が、 時期が 甲 か 乙 か はっきり しない、 ちょうど 境目に あたって いる。 甲 は 強気 

の 青年で、 おれ は あのと き は 牛 深に 行つ とった、 と アリバイ を 強調す る。 そこで 気の よわい 乙 青年が 引き受ける 

破目に 落ち入つ たの だ。 そこで その 夜 は、 区長 をな かに 立てて、 娘の 家に 示談に いくと ころだった の だ。 示談の 

様子 も 私 は 聞いた。 

乙 青年の 父親が 「籾 一俵に かね 五 百 円」 と 切り出す と、 娘の 父親 はしば らく 考えて いたが、 「籾 二 俵に 五 百 円 

という ことにして ほしい」 と 言い、 示談 は 成立した というの だ。 籾 二 俵 は 白米 一俵に あたる。 当時、 米 一俵で 三 

百 円 位して いたから、 三 俵 足らずの 米の 値段で 始末が ついた わけ だ。 生まれた 子供 は、 それで 娘が 一生 養育す る 

ことになる。 

こうした 乱脈な 婚前交渉が けっして よいと は 言われない というので、 長老た ちがなん どか 若者た ちに その 風習 

を やめさせよ うとして、 そのつど 反擊を くらった。 老人た ち も 若い ときには 存分に やった くせに、 というの が 若 

者た ちの 言、. 分だった。 老人に 若者た ち を 押し切る だけの 力 はない。 なぜなら、 島で は 漁業 や 農業の 生産 面 はも 
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ち ろん 祭り やその 他の 道路 を 開いたり する 行事に も、 若者の 力 を 借りなければ やって いけない からだ。 若者た ち 

に そっぽ を 向かれる と、 村の 生活の 一切が 停止して しまう。 ここで は 「力」 が 絶対の 権威 を もつ の だ。 

若者 たちのす がた は 逞しく、 そして 子供で さえ も 舟 を こいだり、 もぐった りする のがお どろく ほど 巧みだった。 

学校の 井戸 さらえ をす ると、 それ は 高等科の 生徒が やっての けた。 そして、 その あとで は、 井戸の 神に 塩 を もつ 

てきて そなえる ことな ども 誰から 教えられなくても、 ちゃんと やって、 私 を 感心 させた。 娘た ち は 半裸の すがた 

で、 毎日 部落の はずれの 泉に 桶 を もって 水汲みに きた。 乳房 は 割れた 柘榴 のようにみ ごとだった。 そして 皮 女ら 

のとお つた あとから、 娘た ちの 笑いの 破片と 山椒の きびしい 香りが 吹きよ せられて くるの だった。 私 は モンテ ー 

二 ュを 一冊 もって、 しかし その 本 をと じた まま、 洗い きよめられた 海岸の なぎさで 思索に ふける のがた のし かつ 

た。 

この 島で は 婚前交渉 は 乱脈 だが、 それが 正式の 結婚 を するとな ると、 まったく 堅気に なって しまう ので ある。 

それ は フランス や イタリア などの 文明国で、 結婚まで は 純潔 を 大切に する が、 結婚 後 は、 妻に は 夫と は 別の 騎士 

力つ きそい 妻が 外出 するとき は、 夫 は その 行 先 を 問う こと は エチケットに 反する という 慣習と まったく 対.^? 的 

なので ある。 

モンテ ー ニュは 言って いる。 ちがった 風土と 習俗の 数 だけち がった 道徳が あると。 こうして 彼 は カトリシズム 

を 絶対 基準と した 道徳に 反対し、 その 相対 化 を 主張した のだった。 私の 寝そべつ ている 海岸の 波打ぎ わに は、 ヒ 

トデが 日時計の ようにち らばり、 かたわらの クラ ゲも 溶けて しまいそう だった。 私 は 海 を 越えて とおく、 水 俣の 

チ ッ ソ 工場の 煙が あがる の を ながめた。 それが まるで けがらわしい 文明の 象毁 のように みえた。 
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『日本 霊異 記』 の 下巻 第 十九に は 次の ような 話が 載って い る。 「光仁 天皇の 時代に 肥 後の 国 八 代の 郡豊 服の 郷の 

しし むら  いこ 

豊服広 公の 妻が みごもって 一 つの 肉団を 産み出した。 その 姿 はまる で 卵の ようだった。 夫婦 は 不吉に おもって そ 

れを 桶に 入れ、 山の 石の 中に おさめて おいて、 七日して いってみ ると、 肉団の 殻が 開いて 女の子が 生まれて いた。 

父母が 養って 八 力 月す ぎる と、 にわかに 大きくな つて 頭 や 頸が できあが つたが、 あごのな いのが 人と ちがって い 

た。 生まれながら 大変 聡明で、 七 歳に ならない のに 法華経と 華厳経と を 読む ことができた。 あとで 出家 をね がつ 

て 頭 を まるめ、 袈裟 を 身に つけた。 音声が ゆたかで、 聞いて いる 人 を 感動 させた。 ふつうの 人と 変わって いるの 

は 女 陰が なくた だ 尿道 だけが ある ことだった。」 という ものである。 この 尼 は 他の 高僧との 問答に も 打ち勝って、 

仏が 人間に 姿 を 変えて 現われた ものと あがめられる ようになり、 舎利 菩薩と 名づ けられた とも 記されて いる。 

肉団 から 生まれる という 異常 出生の ために あごがなかったり、 女 陰がなかったり するとい うの は、 やはり 異常 

出生の 話の つきまとう 応神 帝が、 生まれながら にして 腕の 上に こぶ 肉 をく つつけ ていたと 『日本書紀』 に 述べら 

れ ている のと 同様で ある。 室町 時^の 『塵 袋』 によると、 応神帝 は 尻尾が あつたと いう 逸話 も 伝えられ ていたよ 
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うで ある。 

ところで、 さきに 述べた 『日本 霊異 記』 の 話 は 『元 亨釈 書』 などに も 見えて いて、 それによ ると、 その 誕生し 

たの は 天平 勝 宝 三年 十 一 月 十五 日と なって いる。 これ は 肉団が 満月の ようにまん まるな 形 をして いた こと を 伝え 

るた めの ものであろう。 

『肥 後 国 誌』 に は、 八 代 郡の 高 田 手 永に、 円光 院 舎利 山が あると 記して いる。 その 舎利 山と いう 名 は 舎利 菩薩 

(舎利 尼 ともいう) にあ やかった ものであるが、 そこ は 舎利 尼が 誕生した ときの 肉団を 埋めた ところと され、 目 

じる しに 植えられた 桜の 古木が 春になる と 花 をつ ける と 記されて いる。 また その かたわらに 玉 卵 洞の 碑が 建つ て 

いると も 述べ て ある。 

この 玉 卵 洞なる ものに ついては 昭和 二 年に 編纂され た 『八 代 郡 誌』 に 次の ような 記事が 見付かる。 すなわち 

「円光 院 境内 桜 樹の 傍に 天然 石の 碑 あり。 高さ 凡そ 四 尺 七、 八寸、 正面に 玉 卵 洞と 銘 刻し、 裏面に 舎利 尼誕 日、 孝 

謙 帝 天平 勝 宝 三年 辛 卯 十一月 十五 日 也、 以其肉 団委此 洞矣、 と ある」。 この 碑銘の 誕生日 は 『元 亨釈 書』 によつ 

たもので ある。 ここ は 八 代 城主の 長 岡 直 之の 妹の 桂光院 尼が、 細 川 将監興 之に 嫁いだ のちに、 剃髪して 貞享 年間 

に 寺 を 建てた ところで ある。 それ を 円光 院と 称した の は、 桂 光院の 息女が 早 逝した ので 円光と いう 法名 をお くつ 

たこと にち なんだ といわれ ている。 そこ を 玉 卵 洞と いうの は、 舎利 尼の 誕生のと き肉団 はまる で 卵の ようで あつ 

たという 『日本 霊異 記』 の 記述 を ふまえた ものである こと は 言うまでもない。 『八 代 郡 誌』 に は、 円光 院の 境内 

に 地蔵 堂が あって、 堂 中に 地蔵尊と 舎利 尼の 木像が あると 述べて あり、 それ をみ ると、 まことに 卵の ような 顔 を 

した 尼の すがたが 刻まれて いる。 

私 はこの 春、 熊 本 を 訪れた とき、 半日の 余裕が あつたので 八 代 巿に足 をのば した。 そうして 円光 院の 境内の 地 

蔵 堂 を やっと 探し あてた。 それ はく ずれ かけた 粗末な 堂であった。 地蔵尊の 木像 はあった が、 どうした わけ か 舎 
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利 尼の 木像 は 見当たらなかった。 『八 代 郡 誌』 が 編纂され てから 半世紀が 経過して いるので、 その 間に 何ら かの 

変遷が あつたの かも 知れない。 玉 卵 洞の 碑 は 地蔵 堂の 背後に ある 砥石 山に あると、 近所の 人が 教えて くれた。 そ 

こ はい ま 見る かぎり 蜜柑 山に なって いる。 その 山 を 越した ところと いうが、 そこまで いく 時間がなかった ので、 

断念して 引き返した。 

私が なぜ 舎利 尼の 話に かく も こだわる かとい えば、 人が まるい 肉の かたまりから 生まれた という 説話 は 卵生 モ 

チ ー フと 非常に 近いと されて いるから である。 卵生 説話 は 朝鮮 や 台湾な どに 多い が、 日本に はき わめて すくない „ 

貴重な 一 例が 舎利 尼の 誕生に まつわる 説話で あり、 その 伝承の 跡が 肥 後 国の 八 代に 今日まで 見られる ことに 私 は 

感動した のであった。 

私 は 八 代 を 訪れた のち 博 多へ 出て、 そこから 海 を 渡って 対 馬まで いった。 対 馬の 神社 を 調べる ためで ある。 幸 

いに 対 馬に は 『対 州 神社 誌』 という 貞享 三年 二 六 八 六) の 書物が 残されて いる。 それから 天明 年間に は 藤 仲 卿が 

『対 馬 神社 大帳』 を 著わした。 これら は 今日で も 対 馬の 神社の 調査に は 不可欠な ものである。 この 二つ は 今日、 

鈴 木棠三 氏が 『対 馬の 神道』 の 中に 転載して いるので、 一般に もた やすく 閲覧が できて 便利で ある。 私 はこの 書 

を 対 馬 旅行 中、 はなさずに 持ち あるいた。 あるとき、 ふと 次の 個所に 眼 を 落とした。 

I- ダ I 社 一宇。 昔 筑後国 三 原 郡 山 熊の 里に 居りし 花 田 将監の 娘、 宗将盛 君の 妾と なりて 卵 七つ を 誕生して 死 

す。 飯 盛 山に 葬む る。 この 霊 会 は 六月 五日。 ゆえに 八 張の 弓 を 弾きて これ を 祭る。 

これ は 奇怪な 話で あるが、 ここに はま ぎれ もな く 卵 七つ を 生んで 死んだ 人間が いる。 それ も 漠然とした 伝承で 

はなく、 対 馬 藩主の 妾と いうれ つきと した 人物で ある。 宗将 盛と いうの は 戦国時代の 対 馬 藩主と しか 見当が つか 
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ない。 将 盛の 父の 盛 弘は永 正 七 年に 朝鮮に 押し わたって 戦った が、 彼の 国で 戦死した となって いる。 

さて 奈多 連の 社と いうの は府 内の 厳 原に ある。 『対 州 神社 誌』 によると、 神社 はな たれの 浜に あるが、 鳥居 も 

拝殿 もない とされて いる。 また 八 張の 弓 を 弾いて 祭る というの は、 対馬には！^ずとょばれる祈禱師がぃて、 弓の 

弦 を はじきながら 死者の 霊 を まつった こと を 意味して いる。 ともあれ、 こうした 卵生の 説話が 戦国 期と いう 後世 

になって 対 馬に 生まれた という こと は、 卵生 説話の 多く みられる 朝鮮との 深層 意識の 距離の 近 さ を 物語る ものに 

ほかならぬと 私 は 考える。 

ふ 私 は 対 馬から 奢岐 にわたり、 夸岐 から 呼子に 出た。 呼子から 東進す ると 糸 島 半島の に 出る。 この 深 江の 

負の 原に は 鎮懐石 八幡宮が ある。 『万葉集』 巻 五 をみ ると、 ここに は 楕円形で 鶏卵の かっこう をした 石が ニ箇ぁ 

つて、 それ は 神 功 皇后が 新羅の 国に 出兵した とき、 自分の 着物の 中に 挿し はさんで、 臨月の 出産 を ひきのば すた 

めに 使用した という 伝承 を もつ 石 だ、 と 述べて ある。 それが いわゆる 「鎮懐 石」 であって、 往来す る 人び との 崇 

敬 を あつめた という。 

この 鎮懐石 は 裏 時代に は 深 江の 村の 子 負の 原の、 海 直 渡す 丘の 上に ころがって いた。 貝 原 益 軒の 『筑前 国 

続 風土記』 によると、 当時から 百年 まえ、 すなわち 寛 永の 末 ごろまで はこの 二つの 石 は 存在した が、 その あと 盗 

人が もち 去 つてい つ て 今 はなくな つ た。 しかるに 近年 その 一 一 つ の 石の 片方 を 深 江の 村び とが 発見して 自分の 納屋 

に 入れて おいた。 すると 山鳩が 一 羽 飛んで きて その 家に 入った というので、 みんな は その 石 を 尊敬し、 神社 をた 

てて 祭った と ある。 ただ その 石 は 高さ 六寸 ばかりで、 『万葉集』 に 一尺 一寸と あるのと 比べる と 大分 小さ いのは、 

どうした こと だろうと 貝 原 益 軒 はいぶ かしがつ ている。 私の 興味 は その 石の ある 納屋に 山鳩が 飛び こんで きたと 

いう 挿話に そそがれる。 白 鳩が 宇佐 八幡宮の 神 使と されて いると いうのと 共通の 根拠が あるの かも 知れない。 し 

かし 私 は そこに 卵生 説話の 句い を 嘆ぐ ので ある。 鎮懐 石が 鶴 卵状 を呈 している という こと、 また その 置かれた 場 


所が！ 原であった という こと は、 私に は 意味 深く おもえる。 子 負の 原 は 『万葉集』 に は 「故 布 乃 波 良」 と 記 

されて いる。 「故 布」 は 古代に おいて は鵠、 すなわち 白鳥 を 意味した。 

この 鎮懐石 八幡宮 は 今でも 丘の 頂上に ある。 境内 は 桜樹の 花で埋ま つていた。 私 は そこから 眼下に ひろがる 海 

を 見下した。 鉄道線路 を 越して その さき はすぐ 浜で あり、 姫 島と 向かいあって いる。 私 はこの 風景が 万 葉 時代と 

ほとんど 変わらな いこと を 確認した。 
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霧 島の 山麓に は、 小さな 森と 森 かげの 人家と、 てのひら ほどの 耕地との 組合せが、 水面に 描かれる 雨足の 波紋 

のように かぎりなく つづいて いる。 その でこぼこした 丘陵地帯から しだいに 低くなる 風土の 果てに、 桜 島が 噴煙 

を あげてい る。 

海と 山と を 一望に 見 わたせる 霧 島の 山麓 地帯 は、 もと 熊 襲が 住んで いたと いう 伝承 を もち、 熊 襲の 穴と いうの 

も 残って いるから、 古代の 土着民の 末裔が、 藩 政 時代に なっても、 異 族の 心 を 捨てないで 住んで いたと ころで あ 

つたに ちがいない。 城下 や 海岸 地帯で くいつめた 郷士 や 百姓た ち もこの 地方に のぞみ を かけた。 この 山麓の 台地 

を 開拓し、 粟 や 大豆の 種 を まき、 灌漑 用水路 を ひらいて 水田 をつ くった。 しかし、 この 台地に はい 上がって きて 

いたの は、 こうした 食いつ め 者 だけではなかった。 

薩摩 藩が 江戸時代 をと おして きびしく 禁制した 真宗 も、 弾圧 をお それて、 この 地方に 人目 をし のぶよう に ひつ 


をり と自 s づぃ てきた ので ある。 そこ は 城下から はなれた 閉鎖 的な 地方で あり、 森 かげに かくれる 人家 人の 知ら 

ぬ 通い路 ゃン ラス 台地 をう がって 掘られた 洞窟が、 この 宗教 を 他から i する のに 役立った。 曰 中 は 何事もなく 

耕作に 従事し、 神道の 体裁に したがって 冠婚葬祭 をお こなう 村民が、 深夜に なると 秘密の 通信網に よって、 その 

保持して きた 教団の 結束 を あらたに する ための ひそかな より 合い を もつ のであった。 

ー產 摩の かくれ 真 宗は霧 島山 麓に 限らない。 ぉ^^く^。、  、^ 水、 爾島、 長 島な どに も その 根強い 団体が あった。 いや、 

それ は薩 摩の 全土に ひろがり 地下組織 を もってい たはず である。 これら はたと えば 椎茸 講と いった 他の 名目 をつ 

けて 講中の かたち をと り 偽装した。 

しかし こうした 「かくれ 真宗」 の 集団と 霧 島山 麓の それと がちが うの は、 後者が 独特の 教義 内容 を 創作 まし ざ，； の そ 

れを 本来の 囊の義 であるか のように 信仰し つづけた 点に ある。  >」の霧 島山 麓の かくれ 囊は、 おもに 牧園町 

や 横 川 町に 現在 も 残って いて、 その 内容の 公開 を 頑強に 拒否して いる。 薩摩 はじつ に 明治 九 年まで 真宗の 禁制 を 

輕 かなかった。 その 頑固 さに 匹敵す るかの ように 信徒た ちが、 それから 九十 年 たった今 日で も 他と 隔絶した まま 

の 状態 をつ づけて いるの は、 長 崎 地方 や 天草の 「かくれ キリシタン」 と 似た 様相 を呈 している。 

^ 「かくれ キリシタン」 は 田 北 耕 也 氏ゃ片 岡弥吉 などの 努力に よって その 全貌 をつ かむ こと は 今や ほぼ 可能で ある 

^ が、 霧 島山 麓の この 「かくれ 真宗」 は 霧 島の 樹海 ゃシ ラス 台地の そこ ここに 残存しながら、 その 秘密 を 容易に 他 

J に 打ち明けない。 

g 一九 六 〇 年代に なって、 といえば 今から わずか 十 年 まえの ことで あるが、 やっと その 調査の 糸口が 竜 谷 大学の 

i 学者た ちの 手に よってつ けられた。 その 調査に 一応の 結末 をつ けて おくた めの、 学者た ちの 旅行に たまたま くわ 

r わって、 私 は 霧 島山 麓の 牧園ゃ 横 川 をお とずれ た。  ， や： へ 

W カャ 力べ II これが この 土地で 呼びなら わして いる 宗教の 呼称で ある。 萱 壁の 中に 本尊 を かくした 力ら だと か 
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何も 安置せ ず 萱壁を 礼拝して いたから だと か、 また 山中に 萱壁 をめ ぐらして 行事 をお こなった ためだと かいろい 

ろ 説が あるが、 もはや その どれ を 真 説と する か、 きめ 手の ない 現状で ある。 

しかし カャ 力べ の 言葉に 表現され るィメ ー ジは、 萱を 壁と するとい う 言葉 そのまま、 霧 島山 麓の まずしい 山村 

の 状態 を あらわす のに 適切で ある。 宗教 以外に よろこび のない 人た ちの、 そのまず しさ こそが この 宗教 を 守って 

きたと もい える。 

カャ 力べ 教に はかくれ キリシタンの 「天地 始之 事」 に 相当す る 十三の 話が ロづ たえに つたえられ ている。 この 

話の 一つ 一 つ は 三十 分から 一 時間 半に わたる ながいもの であるが、 それ はすべ て 信徒の 暗誦に よ つ て 今日まで 残 

されて きた。 

「おつたえ」 によると、 この 宗教 は 教団の 始祖に あたる スゥ キヨ ゥ坊 という 人の 凄惨な 殉教から はじまる。 スゥ 

キヨ ゥ坊は 薩摩国 伊集院の 宮原 シン タクと いう 山伏だった の だが、 のち 京都 西本願寺で 修業 をつ み、 法主から 法 

門の 教え をさず かり、 鹿 児 島へ かえって きた。 スゥ キヨ ゥ坊 がふた たび 西本願寺の 普請の ために 上京した 留守に、 

二人の 弟子が 講 金の 横領 をた くらんで、 スゥ キヨ ゥ坊を 役人に 訴えた。 スゥ キヨ ゥ坊 はとら えられて 磔刑に 処せ 

られ、 この 時 二人の 娘 もと もに 殺された。 この スゥ キヨ ゥ坊 である 宮原 シン タク は 実在した 人物で あり、 明 暦 

(一 六 五 五— 八 年) の 頃に つかまえられて 処刑され たこと が、 薩摩 藩の 資料で 裏付けされ ている。 

スゥ キヨ ゥ坊 のの ちに、 教団から は 次々 に 殉教者が 出た。 栗 野 町の 植 村に 現在 も 墓が 残って いる 前 平 三 左 ヱ 門 

のように、 三年の あいだ 教え を まなぶ ために 家 を あけて いたが、 (おそらく 本願 寺に いっていた のだった ろう) 

自宅に かえって 敷居に 腰 を かけ、 片方の 草鞋の 紐 をと いたと き、 忘れ もの をした といって 引き返して 出て やき、 


349 霧 島山 麓の カャ 力べ 信仰 


ふたたび 帰らな か つ た 人 も ある。 

そうした 殉教者の 思い出 を もつ カャ 力べ 教徒の 警戒 は 当然の ことであった。 私の 会った 万 膳と いう 部落の 九十 

歳になる 老人 は、 より 合い は ガマ を 多く 利用した と 私に 話した。 ガマと は薩 摩から 沖繮 にかけ て 使用され る 方言 

で、 洞窟 を さす。 シ ラス 台地 は 容易に 横穴 を 掘る ことができる。 ことさら 入口 をせ まくし、 通路 を まげた その 洞 

窟の中で 信徒た ち は 蠟燭の 火 をと ぼして 信仰の 行事 をお こなった。 線香 は 句が 外に もれる というので 使わな か つ 

た。 入口に は 竹 を 立て 並べて 迷彩 を ほどこした。 

カャ 力べ の 信徒の 特徴 は 鶏肉 や 牛馬の 肉 をた ベ ない ことで ある。 

その 理由と して、 信徒の 語る ところでは、 天地開闢の 時、 世界 は 一面 泥海であった。 霧 島の 神 は 人間の 住む こ 

とので きる 土地 を 求めた。 下界 は 混沌と して 霧 か 島 かわからなかった。 そこで 神 は 鶴 をとば して、 もし 島なら ば 

刻 を 告げよ と 命じた。 鶴 は 刻 を 告げた。 そうして 降りた ところが 高 千 穂の 峯 であった。 それで 霧 島と いう 名が つ 

、， た。 葛 は 神 吏で あり、 人間の 住む ことので きる 土地 を 探して くれた 恩の あるた めに 食べて はならない という こ 

とに なつ ている。 

しかし 以前に は タブ ー は 白い 鶏に かぎられ ていたと いうし、 それ も 「かくれ 真宗」 の 所在 を 偽装す るた めに、 

わざと そうした タブ ー を こしらえた とみな される ふしが ある。 それが あとになる にした が つ て 信徒た ちに もま じ 

めに 信じられて 今日に 及んで いる。 戦後、 牧園 町の 万 膳 小学校で、 児童の 給食に ミルク を 与えた ところ、 カャカ 

ベ 信者 たちのつ よい 抗議で 中止した という 例が ある。 カャ 力べ 教徒 は、 ミルク はもち ろん、 、、ハタ ー の はいって い 

る 菓子、 ハム ゃソ ー セ— ジな ども 食べない。 しかし 豚肉 はたべ る。 牛馬 は、 耕作な どで 人間の 役に立つ が、 豚 は 

何の 役に も 立たない からだと いう。 とくに 鶏肉の 戒律 はきび しく、 万一 にで もた ベる と、 浄土まい り は 不可能と 

、， うこと で、 カャ 力べ の 仲間から はずされる。 そこに は 深夜 集会 を 開いた 信徒た ちの、 暁 を 告げる 鶏への 特別の 
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愛着が 感じられる。 

カャ 力べ 教徒の 禁忌 は 赤い 色 を 対象と する。 ッッジ や ツバ キの花 を 仏に 供える こと は 許されない。 その 理由 は 

前にの ベた 口伝の 「おつたえ」 の 中に 説明され ている C すなわち、 人間が 死んで いくと ころに 深さ 四十 里、 横 四 

十 里 ほどの 大きな 血の 池が あって、 男 も 女 もこと ごとく この 血の 池に 沈んで 苦しみ、 極楽浄土 へま いるもの は 一 

人 もい なかった。 そこで 阿弥陀如来 は 衆生 済度の ために 自ら 血の 池に 沈み 修業 をした。 そして 正月 元日に その 願 

が 成就して 池から あがり、 天に むかって 息 を 吐く と、 それが 朝 焼、 夕 焼に なり、 地に 向かって つば を 吐く と、 そ 

れが ツバ キゃッ ッジの 花と なつ たという ので ある。 おそらく そこに は 狗教と 血の 赤い 色との 連想が はたらい てい 

るの かも 知れない。 しかし 白 や 赤にたい する 禁忌 は 何も カャ 力べ にかぎ つたこと ではない。 ただ それが 天地開闢 

や 阿弥陀如来の 物語の 展開と なって いると ころに、 信仰が 発覚 すれば 死 を 意味した カャ 力べ 教徒の 切ない 夢が た 

どれる ので ある。 

カャ 力べ の 教えの 中で もっとも 特異な もの は 「御 状」 と 呼ばれる もの だ。 これ は 幕末から 維新 期に かけて この 

教団の 中心人物で、 しかも 教祖 的な 性格 を 充分に 備えて いた 吉永巿 蔵 (親 幸 さまと 呼ばれる) が、 信者に 回覧 さ 

せる ために 出した もので、 一種の 冥界 通信と 呼ばれる もの だ。 それ は 託宣の 形 をと つて 浄土から この 世に 生きて 

いる 信者に あてた 消息で ある。 この 消息 は 阿弥陀如来から 伊勢へ、 伊勢から 霧 島の 六 社 権現へ とった わり、 それ 

を 親 幸が 受ける ことにな つてい る。 このばあい、 親 幸の 妻が 霊媒に なった 模様で ある。 その 冥界 通信の 一例 を 示 

すと 次の ような ものである。 

「 …… 三十 二人の 衆より、 裟婆 世界の 親兄弟の 方へ 御 状 御 遣 候。 さて 我々 ハ三づ に しづみ 悉 なん 儀 をし 申 所に、 
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各々 様 立の 御 願 を以、 御 助け 被 下、 難 在 こと はかぎ りなし。 委事は あと 以申 こし 候。」 

つまり これ は、 冥土に いる 三十 二人の 人た ちが、 三途の川に 沈んで 難儀 をして いるの を此 世に いる カャ 力べ 信 

者た ちの 信仰に よって、 助けて もらった その 御礼 状な の だ。 この 冥界 通信に みられる 考え は、 此 世の 信者た ちの 

功徳が 煉獄に いる 信者た ちの 苦しみ を 軽く する、 という カトリシズム の 思想と 似て いる ことに 私 は 興味 をお ぼえ 

る。 現世と 他界と を 合体して はじめて 一 つの 世界が 完成 するとい う カトリックで 「諸 聖人の 通 功」 と 呼ばれる 思 

想が、 日本の 草ぶ かい 山村に もあった ので ある。 

冥界 通信の 一種と みなされる ものに、 この カャ 力べ 教徒 は 死ぬ とかなら ず、 「何時 何 合 何 勺」 という 通信 を受 

ける ことにな つてい る 事実が ある。 これ は 死人の 魂が 浄土に 到着す るまでの 所要時間 を 意味す る もので あり、 そ 

れが 早ければ 早い ほど、 その 死者の 信仰 は 篤かった という ことにな り、 生前の 信仰 評定と なって いるので ある。 

これの 評定 は 教団の 中心で ある 「親」 から 小 ダル ー プの 代表者で ある 「郡 親」 に 通達され る。 これ もまた そこ 

に 親の 妻 を 霊媒と した 託宣の 形 をと ると ころに 特色が みられる。 そうする ことによって、 「親」 はカャ 力べ 信徒 

の 教団 を 手中にに ぎって いくこと が 可能な ので ある。 もし、 到着の 時刻が 不明で ある、 などと いう ことになると- 

死者 はもと よりその 遺族の 面目 はつ ぶれざる を 得ない。 

始良 郡の 横 川 町に いる ある 老人の 家 をたず ねた ことがあった。 それ はカャ 力べ の 名に ふさわしい 茅屋であった- 

竹で 編んだ おり 戸 を あける と —— そこ だけが 出入口 だ つ た —— その 小屋に は、 七十 をす ぎた 小柄な 老人が うすい 

布団に くるまつ ていた。 上り 框の そばに いろりの 薪が くすぶり、 天井の ない 屋根裏から つり 下がった いくつもの 

鈎に かかった 自炊 用の 鍋な ど を 煤けさせ ていた。 昼で も 電灯 をつ けないで は 用が 足せない この 部屋 を、 暗い 裸電 

灯が にぶく 照らして いる。 部屋の 隅に おかれた テレビの ほか 目 ぼしい もの は 一 つもない。 
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私たち は その 小屋の 老人から 「おつたえ」 の 残り をき こうと してやって きたの だった。 「おつたえ」 を 暗誦で き 

るの は 数人し かのこって いないと 推定され る 現在、 それ をい そいで 記録に とどめて おく 必要が あった。 しかも 教 

団の 戒律 は 厳重で、 それ をカャ 力べ 教徒 以外に 洩らす こと はもっての ほかと されて いる。 この 老人 はふと した こ 

とで 教団から 「はずされ」 ていた。 したが つ て 老人の 協力 を 得られる のぞみが あると 目 ぼし をつ けて きたの だつ た- 

私たちの そうした 希望 を 告げる と、 老人 は 布団の 上に 起き あがり、 横 を 向いた。 しかし 「おつたえ」 以外の こ 

ふたと き 

となら 話した。 老人の 父親 は 九十 いくつかで 死亡した が、 浄土に 到着す るのに 二 時 かかった という。 これ は 平均 

的な 到着 時間の ようで ある。 しかし 老人の 母親が 死んだ ときには、 到着時刻が わからない、 という 返事が、 教団 

の 「親」 からかえつ てきた、 という。 それ は 老人が 教団から 破門 同様の 処分 を 受けて いた ことと 関係が あり、 み 

せしめが こめられて いるの かも わからない。 

若い とき は、 この あたりの 寒村の 娘た ち を だまして 身売りさせる 女 街の ような こと をして いたと いう こ の 老人 

も 「おつたえ」 を 話す 段になる と、 しぶった。 破門され たのち もな がい 間の 戒律が 彼の 中に 生きて いたの だ。 そ 

れ とも 見えざる 監視の 目 を 感じた のか、 老人 はだ まりこく つた。 

同行の 高 取 正 男 は、 いろりの 木 尻に すわって、 薪 をつ かみ、 燠火 を かき 立てた。 老人と なんどか 会って 顔 見知 

りの 千 葉 乗隆氏 は、 口に 出そう か 出すまい か、 ためらつ ている 老人の 心の 動揺 を、 自分の 方に 決定的に かたむけ 

させる 瞬間 を 辛抱 づ よく 待って いた。 老人 は 煙草の ライタ ー を、 かちかち 鳴らした。 唇が かすかに 瘦攣 した。 沈 

黙が いつ 音と なる か。 やがて それ は、 堰を 切って ながれ はじめた。 

「まず こ のす うきよ うぼう さまの おんみの うえの ごさたと もうさげ もうす は、 さっし ゆうの いじゅういん にお 

うまれな された みや はらしん たくと いいやい ひとで …… 」 

いろりの 煙が 私の 目に、 沁みた。 私 は 節 ふくれだった 薪の 火の 継目の ような 歳月 を 感じて いた。 
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私が 黒潮 を 初めて 望見した の は 熊 野 灘の串 本から 渡った 大 島の 樫 野 崎で、 その 海 ぞいの 道に ある 魚 見 櫓の 上 か 

ら、 沖合 を 流れる 濃い 紫色の 潮に 接した ときの こと は、 三十 幾年 かたった 今日で もよ く おぼえて いる。 水平線 を 

染める 醬油 色の 流れが 西から 東に むかって 悠々 と 動いて いるの を 見た ときに、 私 は 一 国の 権力の 交替 や 社会の 改 

変と は 別の 動きで ある 大自然の 現存 在と いう もの を 知つ たように おもう。 南の 海に 砲声のと どろき を 聞く 時代で 

あつたから、 雲の 切れ間の ような その 一日の ことが 今 も 古びないで いるの かも 知れない。 そのと き 私 は 日本列島 

をめ ぐる 大きな 秘密 を かい ま 見た 気がして ならなかった。 日本列島の 沿岸 を あらいつ づける 黒潮。 その 自然の 孤 

独な 営み も、 日本列島との 間に はつねに 一定不変の 関係 を 有して いると いう 思い は、 当時 流行の 悠久の 大義と ま 

つ たく 別の 悠遠 さの 中に 私 を 誘い こまずに はす まなか つ た。 もし 日本の 兵士が 南方に 輸送船で はこばれる 途中、 

初めて 接する 南の 海の 色 をみ て、 すでに どこかで 見 おぼえが あると いう 感懐 を もった としたら、 その 兵士 は それ 
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を 体験す る まえに 知ってい たの かも わからない。 すなわち 個人的 体験に 先行す る 民族と しての 潜在 体験が あるの 

かも 知れない という 想像が、 私の 若い 心に はやく も 萌して いた。 私の この 予測 を 裏付ける かずかずの 兵士の 体験 

が 第二次大戦の 間にな されて きた こと は、 今 は 否定すべく もない 事実で ある。 南方に 派遣され た 日本の 兵士た ち 

は、 彼の 故鄉を 傲ば せる 生活 や 慣習 を 西南 太平洋の 島々 や アジアの 大陸で 見出して、 奇異な 思いに 捉 われた。 八 

重 山の 牧野 清 氏 は その エッセィの 中で 次の 話 を 伝えて いる。 石垣 市 出身の 一 兵士が 昭和 十六、 七 年 ごろに インド 

シナの 駐屯 部隊に いたと き、 ある 日、 ュ ェ巿に 近い 城下町に ふしぎに も 八重 山と おなじ かっこうの 力 ャブキ の 集 

落が あるの を 見つけた。 その 兵士が そこで 隊長の 許可 を 得て 見に 行った ところ、 なんと それ は 「夢にまで 見た 八 

重 山」 の 屋敷の 作りと それ こそ 寸分 もちが わなかった という。 彼の 兵士 をして 白日夢 をみ ている と 思わせる もの 

が 南方に 現実に 存在して いたと いう こと は 何 を 物語る か。 これ こそ は 個人の 体験の まえに、 黒潮に のって 南方 か 

ら やって きた 民族と しての 先行 体験 を 日本人が もっている ことの 証左に ほかならぬ。 

フィリピン や 台湾の 東方に 発し、 琉球 列島 ゃ薩南 諸島 を 北上す る 暖流 は 十 島灘で 分れて、 主流 は 九州の 東部、 

四国、 紀伊 半島の 沖 を かすめ 伊豆 七 島の 間 をと おり 関東 地方の 東岸 を 洗う。 他方 は 九州の 西海岸から 有岐対 馬の 

間 を 抜け、 山陰、 北陸の 海に むかう。 日本列島 は 表 も 裏 もこの 黒潮に よって はさみ 打ちされ たかつ こうに なって 

いる。 始原の 文化の 時代から、 日本列島と 黒潮との 関係 は 絶対的な もので あり、 海の 大動脈と しての 黒潮 は、 日 

本 列島に 南方の 文化 を はこぶ 海の ベ ル トコ ンべャ ー としての 役割 を もっていた。 黒潮の ベ ルト にの せられて 南方 

の 植物 や 動物、 または 人間の 眼に 見える 文化と 眼に 見えない 文化が はこばれ てきた。 そうして それらが 何 万 何千 

年と かかつ て 日本の 文化の 基 層 を 形成した。 それ は 昼夜を分かたずに 海底に 沈澱す る マリン ス ノウの ように 微小 

な ものであるが、 孜々 とした 営み を 不断に つづけて きたので ある。 日本の 海 村で は 嵐の すぎ 去った 日の あくる 朝 

は、 人び との 関心が 海岸の 波打 際に 集中す る。 そこに は 海からの 思いがけない 贈物が 届けられ ている。 それら は 
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家 を 建てる ための 材木で あり、 食糧と すべき 海の 動物た ちで あつたが、 ときには、 聞き なれぬ 言葉 を あやつる 人 

たち もま じっていた。 それら 漂着 者の 瞳 は、 日本列島 では 一度 も 見かけた ことのない 他国の 空の 色 を 映して いる 

ことがあった。 

おそらく 日本の 民俗学 は、 こうした 海からの 漂着 物 や 漂着 者の 文化 をぬ きにすれば、 成立す る こと は 困難で あ 

る。 日本 民俗学 はそう した 意味で 「黒潮の 民俗学」 と 呼んでも よい ものである。 こうした 言い方が、 ある 人び と 

に はいくら か 口 マン ティ ッ クな 響き を もって 受け取られ かねない こと を、 私と いえ ども 知らぬ わけで はない。 柳 

田 国 男が 明治の 中葉に、 三 河の 伊良湖 岬で 椰子の 実の 流れよ るの を 見た ことが きっかけ になって、 藤 村の 有名な 

「椰子の 実」 の 詩が 誕生した ことから、 民俗学 は、 八重の潮路 を 分けて はるばると 旅路 を 重ねてき た 異国の 文物 

への ノスタルジア や エキゾチシズム を かき 立てる 学問に すぎない と 評される。 だが、 果してそう であろう か。 

博 多 湾の 東部に 位置す る志貿 島と 九州 本土と をつな ぐな がい 砂嘴 は、 季節風の もたらす 砂の 堆積に よ つ て 生ま 

れ たもので ある。 海の 中道と 呼ばれる この 砂嘴の ゆえに 志 賀島は 今 こそ 半島と なった が、 もとは 満潮 時には 歩い 

てわたれ なかった。 この 半島の 外面に 面した 線 は 新宮の 浜に ひきつがれ 津屋 崎に いたる。 それ はさら に 北西の 玄 

海 町 神湊、 鐘ケ 崎、 波津 城な ど を 経て、 遠賀 川の 川口に ある 芦屋 町までの 全長お よそ 五十六 キロに およぶ 海岸線 

を 形成す る。 「ひろげた パラソルの ふち」 と 形容され る この 弓な りの 海浜 は、 玄界灘 をと おりぬ ける 黒潮が 日本 

海に むかう とき、 冬期の 北西の 季節風 を まともに 受けて、 さまざまな 物 を 海浜に 漂着させる ところで 有名で ある ( 

地元の 福 間 町に 住む 石 井忠氏 は、 一九 六 九 年から 七 二 年 八月 末まで、 この 海岸線 を 毎日の ように 歩いて は 漂着 物 

を 調査した が、 その 報告に よると、 ココ ヤシの 実の 流れつ いた ものが 百 二十 八 個、 また ニッパ ヤシの 実は 四十 七 
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個、 合計 百 七十 五 個 を かぞえた。 更に その後の 一年間に 百 十 個 ふえて、 七三 年 八月 末までに なんと 二百 八十 五 個 

のココ ヤシと ニッパ ヤシの 実 を 実見した。 その 中には 人間が 船の 中に もちこんで 果汁 を 飲んだり、 割って 果肉 を 

食べ たりした あと、 海中に 投げ 棄 てた ものが 漂着した もの も あるら しい。 

ココ ヤシ は 熱帯に 自生す る もので、 日本に もっとも 近い 自生の 北限 地 は 台湾 南端の ガラン ビ岬 という。 ココャ 

シが 自生 地から 海中に 落ちて 黒潮に 乗った とみれば、 それ こそ 八重の潮路 をた どって きた ことになる。 海流瓶 を 

投下して 実験 調査した ところでは、 フィリピン 沖から 流した ものが、 二、 三 力 月 かかって 三 浦 半島の 三 崎まで 達 

いりお もて 

した ことがある という。 また 二 ッパ ヤシ はコ コャ シ よりも 自生 地が 北までの びて 西 表 島に も 自生す ると される。 

私 はこの たび 対 馬 を 訪れて、 海 ぞいの どんな 部落で も 椰子の 実で 作った 容器の 一 つや 二つ を もたない ところ はな 

い、 という 話 を 聞かされた。 こうした 事実から みれば、 日本の 沿岸に 流れよ る 椰子の 実は 無数で あると せねば な 

らぬ。 石 井 氏 は 福岡県 宗像 郡の 津屋畸 では、 椰子の 実 を 浜で 拾う と 乾燥 させ、 鋸で 切って 湯 呑 を 作り、 その 湯 呑 

で 飲む と 長生き するとい う 習俗の あった こと を 伝えて いるが、 柏 常 秋の 『沖 永 良 部 島民 俗 誌』 によると、 同 島に 

は 椰子の 実が よく 漂着した が、 その 果実 は 錫 を あしらって 湯 呑、 酒 瓶、 水筒な どに 利用した と ある。 私 は 沖繙の 

池 間 島で、 流れつ いた 椰子の 実に 錐で 穴を開け、 その 粉末に なった 果皮と 果肉 を 粉薬の ようにして 飲んだ という 

体験 を もつ 老人に 会つ た ことがある。 いずれも ふつうの 植物と はちがつ た 神聖な 意味 を 椰子の 実に こめて いた こ 

とが 分かる。 

石 井 氏の 漂流物 調査 対象と なった 福岡県 北部の 海岸 は、 椰子の 実に かぎらず とくに 漂着 物の 多い ところで、 遠 

賀 川の 川口の 芦屋で は、 むかし 正月の 行事に 寄 物が 多い ようにと 椀と 箸 を 海に 流した と言われ ている。 宗像 神社 

の 本社 や 末社の 建物 を 修理す る 木材 は、 芦屋から 新宮湊 までの 海岸に 漂着した 船の 船材を あてる ようにし たとい 

う 話 はよ く 知られて いる。 それ は 十三 世紀 前半の ことで あるが、 大船 廻 法の 第一条に 寄 船、 流 船 はと ころの 神社 
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仏閣の 修理 料た るべ し、 と ある ことから して 漂 到 物 は それぞれの 土地の 神社仏閣の ものであった ことが わかる。 

宗像 神社のば あい もそう した 一 般 的な 慣行 を 土台と している。 

難破船に かぎらず、 海岸に 打ちよ せる 流木 は 寄 木と いってき わめて 大切に された。 寄 木 を 神と 見立てる ところ 

は 多く、 沖繾 では 『遺老 説 伝』 に 寄 木の 神の 説話が みえて いるが、 このように 神と 見なされ たの も、 大木の ない 

土地で は、 流木 は 建物 を 建てる ための 願っても ない 材料だった からで ある。 私 もまた 福島県の 北部に ある 飯豊と 

いう 海岸の 部落で 寄 木で 建てた という 寄 木 神社 を 見た ことがある。 寄 木に かぎらず、 海藻な ども 大切な 資源で あ 

つた。 対 馬で は 海岸に 打ち あげられた 寄り 藻 を 勝手にと る こと は ゆるされなかった。 どの 海岸の どの 部分の もの 

は どこの 家の 所有になる か を あらかじめ きめられ、 海岸に は それぞれ 石の 壁で こしらえた 藻 小屋が あった。 その 

藻 は 田畑の 肥料に 使われた。 

石 井 氏が 調査した 海岸線 は 日本に おける 海人の 根拠地で もあった。 志賀 島に は 安曇の 海人が いて、 祖 神の 安曇 

磯 良 を まつった。 この 安曇の 海人 は 潜水 漁法に 長 じ、 真珠 をと るのに たくみであった とされて いる。 今日 対 馬に 

は 安曇 磯 良の 裔 とされる 仁 位の 長 岡 家が わ たづみ 神社 を まつ つてい るが、 それ は 安曇 海人が 志賀 島と 対 馬との 間 

を 往来して 活躍して いた こと を 暗示して いる。 また 玄海 町の 神 湊は宗 像 神社の 辺つ 宮 のあった ところで ある。 宗 

像の 女神 を まつる 宗 像の 一族が 海人であった こと は 言うまでもない。 宗像 神社の 辺つ 宮と、 中つ 宮の ある 大島、 

奥つ 宮の ある 沖の 島と は 定規で 線 を 引いた ように 一直線 上に ある。 この ライン は いわゆる 海 北 道中で あり、 朝鮮 

と 往来す るコ ー ス にあたっていた。 その 航海に 従事す るの が宗像 海人であった。 宗像 海人の 系統に 属する と 想像 

される 鐘ケ 崎の 海人 は 海女の 活動 を もって 知られて おり、 その 枝 村 は 有 岐の小 崎、 対 馬の 曲、 長 門の 大浦 などの 

ほか、 とおく 能 登の 輪 島 ゃ舳倉 島にまで 延びて いる。 安曇 海人 ゃ宗像 海人、 あるいは 鐘ケ 崎の 海人と いう 日本の 

代表的 海人 族の 発祥の 地が、 六十 キロ 足らずの 海岸線に 集約され ている という こと は、 そこが 黒潮の もたらす く 
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さぐ さの 文物の 漂着す ると ころと して 海の幸に めぐまれ ており、 また 黒潮に のれば とおく 山陰、 北陸まで たやす 

く 進出す る ことので きる 地の利 を 得た 場所 だ つ たからで も ある。 

黒潮が 昔 も 今 も 変らずに 海の 生物 を 送り こんだ という 例 を 『日本書紀』 の斉明 天皇 四 年の 条に 記されて いる 記 

事から 左に 紹介す る。 

もう  きたのう み  つ  ふく  くち 

出 雲 国 言 さく 「北海の 浜に、 魚 死にて 積めり。 厚さ 三尺ば かり。 その 大きさ 飴の ごとくに して、 雀の 喙、 

針の 轔 あり。 鱗の 長さ 数寸。 俗の 云えら く 『雀 海に 入りて 魚に 化れ り。 名 づけて 雀 魚と 云う』 といえ り」 と 

もうす。 

要するに この 記事 は 出 雲の 北の 海岸に 雀の ような 口 をし、 針の うろこ を もつ 魚が、 三尺ば かりの 厚さに 積み か 

さなって、 たくさん 死んで いたと いう もので、 かっこう はフグ に似てい るが、 土地の人 は 雀が 海に 入って 魚に な 

つたので、 雀 魚と 呼んで いた、 という ものである。 

こ のスズ ミオと いう 魚 は 通常 ハ リ セ ン ボンと 呼ばれる 熱帯 性の 魚で あるが、 十一 一月 八日 は ハ リセ ン ボンが 吹き 

よせられる 日 だと 日本海の 沿岸で は ひろく 言い伝えられ ている。 この 十二月 八日の 頃 は 海 荒れが つづいて、 それ 

を 「八日 吹き」 と 呼んで いる。 出 雲の 生物学者 である 上田 常 一によ ると、 ハリ セン ボンが もっとも 大 がかり に 吹 

きょせられ るの は、 奥 能 登の 曾々 木 海岸、 現在の 輪 島 市町 野 田であって、 沖合に 襲来した 体長 十五 センチ 以下の 

ハリ セン ボンの 大群が 死が いとなって ころがる。 海 荒れが おさまる と、 漁村の 人た ち は 死が い を 拾い あつめて、 
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そのまま を、 あるいは スト 口 ー で 空気 を 口から 吹き こんで ふくらませ、 魔除けと して 近くの 農 山村に 売り まわつ 

たという。 この ハリ セン ボンの こと を 福井県の 高 浜で は スズメ フグ、 また 島根 半島の 笠 浦で はス ズフグ という そ 

うだ。 『日本書紀』 にスズ ミオと あるのと 似通った 呼称が 今もって 出 雲 や 若 狭で 使用され ている。 

ハリ セン ボン は 熱帯 性の 魚で あるのに、 なぜ 冬季に 日本海の 沿岸に 打ち あげられ るかと いえば、 山陰、 北陸の 

沖合 をと おる 黒潮の 対 馬 暖流に 乗って 南の 海から やって きた ハリ セン ボン は、 間宮海峡から 南下す るリ マ ン 寒流 

にぶつつ かって、 急に 冷え 死が いとなる が、 西北の 季節風に あおられて、 おびただしく 海浜に 打ち あげられ るの 

だと 上田 常 一 は 説明して いる。 

同様な 経緯で、 南方産の セグ ロウ ミへビ が 出 雲の 海岸に 気息 奄々 として たどりつく。 沖繙の 動物学者 である 高 

良 鉄 夫 氏の 説明で は r セグ ロウ ミへビ は、 体長お よそ 八十 センチ メ ー トル、 頭部 は 細長く、 全体が 著しく ひらた 

くな つてい る。 また、 背面に 黒色 をお びて いるので、 他の ゥミ へビ 類と は 容易に 区別す る ことができる。 本 種 は 

強、， 毒 を もっている という ことで、 沖 織 における エラ ブゥ ミへビ (エラ ブゥ ナギ) の 捕獲 業者 は、 一般に この種 

のセグ ロウ ミへビ を 恐れて おり、 外国で も 本 種に よる 被害が 多い ようで ある。 本 種 は 南太平洋、 南シナ海、 台湾、 

琉球 列島お よび 日本 近海な ど、 分布 区域の もっとも 広い ものである」 とその 著 『ハブ = 反 鼻 蛇』 に 述べて ある。 

日本 近海に 分布して いると いうの は、 黒潮に 乗って 北上した セグ ゥミへ ビを 言う のであろう。 

この セグ ロウ ミへビ が 出 雲の 海岸に 漂着す る 頃 は 「お iJi ねみ 荒れ」 と 呼ばれる 西北の 季節風の 最初の 到来が ある „ 

この 風 こよって、 黒潮の 波の まに まに ただよう セグ ロウ ミへ ビは 沿岸 水と いわれる 寒冷な 循環 流の 中に 吹き 放た 

れる。 、A 口 岸 水 は 対 馬 暖流と 海岸の あいだ を 循環して いるので、 海蛇 はやむな く 岸に 近より、 浜に 打ち あげられる 

ことになる。 上田に よると、 このと き 海蛇 は 半死半生で、 その 毒性 はいち じる しく 弱まって いるそう だ。 この 海 

蛇 を 捕えて 三方に のせ、 うやうやしく 神前に たてまつらな いと 出雲大社 ならびに 佐 太 神社の 神 在 祭 は 始まらない _ 
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椰子の 実が、 神仙の 島から 流れつ いた 長命 薬と して 珍重され たように、 あるいは ハリ セン ボンが 魔除けに 使 mp さ 

れ たように、 いや、 それ 以上に セグ ロウ ミへビ は 神聖な ものと して 大切に 取り扱われた。 それ はいかなる 理由に 

よってであろう か。 ひとつ は 上田 も 述べて いるよう に、 セグ ロウ ミへビ の 背が 黒く 腹が 黄色い ので —— 天： 玄黄 

— 天 は 黒色、 地 は 黄色 —— を 示して いると いう ことがある。 こうした 色 を もつ 海蛇が 海の 彼方から 到来す ると 

いう ことに 神の 使者と しての 神聖な しるし をみ とめた のか も 知れない。 あるいは また セ グロ ゥミへ ビが沖 撮の 漁 

fta たちの もっとも 恐れる 猛毒 を もっている という こと もあろう。 「畏 こき もの」 を 神と してお それる のよ わが 日 

本 古代人の 特徴に ほかなら なか つ た。 

『日本書紀』 の 神代 上に は 次の ような 記事が のって いる。 「神し き 光海に 照して、 たちまちに 浮びく る 者」 が あ 

つたので、 ォォ ナム チの 神が 「おまえ は 誰 だ」 と 聞く と、 「自分 はお まえの 幸 魂奇魂 だ」 と 答えた。 ォォ ナム 

チが 重ねて 「どこに 住みたい か」 とたず ねる と 「自分 は 大和の 三 諸 山に 住みたい」 と 言った という。 ここに 「g 

しき 光海に 照して」 (神 光照 海) という 言葉が あるが、 それに 似た 表現が 『古事記』 にも 使われて い る。 それ は 

垂仁 天皇の 条 にある ホム チヮケ 皇子の ェ ピソ— ド である。 この 皇子 は 出 雲に いって、 把 長 比 売 A1J 宿蔓 たが、 そ 

の 比 売 を かいまみ ると 蛇だった ので、 おそれて 逃げた。 肥 長 比 売 は 「海原 を 光らして 沿より 追い 来」 つた。 「海 

<  あや  うな てら  、、 

原 を 光らす」 とか 「神し き 光海に 照して」 という 表現が 何 を 意味す るかと いえば、 私が 出 雲で 漁師に 聞いた とこ 

ろで は、 海の むこうから 夜中に 岸に 近づく ときの セグ a ゥミ へビの 姿と そっくり である。 漁師た ち は 金色の 火の 

玉の ようにみ える もの を 手 網です くって 海蛇 をと ると いうの だ。 セグ ロウ ミへビ の 腹が 黄色な ので、 漁師の たく 

船の 上の 火に 映 じたの かも 知れない。 また 別の 漁師の 話で は 集魚灯に 照し 出された 海の 上に びかり とひ かる もの 

を 発 OB- したが、 それが セグ ロウ ミへビ だった という。 セグ ロウ ミへビ に 発光す る 微小 動物が くっついて 集魚灯に 

照され て 光った のか も わからない。 いずれにしても 「海原 を 光らして」 やってくる 神が 海蛇であった こと ままち 
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がいない。 というの も、 大和の 三 諸 山、 すなわち 三輪 山に まつられる 大物 主神が 蛇 神で ある こと は、 すでに 『記 

紀』 に 記されて おり、 また 肥 長 比 売の 長と いう 言葉が 蛇 を あらわす こと はも はや 動かせない 説と なって いる。 

奄 美大 島で は 斑紋 を もつ 鰻 を アヤ ナギと 呼んで いる。 ゥナギ は 大ナギ に 由来す る 語であろう。 宮 古島で は青大 

将ょォ ゥナズ である。 ただし この場合の ォ ゥは大 ではなく 青の 意味で ある。 ナズ はナギ とか ナガと 同じく 蛇 を 表 

現す る 語で ある。 このよう にして セ グロ ゥミへ ビ その他の 海蛇が 海の 向う から や つ てく るの を 捕えて 神と して ま 

つる 風習が すでに 古代に あった。 大国 主命の 子どもの アジ スキ タカ ヒ コネが 美しい 蛇であった こと は 「み 谷 二 

わたらす」 (谷 を 二 つ 同時に わたる) と 形容され たこと でも わか るが、 ォォ モノ ヌシ とか コ トシ ロヌシ とか 「ヌ 

シ」 という 語 も 蛇に 関係が あると 私 はおもう。 大蛇 ゃ大 鰻が 池 や 沼の 主で あると いう 言い方に も その 痕跡 は ある。 

ヌシ とニジ という 語 は 無縁で は あるまい。 そして、 虹が 一種の 蛇で あると みなされ たこと は 日本 だけでなく 世界 

各地に みられる。 

いずれにしても 出 雲の 神々 と 蛇との 関係 はき わめて 密接で あり、 その 場合、 黒潮に 乗って くる セグ ロウ ミへビ 

を 無視す る こと はでき にくい。 

古代人 は 獰猛な 動物 を 「畏 こき 神」 として 恐れた。 その 名に 値する もの を 『記紀』 に みれば 狼で あり 虎で あり- 

そして 大蛇であった。 セグ ロウ ミへビ は 沖 纆 では もっともお それられる 海蛇で あるが、 出 雲の 海岸に たどりつく 

ときこ は その 毒性 はう すれて おり、 上田 常 一は セグ ロウ ミへビ にか まれた 例 を 知らないと 私に 告げた。 とすれば 

何が ゆえに 神に まつられ たか。 出 雲の 海岸に はじめての 北西 風が 吹き あれる 頃に、 波の まに まに 浮んで くる 蛇の 

背が 黒く 愎が 黄色で、 黒と 黄の 斑な 尾が 目 ざまし く 美麗なる が 故 か。 しかし、 また 沖 緹 の 海人た ちに 恐れられて 
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いる その 畏怖の 情が、 そのまま 出 雲にまで 進出した 南 島民に よ つて はこばれ たと は 考えられ ないか。 

ォォ ナム チが出 雲 国の 海岸 を あるいて いると き、 海の 彼方から 小さな 童子が やって きた。 この 童子 をォォ ナム 

チが 手の平に のせても て あそぶ と、 童子 はとび あがって その 類つ ベた にかみ ついた。 それ を 聞いて、 タカ ミムス 

ビの 尊が 「それ は 自分の 産んだ 子 だが、 指 間より 漏き おち」 たやつ だと 答えた と 『日本書紀』 にある。 『古事記』 

に は 「わが 手 俣より 漏き し 子な り」 という 表現に なって いる。 ところで、 沖繙の 学者の 奥里将 建に よると、 琉球 

では 非常に 腕白で すばしこい 持て余した 子ども を 「手の 俣から ふき ゆる わらび」 と言うと ある。 琉球 語で 潜る と 

く  わらべ 

いう 意味の フ キュンと いうの は 漏く からの 転訛で あり、 また 「わらび」 は 「童」 のこと である。 まったく おなじ 

フレ ー ズ (成句) がー 方に は 『記紀』 の 時代に あり、 他方、 奥里将 建の 生きた 大正時代の 沖繙 にある という こと 

は 何 を 物語る か。 とおい 時代 を 間に 置いて、 はなればなれの 地域で 偶然に 一致す る こと は 考えられない。 おそら 

く 南 島に 今日まで 伝えられ たこの フレ ー ズは、 古代の 出 雲で も 同様に 使用され ていた もので あり、 南 島と 出 雲と 

に は 生活 民の 密接な 交流が あつ たこと を 告げる ものであろう。 このように 考えれば セグ ロウ ミへ ビを 畏怖す る 南 

島の 海人の 感情が、 そのまま 出 雲の 海岸にまで 移された と 見る の も 不自然で は あるまい。 セグ ロウ ミへビ を まつ 

ひのみ さき  ^ら かみ 

るの は 出雲大社 や 佐 太 神社の ほかに 美 保 神社 や 日御硫 神社が ある。 さらに 石 見に は 仁 摩 町の 韓神 新羅 神社、 おな 

まじ  おとみ  はし  つ かど 

じく 仁 摩 町の 馬 路の乙 見神 社、 波 子の 津門 神社が ある。 しかし、 石 井忠氏 はセグ ロウ ミへビ が 前記の 福岡県 北部 

海岸に 打ち あげられ たもの を 一 例し か 実見して いないと ころ をみ ると、 セ グロ ゥミへ ビが とくに 出 雲 石 見の 海岸 

に 漂着す るよう な 自然 条件、 すなわち 黒潮 や 風 や 季節な どの 組み合わ さった とくべ つの 関係が あるの かも 知れな 

、 0 

しかし また 別の こと も 考えられる。 上田 常 一 の 『出 雲の 竜 蛇』 によると、 佐 太 神社の 古い 木版の 御札に 印され 

た 竜 蛇 神の 姿 はセグ ロウ ミへ ビ でなくて、 ェ ラブ ゥミ へ ビ に 酷似して いると いう。 これ は エラ ブゥ ミへビ をセグ 
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口 のか わりに 三方に のせて まつ つ た 例が ある こと を 意味す る。 ェ ラブ ゥミ へ ビはェ ラブ ゥナギ とも 呼ばれて， 獲 

つたら 熏製に してお き、 琉球 料理に 使う ときには、 水に もどし コンプ など を まきつけて 味 をつ け、 吸い物の 種に 

する。 久高 島の 洞穴に は エラ ブゥ ナギが 寄って くるので、 この 島の 祝 女に は それ を 捕獲す る 特権が 与えられ てい 

る。 久高 島の 漁師た ち はこの ユラ ブゥ ナギに 大変 魅力 を おぼえて いた。 『徳之 島 事情』 を 見る と、 徳之 島で も 獲 

つてい る。 幕末の 薩摩 藩士の 名 越 左 源 太が 奄 美大 島に 流された 時の 見聞 記で ある 『南 島 雑話』 に は 「えらぶ うな 

ぎ、 琉球 国産 物、 久高 島より 小船に のり、 大小 数千 尾 をと る。 犬なる は 三味線 を 張る 皮に 用 ゆ」 という 記載が あ 

る。 それに は 絵 も 描き そえて ある。 へサキ のとが つた 小舟に は エラ ブゥ ナギを 入れる 大きな カゴが 置いて ある。 

また その かたわら では、 ふんどし 一つ をした 漁師が 海中 を 泳ぎながら、 エラ ブゥ ナギを 手で つかまえ ている 姿が 

ある。 これによ つて、 幕末に は久高 島の 漁師が 奄 美まで 進出して いた ことが わかる。 私も久 高の 漁師の 北方 進出 

は糸満 漁夫より もはやく、 奄美 諸島で は、 ク ダカ ンチュ (久 高の 人) と 言えば、 それ は そのまま、 沖 織の 人 を あ 

ら わす 代名詞で あると されて いたと いう 話 を 聞いた ことがある。 

それにしても、 海中で 手づ かみに するとい うの はどうい うこと であろう か。 高 良 鉄 夫 氏 は 次のように 述べて い 

る。 「ゥミ へビの 仲間 は、 すべて 毒牙と 毒腺 を もってお り、 一般に 毒性 は 強烈な ものであるが、 毒牙 は 小さく、 

また 質 もお となし く、 ハブ のように 口 を 大きく 開く こと もない ので、 それによ る 実害 は ほとんどない。 しかし、 

なんらかの 調子に、 ェ ラブ ゥミ へビの 口中に 指 を 入れたり すると 大変な ことになる」 (前掲 書)。 つまり ェ ラブ ゥ 

ナギ は^ 毒 だが、 実害 はき わめて すくない。 ただしう まくつ かまえる 技術が 必要と いう ことにな ろう。 笹森儀 助 

の 『拾 島 状況 録』 は 次のように 記して いる。 

「小 宝島 は 永 良 部 鰻 多し。 毎年 陰暦 九月 及 十月 を 以て 漁期と す。 夜 松 火 を 点し 海辺に 出れば、 数 拾 尾 群集す。 

これ を埔 うるな り。 春 は その 近海に あれ ども 陸 辺に 寄らず。 その他の 月 は 来る ことなし。 土人 思考す、 小 宝島 
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沿海 硫黄 気 あり。 海水 温暖なる 故、 冬期 来 集す るな りと。 若し 然 らば 十一月 十二月 等 亦 来 集す る笞 なり。 九月 

十月 は 産卵の 期に 属し、 温 地 を 求めて 来 集す るに あらざる 乎。 その 原因 を詳 にせず。 毎年 久高人 来 漁す。 その 

漁獲 を詳 にせず。 その 年 宝島 人 坂 元 八 之丞、 島人と 約し これ を 漁 せんとす。 その 幾千 を 漁すべき 見込なる か を 

問えば、 初年に して 経験な きが 故に 八 九 百 尾より 千 尾 位 を 獲べき 見込な りと 言えり。 永 良 部 鰻 は沖繙 県に 販売 

す。 けだし 幾分 か 利益の 割合 を 島人 受 くるな らん。」 

これによ つて みれば、 小 宝島で は 夜 松明 をと もして 獲った が、 それ も 秋の 九月 十月に かぎられ ている。 それ は 

産卵期に 二 ラブ ゥナギ が 海岸の 洞穴に 近づく からであろう。 その 産卵の 北限 は、 口 永 良 部 島 付近で ある。 沖 永 良 

部 島と 共に この 島に も エラ ブゥ ナギが 多かった。 国 分 直 一氏 は 「トカラ 諸島の 小 宝島の 温泉の 湧く 珊瑚礁の 洞穴 

に は、 秋ェ ラブ ゥミ へ ビが 群集す る。 ェ ラブ ゥミ へ ビを 追跡した 南 島 水 人の コ 口  二 ー は 山陰の 隠岐の 島にまで 延 

びた ことがある」 と 述べて いる。 とすれば、 山陰の 海に も エラ ブゥ ナギは 少なからずいた ことが 考えられる。 こ 

の ェ ラブ ゥナギ にたいする 関心が、 いつの 間に かセ グロ ゥミ へ ビ にたいする 信仰と まじりあい あるいは すり かわ 

つてい つたこと も 想像され なく はない。 私が なぜ そのような こと を 考える かとい えば、 神 または 神の 使者と みな 

される 海の 生物た ち、 すなわち ク ジラ、 ィ ルカ、 フカ (サメ )、 ゥミ ガメ、 ジュゴン (人魚) など は、 すべて 人 

間が 食用に 供す る ものば かりだから である。 これらの 生物 を 血 食して、 神との 共生 感を あじわう ことに 古代の 人 

びとの 信仰の 核が あった。 また これらの 生物 はおお むね 季節 を さだめて 産卵な どのた めに 陸に 近づき、 人間の 前 

に 姿 を 現わす 習性 を もつ もので も あつ た。 この 二つ の 条件に はセグ ロウ ミへビ より ェ ラブ ゥナギ の ほうが 叶って 

いる。 

五 
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八重 山の 離島の 黒 島で は、 大きな 鮫に 助けられて 帰 島した という 多 良 間 真 牛の 話が ある。 この 末裔 は 今 も i 奴の 

肉 を 食べない。 おなじ 話が 宮 古島に もあって、 宮 古島の 最初の 統一 者で ある 仲 宗根豊 見 親 は 沖 IS 本島から 宮 古島 

に 帰る とき 難船した が、 運よく 絞に 助けられた というので、 仲宗 根の 家で は 数百 年 このかた タブ ー を まもり 今日 

でも 鮫の 肉 を 口にしない。 ところが 志 摩の 磯部で も、 以前 は 鮫の 肉 を 食べなかった。 南方 熊 楠 は 昭和 十 年 十二月 

四日 付の 岩 田 準 一 宛の 手紙の 中で 次のように 述べて いる。 

「志 摩 国 伊雑宮 は、 今 も航夫 漁師に 重く 崇めら る。 鲛を 使者と し、 厚く 信ずる 者、 海に おぼれん とする 時、 鮫 

来たり 負うて 陸に 達す、 という。 参詣の 徒、 神木の 樟の皮 を 申し受け 所持し、 鮫、 船 を 襲う 時 これ を投 ずれば、 

たちまち 去る とぞ。 タヒチ 島の 例と 均しく、 神 使の 鮫 は、 長さ 四、 五 間、 頭 細長く、 体に 斑紋 あり。 ェ ビスと 

名づ くる 種に 限る。 毎年 祭礼の 日、 この 鮫 五、 七 頭、 社に 近き 海浜に 游ぎ 来たる。 もし 前年 中 人 を 害せし 鮫 あ 

る 時 はこれ を 陸に 追い上げ、 数 時間 これ を 苦しめて 罰す。 この 鮫 海上に 現わる る 時、 漁夫 これ を 祭り 祝う。 『ェ 

ビス 付キ』 と名づ く。 毎日 一定の 海路 を游ぎ 来たる に、 無数の 堅 魚 これに 随行す る を 捕え、 利 を 得る こと 莫大 

えびす 

なり。 信心 厚き 漁夫の 船 下に 潜み 游ぐ。 信 薄き 輩の 船 来たれば たちまち 去る。 古老の 漁 人の 話に、 海浜に 夷 子 

の祠 多き は 実に この ュ ビス 鮫 を 斎き 祀れ るな り、 と。」 

鮫が 小魚の 群 を ひきつれて 年毎に 神詣り をす る 話 は 『肥 前 a 風土記』 にも ある。 しかし、 ここで 重要な こと は 

鮫が 遊泳 するとき に 無数の カツ ォが 随行 するとい うので、 漁師た ち は それ を 捕えて 莫大な 利益 を 得る という 事実 

である。 鮫 を 海神の 使者と あがめ、 ェ ビス 神と して まつる ことの 理由の ひとつ は、 おそらく この あたりに あるの 

かも 知れない。 

もう 一 つ は、 南洋諸島で みられる ように、 水葬に 付した 死体が 鮫に くわれる の を 願う という 慣習が、 この 獰猛 

な を 海神の 使者と 見なした 理由で もあろう。 神武 帝の 東征 軍が 熊 野灘で 暴風に 遭った とき、 帝の 兄の 稲飯 命 は- 
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自分の 父 は 天神、 母 は 海神な のに どうして 自分 を このように 苦しめる のかと 叫んで、 海に 入り、 鋤 持 神と なった 

と 『日本書紀』 は 伝えて いる。 サヒモ チの神 は サメを 指す。 この 話 は 神武 帝の 兄が 海原に 身 を 投げて 死後 サメと 

なった こと を あらわして いるが、 さきにの ベた ように 水葬のと きに 死者が サメに 食われる と、 他界に 円滑に 転生 

するとい う 考えと 関連が あるの かも 知れない。 

このように 伝承と 黒潮が 無縁で ない こと は 志 摩の 磯部に 鶴の 穂 落しの 説話が のこ つ ている ことから もうかが わ 

ナる。 ャ マト ヒメが 巡幸の みぎり、 ある 朝、 鳥が あまりに うるさく 鳴く ので 使い を 出して 見に やる と、 芦原で 鶴 

が 稲穂 を くわえて いるの が 見つかった。 そこで 穂 落 社 = 大歳 社が 伊 雑宮の 外宮と してもう けられた と 伝える が、 

これとおなじ 話が 対 馬の 西海岸の 伊奈に も ある。 伊奈に は 大歳神 を まつる 伊奈 久比 神社が あり、 そのい われ は、 

白い 鶴が 飛んで きて、 稲の 穂 を 落した。 里の 人が これ をと つて 田に 植え、 稲が 実った ので、 それ を 神に ささげた。 

そこで その 部落 を 稲と 呼び、 神社 を 稲 食 (伊奈 久比) と 呼ぶ ようになつ たという ものである。 この 鶴が 稲穂 を 落 

した 田と いうの は 現在 は 伊奈のと なりの 志多留 にある。 そこ は 弥生時代の 貝塚の あると ころで あり、 対 馬の 稲作 

の はじまりの 場所で はない かと 考えられ ている。 鶴が 稲の 穂 を 二 ライカ ナイから はこんで きた 話は奄 美に ある。 

おなじような 話が 沖 繙の久 高 島に も ある。 これら は 黒潮と 共に 流れつ いた 伝承で あると 考えられる。 

1 方、 沖繙 から 奄 美に かけて かって 出没して いた ジ ュ ゴンに まつわる 説話が 若 狭 を 中心として 全国に 分布して 

いるの はどうした わけだろう。 それ はもと より 熊 野 比丘尼の 活動の 足跡と 無縁で はない が、 私 は それだけ ではな 

いもの を 感じる。 若 狭の 音 海と いう 海 村に 人魚が 流れつ いたと いう 伝承が あるが、 若 狭の 小 浜 は 人魚の 肉 をた ベ 

て 八 百 歳の 長寿 を 保った という 比丘尼の 入定の 地で も ある。 そこに はなに がし か 若 狭と 南海の 漁撈 民との 縁 由の 

痕跡が あるので はない かとい うのが 私の 想像で ある。 その 手がかり となる の は、 第二次大戦の まえまでの 糸満漁 

夫の 活躍であろう。 この 剽悍な 南 島の 漁夫 は 手で こぐ 櫂と 帆 だけの 小舟 を あやつ つて は 九州の 西海岸から 対 馬に 
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まで 足 をのば していた。 対 馬の 南端の 豆 酸で 追 込み 網 をお こなって いた。 阿連で は 豆 酸の 糸満 から その 漁法 をな 

らっ た。 糸 満は対 馬 北部の 佐 護の 井口 浜に も あらわれた。 それば かりで なく 隠岐の 島に も、 若 狭に も 出漁して いる ( 

対 馬で 聞いた 話 だが、 若 狭 どんが 若 狭から うつぼ 船で 志 多賀の 浜に 流れつ いたと いう 伝承が ある。 若 狭 どんが 

いかなる 人物で あるかつ まびら かで ない が、 今日で も 那覇に は 若 狭 町の 地名が のこって いる。 これが 昨今の もの 

ではない こと は慶 長の 頃の 書物の 『琉球 神道 記』 に 那覇の 若 狭 町の 若 狭 殿と いう 話が 出て くる ことで 裏付けられ 

る。 

むかし、 若 狭 町に いた 若 狭 殿と いう 者の 妻が 失踪した。 夫 は 深く かなしんで いたが、 その 妻 は 三十 三年 目に 海 

から 帰った。 失踪した とき 二十歳だった のに、 帰った とき は 二十歳よりも 若返って いたと いう。 竜宮に 遊んだ 話 

は、 本土で は 志 摩の 安乗に 伝えられ ている。 そこの 海女が 海底に もぐって 竜宮に 達し、 そこでく らした のちみ や 

げに箱 を もらって 帰った。 家で 開けて 見る と 萌黄色の 蚊帳が 出て きて 部屋 一杯に ひろがつ たので、 これ を 伊雑宮 

に 収めた という もので、 安乗に いくと この 話 は 方々 の 海女の 家で 聞く ことができる。 『稚 狭考』 によると 若 狭の 

矢 代と いう 部落で は、 昔 もろこしの 船が 漂泊して きたが、 そこに 乗って いた 女 をみ な 殺しに し、 船 を こわした の 

で、 一村が 疫病に 苦しんだ。 そこで 罪 を 後悔し、 観音 堂 をた てた といい、 毎年 旧の 三月 三日 (現在 は 四月 三日) 

に 祭り をお こなう。 その 祭りの 日 は、 墨で 顔 を 黒く ぬった 男が 三人、 歯朶の 葉 を 頭から かぶって 出て きて、 歌 を 

うたう と ある。 私 もこの 祭り を 見た ことがあ るが、 十 幾 枚 もの 大きな 歯朶の 葉 を 頭から かぶる。 木の葉 を かぶつ 

た 神人 は 八重 山の ァカ マタ、 クロ マ タ、 宮 古島の 祖神 祭な どに 顕著に みられる もので あり、 また 沖繙 本島の 大宜味 

村な どの 神 祭りな どに もあった。 このように 祭りのと き 草木 を 冠と する の は 南 島と 密接な 縁 由 を もつ 習俗で ある" 

このように 共通した 説話 や 習俗が 若 狭と 志 摩と をむ すぶ 線の 西が わに 濃厚に のこ つてい る ことに 見す ごしが た 

い 意味が 含まれて いるよう に 私 は 考える。 何故かと いうに、 日本で 稲作の 波及の 第一 次の 東 限が 越 前 若 狭と 伊勢 
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マつ-: と をむ すぶ 線で あるから である。 日本に おける 弥生 期の 稲作の 東漸と いう 問題 をと りあげる とき、 海上の 交 

通 をぬ きにする こと はでき ない。  ， 

私 は、 神域 .に 見る 日本人の 信仰に 黒潮の 影響が あると 推測して いる。 沖繮 では ゥ タキと か グスク とか 呼ばれる 

拝 所 はもと 村の 有力者と か 巫女と か 祖先に あたる 人び との 骨 を 埋めた ところではない かとみ なされて いる。 すな 

わち もと 葬 所で あつたと 見なされる 場所と いまの 礼拝 所が 一致して いる。 南 九州に は モイ ドン (森 殿) と 呼ばれ 

る 樹木 崇拝が あるが、 この モイ ドン はもと 埋葬地で あつたか、 あるいは それに 近い 場所で 死者 を 拝んだ ところで 

はない かとい われて いる。 沖 織の ゥ タキと おなじように モイ ドン もこん もりと 茂った 樹木が あるば かりで、 そこ 

に は 神殿 も 鳥居 もない のが 古い 形で ある。 モイ ドンの 樹に 触れたり、 枝 を 折ったり すると 腹痛が 起ったり、 皮膚 

に 炎症が 起つ たり するとい うので、 人び と はたたり を ひどく こわがる。 

この ウタ キゃ モイ ドン を 思い出さずに はおかない のが 対 馬 や 有岐の ャボサ であり、 また シゲチ (茂 地) と 呼ば 

れる 聖地で、 そこに 足 を 踏み入れた だけで たたりが あると いうと ころが 多い。 対 馬の 阿連の ォ ヒデ リサ マと 呼ば 

れる ところ はとく にそうで、 今日で も 祭りのと き 以外に 誰も そこに は 入らない。 一 般に対 馬の 神社と 古墳の 分布 

は 一致して いると は 地元の 考古学者の 永 留久恵 氏の 説で あるが、 この 阿連に ある 七 シゲの 一 つから も 古墳時代の 

石棺が 出て きた。 また ャボサ は 村人の 祖先の 霊 をと むらう ところ だとい われて きている。 この ャボサ が もと 埋葬 

地であった こと は 野 菩薩と 宛字され る ことによ つても 暗示され ている。 ャボサ は 対 馬、 有岐 にもつと も 多く、 長 

崎 県、 佐賀県、 熊本県、 鹿児島県 という ふうに 九州 本土の 西が わに かたよった 分布 をみ せて いる。 この ャボサ や 

シゲチ と 南 九州の モイ ドンと 南 島の ゥ タキと を むすびつける とき、 それら は 今もって 鳥居 も 拝殿 もな く、 ただ 樹 
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木の しげり あう ところで、 しかも かって は その 土地に ゆかりの ある 人た ちの 埋葬の 場所で はない かと 推定され て 

おり、 共通の 性格が おのずから 浮び あがって くる。 

こうした 特徴 は、 日本の 神社の 起源が もと 墳墓に あるので はない かとい う 仮説 を 強める のに 役立つ ものである。 

それらが、 沖 IS から 九州 西方の 海岸の 沖 をと おり、 有岐、 対 馬 をぬ けて 日本海に むかう 黒潮の 分流と 平行す る 形 

で 分布して いる こと は 重大な 示唆 を 与えずに はすまない。 それ を さらに 延長 すれば 若 狭の 大島 にある 一一 ソの杜 に 

も つきあたる であろう。 この 二 ソの杜 もまた 右に あげた 性格 を もつ 祖 霊の 祭 地であって、 シィゃ タブ や ツバ キの 

木な どの 数 木が かたま つてい る だけの ものである。 

そして また 二 ソの杜 や モイ ドンに タブの 木が まじ つてい る こと も 見の がせない 点で ある。 松 本 信 広に よると、 

この タブの 木 はィヌ ダスと いって、 タスの 一種で、 ク スノキ とともに 船材に するとい われて いるが、 折 口 信 夫が 

日本海の 沿岸に ある タブの 木に 異常な 関心 を もつ たの は 知られて いる。 彼 はこの タブの 木の 杜を目 じる しにして、 

海の 彼方から 渡来した の だとい う 考え を もっていた。 とすれば これら タブの 木 もまた 神聖と される 理由 は、 タブ 

の 大木 をく り 抜いた 丸木舟に 乗り、 黒潮 を 分けて 日本人の 先祖が やつ てきた という 記念に つながる ものである。 

七 

竹 富 島 出身の 崎 山毅氏 は、 その 著書 『螭螂 の 斧』 の 中で、 八重 山 近海の 黒潮の 流れる ところ は 有名な サン ゴの 

1 昜 であり、 また 鼈甲 をと る タイ マイな どが たくさん あつまって くると ころで あるから、 それに 目 をつ けて やつ 

てきた 屋久 島の 人た ちが、 これら 海の 財宝 を 船に つみこみ、 南の 季節風 を 待って、 夏至の 追手 風に 帆 を 張り、 久 

米 島へ 一度 寄港して 飲料水 や 食糧 を 補給し、 ふたたび 黒潮に 乗って 屋久 島に 帰 島した ので はない かとい う 仮説 を 

述べて いる。 黒潮 は 台湾と 西 表 島の 間 をと おって 東シナ 海に 出、 久米 島の 西岸 を かすめと おり、 沖 織 本島の 西方 
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の 沖合 を 北 流して いるから である。 

この 崎 山 説の 当否 は 別と して、 八重 山と 薩南 諸島の 関係の 深かった の は 事実であろう。 与那国 島に 旅行した と 

き、 私 は そこで 難船し 漂流した 与那 国の 漁船 は 喜 界ガ島 あたりまで 流れて 行く ことが 多い という 話 を 聞いた こと 

が ある。 ただし このばあい は 崎 山 氏が 述べて いるよう に 帆 を 張らねば 航行し がたい。 たんなる 丸木舟 を 櫓で あや 

つる だけで は、 与那国 島と 西 表 島の あいだ、 宮 古島と 沖繙 本島との 海 を 横断す る こと はでき ない。 この間 を 計画 

的に 往復す るた めに は 必ず 帆が 必要で あつ て、 この 海 を 帆な しに 乗 切る こと は 不可能で ある。 

黒潮 は 日本 沿海に 近づく につれ て 速度 をまして くる。 八重 山 近海で は 時速 二、 三 キロだった ものが、 日本 沿海 

に 近くな つてく ると、 七、 八 キロに もなる という。 伊豆 大島 では 一棹 三 里と いう 言葉が あると いわれる。 動植物 

など は 北上す る 黒潮の まに まに 漂つ て おれば、 い つか 日本列島の 沿岸に たどりつ くこと も 考えられ るので あるが、 

船に のった 人間のば あいに はいつ 転覆す るか わからない。 とくに 海の 難所と おそれられ たの は、 屋久島 や 種子 島 

と奄 美大 島との 間に よこたわる 七島灘 と、 三 宅 島と 八丈島の 間 を 流れる 黒 瀬 川の 異名 を もつ 黒潮であった。 笹森 

儀 助 は 『南 島 探 験』 の 中で 次のように 述べて いる。 

「七 島に 口の 三 島 を 合して おおむね 十 島、 北より 南に 点 布す る、 距離お よそ 百 五十 余 海里と す。 この 連 島 海底 

に 暗礁 多く、 かつ 潮流の 西シナ 海より 来る もの ここにい たりて、 大いに 激し 非常の 勢 を もって 更に 東に 流れ を 

うながす。 これ 航海 者の もっとも この 際の 危険 を 恐る 所以な り。 元史の いわゆる 落 際 水趨り 下りて 回らざる も 

あらわ 

のな り。 然れ ども 満潮に ははな はだ 恐るべきの 景況 を 見す、 唯 落潮に 際し 東 流の 勢力 あたかも 大河の 奔流す る 

がごと く、 漲 声 轟然と して、 その 響き 遠き に 達し、 日本 形 船の ごとき はいかなる 老練 篙師 (船頭) と 言え ども、 

けっして これに さかのぼる を 得べ からず。 わずかに これ を 横断す る を 得べ しとい えど も、 もし あやまりて その 

潮 を 船腹に 受 くれば 一瞬間 三、 四十 海里の 外に 漂蕩 し、 再び その 目的に 復 する を 得ず。 一 
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これ を みても わかる ように 小舟で 七 島灘を こえる こと はたい そうむず かしかった。 『日本書紀』 や 『続 日本 紀』 

をみ ると、 ャ マト 政権と 南 島との 交流 史は、 まず 七 島灘の 北に ある 種子 や 屋久の 人び ととの 間に 開かれて おり、 

下って 奈良時代の 初頭に 信覚 (石垣 島) や 球 美 (古 見 島 = 西 表 島) との 間の 交渉が 史書に あらわれて くる。 この 

時の 航海 はとう ぜん 帆の 利用が 考えられる。 追風 を 受けて 七 島灘を 横断す るので なければ、 潮に ながされる 危険 

が ある。 南から する 黒潮 文化が 七 島灘で 最初の 難関に ぶっかつ たこと は、 この 七 島灘を 境目と して、 おのずから 

文化の 色合いの 違いが みられる ことで 明らかで ある。 

更に 東に すすんで、 三 宅 島と 八丈島の 間 をな がれる 黒潮が どんなに すさまじ いか。 『伊豆 七 島風 土 細覧』 にお 

ける 次の 記述 をみ よ。 

「新 島より 八 丈へ 押 渡る 船頭 水 主の 物語 を 聞く に、 新 島の 内 式 根 島に 風待ちして 風の 静かに して 一 天の 曇りな 

き 晴日を 見 立 乗 出し、 帆 を まともに 八 分に あげて 八 丈の 富士を 目的と して 三 宅 島 を 右に 見、 御蔵島 を 左に 取り 

て 乗り通る。 いなんばの 沖 を 乗り通りて 二、 三 里 走らす と 時に よりて 山 潮と いう ものに 出 あう 事 あり …… 八 丈 

にて は黒汐 ととな えり。 これに 出 あえば 順風に 帆 を あげていても 船 を 二、 三 里、 四、 五 里 も あとへ おし 戾 さる" 

その 戻る こと 大空より 逆にな りて 落つ るが ごとし。」 

黒潮の 流れ は 船乗りに とって ありがた いと 同時に おそろしい 存在であった。 黒潮が あるた めに、 おどろくべき 

遠征が 可能と なると 同時に、 それ を 利用す る こと はで きても それ を 克服す る こと は 並大抵で はな か つ たので ある- 

つまり 日本で は 人間の 一 定の 計画性 を 超えた 大自然の 偶発 性 を つねにみ とめねば ならな かつ た。 海上で 難破し 砕 

かれた 船 材が海 村の 人た ちに とつ て は 海からの 贈物と なるとい う 両者の 矛盾 はこの 間の 消息 を 物語つ ている。 海 

の 彼方から 偶然に もたらされる もの を 海の幸と して 聖 化する というの は、 「まれび と」 を 迎える 心情と つながる 

ものであるが、 それ は 黒潮に よる くさぐさの 文物の 漂着と 無関係な 心情で はあり 得な か つ た。 
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奄 美の 新 節 をたず ねて 


奄 美から さき は 琉球弧 だとい う 実感 は、 名 瀬の 港に 船が つくと すぐ 湧いて くる。 道 を ゆく 人た ちの のびやかな 

あらせつ 

足と り は、 もう 本土の もので はない。 私が おとずれた 新 節の 日 は、 今年 2 九 七 二 年) は 九月 十二 日に あたって い 

たが、 したた かな 緑に かこまれた 家々 は、 間断ない 蟬の 声に 包まれて いた。 夏 はま だ 退転す る 気配 すらみ せて い 

なかった。 

ただ 沖 11 と はっきり ちがう の は 山が けわしい ことで、 名 瀬の 港から 奄美 本島の 北部に ある 竜 郷村の 秋 名 部落 ま 

での 道 は、 タ クシ ー で 二 時間ば かりの あいだ、 深山幽谷 を おもわせる ところがあった。 やがて やわらかな 入江の 

線の かげに 家々 のかた まりが あらわれた。 それが 夜明けから まだと おくない 秋 名 部落であった。 そして 背後の 山 

の 中腹の ひろい 田んぼ を 見渡す ところに、 めざす 小屋が みえた。 新 稲の わら を 敷いた 屋根の 上に は、 老人から 子 

どもまで、 大ぜ いの 男が 乗って いた。 村の 女た ち は 家の まえの 道路から それ を 見 あげてい る。 

奄 美の 旧 八月 は 一年中で もっとも 祭りの 行事の 集中 するとき であるが、 ァ ラセ ッは その 皮切りの 日で、 その 前 

日に 粗末な 小屋 を こしらえる。 この 小屋 を 節 小屋と 呼んで いる。 ガマ は 構えの 意味と されて いるが、 洞窟 や 横穴 
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など 人間の こもる ところ を 指す の だと 私 はおもう。 今 は それが この 小屋に あたる。 

ァ ラセ ッは 一年の 折目で、 新年に 相当す る。 一年 は 種 まきの 祈願 祭 を もって はじまり、 収穫の 感謝祭 を もって 

終わる とする 古い 観念 は、 まだ ここにの こって いる。 つまり 奄美 では 夏の さかりの 旧 八月が 正月だった ので ある。 

ァ ラセ ッ から はじまる 八月 踊りが 奄 美の 村々 で 半月 間 も だらだらと つづく の は、 現代人の 小刻みな 時間 観念から 

すれば 奇異な ことにち がいない。 しかし、 はるか 昔は奄 美の 農村 風景が 常態であった にちがいない。 踊りが 祭り 

の 一日、 あるいは 盆の 三日間 だけに かぎられる という ことの ほうが、 むしろ 後世の 作為で ある。 さて、 この シチ 

ャ ガマの 屋根に のった 男た ち は、 稲 霊が 田んぼに よりあつまって、 稲の 穂 は 風が 吹く と あぜ を 枕に する 位に みの 

つ て ほしいと いう 意味の 祈願の ことば をと なえる。 

そして 「西から も ゆり ゆり、 東から も ゆり ゆり」 とうた をうたい ながら、 一時間 近く かかって 小屋 を ゆすぶり 

たおす。 小屋が 地面に たおれる と、 男た ち はまる い 輪 をつ くり、 屋根の 上の 新 稲の わら を ふんで、 そこで 八月 踊 

り をお どる。 この シ チヤ ガマ の 行事 は 何 を 意味す るの だろう か。 

奥 三 河の 花祭りの とき、 かって は 白山と いう 小屋が 作られて いた。 この 白山 は 他界に 相当す る もので、 村人 は 

その 中に こもる。 その 小屋 を 若者た ちが おそいかかって つぶす ことで、 中の 人た ちはゥ マレ、 キヨ マル ことにな 

る。 つまり 再生の 儀式が そこに おこなわれる。 このばあい r シラ」 という ことば は 人間の 産屋 を 意味す るが、 こ 

れと 同様に 穀 霊の 再生 をうな がすた めに 小屋 をつ ぶす のが、 シ チヤ ガマの 行事な ので ある。 つまり、 それ は 稲の 

産屋な の だ。 奄 美に は 稲 霊の 信仰が 濃厚で あるが、 この 稲 霊 はき わめて 気まぐれな 精霊と みなされ ていて、 てい 

ねいな もてなしが 必要な ので ある。 

ひらせ 

その 日の 午後、 夕 潮の みちて くる 頃、 秋 名の 人た ち は 海岸の 岩 づたいに 重箱 を さげて、 平 瀬の ある 砂浜に あつ 

まった。 平 瀬と いうの は 波打ちぎ わの 海 潮の 上に 出て いる 平たい 岩で、 神 平 岩と 女 童 平 瀬が 十数 メ ー トル はなれ 
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て 向かい合つ ている。 神 平 瀬に は 五 人の 祝 女が 乗る。 女 童 平 瀬に は ノロの 補佐役の 男女が 十 人 乗る。 両方の 岩に 

立った 人た ち は 向きあって、 両手 を 水平に して 左右に うごかしながら、 高い 岩のう えで 舞う。 そして、 

朝潮の 満ち あがり シ チヤ ガマのお 祝い 

夕 潮の 満ち あがり 平 瀬お 祝い 

というよ うな 歌 をい くつもう たう。 これ を 平 瀬 マン カイと 呼んで いる。 マン カイと いう ことばに は 招き 開く と 

いう 意味が あると いい、 掛け合い 歌の 意味 も あると いう。 秋 名の 部落の 人た ち は、 砂浜に すわって ながめて いる。 

やがて ノロた ち は、 海の 彼方の 楽園で ある ネリ ャの ほう をむ いてお がむ。 ネリ ャ から 稲 霊 を 招きよ せる ためで 

ある。 その あと、 岩 をお りた ノロと 神 役 は 波打ちぎ わで スス玉 (ジ ュズ 玉) を 米粒に 見立てた 歌 をうたい、 「ス 

ス玉 踊り」 をす る。 その 行事が 終わる と、 暮れなず む 浜辺で 村人た ち は 酒 をのみ、 重箱 を 開く。 夜 は、 広場で 八 

月 踊りが 夜更けまで つづく。 

この 平 瀬 マン カイで うたわれる 歌の ひとつに、 綾 ツビ (宝貝) が 陸に あがって 稲の 実になる という 意味の 歌が 

ある。 この 宝貝 や ジュズ 玉と いい、 また シ チヤ ガマの 稲の 産屋と いい、 柳 田 国 男が 稲作の 渡来の 起源 をつ きとめ 

ようとして 書いた 『海上の 道』 でと りあげた 事物で あるのに、 私 はお どろいた のであった。 


375 海神の 使者 


海神の 使者 


1 

沖 繙 本島の 北部に ある 名 護 湾で は、 毎年 ィ ルカが 二月な かばに 回游して くる。 そのと きに 待ち かまえた ように 

ィ ルカ 狩りが おこなわれる。 寄って くる ィ ルカの 多い か 少ない かが、 名 護の 首長の 人気に も 関係 するとい われる。 

ィ ルカ 狩り を 勇壮な 行事と みなす ものが いれば、 残酷な 行事と みなす もの もいて、 投書 合戦が 地元の 新聞 をに ぎ 

わすの も、 毎年の 恒例と なって いる。 

一 定の 時期 を 定めて ィ ルカが 訪れる ところから、 ィ ルカが 宮詣り を するとい う 説話が あちこちに 伝承され てい 

る。 頼 川 清 子 氏の 報告に よると、 香川県 高見 島で は 船に 乗って いると き 海豚の 千疋 連れ を 見る 事が ある。 これ は 

伊勢の 神様の 使い 娘 だとい い、 敬いお それて いると いう。 

ィ ルカが 伊勢 詣りを するとい う 伝承 は、 他に もの こされて いる。 

伊豆 大島 では 「海 癒の イソべ サマ詣 り」 という 伝承が ある こと を 坂 ロー  雄が 報告して いる。 
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それによ ると、 ィ ルカ は 旧 二月 中に イソべ 様へ 詣る もの だと 伝えられ ている。 また ィ ルカに 追い かけられ たと 

き 「俺 は イソべ サ マの ォマ モリ を 持つ ている」 といえば よい ともいう。 イソべ サマ は 伊勢 だと もい い、 そこで 人 

を 食った 鮫 は 波に ころがされて 出られなくなる という。 

この 伝承の イソべ サマ というの は、 伊勢の 別宮 である 磯部 町の &雑宮 のこと なので ある。 伊 雑宮の 伝承 は あと 

でと りあげる として、 もう ひとつ ィ ルカに まつわる 説話 をお つかけ ると、 それ はとお く応神 天皇の 故事に さかの 

ぼる。 応神 帝が 皇太子の とき 若 狭 をへ て敦賀 についた。 そこで 土地の 神が 彼に ィ ルカの 贈物 を ささげた という 記 

事が 『古事記』 にの つてい る。 鼻 を きずつけた ィ ルカが 血 まみれに なつ て 浦 一 面に 寄せられ ていた、 というので 

ある。 これ はィ ルカ を 捕る のに 鼻 を きずつけて 捕る ので、 そうした 表現と なった ので あり、 冒頭の 名 護の ィ ルカ 

狩りの ような ものが 古代の 敦賀 湾に おいても おこなわれ ていたと 推察す る ことができる。 敦賀は 古代に は 若 狭と 

同地 域 を 指して いたと もみ なすこと がで きる。 若 狭 湾に は 戦前まで は、 沖繮 の糸満 漁夫が やって きて、 海面 を 棒 

でた たくような 漁法で 魚 をと り、 海浜に クリ舟 をよ せて 寝起きし ていた。 若 狭の 人た ち は、 糸満 人が やってくる 

と、 「ああ 夏が きた」 とおもう のが 毎年の ならわしだった、 という 話 を 現地で 聞いた ことがある" とすれば、 十 

島灘の 付近で 分かれる 黒潮 は、 一方 は 北上して 対 馬から 日本海 沿岸 を 洗い、 他方 は 東行して、 伊勢 志 摩から 伊豆 

七 島の なか をな がれる 黒 瀬 川と なる が、 この 二つの 黒潮に 乗って ィ ルカが 回游す ると 同時に、 その 伝承 もまた そ 

れぞれ に 分かれた、 と 考えても まちがい でないで あろう。 

『古事記』 では ィ ルカ を 「入 鹿 魚」 と 表現して いる。 神 功 皇后の 条に、 新羅 征討の 軍船の まわり を 大小の 魚た ち 

がさき になり、 あとに なって、 船 を 背負う 形です すんで いった、 と あるが、 この 伝承の 「魚」 の 中には ィ ルカ も 

まじって いたにち がいない。 あるいは、 習性から 考えて、 ィ ルカが 主であった かも 分からない。 ギリシャ 神話で 

ィ ルカが 海神の 使者で あると おもわれた のとお なじよう に、 怜俐で 人 なつこい 習癖 は、 わが 古代人に も わ だつ み 
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の 神の しもべ のよう な 感じ を 起 こさせた こ とが 想像され る。 

まえに 述べた 伊豆 大 島の 説話の 中で 「イソべ サマは 伊勢 だと もい い、 そこで 人 を 食った 鮫 は 波に ころがされて 

出られなくなる」 という 最後の 文章 を 私たち はみ すごす ことができない。 海神の 使者と いうの は、 ィ ルカの ほか 

に クジラ ゃゥミ へビゃ フカ (サメ ) や カメな どが ある。 つまり 海の 彼方から 時期 を 定めて おとずれる 動物に よせ 

る 神秘的な 畏敬 は、 とうぜんの ことながら、 「わ だつ みのい ろ この 宮」 を 想起 させずに はおかなかった ので ある。 

志 摩 半島の 青の 峯には 正 福 寺と いう 寺が あるが、 そこの 本尊で ある 十 一 面 観音 は クジラ の 背に 負われて 志 摩の 相 

差の 海岸に 流れつ いたと いう 伝承 を もっている。 

イソべ サ マすな わち 磯部の 伊 雑宮に は、 七 本 ザメの 伝承が ある。 磯部 は 地図 を 開いて みると 分かる ように、 志 

摩 半島の なかで は 的 矢 湾と いう 一 番 奥深い 湾の その もっとも 奥に ある。 

的 矢 湾の 入口に ある 安乗の 村に は、 その 尖端の 海中に 石の 鳥居が あって、 そこ は 竜宮に つうじて いると いう 伝 

承が ある。 磯部の 伊雑宮 のお 田植の 祭日で ある 旧の 六月 二十四日と 二十 五日 (今 は 新の 六月 二十四日に おこなわ 

れる) に は、 沖から 七 本の サメが 的 矢 湾 をの ぼって、 宮詣り をす ると 信じられ ている。 この 日に は、 背 ビレを 立 

てて 皮 を 起こしながら イソべ サ マに まいる サメ をお それて、 漁師 は 漁に 入らない。 志 摩 は 海女の 多い ところ だが、 

その 日 は 海に もぐる と サメに 食われる といって いる。 ところが、 今 は その サメは 七 本が 六本に なって いる。 七 本 

ザメの 伝承 はじつ は 六本な ので ある。 一本 はだれ か 強弓の 者が 射殺した とも、 鋁で 突いた とも、 その 伝承 はさま 

ざま だが、 結局 は 殺された ので ある。 越賀 という 村で は、 一本の 鮫が 子ども を 半分 食って しまったので、 食い 残 

された 半分の 子ども を 釣針の さきにつ けて それ を 餌に して、 一本 を 釣り上げてから、 この 神 魚 は 六本に なって し 
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まった というよ うに 伝承され てきて いる。 私 はこ こで サメが 竜宮の 使者で あっても、 人 を 食ったら 海神の 処罰 を 

受けて 殺されても 仕方がない、 という 考えが ある ことに 注目したい。 あとで 述べる 出 雲の 説話 もそう である。 

こうした 伝承 を もつ 磯部で は、 まえに フカ (サメ ) の 肉 は タブ— として 食わなかった という。 

それ は 沖 11 の 八重 山に のこる つぎの 話 を 想起 させずに はおかない。 天 保 十四 年 (一八 四 三) に 黒 島の 仲 本部 落 

いりお もて  こ み 

に 多 良 間 真 牛と いう 農夫が いた。 この 男 はクリ 舟で 西 表 島の 古 見に わたる 途中、 荒波に 呑まれて、 命から がら 無 

人 島に 流れつ いた。 そこで くらす こと 半年、 ある 夜、 神のお 告げ を 受けて 海岸に 出て 腰まで 海中に 入る と、 不意 

に 大きな フカが 真 牛の 股の 間に 入 つ て 浮き上が つ て 走り出た。 夜が 明けて みると 一 丈 あまりの 大 フカで 矢の よう 

につつ 走って 半日で 黒 島に ついた。 島で は 水死した ものと 思って いたので 大 さわぎと なり、 番所の 役人のと りし 

らべ をう けたが、 フカに たすけられて かえった ことが わかる と、 ふしぎな 話と して 首 里 王府に 上申され た。 王府 

でもめ ずらしく 思つ て 多くの 褒美 を とらせた という。 そこで この 家の 子孫 は 今 もつ て フカの 肉 を 食べない タブ ー 

を 守つ ている という。 

サメに まつわる 説話 をもう ひとつ あげる とすれば、 それ は 『出 雲 国 風土記』 の 中に あらわれる ものである。 知 

られ ている 話で あるが、 あらすじ を 紹介して おく。 

天武 帝の 時代、 出 雲の 国の 毘売 崎と いうと ころに、 語 臣の猪 麻呂の 娘が あそんで いたら、 ヮ 一一に 偶然に 出会つ 

て 食われて しまった。 父の 猪麻呂 は、 娘のから だ を 浜に 葬って、 号泣 悲歎して 娘の 葬られた ところ を 去らな かつ 

たが、 やっと、 ヮ 二に 復警 しょうと 思い立って、 わたつみの 神 を はじめ 八百万の 神に いのる と、 ふしぎ や、 百 あ 

まりの ヮ 二が、 一匹の ヮニ をまん なかに かこい こんで、 しずかに 近よ つてき た。 そうして 猪 味呂の もと を はなれ 
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ない。 そこで 猪麻呂 がまんな かの ヮニを 突き刺す と、 百 余の ヮニ はすつ かり かこみ を 解いて 立ち去った。 ヮ 二の 

腹 を さくと、 娘の 脛が 出て きた。 そこで ヮニを 串刺しに して 道の ほとりに 立てた。 

井上 実は 『出 雲 神話の 原像』 の 中で、 これ は 語臣の 家の 伝承に なって いるが、 もともと 語部が 隸属 奉仕す る 首 

長 出 雲 氏の 旧 辞の 伝承で あつ て、 それが どこかで すりかえられて しま つたの だろうと 推察して いる。 

さらに 井上 は、 この 毘売崎 は 水の 女神が 住んで いたと ころで あり、 また 事件の 起こった 七月 十三 日と いうの は 

精霊 を 迎える 日で ある ことから 考えて、 この ヮ 二に 食われた 娘の 話 は、 部族の 祖 神と、 その 神の 依り 憑く 聖 なる 

水の 巫女との 交霊 神婚の 神話であった とする ので ある。 ことわる まで もない が、 この ヮニは フカ (サメ ) である。 

出 雲で は 今日で も フカの こと をヮ 二 と 呼んで いる こと は 周知で ある。 

『肥 前 国 風土記』 に 「佐嘉 川の 川上に 石神が ある。 名 を 世 田 姫と いう。 海の 神で ある ヮ -1 が 毎年 流れに さからつ 

ての ぼり、 この 神の もとに やってくる。 海の 底の 小魚が たくさん 従者と なって やってくる。 この 魚 をお それ かし 

こむ 人に は わざわいがない が、 反対に 人が これ を 捕って 食ったり すると 死ぬ ことがある。 すべて この 魚 ども は、 

二、 三日と どまって いて、 また 海に かえって ゆく」 という 記事が ある。 この 文章 も、 七 本 ザメの イソべ 詣り とお 

なじ こと を 表現して いる。 

コ トシ ロヌ シ が大ヮ 二に なって タマ クシ ヒメのと ころに 通った とか、 トヨタ マヒ メが おなじく 大ヮ 二に なって 

子供 を 生んだ とか、 『記紀』 にある が、 こうした すがた は 海神の 「本つ 国の 形」 と 説明され て い る。 この こと を 

どう 考えたら よい か。 

その 手がかりになる のが 折 口 信 夫の 『民族史 観に おける 他界 観念』 の 中の 説で ある。 

鮫 を とする らしい 間切 • 村の 外に、 之 を 家の 守護霊と する 旧家 も ある。 海中で、 その 背に 乗せられ 
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て、 鮫の 助け を 蒙った の だとい う。 此は 二三 例 ある。 支那 海 を 遊泳す る 儒良が、 宛 も 周遊す る 時に、 之 を 獲 

り、 村人 集って、 其 肉 を 分けて 喰う。 つまり、 血 食す るので ある。 海豚な ども、 そうした 饗に 供えられる 祭 

事が 相当に ある。 此は 恐らく 周期 的に、 又 年に 稀に 遠く 来り 向う 動物の 寄る の を 計って 之 を 取り、 其 血肉 を 

族 人の 体中に 活かそう とする ので ある。 

これ を みれば、 折 口 は 神人 共 食の 原理が、 神 を 食べる ことに ある、 と 考えて いる ことが はっきり する。 ィ ルカ 

や サメゃ ジュゴン (人魚) にたいして、 「この 世に おける 彼 は * 人間 身 を 持つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 自 

分の 身 はたと えば 儒艮 身であろう も 知れぬ —— そう 言う 空想 すら 起る ほどに、 深い 感情 交渉 を 互に 持つ」 と 折 口 

は 述べて いる。 ここで 人 獣 交渉の 秘密 を 折 口 は 指摘して いるので ある。 こうした 考え を 古代人が もつ 根柢に は、 

海 彼の 動物た ちが 一 定の 期間 を 措いて 反復して 回游して くると いう ことへ の 親近感が まずあった のだろう とお も 

う。 つまり、 フカの 肉 を 食べて、 そこで 動物 霊 を 自分の 中に 入れる こと は、 その 再生と 再来 を 期待す る 気持が あ 

るからで ある。 だから、 それ は、 フカの 肉 を 食べて はいけ ない とする 禁忌より はもつ と 古い 衝動と みなす ことが 

できる。 

ここで 私 は 多くの 説話の 成立す る 地点 を 考えて みたい。 説話 は 対象との 合一 の 衝動が うすめられ るか、 もしく 

は 対象との 合 一 が 不可能に な つ たという 認識の 地点に 成立す る。 それ は 対象 を 神聖 視 する ことによ つ て 対象 を 疎 

外す る ことで 可能になる。 だから 一 面に おいて 説話 はこうした 宗教 的 タブ ー を 犯しても う 一 度 タブ I 以前の 世界 

にも どそうと する 潜在的な 願望が 文学的に 昇華した ものと いえる。 伝説 も 説話の 中に 含められる とすると、 日本 

の 伝説の 多く は それ を 中軸と して 発生して いる。 ふつう 神人 分離の 悲劇の 代表例と されて いる ャ マト タケルの 伝 

説が そうで あるが、 『記紀』 や 『風土記』 を みれば、 他に その実 例 を 探す のに 困難 はない はずで ある。 


たとえば トヨタ マ ヒメの 伝説で、 ヒメが ヮニ  (サメ ) の すがたと なって いるの を のぞき 見す る こと は タブ ー と 

なって いる。 ここで は トヨタ マ ヒメと いう 対象 はヒ コホホ デミから 疎外され ている。 にもかかわらず ヒコ ホホデ 

ミには のぞき 見して はいけ ない という その タブ ー を 犯そうと する つよい 願いが ある。 それ は 当然 破局の 到来と い 

う 罰 を もって 迎えられる ことになるの だが、 禁忌 を 犯そうと する の は タブ ー 以前の 世界へ の 烈しい あこがれから 

である。 自分の 配偶者が ヮニ  (サメ ) のす がに なって いるの を、 眼 を こすって 見定めよう とする ヒコ ホホ デミの 

心情に は、 動物 神と 人間との 合一 への 衝動の 残滓が ある。 それ はとう ぜん 成功し ない。 トヨタ マ ヒメの 伝説が う 

つくしく、 かなし いのは、 対象と 合一した 太古の 世界への ノスタルジアが 所詮み たされない というな げき — そ 

れょ近 ほ 人に も 通じる —— をモチ ー フ にして いるから である。 
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おもろ の 旅 11 第一 尚 氏の 跡 を 訪ねて 


I 

この 春、 沖繮に 半月 ほど 滞在した あいだ、 私の 関心 は もっぱら 東方と 呼ばれる 佐 敷、 知 念、 ^^§が村々に集中 

した。 この 東方 は、 いわゆる 東 御 巡礼と 言って 首 里 国王 や 聞 得 大君の 巡拝す ると ころと なって いた。 そこに は 沖 

總の 島々 をつ くった 創造 神の アマ、、、 キヨの 足跡が かず 多く 伝えられ ている。 知 念 城、 玉 城、 斎場 御嶽 ゃ久高 島の 

クバ 御嶽な どが そうで ある。 その 神話の 上に 第一 尚 氏の 根拠地であった ところから、 さまざまな 遺跡が 重なり合 

つてい る。 これら を 引きついだ 第二 尚 氏の 後代の 信仰が さらにお おいかぶ さって いる、 という 具合で、 東方に は 

古伝 承の 層 序が みとめられる。 しかし それら 伝承の 層 位 は、 北方の ャ マト (日本) ともつな がり を 見せて いる。 

たとえば、 玉 城 村の 百 名の 海岸に はァ マミ キヨの 作った と 称する ャ ブサッ (藪 薩) の 御嶽が ある。 有岐、 対 馬 

から 薩 摩に かけて、 九州の 西海岸 ぞいに ャ ボサ、 ャプサ と 呼ばれる 森が ある。 そこ は 聖地と して 足 を 踏み入れる 

こと を ゆるされない。 これが ャブ サッと 同一の 呼称 を もっている こと は、 それだけ でも ャ マトと 冲？ g の 交渉 をう 
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かがう に 足りる。 玉 城 城に は 白米 城の 伝説 もった わって いる。 ただし そこで は 白米で なく 砂と なって いる。 その 

ほか 佐 敷 村に はャ マ トバ ンタ という 地名 も ある。 

数年 前、 『八 代 市史』 を よんで いて、 その 中に 紹介され ている 相 良 文書に 注目した。 それ は 天文 十一 年 (一 五 

四 二) に、 八 代 城主の 相 良義滋 が琉球 国へ 交易 船 をつ かわして、 ときの 国王に かずかずの 珍品 を 進呈した ことへ 

の 返礼と して、 砂糖 百 五十 斤 を 送る と 書かれて いる 手紙で ある。 国王の 名 はなく、 琉 球円覚 寺の 全 叢と いう 僧侶 

の 署名が ある。 日本から 琉 球に 渡来して、 国王の 顧問と なった 僧侶に ちがいない。 天文 十一 年 は 第二 尚 氏の 王統 

で 尚 真 王の 子の 尚 清 王の 時代に あたって いる。 琉 球で 砂糖の 製造が はじまつ たの は、 はるか 後代の ことで あるか 

ら、 この 百 五十 斤の 砂糖 は、 中国から 招来され て、 琉球 王府の 大切に していた 品物で ある ことが 分かる。 この 手 

紙に よ つ て琉 球と 肥 後の 八 代との 間に 正式の ル ー ト による 交易が 開かれて いた ことが 確認され る。 

この. こと は、 相 良 氏の まえに 八 代 城主であった 名 和 氏が、 没落した のちに 南下して、 沖繮 本島の 東海岸に やつ 

てきて 第一 尚 氏の 王統 をき ずいた という 折 口 信 夫の 仮説 を 有利に する。 折 口 は 尚 氏の 尚、 また 尚 巴 志の 父の 尚 思 

紹 (苗代 大親) の 苗 は、 名 和に 由来す ると 言って いる。 折 口の 論文 は r 琉球 国王の 出自」 と 題す る ものであるが、 

これ は 推理小説の 傑作 をよ むように おもしろい。 

『島 尻 郡 誌』 に は、 相 良 一郎 (あるいは 鹿 児 島 一郎) と 称する ャ マトの 武士が 佐 敷の 馬 天 港に 上陸し、 島 尻 郡の 

旧 真 壁 村 宇江城に やって きて、 地元の 剛勇の 土に 試合 を 申し込ん だが、 敗 死した という 話 をのせ ている。 これ は 

地元の 人た ちが ャ マトの 武士と いえば、 鹿 児 島、 あるいは 肥 後の 相 良と 考えた こと を 意味す る。 鹿 児 島 はと も か 

く、 とつぜん 肥 後 八 代の 相 良 武士の 名が 出て くる こと は 注目に 値する。 とくに この 武士が 佐 敷の 馬 天 港に 上陸し 

たという の は、 なに か 仔 紙が あるに ちがいない。 

くすのき 

この 話の 伝わって いる 島 尻 郡 旧 真 壁 村の 伊敷の 港から、 楠で こしらえた 大和 船に のって ャ マトに 旅 をした とい 
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ううた が、 琉球古 謡 集 『おもろ さう し』 にの つてい る。 

楠 はこので、 大和 船 こので 

やまと 旅の ぼて 

やしろ 旅の ぼて 

この 歌に ある 「こので」 は、 作って という 意味で ある。 折 口 はこの ャ マト は 日本 国で も 大和で もな く、 薩 摩の 

ことで あり、 やしろ は 山城で はなく 肥 後の 八 代 を 指す と 言つ ている。 

沖繙 本島が 山 北、 中 山、 山 南と 三つ どもえ であら そっていた 十四 世紀の 末年に、 山 南の 上 里 城主で ある 温沙道 

という 人物が 十五 人の 家臣と ともに 朝鮮に 亡命した という 記録が 『李 朝 実録』 にの つてい る こと は、 伊波 普猷が 

紹介して いる。 亡命 地 を 朝鮮に 求める という こと は、 よほど 彼の地に 親しい ものが いなくて はならぬ。 また 亡命 

の 道す じ を 熟知して いる 必要が ある。 そのば あい、 とうぜん 九州の 西海岸 を 通った にち がいな く、 肥 後の 八 代 や 

佐 敷な ど は、 寄港地と しての 役 わり を 果たす こと もあった ろう。 この コ I スを 逆にた どると どうなる か。 この 疑 

問 を 主題と して、 第一 尚 氏の 王統の なかに、 ャ マトと 琉 球の つながり を さぐって みたい。 

佐 敷 村の 月し ろの 宮に 立つ と、 馬 天 港が 一望に 見渡せる。 久高 島へ はふつ う 馬 天 港から 船が 出る。 宮の 境内 か 

ら 古い 貝塚の あと や 青磁の 破片が 大量に 発見され ている ところ からみて、 昔 は 間近く まで 海が 迫って おり、 尚 巴 

志 は 貿易に よって 富 や 武器 を 貯え、 それ を 背景に 三 山の 統一 をな しとげた と 思われる。 
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この 宮を 月し ろの 宮と 呼ぶ わけ は、 月し ろが 第一 尚 氏のう ぶすな 神で あるから だ。 今 も 佐 敷 村に は 苗代 殿が あ 

つて、 そこに 月し ろの 井戸が のこって いる。 

さしき なわしろに 

あまみ やから すで 水 

すで 水 

おぎ や かもいに みお やせ 


という 『おもろ』 は 佐 敷 村の 苗代に 昔から ある 若水 を 第二 尚 氏の 尚 真 王に たてまつれ という 意 だが、 月の なかに 

若が えりの 水が あって、 それ を あびると 不死の 生命 を 得る という 信仰 は、 日本 本土に も 南 島に も 古代から あった。 

尚 巴 志 もこの 月し ろの 井戸 を 産 井と し、 白鳥に 抱かれ、 犬の 乳に よって 育てられ たという 伝説が のこって いる。 

だが、 かって 尚 巴 志の 居城だった 場所に 月し ろの 宮が たてられ たの はそう 古い ことで はない。 大正 末年、 首 里 

城に 県 社の 沖 織 神社が 創立され たが、 第二 尚 氏 は 自分の 祖先 を 神と まつっても、 第一 尚 氏 を 合祀す る こと は 拒否 

した。 やむなく、 昭和 十三 年に、 佐 敷 村に 尚 巴 志 王の 一統 を まつる 月し ろ宮を 建立した という。 私 は 室町 時代の 

足利義 政の ころに 滅亡した 第 一 尚 氏 を、 第二 尚 氏が 大正時代 にいた るまで 疎外す る 姿勢の 烈し さに おどろいた。 

第一 尚 氏から 第二 尚 氏への 政権の 授受が 円滑に おこなわれた というの は、 『中 山 世鑑』 に はじまる 沖繙の 正史の 

説明で あるが、 それが 歴史 を 糊塗した ものである こと は、 今度、 第一 尚 氏の 本拠で ある 佐 敷 や 知 念、 玉 城の 村々 

をお とずれ てつぶ さに 知った ことで ある。 

たまお どん 

第一 尚 氏 最後の 王の 尚徳が 死んだ のち、 王妃と 長男の 佐 敷 王子 は 殺された。 首 里の 天 山の 霊 御殿に あった 尚 巴 
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志の 遺骨 は、 第一 尚 氏の 滅亡 後、 その 遺族が 読 谷 村に かくした といわれ、 いま も 佐 敷 森と 呼ぶ ところが あるそう 

である。 また 尚 巴 志の 子で 尚徳の 父に あたる 尚 泰久の 骨 は 越 来の 乞食 墓に 移された。 乞食 墓と は癩 者の 墓 を 意味 

する。 そこに かくして おけば 手 をつ ける 者 もなかろう という おもわくから であった。 この 作戦 は 功 を 奏し、 なが 

とうや ま 

らく 第二 尚 氏に 知られず、 明治 四十 一 年に はじめて 玉 城 村の 当 山に 改葬され 現在に 至ってい る。 

第一 尚 氏が ほろ ぶと、 尚泰久 王の 子どもたち は 玉 城 村に 逃げ かくれ、 ひそんだ といわれる。 その 一人で ある 八 

幡加那 志 は 玉 城 村の 仲栄真 城に 住んで いたが、 この 城 は 尚 真 王のと きに 第二 尚 氏の ために こわされて しまった。 

尚 泰久の 王女で 尚徳 王の 姉に あたる ももと ふみ あがり も、 玉 城 村で 余生 をす ごした といわれる。 彼女 はは じめ 

勝 連 あま わりの 妻と なった が、 その 逆心 を 知って、 鬼大 城に つきそわれて 城 を 脱出した。 途中、 追手が たいまつ 

を ふりかざして せまった が、 ももと ふみ あがりが、 神が かりにな つて 『おもろ』 をうた つたと ころ、 にわかに 里、 〔 

雲が 起こって 雨が 降り、 たいまつの 火 も 消えて、 危難 をの がれる ことができた、 という。 

ももと ふみ あがり をうた つた 『おもろ』 は 多い。 たとえば、 

ももと ふみ あがり や 

君の ふみ あがり や 

遊ぶ、 きょら や 

ち もと 

と 言った ものが ある。 神 遊び をして いる ももと ふみ あがり をうた つた もの だ。 その 名 も、 百度 足 を ふみならして 

飛び あがる という 意味で、 シャ ー マンの ダンスに ほかなら ない。 三輪 山の 古代の 巫女であった ャ マト ト トビ モモ 

ソ ヒメ の 名 も 跳 濯の 動作 を あらわして いると 私 はおもう。 
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ャ マト ト トビ モモ ソ ヒメが 悲劇的な 死 をと げたよう に、 ももと ふみ あがり も 薄幸の 女であった。 第一 尚 氏が ほ 

ろんだ とき、 彼女の 二度目の 夫で 越 来 城主であった 鬼 大城も 殺され、 ももと ふみ あがり は 若く して 孤独の 身と な 

ふ さと  す る め どんち 

つた。 その 墓 は 玉 城 村の 富 里に ある。 まえに は 主 留前殿 内に あつたの が、 玉 城 中学校の ところに 移され、 さらに 

現在地の 山 原 山の 子孫の 墓の 傍に 三 転して、 ほうむられ ている。 それ は 運命に もて あそばれた 彼女の 生涯 を 思わ 

せる かの よう だ。 

三 

佐 敷 村に は 第 一 尚 氏の 始祖の 尚 思紹の 父親に あたる 鮫川大 主が 居住した という 馬 天嶽が ある。 その 近くに は 鮫 

川大 主が 漁 をした とき 網 を ほした という 丘 や、 日本 本土との 関連 を 推察させる ャ マト バンク も ある。 ところが 一 

九 五 九 年、 大雨の ために 山く ずれが 起こり、 居住地 は 消えう せた。 いま 鮫川大 主の 位牌 は 移され、 佐銘川 御殿に 

まつられ ている。 御殿と いっても 小さな 民家で ある。 

私 は 佐 敷 村 を おとずれた 清明 祭に あたる 日、 その 御殿に は 鮫川大 主の 子孫と 称する 人た ちが 位牌 をお がみに あ 

つまって いた。 その 席上で、 私はタ ジョク 魚と は どんな 魚な のかと 聞いた。 すると、 それ はス ルル グヮ です よ、 

という 返事が かえって きた。 ス ルル グヮ といえば、 琉球 料理のと き 酢味嗜 あえに して、 生で食べる 小魚で ある。 

腹に 銀色の 横線が 走って いて、 九州で いうと ころの キビ ナゴ のこと である。 そこで 私 は はじめて タ ジョク 魚が キ 

ビナゴ である こと を 知った の だ つ た。 

きこえ おおきみ 

タ ジョク 魚の こと は 『琉球 国 由来 記』 にの つてい る。 むかし 聞 得 大君と 呼ばれる 琉球 王国の 最高 神 女が 久高島 

で 祭り をす るた めに、 首 里から 出かけた とき、 海上で 逆風に あって 日本 本土に 漂着した。 神託 を 受けて、 馬 天の 

ろが 聞 得 大君 をむ かえに い つ たが、 かえりがけに 馬 天の ろが タジ ョ ク魚を もちかえって 土産に したと いうので、 
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それから という もの は、 タ ジョク 魚が 年々、 寄って くるよう になった。 昔からの 習慣で そのと き 馬 天の ろ は 馬 天 

嶽の 近くの ャ マト バン タ にいる。 そして 父親の 鮫川大 主の 拝 所の ある 馬 天嶽で 祭り をす る、 と ある。 大 主に は 一 

男 一女が あった。 一男 は 尚 思紹で 第一 尚 氏 王朝 を 開く。 一女 は 馬 天の ろで ある。 

私の その 日に 聞いた 話 はすこし ちがって いる。 薩 摩の 王が 琉 球から ちえの ある 人 をお くれと 言つ てきた のに、 

まちがって 美人 をお くった。 そのと き 選ばれた のが 馬 天の ろであった。 あまりの 美し さに 薩 摩の 王が 馬 天の ろ を 

おかそう としたら、 のろ は 自分 は 竜宮の 使いだ と 言った。 そして 塩 づけした タジョ ク魚を 海に 投げ こむ と、 魚 は 

生き返った。 それでも 薩 摩の 王 は あきらめず、 馬 天の ろに 無理に 子ども を はらませ たうえ、 海に つれ 出し、 船の 

上での ろの 身体 を 二つに 引き裂いて 海に 投げ こんで しまった。 そうした ことがあって、 今 も タジョ ク魚は 佐 敷の 

海岸に 寄って くると いい、 六 年 ごとに 馬 天の ろが 関係して タ ジョク 魚の 祭りの 行事 をす る。 この 魚が 近よ つてく 

ると き は 海な りが すると も、 地元で は 伝えられ ている。 

たわいない 話の よう だが、 佐 敷 村に はタジ ョ ク 魚に ャマ ト へ のな つかし さ を おぼえた 人た ちがいた ような 気が 

する。 それ はャ マト バン タで網 を 打って 暮らし を 立てて いた 鮫川大 主だった かも 知れない。 折 口 信 夫 は、 鮫川大 

主はャ マトの 人間で 九州の 肥 後の あたりから やつ てきた と 推測して いる。 たしかに 肥 後で は キビ ナゴ は みんなの 

好物で 私 も 幼少のと きょく 食べた。 今でも 鹿 児 島の 郷土料理に は キビ ナゴが 膳に のつ て 出て くる。 

馬 天の ろが 美人で あると いう 話 は どこから 生まれた か。 『おもろ さう し』 に は、 馬 天の ろの 恋の 話が のって い 

る。 

きこ へ 馬 天の ろ 

見 あげ 欲し やの 若い きょ 
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偁び あぐみち よに 

守る 神 添われて 

守られて かよい 

ふさよ わち へ 

仲 原善忠 は、 はじめの 二 句 を 「聞え 馬 天の ろ、 見た さ 会いた さの 若い 人」 と 訳して いる。 恋い こがれて いる 馬 

天の ろの 許に、 守護神に まもられながら、 若者が 通い、 首尾 をと げたと いう 意味 だとい う。 

馬 天の ろの 神 名 は、 太陽神のより ましとい う 意味 を もつ 「てだしろ」 であった。 この きらきら しい 名前の 神 女 

が 恋愛 事件 を 引きお こした ので、 みんなの 間に 好奇心 を もって 語りつ がれた のであろう。 もちろん、 馬 天の ろ は 

尚 思 紹の妹 だけで ない。 代々 「てだしろ」 をう けついで 名のる ものが いた。 そうして 琉球 王府の 宗教 組織が 完成 

して、 その 頂点に 聞 得 大君が 就任す ると、 馬 天の ろの 神 名の 「てだしろ」 もとり あげられて、 聞 得 大君の 神 名と 

なった。 神 名 を とられる こと は、 神から さずけられた セジ (霊 威) をな くす る ことで ある。 こうして 馬 天の ろか 

ら はかが やきが 消える。 それ は 古代の 日本で ヒル メ  (日の 妻) が、 アマ テラスに うつりかわつ ていく 過程 を 暗示 

している。 

四 

私の 生まれ故郷の 肥 後の 水 侯に は、 船津 という 漁村が あり、 為朝 は そこから 琉 球に むけて 船出 をした という 伝 

承が ある。 村人が 別れ をお しんで 袖 をお さえた といい、 そのと き ちぎれた 為朝の 片袖を まつる 小 祠が今 もの こつ 

ている。 この 口碑 は 馬 琴 も 『弓 張 月』 の 中に とり 入れて いる。 
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私の 幼少の 頃に は、 この 船津の 部落 をと おって 浜の 八幡宮に まいった。 そのと きの 記憶で は、 この 部落の 人た 

ちの 苗字 や 話し ことば は いっぷう 変わって いた。 よばいの さかんな 時代で も、 他の 部落との あいだに、 性的な 交 

渉の 風習 はな かつ たという 話 を 古老から 聞いた ことがある。 為朝が 琉 球に むかって 船出す る 伝説が 生まれる のに 

ふさわしい、 いわく あり 気な ところであった。 

為朝の 琉球 入り は フォク ロアで は責種 流離の 物語に 属する が、 歴史的な 背景がない わけで はない。 『保 元 物語』 

に は 為朝が、 阿多 忠景 (または その子 ともいう) のむ こに なって 九州で 活躍した ことが 記されて いる。 また、 

『東 鑑』 に は 阿多 忠景が 圧迫 をこう むって 鬼界が 島に 逃亡した という 文章が ある。 そこで 阿多 忠景の 逃亡の 事 

実が、 娘む この 為朝の 琉球 入りの 物語まで 発展した とみる ことができる。 十八 世紀の 初頭に 編集され た 『混 効験 

きき や  ゲ きしま 

集』 という 琉 球の 辞書に 「喜 界の浮 島」 という 『おもろ さう し』 の 中の 言葉 を 引いて、 鬼 界島は 昔は琉 球のう ち 

であった から 『おもろ』 にある と 註され ている。 この 鬼界 (喜 界) 島が 琉球 国に ふくまれ ていた 時代が あつたか 

ら、 話 はさら に 混乱した と 思われる。 

『薩摩 日 地理 纂考』 をみ ると、 薩摩国 阿多 郡 阿多 郷は、 阿多 忠景の 根拠地であった。 そこに は建久 三年 以来、 数 

百年の 間、 鮫 島 氏の 居城が あって、 鮫 島 氏 は 南朝 方と なり 活躍した が、 島 津貴久 の 頃に 降伏した。 この 阿多地 頭 

となった 鮫 島 氏 は、 阿多 忠景の 同族と されて いる。 そこで 私 は 次のように 推測して みた。 南朝 方の いきおいの ふ 

る わなくな つた 頃に、 鮫 島 氏の 一族が 南下して、 沖 織 本島の 東南 海岸に たどりついた。 そして 阿多 忠景と 同族で 

あると ころから、 為朝の 血す じ を 受けた ものと 言い ふらした かも 知れぬ。 さいわいな ことに 鮫 島 氏の 居城の あつ 

さ じぎ もと 

た薩 摩の 阿多 郷の 旧宮崎 村に は、 浅 敷 本と いう 地名が あり、 沖 繙の佐 敷 村の 名 を 思い起こさせる。 肥 後の 佐 敷と 

もな にがし かの 関連 を もつ にちがいない。 

また ふしぎな ことに 為朝 伝説 はもつ ばら 沖 孅 本島の 南部に ある。 玉 城 村の 富 里に は、 為朝が 休憩した ところと 
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いって、 それが 拝 所と なって いる。 葬式のと き 今 も その 前 をと おる こと はしない。 為朝の 子の ソン トン (尊 敦) 

を ま つ る 御嶽 は 東風 平 村 や 玉 城 村に ある。 

それ 以上に 私の 注目 1^ くの は、 第一 尚 氏の 滅亡のと き、 尚徳 王の 遺臣が 今 帰 仁に のがれた という 話が あり、 

運 天 港に ある 百按 司の 墓 は、 その 遺臣た ち を 葬った と、 琉 球の 史書 『球 陽』 が 伝えて いる ことで ある。 その 墓 か 

ら 明治の なかば 数個の 木棺が 発見され たが、 それらに はみ な 巴 字の 金紋が 印して あった ことから、 それ を 尚徳王 

の 八幡 信仰に 由来す ると 説く 沖 織の 史家 もい る。 巴紋は 八幡宮の 神紋 である。 

『おもろ さう し』 にはャ マトの 軍勢が 運 天 港に 上陸した さま をうた つた ものが ある。 

「せりかく の、 のろの、 あけし のの、 のろの、 あまぐれ、 おろちへ、 よろい、 ぬらち へ、 うんてん、 つけて、 

こみなと、 つけて …… やまとの、 いくさ、 やしろの、 いくさ」 

これ を 為朝の 運 天 港 上陸 をうた つたと する 説 は、 今 否定され ている。 尚徳 王の 遺臣が 今 帰 仁に のがれて、 ある 

いはこう した 伝説 を 作り あげたの かも 知れない。 

第一 尚 氏が ほ ろんだ とき、 尚徳 王の 弟に あたる 八幡 加那 志が 玉 城 村に 逃げて かくれた。 その子 孫が 今 も 存続し 

ていて、 同村の 当 山に ある 八幡 加那 志の 墓 を 守りつ いでいる という 事実 を 現地で 知った とき、 この ャ マト 風の 八 

幡を 名乗る ことに ふかい 仔細が あるか も わからな いという 気がつよ くした。 また 兄の 尚 徳王も 王子のと き 八幡 按 

司と よばれ、 王に なつてから 喜 界が島 を 征伐 するとき 八幡 大 菩薩の 加護 を 受けた というので、 安里に 八幡宮 をた 

てた。 それ は 第一 尚 氏の 王統に 一貫して 流れる 八幡 信仰 を 物語る もので はない か。 為朝の 末裔 を 自任す る 阿多 隼 

人の 绞島 氏が、 源氏の 尊崇す る 八幡 信仰と 為朝 伝説 を、 知 念 半島に 招来した。 

この 鮫 島 氏と 第 一 尚 氏の 先祖の 鮫川大 主の 名と はなに がし かの 縁 由が あるか もしれ ない と、 私の 空想 は ひろが 

る。 
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五 

沖 織で 鮫の 肉 をた ベない 慣習 は あちこち にある。 宮 古島の 最初の 統 一 者で ある 仲 宗根豊 見 親 玄雅が 海上で 難航 

したと き、 鮫に 助けられた というので、 その子 孫 は 今もって 鮫 を 食べない。 沖 織の 正史 『球 陽』 は その 逸話 を 伝 

え、 仲 宗根豊 見 親の こと を 鯖祖氏 玄雅と 記して いる。 鯖 を 祖先と する 民族と いう 意味で ある。 沖繙 では 鮫 をサパ 

と 呼ぶ のが ふつうで、 それ は 『球 陽』 の 時代から 今日まで つづいて いる。 折 口 信 夫 は、 沖繙 では 鮫 を 氏族の ト ー 

テムと する 信仰が あつたと 考えて いる。 そして 第 一 尚 氏の 尚 巴 志の 祖父に ある 鮫川大 主もャ マ ト から やって きて、 

沖繙 のそう した 信仰 を 受け入れた ので あろうと 推測して いる。 つまり、 鮫 川の 名 も それと 関連が ある こと を 匂わ 

せて いる。 

しかし 鮫 川の 鮫に は 別の 意味 づけ をす る ことができ なくない。 

『球 陽』 外 巻の 『遺老 説 伝』 に は 次の 話が のって いる。 むかし 島 尻 郡の 真 壁 村 宇江城に 久嘉喜 鮫 殿と いう 人物が 

いた。 この 人物 は 全身が 鮫の はだの ように 固かった が、 指の 間 だけが ふつうの 人間の ように やわらかかった ので、 

そこ を 小刀で 突き刺されて 死んだ といわれる。 

全身が 鉄で おおわれて いるが、 一 力 所 だけ 肉 身で あるので、 そこ を 刺されて 死ぬ という 話 はま だほ かに も ある * 

1 つ は 稲村 賢 敷の 採集した 話で、 日本から やって きた 鍛冶 神が 沖繾の 島々 を 次々 に 南下して 与那国 島まで いった 

が、 らんぼうな ふるまいが 多かった ので、 鍛冶 神の 妻が 島民から たのまれて、 鍛冶 神の 首の つけ 根の やわらかな 

ところ を 刺して 殺す という ものである。 

この 話で みるよう に、 鉄人の 話 は 鍛冶 神と 密接な 関係が ある。 宇佐 八幡 も 銅 や 鉄 をく らう 鍛冶 神で ある。 さき 

の 久嘉喜 鮫 殿 は 『島 尻 郡 志』 によると、 那覇 市の 安里 八幡宮の 近くに 移り 住んだ あと 殺される ことにな つてい る。 
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この 八幡宮の 存在 は 無視で きない。 それに 安里 八幡宮 は尚徳 王が 建てた 神社で、 第一 尚 氏に すこぶる 縁 由の ある 

宮 である。 

鮫の 皮膚が あつくて、 まるで 鉄の ようだった という さきの 話 は、 鮫と 鉄との 関係 を 暗示して いる。 そうした こ 

とから 鉄人に 鮫 殿と いう 名前が たてまつられた のであろう。 

ここで 思い出され るの は 『球 陽』 のった える 尚 巴 志の 逸話で ある。 彼 は 幼少の 頃に、 与那 原の 鍛冶屋に 剣 をつ 

くって もらった。 その 剣 を もって 舟に のった とき、 鮫が おそって きたが、 尚 巴 志が 剣 を もって 舟の 上に 立ち はだ 

かると、 鮫 はお それて 逃げて しまった。 ちょうど その 頃、 外国の 商船が 鉄 塊 を 満載して 与那原 港に やって きた。 

貿易 をす る もの はみ な その 剣 をみ て 買いたい と 思った。 尚 巴 志 は 剣と 満 船の 鉄 塊と を 交換した。 そうして その 鉄 

を 百姓に 与えて、 農具 をつ くらせた ので、 衆人 は 感服した、 という 話で ある。 

ここに も 剣と 鮫との とりあわせが みられる。 鮫が 剣 をみ てこ わがった というの は、 剣の 威力 を 誇示す るた めに 

つくられた 話で、 もともと は 鮫と 鉄との 親 縁 を 示す ものが あった はずで ある。 『古事記』 に は、 鮫 をサヒ 持ちの 

神と 呼んで いる。 サヒは 朝鮮語で 金属製の 鋤の ことで ある。 

琉球史 を ひもとけば、 王朝 を 開いた 英雄 はかならず 鉄器に 関連す る 逸話 を もっている。 まず 十四 世紀の なかば 

王朝 を 開いた 察 度 は 若い とき 貧しかった が、 察 度の 妻 は 察 度の 家に 黄金が 積まれて ある こと を 発見す る。 つまり 

炭 焼 小 五郎の 伝説が 察 度に つきまとつ ている。 察 度 はこの 金銀 を もって、 日本の 商船から 鉄 を 買いと つた。 これ 

は 尚 巴 志の 話と 酷似して いる。 

『おもろ さう し』 に は 次のう たが ある。 

浦お そいの 根 国 
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ももと つも こがね 

浦お そい ど ありよ る 

浦お そい は 浦 添の ことで ある。 察 度 は 浦添按 司であった。 こがね (鉄) を ももと (百度) 積む といって、 あき 

ら かに 察 度 王の 故事 を ふまえた ものである。 この頃 中国との 交易で、 沖繮 はもう れつに 鉄器 類 を ほしがつ たこと 

が、 中国が わの 記録に ある。 

そこで 話 を 鮫川大 主に もどす と、 彼 はたんに 佐 敷の ャ マト バン タで網 を 打って いた 漁師に すぎなかった か。 鮫 

川大 主に は 鉄人の 意味が こめられて いたのではないだろう か。 鮫川大 主が、 ャ マトから 鉄器 をたず さえて きて、 

佐 敷 村の 一 角に 小 権力 を 打ちた てた その あと を、 尚 氏の 一 族が 引きつい だと 考えられないだろう か。 

沖繙 本島の 東南 部に つき出した 知 念 半島に ある 知 念ぐ すくへ は、 中途まで、 でこぼこした 古い 石畳の 山 坂 をの 

ぼって いく。 苔が はえて いて すべりやすい。 山頂 近くまで くると 切り石 積みに なった ァ ー チ 型の 正門が 東の 方 を 

向いて 立って いる。 

もう 一 つ、 ァ ー チ 型の 北向きに なった 裏門が ある。 その上 方に、 野づら 積みに なった 古い 城壁が あり、 石垣の 

かこいの 中に 拝 所 も ある。 樹木と 石垣と 拝 所が ある だけ だが、 かすかに 何もの かの 句い がする。 それ は 神の 影 だ 

ろうか。 それらの 間から はるかに 東方の 海が ひらけて みえる。 うっそう とした 樹木の せいで、 知 念ぐ すくの 全体 

は、 青ぐ らくし め っぽい。 

それな のに、 いま 知 念ぐ すくの こと を 思い出す と、 それが まば ゆいば かりに 光り かがやい ている。 それ はどう 
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してだろう か。 知 念ぐ すくの ァ ー チ 型の 落ちついた 優美な 石の 門 は、 人工的に 変形され た 「て だが 穴」 であると 

いう 説 を 沖 織の 学者の 仲 松弥秀 氏から 聞いて いたせい にちがいない。 『おもろ さう し』 に 

知 念 もりぐ すく 

あがる いのぐ すく 

あんじ 添いぎ や 

思 ひ 揚げの ぐす く 

又 大国 もりぐ すく 

て だが 穴の ぐす く 

と ある。 あがる いは 太陽の のぼる 方角、 つまり 東の 方 を 指す。 あんじ (按 司) は 豪族で ある。 豪族が 思い あがめ 

る 「て だが 穴の ぐす く」 とうたつ ている。 「て だ」 は 太陽 を さす 南 島 語で ある。 

て だが 穴 はもと もと 自然の 洞く つであった。 太陽 は 毎朝 洞く つ を 出て 中央 を かけり、 夜 はまた その 洞く つに か 

える、 と 南 島の 古代人 は 信じて いた。 私 は 十 年 近く まえに、 て だが 穴に 関する 信仰 や 伝承 はない かと、 宮 古の 島 

島 を 探し まわった ことがある。 すると 来 間 や！， 良 部の 島に それが 存在す る ことが 分かった。 また 宮 古の 万古 山の 

老婆から は、 太陽が 生まれて 水浴び をす る 「て だが がま」 の 話 を 聞い た。 「がま」 は 南 島 語で 「穴」 を 指す。 太 

陽の 水浴の 話 は、 古代 中国の 『楚 辞』 にものつ ており、 老婆の 話 を そらおそろしく 感じた ことがある。 

沖 11 本島 北部の 喜如嘉 で、 前に 祝 女の 葬式のと きうた われた 悲しみ 歌に 
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月ばん た て だばん た 

越い 召しよう ち 

という 一節が ある。 「月の 崖、 太陽の 崖」 を 越えて、 赤と 黒の 二色に ぬられた 祝 女の ひつぎ が はこばれ ていく 荘 

厳な 光景 をうた つた ものである。 月 も その 彼方まで はいかず、 太陽 も そこから ふたたび 洞く つに かえって いく 崖 

が 宇宙の はしに あると 思われて いた。 

部落が そのまま 宇宙で あるよう な 原始時代に は、 生活空間 もき わめて 狭小で、 て だが 穴 はそう 遠くに あると は 

考えられなかった。 しかし、 おもろ 時代に なると、 外国との 貿易 はさかん になり、 生活の 領域 は ひろがった。 そ 

れと 同時に、 最初の 統 一 王朝 を ひらいた 第一 尚 氏が 知 念 半島 を 根拠地と した ことから、 東方 を 崇拝す る 思想が つ 

よまった。 琉球 王府の 代々 の 王と 王妃の 信仰の あっかった 斎場 御嶽 は、 聖地の 久高島 を 真東に のぞむ 場所で ある 

が、 そこの 三角形の 洞く つも 知 念ぐ すく 同様に 「て だが 穴」 に ほかなら なかった。 

太陽 を 「あがる いの 大 ぬし」 とか 「て だが 穴の 大 ぬし」 と 『おもろ』 では 擬人化して 呼んで いる。 

あがる いの 大 ぬし 

明け まどろ 見れば 

へに の 鳥の 舞 ゆへ みもん 

て だが あなの 大 ぬし 

太陽 を 真紅の 鳥が 乱舞す るのに たとえ、 また 乱れ 咲く 真 赤な 花に たとえ もす る この 『おもろ』 は、 久高 島の 八 


397 おもろ の 旅 


月の 祭りのと き、 輪 をつ くって 扇 を もった 神 女た ちに よってうた われる。 歌詞 はわず かにち がって いるが、 その 

優雅で ゆっくりした 節 まわし は、 おもろ 時代 をし のばせる のに 十分で ある。 

古代 ギリシア 人が、 バラ 色の 指 を もつ あけぼのの 女神 ェォス をた たえた ように、 久高 島で は 太陽が のぼろうと 

する 寸前の 時刻 を アキ タチ といって いる。 暁 立の ことであろう。 また 宮 古島で は、 夜 あけに は アキ ドラ (暁 空) 

あけた つおう 

の 神が 出現す る。 『古事記』 にも 曙 立 王と いう 人物が 登場す る。 色の 交響楽 さながらの 日の出の 光景。 その 序曲 

の 大自然に 古代人が ぺ ルソナ を 感じた としても j 向に ふしぎで はない。 

たまぐ すく  ひゃくな 

玉 城 村の 海岸に 百 名と いう 地名が ある。 そこ を 通る たびに、 かすかな 心の ゆらぎ を 感じる の は 『おもろ さう 

し』 に 次の 歌が ある こと を 知って からの ことで ある。 

百 名、 浦 白 吹けば 

うら うらと、 若君、 使い 

わが 浦 は、 浦 白、 吹けば 

手数 は、 こばの 花、 咲き よら 

搔 いやる は、 波 花、 咲き よら 

「浦 白」 というの は 初夏の 南風で、 白 南風の こと。 若君 は 舟の 名で ある。 手数 は手楫 かと 仲 原善忠 はいう。 また 

仲 原に よれば、 くば (こば) の 花 は、 棕梠の 花 に似てお り、 卵色の あわ 粒の 大きさの 胞子が 一尺ば かり、 ふさ ふ 


民俗 紀行 398 


さついて いる。 百 名の 海岸に 初夏の 南風が 吹いて、 若君と よばれる 舟が 走って いる。 櫂 を もつ 手に 波の 花が、 ま 

るで くばの 花の ように 咲く 美しい 光景 を 思い描く ことができる。 対句 をなら ベながら、 象徴的な あじわい を 出す 

の は 『おもろ』 の やり 口で ある。 もう 一 つの 例 を あげてお こう。 

きこえ、 あけし のが 

さや はだけ、 おわち へ 

あけず、 みそ、 めしよ わち へ 

なみと どろ、 うみと どろ 

おしう けて、 ひゃくな の 

うら はりが、 みもん 

名高い 「あけし の」 という 神 女が 斎場 嶽に 参詣し、 とんぼの 羽の ようにう すい 外衣 を まとい、 「かざな おり」 

といって、 髪に 鉢巻 をして 鷲の 羽 を さし、 「波と どろ」 とか 海と どろと 呼ばれる 舟 を 百 名の 海岸に 浮かべ て、 そ 

の 浦 を 帆走して いる 光景 はなん ともみ ごと だ、 というの が 仲 原の 説明で ある。 この 二つの 「おもろ」 は あわい パ 

ス テル 画 のよう な 風景 をよ く 描写し ている。 

しかし、 私が 百 名と いう 地名に 関心 を もつ の は それだけ ではない。 『遺老 説 伝』 によれば、 むかし 百 名に 白 樽 

(白太 郎) という 若者が いた。 この 白 樽と ミントン 按 司の 長男の 娘と が 結婚した。 そうして 久高 島に わたった と 

もとぶ 

いう。 現地の 古老に 話 を 聞く とす こしち がって いて、 玉 城 村の 本部と いう 屋号の 家の 男が 百 名 白 樽で、 その 男と 

ミントンの 娘が 一緒にな つた。 二人 は イトコな のに 結婚した ので、 罰 を 受け 久高 島に 追放され たという。 
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私が ここで 問題に したいの は 白 樽と いう 名で ある。 樽 は 太郎て ある。 白 はお そらく 稲の シ ラマ ズンと 関連が あ 

るので はない か。 南 島で は 誕生す る こと を シラと 呼んで いる。 産室の 炉に もやす 火をシ ラビと いい、 かりとった 

稲 を 穂の ついた まま 積んで おくの をシラ とか シ ラマ ズン とか 呼んで いる。 稲 を 白 種子 (シラ チヤ ネ) と 言って い 

るの も、 これと 無縁で は あるまい。 

『琉球 国 由来 記』 によると、 むかし ァ マミ キヨが 二 ライカ ナイから 稲の 種子 を もってき て、 米 之 子と よぶ 百 名の 

村人に 稲の 作り方 を 教えた。 それが 稲作の はじまり；、」 あると いう。 

百 名の 海岸に は、 浜 川 御嶽が ある。 アマ ミキ ョは その 近くの 海中に ある ャハ ラッカ サに 立ちより、 それから 上 

陸して、 浜 川 御嶽に しばらく おり、 そのの ち ミントンぐ すくに 落ちついた といわれ ている。 百 名に は、 はじめて 

稲 を 作つ たと きの 田で ある 受水走 水 (ゥ キン ズ • ハ イン ズ) も 今にの こ つ ている。 

こうした ことから 白 樽が おそらく 稲に 関連の ある 名だろう と 推察す る ことができる。 とすれば 百 名と いう 地名 

も 気に かかる。 百と 白 は往々 混同して 使用され る。 昔、 遊女の まつる 神 は 白太 夫と もい い、 百 太夫と も 呼ばれた- 

おそらく 百 名 は 稲作 発祥の 地と してつ けられた 地名で はなかろう か。 

いわゆる 東 御 巡， 礼と は 東方の 聖地 を つぎつぎに 巡拝す る 儀礼で ある。 琉球 国王 や 聞 得 大君の 巡拝 路は① 首 里 城 

を 出て ②園 比屋武 御嶽に 参拝 ③与那 原の 親 川で 水 撫での 儀式 ④鮫川 大主ゃ 馬 天の ろに ゆかりの ある 馬天嶽 

⑤ よりあげ の 森、 つまり 今の 月し ろの 宮の ところ ⑥ 知名に ある 太陽 御 川 ⑦ 斎場 御嶽 ⑧久高 島 遥拝 ⑨知念 

ぐす く ⑩知念 御 川 ⑪受水 走 水と ャ ハラ ヅカサ および ャ ブサッ 御嶽 ⑫ ミントンぐ すく ⑫ 玉ぐ すく 城 ⑩首 

里 城 帰還と なつ ている。 

これ をみ ると、 私が これまで 七 回に わたって 述べた こと は、 多くが 東 回りの 巡拝 地点と 重なりあって いる こと 

を 読者 は 知る だろう。 
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琉 球の 古 謡 集の 『おもろ さう し』 に は 古代 琉 球の 世界観が あざやかに 描かれて いる。 たとえば 『おもろ さ 

し』 巻 十三に は 次の 歌が 載って いる。 


東方の 司 子 

吾が 崇べ 司 子 

海 風ら ちへ 

風 直ち へ 使い 

又て だが 穴の 司 子. 
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この 中で レぅ 「東方の 司 子」 は 『おもろ さう し 辞典』 (仲 原 • 外 間 共著) によると、 久高 島の ク ボウの 森 (フボ 

1 ゥ タキ) の 神の 名で あり、 同時に これ を 祀る久 高 ノロの 名で あると している。 もともと 久高 ノロの 別名で あつ 

たもの が、 神の 名へ も 転用され たもので あろうと も 述べて いる。 ここにい ぅ久高 ノロ は久高 島の ノロと いう 意で、 

外 間 ノロ を 指す と 思われる。 そして この 歌 は、 あとで ふれる ように、 琉球 国王 や 聞 得 大君が 久髙 島に 行幸す ると 

き、 ク ボウの 森の 神に むかって、 海上の 波風 を おだやか にして ほしいと 祈願す る 歌で ある。 

「て だが 穴の 司 子」 の 「て だが 穴」 という 語 は 『おもろ さう し』 に はよ く 出て くる。 おもろ びと は、 太陽 は 毎朝 

東方の 穴から 出て 中天 を かけり、 夜 はまた その 穴に かえって いくと 信じて いた。 この 歌で は 「て だが 穴の 司 子」 

というの は 「東方の 司 子」 と 同義語に 使われて いる。 とすれば、 久高 島の ク ボウの 森 は、 毎朝 太陽が 誕生す る 神 

聖な 穴と して 受け取られ ていたと 想像され る。 しかし 「て だが 穴」 は久高 島の ク ボウの 森 だけで はない。 

『おもろ さう し』 に は 「て だが 穴の ぐす く」 とか 「て だが あなの みしま」 「て だが あなの みつたけ」 など さま ざ 

まな 表現が みられる。 このうち 「て だが 穴の ぐす く」 と は 「知 念杜ぐ すく」 を 指して いる。 また 「て だが あなの 

みつたけ」 は、 与那 原に ある 瑞嶽 のこと である。 「て だが あなの みしま」 は 東方に ある 御島と いう 意で 「みしま」 

は 首 里 三 村と 『おもろ さう し 辞典』 はいう が、 私 はこれ を 知 念 半島の 三 間切 (旧村) である 知 念 間切、 玉 城 間切、 

佐 敷 間切の ことで はない かと 考えて いる。 シマは 沖 li では 村 を 指して いる。 こうして みれば、 「て だが あな」 は 

すべて 沖繙 本島の 東方に ある。 すなわち 与那 原の 瑞嶽、 知 念 もりぐ すく、 知 念 半島の 三 村、 そして 久高 島の クボ 

ゥの 森で ある。 これらの 場所 は 首 里王府 にと つて のちのちまで 尊崇され た 聖域に ほかなら なかった。 その 中で も 

いちばん 東の 方に ある 久高島 は、 もっとも 神聖な 島であった。 そこ は、 海の 彼方の 神が 最初に 寄りく る 島と 信じ 

られ た。 『おもろ さう し』 に はまた 「て だが あなの 大 ぬし」 という 語 も ひんばんに 出て くる。 いうまでもなく 太 

陽の ことで ある。 太陽が まさに その 穴 を 出て、 天に のぼろうと するとき のこと が さまざまに うたわれ ている。 そ 
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の 中で もっとも 有名な の は、 太陽 を 「あけ もどろ の 花」 にたと えた 一 句であろう。 「もどろ」 は、 「しどろ もどろ」 

の 「もどろ」 である。 混沌と して 目が ちらつき、 形象が 分明で ない さま をい う。 そのほか 紅の 鳥の よう だとい う 

形容 も ある。 これ はお もろびとが、 すぐれた 自然 観察者であった こと を 物語る ものである。 このほか 「て だが あ 

なのかく のよ」 という 言い方 もして いる。 角の 魚 は 飛魚の ことで ある。 太陽の 穴から さしの ぼる 光 を 受けて、 飛 

魚の むれが 海原 をカづ よく 渡って いく 光景 を 描いた ものである。 その 背景に は 飛魚 を 太陽神の 使者と 見る 信仰が、 

かって あつ たの かもしれ ない。 比 嘉康雄 氏 は、 スクの 一 種に テダ ハ 二 スク という 呼称の ものが ある こと を 私に 教 

えて くれた ことがある。 久高 島の 北に ある 伊計 島の 漁師た ちが、 東の 方から 寄って くる スクに 与えた 呼び名で あ 

る。 スクは 小魚で、 海神 祭の 頃に 海岸に 近づいて くる。 太陽の のぼる 水平線の 彼方から やって きた 小さな 魚の む 

れが 浅瀬に ひしめき あい、 きらきら しい 光景 を呈 している のが、 テダハ 二、 すなわち 太陽の 羽 だとい う 美しい 形 

容 になった と おもわれる。 これにつ いて 思い出され るの はゴ ホウ ラ である。 ゴ ホウ ラは 南海 産の 貝の 一種 だが、 

それが 弥生時代の 北 九州 や 山口県で 腕に つける 貝 輪と して 使用され たこと はよ く 知られて いる。 この ゴ ホウ ラを 

宮古 群島の 池 間 島で はテダ ノス ゥ という。 スゥの 意 は 不明で あるが、 いずれにしても 太陽に ちなん だ 命名で ある。 

また 奄 美で はゴ ホウ ラを テル コ ニヤ ー と 呼ぶ という。 テル コは南 島で いう 太陽の 古名で ある。 テル コ ニヤ ー の 二 

ャ ー は 貝の ことで あるから、 ほんやく すれば 太陽の 貝で ある。 このように、 飛魚に せよ、 スク、 ゴ ホウ ラ にせよ、 

海の 生物に 太陽の 名が 冠せられ ている の は 意味ぶ かい。 というの も、 古代 日本の 常世に あたる 沖 繙のー 1 ライ カナ 

ィは、 海の 彼方 または 海の 底に あると 信じられ ており、 しかも 『おもろ さう し』 の 「にる やて り あかり」 つま 

り ニルャ (二 ライ) に 照り 揚がる 太陽と いう 言葉から 推察され るよう に、 太陽 は 海の 彼方 または 底 を 照らす と 信 

じられ ていたから である。 

「て だが 穴」 はもと もと 集落の 東方に ある 穴であって、 かならずしも 水平線 上に あると いう 風に は 思われて いな 
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かった。 それ は宮 古島で 「て だが 穴」 のこと を 「て だが がま」 すなわち 「太陽が 洞窟」 と 呼んで いる ことで 明ら 

かで ある。 太古に は 太陽 は 集落の 東の 洞窟から のぼると 信じられた。 それが 東方の 水平線 上に 太陽の のぼる 穴が 

あると 考えられる ようにな つたの は、 死者の 魂の いく 世界が、 はじめに は 村の すぐ 近くであった のが、 後の 時代 

に はたやす く 往来で きない 遠方に あると 推定され るよう になった ことと 無縁で はな い と 思う。 『おもろ さう し』 

の 編纂され た 十五 世紀 前半から 十六 世紀 前半に かけて、 東方 聖地の 観念が 強調され ると、 東方 海上の 彼方に、 て 

だが 穴 も 二 ライカ ナイ も 想定され るよう になる。 この ことが、 沖繙 本島の 東海岸の 沖合に ある、 久高 島の 聖地 観 

に 拍車 を かける ようになつ たこと は 否定で きない。 

二 

久高 島の ク ボウの 森の 神 を祀る ノロ は、 「て だが 穴の 司 子」 とも 呼ばれた ところから、 太陽神 を つかさどる 巫 

女に ほかなら なかった と考えられる。 久高 島に かぎらず、 古琉 球の ノロた ち は 太陽と 密接な 関係 を 有して いた。 

『おもろ さう し』 をみ ると、 「こいしの」 とか 「あけし の」 という 神 名 を もつ ノロが 出て くる。 「こいしの」 は久 

米 島の ノロで ある。 また 「あけし の」 は 今 帰 仁の 勢理 客の ノロで ある。 両者に 共通な 「しの」 は、 しののめの 

「しの」 であろうと 考えられ ている。 「あけし の」 といえば、 明け方の 「しの」 の 意で ある。 

『おもろ さう し』 に は 「てるしの」 「てる か は」 という 対語が 出て くる。 「てる か は」 は 照る 曰と 解す る ことが で 

きる。 つまり 太陽で ある。 それに 対する 「てるしの」 の 「しの」 もまた 太陽で ある こと は 推察が つく。 琉 球の 最 

古の 辞書で、 十八 世紀の 初頭に 編纂され た 『混 効験 集』 に は 「てるしの」 と 「てる か は」 を 双方と も 「御 日の 

事」 と 注して いる。 村 山 七 郎氏は 『おもろ さう し』 に 出て くる 「てるしな の 真 庭」 という 語の意味 を 「照る 日 神 

の 真 庭」 と 解し、 日 神の 祭りの 場所の 美称で あると 説明して いる。 そして さらに 『日本書紀』 推 古 天皇 二十 一年 
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の条に 見える 「しなて る片岡 山」 の 「しなて る」 もまた、 『おもろ さう し』 の 「てるしな」 とおなじように 太陽 

のこと だとい う。 村 山 説に したがえば、 「しなて る」 が片岡 山の 枕詞と なって いるの も 理解で きる。 すなわち そ 

れは 「片」 の 「か」 の 枕詞で あり、 「か」 は 「日」 を 意味して いるので あろう。 村 山 氏 は、 『古今 集』 に、 「明け 

行く」 にか かる 枕詞と して シノ • ノ • メが あり、 それ はもと もと 太陽の 目の ことであった として、 マライ 語で 太 

陽 を マタ. ハリと 呼ぶ のと 対比 させて いる。 マタは 目、 ハリは 太陽の 意で ある。 マ タ • ハリ (太陽の 目) という 

表現と シノ  •  ノ  •  メ という 表現の あいだに は、 なんらかの 関連 すら 推定され ると 村 山 氏 は 言う。 この 「しの」 が 

琉 球の ノロの 神 名と なって いる こと は、 巫女の 役割 を 知る 上で 手がかり となる。 古代 日本で も アマ テラスと かォ 

ォ ヒル メムチ と 呼ばれる 最高の 巫女が あった。 ヒル メ はふつ う 日の 妻と 説明され ている。 また やや 下って は 照 日 

の 前と か 照 夜の 前と か 照 手 姫な ど 「照」 という 字の つく 巫女 も 見受けられる。 それに 照応す るよう に 『おもろ さ 

うし』 に は、 「照る きしゃき (妃 )」 「照る 真物」 「照る 雲」 「照る 日」 など 「照る」 を 冠す る 神 名 を もつ 神 女が 多い 

ことが 目立って いる。 

さきに、 奄 美で はゴ ホウ ラを テル コ ニヤ，' と 呼ぶ が、 テル コは 太陽の 古名で ある こと を 述べた。 奄美ゃ 伊平屋 

島で は テル コ、 ナルコ の 神が 信奉され ている。 テル コのコ は テル カヮ のカヮ とおな じで あり、 太陽 を 意味す る。 

テル コの 対語で ある ナル コのコ もまた 太陽であろう。 では ナルと は 何 を 指す か。 ここで 思い起こ すの は、 朝鮮語 

で ナルは 太陽 または 日 を 意味 するとい う 事実で ある。 モンゴル 語で はナ ランと いう。 こうした ことから ナルコ の 

ナル もまた 太陽 を 指す ので はない か、 と 推測され る。 もし この 想像が 妥当で あると すれば、 古代 琉球 語と 朝鮮語 

の 間の 語彙の 親 縁 関係が 成立す る。 

古琉 球の 神 名 または ノロ の 名に 太陽に ちな む 語が 冠せられ るの は、 東方の 海上で 毎朝 演じられる 光と 色の 荘厳 

な 交響楽に 接した ときの 感動 を 投影した ものであると 思う。 それ はおな じ 太陽 を 表象す るに しても、 アマ テラス 
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のように 権威 づけら れ、 抽象化 された 国家 神で はありえない。 たとえば 久高 島で は、 暁の 神の こと を アキ クチの 

神と いう。 『おもろ さう し』 にも 「今日の 明け 立ちに、 東方に 見やれば、 て だが 穴に 見やれば」 と あるが、 「明け 

立ち」 は あけぼの のこと である。 宮 古島で は 暁の 神の こと を テキ ドラの 神と いう。 暁 空の 意と 思われる。 

久高 島の イザイ ホ ー の 祭りの 第 一 日 目の 夕方に 行なわ れ る 行事 を 「夕 神 遊び」、 第二 日 目の 夕方の 行事 を 「あ 

かとき 神 遊び」 と 呼んで いる。 こうした うつくしい 呼称が 生まれた の は、 古代 ギリシア 人が、 薔薇色の 指 を もつ 

曙の 女神 ェ ォス をた たえた ように、 久 高び とが 太陽の のぼろう とする 寸前の 時刻に あらわれる 神 を アキ クチの 神 

と 呼んだ ことと 無縁で はない。 『古事記』 にも 曙 立 王と いう 人物が 登場す る。 古代 日本で 暁と 夕方 は 神々 の 時間 

帯であった。 しかし、 南 島で は 大自然の 神秘 は 本土よりも はるかに 鮮明 かつ 強烈に 感受され るので ある。 

これまで、 古琉 球の 巫女の 神 名が、 太陽に かかわる 例の 多い こと をみ てきた が 「てだしろ」 という 神 名 を もつ 

馬天ノ  口 もまた その 一 人であった。 

今日、 久高 島に 通う 定期船 は、 馬 天 港から 出る。 その 港の ある 馬 天 湾 は、 第一 尚 氏の 王朝 を 開いた 尚 巴 志 を ま 

つる 佐 敷 村の 月し ろの 宮 から 一望に 見渡せる。 尚 巴 志の 父 は 尚思紹 であり、 尚 思紹の 妹が 馬 天 ノロで ある。 馬 天 

ノロが 美貌であった こと は、 『おもろ さう し』 巻 十三に 「きこへば てんの ろ、 みやげ ぼし やの わかいき よ、 しの 

び あぐみち よに、 まぶる かみ そわて、 まぶら れて かよい、 ふさよ わち へ」 と 記されて いるので も 分かる。 この 古 

謡に は どこか 民謡の 句い がする。 仲 原 善忠の 解説で は、 馬 天 ノロが 恋しく 思う 若い 人、 その 人が 守護神に 守られ 

て 馬 天 ノロに 通い、 首尾 をと げたと いう 趣旨と いう。 もちろん、 馬 天 ノロ は 一人と 考える 必要 はない。 佐 敷 村の 

馬 天 嶽には 代々 世襲の ノロが 居住して いて、 それ はみ な 馬 天 ノロと 呼ばれて いた。 その 中の 一人が 美貌で 浮 名 を 
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流した わけ だ。 

馬 天 ノロに ついては 『琉球 国 由来 記』 巻 十三、 大里 間切の 与那原 村の 条 にも 次のように ふれられ ている。 

昔、 聞 得 大君が 久高 島の 祭礼の ために 久髙 島に 渡ろうと して 洋上で 逆風に あい、 どこか 分からな いが 日本 本土 

に 漂着して、 そこで 長年 月 をす ごした。 たまたま 琉 球が 旱魃に 見舞われ、 七 力 月に も 及んだ とき、 巫女た ち は 聞 

きみ ま もん 

得 大君が そうした 境遇に いるので、 旱魃が 起こった の だと 言いあった。 海の 神の 君 真物の 託宣に、 聞 得 大君 は大 

和に 滞在して いるから はやく 迎えて こいとあった ので、 馬 天 ノロが 船頭と なり、 大城 ノロ も 加わって、 女ば かり 

で 船に のりこみ、 聞 得 大君 を 大和から 連れ 帰った。 船 は、 馬天瀉 原に 着いた。 斎場 御嶽の 真下の 港に 着いた とい 

う 説 も ある。 聞 得 大君 は 首 里に 帰る の を はばかって、 大里 間切の 与那 原の 浜の 御殿に 生涯 をお くり、 死んだ のち 

に は与那 原の 瑞嶽に 葬った。 聞 得 大君の 骨 は 石 厨子に おさめて、 瑞嶽 の御ィ ベと して あがめた てまつつ た、 とい 

う 話で ある。 

瑞嶽 はまえ にも ふれた ように 『おもろ さう し』 に 「あがる いの 瑞嶽」 とか 「て だが 穴の 瑞嶽」 とかうた われて 

いる 聖地で ある。 また 聞 得 大君が 帰 島 後 住んだ という 与那 原の 浜の 御殿と いうの は 『琉球 国 由来 記』 にも 出て く 

お あらお 

る。 それによ ると 聞 得 大君の、 任官の 儀式の 御 新 下りのと き、 浜の 御殿に ほど 近い 親 川の 井戸の 水 を 額に つける 

義式 をお こなう と ある。 こうした ことから、 そこに 東 御 廻 どいつて 沖 II 本島の 東方の 聖地 を つぎつぎに 巡拝す る 

儀礼の 場所の 一 つと なって いる。 この 浜の 御殿 や 親 川の ある 与那 原の 港 は、 尚 巴 志が 異国 商船と 交易した 港で あ 

る。 そして 久高 島との 交流 も 昔 はこの 与那 原の 港 をと おして おこなわれ ていた こと を 念頭に おく 必要が ある。 

さきの 話で 馬 天 ノロと 聞 得 大君の 関係が 語られて いる。 馬 天 ノロの 神 名 は 「てだしろ」 すなわち 太陽の 依 代と 

いう 意味 を もっていた。 馬 天 ノロ は 尚 思 紹の妹 だけで はなく、 代々 「てだしろ」 を 世襲し 名乗って いたと 考えら 

れる。 しかし 琉球王 府に聞 得 大君 を 頂点と する 宗教 組織が 完成した とき、 馬 天 ノロの 神 名の 「てだしろ」 は 取り 
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あげられて、 聞 得 大君の 神 名と なって しまった。 それ は琉 球の 祭祀に 関する 最高の 権力が、 第一 尚 氏に 属する 馬 

天 ノロから、 第二 尚 氏の もとに ある 聞 得 大君に 移った こと を 意味す る。 そのこと を 示す 文章が 『琉球 国 由来 記』 

の 佐 敷 間切 新 里 村の 条に 載って いる。 それによ ると、 聞 得 大君が、 御 新 下りのと き、 馬 天 ノロ は与那 原で、 聞 得 

大君の 前に 出て 女御 唄の ふしで 「てだしろ」 の 神と いう 御名 をた てまつつ たという。 そして 自分の 神 名が 聞得大 

君の 神 名と おなじで あるの はお それ 多い と 言って、 神託 をう けて ヨナワ シ大 神と 改名した という。 ヨナワ シは世 

直しであろう。 これ は 自発的な 行為の ようで あるが、 じっさい はそう では あるまい。 神 名 を ゆずった の は そこに 

こめられた セジ (霊 威) を ゆずる ことで、 そうした の は 宗教 的な 権力の 譲渡 をせ まられ たからに ほかなら ない。 

そして 第 一 尚 氏から 第二 尚 氏へ と 宗教 権力が 移った の は、 久高 島の 祭祀 組織に も 微妙な 影響 を 与えずに はす まな 

か つ たと 私 は 考える。 

「て だが あな」 や 「にらい かない」 を 東方に 想定す る 信仰 は、 第一 尚 氏が 沖繩 本島の 東海岸 を 根拠地と して さか 

えた 歴史的 背景と 重なりあって いるが、 それ は 第二 尚 氏の 時代に いっそう 強化され た。 第二 尚 氏 はむしろ 第一 尚 

氏の 信仰 を 完成 させ、 それ を そのまま 自分の 信仰の 基盤と したと みて さしつかえない。 そして その 信仰 は、 国王 

ならびに 聞 得 大君の 東 御 廻に よ つても つ とも 明確に 表明され た。 

『琉球 国 由来 記』 巻 十三に は、 四月の 稲の ミシ キヨ マの ときには、 隔年 ごとに、 琉球 国王が 聞 得 大君 以下 群臣 を 

ひきつれて 東 御 廻 をお こなった と ある。 ミシ キヨ マはシ キヨ マ または シチ ュ マと もい われ、 『混 効験 集』 に は 「米 

麦の 御 初 をい う」 と 説明され ている。 ミシ キヨ マの ミは 美称で ある。 シ ケは聖 なる 意味で ある。 島 袋 源 七 は 「御 

食膳 魂」、 つまり ミケッ 神の ことと 解して いる。 琉球 国王 は 各所 を 巡拝した あと、 玉 城に 足 をのば すが、 太古に 
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ァ マミ キヨが ギ ライカ ナイ (二 ライカ ナイ) から 稲の 種子 を もってき たの を、 玉 城 村の 百 名と いう 所の 人が、 稲 

の 作り方の 教え をう けて、 浜 川 浦 原の 親 田で はじめて 稲作 をした。 稲の 作り方 を 伝授され た 人はァ マミ キヨから 

米 之 子と いう 名 を 与えられた。 国王が 行幸 するとき は、 その 親 田の 稲で シトギ を こしらえて 献上す る ことにな つ 

ている という。 この 『由来 記』 の 説明で も 分かる とおり、 琉球 国王の 東 御 廻の 最 重要な 目的 は、 ミシ キヨ マと 呼 

ばれる 稲の 穂 祭の ためであった。 

さて、 国王 や 聞 得 大君が 東 御 廻に 出かける ときのお もろが 『おもろ さう し』 巻 二十 二に まとめて 載せて ある。 

まず 首 里 城 を 出発す る ときには 

昔 はじまり や 

て だ こ う ふぬ し 

太陽 子犬 主 や 

清ら や 照りよ われ 

という 国王 讃美のお もろが うたわれる。 つぎに 与那 原で は 

聞 得 大君ぎ や 

とよむ せ だか 子が 

さしぶ 降れ 直ち へ 

という 聞 得 大君 讃美のお もろが うたわれる。 聞 得 大君 は 世に 知られた セジ (霊 或) の 高い 方で、 神霊 を やどした 
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神 女が 天から降り てきて、 という 意味で ある。 

与那 原に ある 「浜の 御殿」 は 天女が 天降りし たという 伝説の 地で、 『由来 記』 によると ァ マオ レツ カサ という 

神 名 を もつ 拝 所が ある。 『おもろ さう し』 の 歌 も その 伝説 を ふまえた ものであろう。 また 与 那原を 出で立つ とき 

うたわれ るお もろに 「あきり 口」 という 言葉が 出て くる。 『由来 記』 に アキ リ嶽 という 名が 出て くるから、 その 

御嶽の 入口と も 見える が 『おもろ さう し 辞典』 に は、 「あきり 口」 を 地名と して、 二 ライカ ナイ 寄りの 上り口で、 

与那 原の 浜の ことで あろうと 記されて いる。 こ の与那 原の 浜に は ォゥァ ガリの 島から 赤い 髪の 色 をした 男女が と 

きた ま 渡つ てく る ことがある という 噂 を 伊波 普猷は 幼い 頃に よく 聞いた という。 私 も 沖 永 良 部 島で 旧正月の 三日 

間、 赤い 髪 をした 童子が ォゥァ ガリ 島から やってくる という 話 を 聞いた ことがある。 この ォゥァ ガリ 島 は 現実の 

大東 島で はなく、 遠い 東方 洋上の 二 ライカ ナイ 島 を 指す ものと 思われる。 

そして 注目され る こと は、 「て だが あなの みつたけ」 と 『おもろ さう し』 に 記された 与那 原の 瑞嶽 も、 この 浜 

の 御殿の すぐ 近くに ある ことで ある。 したがって そこ は 二 ライカ ナイの 入り口で あり、 かつまた 太陽の 穴で あつ 

た。 

琉球 国王なら びに 聞 得 大君 は与那 原から 尚 巴 志の 祖父の 佐 銘川大 主 を まつる 馬 天 御嶽に むかう。 この 御嶽 は 一 

九 五 九 年、 大雨の ために 山く ずれ を 起して あとかたもなくな つてし まった。 次に 立ちよ る 場所 は 尚 思紹、 尚 巴 志 

父子の 居城であった 佐 敷 城で、 今 は そこに 「月し ろの 宮」 がた てられて いる。 その あと、 知 念 村の 知名 解の 海岸 

にある 御テダ 御井 を 遥拝し、 斎場 御嶽に むかう。 そこ は琉球 王府の もっとも 尊崇す る 拝 所で、 聞 得 大君の 就任の 

ための 御 新 下り も ここでお こなう。 斎場 御嶽から 知 念 城へ むかう。 知 念 城への 道 は 現在 も でこぼこした 古い 石畳 

の 道で、 それが 山 坂の 中途まで つづいて いる。 山頂 近くに 切り石 積みに なった ァ ー チ 型の 正門が 東の 方 をむ いて 

いる。 また 北向きの 裏門 も ある。 その上 方に 野づら 積みに なった 古い 城壁が あり、 石垣の かこいの 中に 拝 所 も あ 
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る。 うっそう とした 樹木と 石垣の あいだから はるかに 東方の 海が ひらけて 見える。 城内の 西が わの 奥に は、 男子 

禁制の 久高 遥拝 所が ある。 

『おもろ さう し』 の 巻 十九に は、 知 念 もりぐ すく をうた つた ものが いくつか ある。 その 一 つに 

.0^ 含 もりぐ すく 

あまみき よが 

宣立 てはじめ のぐ すく 

というの が ある。 アマ ミキ ョ (アマ ミク) が はじめて 神に 祈った 城と いう 意味で ある。 

この 知 念 城内に ある 御嶽 は、 『由来 記』 に 「城内 友 利 之嶽」 と 述べられ ている。 友 利と 友 盛が 同 一 である こ と 

は、 浦 添の 安波茶の 御嶽 を 『琉球 国 由来 記』 は 「トモ リ嶽」 と 記し、 『琉球 国 旧記』 は 「友 盛嶽」 と 記して い る 

ことで 明らかで ある。 さきの 与那 原の 瑞嶽は 『由来 記』 によると、 「友 盛の 嶽」 となって いる。 そして この 「み 

つ だけ」 と 「知 念 もりぐ すく」 がと もに 「て だが あな」 と 称せられて いるの は その 呼称の 同 一 と 無縁で はない 気 

がする。 

国王なら びに 聞 得 大君 は 知 念 もりぐ すくから、 知 念 城の 真下の 泉に 立ちよ る。 ここで またお もろが うたわれる- 

この 知 念 御井のう しろの 崖 下に 内 川と いう 田が あって、 そこに 御井の 泉の 水 は 流れ 入る。 『由来 記』 によると、 

この 田はァ マミ キヨが はじめて 稲 を 植えた ところと されて いる。 稲穂 祭のと き は、 その 田から 稲穂 をと つてき て- 

すり くだき、  水に 練って 半分 は 根 神に ささげ、 半分 は 神前に そなえる ことにし ている という。 

そこから 国王 一 行 は 玉 城 間切の 百 名 海岸に むかう。 
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そこに は 海中に 丸い 石が あって まつられ ており、 満潮に は それ は 見えなくなる。 この ャ ハラ ヅカサ は アマ ミキ 

ョが はじめて 上陸した 地点と 伝えられ、 ォゥァ ガリの 島への 遥拝 所と なって いる。 久高 島の 南端と コマ 力 島、 ァ 

ドキ 島が 一 直線に 見える ところから、 この 百 名 海岸に ァ マ ミ キヨが 渡って きたと いう 伝承が 生まれた のであろう- 

ャ ハラ ヅカサ の ある 海岸に 浜 川 御嶽が あって、 清水が 湧き出し ている。 その 真上に ャブ サッの 森が ある。 有 岐* 

対 馬から 九州の 西海岸に かけて ャボサ や ャプサ と 呼ばれる 神聖な 森が 分布して いるが、 ャ ブサッ という 御嶽の 名 

はお そらく それと 関連が ある。 そこに は 本土からの 文化の 影響が みとめられる。 

うきん ず はいん ず 

国王 はャ ハラ ヅカ サ、 浜 川 御嶽、 ャブサ ッの森 をへ て、 受水走 水に むかう。 そこ は 百 名の 南方の 海岸に 近い 場 

所で、 森の そばに 清水の 湧き出る 二つの 泉が ある。 一 っを受 水と いい、 もう 一 つ を 走 水と 呼んで いる。 受 水に 面 

して 五坪 ほどの 田んぼが ある。 それ を 御 穂 田と いう。 伝説に よると、 昔、 一羽の 鶴が 稲の 穂 を くわえて 南の 方 か 

ら とんで きたが、 この 百 名の 海岸の カラ ォカハ というと ころに 落ちて 死んだ。 その 鶴の くわえて いた 稲の 穂が 発 

芽した ので、 ァ マミ キヨが それ を 受水走 水に 移し 植えた という。 国王と 聞 得 大君が 稲の 穂 祭の ために 巡幸す ると 

き、 御 穂 田の 稲で シトギ を 作つ て 献上す るなら わしであった こと は 前に 述べた。 

さいごに 国王が 立ちよ ると ころ は、 玉 城 城内の 雨粒 天 次の 拝 所で ある。 これ は 「天つ ぎ あまつぎ の 御嶽」 とも 

呼ばれて いる。 玉 城 城 は 一 名 を 「あま つづ 城」 ともいう。 そこで もお もろが うたわれる。 国王 は これらの 聖地 巡 

礼 をお えて、 また 首 里 城へ もどって いくので ある。 

これら 琉球 国王の 巡拝 地 をみ ると いくつかの 特徴が ある。 琉 球の 史書で ある 『中 山 世鑑』 に は、 ァ マミ キヨが 

まず 沖 織 本島の 最北端に あたる 国 頭の 辺土の 安須 森、 つぎに 今 帰 仁の カナ ヒャブ をつ くった と ある。 その あと、 

知 念 森、 斎場 御嶽、 藪 薩の浦 原 (ャブ サッの 御嶽)、 玉 城の アマ ッヅ (玉 城 城) をつ くり、 さらに 久高 島の クボ 

ゥの森 をつ くり、 また 首 里 森 や 真 玉 森 をつ くった という。 このように ァ マミ キヨの つくった とされる 聖地のう ち- 
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知 念 社ぐ すく、 斎場 御嶽、 ャブ サッの 御嶽、 玉 城 城が、 東 御 廻の 国王の 巡拝 地と なって いる。 つぎに、 ォ ゥァガ 

リの 島から 二 ライの 神が 渡つ てきて 上陸す る 聖地と おもわれ ていた 与那 原の 浜の 御殿 ゃャ ハ ラ ヅカサ などが 巡拝 

の 対象と なる。 そのほか、 馬 天 嶽ゃ上 城 (佐 敷 城) など 第一 尚 氏の 時代に もっとも 尊崇され たと ころに 立ちよ つ 

ている ことから みれば、 第二 尚 氏 も 第一 尚 氏の 時代の 信仰 を そのまま 引きつい だので ある。 古琉 球の 信仰と それ 

に つづく 第 一 尚 氏の 擡頭した 時代の 信仰との 混在 を そこにみ る ことができる。 

『中 山 世鑑』 巻 一 に は 次の ような 話が ある。 

ァ マミ キヨが 天に のぼって 五穀の 種子 を もって かえり、 麦、 粟、 菽 (豆類)、 黍な どの 数 種 を はじめて 久高島 

にまい た。 そして 稲 を 知念杜 城の 下の 知 念 御井と 玉 城 村の 受 水に まいた。 そうすると、 麦 は 春のう ち、 稲 は 夏の 

はじめに 熟した ので、 神 祭 をお こなった。 そこで、 各地で 春 夏 四 度の 神 祭 をした。 琉球 国王が 二月に 久高 島に 行 

幸し、 四月に は 知 念、 玉 城に 行幸す るの もそう した ことから はじまった 云々。 

これまでみ たように、 四月に おこなわれた 知 念、 玉 城への 国王 や 聞 得 大君の 巡幸 は、 稲の シ キヨ マ、 つまり 稲 

の 穂 祭 を 目的と した ものであった。 それにた いして、 国王 や 聞 得 大君の 二月の 久高 巡幸 は、 麦の シ キヨ マ、 つま 

り 麦の 穂 祭の ためであった。 久高 島に は 昔から 今にいた るまで、 稲 は そだたない。 

国王 や 聞 得 大君 は、 与那 原の 浜の 御殿の 近くの 港から、 船に のった。 そうして 船が 久高 島と 与那 原の 中間に あ 

る 知名 岬の 海岸の 御テダ 御井 (太陽の 泉) のと ころまで くると、 海岸の 岩の 間から 湧き出る 泉の まえに 船 をと め 

て、 冒頭に しるした 「東方の 司 子、 吾が 崇べ司 子」 というお もろ をうたい、 海上の 波風の しずかな らんこと を 祈 

つたので ある。 久高 島と 沖 織 本島の 東海岸の あいだの 海 は、 潮流が 烈しく、 また 秋のお わりから 春の はじめに か 
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けて、 ひどく 荒れる。 聞 得 大君が 久高 島の 祭礼の ために 海 を 渡る 途中、 逆風に あって 日本 本土に 漂着した という 

伝説 はすで に 述べた。 そこで 海上 安全の 祈願 も 必要だった ので ある。 知名 や 安座真の 海岸で は、 国王の 乗った か 

ご を かご かきが 高く 差し あげ、 足で 潮 を 蹴立てる 行事 もお こなつ たらしい。 

久高 島に は 伊敷 泊 (イシ キ浜) というと ころが ある。 『琉球 国 由来 記』 巻 十三に は、 昔、 久高 島に アナ ゴの子 

に ー ちゆ 

という 人が いた。 この 人 は久高 島に はじめて 住んだ 根 人であった。 あるとき 伊敷 泊に 出て みると 白い 壺が 波に 浮 

きながら 岸に 近づいて きた。 アナ ゴの 子の 女房の アナ ゴの姥 がみ そぎ をして その 壺の中 をみ ると、 麦、 粟、 黍、 

扁豆 などの 種子の ほか、 クバ ゃァザ 力と いう 樹木の 種子が はいって いたと いう 話 を 伝え、 伊敷 泊に はギ ライ 大主 

と 力 ナイ 真 司の 二 神 を まつる としてい る。 ギ ライ 大主は 二 ライカ ナイの 神に ほかならぬ。 この 話 は 『遺老 説 伝』 

にものって いるが、 それによ ると 主人公 は アナ ゴの子 や アナ ゴの姥 ではなく、 玉 城 村の 百 名に 住む 白 樽と いう 男 

とその 妻と した ミントンの 娘と いう ことにな つてい る。 この 夫婦が 久高 島に 渡って はじめて 住んだ という。 私が 

玉 城 村の 古老に 聞いた ところでは、 一 一人 はいと こ 同士で 結婚した ので 追放され て久高 島に 渡った という。 

ここで 問題に したいの は 白 樽と いう 名で ある。 樽 は太郎 である。 南 島で は 誕生す る こと を シラと 呼んで いる。 

産室の 炉に もやす 火をシ ラビと いい、 刈りと つ た 稲 を 穂の ついた まま 積んで おくの をシ ラ とか シ ラマ ズン とか 呼 

んで いる。 稲 をシラ チヤ ネ (白 種子) といって いるの もこれ に 関連が ある。 こうした ことから 白 樽が おそらく 稲 

に 縁の ある 名だろう と 推察す る ことができる。 しかし 白 得 夫婦が 百 名の 海岸から 渡って いった 久高 島に は、 稲 は 

栽培で きない。 さきの 話で も、 伊敷 泊に 流れつ いた 壺の 中の 穀物に 稲の 種子 はない。 そこで、 この 説話 は 久高島 

- いら 百 名の 海岸へ という コ ー スを 逆転 させた ものである とみる ことができる。 そう 考えない と、 なぜ 国王 や 聞 得 

大君が 久高 島まで わざわざ 出かけて い つ たか、 その わけが 分からなくなる。 

『中： q 世鑑』 に は アマ ミキ ョが久 高 島の ク ボウの 森 をつ くつ たと あるが、 アマ ミキ ョ はまず 久高 島に 足が かり を 
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得て、 その あと 知 念、 玉 城に 上陸した のであろう。 大昔 ォゥァ ガリの 島から 人が やって きて、 まず 玉 城 村の 百 名 

海岸に ある ャ ハラ ヅカサ に 上陸し、 その上 方の 浜 川 御嶽で しばらく すごして いたが、 のち 玉 城 村 仲 村渠の ミント 

ン に 居住した という 伝説が 地元に 残つ ている。 ミントン はァ マミ キヨ の 種族が はじめて 住んだ ところと いう 口碑 

も ある。 こうした 伝説 口碑の 背後に は、 久高 島から 知 念、 玉 城へ と 伝播して いった 文化の 流れが 暗示され ている 

だろうと 思う。 

さて、 久髙 島で は 国王 や 聞 得 大君 は、 まず 五穀 発祥の 伊敷 泊で 東方の-一 ライカ ナイの 神 を 拝んだ あと、 島の 草 

分けの 家で ある 根 所へ いったよう である。 この 島は久 高と 外 間の 二 村に 分かれて いた 時代が あり、 いまでも 久高 

根 所と 外 間 根 所が ある。 『おもろ さう し』 巻 十九に r 久高 集め 庭」 「外 間 集め 庭」 と あるの が、 それであろう。 中 

国の 冊 封 使の 夏 子 陽の 『使琉 球録』 に は 「五穀 成る の 時、 女王 必ず 渡海して 孔達佳 山に 至り、 成熟す る もの 数 穂 

を 採りて 之を嚼 めば、 各 山すな わち 敢えて 獲す。 若し 女王 未だ 嘗めざる に、 而も 先に 穫る者 之 を 食 すれば、 立ち 

どころ に敝 死る」 と ある。 孔達佳 山 は久高 島の ことで ある。 倉 塚 曄子氏 も 指摘す るよう に、 これ は久高 島の ミシキ 

ョ マの 儀礼 を 思わせる。 倉 塚 氏 はミシ キヨ マと 聞 得 大君の 御 新 下り をつ なげて 考えて いるが、 そこに は 本土の 新 

嘗 祭と 大嘗 祭と の 関連からの 類推が 働いて いるので あろう。 

では 琉球 国王なら びに 聞 得 大君の 久高 島への 行幸 はいつ から はじまつ たか。 『中 山 世鑑』 巻 四に は、 昔、 知 念 

ゃ久 高へ 行幸の ときには 供奉の 人た ち を ねぎらう ために、 与那 原で 酒 食 をた まわる の を 恒例と していた が、 成 化 

年間の はじめ、 尚徳 王が 久高 島に 行幸して 与那 原に かえった とき、 酒 食 を もた まわらず、 はやく 首 里 城へ かえる 

乗物 を 出せと やかましく 言った ので、 側近の 者が 尚徳王 をい さめた という 記事 をのせ ている。 これ をみ ると、 久 

高 島 行幸 は、 すでに 第一 尚 氏の 最後の 王で ある 尚徳 のとき は おこなわれ ていた ことが 分かる。 その 起源 はさら に 

さか の. ほる ことができ るだろう。 
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尚徳 王と 久高 島との 関係 は 密接で ある。 尚徳 王が 久高 島の ノロの クニ チヤ サ (国 笠) と 恋に おちいり、 首 里に 

かえる こと を 忘れて いるう ちに、 首 里 王城で は 革命が 起って 王妃 も 王子 も 殺された。 尚徳 王は久 高から かえる 船 

の 中で その 話 を 聞かされ、 海に 投身して 死んだ、 という 話が 民間に 伝えられて いるが、 琉 球の 正史 は尚徳 王の 死 

の 原因に ついては 何も 記して いない。 当時 二十 九 歳の 尚徳王 は、 第二 尚 氏の 手に かかって 殺害され た 公算が 大き 

い。 そこで 第二 尚 氏 は 尚徳が 美女の 愛に おぼれて 国政 を かえりみなかった という 噂 を 故意に 流した のか もしれ ぬ。 

久高 島で はこの 恋の 話の 結末と して、 大里 家の 系統の クニ チヤ サは ノロの 地位から 落とされて、 根 神と なった と 

いう 話 を 伝えて いる。 そのかわりに、 外 間 家の 女性が ノロに 昇格した というの である。 この 話 は 第一 尚 氏の 没落 

と 第二 尚 氏の 勃興と が久高 島の 祭祀 組織に 大きな 変化 を 与えた ので はない かとい う 推察 を 可能に する。 聞 得 大君 

を 頂点と する 祭祀 組織が 完成した の は 第二 尚 氏の 尚 真 王のと きで ある。 そして 聞 得 大君の 御 新 下りのと きに 活躍 

する のが 外間ノ  口 である こと を 思えば、 こ の 想像 は あるた しか さ を もち 得る ので はない か。 

琉球 国王の 久高島 行幸 は 尚 真 王の 次の 尚 清 王のと きも おこなわれた。 尚 清 王が 久高 島からの 帰途、 海が ひどく 

荒れた ので 家臣が おもろ をうた つたと ころ、 波が しずかに なって、 無事 与那 原に つく ことができ たという 記事が 

『球 陽』 巻 之 四に ある。 同書 巻 之 七の 尚貞 王のと きに、 「はじめて 久高 島の 御殿 を こぼつ」 という 記事が 見受けら 

れる。 こうして 一六 七三 年から 以後 は 国王の 行幸の かわりに その 名代が 久高 島に 派遣され る ことにな つた。 国王 

が 参詣す る 二月 ごろ は 東風が 吹いて 海が 荒れて 危険で あると いう ことのほかに、 諸 経費が かかる という 理由が あ 

げられ ている。 

ここで 聞 得 大君の 御 新 下りに ついて ふれて おきたい。 山 内盛彬 氏の 「聞 得 大君と 御 新 下り」 によると、 聞得大 
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その ひ やん うたき 

君 は 出発の 当日の 早朝、 正装して 首 里の 御殿 を 出、 女官 ゃノ  ti を したがえて 園 比屋武 御嶽に 参詣し， それが すむ 

と 白馬に またがり、 東方 を 目指した。 ノロた ち は、 クェ ー ナを 斉唱しながら あとに したがった。 大君の 一行 は 昼 

頃に は与那 原に 着き、 親 川の 井戸の 水で 水 撫で をお こなった。 この 儀式 は 魂の 再生 を 意味す る。 そのと き大 里と 

ぎ の ノロ や 根 神た ち は、 親 川と 地つ づきの 稲福 親 雲上の 庭で、 おもろ の 謡に 合わせて 踊った。 ノロと 根 神の 

服装 は、 油気 を 落とした 洗い髪 をう しろに 垂れ、 白い 神 衣装で 斎戒沐浴した 精進 すがたで ある。 

与那 の 儀式が すむ と、 午後に は 目的地の 斎場 御嶽に むかって 出発す る。 そこ はもと は 男性の 出入が 禁制され 

ち ふい じん  うじょう ぐち 

ていた 聖地であった。 夜お そく 斎場 御嶽に 到着。 聞 得 大君が その 夜と まる 貴婦人 御殿のお 仮屋から 御門 口までの 

神道に は、 久高 島から わざわざ 運んだ 白砂が 敷き つめられ ている。 久高 島の 外 間 ノロが 白馬に またがり、 数多く 

の 根 神た ち を したがえて 入って くると、 玉 城 ノロた ちが 出迎えて、 きまった 席に 案内す る。 

全員が そろった ところで 大君 はお 仮屋 を 出て、 御門 口から 大庫理 (大広間) にむ かう。 大庫理 では、 大君が 神 

に 祭り を はじめる 報告 をお こなう。 その あと 寄満 にむ かう。 寄満は 貢物の あつまり 満ちた 台所と いう 意味で、 寄 

満で 太陽の 神に 貢物の 豊富 さ を 感謝す る。 それが すむ と 大君の 一行 はさん 庫理 にむ かう。 さん 庫理の 手前に は、 

二 枚の 大岩 がよりか かって 三角形の 穴 を 形造って いる。 斎場 御嶽の 中で、 造化の妙 を もっとも 思わせる 場所で あ 

る。 この 岩の 穴 は 「て だが 穴」 に 相当す ると 仲 松 弥秀氏 は 言う。 三角形の 穴 をく ぐった さきの 数 坪の 空地が さん 

庫 里と f ばれる ところで、 大庫理 とおな じく 広間の 意で ある。 そこから 眺める と 東方の 海が 開け、 真東に 久高島 

が ほそながい 姿 を 横たえて いるの がみえ る。 そこ は久高 遥拝 所と なって いる。 さん 庫理の 右手の 岩の 上が キヨ ゥ 

ノ ハナ (チヨ ウノ ハナ) である。 聞 得 大君 はどうし てさん 庫理に おもむく か。 大庫理 で 聞 得 大君に セジ (霊 威) 

をつ ける ために はまず、 二 ライの 神 を久高 遥拝 所に 招く 必要が ある。 仲 松 氏に よると、 久高 島から 招かれた ニラ 

f の 神 ま キヨ ウノ ハナに とんで きて、 そこから 垂直に 下って、 香炉のお いて ある 「クバの 下の 御 神」 の 拝 所に 降 
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りる。 そこから 三角形の 「て だが 穴」 をと おって、 聞 得 大君の 就任式が おこなわれる 大庫理 にいく という。 

さて 大庫理 での 儀式 は 真夜中に おこなわれる。 司祭 は久高 島の 外 間 ノロで あり、 司会 は 玉 城 ノロで ある。 上座 

は 聞 得 大君の 席、 その 左右に 洗い髪、 白装束の 久高 島の 外 間 ノロ 以下の 諸 ノロが まるく 輪 をつ くって すわる。 神 

前に は 水、 神酒、 洗米 を 供えた。 

式の はじめに、 外間ノ 口 が 聞 得 大君の 頭に 王 冠 をのせ て r チ フィヂ ンミゥ シジ」 (聞 得 大君の 御セ ジ) とと 

なえる。 祈禱に 移る と、 ノロた ちが 総立ちと なって、 ャ ラシ ー タエ ー ナを となえる。 それから 神前に 供した 水 を、 

うび な 

外 間 ノロの 指先に つけて、 大君の 額 を 三度 撫でる。 これ は 水 撫でで あり、 大君の 身心 はすつ かり 生まれ変わる。 

そしてい よいよ セジ (霊 威) つけで あるが、 その 方法 は、 お供えの 洗米 を 三 粒、 外 間 ノロの 手で 大君の 頭に のせ、 

神 名 をた てまつ る。 このと きから セジが 聞 得 大君の からだに やどる ようになる。 その あと、 神酒 を 大君と ノロが 

飲み あい、 他の 神人た ち もお 相伴に あずかる。 これ は 神人の 誓い をむ すぶ 作法で ある。 儀式が すむ と、 聞 得 大君 

は 貴婦人 御殿と 呼ばれる お 仮屋に 入り、 金屏風 をた てまわした 部屋に やすむ。 そのと き、 むしろ を 二 枚 敷き、 黄 

金の 枕 を 二つ 用意す る。 これ は 神の 嫁と なる ための 儀式で ある。 あくる 朝 は、 日の出 を 拝し、 午前中に 式 を 閉じ、 

夜お そく 首 里の 御殿に かえる、 という ものであった。 

以上 は 山 内 氏の 文章 を 要約した ものである。 久高 島が 二 ライの 神の まず 立ちよ る聖 なる 島で あると いう ことか 

ら、 聞 得 大君の 戴 冠ゃ聖 水の 儀礼の 司祭 者と して、 久高 島の 外 間 ノロが もっとも 重要な 役割 を 果たして いるの は 

注目に 値する。 首 里の 聞 得 大君 御殿で まつる 「御 火鉢の 御前」 はゥ マチ ー の 神と もい い、 火 を つかさどる 役で あ 

るが、 この 役目の 者 は久高 島の 女性から えらばれた。 火が 二 ライカ ナイから もたらされ たという 信仰が 南 島に は 

あり、 また 久高 島が 太陽の のぼる 島と いう ことから、 久高 島の 女性が えらばれ たと 思われる が、 ここに も 首 里の 

聞 得 大君の 宗教 儀礼の 中に 久高 島が 組み入れられて いるの をみ る ことができる。 久高 島が 他の 離島と ちがう とこ 
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ろ はこうした 点に は つ きりう がか われる。 

ここで 久高 島の ノロに ついて ふれて おくと、 久高島 は 以前に 久高 村と 外 間 村の 二つの 村に 分かれて いて、 それ 

ぞれ久 高 ノロ、 外 間 ノロが いた。 ノロ は 首 里から 派遣され るか、 旧 按司ゃ 地頭の 女子が 当てられ、 根 所との 血縁 

関係の ない のが ふつうで あるが、 久高島 だけ は 例外で、 根 所の 女子 を ノロ 職に 任命した ようで あると 鳥 越 憲三郎 

氏 は 言う。 そこで 根 人、 根 神、 ノロの 三者が みな 一族と いう ことにな り、 その 点、 他の 村落と はちがつ ている。 

外 間 ノロが 首 里 王府の 宗教 組織と 密接な 関連 を もつ のに 比べる と、 久高 ノロ は 島 ノロと いうべき、 地味な 存在で 

あるよう だ。 

七 

久高 島で イザイ ホ ー の 祭りの おこなわれる 御殿 庭から は、 東西に つうじる 神の 道が とおって いて、 祭りのと き 

は、 一般の 参観人 は その 道に 足 を ふみ 入れる こと は ゆるされない。 この 御殿 庭の 西の方の 小路の 果てに 斎場 御嶽 

がみえ る。 知 念 半島の 前面に 突出す る 山塊の なかで、 斎場 御嶽のと ころ だけが、 額縁で 切り とられた ようにみ え 

るの は、 たんなる 自然の いたずらだろう か。 これまで 考察して きた ことから 推測 すれば、 どうしても そうは 思え 

ない。 二 ライカ ナイの 神 はまず、 久高 島の 北端の タ ー キ干瀬 ゃュヮ ラン 干 瀬と 呼ばれる 珊瑚礁に 足が かり をした 

上で、 力 ー ベルの 森、 フン ディ 森、 ァグ ル嶽、 ク ボウ 御嶽な ど をへ て、 斎場 御嶽に むかう ァ カラ 嶽 (ァカ ララ 

キ) に 立ちより、 その 近くの 海岸の 君の 泊 (ちみん とまい) から 斎場 御嶽、 馬 天 浜、 与那原 をへ て 首 里 城に いく、 

という ふうに イザイ ホ ー のとき うたわれる テ ィ ルル の 歌詞 はなつ ている。 

これ は そのまま 琉球 国王 や 聞 得 大君が 久高 島に 巡幸した ときの コ ー スを 逆に 伝える ものである。 君の 泊と いう 

名称の 「君」 は 聞 得 大君な どの 高級 神 女 を さすと 考えられる。 君の 泊の 上方に ある ァ カラ 嶽は 外来の 邪神 をし り 
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ぞ ける という 役割 を もたせられ ていた。 イザイ ホ ー の 祭りのと きも、 もとは 七つ屋の かたわらに 小さな クバの 葉 

の 家が つくられ、 そこに は 邪神の 侵入 を ふせぐ ための ァ ダンの 葉が おいてあった。 そこ はァ カラ 嶽の 神が 守った 

ところと 考えられ ている。 そして 御殿 庭 は 国王お よび 聞 得 大君の 二月の 麦の 穂 祭 (これ は、 現在 久高 島で は マツ 

ティと 呼ぶ) のとき の 初穂 儀礼の おこなわれた ところで あると 想像され る。 まえに 第二 尚 氏の 尚貞 王のと き久高 

島の 御殿 を こわした という こと を 述べた が、 湧 上 元 雄 氏に よると、 その 御殿の あとが 今の 御殿 庭で あると いう。 

久高 島に おける 穂 祭の 儀礼 は 聞 得 大君の 就任式に も イザイ ホ ー の 祭りに も、 両者に 影響 を 与えて いるに ちがいな 

い。 聞 得 大君の 御 新 下りのと き、 与那 原で ノロた ちが 洗い髪の まま 白装束で おもろ をうた つたと いうの は、 ィザ 

ィホ ー の 二日 目の 頭 垂れ 遊びから その 様子 を 想像す る ことができる。 聞 得 大君が 斎場 御嶽で 一 夜 を あかす お 仮屋 

が クバ の 葉で ふかれて いるのと、 イザイ ホ ー の 七つ屋が クバ の 葉で ふかれて いる 共通 性 はたれ でも 指摘す ると こ 

ろで ある。 また 聞 得 大君 や 外 間 ノロが 白馬に またがって 斎場 御嶽に 到着す る 姿 は、 久高 島の 北端の 力べ ー ルの森 

に、 神が 白馬に 乗って 降臨 するとい う 伝説 を 思わせずに はすまない。 イザイ ホ ー の 祭りが きわめて 演劇的な 構成 

を もってい るの は、 聞 得 大君の 御 新 下りの 見事に 儀礼的な 神事の 構成と は 無縁で は あるまい と考えられる。 たん 

なる 土着の 祭りであった ならば、 イザイ ホ ー が あれほど 洗練され る こと はでき ない。 久高 島の 八月 祭で うたわれ 

る 「ビン ヌス ー ヌ」 の ティ ルル (おもろ) をうた うと き は、 『おもろ さう し』 巻 十三の 「東方の 大主、 明け まも 

どろ、 見れば、 へに の 鳥の 舞 ゆへ、 見物」 という 歌と 酷似した 内容の 歌 をうた う。 久高 島で 三 行 目が 「びんぬ 鳥 

の 舞うよう に」 とうた われて いる。 この 八月 祭のと きも イザイ ホ ー の 第 四日 目の 舞いと おなじように 神 女が 太陽 

と 月の 描かれた 還 を もって 舞う が、 それ も 首 里の 高級 ノ  口 たちの 群舞の 影響の ように 思われる。 

このように、 久高島 は 対岸の 与 那原ゃ 知 念 半島の 村々 をつ うじて、 首 里の 宗教 文化と 密接な 関連 を もち 得て い 

た。 まえに、 玉 城 村 百 名の 白 樽と 根屋 ミントンの 娘が 結婚して 久高 島に 渡った という 伝承の ある こと を 述べた。 
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今日で も ミントン を 参詣す る 習慣が 久高 島に 残って いる。 それ をク ダカ ー プ ー (久高 人の 貢物)、 または ク ダカ 

1 ゥ ガン (久高 島人のお 詣り) という。 毎年 旧正月、 三月、 六月に 久高 島の 外 間 根 人 や ノロた ちが ミントン を 拝 

みに ゆき、 かわって ミントンの 代参が 八月 九日に 久高 拝みに やって きた こと を 湧 上 元 雄 氏 は 述べて いる。 

白 樽 夫婦が 久高 島に 渡っての ちの こと は、 『久高 島 由来 記』 に 述べられ ている。 それによ ると、 白 樽 夫婦 は久 

高 島で 一男 二 女 をもう けた。 長女 は ノロの 職に 任ぜられ、 久高 島の 嶽々 の 祭祀 を つかさどった。 長男 は 外 間 根 人 

となった。 二 女の 思 樽 は ノロと なり、 玉 城 ノロに えらばれて、 英祖王 系の 第 四 代の 玉 城 王に 寵愛され、 久髙 島に 

かえって 一子 を 生み落と したが、 そのと きの 産屋の あとと 伝えられる ものが、 今 も 外 間 ノロの 屋敷 内に 残って い 

る。 生まれた 子 は 第五 代の 西 威 王と なった という。 この 『久高 島 由来 記』 は 外 間 根 人が 所蔵して いた ものである 

から、 外 間 家との 関係 をと くべつに 力説して いるが、 そこに はなに がし かの 歴史的 事実が 反映され ている にち が 

いない。 

ここで イザイ ホ ー の 神事に ついて ふれて おく。 これまで 見落とされが ちで あつたが、 とりわけ 重要な の は 第一 

日 目の 朝 おこなわれる セジ (シジ ) を 引きつぐ 行事で ある。 これ は 自分の 祖母の 香炉の 1^ を 分けても らい、 それ 

を 自分の 新しい 香炉に 入れて 祈る 行事で ある。 イザイ ホ ー にか ぎらず、 沖繙 では 女 は 自分の 香炉 を もって あるく 

のがなら わしであった。 沖 織で 有名な 辻の 遊女た ち もめい めい 香炉 を もっていた というが、 結婚 するとき も 香炉 

をたず さえて いった。 それ は 自分の セジを 身辺から はなさな いという こと を 意味して いた。 嫁入り 先の 人た ち は 

その 香炉 を 拝む ことはなかった といわれ ている。 

イザイ ホ ー の 荘厳な 祭事に は 大自然の 神秘が そのまま 反映して いる。 第一 日 目が 「夕 神 遊び」 (ュ クネ ー ガミ 

ァシビ )、 第二 日 目が 「頭 垂れ 遊び」 (カシ ララ リア シビ )、 「あかと き 神 遊び」 (ァカ トウ キガ ミア シビ )、 第三 日 

目が 「井泉の 神の 遊び」 (ハ ー ガ ミア シビ )、 第 四日 目が 「ありく やの 綱引き 遊び」 (ァ リク ャ ー)、 という ふうに、 
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心に くい ほど みやびやかな 名称が つけられ ている。 この 遊び はいう まで もな く、 神々 の 遊びで あり、 古代 劇 を 思 

わせる ものである。 

この 神事 は 死と 再生の 儀式で ある。 第一 日 目の 夕方、 神ァシ ャギの 前の 七つ 橋 を わたって、 最初の 危機 をのり 

こえ、 試練 を 突破した ナン チュ たち は、 その 夜から 七つ屋に とまる。 この 七つ屋に は どこか かすかな 死の 匂い さ 

えす る。 その 中で いったん 死んだ ナン チュ たち は 二日 目に よみがえり、 三日 目に 神 女と しての 承認の 印 を 受け、 

四日 目に はなやかな 舞い を くりひろげて、 そのよろ こび を 満開させる。 久高 島の 白い 砂に つけられた 神々 の 足 ど 

り は 日 を 追 つ て 力強くなる。 『おもろ さう し』 巻 十に も 「太陽の 穴に むか つ て 歩もう」 という 一 句が あ る が、 そ 

れを 思い出す に ふさわしい 四 幕の 神事 劇が 久高 島に 残り 得た の は 奇跡に ひとしい といわねば ならぬ。 昭和 五十 三 

年の 十二月に おこなわれた イザイ ホ ー の 祭りの 四日 目、 あたらしく 神 女の 列に 加わる ナン チ ュ たち は、 ハ ブイと 

島で 言いなら わして いる、 唐づる もどき の するどい 葉 先 を もつ 草の 冠 を かぶり、 クバの 葉の 扇 を 手に もって、 外 

間ノ 口 や 久高ノ 口 たちに まもられながら 円舞の 中心に 位置し、 その まわり を 太陽と 月と 鳳凰 を 描いた 絵 模様の 扇 

を かざす 神 女た ちがと りかこんで、 ゆるやかな 足 どり で、 円舞 を はなやかに くりひろげた。 白砂 を ふみしめる は 

だしの 足。 真夏の ように あつい 日 ざしに 照りつ けられて、 神 女た ちの 額に にじみ、 かがやく 汗の 玉。 神 女た ちの 

つつまし い 口から 洩れて、 場内 を 圧する 神 謡の 合唱。 それ は 「て だが 穴」 から 中天 高く のぼった 太陽 も 歩み をと 

める ひとときであった。  I  
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青と 白の 幻想 


1 

久米島 仲 里 村の ィフの 海岸 は、 春の 大潮の 時分に は 沖合まで 干 瀬が あらわになる。 東シナ 海から わたって くる 

微風に 吹かれながら、 この 砂州の 上 を どこまでも 歩いて いくと、 これほど ぜいたくな 旅 はなさ そうに 思えて くる 《 

左手に 東 奥 武と西 奥武の 二つ の 島が 見える。 干 瀬の 尖端が 波に あらわれる ところで 海藻 を とっている 村の 女た ち 

に まじって、 どこから やって きたの か、 学生 風の 若い 女が 二人連れで、 傍に ある 舟の 中の 男に かけあつ ている。 

「おじさん、 あの 島まで いって くれない」 

「いいよ、 往復 五 百 円で いくよ。 島に あがって 十五 分 位 は 待って いて あげる」 

「四百 円に ならない かな あ」 

漁師が 返事 をし ないで いるので、 二人 はすた すたと いってし まった。 ィフビ ー チと 呼ばれる この 海岸 は、 私の 

知る かぎり 沖 織で ももつ ともう つくしい 砂浜の 一つで ある。 そこに 目 をつ けて 全日空がぬ かりなく、 一 泊 一 万円 
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もす る 新婚む きの ホテル を 建てて いる。 その ホテルが 干 瀬から 貝え ている だけに、 百 円 を 懸命に ねぎる 会話に は 

ちぐはぐな おかし さが あつ た。 

私 も その 奥武 島に いこうと している。 しかし 女子学生 風情と はちがつた 目的 を もってで ある。 奥武島 はもと 青 

の 島と 呼ばれた。 そこ は 死者 を 風 葬した 島であった。 はるか 古代に は、 南 島で は 人が 死ぬ と 死体 を 舟で はこんで 

地 先の 小島に ほうむった。 風 葬 墓に あてた 洞穴に 外 光が 入り こんで、 死者の 世界 を ぼんやり 照らし だすと、 そこ 

は 「ようどれ」、 つまり 沖 織 語で いう 夕 1^ のよう な おだやかな 黄色い 光に ひたされる。 この 黄色い 死者の 世界 を 

「青」 と 呼んだ の だと 沖 織の 学者の 仲 松 弥秀氏 はいう。 古代に は、 色の 呼称 は 赤、 黒、 白、 青の 四つし かな かつ 

た。 黄 は 青の 呼称の 中に 入れられ ていた。 眼の 前に ある 黄色な 手ぬぐい を、 「青い 手ぬぐい」 と 呼ぶ 習慣 は、 沖 

繙 ではつ い 先頃まで 見かけられた。 

青の 島 は 死者が 歯が みする 暗黒の 地獄で はない。 そこ は 「明るい 冥府」 である。 私 は それが ほしいば かりに、 

ここ 十 年 近く も 沖 織に 旅 をし、 今 もまた、 ィフの 海岸の 珊瑚礁の 砂に 踝 を 埋めて いる。 ィフ というの は、 川下の 

海岸に 砂が たまった 場所 を さす 語で ある。 仲 里 村の 奥武島 はもと もと 無人島であった。 明治に なって 糸満 漁夫が 

住みつ き、 一時 は 五、 六十 戸に も ふえた が、 今 は 数 戸し か 残って いない。 『仲 里 村 誌』 に はこ の 島で は 昔から 不 

浄を 忌み、 死者が 出る と 海 を わたって 対岸に 葬るなら わしで あると 書かれて いる。 かっての 死者の 島が、 いっし 

か 神聖な 島と みなされ、 そこの 島に 埋葬 を 禁ずる という 逆転した 習俗が 生まれる ことがあ るの は、 安芸の 厳 島の 

例な どから も 理解で きる。 

『琉球 国 由来 記』 によると ここに は、 r ァフ 御嶽、 神 名 力 ャゥサ ノ御ィ ベ」 が ある。 琉球 最古の 歌謡 集で ある 『お 

もろ さう し n に よ.、  . 
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かさす 若て だよ 

御み しゃく ぬき あげ は 

真物 若て だよ 

奥 武の浜 崎に 

奥武 のい ふ 崎に 

という 歌が ある。 

冒頭の 「かさす 若て だ」 というの は、 久米島 を 一時 支配して いた 伊敷 索按 司の 三男の li 末若按 司の ことで ある。 

その 若按司 はみ めうる わしく、 しかも 才能の ある 若者であった ので、 て だ (太陽) のように、 また、 まもん (真 

物) つまり、 神の ようにす ぐれて いるとう たいは やされ た。 「御み しゃく ぬき あげ は」 というの は 神酒 を 差 上 

げ ようとい う 意味で ある。 奥武 島の 浜で この 若按 司に 神酒 をた てまつ るの はだれ か。 それ はこの 歌詞から は 汲み 

とる こと はで きないが、 『琉球 国 由来 記』 をみ ると、 君 真物が 出現した とき、 この 君 真物 は 伊敷 索按 司より は そ 

の 子の 笠 末若按 司に 心 をよ せた と ある ことから、 君 真物と いう 神であった ことが 類推され る。 君 真物 は 海神で あ 

つて、 まず 奥 武島を 足が かりとして、 本土に 上陸した。 『琉球 神道 記』 をみ ると、 君 真物 は 毎月 出現して 託宣し、 

各地の 拝 所の 森で 神 あそび をし、 力 ャの葉 を 手に して 神 歌 をうた う、 と 説明され ている。 久米 島の 君 真物 もまた、 

若按 司に 思い を もやした と 推量され る 『おもろ』 が 残って いる。 君 真物の 役 は 若い 神 女が 演じて いると 私 は 思う。 

愛し 鳴 響た 主よ 

うらき  み ほ 

心 切らし や 見 欲し や 
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吾 ま 離ソ 
は れ 

居 ま 
る 


世間に 知れ わたった 方に、 逢いた さ 見た さで 切ない 思い をして いる。 離れ島に いる 私 は。 

—— という 意で ある。 この 離れ島 はいう まで もな く奥武 島の ことで ある。 『球 陽』 にも、 海神 はかならず 奥に 出 

現す ると 述べて いる。 奥 は 奥武の 島の ことで あり、 青の 島 を さしてい る。 沖 織 本島と その 周辺の 島々 に は 奥武と 

名のつ く 場所が 五 力 所以 上 ある。 その 一 つに 島 尻 郡 玉 城 村の 奥武 島が ある。 むかし 玉 城 城で いくさが おこなわ 

れた とき、 戦死者の 死体 は奥武 島まで はこんで 捨てた という 話 を 私 は 現地で 聞いた ことがある。 もちろん これ は 

伝承に すぎない が、 そこに は 青の 島の 性格が よみとれる。 

では なぜ 海神 はいつ たん 青の 島 を 足が かりとして、 そこに 足 をと めた 上で 本土に 上陸した のであろう か。 その 

こと を 『球 陽』 の 記事が 強調して いるの は なぜか。 それ は 青の 島が 死者 を 葬った 島 だからと 考える より ほかない。 

つまり 青の 島 こそ かって は祖 霊のと どまる ところで あり、 二 ライカ ナイに 相当す る 常世で もあった。 しかし 後代 

になる と 人び と は 海の 彼方に 祖 霊の 島 を 思い描く ようになる。 遠来の 祖霊神 は、 時 を 定めて 訪れ、 子孫に 祝福 を 

与える。 そのば あい、 かっての 葬 所であった 青の 島に 必ず 立ち よるとい うこと はいかに も 納得で きる 事柄で ある。 

今日で も沖繙 本島の 大宜味 村で は、 祝 女 や 根 神な どの 神人のと むらい のとき に、 青の 神 を 送る 歌が うたわれる。 

えいえい まやぬ 神 送く や びら 

えいえい 青ぬ 神 送く や びら 
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「まやぬ 神」 は 真 世の 神で あつ て、 二 ライの 神と おなじ。 この 二 ライの 神 はまた 「青の 神」 とも 呼ばれて いた こ 

とが これで 分かる。 「送く や びら」 というの はお 送りし ましょう という 意で ある。 

私 はま わり 一里の 奥武 島に しばらく 時 をす ごし、 待たせて いた 小舟で ィフの 海岸に また 引き返した。 むき 出し 

になって いた 干 瀬に むかって ゆるやかに 潮 は 満ち はじめていた。 その 潮が しらは 沖合から 真珠母の ような 「よう 

どれ」 (夕風) を はこんで きた。 

二 

古 宇 利 島に わたるた めに、 名 護から 本部 山地 をつつ きって 運 天 港に 車で いそぐ とき、 すごい 驟雨に 出会った。 

嘉津 f 于嶽の ふもとで はフ 口 ント ガラス を 叩きつ ける 雨足の ために 先が 見えない。 車 ごと 雨の ために どこかへ もつ 

ていかれ そうな 気になる。 私 は 『おもろ さう し』 の 中の 歌 を 思い出し ていた。 

運 天 着けて 小 港 着けて 

嘉 津宇嶽 下がる 

あま 

雨 ぐれ 降ろち へ 

鎧 濡らち へ 

これ は 運 天 港に ついた ャマ ト からの 軍隊の 鎧 を、 嘉 津宇嶽 から 降る 雨 ぐれが 濡らして 11 という 意で あるが、 

雨 ぐれの ぐれ はし ぐれの ぐれと おなじ だ。 私 はこの 「雨 ぐれ」 という 言葉が 好きだ。 夕立に せよ、 それ は 大粒の 

雨滴 を 重く 含んで い る 感じが よく 出て い る。 
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車が 運 天 港に 到着す ると、 もう 沖の 方 は 晴れ あがって いた。 ときおり あわい 通り雨が あるが、 それが 陽に かが 

やいて まぶしく 光って いる。 今までの 土砂降りが 噓 のよう だ。 

古 宇 利 島 は 運 天 港口 を 船で 出る と 指呼の間に 見える。 そこに は 創世記の アダムと イブの 伝説に 酷似した 話が 伝 

わって いる。 

昔、 男の子と 女の子が その 島に 出現した が、 二人 は 裸体で も 恥じる 心 を 知らず、 毎日 天から 降って くる 餅 をた 

ベて、 無 ほ. 気に くらして いた。 餅の 食べ残し を 貯える という 分別が 出て くると、 いつしか 餅の 供給 はと まって し 

まった。 二人 は 食うた めに 働かねば ならず、 朝夕、 海浜で 貝 を あさって、 いのち をつな いだ。 あるとき 海馬 (ザ 

ン のき) が 交尾す るの を 見て、 男女の 道 を 知った。 そこでよ うやく 裸体 を 恥ずかし いと 思うよう になり、 クバの 

葉で 恥部 を かくした。 沖繙 三十 六 島の 住民 はこの 二人の 子孫で ある。 

古 宇 利 島で はこの 話 は 生きて いる。 海神 祭のと き、 天から 降って くる 餅 をな がい 竿の 先で 突つ いて 取る 行事が 

今もって おこなわれ ている。 これが かりに 明治 以降、 キリスト教の 伝来と 共に 輸入され た 説話であるなら ば、 こ 

うした 海神 祭の 行事の なかの 所作にまで 組み入れられ たはず はない。 天から 餅が 降って こなくな つたので 兄妹 は 

かなしんで、 

とうとめ え、 さい 

大餅、 やとう 餅 

お 賜べ めし よれ 

うまぐ る 拾り て い 

押し やぎ や びら 
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と 訴えた という。 大意 は、 お 月 さま (とうとめ え)、 大きな 餅 をお くれ、 赤 螺の貝 (うまぐ る) を 拾って あげよ 

うとい う もので、 古 宇 利 島の 子どもたちが 月の 夜に うたう 童謡と してな がくの こった。 古 宇 利 島の 創世 説話に つ 

ながる 兄妹 相姦の 模擬 行事 は 以前 は 海神 祭の 日の 行事の 最後に おこなわれた。 きまった 家のう みき (男) とうみ 

なり (女) が ゴザを かぶり 顔 を かくして 村人の 前で 演じた。 そこで 「恋の 始まり や 古 宇 利 島」 と 言って、 島び と 

は 古 宇 利 島 はもと 「恋 島」 (くい 島) ではなかった かと 言って いる。 しかし これ はどう やら 俗説の 句い が 濃い。 

古 宇 利 島の 港の 左手に つき出した 岩が ある。 海神 祭の ときには、 この 岩の 上で 神 女た ちが 並び 海の 神 を 送る そ 

こをシ ラサと 呼んで いる。 この シ ラサと いう 言葉が 私の 関心 を 引いた。 島び とに 聞く と、 へ ソの緖 を 切った カミ 

ソリと 茶碗 を もって、 この 浜に 出かける。 そして 茶碗に 水 を 汲み、 その上に 力 ミソリ をお く。 また シ ラサの 浜の 

石 を 拾っても つて かえる。 この 石 はへ ソ のおと 一緒に 保存して おく。 茶碗に 入れた 潮水で 赤ん坊と 母親の 額 を 三 

回 塗る。 それ は 洗礼に 相当す る、 水 撫で (うび ー なで) の 儀礼で ある。 赤ん坊が 生まれて 一週間 目に、 赤ん ぼ を 

抱いた 母親 は、 東 を 向き、 松明 (とぼし) に 火 をつ けて 三回 ふる。 それ は 東方に のぼる 太陽に たいして 呼応す る 

行事で ある。 

シ ラサ は 南 島 語の シラ に緣 由の ある 語と 思われる。 刈りと つた 稲 を 穂の まま 積んで おくのが シラ であり、 産室 

の炉 にも やす 火をシ ラビと いう。 つまり シ ラは 生まれる こと を 意味す る 言葉で ある。 

宮 古島の 狩 俣 部落の 背後に は 原生林が よこたわる。 そこ は大 森と 呼ばれて、 神 女た ちが 山 ごもり をして 苦行 を 

おこなつ たのち、 ふたたび 部落に 出て くる 場所で ある。 神 女た ち は 山 ごもり している とき、 とつぜん 眼前に 真白 

い 壁の ある 家 を 見る ことがある という。 狩 俣で うたわれる 神 歌に も、 
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根 島から 降りん な 

シ ラスから 降りん な 

という 対句が 出て くる。 そこ は 山 ごもり した 神 女が 再生す ると ころ だから シ ラスと 呼ばれた。 

古 宇 利 島の シ ラサの 浜 も それと 関連が あるに ちがいない。 それに ふさわし くこ の 浜 も 真白い 砂で 敷き つめられ 

ている。 そして 太陽が 照る とき、 白砂 はまぶ しく かがやき、 海 は 明るい 青 を 燃えた たせる。 青と 白の この 原色 は 

しかし、 南 島で はたんなる 色 以上の 深い 意味 を もってい るの だ。 人 は 死ぬ と 青の 島に いく。 そこ は 暗黒の 地獄で 

はない。 夕方の ような 光の 射す 明るい 冥府で ある。 そこで はこの 世に 生まれ かえる、 つまり シラ への 希望 を もつ 

ことができる。 青から 白へ、 白から 青へ、 それ は 蝶の 脱皮と なんら ことなる ことがない。 

私はシ ラサの 浜に 降り 立った。 風が つよく 耳が 吹きち ぎれ そうだ。 青と 白との 炎が そそり 立って 私 をつつ むな 

かで、 私 はつぶ やいた。 

耳が 鳴る 死の 島に 

今ぞ 舞う 巫女 ひとり 

あやは， ひら くせ は びら 

綾 蝶 奇蝶 

耳が 鳴る 生で 島に 

なきがら 

脱ぎ捨てし 蝶の 亡骸 

真白ら 砂の 浜辺の 真昼 
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海の 贈物 


南 島 を 歩いて いると、 ときどき 詩的な 表現に 出会う ことがある。 与那国 島の テン ダバナ という 租納の 町 を 見下 

ろす 山の 上に のぼった とき、 折から 大きな 虹が かかって いた。 かたわらの 運転手が それ を 指して 「アミ ヌ ミヤ 

1」 と 言った。 南 島で は 庭の こと を ミヤ ー という こと も あるので、 これが 雨の 宮 なのか 天の 庭な のか、 雨の 庭な 

のか 分からなかった が、 そのことば は 虹の 色の ようにう つくしく ひびいた。 宮 古島で は 虹の こと を 「天の 蛇」 と 

考えて 「テン ノ パゥ」 と 呼ぶ。 これ も宮 古の 人た ちが 口にする とき、 冷静で はいられない。 

宮 古の 平 良港に 停泊して いる 船 を ながめて いると、 舳に 「綾羽」 と 書いて あるの が 見付かった。 『おもろ さう 

し』 に は 船の 異名に 「なみと どろ」 「うみと どろ」 という 比喩 を 使って いるが、 そのほか にも 「羽 搏ち する 小 隼」 

とか 「羽搏 ちしへ 帆走よ る 清ら や」 とか 「群れ 鷹の 舞 やう 様に 清ら や」 というの が ある。 つまり 船 を 鳥に たとえ 

るので あるが、 「綾羽」 という 船 名 はこうした 『おもろ』 の 伝統 を 踏まえて いると おもった。 しかも それが 沖 織 

の 常 民の 命名で あるので なおさら 感心した。 

『おもろ』 に また 鈴 鳴 丸と いう 船の 名 も 見られる。 「真南 風鈴 鳴 丸ぎ や。 真南 風、 さらめ けば」 という 一節が あ 
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る。 「すずなり」 と-さら めけば」 という サ行の 音の くりかえしが さわやか である。 ところで 私が 宮古 群島の 大 

神 島で 風の 言葉 を 聞いて いると、 「とよみ やにし」 というの があった。 にしと いうの は 南 島で は 北風 を さす。 と 

よみや は豊見 親で、 「鳴りと よむ」 つまり 有名な ひと、 という 意味で ある。 豊見 親と いう 敬称 を 与えられた 宮古 

の 豪族が 首 里 王府に 伺候して、 帰りの 北風 を 待つ ときに 吹き出す 風が 「とよみ やにし」 である。 それ は 初夏の 風 

であり、 おそらく 旧 四月 上旬の 清明 祭の ころに 吹く 北風 をい うのであろう。 風の 呼称と して は なかなかよ いもの 

だと 私 はおもう。 そこに は 自分の 島の 代表の 有力者の こと を 気づかつ ている 孤島の 心情が ある。 

また 大神 島に は 「す ー どい にし」 という 北風 もあった。 す ー どい は 素 鳥、 つまり 白い 鳥の ことで ある。 白い 鳥 

が 飛んで くると ころに 吹く 北風 をそう 呼ぶ の だが、 それ はまえ の 「とよみ やにし」 と はまた 季節が すこしお くれ 

るので ある。 

沖繮 列島で はスク という 小魚 を 珍重す る。 この スク は 沖 11 本島の 夏祭りで ある 海神 祭の こ ろ 海岸に 近づ い てく 

る。 この スクに は 三つの 種類が あって、 ひとつ を スク、 他 を ゥンジ ャミと 呼ぶ が、 いくぶん 大きい ス クをテ イダ 

ハ 二 スクと 名付けて いる。 

テ イダ はすな わち 太陽の ことで あり、 これ は 沖！ i 本島の 東側に ある 伊計 島で、 東の ほうから よってく る スクの 

呼び名で ある。 太陽の のぼる 水平線の 彼方から やって きた 小さな 魚の 群れが 浅瀬に ひしめき あい、 きらきら しい 

光景 を呈 している のが、 太陽の 羽 だとい う 美しい 形容に なった と おもわれ るが、 この 命名 者 は 詩人で はなく、 伊 

計 島の 漁師で ある。 

これにつ いて 思い出され るの はゴ ホウ ラで、 ゴ ホウ ラは南 海産 貝の 一種 だが、 それが とおく 本土に はこばれて 

北 九州 や 山口県の 弥生 人が 腕に つける 貝 輪と して 使用され た。 大山 鱗 五郎 氏の 教示で は、 奄美 群島で はゴ ホウ ラ 

をテ ルコ ニヤ I と 呼ぶ という。 テル コ と は 南 島で いう 太陽の 古名で ある。 テル コ ニヤ ー の ニヤ ー は 貝の こと だか 
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ら、 ほんやく すれば 太陽の 貝で ある。 透明な 南海に 住む 貝の よび 名に ふさわしい ではない か。 また ノロの もつ 扇 

を テロ ギ とよぶ そうだ。 太陽の 木と いう 意味であろう か。 扇に は 太陽と 月と 鳥と 稲穂が 描いて あると いう。 南 島 

では 昔 は クバの 葉の 扇が ふつうだった。 したがって、 奄 美の ノロの もつ テロ ギも、 もとは クバの 扇だった かも 知 

れ ない。 
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八重 干 瀬に て 


晚 年の 柳 田 国 男に 『海上の 道』 という 書物の ある こと は 知られて いる。 その 書物の 中で 柳 田 は 日本に 稲作が ど 

のよう な 経路で 伝わって き たかを 追求して、 独特な 仮説 を 提出して いる。 彼に よると、 古代 中国で 財宝と して 珍 

重され た 宝貝 は沖繙 列島に 産し、 とりわけ 宮 古島の 北方に ある 池 間 島の さらに 北の 海中に ひらけた" < 重 干 瀬 (現 

地で は ャビシ と 呼ぶ) は、 宝貝の もっとも 豊富な 産地で あると ころから、 宝貝 を 求めて 八重 干 瀬 を 目指し 渡来し 

た 中国 古代の 人た ちが、 はじめて 稲の 種 を もたらし たので はない か、 というの である。 

私 は 三年 まえに 池 間 島 をお とずれ たと きに、 この 八重 干 瀬が 宮古 本島に 匹敵す る ほどの 広大な もので、 その 付 

近 一 帯 は沖繙 本島 や 中国と 往来す る 船の 航路に あた つてい る だけでなく、 池 間の 漁民に と つ て 不可欠な 漁場で あ 

る こと を 知らされた。 そこで 私 は 池 間 島の 最北端に 立って いる 無人 灯台の 施設の 屋根に のぼって、 島の 北が わの 

海 を 望見した。 すると 彼方の 水平線 まぎわに、 二つの 大きな 環礁が みえた。 環礁の まわり をと りかこむ 白波の 輪 

は 折りからの 夕日に 染まって、 柳 田の 注目す る 宝貝の 一 種、 すなわち 黄 線の 入った シプ レア • モネ タ のように 光 

つていた。 
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この 八重 干 瀬 はふ だん は ニメ， I トル 足らずの 水底に かくされ ている 暗礁で あるが、 干満の 差の はげしい 大潮の 

ときには、 干潮 時に 海の 表面に 現われる。 とくに 旧 三月 三日の サ 一一 ッと 呼ばれる 浜 下りの 日に、 池 間 島の 人び と 

は 老若男女 こぞって 八重 干 瀬に 出かけて 魚介 をと り、 弁当 をた ベ、 楽しく 遊ぶ と 聞いて いた。 

今年 (一九 八 三年)、 私は宮 古島の 友人から サニッ の 日に ャビシ に ゆかない か、 とさ そわれた。 あの 神秘的な 八 

重 干 瀬の 遠景 を 忘れ かねていた 私 はさつ そく 応じる ことにした。 

サニッ にあた る 四月 五日、 池 間 島から 船 は 出た。 三、 四十 人 も 乗 込んだ 船 だが、 出港して やっと 一時間 経った 

どうび し 

ときに、 池 間 島から もっとも 遠い 胴 干 瀬と いう 名の 干 瀬に 着いた。 干 瀬の 表面 はすべ て 茶褐色の サン ゴ礁 におお 

われて いる。 大海の まっただなかで、 それ を 足で 踏む の は 奇妙な 感じであった。 イカ ダに のって 海に 浮んで いる 

ような 気になる。 

この ドウ ビシは 八重 干 瀬の 中で もずば 抜けて ひろく、 海図 をみ ると、 宮古 群島の 池 間 島と 来 間 島 を 合わせた よ 

り も 大きい。 にもかかわらず、 それ は 四時 間の ちに はふた たび 海中に 没す る 束の間の 陸地であった。 大潮の 日の 

干潮 時には 池 間の 人び と を 集め、 満潮に なれば、 その 姿 は 消えて、 まるい 白波の 輪が 人び との 夢 を 無限に さそう 

海 神宮に 変る 場所であった。 

同船した 池 間の 古老に 聞く と、 この 八重 干 瀬に は ドウ ビシを 含めて、 百ぐ らい もの 干 瀬が あり、 その ひとつ ひ 

とつに 名が つけられ ている。 池 間の 漁師 はこの 干 瀬の 所在 をす ベて そらんじ ている。 そうでなければ 危険に みち 

た 暗礁の こと だ。 たちまち 船 は 難破 するとい う。 なるほど、 ドウ ビシの 上に はこ われた 甕の 破片の ような ものが- 

いたるところに ちらば つてい る。 それ はかって 山 原 船 や マ ー ラ ン 船と 呼ばれる 帆船の 積 荷 だ つ たか も 知れない。 

嵐の あとに は、 この 付近の 海底に 埋没した 難破船が ゆさぶられて、 南蛮 甕が ぐ わらぐ わらと 出る ことがあ ると 聞 

いたが、 それほど 外国 船の 沈没した 数 も 多かった。 
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八重 干 瀬の 北 は 真黒い 海で、 引き こまれそう なくら いに、 白い 波が 大きく あがって いる。 それに 引き かえて 干 

瀬の 南が わ は 碧玉 色の 浅瀬で、 コバルト • スズメ が 引潮の 水たまりに 泳いで いる。 魚介 ゃゥミ ガメを とっている 

人た ちに まじって 私 は 宝貝 を さがした。 しかし、 柳 田 国 男の 雄大な 構想の 土台になる 宝貝 はわず かし か 見当らず、 

あてが はずれた。 もしかしたら 取りつ くされた のか も 知れない と 思って、 漁師に 聞く と、 宝貝の いるの は 別の 干 

瀬で、 宝貝 は 浅瀬の 海藻の ような 苔の ついた 石の 間に 好んで いると いう。 

八重 干 瀬に 立って、 真南 風に 吹かれながら、 私 は 宝貝 を 求めて やって きた 人た ち は、 どこに 稲の 種 をまい たか 

を 考えて みた。 その 場所 は 当然、 八重 干 瀬に もっとも 近い 池 間 島と 大神 島が 想定され る。 ところで、 私の 聞いた 

話で は、 池 間 島で は 最近まで 赤 米 をつ くって いたと いい、 また 池 間のと なりの 大神 島で も 戦前まで は 赤 米で、 た 

くと まるで 赤飯の ように 赤くな つたと いう。 大神 島の 創世 神話で は、 その 始祖で ある 兄妹の 両親 は 西の 浜で 赤 米 

をつ くって いると ころ を 海賊に おそわれた。 柳 田 説 を なぞって みれば、 季節風 を 利用して 大陸から やって きた 人 

びと が、 南方 系の 赤 米の 種 を 池 間 島 ゃ大神 島に まいた。 その はるかな 伝承に さかのぼれる ものが 今 もそう した 創 

世 神話に 残って いると 私 は 想像 をた くまし くす る。 

宮 古島で は 死んだ 人の たましい は 北の 池 間 島に あつまる という 伝承が ある。 その 池 間 島で は、 人が 死んだら ィ 

1 に ゆく という。 ィ ー と は 池 間 島の 北端の 無人 灯台 付近 を 指す。 その 灯台の さらに 北に 八重 干 瀬が ひらけて いる。 

宮 古の 人び との 意識の 中に 明白に みとめられる 北への 指向性 は 何 を 物語る か。 それ を 延長 すれば、 雲煙と みまが 

う 海 波の かなた、 中国大陸に むかう。 古代 中国の 人び とが 宝貝 を 求めて 八重 干 瀬に やって きたと する 柳 田の 主張 

も、 荒 唐な 仮説と してす ます わけに は ゆかない こと を 私 は 感じた。 

しばらく すると 潮が みちて きたので、 私たち はふた たび 船に のった。 八重 干 瀬の むこう、 中国大陸の 方に むか 

つて 南風 は 吹く。 その 南風の 中 を 船 はっきす すんだ。 ふりかえ ると、 八重 干 瀬 はすで に 海中に 没して いた。 
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宮 古島の 神 女 


今年 (一九 七 四 年) の 一月 中旬、 私は宮 古島の 北端に ある 島 尻 部落の 元 島と 呼ばれる 小さな 突端に 立って いた。 

屋根 も 壁 も 力 ャブキ の 掘つ 立て 小屋が 二つ あるきり の 吹き さらしの 台地に、 木の葉で 編んだ 冠 を かぶ つ た 神 女が 

八 人、 円 を 作って 神 歌 をうた つていた。 島 尻 部落の 男た ち は 十 人 ほど 小屋の 蔭に 身 を ひそめ、 泡盛 を 飲んで 話 を 

していた。 

そして 神 歌が 一段落す るた びに 神 女の 輪の 近くに 進み出て、 自分た ちの 母で も あり、 妻で も ある 神 女 を 土下座 

して 礼拝す るの だった。 神 女た ちの 神 踊り を 見守る もの は 真向かいの 海に 浮かぶ 大神 島で あり、 島 尻 以外の 人間 

では 私 だけだった。 私 は 彼女た ちの 輪に 近づいて はならぬ と 部落の 世話役の 男に いましめられた。 

その 日 は祖神 祭と 呼ばれて いる 島 尻の 冬 祭りの さいごの 日に あたり、 神 女た ち は 近くの 山から 降りて きたば か 

りのと ころ だつ た。 五十 歳から 七十 六 歳までと いう 老齢の 神 女た ち は それまで 四 回 も 山に こもって 断食 を 重ねて 

いた。 薄の 穂 を 床に 敷いた 小屋に 寝る という ほか は、 山で なに をす るか は 知らされ ていない。 

数年 まえの 宮古 旅行 中、 私 は 島 尻の 神 女た ちが 何回 目 かの 山 ごもり の 断食の あと、 石器時代の ものと 見 まがう 
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粗末で 真っ暗な 小屋の 中に ひっそりと 坐つ ている のに 出会った ことがあった。 物 を 言う 力 もな く 耐えて いる 姿に 

接した とき、 時間 を 何千 年 か 逆に もどした ような 異様な 光景に 私 は 一 瞬 立ちつ くした。 

そのと きの 名状し がたい 感動 は 今年の 祖神 祭で 神 女た ちが 長い 試練の さいごの 仕上げ をしょう としてい るの を 

見た ときに 倍加した。 岬の 突端の 三方 は 断崖で 海潮音 は 真下に とどろく。 風 は 叫び 神 女た ちの 冠の 木の葉 は 立つ 

た。 だが 神 歌 は 弱まらない。 

一時間ば かり つづいた ころ 島 尻 部落の 女た ちが やって きた。 そうして 神 女た ちの 背後に 寄り添って、 はだしの 

まま 立 つてい る 神 女の ふくらはぎから 股の あたり を もみ はじめた。 しまいに は 羽交い じめ にす るよう なか つこう 

で、 うしろから 神 女 を ぴったり 支えて いる。 かろうじて 立てる ほどの 烈しい 疲労が 神 女た ち を 打ちた おそうと し 

ている。 

神 女の 娘で あり 嫁で も ある 身内の 女た ち は 神 女た ちに 祭りの つとめ を ま つ とうさせる ために、 自分が 添え木の 

役割 を はたして いる。 かくして 祭りの 伝統 は 母から 娘へ、 姑から 嫁へ と 伝えられ ていく。 

神 歌の 内容 はまった く 分からない。 神 歌の 一 節が 終わる と 神 女た ち は 一斉に 「ルル ルル」 という 鳥に 似た 声 を 

出す。 神 女の 先導 役の 女が ときどき 神 女の 一人 を つれて 列から はなれ、 山 かげに かくれる。 そのと き 「ト トトト 

…… 」 という。 これ また 鳥 を みちびく ときの 声を模 している。 神 女の 腰に 結びつけられた 木の葉の さき はなが く 

するどく、 鳥の 羽毛 を かたどつ ている。 朝鮮の シャ ー マンの 女が 鳥 語 を 発する こと は 私 も 聞き 知ってい るが、 沖 

繙の神 女 もまた 例外ではなかった の だ。 

だが、 神 女の 一人が 死ぬ と おそろしい 運命が 待ち かまえて いる。 他の 神 女た ちが 村 境まで 見送る と、 花 米と 塩 

を 死体 を 入れた 棺に むかって なげつけ 「マジ ムン (魔物) になるな よ」 と 叫びながら 立ち去る。 神と 魔の 未 分化 

な 状態が ここに ある。 
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午後 三時 ごろから 七 時す ぎまでの 四時 間 余、 とぎれ もな く 神 歌 は つづいた。 日 はまった く 暮れた。 島 尻 部落の 

老若男女が 大ぜ いあつ まって きた。 一人の 男が カャの 束に 火 をつ けて 岬の 突端の 積み 石の 上に のぼった。 祖神祭 

の 終了 を、 親 島で ある 大神 島に 報告す るた めで ある。 火の粉が 闇 を こがした。 やがて 闇の 中で とつぜん ざわめき 

が 起こった。 神 女た ちが 歌 を やめた の だ。 

そして 今まで 立つ こと もお ぼっか なげに 見えて いた 神 女た ちが、 黒木の 長い 杖 を 打ち ふりながら、 はだしの ま 

ま 走り出した。 人た ち は 必死になって その あと を 追つ かけた。 神が はなれる まえの 一瞬、 神 女た ちの 中の 「神」 

は 最高に ふくれあがり、 神 女た ちの 身体から はみ出して あばれ 狂う。 以前 は 崖 をと びそ こねたり、 蔓草に からま 

れ たりして 死んだ 例 もあった と 聞く。 

数十 分 後、 神 女た ち は 樹の根 や 草 むらで 失神して 例れ ている のが つぎつぎに 発見され、 人び とに 背負われて 小 

屋に はこばれた。 小屋の 中 を 人び とのう しろから のぞいて みると、 神 女た ち はう つ 伏せに 小屋の 床に 寝かされて 

いた。 神が 去った あとの 神 女た ちの 姿 はまる で 死んだ 大鳥 のように 見えた。 
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もう 七、 八 年 まえにな るだろう か、 金 達 寿さん と はじめて 会った とき 「どうです か。 一緒に 西海岸と いう 雑誌 

を 出しません か」 と 誘った こと を 今でも おぼえて いるの は、 それが かならずしも 酔余の 放言ではなかった からで 

あろう。 「西海岸」 と は 無骨な 題で あるが、 私に とって は 生まれ故郷 も その 中に ふくまれる 九州 西海岸 を 意味し 

ていた。 つまり 私 は、 朝鮮半島と 琉球 列島と をむ すぶ 九州の 西海岸に 照明 を 当てれば、 日本 を 相対 化する 視点が 

浮かび あが つ てく ると 漠然と 考えて いた。 

よみたん  とぐち あがりばる  そ ばた 

当時 はそう した 直感 を 口にした ままで あつたが、 最近、 沖繮 本島の 読 谷 村の 渡 具 知 東 原から 曾 畑 式 土器が 出土 

して 人び との 注目 を あつめる ことにな つ た。 曾 畑 式 土器 はいう まで もな く 熊本県 宇 土 市に ある 曾 畑 貝塚から 出土 

した 土器に 命名され たもので、 この 曾 畑 式 土器 は、 釜 山 市の 東 三 洞 貝塚から も 発見され ている。 これ は 櫛 目 文 土 

器の 系統 を 引く ものと されて いるが、 この ことによって はしなくも、 朝鮮半島の 南部と 熊本県の 西海岸と 琉 球と 

をむ すぶ ラインが つながった。 曾 畑 式 土器 は 五島 やその 南方の 草 垣 諸島に も 発見され ている から、 朝鮮と 琉球列 

島と をつな ぐ 繙 文 早期の 土器 文化 は、 九州 西方の 海上の 道 をと お つたこと も 推定され る。 
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かねぐ すくう いばる  ひ すい 

私 はこの 春、 沖孅- 本島の 南部の 糸満巿 をお とずれ たが、 そこで は 兼 城 上 原 遺跡から、 黒曜石 や 裴翠の 勾玉が 出 

土して いた， 黒曜石 は沖繙 本島に 産 しないので、 おそらく 佐賀県の 腰 岳の もので ないかと 考えられ ている。 とこ 

ろが 黒曜石 は 釜 山 市の 東 三 洞から も 出土して いる。 この 黒曜石 も 腰 岳の ものと されて いる。 このよう にして、 九 

州 西海岸 をと お つ て 南北に 黒曜石 を はこぶ ル ー ト があった と 見る こと もで きる。 翡翠の 勾玉 は 私 も 見せて もらつ 

たが、 どうも 糸魚 川 産の ものと はちが うようで ある。 糸魚 川の 鶴 翠は濃 緑の もので、 韓国の 博物館に 陳列され て 

いるの は、 緑色と 乳色と がま ざり あわさつ ている。 糸満 市で 出土した の は 後者に 近い。 専門家ぬ きにして かるが 

るし く 断定で きないが、 私に は 朝鮮半島から はこばれた 気がして ならない。 なお つけくわえると、 南海 産の ィモ 

ガイが、 慶 州の 芬皇 寺の 石塔の 中から も 見出され ている。 

九州 西海岸の 真西に あたる 済 州 島と 中国 江 南との 交渉が 古代から あった こと は、 すでに 『呉 志』 に 見えて いる- 

邪 馬 台 国の 卑弥 呼が 生きて いた 頃と ほぼお なじ 時代、 済 州 島の 人が 揚子江の 南の 浙江 省の 会稽 まで 出かけて 布 を 

売って いたと いう。 また 会稽 から も 海上 を 航海したり 漂流した りして、 済 州 島に たどりつく ことがあつ たという- 

はるかな 時代の はるかな 話で あるが、 東シ ナ海を わが 湖水の ように 心得て 動き まわる 太古の 小 民の 姿 を 生き生き 

と 伝える 話で ある。 時代 は 下る が 『李 朝 実録』 に は、 十五 世紀に 朝鮮から 琉球 列島に 漂着した 者た ちの 記録が い 

くつ か あつめられ ている。 その 漂流者の ほとんど は 済 州 島民で ある。 

琉 球と 朝鮮との 正式な 外交関係 は、 一 三 八 九 年に 琉 球の 中 山 王で ある 察 度が 使者 を 派遣して 高麗に 修好 を 求め 

たのが はじまり である。 高麗から も、 報聘 使が 琉球 をお とずれ た。 ニニ 九 二 年に は 高麗 は ほろび、 李 氏の 朝鮮と 

なる の だが、 琉 球の 船 は あいかわらず 朝鮮と 貿易 をお こなって いる。 そして まもなく 奇怪な 事件が 起こる の だ。 

『李 朝 実録』 によると、 琉球 国中 山 王 察 度が 倭寇の ために さらわれ ていた 朝鮮人た ち を 送り かえす ついでに、 山 

南 王子の 承 察 度が 朝鮮に 亡命して いるから 帰還させる ようにと 願った という。 それから 五 年して 一 三 九 八 年に は 
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琉球国 山 南 王の 温沙 道が 家来 十五 人 を ひきつれて、 朝鮮に 亡命し、 晋 陽に 寓 している。 李 朝 は 温沙道 一行に 食物 

や 衣服 を 与えて 保護して いる。 

ここに 山 南と いうの は、 琉 球が 北部、 中部、 南部と 分かれて あらそつ ていた 頃の 南部、 つまり 島 尻 郡に あたる 

地方で ある。 承 察 度と 温沙 道との 関係に ついては、 敵対 者であった とする 伊波 普 猷の説 や 同一人物 とする 東恩納 

寛惇 説、 温 沙道は 承 察 度の 子 か 弟で あると する 渡 口 真 清 説な どが 入り乱れて 明らかで ない が、 私の 関心 は、 三 山 

鼎立して いた 頃の 琉球 国の 山 南 王が、 二人 も 朝鮮 を 亡命 地に えらんだ という ことに かかって いる。 

亡命者 は 自分 を 受け入れて くれる 場所 を 本能 的に かぎつける。 また そこにい たる 道す じに も 馴れて いなければ 

ならない。 この 条件 をみ たす ものが 朝鮮で あつたと 考える ほかない。 はたして 李 朝の 太祖 は温沙 道に めぐみ を 与 

え、 親しく 引見した のであった。 その 頃の 朝鮮 はどうで あつたか。 

当時 は 東 萊の富 山 浦、 蔚 山の 塩 浦、 熊 川の 薺 浦 を 三 浦と 称して、 朝鮮 側の 許可 を 得た 多数の 倭人 (日本人) が 

居住して いた。 三 浦の 日本人 は 合計す ると 二 千 人 を 越す という ものであった。 これ は 一四 五 七 年の 話で あるが、 

その 半世紀 まえ も、 日本人 は 朝鮮と ひんぱんに 往来して いたにち がいない。 琉 球の 山 南 王の 朝鮮 亡命と いう 琉球 

史を いろどる ロマネスクな 事件 も、 日本人の 手引きに よって おこなわれた 公算 は 大きい。 一四 五三 年に 道 安と い 

う 博 多の 人間が 琉球 国王の 使者と 称して 慶尚 道の 富山湳 にあら われた が、 当時の 博 多に は、 琉球ゃ 南蛮の 商船 も 

あつまつ ていた。 

一四 一八 年、 中 山 王の 思 紹は賀 通 連 を 使者と して さまざまな 南海 産の 品物 を 朝鮮 国王に 献 じた。 この 賀通連 は 

勝連按 司の ことで ある。 沖繙 本島の 東海岸に つき出した 勝 連 半島に は 中 城 湾 を 一 望に 見渡す 勝 連 城跡が あって、 

一九 六 四 年に 発掘 調査が おこなわれた とき、 高麗 瓦片ゃ 南宋の 青磁 片が 多数 採取され た。 かって 勝 連 城 は 高麗 瓦 

で葺 かれて いたと 推定す る 向き も ある。 この 高麗 瓦 は わざわざ 朝鮮から もってくる わけに もい くまいから、 沖繙 


2 のど こかで、 朝鮮人の 瓦 職人が 焼いた のであろう。 戦後に なって、 首 里 城 正殿 前から 高麗の 象嵌 青磁の 破片が 発 

4 掘され たこと も 付け加えて おく。 

行  一 

紀 

^  かつ れん  ふな や 

民 勝 連が 船 遣れ 

ふな や  み かまえ 

船 遣れ ど 御 貢 

きき や 

喜界 大 みや 

直 地 成ち へ みお やせ 

と、 『おもろ さう し』 の 巻 十三に うたわれ ている。 「大 みや」 は奄 美大 島の ことで ある。 「直 地 成ち へ」 は 地続き 

にして、 「みお やせ」 は 奉れと いう 意で ある。 この 勝 連の 船が 奄美 群島の 請 島、 与路 島、 徳之 島、 沖 永 良 部 島 を 

航行 するとき のこと をうた つた 「おもろ」 も ある。 柳 田 国 男 は 沖 11 本島の 東の 海の ル ー トを 重視し、 海洋 性の 濃 

い 東海岸の 文化 を 勝 連 文化と 呼んで いる。 勝連按 司の 派遣した 船が 道の 島伝いに 北上して、 朝鮮と 貿易 をお こな 

つ た 記録が のこされて いるの は、 柳 田 説 を 裏付ける ものである。 

『海 東 諸国 記』 によると、 対 馬、 有岐 をへ て、 肥 前の 上 松 浦に やって きた 朝鮮の 船 は、 上 松 浦から 口 永 良 部 島 を 

へて、 奄 美大 島に たどりつ いている。 それ は薩 摩の 妨害 をお それた ので ある。 琉 球から 朝鮮に いくば あい も、 も 

と は 坊の津 に 立ちよ つて、 それから 九州の 西海岸 を 北上して 天草 をす ぎ、 平 戸に いたり、 博 多に 向かう 交通路と- 

いま 一 っは薩 摩の 西岸 を 北上して 肥 後の 高瀬に 上陸し 陸路 博 多に 達する もの もあった。 十五 世紀の 中頃から、 薩 

摩 藩 は 博 多 商人が 無断で 琉 球に いくの を とりしまる ようにな つたので 薩 摩の 近海 を さけて、 臥 蛇 島の 西方 をと お 

り、 平 戸と 奄 美大 島の 間 を 航海す るよう になったら しいと、 比 嘉春潮 は 『新 稿 沖 織の 歴史』 の 中で いう。 
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このよう にして、 琉 球の 船 は 百年 間に 三十 回 も 朝鮮と 貿易 をお こなって いる。 しかも それが 九州の 西海岸 や 西 

海をル ー ト としてい る ことに 大きな 関心 を はらわざる を 得ない。 

金 達 寿さん と 一緒に 出そうと 提案した 同人雑誌 「西海岸」 は それつ きりに なった が、 そのと きの 出会いが 機縁 

になって、 私 は 金さん としば しば 対談す る 機会に めぐまれた。 金さん は 日本 文化の 中に いかに 朝鮮 文化が 影響 を 

与えて いるか を 力説す るのに たいして、 私 は 沖繙を 中心とした 南方 文化の 影響 を 主張 するとい う 立場 をと つた。 

それ は 話 をお もしろ くす るた めに 意識して とった 態度で も あるが、 対談 を 重ねる たびに、 だんだん 困って いくの 

が 自分で もよ く 分か つ た。 それ は 朝鮮 文化と 思われる ものの 中には 南方 系の 文化が 色 濃く みとめられる ものが あ 

るからで ある。 つまり、 南方 文化と 朝鮮 文化 は 対立 するとい う 図式が 私自身 あまり 有効で ない こと を 認めざる を 

得 なくなつ たので ある。 それ は 金 達 寿さん との 対談 集 『日本 文化の 源流 を 求めて』 (筑摩 書房 刊) の 中で も、 私が 

告白して いる ことで ある。 ここにい たつ て 金さん とむ きになって 争う という 戦意 は 喪失した。 

沖 11 を 中心とした 南方 文化 を 日本 文化の 「母」 とすれば、 朝鮮 は 日本 文化の 「父」 の 役割 を 果たして きた。 し 

かしこの 「父」 と 「母」 はまった く 異質の 血 を もっている のではなかった。 だから こそ、 スサノ ォは妣 の 国に ま 

からむ と 泣き叫んで、 朝鮮 を 目指した。 また、 タジマ モリ は トキ ジクの カグの 木の実 を 求めて 常世 国に いったが、 

そこ を 済 州 島に 比定 する もの もい る。 ところで 妣の国 も 常世の国 も、 樹木が しげり、 一年中 果物 や 稲が みのって 

いる 原郷 というので、 日本 民族の 先祖が 黒潮に 乗って 北上した 南方と 考えられ ている。 いずれにしても、 私は琉 

球 や 朝鮮の 中に、 自分 以上に 自分で ある もの、 すなわち 自分 を 形成した 「父母」 に ひとしい 「原型」 を 発見す る „ 

私は琉 球に 並々 ならぬ 関心 を かたむけて いるが、 それにお とらない 熱い 気持 を 朝鮮に 抱いて いる。 私 は 千年 も 今 

も かわらない 無告の 民の 姿に、 真の 自分の 「父母」 を 発見す るの だ。 


韓国で は 女の シャ ー マン を ふつう ム ー ダン (巫 堂 = ふどう) と 呼んで いる。 この ム I ダンの 神が かり を 見る 機 

会が あった。 それ はこの 十月 五日から 五日 間、 韓国の 地方 都市に ある 円光 大学で 東洋 シャ ー マ -ー ズム 学者の 会議 

が 開催され た その 最後の 日だった。 

日本から 数名の 民俗学 者 や 宗教学 者が 参加した が、 私 は ォブザ ー バ，' という 資格 を もらって 出席し、 会議の 模 

様 をの ぞいた。 最終日 は 円光 大学の 民俗学 研究所 長の 金泰坤 教授の 案内で、 扶安 という 町に フィル ド • ヮー クに 

出かけた。 

私たちが 会った ム ー ダン は 三十 四 歳になる 主婦で、 幼い 子供が 三人あった。 眼 鼻 立ちのと とのった やせぎ すの 

女性で、 見る からに 神経質な 感じだった。 二十 七 歳のと きから 巫 病と いわれる ものに かかって いると いう。 

その 原因 は 彼女の 甥が 六 歳の 若さで 死んだ ことに 衝擊を 受けた ことにあった。 それから しだいに 身体が 変調に 

なった。 眼まい がして、 身体が 地面から あがらなくなる。 そうした こと を 話しながら、 彼女 は 私たちの 見て いるま 

えで、 しきりに 左手で 右の 肩から 腕に かけて もんだ。 それ は 死んだ 甥が 彼女に 憑いた こと を 知らせる 信号だった。 


44 う 韓国の シャ— マ 


死んだ 甥 はいつ も 村の 北方に ある 松の木の 下にい るの だが、 そこから 飛んで やってくる のだった。 そうして 法 

堂と 呼ばれる 家内の 一室の 祭壇に かざった 花に とまる。 すると かざり 花 は ゆれうごき、 彼女の 右 肩 は 電気 を 受け 

たように しびれ、 重くな り、 利かなくなる。 

一 般に 子供の 霊に 憑かれた シ ャ ー マ ンは 子供の ように あまい 物 を 好む ようになる。 子供が 鳥になる というので- 

自分 も 子供に なり 切って 鳥の 声 を 発する。 また 鳥の ように 生米 をつ いばむ。 そういえば、 この ム ー ダンの 家に も 

鳥が 飼 つ て あ つ た。 軒下に つ るされ た 鳥 かご は 意味 ありげ に ゆれて い る 気がした。 

死んだ 甥 ま itl? 々急に 大きさ を まし、 きつい 眼で にらみつける という。 それ は 彼女が 神に 誠意 を 見せない ときで 

ある。 私たちの まえで、 みずら のよう な 髪 かたち をした この ム ー ダン は、 子守り 歌 をうた つてき かせた。 それ は 

ものがなしい 調べ を も つ たうた だ つ た。 

ハ トが 鳴く こ のよ るに 

雪 あらしが 吹く この 夜に 

幼い この 身の 行く 処 がない 

、： 2fl, ま そず こさ まよう 

花屋 を さがして みても 

石の 根に 聞いて みても 

つめたい 星の ひかり だけ 

泣きながら ひとり 夜 を 明かす  一 

夢に みる 母さん 恋しい 母さん 
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そのし み 入る ような、 か ぼ そく 切ない うた は、 生みの 子どもの ためで なく、 彼女の 愛した 幼い 甥の ための 子守 

り 歌な ので ある。 しかも この 歌詞 は、 母が 子供 を あやす のでな く、 子供 自身が 母 を 求める という 内容で ある。 死 

んだ 子の ために そうした 子守り 歌 をうた う 母親が い つたい あるだろう か。 この 歌 は 私に は 西洋 中世の 神秘 家で あ 

つた 十字架の 聖ョ ハネ の、 神にたい する 孤独な 恋歌 を おもいおこさせる。 

それ はさて おき、 この 歌の 中に r ハト」 とか 「花屋」 とかいう 言葉が 出て くるのに 注目しょう。 すでに 見た よ 

うに、 鳥 や 花 はシャ ー マンと 深いつな がりの ある 単語で ある。 昂揚 状態に おかれた シャ ー マンの 魂 は 鳥と なって 

山に 飛んで いくとい う。 わが国で 恐 山な ど祖 霊の あつまる 山と 巫女と がふ かい 関係 を もっとい うの は、 もともと 

シャ ー マ ン のこう した 夢中 飛行の 現象と は 無縁で はな か つたので あろう。 

その 日、 私たちが 足 を ふみ 入れた ム ー ダンの 家に は 三本の 旗が ひるがえった。 庭の 地面に は屛 風が めぐらされ、 

にわかづくりの 祭壇が 設けられ ていた。 祭壇に は 果物 を そなえ、 ロウ ソク をと もし、 線香 を 焚き、 ム ー ダンの 侍 

者で ある 若い 男と、 せむしの 老婆が 祈り を ささげた。 

この 二人に よ つて かしましく 銅 鼓が 打ち鳴らされ ると、 その 喧騒 をき きつけて 村人た ち は ぞろぞろ 寄って きた。 

私たちが 会った ム ー ダン は 七色の 服に 着が えた。 七は聖 なる 数で ある。 着物の 上に 青い ワン ピ ー ス (トル マギ) 

を まとい、 悪魔よ けの 赤い 色の スカ I トを 穿いた。 ム ー ダン は 白い 木綿 をと り 出して、 家の 中の 法 堂と 庭の 祭壇 

の あいだ をつな いだ。 この 白い 布 は 神の 道な ので ある。 眼に 見えぬ 神 は 法 堂から 祭壇へ とった わって ゆく。 

そのうちに、 ム ー ダン は 別の 白い 木綿の 結び目 をに ぎって 小 きざみに ふるえ はじめた。 そうしながら 無我の境 

地に 入って その 結び目 を ときはなつ。 あとで は 木綿の 布 を ふりかざして、 とびあがる。 ム ー ダンの 侍者が 銅 鼓 や 

長 鼓 を はげしく 打ち鳴らす。 ェクス クシ ー に 陥った ム ー ダン は 眼 をつ むり、 上下 運動 をく りかえ して ダンス をつ 
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づ ける。 

とびあがる ときに、 地面に つよく かかと をつ ける の は、 頭に 震動 を 与えて 脱 魂 状態に 入り やすくす るた めで あ 

る。 ム ー ダンの 侍者の せむしの 老婆 もや はり 巫女で、 銅 鼓 を 打ち合わせながら とびあがる。 そうした 動作が しば 

らく つづいた のち、 儀式 はお わり を 告げた。 庭の 祭壇に ささげた 供物 はム ー ダンの 手で 法 堂に はこびこまれた。 

おなじ 学会に 出席した 桜 井 徳太郎 氏 は、 ソウル の 近郊で もう 一人の ム ー ダンに 会つ たと きの 話 を 私に 語 つ た。 

桜 井 氏の 話で は その ム ー ダン は 死んだ 若者の 背広 を 着て、 若者に なりかわり、 若者の 母と 抱きあって 再会 をよ ろ 

こび、 かつ は 泣いた という。 また 若者の 母 や 遺族 は ロウ ソクを 手に して 行列し、 祭壇の まわり をめ ぐって あるい 

た。 それ はム ー ダンに みちびかれて 死者の 国 を 歩く すがたな のであった。 

このような 鬼気迫る 光景が 韓国で まだ 見られる という こと は、 仏教 や 儒教が 原始 宗教 を 一 掃した ようにみ えて 

も、 人間の もっとも ラジカル (根源 的) な 宗教 衝動 は 根 だ やしに できなかった こと を 物語って いる。 そして それ 

は 日本の 神 を まつる ものが、 幻想 を 共同体に 与える ことによって、 共同体 を 指導す るシャ ー マンであった という 

推測に 大きな 手がかり を 与える ものである。 

ふりかえって みれば、 朝鮮の 古代史 は 少なからぬ 巫 王に よって つかさどられ、 政治に もしば しば 巫女が 関与し 

た。 私が こんど 会った 韓国 民俗学 会 会長の 任 東 権 教授 は 「はじめて 朝鮮で 国 を 建てた 檀君 は 巫であった とする こ 

と は、 ほとんど 通説と なって いる」 と 述べて いる。 

日本の 古代史に おける 巫 王で ある ヒミ コゃ イイ トヨの 青の 皇女の 活躍と いい、 琉 球の 王朝に おける きこえ 大君 

の 政治 干渉と いい、 韓国の 古代史と 比較 研究すべき 余地 はま だ 残って いる。 それ はシャ ー マンの 存在が 民衆 生活 

に 今 もな お 大きな 力 を 与えて いると いう 韓国の 民俗学の 問題 を 考慮す る だけで はない 重要な 主題 を 孕んで いると 

私に は おもわれる。 


去る 五日 二 九 七 二 年 十月) の 朝日 新聞 文化 面に 「世界に 例の ない 海底 王 陵の 発見」 という 見出しで、 考古学者 

の 安井 良 三 氏が、 韓国の 慶 州の 東方 海岸に ある 大王 岩の 中に 葬られた 新羅の 文武 王の 墓に ふれて 書いて いる。 私 

はちょう ど その 五日の 朝、 羽田から ソウルに 旅立った。 そして 韓国 旅行の 日程に は、 この 海底 王 陵 をみ る ことが 

あらかじめ 入って いた。 この 王 陵に ついては まえから うすうす 知ってい たが、 今年 『ちく ま』 (筑摩 書房) 六月 号 

にの つた 山 本健吉 氏の 「海底の 陵」 という 記事 は、 私の 旅心 を さそう に 足りる ものであった。 それによ ると、 山 

本 氏 は 一昨年 秋の 韓国 旅行で、 このめず らしい 王 陵 をみたい と 思いながら、 果せないで 心 を 残して 帰って きたと 

いうので あった。 

そこで 私 は慶州 をお とずれ たと き、 なに は ともあれ、 その 海底 王 陵の ある 場所に ゆく ことにき めた。 それ は慶 

州から 三十 三 キロ、 慶尚北 道 月 城 郡 陽 北面 奉吉 里の 海上に ある。 私が たのんだ 自動車の 運転手 は、 途中の 道路が 

ひどく わるい こと をた てに しぶった が、 かろうじて 承諾 させた。 車が 慶 州の 市中 を 出て 東に むかう と、 風景 は 山 

忖 らしい ものに かわる。 仏国 寺の うらがわの 山 あい をぬ つてい くと、 道の 両側から 山が せばまって、 その 間 を 川 
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が 流れ、 儿 原に は ポプラの 真つ すぐな 木が 立って いる。 途中 すれちがう 農民の 男女の 素朴な 姿 は、 私に はまる で 

古代史の 人た ちに ゆきあって いる 気 を 起させた。 運転手の 話で は、 この 山峡 を 十八 年 まえに 車で とばして いると 

き、 左右の 山 を 二 頭の トラが 車に ついて 走った という。 暗やみに 燃える トラの 目の 火が 木の間に みえ かくれした 

という 話 を 聞いて、 自分の 今い ると ころが、 島で なく 大陸で ある こと を はっきり 感じた。 

山峡 をぬ ける と、 開けた 村の 空地に 出た が、 ここ は 一月 半 まえの 大水 害で むざんに も 壊滅して いた。 道路 は 川 

ぞいに あるの だが、 いたるところ くずれて おもう に まかせない。 やむ を 得ず、 車 は 水し ぶき を あげながら 川床の 

上 を 走って ゆく。 やがて 道の 左側の 丘の 上に、 二 基の 石塔が 秋 空 を 背景に くっきりと そびえて いるの がみえ た。 

塔の 風情 は 質朴で、 しかもき わめて 端正で あり、 こびた 美がない ことで 私 を 感動 させた。 これが 六 八 一年に 文武 

王が 死んだ のち、 その子の 神 文 王が 亡き 父 王の ために 創建した 感恩 寺の 跡であった。 

十二 世紀 半ばに 作られた 朝鮮 最古の 史書で ある 『三 国史 記』 に は、 文武 王が 死ぬ と、 群臣 は 王の 遺言 どおりに 

東海の 大 岩の 上に 葬った、 と ある。 十三 世紀末に、 新羅、 高 句麗、 百済の 三国の 遺 聞 や 逸事 を まとめた 『三国 遺 

事』 に は、 文武 王 は 倭 兵 を 鎮めようと ねがって この 感恩寺 を 創った が、 完成 しないう ちに 死んだ。 それ をつ いだ 

神 文 王が 完成 させた の だが、 金堂の 敷石の 下に 東に 向いた 穴を開けて ある。 それ は 竜と なった 文武 王の 霊が 寺に 

出入す るた めの ものである。 文武 王の 骨 をお さめて ある 場所 は 大王 岩と いうと ころ だ、 と 述べて ある。 

冒頭に のべた 安井 氏の 文に よると、 感恩寺 跡 を 一九 五 九 年に 発掘した とき、 金堂の 基 壇に 特殊 遺構の ある こと 

が 発見され、 それが いわゆる 竜 穴 遺構で ある ことが 確認され た。 そして それが 八 年後の 一九 六 七 年の 大王 岩の 中 

の 海底 王 陵の 発見に つながって いった。 俗伝で はこの 感恩 寺まで 海水が 入り、 文武 王の 霊 は 黄色い 竜と なって 夜 

な 夜な 通った というが、 それが かならずしも 荒 唐な 伝説でなかった ことが 実証され たので ある。 

さて、 この 感恩 寺から 大王 岩の ある 海岸まで 東に ニキ 口の 距離で ある。 大王 岩 は 砂浜の むこう 百メ ー トルの 海 
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上に 横たわつ ている。 この 大王 岩のと ころに ゆく のに はかならず 許可が 必要で ある。 私が 小舟で その 岩の 上に た 

どり ついた とき、 まわり 二百 メ ー トルの 岩 群の 東西南北が 裂けて いるの を 見出した。 四方の 海水 は、 自由に 流れ 

入り 流れ出る が、 高波 はま わりの 岩の 壁に さえぎられ ている。 岩の 真中 は 十三 平方 メ ー トル 位の 広さで、 池の よ 

うに おだやかな 水 をた たえて いる。 水面から 一 メ I トル ほどのと ころに、 大きな 石棺の ふた 石が 透けて みえた。 

もとは 亀の 形 をした ものである というが、 今 は 形が くずれて 自然 石と 見 まが われる。 風が 吹く と 水面に さざなみ 

が 立って、 石の すがた は 消える。 そして この 水の 中に 人が はいると、 まったく 濁って しまう と 古くから おそれら 

れ ていた。 

岩の 裂け目から 青い 液体 をた たえた 東海が 開けて みえた。 文武 王の 遺体 は 火葬に 付され たの だが、 この 石函の 

中には さまざまな 副葬品の 納められ ている 可能性 は 十分に ある。 文武 王の 在位 期間の ほとんどが、 わが国の 天智、 

天 武の両 王朝と 重なって いる。 緊張す る 彼我の 関係の 中で、 日本軍の 侵略に そなえて、 護国の 大竜 とならん こと 

を 願った 新羅 王の かなしい ばかりの 心根 を 私 はえが いた。 

しかし 海底に 他界 を 求める というのに は、 おのずからもう 一 つの 理由が あつたの ではない かと 私 は 想像す る。 

つまり 竜が 水神で ある 以上 は、 竜宮 こそ は 死後の たましいの ゆくべき ところと いう 観念が まずなくて はかなう ま 

い。 竜神 信仰 は 韓国の 東海岸と 南海 岸 を ひろくお おってい る。 また 琉 球と 酷似す る 綱 引 行事 も 分布して いる。 鹿 

児 島 在住の 民俗学 者の 小 野 重朗氏 は、 綱引きの 綱 は 竜神に ほかなら ない とする。 琉球、 奄美、 九州の 西海岸、 天 

草、 五島に この 竜神の 文化圏 をみ るの だが、 現地調査 による 比較 検証 をへ たうえで、 さらに それ を 延長 すれば、 

韓国の 東 また 南海 岸と むすびつ くこと も 不可能ではないだろう。 

さて、 石窟庵 をへ だてる こと 十六 キロの 海底 王 陵 をみ るのに、 まる 半日 をつ いやした 私 は、 帰途 慶州 市中の 皇 

Is^ 寺；^ に 立ちよ つた。 そこ はい ま 草 むらに 礎石が ある だけの 廃墟に なって いるが、 七 世紀の 半ば 近くに は、 隣接 


諸国からの 災を 防ぐ ために、 九 層の 塔が 建てられた。 第一 層 は 日本からの 侵略 を 防ぎ、 第二 層 は 中国からの IM 略 

を 防ぐ という ふうに して、 第 九 層 は濂貊 となって いるが、 日本の 脅威が まず 問題に されて いる。 

皇竜寺 跡の 北に は芬皇 寺が ある。 そこに は 三 層の 石塔が 立って いる。 東方 海中の 安山岩 を もって 積 重ねた もの 

で 新羅 最古の 塔で あるが、 壬 辰 丁酉の 倭 乱のと き 日本の 軍隊に よって、 半ばが こわされた ものであると 韓国人の 

説明 者 はいった。 それ は豊臣 秀吉の 朝鮮 征伐の 時です か、 と 日本から 観光旅行 にきた 中年の 婦人が きいた。 こう 

した はしたない 日本人の 旅行者が、 依然として あと をた たな 、以上、 文武 王のう れい は 千 数百 年 をへ た 今日 も 生 

きている こと を 私 は 感じた。 
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韓国の 春 


五月 初めの 慶 州に は、 色 とりどりの 軽快な 民族 衣裳 を まとった 人波が あふれる ようにお しょせ ていた。 明るい 

外 光の 下で、 老人た ちはいぶ し 銀の ように 光って いた。 彼ら は、 清楚な 身なりで、 ゆったり とか まえ、 自分の 国 

の 侵しが たい 威厳 を 無言の まま 示して いた。 どんな 政治 体制 も 民族の 誇り を 打ち砕く こと はでき ないし、 常 民の 

歩調 を 変える ことができな いこと を 韓国の 春 は 告げて いた。 

r- つ， 1-  わたげ 

雁 鴨 池の ほとりで は、 塘に 植えた 柳の 並木が おびただしい ほどに 白い 絮毛を 飛ばして いた。 その 無心の 動き を 

りゅう じょ 

盒 つてい ると、 歓喜と も 悲哀と もっかぬ 気持に 身が ひたされる。 柳絮 という 古めかしい 言葉が 頭に 浮び 詩人な 

らず とも 自分が 漢詩の 中の 点景 人物に な つ た 気がして くる。 

日本人が 親しんで きた 南画の 風景 は、 ここで は 架空の もので はない。 土 群で かこまれた 韓国の 農家の 風景 は そ 

のま ま、 文人画の 題材で ある。 土 溝の 内側に 柳 を 植えて ある 家 も 多い。 さて、 こうした 風景 を 日本で さがす とな 
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ると、 あり ふれて いるよう でむず かしい。 もちろん 土 溝で かこんだ 家 はめず らしくな いが、 屋敷の かまえが 微妙 

にち がって いる。 それ は 一 つ は 土の 色に あるの かも 知れない。 土塀の 泥 も、 大地 も 韓国のば あい は 乾いて いる。 

次に 韓国の 家 は どれ も 屋根が 反 をう つてい る C  土塀の 上の ながい 屋根の 線 も 中 だるみ になって いる。 そこが 日本 

とまるで ちがう。 

私が 韓国 を はじめて 訪れた 五 年 前の 秋 十月、 突きぬ ける ような 大陸の 青い 秋 空の もと、 青い 屋根の 家が きびし 

い 反 を 打って いるの をみ た。 その 家の まわりの 田 は 熟れた 稲穂で 黄色に ぬりつぶされ ていた。 それ をみ たと き 私 

の 気持 は たじろいだ。 眼前の 現実が、 なぜか 醒めたくない 夢の ように も 思われた。 

韓国の 家の 屋根 は 天 高い 秋 空の 色で ある。 そのような 色 は 大自然と つながりながら、 その 形 は 厳格な ほどの 端 

正さ を そなえて いる。 それ は慶州 はじめ、 韓国 各地に のこされた 古代の 石塔の 形に も 言い 得る ことで ある。 韓国 

の 石塔 は、 日本の 五重塔、 三重 塔の ような 媚 がない ところが 私 は 好きで ある。 

かさ さぎ 

自分の 足が 日本 島と はなれた 大陸の 土 を ふみしめ ている という 思い は、 慶 州で はじめて 鵲を 見かけた ときに 

も、 私 を 襲った。 白と 黒の まだらな 模様の 鳥が 武烈 王 陵の まわり を 飛んで いた。 鵲は 私が 想像して いたより は 派 

手な 格好の 鳥だった。 付近の 大樹の 洞に は、 鵲の 巣ら しい もの もあった。 『魏志 倭人 伝』 に は、 「倭に 鵲 なし」 と 

いう 一条が ある こと は 知られて いる。 はるかな 昔に、 玄界灘 を わたって きた 人た ち は、 鵲の すがた を どこに も 見 

かけない こと を さびしく 思い、 故国 を はなれた こと を 実感と しても つたに ちがいない。 それ は 逆に 言えば、 朝鮮 

文化に 親しんで きた 日本人に、 鵲 という 幻の 鳥にたい する あこがれ を擾き 立た せる ことに もな つた。 平安 期 以来、 

都の 文人た ち は、 一 度 も 見た こと もない 鵲の声 をた えず 空耳に きいた。 
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二 

五月 初めから 中旬に かけて、 私は慶 州から 抉 余に いく 途中の 秋風 嶺で、 あるいは 彦陽 でと、 ボ ツチ チェ ルリの 

「春」 を 思わせる 野 山での 女た ちの 踊りの 光景に 何度も 出会った。 それ は 地面に 蓆 を 敷いて 花見 を するとい う 日 

本流の 楽しみ 方と はちが う。 また 盆踊りの ように 型が ある わけで はない。 大樹の 蔭 や 山の 草原で、 七、 八 名の 女 

たちが 輪 をつ くり、 民謡 をうたい ながら 立った まま 勝手に 踊る ので ある。 その 動作 も 日本の 踊りの ように は 緩く 

ない。 そこに は 韓国の シャ ー マンの 踊りの 伝統が あるよう に 思われた。 話に 聞く と 彼女ら は 一年間、 乏しい 家計 

の 中から 小遣い を 溜め、 それで 濁酒 や 御馳走 を 買って は、 そのよう にして 春の 一日 を 踊り くらす という ことで あ 

つた。 なるほど、 くさむらに は 酒 瓶 や 弁当箱が ころがつ ていた。 なかには 子供 を 背中に くくりつけた まま 踊って 

いる 女 もいた。 彼女 は 何 かの 事情で 子供 を 家に 置く わけに はいかなかった のだろう。 しかし また 踊り を 断念す る 

気に はなれな いという こと だつ たにち がいない。 

彦 陽の 近くの 書写 台に ある 岩壁 画 をみ ようとして 大和 川 を 靴 をぬ ぎ、 ズボ ン の 裾 を まくりあげて 渡 つ たと きの 

ことだった。 川の 水 は 冷たく 澄み、 川底の 石 は 苔です ベり やすかつた。 川の 流れ を ところどころせ きとめて 魚 を 

とる 人た ちがいた。 すると どこから か、 風に 乗って 歌声が 聞こえて きた。 男と 女が かわるがわる 民謡 をうた つて 

いる。 その 歌 は 甘く、 烈しく、 悲しく、 民衆の 感情 をない まぜた ものの ように 聞え た。 私が 浅瀬につつ 立った ま 

ま 思わず ふりかえ ると、 川の 淵に つき出した 大きな 岩の 上に、 四、 五 人の 若い 男女が 坐って いた。 彼ら はこの 隔 

離された 岩の 上で、 誰 はばかる ことなく 民謡 をうたい ながら 一日 をす ごして いる。 下流で は、 別の グル ー プの若 

い 男女の 一群が ゆっくりと 舟 を こぎながら 歌 をうた つてい る。 それ は 遠く さかのぼれば、 筑波 山の かがいに 似た 

もの だろうと 私 は 推測した。 『常 陸 国 風土記』 を 開く と、 筑波 郡の 条に、 歌 垣 (かがい) のこと を 記して 
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坂より 東の 諸国の 男女、 春の 花の 開く る 時、 秋の 葉の 黄づる 節、 相携 ひつら なり、 飲食 を もちきて、 騎 にも 

歩に もの ぼり、 たのしみ あそぶ 

と ある。 またお なじく 『常 陸 国 風土記』 の 香 島 郡の 条に 次の 記事が 見つかる。 

年 ごとの 四月 十日、 祭 を 設けて、 酒 飲す る。 卜 氏の 種う 属、 男 も 女 もつ どひて、 日 を 積み 夜 を かさねて、 飲み 

楽み 歌 ひ 舞 ふ。 その 唱に いはく 

あらさ かの 神の み 酒 を 

飲げ と 言 ひけば かもよ 

我が 酔 ひに けむ 

註釈 書に よると、 「神酒 を 飲めと すすめられ、 それで 飲まされ たため か、 わたし は 酔って しまった」 というの 

うらべう じ や .f  - ら 

が この 歌の 意で ある。 ト 部の 種属、 というの は中臣 氏の 一族と いう ことで あるが、 こうした つどい は 中臣に 限つ 

たこと では あるまい。 私 はむしろ 四月 十日と いう 箇所に 注目したい。 というの も 日本で は、 旧の 四月 八日 山に の 

ぼり、 山つつ じな ど を 手 折って 帰る 風景が あった。 その 際、 民衆が 山 をの ぼりながら 民謡 をうたい、 休憩の 場所 

で 飲み食いした ところで 別にめ ずらしくなかろう。 この 四月 八日の 行事 は、 『常 陸 国 風土記』 に 記す ところの 四 

月 十日と 何ら かの 関連が あると 思われる。 仏教の 灌 仏会に 合わせた にちがいないが、 その 日に 固執す るい われ は 

ない。 つまり、 旧の 四月の 上旬 か 中旬 頃と 考えて 置けば それで 済む ので ある。 
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ED 本文 化の 基 層に 南方からの 民俗 伝承が ある こと は 疑い を 入れない。 しかし、 南 島の 自然に は 春と か 秋と かの 

けじめ はと ぼしい。 春秋の 季節感 を あじわえ るの は、 冬と 夏と が 明確な 土地で なければ ならぬ。 という ことから、 

春の 花の 開く とき、 秋の 木の葉の 色づ くと き、 常 民が 集まって、 大樹の かげ、 井泉の ほとりで、 ひとときの 歓を 

つくす の は、 朝鮮半島からの 渡来人が つたえた 風習で あると 想像す るの だ。 それ は 『常 陸 国 風土記』 の 書かれた 

頃の 関東 地方の はてまで、 もちこまれ たと 私 は 考えて いる。 

古代の 朝鮮半島に これに 似た 慣習の あった こと は 『魏志 東夷 伝』 中の r 韓伝」 に 次の 記載が ある ことで も 推察 

がっく。 

たねまき 

常に 五月 を もって 下種し、 おわれば 鬼神 を 祭り、 群り あつまりて 歌舞し 飲酒す、 昼夜 休まず、 その 舞 は 数十 

人が ともに 起ちて 相随 い、 地 を 踏む に 低く たかく、 手足 は 節奏に 相応ず、 輝 舞に 似た る あり、 十月に 農 功が 

おわれば また ふたたび かくの ごとし。 

このように 朝鮮半島の 常 民が 古代から 今日に いたる まで、 春と 秋と に 豊年の 折目 を 見 計って は 歌舞し 飲酒して 

楽しんで いると いう 一 貫した 事実 は、 常 民と は 何 か を 深く 考えさせずに は 置かない。 

春と はいえ、 荒涼と した 風景に も 出会った。 それ は ソウル 市の 郊外の 石 村 洞に ある 積 石 塚 を 見学し にいった と 

きのこと だ。 巨大な 積 石 塚の 葺石 を剝 がして、 屋根に のせたり、 石塀 を こしらえたり している 村な ので、 石 村と 

いう 名が つけられて いると 聞いた。 そこに 到る 道 は、 これと いうき まった 道 もない 赤茶けた だ だっぴろ い 大地で、 
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あたりに は 緑 もまった く 見当らない。 山脈 も 遠い。 自動車が とおるた びに， 乾いた 埃が まきあがり、 春の 陽 を さ 

えぎ る。 こうした 風景に は 日本で は どこ にもお 目に かかれない。 

石 村 洞の かえりがけに、 おなじ ソウル 市内の 風納 洞に ある 百済の 土 城の あとに 立ちよ つた。 百済 初期の 都が き 

ず かれて いたと ころで ある。 おそらく 二、 三 世紀 頃の ものと 推測され ている が、 私の 背丈の 何 倍 も ある 土塁が 何 

十 間と つらなつ ている。 私 は その 巨大 さに 眼 を 見張った。 このような 大規模な 土塁で なければ、 北からの 高句麗 

の 来襲 を ふせげなかった。 平原に は 頼るべき 自然 物と して は、 何もない。 漢 江の 流れ も 冬に は 凍結す るから、 そ 

れは 自然の 障害と はなり 得ない。 こ こ に 大陸 国家の きびしさが ある。 

彦 陽で 見た 新羅の 石 塁 も 日本で は 想像で きない ほどに 長い もので、 町の 周囲 をと りまい ている。 そこ は 新羅の 

防衛 線と してきず かれた ものであった。 日本の ように、 森 あり、 山 あり 谷 あり 川 ありで、 それらが いりまじって 

いる 風土と はまる でちがう 条件に 置かれて いる。 

こうした ところでは、 支配者 は 大陸 国家の 論理に 忠実に、 都 城 や 土塁 をき ずき 軍隊 や 官僚 制度 を 組み立て なけ 

れ ばなら ない。 大陸 国家の 組織 は、 自然 を なぞったり、 自然 を 讃美した りしてば かり はいられない。 そこで は 文 

化 はい やおうな しに 自然と 対立す る。 自然と 拮抗す る 文化 をき ずかねば、 外敵から 侵寇を 防ぐ こと はでき ない。 

時代 は 下る が、 ソウルに のこされた 李 朝 時代の 宮城 ゃ宮 門な どの 建造物に も、 自衛 都市と しての 考えが 示威され 

ている。 

韓国の 民衆の 屋根の そり も 人間の 意志の 表現で あると 私 は 見る。 しかし その 屋根の 下に 住む 常 民 は、 自然に そ 

むく ことなく、 自然にしたがって 自分の よろこび を 表現したい ではお かない。 この 二つの 面 を、 私 は 今回の 韓国 

旅行で 見た。 
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今から 十 年 まえ、 私が 「日本 読書 新聞」 に 「雑感 一九 七 四 年」 と 題して 寄稿した 小 文が 

ある。 当時の 私の 生活が うかがわれ ると 思う ので 左に 掲げて みる。 

「今年 はいった いどの 位 旅行し たかを、 家人の メモ を 頼りに 計算して みると、 一月から 

十一 月末までの 十一 力 月に、 百 十七 日間 を 旅の空の 下で 送って いる ことが 分った。 年に し 

て 四 力 月、 月に して 十日 は 旅行して いる 勘定になる。 旅から 帰る と、 三、 四日 は 身う ごき 

ならぬ 位に 疲れて 寝込む の は 毎度の ことで、 その 間 は 訪問客 も 一 切 謝絶して いる。 

だから、 残りの 月 半分 は 息をつく 暇 もない ほど、 原稿 書きに 追い まわされる。 

どうして こんな ことにな つた か。 七 年 まえに 私 は 入院 生活 を 打ち切って 退院した。 当時 

私 は 胸部の 持病が 再発した ので、 一年 半の あいだ、 丘の 上で 病院ぐ らし をして いた。 ヒグ 

ラシ は 夕方 だけでなく、 夜 明に も 夜中に も 鳴く こと を そのと き 知った。 今度 退院の きっか 

け をつ かんだら、 脱走兵 か 脱獄囚の ように、 ハダ シの まま 息の つづく かぎり 走って みたい 

と 思って いた。 故郷の 父が 重病に 陥った ので、 私 は 一時 退院 を ゆるされた。 私 は それき り 

病院に もどらなかった。 それからの 七 年間、 私 は 原稿 書きの かたわら、 数多くの 旅 をした。 
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それ は 入院して いた 頃の 渴 きの 衝動 をみ たそうと した だけの ことであった かも 知れない。 

しかし 一 年のう ちに 百日 も 旅 をして いると、 手 かきの シャべ ルで山 をく ずして いるよう な 

気になる」 

この 雑感 を 書いて からさら に 四 年間、 つまり 一 九 七 八 年まで は 毎年 百日 を 越す 旅が つづ 

いていた。 

その 旅が どんな もので あつたか は、 著作 集 第 六 巻の 「琉球 弧の 世界」 ならびに 本 巻に よ 

つ て その 大要 をた どる ことが で き る。 本 巻 は 「民俗の 神」 ( 一 九 七 五 年) 「出 雲の 神々」 ( 一 

九 七 八 年) の ほかに、 「埋もれた 日本 地図」 (一九 七 二 年) 「黒潮の 民俗学」 (一九 七 六 年) の 中 

に 収められた 文章 を 中心とした 紀行文 を 収録して ある。 私が 旅に あけくれ ていた ざっと 十 

年 近い 歳月の 大部分が こ こ にある。 

一九 七 九 年、 私 は 「青銅の 神の 足跡」 を 上梓した。 それまでの 十 年間、 ひたむきに 走り 

つづけて きたが、 そのと き 一息 入れる ための 小休止 をす る 時期が 到来した と 思った。 その 

頃から 私 は 地名の 保存と 研究の 必要 を 感じ、 「地名 を 守る 会」 の 運動 や 「日本 地名 研究所」 

の 設立に 多くの 時間 を 割いて きたので、 旅に 出る 日 は 以前 ほどで はなくな つた。 しかし、 

雑務の 間 を 縫って 執筆と 旅行 を くりかえす 生活 は、 今もって 変って いない。 

私の 旅 はいつ も 気ままな 単独 行で、 共同 調査と いったた ぐいの ことごとし いもので はな 

い。 私に は 土地との 出会いの 感性が 得られれば それで 充分で ある。 私に は その 土地 をお と 

ずれた ときの 強烈で 新鮮な 印象が 必要な の だ。 そのと きのお どろき を どのように 保持し、 

表現と して 定着させる か、 それが 旅 をと おして 私に 課せられた 仕事で ある。 おどろき は あ 
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ら ゆる 知識 探究の 源泉で あるが とくに 民俗学 は 実感の うらづけが 重要で ある。 実感 は 柳 

田 国 男の いう 同郷人に まさる もの はない。 しかし 同郷人 だけで 心意 現象が さぐれる かとい 

うと、 かならずしも 充分で はない。 同郷人の 眼 は 内輪の 世界の 眼で ある。 したがって 周辺 

の 事象に 馴れ、 あたりまえ になり 勝ちな ので ある。 それ を 救う のが 旅人の 眼で ある。 柳 田 

も 折 口 も 偉大な 旅人であった。 これら 民俗学の 巨人た ち は、 旅人で あれば こそ 同郷人の 気 

付かない 問題点 を 発見した ともい える ので ある。 私 も 物 書きと して 民俗学の 分野に 分け入 

るた めに 旅 は 不可欠であった。 

1 九 八 四 年 一 月 

谷川 健 一 


2 

4 初出 一覧 


〈二 巻 は、 『民俗の 神』 (淡 交社刊 一九 七 五 年 ：- 『出 雲の 神々』 (平凡 社刊 一九 七 八 年) と、 『埋もれた 日本 地 

は』 (筑摩 書房 刊 一九 七 二 年) 『孤島 文化 論』 (潮 出版社 刊 一九 七 二 年) 『原 風土の 相貌』 (大和 書房 刊 一九 七 

四 年) 『黒潮の 民俗学』 (筑摩 書房 刊 一 九 七 六 年) 『古代史と 民俗学』 (ジ ャ パン • パ ブ リツ シャ I ズ刊 一 九 七 七 

年) 『青と 白の 幻想』 (三 一 書房 刊 一 九 七 八 年) および 単行本 未 収録 論 稿より 収録した。 

それぞれの 初出 は 次のと おりで ある。 

「民俗の 神」 I 『淡 交 選書 一 六』 一 九 七 五 年 五月 

「出 雲の 神々」— 『平凡 社 カラ I 新書 八 六 古代の 旅 一』 一九 七 八 年 三月 

「民俗 紀行」 

阿波— 『小 原 流 挿花』 一九 七 二 年 二月 号 

大和— 同 右 一九 七 二 年 四月 号 

出 雲— 同 右 一 九 七 二 年 六月 号 

志 摩— 同 右 一九 七 二 年 八月 号 

信 濃— 同 右 一九 七 二 年 十月 号 

若 狭— 同 右 一 九 七三 年 一 月 号 

対 馬— 『小川 流 煎茶』 四 号 一 九 七 五 年 七月 原題 「対 馬の 表情」 

五島— 『黒潮の 民俗学』 一 九 七 六 年 十月 

大王 崎 紀行— 『小 原 流 挿花』 一 九 七 〇 年 一 月 号 
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流浪の 皇子— 『歴史 読本』 一九 七 一年 十一 月 号 

関東 地方に 遺る 古代 朝鮮の 文化— 『小 原 流 挿花』 一 九 七 〇 年 五月 号 

流されび と— 『小川 流 煎茶』 十 号 一 九 七 八 年 四月 原題 「流人の 島」 

追分 宿の 女た ち— 『小 原 流 挿花』 一 九 七 〇 年 六月 号 

庶民 遺文 抄— 同 右 一 九 七 〇 年 七月 号 

白鳥 伝説 を 訪ねて— 同 右 一 九 七 〇 年 十 一 月 号 

みちの くの 哀愁— 『北国の 四季』 一九 七 六 年 五月 

下 北半 島 紀行— 『小 原 流 挿花』 一 九 七 〇 年 八月 号 

虻の 襲う 村— 『小川 流 煎茶』 二号 一 九 七 四 年 十月 原題 「虻」 

女中と 一枚の 葉書— 『望 星』 一九 七三 年 八月 号 

産屋の 彼方— 『朝日 新聞』 夕刊 一 九 七 四 年 十 一 月 七日 

うぶすな I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十二月 五日 

白峯 紀行 I 『現代詩 手帖』 別冊 一 九 七 二 年 十月 

たちばな— 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十二月 二日 

獅子 島の 若者た ち— 『小 原 流 挿花』 一 九 七 〇 年 九月 号 

卵生 説話の 旅 I 『日本 生活 文化史』 月報 九 一 九 七 五 年 九月 

霧 島山 麓の カャ 力べ 信仰— 『小 原 流 挿花』 一九 七 〇 年 十二月 号 

黒潮に よせて— 『野性 時代』 一九 七 五 年 九月 号 原題 「黒潮と 民俗」 

奄 美の 新 節 をたず ねて— 『毎日 新聞』 一九 七 二 年 十月 六日 

海神の 使者 I 『国文学』 一九 七 二 年 九月 号 

おもろ の 旅— 『東京 新聞』 一九 七 八 年 六月 一日； 十三 日 

久高 島の 周辺— 『神々 の 島』 一九 七 力 年 七月 

青と 白の 幻想— 『小川 流 煎茶』 十一 号 一 九 七 八 年 七月 
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海の 贈物 I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十二月 三日 

八重 干 瀬に て— 『朝日 新聞』 夕刊 一 九 七三 年 五月 十四日 

宮 古島の 神 女 I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 四 年 三月 十三 日 

琉 球と 朝鮮 I 『季刊 三千 里』 十五 号 一 九 七 八 年 八月 

韓国の シ ャ ー マン I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 一 一年 十 一月 一日 

海底 王 陵への 旅 I 『「朝日 新聞』 夕刊 一九 七 二 年 十月 三十日 

韓国の 春— 『小川 流 煎茶』 九 号 一 九 七 七 年 九月 
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全十卷 


は 既刊 


秦 第一 卷= 民俗学 篇 I  * 

魔の 系譜 神. 人間. 動物 

魔の 系譜 (全) 神. 人間 • 動物 (全) 

秦 第二 卷= 民俗学 篇 n  * 

民俗の 神 民俗 紀行 

民俗の 神 (全) 出 雲の 神々 (全) 流浪の 皇子た ち 

埋もれた 日本 地図 白峯 紀行 他 

0 第三 卷= 民俗学 篇 m  * 

柳 田 学と 折 口 学 

「遠 野 物語」 の 世界 山人と 平地 人 柳 田 国 男の 

冒険 折 口 信 夫 再考 共感の 精神と は 何 か 他 

⑩第四 卷= 古代 学篇 I  * 

古代史 ノオト 信仰と 神話 

古代史 ノオト (全) 豊 玉姫考 祭場と 葬 所 古代 

人の 自然観 察 日本 神話の 風土 性 他 

き 第五 卷= 古代 学篇 n  * 

青銅の 神の 足跡 鍛冶屋の 母 

青銅の 神の 足跡 (全) 锻冶屋 の 母 (全) 

秦第六 卷= 沖 緙学篇 * 

琉球 弧の 世界 

北国の 旅人 宮古綾 語と 八重 山の 悲歌 与那 国. 

石垣. 宫 古の 旅 太陽の 洞窟 わが 沖緙 他 


© 第 七 卷= 女性 史篇 * 

女の 風土記 無告の 民 

女の 風土記 (全) 無告の 民 非 日常 世界との 交錯 

日本の ュ ー ト ピア 近代の 暗黒 他 

拳 第八卷 = 民俗学 篇 W 

常世 論 日本人の 宇宙観 

常世 論 (全) 古代人の 宇宙 創造 古代人の カミ観 

念 王権の 発生と 構造 儀式の 演劇 性 他 

⑩第 九卷. = 民俗学 篇 V 

地名と 風土 

地名— 土地に 刻まれた 文化遺産 地名と 日本人 

火の 国の 譜 呼吸す る 民俗 文化 海山の あいだ 他 

® 第 +卷= 文学 篇 * 

海の 群 星 わたしの 「天地 始之 事」 

最後の 攘夷 党 
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